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付   録 

（添付書類十） 

 

添付書類十の付録を以下のとおり追加する。 

 

付録１ 重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力 

 

付録２ 重大事故等への対処に係る措置の有効性評価の基本的考え方 

 

  

本資料のうち，枠囲みの内容は商業機密又は

核物質防護上の観点から公開できません。  



 

 

 

 

 

 

付 録 １ 

 

重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な

技術的能力 

 

  



 本付録は，添付書類十「５．重大事故の発生及び拡大の防止に必要

な措置を実施するために必要な技術的能力」の記載を補足するもので

ある。 

 

 

 



付－1－1.1－1 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 
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1.1.2 重大事故等時の手順等 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) 手動による原子炉緊急停止 

(2) 原子炉出力抑制（自動） 

(3) 原子炉出力抑制（手動） 

(4) ほう酸水注入 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

(6) 優先順位 
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1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，運転時の異常な過渡変化時において発電用原

子炉の運転を緊急に停止することができない事象が発生するおそれがある場合

又は当該事象が発生した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するとともに，

発電用原子炉を未臨界に移行するために必要な手順等が適切に整備されている

か，又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事象のおそれが

ある場合」とは，発電用原子炉を緊急停止していなければならない状況に

もかかわらず，原子炉出力又は原子炉圧力等のパラメータの変化から緊急

停止していないことが推定される場合のことをいう。 

２ 「発電用原子炉を未臨界に移行するために必要な手順等」とは，以下に

掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等

をいう。 

（１） 沸騰水型原子炉(BWR)及び加圧水型原子炉(PWR)共通 

ａ） 上記１の「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事

象のおそれがある場合」に，手動による原子炉の緊急停止操作を実施

すること。 

（２） BWR 

ａ） 上記１の「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事

象のおそれがある場合」に，原子炉出力を制御するため，原子炉冷却

材再循環ポンプが自動停止しない場合は，手動で停止操作を実施する

こと。 
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ｂ） 十分な反応度制御能力を有するほう酸水注入設備(SLCS)を起動する

判断基準を明確に定めること。 

ｃ） 発電用原子炉を緊急停止することができない事象の発生時に不安定

な出力振動が検知された場合には，ほう酸水注入設備(SLCS)を作動さ

せること。 

（３） PWR 

ａ） 上記１の「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事

象のおそれがある場合」に，原子炉出力を抑制するため，補助給水系

ポンプが自動起動しない場合又はタービンが自動停止しない場合は，

手動操作により実施すること。 

ｂ） 上記１の「発電用原子炉の運転を緊急に停止することができない事

象のおそれがある場合」に，化学体積制御設備又は非常用炉心冷却設

備による十分な量のほう酸水注入を実施すること。 

運転時の異常な過度変化時において原子炉を停止させるための設計基準事故

対処設備は，炉外核計装，安全保護系のプロセス計装等である。 

これらの設備が機能喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するた

め，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全性を維持するとと

もに，原子炉を未臨界に移行する対処設備を整備しており，ここでは，この対

処設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.1.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

運転時の異常な過渡変化により原子炉トリップが必要な状況における

設計基準事故対処設備として，安全保護系シーケンス盤，安全保護系の

プロセス計装，炉外核計装，制御棒クラスタ及び原子炉トリップしゃ断
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器を設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替す

るために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にし

た上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を

選定する。（第1.1.1図）（以下，付録1.1において「機能喪失原因対策

分析」という。） 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備:技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第四十四条及び「技術基準規則」第五十九

条（以下，付録1.1において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，運転時の異常な過度変化時にフロント

ライン系故障として，安全保護系シーケンス盤，安全保護系のプロセス

計装，炉外核計装，制御棒クラスタ及び原子炉トリップしゃ断器の故障

を想定する。 

電源喪失（サポート系故障）は，制御棒駆動装置の電源が喪失するこ

とにより制御棒が挿入されることから想定しない。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手段の検討

及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」からの要求により選定した
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対応手段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備

を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処設

備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を第 1.1.1 表に示

す。 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合，

手動により原子炉の緊急停止を行う手段がある。 

手動による原子炉緊急停止に使用する設備は以下のとおり。 

・原子炉トリップスイッチ 

・制御棒駆動装置用電源（所内常用母線440V遮断器操作スイッチ） 

・制御棒操作レバー 

・制御棒駆動装置用電源（制御棒駆動装置出力しゃ断器スイッチ） 

・原子炉トリップしゃ断器操作ボタン 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合,

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作動により原子炉出力を抑

制するとともに，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の

健全性を維持する手段がある。 

自動での原子炉出力抑制で使用する設備は以下のとおり。 

・多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備） 

・主蒸気隔離弁 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 
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・蒸気発生器 

・主蒸気逃がし弁 

・主蒸気安全弁 

・加圧器逃がし弁 

・加圧器安全弁 

・ほう酸ポンプ 

・急速ほう酸補給弁 

・ほう酸タンク 

・充てん／高圧注入ポンプ 

中央制御室から原子炉トリップスイッチによる原子炉緊急停止がで

きない場合で，かつ多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動し

ない場合は，中央制御室からの手動操作により，タービン手動トリッ

プ，電動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプ（以下，付録

1.1において「補助給水ポンプ」という。）の起動を実施することで

原子炉出力を抑制するとともに，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原

子炉格納容器の健全性を維持する手段がある。 

手動での原子炉出力抑制で使用する設備は以下のとおり。 

・タービン手動停止操作スイッチ 

・主蒸気隔離弁 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・主蒸気逃がし弁 

・主蒸気安全弁 
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・加圧器逃がし弁 

・加圧器安全弁 

・ほう酸ポンプ 

・急速ほう酸補給弁 

・ほう酸タンク 

・充てん／高圧注入ポンプ 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合

に，原子炉の出力抑制を図った後，原子炉を未臨界状態とするために，

化学体積制御設備又は非常用炉心冷却設備によりほう酸水注入を行う

手段がある。 

ほう酸水注入に使用する設備は以下のとおり。 

・ほう酸ポンプ 

・急速ほう酸補給弁 

・ほう酸タンク 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・充てんポンプ 

・ほう酸注入タンク 

・燃料取替用水タンク 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，手動による原子炉緊

急停止に使用する設備のうち，原子炉トリップスイッチは重大事故等

対処設備と位置付ける。 

自動での原子炉出力抑制で使用する設備のうち，多様化自動作動盤

（ＡＴＷＳ緩和設備），主蒸気隔離弁，電動補助給水ポンプ，タービ

ン動補助給水ポンプ，復水タンク，蒸気発生器，主蒸気逃がし弁，主
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蒸気安全弁，加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁は重大事故等対処設備

と位置付ける。 

手動での原子炉出力抑制で使用する設備のうち，主蒸気隔離弁，電

動補助給水ポンプ，タービン動補助給水ポンプ，復水タンク，蒸気発

生器，主蒸気逃がし弁，主蒸気安全弁，加圧器逃がし弁及び加圧器安

全弁はいずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

ほう酸水注入に使用する設備のうち，ほう酸ポンプ，急速ほう酸補

給弁，ほう酸タンク，充てん／高圧注入ポンプ，ほう酸注入タンク及

び燃料取替用水タンクはいずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，原子炉が停止できない場合に

おいても，原子炉出力を抑制し原子炉を未臨界に移行することができ

るため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その

理由を示す。 

・制御棒駆動装置用電源（所内常用母線440V遮断器操作スイッチ）,

制御棒駆動装置用電源（制御棒駆動装置出力しゃ断器スイッチ）

及び原子炉トリップしゃ断器操作ボタン 

耐震性がないものの，サポート系である電源系を遮断すること

により制御棒を全挿入できることから，原子炉を緊急停止する代

替手段として有効である。 

・制御棒操作レバー 

制御棒全挿入完了までは時間を要するものの，上記の電源系遮

断操作完了までの間又は実施できない場合に原子炉を停止する手

段として有効である。 

・タービン手動停止操作スイッチ 

耐震性がないものの，中央制御室にて速やかな操作が可能であ
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るため，原子炉出力を抑制する代替手段として有効である。 

・充てんポンプ 

常用系電源及び化学体積制御系のラインが健全であれば，充て

ん／高圧注入ポンプの代替手段として有効である。 

ｂ．手順等 

上記のａ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備につ

いても整備する。（第1.1.2表，第1.1.3表） 

これらの手順は，運転員等※２の対応として炉心の著しい損傷及び格

納容器破損を防止する運転手順に定める。（第1.1.1表） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

 

1.1.2 重大事故等時の手順等 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) 手動による原子炉緊急停止 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合，

中央制御室から手動にて原子炉を緊急停止する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

原子炉自動トリップ失敗を原子炉トリップしゃ断器表示灯等により確

認し，原子炉出力が5％以上又は中間領域起動率が正となった場合。 

ｂ．操作手順 

原子炉手動トリップ操作の手順の概要は以下のとおり。各手順の成功

は，制御棒炉底位置表示灯点灯及び原子炉出力の低下により確認する。

タイムチャートを第1.1.3図に示す。 
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(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に原子炉手動

トリップ操作を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室での原子炉トリップスイッチにより，原

子炉トリップを行う。 

(c) 運転員等は，(b)の操作に失敗した場合，中央制御室での所内常用

母線440V遮断器2台の開放操作により，制御棒駆動装置2台の電源を

遮断する。 

(d) 運転員等は，(c)の操作に失敗した場合，中央制御室での制御棒手

動操作により，制御棒を原子炉へ挿入する。 

(e) 運転員等は，(d)の操作と並行して，現場で制御棒駆動装置出力し

ゃ断器2台の開放操作を行う。 

(f) 運転員等は，(e)の操作に失敗した場合，現場で原子炉トリップし

ゃ断器2台を開放する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応は

運転員等 1 名で行う。 

(b)及び(c)の中央制御室操作の所要時間は約 3 分と想定し，(d)の中

央制御室操作及び(e)，(f)の現場での遮断器開放操作を含めた所要時間

は約 10 分と想定する。円滑に操作できるように移動経路を確保し，可

搬型照明や通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態

と同程度である。 

(2) 原子炉出力抑制（自動） 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合，

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作動により原子炉出力を抑制

するとともに，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全
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性を維持する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

原子炉トリップ設定値に到達し，原子炉トリップしゃ断器故障等によ

る原子炉自動トリップに失敗したことを確認した場合において，「多様

化設備作動」警報が発信した場合。 

ｂ．操作手順 

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作動確認手順の概要は以下

のとおり。概略系統を第1.1.2図に，タイムチャートを第1.1.3図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に多様化自動

作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作動状況の確認を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室での監視によりタービントリップの動作，

主蒸気隔離弁の閉止を確認するとともに，全ての補助給水ポンプが

自動起動し補助給水流量が確立していることを確認する。 

(c) 運転員等は，中央制御室での監視により１次冷却材温度が上昇し

ていることを確認するとともに，減速材温度係数の負の反応度帰還

効果により，原子炉出力が低下していることを確認する。 

(d) 運転員等は，中央制御室にて加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁の

動作により１次冷却材圧力が安定していることを確認するとともに，

原子炉格納容器圧力及び温度の上昇がないことを確認する。 

また，補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安全弁の動作に

より１次冷却材温度が安定していることを確認する。 

(e) 運転員等は，緊急ほう酸注入操作を実施する。緊急ほう酸注入操

作は後述の(4)に示すほう酸水注入の手順と同様。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等 2 名で実施する。原子炉
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トリップ失敗を踏まえて，多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作

動を予測しているため，速やかに多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）

の作動を確認することとする。 

有効性評価の結果，加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁の動作により加

圧器逃がしタンクから原子炉格納容器内に漏えいした１次冷却材による

原子炉格納容器圧力及び温度の上昇はわずかである。 

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動しない場合の処置につ

いては，後述の(3)原子炉出力抑制（手動）の手順の処置による。 

(3) 原子炉出力抑制（手動） 

中央制御室から原子炉トリップスイッチによる原子炉緊急停止ができ

ない場合で，かつ多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動しない

場合，中央制御室からの手動操作によりタービン手動トリップ，主蒸気

隔離弁の閉止及び補助給水ポンプの起動を行うことで原子炉出力を抑制

するとともに，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉格納容器の健全

性を維持する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

中央制御室から原子炉トリップスイッチによる原子炉緊急停止ができ

ない場合，かつ多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動しない場

合。 

ｂ．操作手順 

タービン手動トリップ及び補助給水流量確保の手順は以下のとおり。

概略系統を第1.1.2図に，タイムチャートを第1.1.3図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等にタービン手

動トリップ，主蒸気隔離弁閉及び補助給水流量確保を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室でタービン手動トリップ操作を行い，タ
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ービン主要弁（主蒸気止め弁，蒸気加減弁，インターセプト弁，再

熱蒸気止め弁）の閉によりタービントリップを確認する。 

(c) 運転員等は，(b)によるタービントリップに失敗した場合は，中央

制御室より主蒸気隔離弁を手動閉止するとともに主蒸気隔離弁バイ

パス弁の閉を確認する。 

(d) 運転員等は，中央制御室で補助給水ポンプを手動起動し，補助給

水流量が確立したことを確認する。その後，蒸気発生器水位を無負

荷時水位に維持する。 

(e) 運転員等は，中央制御室での監視により，１次冷却材温度が上昇

していることを確認するとともに減速材温度係数の負の反応度帰還

効果により，原子炉出力が低下していることを確認する。 

(f) 運転員等は，中央制御室にて加圧器逃がし弁及び加圧器安全弁の

動作により１次冷却材圧力が安定していることを確認するとともに，

原子炉格納容器圧力及び温度の上昇がないことを確認する。 

また，補助給水ポンプ，主蒸気逃がし弁及び主蒸気安全弁の動作に

より１次冷却材温度が安定していることを確認する。 

(g) 運転員等は，緊急ほう酸注入操作を実施する。緊急ほう酸注入操

作は後述の(4)に示すほう酸水注入の手順と同様。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等 2 名で実施し，所要時間

は約 4 分と想定する。 

(4) ほう酸水注入 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合に，

原子炉の出力抑制を図った後，原子炉を未臨界状態とするために化学体

積制御設備又は非常用炉心冷却設備によりほう酸水の注入を行い負の反
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応度を添加するとともに，希釈による反応度添加の可能性を除去するた

めにほう酸希釈ラインを隔離する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

手動による原子炉緊急停止の失敗を原子炉トリップしゃ断器表示灯等

により確認し，原子炉出力が 5％以上又は中間領域起動率が正であり，

ほう酸タンクの水位が確保されている場合。 

ｂ．操作手順 

ほう酸水注入の操作手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.1.4

図に，タイムチャートを第1.1.3図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等にほう酸タン

クを用いた緊急ほう酸注入操作の準備と系統構成を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室で充てん／高圧注入ポンプ又は充てんポ

ンプの起動を確認し，緊急ほう酸注入のための系統構成を実施する。 

(c) 運転員等は，中央制御室でほう酸ポンプを起動し，急速ほう酸補

給弁を開とし，ほう酸急速注入ライン流量計により原子炉へほう酸

水注入が行われていることを確認する。その後，出力領域中性子束

計により原子炉出力が低下すること及び中間領域起動率計により未

臨界状態へ移行していることを確認する。 

(d) ほう酸ポンプの故障等により急速ほう酸補給ラインが使用できな

い場合は，代替手段として，充てん／高圧注入ポンプ又は充てんポ

ンプの入ロラインを体積制御タンクから燃料取替用水タンクに切替

え，ほう酸注入循環系の停止及び隔離後，ほう酸注入タンク出入口

弁の開にて安全注入ラインでのほう酸水注入を開始し，燃料取替用

水タンクよりほう酸注入タンクを経由してほう酸水を原子炉へ注入

する。 
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(e) 安全注入ラインが使用できない場合は，充てんラインより充てん

／高圧注入ポンプ又は充てんポンプを使用して燃料取替用水タンク

のほう酸水を原子炉へ注入する。 

(f) 運転員等は，中央制御室でほう酸希釈ラインを隔離する。 

(g) 運転員等は，中央制御室でほう酸タンクの水位より，ほう酸水注

入量及び１次冷却系のほう素濃度を計算し，燃料取替ほう素濃度に

なるまでほう酸水注入を継続する。なお，緊急ほう酸注入を行って

いる間に制御棒の全挿入に成功した場合は，プラントの状態に応じ

て高温停止又は低温停止のほう素濃度を目標にほう酸水注入を継続

する。 

(h) 運転員等は，サンプリングの結果により，１次冷却系のほう素濃

度が(g)で目標にしたほう素濃度より高い値になっていることを確認

する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等 1 名で行う。(b)，(c)及

び(f)の中央制御室操作の所要時間は約 2 分と想定し，(d)及び(e)の中

央制御室操作を含めた所要時間は約 15 分と想定する。（所要時間は作

業の開始が必ずしも事象発生後の操作ではないことから事象判別の 10

分は含まない。以降の条文も同様とする。） 

交流動力電源喪失によりサンプリングができない場合は，電源復旧後

にサンプリングを実施し，結果を確認する。 

原子炉の出力抑制後は，１次冷却系のほう素濃度を確認し，主蒸気逃

がし弁及び加圧器スプレイ弁により１次冷却系の減温，減圧を行い，１

次冷却材圧力 2.7MPa[gage]以下及び１次冷却材温度 177℃未満となれば，

余熱除去系に切替え，炉心冷却を継続的に行う。 
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(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(6) 優先順位 

ＡＴＷＳが発生するおそれがある場合又は当該事象が発生した場合は，

中央制御室から速やかな操作が可能である原子炉トリップスイッチ（制

御棒駆動装置電源遮断及び制御棒手動挿入操作を含む。）により手動に

て原子炉の緊急停止を行う。蒸気発生器水位異常低信号による多様化自

動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動した場合においても，中央制御室

から原子炉トリップスイッチ（制御棒駆動装置電源遮断及び制御棒手動

挿入操作を含む。）により手動にて原子炉の緊急停止操作を行い，その

後，多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）の作動状況の確認を行う。 

中央制御室から原子炉トリップスイッチによる原子炉緊急停止ができ

ない場合で，かつ多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動しない

場合は，手動による原子炉出力抑制を行う。 

原子炉トリップに失敗し，原子炉の出力抑制を図った後は，原子炉を

未臨界状態とするために化学体積制御設備又は非常用炉心冷却設備によ

りほう酸水注入を行う。 

ただし，原子炉の出力抑制を図った後でも，原子炉トリップに成功し

た場合は，早急なほう酸水注入は必要ない。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.1.5図に示す。 
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第1.1.1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

分 

類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

安全保護系シーケンス盤 

安全保護系のプロセス計装 

炉外核計装 

手
動
に
よ
る
原
子
炉
緊
急
停
止 

原子炉トリップスイッチ（中央盤） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格

納容器破損を防止する運

転手順 

制御棒駆動装置用電源（所内常用母線

440V遮断器操作スイッチ）（中央盤）※

１ 
多
様
性
拡
張
設
備 

制御棒操作レバー（中央盤）※１ 

制御棒駆動装置用電源（制御棒駆動装置

出力しゃ断器スイッチ）（現場盤）※１ 

原子炉トリップしゃ断器操作ボタン（現場盤）

制御棒クラスタ 

原子炉トリップしゃ断器 

安全保護系シーケンス盤 

安全保護系のプロセス計装 

炉外核計装 

原
子
炉
出
力
抑
制
（
自
動
） 

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備） 

 蒸気発生器水位異常低による 

 ・タービントリップ 

 ・主蒸気ライン隔離 

 ・電動補助給水ポンプ起動 

 ・タービン動補助給水ポンプ起動 

主蒸気隔離弁 

電動補助給水ポンプ※２ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

主蒸気逃がし弁 

主蒸気安全弁 

加圧器逃がし弁 

加圧器安全弁 

緊急ほう酸注入（○a ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原
子
炉
出
力
抑
制
（
手
動
） 

タービン手動停止操作スイッチ（中央盤） 
多
様
性

拡
張
設
備

主蒸気隔離弁 

電動補助給水ポンプ※２ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

主蒸気逃がし弁 

主蒸気安全弁 

加圧器逃がし弁 

加圧器安全弁 

緊急ほう酸注入（○a ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

ほ
う
酸
水
注
入 

ほう酸ポンプ※２       ○a  

急速ほう酸補給弁※２      （緊急ほう酸注入）

ほう酸タンク 

充てん／高圧注入ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

充てん／高圧注入ポンプ※２ 

ほう酸注入タンク 

燃料取替用水タンク 

充てん／高圧注入ポンプ※２ 

燃料取替用水タンク 

ほう酸ポンプ 

急速ほう酸補給弁 

ほう酸タンク 

充てんポンプ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

充てんポンプ 

燃料取替用水タンク 

※１：原子炉トリップしゃ断器故障時も有効に機能する。 

※２：ディーゼル発電機等により給電する。 
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第1.1.2表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

 
監視計器一覧(1／4) 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1)手動による原子炉緊急
停止 

判
断
基
準 

プラント停止状態 
・原子炉トリップしゃ断器表示灯 

・制御棒炉底位置表示灯 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

操
作 

プラント停止状態 
・原子炉トリップしゃ断器表示灯 

・制御棒炉底位置表示灯 

電源 ・440V2C2，2D1 母線受電電圧計 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中性子源領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

・中性子源領域起動率計 
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監視計器一覧(2／4) 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(2)原子炉出力抑制 
（自動） 

判
断
基
準 

プラント停止状態 
・原子炉トリップしゃ断器表示灯 

・制御棒炉底位置表示灯 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

信号 ・多様化設備作動警報 

操
作 

プラント停止状態 
・ＥＨガバナ非常しゃ断油圧力計 

・弁表示灯（ＥＨ） 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中性子源領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

・中性子源領域起動率計 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

原子炉圧力容器内の圧力 ・１次冷却材圧力計 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・主蒸気ライン圧力計 

・補助給水流量計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・充てんライン流量計 

・ほう酸急速注入ライン流量計 
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監視計器一覧(3／4) 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(3)原子炉出力抑制 
（手動） 

判
断
基
準 

プラント停止状態 
・原子炉トリップしゃ断器表示灯 

・制御棒炉底位置表示灯 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

信号 ・多様化設備作動警報 

操
作 

プラント停止状態 
・ＥＨガバナ非常しゃ断油圧力計 

・弁表示灯（ＥＨ） 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中性子源領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

・中性子源領域起動率計 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

原子炉圧力容器内の圧力 ・１次冷却材圧力計 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・主蒸気ライン圧力計 

・補助給水流量計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・充てんライン流量計 

・ほう酸急速注入ライン流量計 
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監視計器一覧(4／4) 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.1.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(4)ほう酸水注入 

判
断
基
準 

プラント停止状態 
・原子炉トリップしゃ断器表示灯 

・制御棒炉底位置表示灯 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中性子源領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

・中性子源領域起動率計 

水源 ・ほう酸タンク水位計 

操
作 

原子炉出力 

・出力領域中性子束計 

・中間領域中性子束計 

・中性子源領域中性子束計 

・中間領域起動率計 

・中性子源領域起動率計 

・可聴計数率チャンネル計（可聴音） 

・ほう酸混合器出口流量制御器 

・ほう酸補給ライン流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・充てんライン流量計 

・ほう酸急速注入ライン流量計 

・ほう酸注入ライン流量計 

－ ・ほう素濃度（手分析値） 
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第 1.1.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.1】 

緊急停止失敗時に発電用

原子炉を未臨界にするた

めの手順等 

Ａ充てん／高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ電動補助給水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ電動補助給水ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａほう酸ポンプ ２Ａ非常用コントロールセンタ 

Ｂほう酸ポンプ ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

急速ほう酸補給弁 ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

Ａ主蒸気逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｂ主蒸気逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｃ主蒸気逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ｄ主蒸気逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ａ加圧器逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｂ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ｃ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 
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第 1.1.1 図 機能喪失原因対策分析 

（機械的故障） 

:サポート系の回復操作による対応 

:フロントライン系の 

代替設備，手段による対応 

凡例 

:AND 条件 

:OR 条件 

:サポート系 

原子炉緊急停止失敗 

運転時の異常な過渡変化 

炉外核計装機能喪失 
安全保護系の 

プロセス計装機能喪失

安全保護系シーケンス

盤機能喪失 

原子炉トリップ 

しゃ断器機能喪失 

制御棒クラスタ 

機能喪失 

（機械的故障） 

（バイステーブル） 

（電気的故障） （電気的故障） （電気的故障） 

炉外核計装盤 

機能喪失 

炉外核計装検出器 

機能喪失 

（バイステーブル） 

原子炉保護系 

計器ラック機能喪失 
安全保護系検出器 

機能喪失 

（検出器） （検出器） 

※１ 手動による原子炉緊急停止 

・原子炉トリップスイッチ（中央盤） 

・制御棒駆動装置用電源（所内常用母線 440V 遮断器操作スイ

ッチ）（中央盤） 

・制御棒操作レバー（中央盤） 

・制御棒駆動装置用電源（制御棒駆動装置出力しゃ断器スイ

ッチ）（現場盤） 

・原子炉トリップしゃ断器操作ボタン（現場盤） 

※２ 手動による原子炉緊急停止 

・制御棒駆動装置用電源（所内常用母線 440V 遮断器操作スイ

ッチ）（中央盤） 

・制御棒操作レバー（中央盤） 

・制御棒駆動装置用電源（制御棒駆動装置出力しゃ断器スイ

ッチ）（現場盤） 

原子炉出力抑制（自動） 

・多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備） 

 による原子炉出力抑制 

・緊急ほう酸注入 

 

原子炉出力抑制（手動） 

・タービン手動停止操作スイッチ（中央盤）

・主蒸気隔離弁閉及び補助給水確保 

  主蒸気ライン隔離 

  補助給水ポンプ起動 

・緊急ほう酸注入 

※１ ※１ ※１ ※２
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第 1.1.2 図 原子炉出力抑制 概略系統

タービン動 

補助給水ポンプ 

Ａ
蒸
気
発
生
器 

Ｃ
蒸
気
発
生
器 

Ｂ
蒸
気
発
生
器 

Ｄ
蒸
気
発
生
器 

２次系純水 
タンク

復水タンク 

主蒸気

逆止弁

主蒸気 

隔離弁 

主蒸気

逆止弁

主蒸気 

隔離弁 

主蒸気

逆止弁

主蒸気 

隔離弁 

主蒸気

逆止弁

主蒸気 

隔離弁 

Ｍ Ｍ 

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

※ 

※ 

※ 

※ 

Ａ電動補助給水ポンプ 

Ｂ電動補助給水ポンプ 

Ｍ

大気 

大気 

大気 

大気 

タービンバイパス弁 

高圧タービン 

高圧タービン 

高圧タービン 

高圧タービン 

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

※ 

２次系ブローダウンタンク

閉

閉

閉

閉

起動 

起動 

起動 
多様化自動 

作動盤 
（ＡＴＷＳ緩和設備）

タービン 
トリップ 

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
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(1) 手動による原子炉緊急停止 

 
経過時間（分） 

備考  2 4 6 8 10 12 14 16 18 
   

手順の項目 要員（数）   

手動による原子炉緊急停
止 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

           

制御棒挿入操作
は，現場原子炉
トリップしゃ断
器開放まで継続
操作する 

          

 制御棒手動挿入   

          

運転員等 
（現場） 

1 

       

         

          

 

(2) 原子炉出力抑制（自動） 

 
経過時間（分） 

備考  2 4 6 8 10 12 14 16 18 
   

手順の項目 要員（数）  設定値：7％ 

原子炉出力抑制（自動） 
運転員等 
（中央制御室） 

2 

          

  

        

        

          

 

(3) 原子炉出力抑制（手動） 

 
経過時間（分） 

備考  2 4 6 8 10 12 14 16 18 
   

手順の項目 要員（数） 
 

 

原子炉出力抑制（手動） 
運転員等 
（中央制御室） 

2 

           

 

           

          

          

 

(4) ほう酸水注入 

 
経過時間（分） 

備考  4 8 12 16 20 24 28 32 36 
   

手順の項目 要員（数） 
 

 

ほう酸注入操作 
運転員等 
（中央制御室） 

1 

           

 

         

         

 緊急ほう酸注入※ 

※濃縮時間（例）：0ppm から 1,953ppm まで濃縮するには約 5時間を要する。 
（ほう酸タンク：7,300ppm，緊急ほう酸流量：17t／h） 
 

第 1.1.3 図 原子炉停止機能喪失時の操作手順タイムチャート 

蒸気発生器水位設定値到達＋10 秒後

原子炉手動トリップ

「蒸気発生器水位異常低」による原子炉自動トリップ信号発信

制御棒駆動装置（ＭＧセット）電源断（所内母線遮断器開放） 

移動，制御棒駆動装置（ＭＧセット）しゃ断器現場開放 

移動，原子炉トリップしゃ断器現場開放 

タービン非常停止操作スイッチ操作 

主蒸気隔離弁閉操作 

補助給水ポンプの手動起動操作 

中央制御室から原子炉トリップスイッチによる原子炉緊急停止ができない場合でかつ多様化自動作動盤 
（ＡＴＷＳ緩和設備）が作動しない場合

タービントリップの動作確認，主蒸気隔離弁閉動作確
認，補助給水ポンプの自動起動確認 

手動による原子炉緊急停止の失敗を確認し，原子炉出力が 5％以上又は中間領域起動率が正であり， 
ほう酸タンク等の水位が確保されている場合

緊急ほう酸注入

安全注入ラインによるほう酸注入 

充てんラインによるほう酸注入 
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第 1.1.4 図 ほう酸水注入 概略系統

←

Ａ充てん／ 

高圧注入ポンプ

Ｂ充てん／ 

高圧注入ポンプ

充てんポンプ

充てんライン 

ループ低温側配管 

燃料取替 
用水タンク 

←

←

体積制御

タンク

Ｂほう酸ポンプ

ほう酸

混合器

１次系 

純水タンク

Ａ１次系補給水ポンプ

Ｂ１次系補給水ポンプ

抽出系統

ほう酸注入タンク

・急速ほう酸補給ライン 

  ①→②→④→⑦ 

又は 

①→②→⑤→⑦ 

・安全注入ライン 

  ③→④→⑥ 

・充てんライン 

  ③→④→⑦ 

又は 

③→⑤→⑦ 

２ 

３

４

６ 

５

７ 

急速ほう酸 

補給弁 

ほう酸希釈ライン隔離 

Ｍ

Ｍ

↓

Ａほう酸ポンプ

Ａほう酸

タンク

←

１

Ｂほう酸

タンク

ＭＭ

←

↓

←

←

Ｍ Ｍ 

Ｍ 

Ｍ Ｍ

Ｍ Ｍ 
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第 1.1.5 図 原子炉トリップ失敗時の対応手順（フロントライン系故障） 

NO 

YES 

NO 

NO 

NO 

YES

YES 

YES 

原子炉出力が 5％未満及び 

中間領域起動率が零又は負 

ほう酸水注入※４ ※５ 

ほう酸希釈ライン隔離 

ほう酸水注入 

原子炉出力抑制（手動） 

原子炉出力抑制（自動） 

手動による原子炉緊急停止 

原子炉出力が 5％未満及び 

中間領域起動率が零又は負確認 

原子炉トリップ事象発生 

原子炉緊急停止が必要な状態に 
おいて，原子炉出力が 5％以上 

又は中間領域起動率が正 

原子炉トリップ正常 

原子炉手動トリップ※２ 

タービントリップ正常 

タービン手動トリップ※３ 

適切な運転手順書へ移行 

蒸気発生器への給水流量確立 

（補助給水ポンプ起動） 

多様化自動作動盤（ＡＴＷＳ緩和設備） 

作動状態の確認※１ 

手動による蒸気発生器への補助給水流量の確立 

凡例 

：操作・確認        ：判断 

：プラント状態       ：別フローへ移行 

：重大事故等対処設備による手順 

※１：設定値（蒸気発生器水位 7％＋10 秒） 

①タービントリップ 

②主蒸気ライン隔離 

③全ての補助給水ポンプ起動 

※２：手動による原子炉トリップが不能な場合は，以下の優先順位で制

御棒を挿入する。 

①所内常用母線 440V 遮断器を開放（中央制御室） 

②手動による制御棒挿入（中央制御室） 

③制御棒駆動装置出力しゃ断器開放（現場） 

④原子炉トリップしゃ断器開放（現場） 

※３：手動によるタービントリップが不能な場合は，主蒸気隔離弁を手

動閉とし，主蒸気隔離弁バイパス弁の閉を確認する。 

※４：制御棒の挿入に失敗した場合は，制御棒価値を補完するため，燃

料取替ほう素濃度までほう酸水注入を継続する。なお，ほう酸水

注入を行っている間に制御棒の全挿入に成功した場合は，プラン

トの状態に応じて高温停止又は低温停止のほう素濃度を目標にほ

う酸水注入を継続する。 

【燃料取替ほう素濃度】 

・2,500ppm 以上のほう素濃度 

【停止ほう素濃度】 

・高温停止：停止余裕 1.6％Δk／k以上を確保できるほう素濃度 

・低温停止：停止余裕 1.0％Δk／k以上を確保できるほう素濃度 

※５：原子炉の出力抑制を図った後でも，原子炉トリップに成功した場

合は，ほう酸水注入は実施しない。 
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1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.2.1  対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｃ．監視及び制御の対応手段及び設備 

ｄ．手順等 

1.2.2  重大事故等時の手順等 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) １次冷却系のフィードアンドブリード 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生器

への注水 

ｂ．原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

(3) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．タービンバイパス弁による蒸気放出 

(4) その他の手段項目にて考慮する手順 

(5) 優先順位 

1.2.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) ポンプの機能回復 

ａ．手動によるタービン動補助給水ポンプの機能回復 

ｂ．空冷式非常用発電機による電動補助給水ポンプの機能回復 
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(2) 弁の機能回復 

ａ．現場手動操作による主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.2.2.3 復旧に係る手順等 

1.2.2.4 監視及び制御 

(1) 加圧器水位及び蒸気発生器水位の監視又は推定 

(2) 補助給水ポンプの作動状況確認 

(3) 加圧器水位（原子炉水位）の制御 

(4) 蒸気発生器水位の制御 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 
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1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状

態であって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機能が喪

失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，発電用原子炉を

冷却するために必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備される

方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「発電用原子炉を冷却するために必要な手順等」とは，以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等

をいう。 

（１） 全交流動力電源喪失・常設直流電源系統喪失を想定し，原子炉

隔離時冷却系(RCIC)若しくは非常用復水器(BWRの場合)又はター

ビン動補助給水ポンプ(PWRの場合)(以下「RCIC等」という。)に

より発電用原子炉を冷却するため，以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を行うための手順等を整備するこ

と。 

ａ） 可搬型重大事故防止設備 

ⅰ） 現場での可搬型重大事故防止設備（可搬型バッテリ又は窒

素ボンベ等）を用いた弁の操作によりRCIC等の起動及び十分な

期間※の運転継続を行う手順等（手順及び装備等）を整備する

こと。ただし，下記（１）ｂ）ⅰ）の人力による措置が容易に

行える場合を除く。 
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ｂ） 現場操作 

ⅰ） 現場での人力による弁の操作により，RCIC等の起動及び十

分な期間※の運転継続を行う手順等（手順及び装備等）を整備

すること。 

※：原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却

材圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期

間のこと。 

ｃ） 監視及び制御 

ⅰ） 原子炉水位（BWR及びPWR）及び蒸気発生器水位（PWRの場合）

を推定する手順等（手順，計測機器及び装備等）を整備すること。 

ⅱ） RCIC等の安全上重要な設備の作動状況を確認する手順等（手

順，計測機器及び装備等）を整備すること。 

ⅲ） 原子炉水位又は蒸気発生器水位を制御する手順等（手順及

び装備等）を整備すること。 

（２） 復旧 

ａ） 原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，注水（循

環を含む。）すること及び原子炉を冷却できる設備に電源を接続

することにより，起動及び十分な期間の運転継続ができること。

（BWRの場合） 

ｂ） 電動補助給水ポンプに代替交流電源を接続することにより，

起動及び十分な期間の運転継続ができること。（PWRの場合） 

（３） 重大事故等の進展抑制 

ａ） 重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水注入系（SLCS）

又は制御棒駆動機構（CRD）等から注水する手順等を整備すること。

（BWRの場合） 
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 原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備

が有する発電用原子炉の冷却機能は，２次冷却系の除熱機能である。 

 この機能が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷を防止するため，発

電用原子炉を冷却する対処設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活

用した手順等について説明する。 

 

1.2.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，炉心の著しい損

傷を防止するため，２次冷却系の除熱機能により１次冷却系を冷却する

必要がある。２次冷却系の除熱機能により１次冷却系を冷却するための

設計基準事故対処設備として，電動補助給水ポンプ及びタービン動補助

給水ポンプ（以下，付録1.2において「補助給水ポンプ」という。），

復水タンク，主蒸気逃がし弁を設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の対処に用

いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替する

ために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にした

上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選

定する。（第1.2.1図）（以下，付録1.2において「機能喪失原因対策分

析」という。） 

また，原子炉を冷却するために１次冷却系及び２次冷却系の保有水を

監視及び制御する対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや
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全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第四十五条及び「技術基準規則」第六十条

（以下，付録1.2において「基準規則」という。）の要求機能を満足す

る設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備との

関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系の故障として，蒸気

発生器２次側による炉心の冷却に使用する設備の故障を想定する。また，

サポート系の故障として全交流動力電源又は直流電源の喪失を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手段の検討

及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により選定した対応手

段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下

に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処設

備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を第1.2.1表に示

す。 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

２次冷却系の除熱機能が喪失した場合，１次冷却系のフィードアン

ドブリードにより炉心を冷却する手段がある。 

１次冷却系のフィードアンドブリードで使用する設備は以下のとお

り。 

・充てん／高圧注入ポンプ 
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・高圧注入ポンプ 

・加圧器逃がし弁 

・燃料取替用水タンク 

・余熱除去ポンプ 

・余熱除去冷却器 

補助給水ポンプが使用できない場合に，常用系設備を使用して蒸気

発生器２次側へ注水する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用する常用系設備は

以下のとおり。 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

・脱気器タンク 

・蒸気発生器 

蒸気発生器２次側への注水設備である復水タンク及び２次系純水タ

ンクが使用できない場合，原子炉補機冷却海水ポンプ等を使用して蒸

気発生器２次側へ注水する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用する設備は以下の

とおり。 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・蒸気発生器 

蒸気発生器２次側の蒸気放出設備である主蒸気逃がし弁故障時は，

常用系設備を使用して蒸気発生器２次側の蒸気放出を行う手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）に使用する常用系設
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備は以下のとおり。 

・タービンバイパス弁 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，１次冷却系のフィー

ドアンドブリードで使用する充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポン

プ，加圧器逃がし弁，燃料取替用水タンク，余熱除去ポンプ，余熱除

去冷却器は重大事故等対処設備として位置付ける。また，原子炉補機

冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給で使用するＡ，Ｂ原

子炉補機冷却海水ポンプ，電動補助給水ポンプ，タービン動補助給水

ポンプ及び蒸気発生器は重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，蒸気発生器２次側による炉心

冷却に使用する全ての設備が使用できない場合においても，炉心を冷

却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，

その理由を示す。 

・電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ及び脱気器タンク 

常用系電源が健全で脱気器タンクの保有水があれば，補助給水

ポンプの代替手段として有効である。 

・タービンバイパス弁 

常用系電源及び復水器真空が健全であれば，主蒸気逃がし弁の

代替手段として有効である。 

・Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプの電源を２Ａ非常用高圧母線より

受電している場合は，復水タンクの代替手段として有効である。 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 
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蒸気発生器２次側への注水手段である補助給水ポンプの機能が喪失

した場合は，タービン動補助給水ポンプの機能を回復させるため，現

場での蒸気加減弁及びタービン動補助給水ポンプ起動入口弁手動操作

の手段がある。 

また，電動補助給水ポンプの機能を回復させるため，空冷式非常用

発電機により給電する手段がある。 

タービン動補助給水ポンプの機能回復に使用する設備は以下のとお

り。 

・タービン動補助給水ポンプ（蒸気加減弁付）（手動） 

・タービン動補助給水ポンプ起動入口弁（手動） 

電動補助給水ポンプの機能回復に使用する設備は以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側の蒸気放出設備である主蒸気逃がし弁の機能が喪

失した場合は，主蒸気逃がし弁の機能を回復させるため，現場での手

動操作，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）又は主蒸気逃がし弁空気供

給コンプレッサによる機能回復の手段がある。 

主蒸気逃がし弁の機能回復に使用する設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，タービン動補助給水

ポンプの機能を回復させる手段に使用する設備のうち，タービン動補
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助給水ポンプ（蒸気加減弁付）（手動）及びタービン動補助給水ポン

プ起動入口弁（手動）はいずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

電動補助給水ポンプの機能を回復させる手段に使用する設備のうち，

空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び

可搬型燃料給油ポンプは重大事故等対処設備と位置付ける。 

主蒸気逃がし弁の機能を回復させる手段に使用する設備のうち主蒸

気逃がし弁（手動）は，機能回復のため現場において窒素ボンベを接

続するのと同等以上の作業の迅速性及び駆動軸を人力で直接操作する

ことによる操作の確実性を有するものとして，重大事故等対処設備と

位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て網羅さ

れている。 

以上の重大事故等対処設備により，全交流動力電源又は直流電源が

喪失しても炉心を冷却するために必要な補機を回復できるため，以下

の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

使用時間に制限があるものの，現場の環境が悪化した場合でも

主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠隔操作することが可能となり，

運転員等の負担軽減となる。 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

駆動用電源は必要であるが，現場の環境が悪化した場合でも主

蒸気逃がし弁を中央制御室から継続的に遠隔操作することが可能

となり，運転員等の負担軽減となる。 

ｃ．監視及び制御の対応手段及び設備 



付－1－1.2－11 

(a) 対応手段 

原子炉を冷却するための１次冷却系及び２次冷却系の保有水を監視

又は推定する手段がある。 

また，蒸気発生器へ注水するための補助給水ポンプの作動状況を確

認する手段がある。 

さらに，原子炉を冷却するための１次冷却系及び２次冷却系の保有

水を制御する手段がある。 

監視及び制御に使用する設備は以下のとおり。 

・加圧器水位計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

・復水タンク水位計 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」の要求により選定した，加圧器水位計，蒸

気発生器水位計（広域），蒸気発生器水位計（狭域），補助給水流量

計及び復水タンク水位計は重大事故等対処設備として位置付ける。 

ｄ．手順等 

上記のａ．，ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手順及び復

旧に必要な手順を整備する。また，事故時に監視が必要となる計器及び

給電が必要となる設備についても整備する。（第1.2.2表，第1.2.3表） 

これらの手順は，運転員等※2及び保修対応要員※3の対応として炉心の

著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。（第

1.2.1表） 

※２ 運転員等:運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員
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をいう。 

※３ 保修対応要員:重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.2.2 重大事故等時の手順等 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) １次冷却系のフィードアンドブリード 

２次冷却系の除熱機能が喪失した場合に，燃料取替用水タンク水を充

てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプにより原子炉へ注水する操作

と加圧器逃がし弁による原子炉格納容器内への１次冷却材を放出する操

作を組み合せた１次冷却系のフィードアンドブリードにより原子炉を冷

却する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により蒸気発生器水位が低下し，全ての蒸気

発生器が除熱を期待できない水位（蒸気発生器水位計（広域）指示値が

10％未満）になった場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料

取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ｂ．操作手順 

充てん／高圧注入ポンプ等により１次冷却系のフィードアンドブリー

ドを行う手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.2.2図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に１次冷却系の

フィードアンドブリードの開始を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室で非常用炉心冷却設備作動信号を手動発

信させ，充てん／高圧注入ポンプ2台及び高圧注入ポンプ2台を起動

し，ほう酸注入ライン流量等により，１次冷却系へ注水しているこ

とを確認する。 
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(c) 運転員等は，中央制御室で加圧器の全ヒータの切を確認し，加圧

器逃がし弁3台を全開とする。１次冷却材圧力等により，１次冷却系

が減圧できていることを確認するとともに，１次冷却材高温側温度

等により原子炉が冷却状態にあることを確認する。仮に，充てん／

高圧注入ポンプ1台及び高圧注入ポンプ1台となった場合でも，１次

冷却系のフィードアンドブリードを継続する。 

(d) 運転員等は，中央制御室で燃料取替用水タンク水位及び格納容器

再循環サンプ水位を確認し，再循環切替可能水位に到達すれば高圧

再循環運転に切り替える。 

【２次冷却系の除熱機能が回復した場合（(d)より）】 

(e) 運転員等は，２次冷却系の除熱機能が回復した場合，蒸気発生器

２次側による炉心冷却を開始し，１次冷却材高温側温度等により炉

心の冷却状態を確認する。 

(f) 運転員等は，中央制御室で蓄圧注入系の注水状況を１次冷却材圧

力等により確認し，１次冷却材圧力が安定していれば蓄圧タンク出

口弁を閉止する。 

(g) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材圧力及び加圧器水位が安全

注入により回復していること並びに十分なサブクール状態であるこ

とを確認し，安全注入を停止するとともに，全ての加圧器逃がし弁

を閉止し，１次冷却系のフィードアンドブリードを停止する。 

(h) 運転員等は，余熱除去運転のため，中央制御室で１次冷却材高温側

温度等にて，１次冷却材温度177℃未満，１次冷却材圧力2.7MPa[gage]

以下及び余熱除去系が健全であることを確認する。 

【余熱除去系が使用できる場合（２次冷却系の除熱機能が回復した場合：

(h)より）】 
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(i) 運転員等は，余熱除去系が使用できる場合，余熱除去系による炉

心冷却操作を開始する。 

(j) 運転員等は，余熱除去系による炉心冷却が開始されたことを確認

し，蒸気発生器２次側による炉心冷却を停止する。 

(k) 運転員等は，余熱除去系による炉心冷却状態を１次冷却材高温側

温度等により確認し，低温停止状態とする。 

【余熱除去系が使用できない場合（２次冷却系の除熱機能が回復した場

合：(h)より）】 

(l) 運転員等は，余熱除去系が使用できない場合，蒸気発生器２次側

による炉心冷却を効果がなくなるまで継続する。 

(m) 運転員等は，蒸気発生器２次側による炉心冷却の効果がなくなっ

たことを１次冷却材高温側温度等により確認した場合，蒸気発生器

２次側のフィードアンドブリードを開始する。 

(n) 運転員等は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードによる

炉心冷却状態を１次冷却材高温側温度等により確認し，低温停止状

態とする。 

【２次冷却系の除熱機能が回復しない場合（(d)より）】 

(o) 運転員等は，余熱除去運転のため，中央制御室で１次冷却材高温

側温度等にて，１次冷却材温度177℃未満，１次冷却材圧力

2.7MPa[gage]以下及び余熱除去系が健全であることを確認する。 

(p) 運転員等は，余熱除去系が使用できる場合，余熱除去系による炉

心冷却操作を開始する。 

余熱除去系が使用できない場合は，余熱除去系又は２次冷却系の除

熱機能が使用可能となるまで，高圧再循環による１次冷却系のフィー

ドアンドブリードを継続する。 
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(q) 運転員等は，中央制御室で蓄圧注入系の注水状況を１次冷却材圧

力等により確認し，１次冷却材圧力が安定していれば蓄圧タンク出

口弁を閉止する。 

(r) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材圧力及び加圧器水位が安全

注入により回復していること並びに十分なサブクール状態であるこ

とを確認し，安全注入を停止するとともに，全ての加圧器逃がし弁

を閉止し，１次冷却系のフィードアンドブリードを停止する。 

(s) 運転員等は，余熱除去系による炉心冷却状態を１次冷却材高温側

温度等により確認し，低温停止状態とする。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等2名で実施する。補助給水

系の不調等を踏まえて蒸気発生器水位，圧力を継続的に監視することか

ら，全ての蒸気発生器の広域水位が10％未満となれば，速やかに１次冷

却系のフィードアンドブリードを開始する。蒸気発生器広域水位10％と

は以下に示す計器校正の誤差に余裕をもった水位である。 

なお，蒸気発生器水位計（広域）は，施設定期検査での蒸気発生器の

水張り時における水位の確認を主目的としていることから，常温，常圧

の状態における水位を指示するように校正されている。そのため，高温

状態においては，蒸気発生器内の水，蒸気の密度が異なり，実水位と異

なる指示値を示すことになるが，高温状態における広域水位計の指示値

を，蒸気発生器内の水，蒸気の密度を元に補正することにより，実水位

を推定する。 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生器への注

水 
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補助給水ポンプが使用できない場合に，脱気器タンク水を常用系設備

である電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプにより蒸気発生器へ

注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，補助給水流量等が確認できない場

合において，外部電源により所内常用母線が受電されており，蒸気発

生器へ注水するために必要な脱気器タンク水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプによる注水操作は，中

央制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｂ．原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

復水タンク及び２次系純水タンクが使用できない場合，蒸気発生器２

次側による炉心冷却を行うため，海水をＡ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水

ポンプのうちいずれか2台から補助給水ポンプ入口へ直接供給し，蒸気

発生器へ注水する手順を整備する。なお，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ

については，２Ａ非常用高圧母線より受電中に限り使用する。 

海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内水の塩分濃度及び不

純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンラインにより排水を

行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

復水タンク及び２次系純水タンクが使用できない場合において，交

流動力電源が健全かつＡ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプのうちい

ずれか2台が運転している場合。 

(b) 操作手順 

原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給の概要
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は以下のとおり。また，概略系統を第1.2.3図に，タイムチャートを

第1.2.4図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接

供給の準備作業と系統構成を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，原子炉補機冷却海水ポンプ出口ラインと補助

給水ポンプ入口ラインのディスタンスピースを閉止用から通水用

に取り替える。 

ⅲ) 運転員等は，保修対応要員にディスタンスピースの取替えが完

了したことを確認し，原子炉補機冷却海水ポンプ出口ラインと補

助給水ポンプ入口ラインの通水のための系統構成を行い，補助給

水ポンプへ供給を実施する。 

ⅳ) 運転員等は，補助給水ポンプ入口圧力等により，原子炉補機冷

却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給が実施されている

ことを確認する。 

ⅴ) 発電長は，電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる

蒸気発生器への注水機能が喪失した場合に，運転員等に電動補助

給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプの起動操作開始を指示

する。 

ⅵ) 運転員等は，電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポン

プを起動する。 

ⅶ) 運転員等は，中央制御室での補助給水流量等の監視により，電

動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生

器への注水が実施できていることを確認する。 

ⅷ) 運転員等は，中央制御室にて蒸気発生器水位を監視し，水位調
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整が必要となれば，中央制御室にてタービン動補助給水ポンプ出

口流量調節弁又は電動補助給水ポンプ出口流量制御弁を操作し蒸

気発生器水位を調整する。 

ⅸ) 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位計等により蒸気発生

器への注水が確保されていることを確認し，主蒸気逃がし弁又は

タービンバイパス弁により蒸気発生器２次側による炉心冷却を行

う。 

ⅹ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度等により原子

炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対応

は運転員等3名及び保修対応要員2名で実施し，所要時間は，約120分

と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるよ

うに，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温度は外

気温度と同程度である。 

(3) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

蒸気放出経路の故障による２次冷却系の除熱機能喪失の場合は，ター

ビンバイパス弁の開操作を行う。蒸気放出経路は，多重化及び多様化さ

れていること，主蒸気逃がし弁の現場での開操作も可能であることから，

その機能の全てを喪失する可能性は低いが，以下の操作を実施すること

を考慮する。 

ａ．タービンバイパス弁による蒸気放出 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器の蒸気放出ができない場合に，常用
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系設備であるタービンバイパス弁を中央制御室で開弁し，蒸気発生器か

らの蒸気放出を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出が主蒸気ライン圧力等にて確認でき

ない場合において，外部電源により所内常用母線が受電されており，

２次冷却系の設備が運転中であり復水器の真空度が維持されている場

合。 

(b) 操作手順 

タービンバイパス弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作が可能で

あり，通常の運転操作により対応する。 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

復水タンク，燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順は

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計

装に関する手順等」に整備する。 

(5) 優先順位 

フロントライン系故障時に，原子炉冷却材圧力バウンダリの冷却機能

が喪失している場合の冷却手段の優先順位を以下に示す。 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水手段が喪失した場合は，電

動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプを使用する。 

ポンプ容量の大きい電動主給水ポンプを優先し，電動主給水ポンプが

使用できなければ蒸気発生器水張ポンプを使用する。 

また，蒸気発生器への注水機能において復水タンクが使用できない場

合，水源を復水タンクから２次系純水タンクへ切替え，補助給水ポンプ

による注水を優先する。２次系純水タンクも使用できない場合は，電動
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主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる注水を優先し，次に原子

炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給による注水を行

う。 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器の蒸気放出手段が喪失した場合は，

タービンバイパス弁を使用する。 

上記手段による２次冷却系の除熱機能の回復を優先し，２次冷却系の

除熱機能が回復しない場合は，充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポ

ンプによる原子炉注水と加圧器逃がし弁開による１次冷却系のフィード

アンドブリードを行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.2.5図，第1.2.6図に示す。 

 

1.2.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) ポンプの機能回復 

直流電源喪失時にタービン動補助給水ポンプを駆動するために必要な

タービン動補助給水ポンプ非常用油ポンプ（以下，付録1.2において

「非常用油ポンプ」という。）及びタービン動補助給水ポンプ起動入口

弁の駆動源が喪失する。タービン動補助給水ポンプの機能を回復させる

ため，現場でタービン動補助給水ポンプの蒸気加減弁及び起動入口弁を

開操作し，タービン動補助給水ポンプを起動する。 

また，全交流動力電源喪失時は，電動補助給水ポンプの機能を回復さ

せるため，空冷式非常用発電機により交流電源を確保し，電動補助給水

ポンプを起動する。 

ａ．手動によるタービン動補助給水ポンプの機能回復 

直流電源が喪失した場合において，タービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水が必要な場合，現場で専用工具を使用しタービン動
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補助給水ポンプの蒸気加減弁を押し上げること及びタービン動補助給水

ポンプ起動入口弁を開操作することにより，タービン動補助給水ポンプ

を起動し，復水タンク水を蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

なお，タービン動補助給水ポンプは，復水タンクから２次系純水タン

クへの切替え，中間受槽から復水タンクへの供給，海（海水ポンプピッ

ト，１号炉取水路）から復水タンクへの供給により水源を確保し，高圧

再循環運転，余熱除去系又は蒸気発生器２次側のフィードアンドブリー

ドによる炉心冷却が可能となるまでの期間，運転を継続する。全交流動

力電源喪失時において１次冷却系の減温，減圧を行う場合，タービン動

補助給水ポンプ駆動蒸気確保のため主蒸気逃がし弁及びタービン動補助

給水ポンプ出口流量調節弁を調整し，封水戻りライン逃がし弁吹き止ま

りを考慮した圧力にて保持する。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源喪失時，蒸気発生器への注水が補助給水流量等により確認

できない場合において，タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器

への注水が必要で復水タンクの水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

手動によるタービン動補助給水ポンプの機能回復は以下のとおり。

概略系統を第1.2.7図に，タイムチャートを第1.2.8図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に，手動によ

るタービン動補助給水ポンプ起動前の系統構成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，現場にてタービン動補助給水ポンプの起動前の系

統構成を実施する。 

ⅲ) 運転員等は，現場にて専用工具を使用し，タービン動補助給水

ポンプの蒸気加減弁を押し上げ，保持する。 
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ⅳ) 発電長は，運転員等に起動入口弁手動操作によるタービン動補

助給水ポンプの起動操作開始を指示する。 

ⅴ) 運転員等は，現場でタービン動補助給水ポンプ起動入口弁の開

操作によりタービン動補助給水ポンプを起動する。 

ⅵ) 運転員等は，現場でタービン動補助給水ポンプの運転状態に異

常がないことを確認する。 

ⅶ) 運転員等は，現場にてタービン動補助給水ポンプの起動により，

主油ポンプが起動したことを現場での制御油圧の上昇にて確認後，

タービン動補助給水ポンプの蒸気加減弁から専用工具を取り外す。 

ⅷ) 運転員等は，現場でのタービン動補助給水ポンプ出口圧力の監

視及び中央制御室での補助給水流量等の監視により，タービン動

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水が実施できていること

を確認する。 

ⅸ) 運転員等は，中央制御室にて蒸気発生器水位を監視し，水位調

整が必要となれば現場の運転員等と連絡を密にし，現場にてター

ビン動補助給水ポンプ出口流量調節弁を手動により操作し蒸気発

生器水位を調整する。 

ⅹ) 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位計等により蒸気発生

器への注水が確保されていることを確認し，主蒸気逃がし弁によ

り蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う。 

ⅺ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度等により原子

炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は運転員等2名により作業を実施し，所要

時間は，約20分と想定する。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。タービン動補助給水ポンプの起動により騒音が発生

するが，運転員等はヘッドフォン型の遮音装置を着用し，通話装置を

用いることで，中央制御室との連絡は可能である。 

作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

なお，タービン動補助給水ポンプの蒸気加減弁は，現場において専

用工具を用いて弁を持ち上げる単純な操作であり，タービン動補助給

水ポンプ起動入口弁についても手動ハンドルにより容易に操作でき，

専用工具については速やかに操作ができるよう操作場所近傍に配備す

る。 

ｂ．空冷式非常用発電機による電動補助給水ポンプの機能回復 

全交流動力電源が喪失した場合において，空冷式非常用発電機により

非常用高圧電源が回復した場合，電動補助給水ポンプを起動し，復水タ

ンク水を蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

なお，電動補助給水ポンプは，復水タンクから２次系純水タンクへの

切替え，中間受槽から復水タンクへの供給，海（海水ポンプピット，１

号炉取水路）から復水タンクへの供給により水源を確保し，高圧再循環

運転又は蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードによる炉心冷却が

可能となるまでの期間，運転を継続する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，タービン動補助給水ポンプが起動できず，

蒸気発生器への注水が補助給水流量等にて確認できない場合において，

空冷式非常用発電機により非常用高圧電源が回復し，復水タンクの水

位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 
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空冷式非常用発電機による電源確保等に関する手順等は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

電動補助給水ポンプは，中央制御室での遠隔操作が可能であり，通

常の運転操作により対応する。 

(2) 弁の機能回復 

ａ．現場手動操作による主蒸気逃がし弁の機能回復 

主蒸気逃がし弁は，駆動源喪失時に閉止する構造の空気作動弁である

ため，駆動源が喪失した場合，弁が閉止するとともに中央制御室からの

遠隔操作が不能となる。この場合に現場で手動により主蒸気逃がし弁を

開操作し，蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う手順を整備する。 

主蒸気逃がし弁を使用して蒸気放出を行う場合は，蒸気発生器伝熱管

の破損がないことを確認後実施する。蒸気発生器伝熱管破損の有無は，

放射線モニタ等で確認するが，全交流動力電源が喪失した場合は，放射

線モニタが使用できないため，蒸気発生器水位及び圧力により確認する。

蒸気発生器伝熱管破損の兆候が見られた場合は，当該蒸気発生器に接続

された主蒸気逃がし弁の操作は行わない。 

なお，蒸気発生器伝熱管破損等により，現場の環境が悪化した際の現

場操作時は，状況に応じて運転員等は電子式個人線量計を携帯するとと

もに，必要に応じて放射線防護具を着用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁の駆動源喪失時，中央制御室にて主蒸気逃がし弁の

開操作を実施しても，主蒸気ライン圧力等が低下しない場合において，

補助給水流量等により蒸気発生器への注水が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため
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の手順等」にて整備する。 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）によ

り駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するための手順を整備する。 

この手順は，蒸気発生器伝熱管破損又は主蒸気／主給水配管破断等に

より現場の環境が悪化した時に，現場での主蒸気逃がし弁操作を行う必

要がある場合にも使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，現場手動による主蒸気逃

がし弁の開操作後，中央制御室から遠隔で操作する必要がある場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

の手順等」にて整備する。 

ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ

により駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するための手順を整備す

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，主蒸気逃がし弁空気供給

コンプレッサ駆動用の代替電源が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

の手順等」にて整備する。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

復水タンクから２次系純水タンクへの切替手順，中間受槽から復水タ
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ンクへの供給及び海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タン

クへの供給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手

順等」にて整備する。 

全交流動力電源又は直流電源の喪失時における代替電源確保等に関す

る手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の

確保に関する手順等」に整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」に整備する。 

(4) 優先順位 

サポート系故障時に，以上の手段を用いて２次冷却系の除熱機能を回

復する手段の優先順位を以下に示す。 

全交流動力電源が喪失すると電動補助給水ポンプが起動できなくなる。

さらに，直流電源が喪失すればタービン動補助給水ポンプが起動できな

くなるため，重大事故等対処設備であるタービン動補助給水ポンプの蒸

気加減弁（手動）及び現場手動によるタービン動補助給水ポンプ起動入

口弁の開操作にてタービン動補助給水ポンプ起動操作を行う。空冷式非

常用発電機からの給電により非常用高圧電源が復旧すれば，電動補助給

水ポンプの運転が可能となるが，空冷式非常用発電機の燃料消費量削減

の観点から，タービン動補助給水ポンプを使用できる間は，タービン動

補助給水ポンプを優先して使用する。タービン動補助給水ポンプが運転

できない場合又は低温停止状態に移行させる場合は，電動補助給水ポン

プにより蒸気発生器２次側へ注水を行う。 

補助給水の機能が回復すれば，主蒸気逃がし弁を現場にて手動により

開操作する。補助給水の機能が回復していない場合に，主蒸気逃がし弁

の開操作による蒸気放出を実施すると蒸気発生器の保有水の減少が早ま
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るため，補助給水ポンプの起動操作による蒸気発生器への注水を優先し

て実施する。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系からの除熱は，現場での人力による

主蒸気逃がし弁開操作により行う。また，制御用空気の喪失が継続する

場合に，主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠隔で操作する必要がある場

合は，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）による主蒸気逃がし弁の開操作

を行う。また，代替電源が確保できれば，主蒸気逃がし弁空気供給コン

プレッサにより継続的に中央制御室から遠隔操作を実施する。 

なお，全交流動力電源の喪失が継続し，補助給水系による蒸気発生器

への注水機能が回復しない場合は，高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気

直接加熱による原子炉格納容器破損を防止するため加圧器逃がし弁の開

操作準備を行う。加圧器逃がし弁による減圧準備の手順は「1.3 原子

炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.2.9図に示す。 

 

1.2.2.3 復旧に係る手順等 

全交流動力電源が喪失した場合は，十分な期間の運転を継続するために電

動補助給水ポンプ本体が健全であれば空冷式非常用発電機による非常用高圧

母線への給電を確認し起動する。その手順は1.2.2.2(1)ｂ．のとおり。また，

電動補助給水ポンプ起動後は長期的な冷却に際し，十分な水源を確保する。 

通常，電動補助給水ポンプの水源は復水タンクであるが，復水タンクから

２次系純水タンクへの切替え，中間受槽から復水タンクへの供給，海（海水

ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給により水源を確保し，

高圧再循環運転又は蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードによる炉心

冷却が可能となるまでの期間，運転を継続する。 
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1.2.2.4 監視及び制御 

(1) 加圧器水位及び蒸気発生器水位の監視又は推定 

原子炉を冷却するために１次冷却系及び２次冷却系の保有水を加圧器

水位計，蒸気発生器水位計により監視する。また，これらの計測機器が

故障又は計測範囲（把握能力）を超えた場合，当該パラメータの値を推

定する手順を整備する。 

加圧器水位計及び蒸気発生器水位計の監視機能が喪失した場合の手順

は，「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

(2) 補助給水ポンプの作動状況確認 

蒸気発生器２次側による炉心冷却のために起動した補助給水ポンプの

作動状況を補助給水流量計，復水タンク水位計，蒸気発生器水位計によ

り確認する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器水位が低下した場合において，補助給水ポンプが自動起動

又は手動により起動した場合。 

ｂ．操作手順 

補助給水ポンプの作動状況確認手順は以下のとおり。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に，補助給水

ポンプの作動状況確認を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，現場及び中央制御室で補助給水ポンプの運転状態

に異常がないことを確認する。 

ⅲ) 運転員等は，現場及び中央制御室での補助給水流量等の監視に

より，補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水が実施できてい

ることを確認する。 
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ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対応は

運転員等1名により作業を実施する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。補助給水ポンプの起動により騒音が発生するが，運転員

等はヘッドフォン型の遮音装置を着用し，通話装置を用いることで，中

央制御室との連絡は可能である。作業環境の周囲温度は通常運転状態と

同程度である。 

(3) 加圧器水位（原子炉水位）の制御 

燃料取替用水タンク水等を常設低圧代替注水ポンプ等により原子炉へ

注水する場合において，流量を調整し加圧器水位を制御する手順を整備

する。 

ａ．手順着手の判断基準 

燃料取替用水タンク水等を常設低圧代替注水ポンプ等により原子炉へ

注水する場合において，加圧器水位の調整が必要な場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(4) 蒸気発生器水位の制御 

蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う場合において，補助給水流量

を調整し，蒸気発生器水位を制御する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う場合において，蒸気発生器水

位の調整が必要な場合。 

ｂ．操作手順 
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操作手順は，1.2.2.1(2)ｂ．(b)ⅷ)，1.2.2.2(1)ａ．(b)ⅸ)及び

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整

備する。 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

加圧器水位の水位制御に関する手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バ

ウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

蒸気発生器水位の水位制御に関する手順は，「1.3 原子炉冷却材圧

力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

監視又は推定に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計装

に関する手順等」に整備する。 
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第 1.2.1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

分

類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 
対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク※１ 

主蒸気逃がし弁 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド 

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド 

充てん／高圧注入ポンプ※２ 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

高圧注入ポンプ※２ 

加圧器逃がし弁 

燃料取替用水タンク 

余熱除去ポンプ※２※３ 

余熱除去冷却器※３ 

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク※１ 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る 

炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動主給水ポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

復水タンク 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ※２

※４ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

電動補助給水ポンプ※２※４ 

タービン動補助給水ポンプ※４ 

蒸気発生器 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ※２※４
多
様
性

拡
張
設
備

主蒸気逃がし弁 

蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却

（
蒸
気
放
出
） 

タービンバイパス弁 
多
様
性 

拡
張
設
備 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

タービン動補助給水ポンプ 

・全交流動力電源喪失 

・直流電源の喪失 
ポ
ン
プ
の
機
能
回
復 

タービン動補助給水ポンプ 

（蒸気加減弁付）（手動） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁

（手動） 

電動補助給水ポンプ 

・全交流動力電源喪失 

空冷式非常用発電機※５ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※６ 

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

主蒸気逃がし弁 

・全交流動力電源喪失 

・直流電源の喪失 

弁
の
機
能
回
復

主蒸気逃がし弁（手動）※７ 

窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）※７ 多
様
性

拡
張
設
備

主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ

※７ 

－ － 

推
定
，
監
視
及
び

制
御 

加圧器水位計※８※９ 重
大
事
故
等
対
処
設
備

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

蒸気発生器水位計（広域）※７※８ 

蒸気発生器水位計（狭域）※７※８ 

補助給水流量計※８ 

復水タンク水位計※８ 

※１:保有水の喪失を想定する。補給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２:ディーゼル発電機等により給電する。 

※３:１次冷却系のフィードアンドブリード停止後の余熱除去運転による炉心冷却に使用するものである。 

※４:蒸気発生器へ海水を長時間注水する場合は，蒸気発生器ブローダウンラインにより排水を行う。 

※５:代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※６:空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源

の確保に関する手順等」にて整備する。 

※７:手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

※８:直流電源喪失も含めた対応手順は，「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

※９:手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 
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第1.2.2表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等 

 
監視計器一覧（1／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1)１次冷却系のフィード
アンドブリード 

判
断
基
準 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

信号 ・ＥＣＣＳ作動警報 

原子炉圧力容器内の温度 

・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

・サブクール度（ＣＲＴ） 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉圧力容器内の圧力
・加圧器圧力計 

・１次冷却材圧力計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉圧力容器内の水位 ・加圧器水位計 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉圧力容器への注水
量 

・ほう酸注入ライン流量計 

・高圧注入ポンプ出口流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

a. 電動主給水ポンプ又は
蒸気発生器水張ポンプ
による蒸気発生器への
注水 

判
断
基
準 

電源 ・6.6kV2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電圧計 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

水源 ・脱気器タンク水位計 

操
作

－ － 
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監視計器一覧（2／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

b. 原子炉補機冷却海水ポン
プから補助給水ポンプへ
の直接供給 

判
断
基
準 

水源 
・復水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

電源 ・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

補機監視機能 ・Ａ原子炉補機冷却水海水供給母管圧力計 

操
作 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

補機監視機能 
・電動補助給水ポンプ入口圧力計 

・タービン動補助給水ポンプ入口圧力計 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

1.2.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(3) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

a. タービンバイパス弁によ
る蒸気放出 

判
断
基
準 

電源 ・6.6kV2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電圧計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 
・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・復水器真空度計 

操
作

－ － 

1.2.2.2 サポート系故障時の手順等 
(1) ポンプの機能回復 

a. 手動によるタービン動補
助給水ポンプの機能回復 

判
断
基
準 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

水源 ・復水タンク水位計 

電源 ・2A，2B 直流電源電圧計 

操
作 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

水源 ・復水タンク水位計 

補機監視機能 
・タービン動補助給水ポンプ制御油圧力計 

・タービン動補助給水ポンプ出口圧力計 

b. 空冷式非常用発電機によ
る電動補助給水ポンプの
機能回復 

判
断
基
準 

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 
電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計 
（空冷式非常用発電機遠隔起動装置） 

は ）
水源 ・復水タンク水位計 

操
作 

「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（3／4） 

対応手順 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.2.2.2 サポート系故障時の手順等 
(2) 弁の機能回復 

a. 現場手動操作による主
蒸気逃がし弁の機能回
復 

判
断
基
準 

補機監視機能 ・制御用空気供給母管圧力計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 

電圧計 

操
作

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 

b. 窒素ボンベによる主蒸
気逃がし弁の機能回復 

判
断
基
準 

補機監視機能 ・制御用空気供給母管圧力計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

操
作

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 

c. コンプレッサによる主
蒸気逃がし弁の機能回
復 

判
断
基
準 

補機監視機能 ・制御用空気供給母管圧力計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

電源 
・空冷式非常用発電機電力計，周波数計 

（空冷式非常用発電機遠隔起動装置） 

操
作 

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 
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監視計器一覧（4／4） 

対応手順 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.2.2.4 監視及び制御 

(1)加圧器水位及び蒸気発
生器水位の監視又は推
定 

判
断
基
準 

「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

操
作 

「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

(2)補助給水ポンプの作動
状況確認 

判
断
基
準

蒸気発生器除熱機能 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

操
作 

蒸気発生器除熱機能 

・補助給水流量計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

水源 ・復水タンク水位計 

(3)加圧器水位（原子炉水
位）の制御 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 

電圧計 

原子炉圧力容器内の圧力 ・加圧器圧力計 

原子炉圧力容器内の水位 ・加圧器水位計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・余熱除去ライン流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(4)蒸気発生器水位の制御 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 

電圧計 

蒸気発生器除熱機能 

・補助給水流量計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・主蒸気ライン圧力計 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

操
作

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 
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第 1.2.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.2】 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリ高圧時に発電用原子

炉を冷却するための手順

等 

Ａ充てん／高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ余熱除去ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ａ電動補助給水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ電動補助給水ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ加圧器逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｂ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ｃ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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第 1.2.1 図 機能喪失原因対策分析  

:サポート系の回復操作による対応 

:フロントライン系の 

代替設備，手段による対応 

凡例 

:AND 条件 

:OR 条件 

:サポート系 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却機能喪失 

主蒸気逃がし弁 

機能喪失 

タービンバイパス弁 

主配管機能喪失復水タンク機能喪失 

タービン動補助給水

ポンプ機能喪失 

Ｂ電動補助給水 

ポンプ機能喪失 

Ａ電動補助給水 

ポンプ機能喪失 

※４

弁故障

主蒸気逃がし弁（手動） 

駆動源喪失（ＤＣ電源） 

電磁弁分電盤～電 

磁弁までのケーブル 

損傷 

直流ＣＣ～電磁弁 

分電盤ケーブル損傷 

直流ＣＣ故障 

蓄電池故障 

蓄電池～直流ＣＣ 

までのケーブル，盤

等の故障 

※５

蒸気発生器機能喪失

タービン動補助給水ポンプ

（蒸気加減弁付）（手動）

・主蒸気逃がし弁（手動） 

・代替ＩＡ（窒素ボンベ，空気供給コンプレッサ） 

ポンプ 

故障 

配管 

機能喪失

タービン動補助給水ポンプ起動入口弁（手動） 

※  ２ 

弁故障 駆動源喪失（ＤＣ電源） 

起動盤～起動入口弁 

までのケーブル損傷 

直流ＣＣ～起動盤 

ケーブル損傷 

直流ＣＣ故障 

蓄電池～直流ＣＣまでの

ケーブル，盤等の故障 

蓄電池故障 

主蒸気喪失 起動入口弁Ｂ系

機能喪失 

起動入口弁Ａ系

機能喪失 

駆動源喪失 

（蒸気） 

※２

非常用油ポンプ

Ｂ系機能喪失 

非常用油ポンプ

Ａ系機能喪失 

※３ ※ ３ 

ポンプ 

故障 

駆動源喪失（ＤＣ電源） 

起動盤～非常用油ポンプ

までのケーブル損傷 

直流ＣＣ～起動盤 

ケーブル損傷 

直流ＣＣ故障 

蓄電池～直流ＣＣまでの

ケーブル，盤等の故障 

蓄電池故障 

駆動源喪失

（空気）

※６

※１

ポンプ 

故障 

配管 

機能喪失

電源故障 

遮断器，又は 

遮断器～ 

ポンプまでの 

ケーブル損傷 

母線損傷 

電源喪失 

（ＡＣ電源） 

外部電源喪失 

ディーゼル発電機

起動不能 

空冷式非常用発電機

※６ 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

※４ 
・電動主給水ポンプ 
・蒸気発生器水張ポンプ 
・脱気器タンク 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 
・電動補助給水ポンプ 
・タービン動補助給水ポンプ 
・蒸気発生器 

※５ １次冷却系のフィードアンドブリード 

・充てん／高圧注入ポンプ 
・高圧注入ポンプ 
・加圧器逃がし弁 
・燃料取替用水タンク 
・余熱除去ポンプ 
・余熱除去冷却器 
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第 1.2.2 図 １次冷却系のフィードアンドブリード 概略系統  

Ａ充てん／ 

高圧注入ポンプ 

Ｂ充てん／ 

高圧注入ポンプ 

←

充てんポンプ 

Ｂ高圧注入ポンプ 

←

Ａ高圧注入ポンプ 

原
子
炉
容
器 

蒸気発生器 

原子炉格納容器 

１次冷却材 
ポンプ 

加圧器 

燃料取替 
用水タンク 

加圧器逃がし弁 

加圧器逃がしタンク 

ほう酸注入タンク

Ｍ Ｍ  

Ｍ

←

←

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

←←

←

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
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第 1.2.3 図 原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 概略系統 

タービン動 

補助給水ポンプ 

Ａ
蒸
気
発
生
器 

Ｃ
蒸
気
発
生
器 

Ｂ
蒸
気
発
生
器 

Ｄ
蒸
気
発
生
器 

２次系純水 
タンク

復水タンク 

主蒸気

逆止弁

主蒸気  
隔離弁  

主蒸気

逆止弁

主蒸気  
隔離弁  

主蒸気

逆止弁

主蒸気  
隔離弁  

主蒸気

逆止弁

主蒸気  
隔離弁  

Ｍ  

Ｍ Ｍ

Ｍ

Ａ電動補助給水ポンプ 

Ｂ電動補助給水ポンプ 

Ｍ

大気

大気

大気

大気

タービンバイパス弁 

高圧タービン 

高圧タービン 

高圧タービン 

高圧タービン 

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｂ原子炉補機冷却海水系へ

放水ピットへ

ＣＣＷ  

ＣＣＷ  

Ａ原子炉補機
冷却水冷却器

放水ピットへ

Ｂ原子炉補機冷却水冷却器 

Ｅ原子炉補機冷却
海水ポンプ 

Ｄ原子炉補機冷却
海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却
海水ポンプ 

Ｂ原子炉補機冷却
海水ポンプ 

Ａ原子炉補機冷却
海水ポンプ 

Ｍ  

Ｍ  

Ｍ  

Ｍ  

Ｍ  

※

※

※

※

※

ブローダウンタンク 

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160    180 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

原子炉補機冷却海水ポン
プから補助給水ポンプへ
の直接供給 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

            

 

         

          

運転員等 
（現場） 

3 

        

          

保修対応要員 2 

移動，ディスタンスピース取替え       

          

第 1.2.4 図 原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給手順 

タイムチャート 

 

約 120 分 原子炉補助冷却海水ポンプ 
     から補助給水ポンプへの 
     直接供給開始 

系統構成 

補助給水ポンプ起動 

移動，系統構成 
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第 1.2.5 図 蒸気発生器２次側による炉心冷却機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障時） 

 

全蒸気発生器水位（狭域）下端以下及び 

補助給水流量 100ｍ３／ｈ未満 

適切な運転手順書へ移行 

手動安全注入及び加圧器逃がし弁開 

によるフィードアンドブリード開始 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

NO

YES 

電動補助給水ポンプ及び 

タービン動補助給水ポンプ故障 

２次冷却系からの除熱機能が 

喪失したか 

【判断基準】 

全ての蒸気発生器水位（広域）10％未満 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張 

ポンプによる蒸気発生器への注水 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

１次冷却系のフィードアンド 

ブリード 

２次冷却系からの 

除熱機能が回復したか 

YES 

NO

蒸気発生器２次側による炉心冷却 

蓄圧タンク出口弁「閉」操作 

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉 

によるフィードアンドブリード停止 

余熱除熱系による冷却は可能か 

（余熱除去運転条件成立） 

YES 

NO

余熱除去系の運転操作 

余熱除去系による冷却 

蒸気発生器２次側による炉心冷却停止 

蒸気発生器２次側のフィードアンド 

ブリード「1.4 原子炉冷却材圧力 

バウンダリ低圧時に発電用原子炉を 

冷却するための手順等」 

冷温停止状態 

余熱除熱系による冷却は可能か 

（余熱除去運転条件成立） 

YES

余熱除去系の運転操作 

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉 

によるフィードアンドブリード停止 

余熱除去系による冷却 

蓄圧タンク出口弁「閉」操作 

NO

高圧再循環運転継続 

主蒸気逃がし弁設定圧力以上で 

上昇継続 

主蒸気逃がし弁故障 

タービンバイパス弁「開」操作 

燃料取替用水タンク及び格納容器 

再循環サンプが再循環切替可能水位 

に到達高圧再循環への切替え 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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第 1.2.6 図 復水タンク破損時に対する対応手順 

（フロントライン系故障時） 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張 

ポンプによる蒸気発生器への注水 

1.13 重大事故等の収束に必要となる水の

供給手順等 

原子炉補機冷却海水ポンプから 

補助給水ポンプへの直接供給 

NO

YES 

NO

YES 

YES 

NO

復水タンクから２次系純水タンク 

への水源切替え 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水 

原子炉補機冷却海水ポンプの電源が 

健全であり運転中であることを確認 

１次冷却系のフィードアンドブリード 

適切な運転手順書へ移行 

NO

YES 

復水タンクへの補給ができないか 

復水タンクが枯渇又は破損等により 

補給が必要な場合 

全ての蒸気発生器水位（広域）が 

10％未満 

２次系純水タンクが 

水源として使用可能か 

２次系純水タンクが枯渇したか 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器 

水張ポンプによる注水が不能か 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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第 1.2.7 図 手動によるタービン動補助給水ポンプ機能回復 概略系統 

タービン動 補 助 給 水 ポンプ 

２次 系 純 水  

タンク 

オイルサンプ 

Ａ非 常 用 油 ポンプ 

（直 流 駆 動 ） 

Ｂ非 常 用 油 ポンプ 

（直 流 駆 動 ） 
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

蒸気加減弁（手動）及び
蒸気入口弁手動操作によ
るタービン動補助給水ポ
ンプ現場起動 

運転員等 
（現場） 

1 

         

 

          

1 

              

          

 
第 1.2.8 図 手動によるタービン動補助給水ポンプ機能回復手順タイムチャート

約 20 分 
タービン動補助給水ポンプ手動起動 

移動，専用工具によるガバナ操作

起動入口弁操作 移動 



 

 

付
－
1
－
1
.
2
－
4
5
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.2.9 図 蒸気発生器２次側による炉心冷却機能喪失に対する対応手順 

（サポート系故障時） 

弁の機能回復 

手動によるタービン動 

補助給水ポンプ起動 

1.3原子炉冷却材圧力バウンダリ 

を減圧するための手順等 

NO

YES

適切な運転手順書へ移行 

主蒸気逃がし弁の現場手動開放 

による２次冷却系強制冷却 

電動補助給水ポンプ起動 

NO 

YES

NO 

YES

代替電源による回復操作 

蒸気発生器水位回復 

継続的な１次冷却系の冷却 

中央制御室からの 

タービン動補助給水ポンプ起動 

NO

YES

NO

YES

タービン動補助給水ポンプが 

起動したか 

早期の電源回復が不能か 

全交流動力電源喪失 

タービン動補助給水ポンプ 

が起動中か 

直流電源が健全か 

電動補助給水ポンプが運転可能か

主蒸気逃がし弁の 

現場手動開放が可能か 

YES

窒素ボンベでの主蒸気逃がし弁 

開放による２次冷却系強制冷却 

NO 

代替電源が 

確保されているか 

主蒸気逃がし弁空気供給 

コンプレッサでの主蒸気逃がし弁 

開放による２次冷却系強制冷却 

NO

YES

制御用空気喪失 

ポンプの機能回復 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順       ：準備 
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1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.3.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｃ．炉心損傷時における高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接

加熱を防止する対応手段及び設備 

ｄ．蒸気発生器伝熱管破損発生時の対応手段及び設備 

ｅ．インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の対応手段及び設

備 

ｆ．手順等 

1.3.2 重大事故等時の手順等 

1.3.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) １次冷却系のフィードアンドブリード 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸

気発生器への注水 

ｂ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生

器への注水 

ｃ．原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

(3) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

ｂ．タービンバイパス弁による蒸気放出 
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(4) 加圧器補助スプレイ弁による減圧 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

(6) 優先順位 

1.3.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) ポンプの機能回復 

ａ．手動によるタービン動補助給水ポンプの機能回復 

ｂ．空冷式非常用発電機による電動補助給水ポンプの機能回復 

(2) 弁の機能回復 

ａ．現場手動操作による主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｄ．窒素ボンベによる加圧器逃がし弁の機能回復 

ｅ．蓄電池（重大事故等対処用）による加圧器逃がし弁の機能回

復 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.3.3 復旧に係る手順 

1.3.4 炉心損傷時における高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接

加熱を防止する手順 

1.3.5 蒸気発生器伝熱管破損発生時の手順 

1.3.6 インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の手順 
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1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

【要求事項】 

 発電用原子炉設置者において，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧

の状態であって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の減圧

機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器

の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

に必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備される方針が適

切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「炉心の著しい損傷」を「防止するため，原子炉冷却材圧力バ

ウンダリを減圧するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措

置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等

をいう。 

（１） 可搬型重大事故防止設備 

ａ） 常設直流電源系統喪失時において，減圧用の弁（逃がし安

全弁（BWR の場合）又は，主蒸気逃がし弁及び加圧器逃がし弁

（PWR の場合））を作動させ原子炉冷却材圧力バウンダリの減

圧操作が行えるよう，手順等が整備されていること。 

ｂ） 減圧用の弁が空気作動弁である場合，減圧用の弁を作動さ

せ原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作が行えるよう可搬

型コンプレッサー又は窒素ボンベを整備すること。 

ｃ） 減圧用の弁が作動可能な環境条件を明確にすること。 

（２） 復旧 

ａ） 常設直流電源喪失時においても，減圧用の弁を作動させ原
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子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作が行えるよう，代替電

源による復旧手順等が整備されていること。 

（３） 蒸気発生器伝熱管破損（SGTR） 

ａ） SGTR 発生時において，破損側蒸気発生器を隔離すること。

隔離できない場合，加圧器逃がし弁を作動させること等によ

り原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作が行えるよう，手

順等が整備されていること。（PWR の場合） 

（４） インターフェイスシステム LOCA（ISLOCA） 

ａ） ISLOCA 発生時において，原子炉冷却材圧力バウンダリの

損傷個所を隔離すること。隔離できない場合，原子炉を減圧

し，原子炉冷却材の漏えいを抑制するために，逃がし安全弁

（BWR の場合）又は主蒸気逃がし弁及び加圧器逃がし弁（PWR

の場合）を作動させること等により原子炉冷却材圧力バウン

ダリの減圧操作が行えるよう，手順等が整備されていること。 

 原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故

対処設備が有する原子炉の減圧機能は，２次冷却系の除熱による減圧

機能又は加圧器逃がし弁を用いて１次冷却系を減圧する機能である。

なお，加圧器逃がし弁による減圧は，２次冷却系の除熱によりサブク

ール度を確保した上で実施する。２次冷却系の除熱機能が喪失した場

合は，充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプによる原子炉への

注水機能を確保した後に加圧器逃がし弁による減圧を実施する。 

 蒸気発生器伝熱管破損事象発生時は，破損側蒸気発生器の隔離を行

い，健全側蒸気発生器の主蒸気逃がし弁による冷却，減圧と加圧器逃

がし弁による減圧操作により１次冷却系と２次冷却系を均圧すること

で冷却材の漏えいを抑制する。 
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 インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時は，主蒸気逃がし弁によ

る冷却，減圧と加圧器逃がし弁による減圧操作を行うとともに，原子

炉冷却材圧力バウンダリの損傷箇所を隔離することで冷却材の漏えい

を抑制する。 

 なお，どちらの事象も隔離できない場合は，主蒸気逃がし弁による

冷却，減圧と加圧器逃がし弁による減圧で冷却材の漏えいを抑制する。 

 これらの機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器の破損を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリを減

圧する対処設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活用した

手順等について説明する。 

 

1.3.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷を防止するため原子炉冷却材圧力バウンダ

リが高圧状態にある場合には，１次冷却系の減圧が必要である。

１次冷却系を減圧するための設計基準事故対処設備として，電

動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプ（以下，付録

1.3 において「補助給水ポンプ」という。），復水タンク，主

蒸気逃がし弁及び加圧器逃がし弁を設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の

対処に用いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，そ

の機能を代替するために，各設計基準事故対処設備が有する機

能，相互関係を明確にした上で，想定する故障に対応できる対

応手段及び重大事故等対処設備を選定する。（第 1.3.1 図，第

1.3.2 図）（以下，付録 1.3 において「機能喪失原因対策分析」
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という。） 

また，高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接加熱による原

子炉格納容器破損の防止，蒸気発生器伝熱管破損発生及びイン

ターフェイスシステムＬＯＣＡの対応手段と重大事故等対処設

備を選定する。 

重大事故等対処設備の他，柔軟な事故対応を行うための対応

手段及び多様性拡張設備※ １を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満た

すことや全てのプラント状況において使用することは困

難であるが，プラント状況によっては，事故対応に有効

な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」

だけでなく，「設置許可基準規則」第四十六条及び「技術基準

規則」第六十一条（以下，付録 1.3 において「基準規則」とい

う。）の要求機能を満足する設備が網羅されていることを確認

するとともに，多様性拡張設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系の故障とし

て，蒸気発生器２次側による炉心冷却に使用する設備又は加圧

器逃がし弁の故障を想定する。また，サポート系故障として，

全交流動力電源又は直流電源の喪失を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手

段の検討及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求によ

り選定した対応手段と，その対応に使用する重大事故等対処設

備と多様性拡張設備を以下に示す。 
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なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故

等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係

を第 1.3.1 表から第 1.3.4 表に示す。 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

蒸気発生器２次側への注水設備及び蒸気放出設備の故障等

により蒸気発生器２次側による炉心の冷却ができない場合は，

１次冷却系のフィードアンドブリードにより炉心を冷却する

手段がある。 

１次冷却系のフィードアンドブリードで使用する設備は以

下のとおり。 

・加圧器逃がし弁 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

蒸気発生器２次側への注水設備である補助給水ポンプが故

障等により運転できない場合は，常用系設備を使用して蒸気

発生器２次側へ注水する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用する常用

系設備は以下のとおり。 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

・脱気器タンク 

・蒸気発生器 

蒸気発生器２次側への注水設備である復水タンク及び２次
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系純水タンクが使用できない場合，原子炉補機冷却海水ポン

プ等を使用して蒸気発生器２次側へ注水する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用する設備

は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・蒸気発生器 

蒸気発生器２次側の蒸気放出設備である主蒸気逃がし弁の

故障時は，常用系設備を使用して蒸気発生器２次側の蒸気放

出を行う手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）に使用する

常用系設備は以下のとおり。 

・タービンバイパス弁 

加圧器逃がし弁の故障により開操作できない場合は，蒸気

発生器２次側による炉心冷却（注水，蒸気放出），加圧器補

助スプレイにより１次冷却系を減圧する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用する設備

は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 
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・脱気器タンク 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）に使用する

設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁 

・タービンバイパス弁 

加圧器補助スプレイに使用する設備は以下のとおり。 

・加圧器補助スプレイ弁 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・充てんポンプ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，１次冷却系

のフィードアンドブリードで使用する充てん／高圧注入ポン

プ，高圧注入ポンプ，加圧器逃がし弁及び燃料取替用水タン

クは重大事故等対処設備と位置付ける。 

原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供

給で使用するＡ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ，電動補助給

水ポンプ，タービン動補助給水ポンプ及び蒸気発生器は重大

事故等対処設備として位置付ける。 

蒸気発生器２次側への注水に使用する電動補助給水ポンプ，

タービン動補助給水ポンプ，復水タンク及び蒸気発生器は重

大事故等対処設備と位置付ける。 

蒸気発生器２次側の蒸気放出に使用する主蒸気逃がし弁は

重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備

は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される
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設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，加圧器逃がし弁故障時

又は蒸気発生器２次側による炉心冷却に使用する全ての設備

が使用できない場合においても，１次冷却系の減圧を可能と

するため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわ

せて，その理由を示す。 

・電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ及び脱気器タ 

ンク 

常用系電源が健全で脱気器タンクの保有水があれば，

補助給水ポンプの代替手段として有効である。 

・タービンバイパス弁 

常用系電源及び復水器真空が健全であれば，主蒸気逃

がし弁の代替手段として有効である。 

・加圧器補助スプレイ弁，充てんポンプ，充てん／高圧注

入ポンプ 

常用系電源及び化学体積制御系の充てんラインが健全

であれば，充てんポンプ又は充てん／高圧注入ポンプ起

動により１次冷却系の減圧が可能であり，加圧器逃がし

弁の代替手段として有効である。 

・Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプの電源を２Ａ非常用高圧

母線より受電している場合は，復水タンクの代替手段と

して有効である。 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 
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蒸気発生器２次側への注水手段であるタービン動補助給水

ポンプの機能が喪失した場合は，蒸気加減弁（手動）等によ

り，タービン動補助給水ポンプの機能を回復させることで，

１次冷却系の減圧を行う手段がある。 

また，電動補助給水ポンプの機能回復させるため，空冷式

非常用発電機により給電する手段がある。 

タービン動補助給水ポンプの機能回復に使用する設備は以

下のとおり。 

・タービン動補助給水ポンプ（蒸気加減弁付）（手動） 

・タービン動補助給水ポンプ起動入口弁（手動） 

電動補助給水ポンプの機能回復に使用する設備は以下のと

おり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側の蒸気放出設備である主蒸気逃がし弁の

機能が喪失した場合は，手動，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁

用）又は主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサにより主蒸気

逃がし弁の機能を回復させることで，１次冷却系の減圧を行

う手段がある。 

主蒸気逃がし弁の機能回復に使用する設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

また，主蒸気逃がし弁が動作可能な環境条件を明確にする。 
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１次冷却系の減圧設備である加圧器逃がし弁の機能が喪失

した場合は，蓄電池（重大事故等対処用）又は窒素ボンベ

（加圧器逃がし弁用）により加圧器逃がし弁の機能を回復さ

せることで，１次冷却系の減圧を行う手段がある。 

加圧器逃がし弁の機能回復に使用する設備は以下のとおり。 

・蓄電池（重大事故等対処用） 

・窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用） 

また，加圧器逃がし弁が動作可能な環境条件を明確にする。 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，タービン動

補助給水ポンプの機能を回復させる手段に使用する設備のう

ち，タービン動補助給水ポンプ（蒸気加減弁付）（手動）及

びタービン動補助給水ポンプ起動入口弁（手動）はいずれも

重大事故等対処設備と位置付ける。 

電動補助給水ポンプの機能を回復させる手段に使用する設

備のうち，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用）及び可搬型燃料給油ポンプは重大事故等対処

設備と位置付ける。 

主蒸気逃がし弁の機能を回復させる手段に使用する設備の

うち，主蒸気逃がし弁（手動）は，機能回復のため現場にお

いて窒素ボンベを接続するのと同等以上の作業の迅速性及び

駆動軸を人力で直接操作することによる操作の確実性を有す

るものとして，重大事故等対処設備と位置付ける。 

加圧器逃がし弁の機能を回復させる手段に使用する設備の

うち，窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）及び蓄電池（重大事
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故等対処用）は重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備

は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される

設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，全交流動力電源又は直

流電源が喪失しても１次冷却系を減圧するために必要な補機

を回復できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付け

る。あわせて，その理由を示す。 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

使用時間に制限があるものの，現場の環境が悪化した

場合でも主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠隔操作する

ことが可能となり，運転員等の負担軽減となる。 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

駆動用電源は必要であるが，現場の環境が悪化した場

合でも主蒸気逃がし弁を中央制御室から継続的に遠隔操

作することが可能となり，運転員等の負担軽減となる。 

ｃ．炉心損傷時における高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接

加熱を防止する対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

炉心損傷時に原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態であ

る場合，高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接加熱による

原子炉格納容器破損を防止するため，加圧器逃がし弁により

１次冷却系を減圧する手段がある。 

１次冷却系の減圧に使用する設備は以下のとおり。 

・加圧器逃がし弁 
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(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」の要求により選

定した，加圧器逃がし弁を重大事故等対処設備と位置付ける。 

ｄ．蒸気発生器伝熱管破損発生時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

蒸気発生器伝熱管破損発生時に，破損側蒸気発生器を隔離

できない場合，１次冷却材が原子炉格納容器外へ漏えいする。

原子炉格納容器外への漏えいを抑制するため，主蒸気逃がし

弁及び加圧器逃がし弁により１次冷却系を減圧する手段があ

る。 

１次冷却系の減圧に使用する設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁 

・加圧器逃がし弁 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」の要求により選定した，主蒸気逃

がし弁及び加圧器逃がし弁を重大事故等対処設備と位置付け

る。 

ｅ．インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の対応手段及び設

備 

(a) 対応手段 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時に，漏えい箇所

を隔離できない場合，１次冷却材が原子炉格納容器外へ漏え

いする。原子炉格納容器外への漏えいを抑制するため，主蒸

気逃がし弁及び加圧器逃がし弁により１次冷却系を減圧する

手段がある。 
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１次冷却系の減圧に使用する設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁 

・加圧器逃がし弁 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」の要求により選定した，主蒸気逃

がし弁及び加圧器逃がし弁を重大事故等対処設備と位置付け

る。 

ｆ．手順等 

上記のａ．，ｂ．，ｃ．，ｄ．及びｅ．により選定した対応

手段に係る手順を整備する。また，事故時の監視に必要な手順

及び給電が必要となる設備についても整備する。（第 1.3.5 表，

第 1.3.6 表） 

これらの手順は，運転員等※ ２の対応として炉心の著しい損傷

及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。（第 1.3.1

表から第 1.3.4 表参照） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転

対応要員をいう。 

 

1.3.2 重大事故等時の手順等 

1.3.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) １次冷却系のフィードアンドブリード 

蒸気発生器２次側による炉心冷却を用いた１次冷却系の減圧

機能が喪失した場合に，加圧器逃がし弁を用いて１次冷却系を

減圧する手順を整備する。この手順は１次冷却系のフィードア

ンドブリードであり，燃料取替用水タンク水を充てん／高圧注
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入ポンプ及び高圧注入ポンプにより原子炉へ注水し，原子炉の

冷却を確保してから加圧器逃がし弁を開とする。 

ａ．手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により蒸気発生器水位が低下し，全

ての蒸気発生器が除熱を期待できない水位（蒸気発生器水位計

（広域）指示値が 10％未満）になった場合において，原子炉へ

注水するために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されて

いる場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発

電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸

気発生器への注水 

加圧器逃がし弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧機

能が喪失した場合に，蒸気発生器２次側による炉心冷却を用い

た１次冷却系の減圧を行うため，補助給水ポンプの自動起動を

確認し，復水タンク水が蒸気発生器へ注水されていることを確

認する。このとき，補助給水ポンプが運転していなければ，蒸

気発生器２次側による炉心冷却を用いた１次冷却系の減圧のた

め，中央制御室から補助給水ポンプを起動し蒸気発生器へ注水

する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

加圧器逃がし弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧

機能喪失を１次冷却材圧力により確認した場合において，補



付－1－1.3－17 

助給水流量等により蒸気発生器への注水が確保されていない

場合で，蒸気発生器へ注水するために必要な復水タンクの水

位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

補助給水ポンプによる注水操作は，中央制御室での遠隔起

動が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｂ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生

器への注水 

補助給水ポンプが使用できない場合に，脱気器タンク水を常

用系設備である電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプに

より蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，補助給水流量等が確認で

きない場合において，外部電源により所内常用母線が受電さ

れており，蒸気発生器へ注水するために必要な脱気器タンク

の水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプによる注水操

作は，中央制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操

作により対応する。 

ｃ．原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

復水タンク及び２次系純水タンクが使用できない場合，蒸気

発生器２次側による炉心冷却を用いた１次冷却系の減圧を行う

ため，海水をＡ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプのうちいず

れか2台から補助給水ポンプ入口へ直接供給し，蒸気発生器へ注
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水する手順を整備する。なお，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプに

ついては，２Ａ非常用高圧母線より受電中に限り使用する。 

海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内水の塩分濃

度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンラ

インにより排水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

復水タンク及び２次系純水タンクが使用できない場合にお

いて，交流動力電源が健全かつＡ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海

水ポンプのうちいずれか2台が運転している場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

対応手順のフローチャートを第1.3.4図に示す。 

(3) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

蒸気放出経路の故障による２次冷却系の除熱機能喪失の場合

は，タービンバイパス弁の開操作を行う。蒸気放出経路は，多

重化及び多様化していること，主蒸気逃がし弁の現場での開操

作も可能であることから，その機能が全て喪失する可能性は低

いが，以下の操作を実施することを考慮する。 

なお，主蒸気逃がし弁を使用して蒸気放出を行う場合は蒸気

発生器伝熱管の破損がないことを確認後実施する。蒸気発生器

伝熱管破損の有無は，放射線モニタ等で確認するが，全交流動

力電源が喪失した場合は，放射線モニタが使用できないため，

蒸気発生器水位及び圧力により確認する。 

蒸気発生器伝熱管破損の兆候が見られた場合は，当該蒸気発
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生器に接続された主蒸気逃がし弁の操作は行わない。 

ａ．主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

加圧器逃がし弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧機

能が喪失した場合は，主蒸気逃がし弁の開を確認し，蒸気発生

器２次側による炉心冷却を用いた１次冷却系の減圧が開始して

いることを確認する。主蒸気逃がし弁が開弁していなければ中

央制御室にて開弁し，蒸気発生器２次側による炉心冷却を用い

た１次冷却系の減圧を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

加圧器逃がし弁による原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧

機能喪失を１次冷却材圧力により確認した場合において，補

助給水流量等により蒸気発生器への注水が確保されている場

合。 

(b) 操作手順 

主蒸気逃がし弁の開操作は，中央制御室での遠隔起動が可

能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｂ．タービンバイパス弁による蒸気放出 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器の蒸気放出ができない場合

に，常用系設備であるタービンバイパス弁を中央制御室で開弁

し，蒸気発生器からの蒸気放出を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出が主蒸気ライン圧力等にて

確認できない場合において，外部電源により所内常用母線が

受電されており，２次冷却系の設備が運転中であり復水器の

真空度が維持されている場合。 
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(b) 操作手順 

タービンバイパス弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作

が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

(4) 加圧器補助スプレイ弁による減圧 

加圧器逃がし弁の故障により，原子炉冷却材圧力バウンダリ

の減圧機能の喪失を確認した場合に，加圧器補助スプレイ弁を

中央制御室にて開弁し減圧を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

加圧器逃がし弁の故障等により，１次冷却材圧力にて原子炉

冷却材圧力バウンダリの減圧機能喪失を確認した場合において，

充てんポンプ又は充てん／高圧注入ポンプの運転及び体積制御

タンク等の水位が確保されている場合。 

ｂ．操作手順 

加圧器補助スプレイ弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作

が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

復水タンクの枯渇時の補給手順は，「1.13 重大事故等の収

束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

(6) 優先順位 

フロントライン系故障時に，原子炉冷却材圧力バウンダリの

減圧機能が喪失している場合の減圧手段の優先順位を以下に示

す。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却を用いた減圧時の蒸気発生
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器への注水は，重大事故等対処設備である電動補助給水ポンプ

又はタービン動補助給水ポンプを優先する。補助給水ポンプの

優先順位は，駆動用の外部電源又はディーゼル発電機が健全で

あれば電動補助給水ポンプを優先し，電動補助給水ポンプが使

用できなければタービン動補助給水ポンプを使用する。空冷式

非常用発電機からの給電時は，燃料消費量の観点からタービン

動補助給水ポンプを優先して使用する。 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水手段が喪失した場

合は，電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプを使用する。

ポンプ容量の大きい電動主給水ポンプを優先し，電動主給水ポ

ンプが使用できなければ蒸気発生器水張ポンプを使用する。 

また，蒸気発生器への注水機能において復水タンクが使用で

きない場合，水源を復水タンクから２次系純水タンクへ切替え，

補助給水ポンプによる注水を優先する。２次系純水タンクも使

用できない場合は，電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポン

プによる注水を優先し，次に原子炉補機冷却海水ポンプから補

助給水ポンプへの直接供給による注水を行う。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却を用いた減圧時の蒸気発生

器からの蒸気放出は，重大事故等対処設備である主蒸気逃がし

弁を使用する。主蒸気逃がし弁が故障等により使用できない場

合は，タービンバイパス弁を使用する。 

上記手段による，蒸気発生器２次側による炉心冷却を用いた

１次冷却系の減圧を優先して使用し，蒸気発生器の除熱機能が

喪失した場合は，充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプ

による原子炉への注水と加圧器逃がし弁開による１次冷却系の
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フィードアンドブリードを行う。 

加圧器逃がし弁故障時は，蒸気発生器２次側により炉心冷却

していることを確認するとともに，加圧器補助スプレイを用い

て１次冷却系の減圧を行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.3.3図，第1.3.4図に

示す。 

 

1.3.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) ポンプの機能回復 

直流電源喪失時にタービン動補助給水ポンプを駆動するため

に必要なタービン動補助給水ポンプ非常用油ポンプ（以下，付

録1.3において「非常用ポンプ」という。）及びタービン動補助

給水ポンプ起動入口弁の駆動源が喪失した場合に，タービン動

補助給水ポンプの機能を回復するために，現場でタービン動補

助給水ポンプの蒸気加減弁及び起動入口弁を開操作し，タービ

ン動補助給水ポンプを起動する。 

また，全交流動力電源喪失時は，電動補助給水ポンプの機能

を回復させるため，空冷式非常用発電機により交流電源を確保

し，電動補助給水ポンプを起動する。 

ａ．手動によるタービン動補助給水ポンプの機能回復 

直流電源が喪失した場合において，タービン動補助給水ポン

プによる蒸気発生器への注水が必要な場合，現場で専用工具を

使用しタービン動補助給水ポンプの蒸気加減弁を押し上げるこ

と及びタービン動補助給水ポンプ起動入口弁を開操作すること

により，タービン動補助給水ポンプを起動し，復水タンク水を
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蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源喪失時，蒸気発生器への注水が補助給水流量等に

より確認できない場合において，タービン動補助給水ポンプ

による蒸気発生器への注水が必要で復水タンクの水位が確保

されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に

発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

ｂ．空冷式非常用発電機による電動補助給水ポンプの機能回復 

全交流動力電源が喪失した場合において，空冷式非常用発電

機により非常用高圧電源が回復した場合，電動補助給水ポンプ

を起動し，復水タンク水を蒸気発生器へ注水する手順を整備す

る。 

なお，電動補助給水ポンプは，復水タンクから２次系純水タ

ンクへの切替え，中間受槽から復水タンクへの供給，海（海水

ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給により

水源を確保し，高圧再循環運転又は蒸気発生器２次側のフィー

ドアンドブリードによる炉心冷却が可能となるまでの期間，運

転を継続する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，タービン動補助給水ポンプが起動

できず，蒸気発生器への注水が補助給水流量等にて確認でき

ない場合において，空冷式非常用発電機により非常用高圧電

源が回復し，復水タンクの水位が確保されている場合。 
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(b) 操作手順 

空冷式非常用発電機による電源確保等に関する手順は，

「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

電動補助給水ポンプは，中央制御室での遠隔操作が可能で

あり，通常の運転操作により対応する。 

(2) 弁の機能回復 

ａ．現場手動操作による主蒸気逃がし弁の機能回復 

主蒸気逃がし弁は，駆動源喪失時に閉止する構造の空気作動

弁であるため，駆動源が喪失した場合，弁が閉止するとともに

中央制御室からの遠隔操作が不能となる。この場合に現場で手

動により主蒸気逃がし弁を開操作することで，蒸気発生器２次

側による炉心冷却を用いた１次冷却系の減圧を行う手順を整備

する。 

主蒸気逃がし弁を使用して蒸気放出を行う場合は，蒸気発生

器伝熱管の破損がないことを確認後実施する。蒸気発生器伝熱

管破損の有無は，放射線モニタ等で確認するが，全交流動力電

源が喪失した場合は，放射線モニタが使用できないため，蒸気

発生器水位及び圧力により確認する。蒸気発生器伝熱管破損の

兆候が見られた場合は，当該蒸気発生器に接続された主蒸気逃

がし弁の操作は行わない。 

なお，蒸気発生器伝熱管破損等により，現場の環境が悪化し

た際の現場操作時は，状況に応じて運転員等は電子式個人線量

計を携帯するとともに，必要に応じて放射線防護具を着用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁の駆動源喪失時，中央制御室にて主蒸気逃
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がし弁の開操作を実施しても，主蒸気ライン圧力等が低下し

ない場合において，補助給水流量等により蒸気発生器への注

水が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

現場手動操作による主蒸気逃がし弁の機能回復手順の概要

は以下のとおり。概略系統を第1.3.5図に，タイムチャートを

第1.3.6図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に蒸

気発生器２次側による炉心冷却操作開始を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室にて補助給水流量により，ター

ビン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水が実施で

きていることを確認する。 

ⅲ) 発電長は，主蒸気隔離を実施した時点から継続して蒸気

発生器伝熱管破損がないことを蒸気発生器水位及び圧力に

より確認する。 

ⅳ) 運転員等は，現場にて主蒸気逃がし弁を手動により開操

作し，２次冷却系強制冷却を開始する。 

ⅴ) 運転員等は，中央制御室にて蒸気発生器の圧力低下によ

り蒸気が放出できていることを確認するとともに，１次冷

却材圧力及び１次冷却材温度により原子炉が冷却状態にあ

ることを継続して確認する。また，必要により，現場にて

手動による主蒸気逃がし弁の開度調整を実施する。 

ⅵ) 運転員等は，中央制御室にて蒸気発生器水位を監視し，

水位調整が必要となれば現場の運転員等と連絡を密にし，

現場にてタービン動補助給水ポンプ出口流量調節弁を手動
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により操作し蒸気発生器水位を調整する。 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等4名にて作業を実施し，

所要時間は約20分と想定する。 

円滑に作業ができるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。主蒸気管室は蒸気の流れによ

り騒音が発生するが，運転員等はヘッドフォン型の遮音装置

を着用し，通話装置を用いることで，中央制御室との連絡は

可能である。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度で

ある。操作が必要となる場合，運転員等が現場に留まって対

応する。 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁

用）により駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するための

手順を整備する。 

この手順は，蒸気発生器伝熱管破損又は主蒸気／主給水配管

破断等により現場の環境が悪化した時に，現場での主蒸気逃が

し弁操作を行う必要がある場合にも使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，現場手動による

主蒸気逃がし弁の開操作後，中央制御室から遠隔で操作する

必要がある場合。 

(b) 操作手順 

窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復手順の概要は

以下のとおり。概略系統を第1.3.7図に，タイムチャートを第
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1.3.8図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に窒

素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）による主蒸気逃がし弁の開

操作を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室で主蒸気逃がし弁の制御器出力

を現場弁開度に合わせる。 

ⅲ) 運転員等は，現場で他の系統と連絡する弁の閉止を確認

後，主蒸気逃がし弁用窒素マニホールドより，主蒸気逃が

し弁へ窒素を供給できるように系統構成を行う。 

ⅳ) 運転員等は，現場で窒素マニホールドの減圧弁を調整し，

配管を充気するとともに，設定圧力を0.59MPa[gage]※ ３に

調整する。 

ⅴ) 運転員等は中央制御室にて主蒸気逃がし弁の開度調整操

作により１次冷却材圧力及び１次冷却材温度を調整し，原

子炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

※３：窒素ボンベの設定圧力は，主蒸気逃がし弁の動作に

必要な設計圧力0.54MPa[gage]に余裕を見て

0.59MPa[gage]としている。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場におけ

る対応は運転員等2名により作業を実施し，所要時間は約65分

と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明や

通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態

と同程度である。 
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ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，主蒸気逃がし弁空気供給コン

プレッサにより駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するた

めの手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，主蒸気逃がし弁

空気供給コンプレッサ駆動用の代替電源が確保されている場

合。 

(b) 操作手順 

主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサによる主蒸気逃がし

弁の機能回復手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.3.7

図に，タイムチャートを第1.3.9図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に主蒸

気逃がし弁空気供給コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の開

操作を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室で主蒸気逃がし弁及びタービン動

補助給水ポンプ出口流量調節弁の制御器出力を現場弁開度に

合わせる。 

ⅲ) 運転員等は，現場で他の系統との連絡する弁の閉止を確認

後，主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサより，主蒸気逃が

し弁へ代替空気を供給できるように系統構成を行う。 

ⅳ) 運転員等は，現場で空気供給マニホールドの減圧弁を調整

し，配管を充気するとともに，設定圧力を0.59MPa[gage]※ ４

に調整する。 

ⅴ) 運転員等は，中央制御室にて主蒸気逃がし弁の開度調整操
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作により，１次冷却材圧力及び１次冷却材温度を調整し，原

子炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

※４：設定圧力は，主蒸気逃がし弁の動作に必要な設計圧

力0.54MPa[gage]に余裕を見て0.59MPa[gage]として

いる。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場におけ

る対応は，運転員等2名により作業を実施し，所要時間は約60

分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明や

通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態

と同程度である。 

ｄ．窒素ボンベによる加圧器逃がし弁の機能回復 

加圧器逃がし弁は駆動源喪失時に閉止する構造の空気作動弁

であり，全交流動力電源喪失により制御用空気圧縮機が停止し，

制御用空気が喪失した場合は開操作が不能となる。加圧器逃が

し弁本体は，弁の構造上，現場で人力により操作を行うことが

できないため，加圧器逃がし弁の機能回復（駆動用空気回復）

として，窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）を空気配管に接続し，

中央制御室からの操作による１次冷却系を減圧するための手順

を整備する。窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）は，想定される

重大事故等が発生した場合の原子炉格納容器内圧力においても

加圧器逃がし弁が確実に動作する容量※ ５及び圧力のボンベを配

備している。窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）を用いた１次冷

却系の減圧時は，中央制御室からの操作回数を少なくする。 



付－1－1.3－30 

※５：窒素ボンベの設定圧力は，加圧器逃がし弁の開弁に必

要な圧力0.353MPa[gage]及び有効性評価における原子

炉容器破損前の格納容器内最高圧力0.392MPa[gage]を

考慮し，余裕を見て0.79MPa[gage]とする。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失時において，１次冷却材圧力により加圧器

逃がし弁を中央制御室から操作する必要がある場合。 

(b) 操作手順 

窒素ボンベによる加圧器逃がし弁の機能回復手順の概要は

以下のとおり。概略系統を第1.3.10図に，タイムチャートを

第1.3.11図に示す｡ 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に窒

素ボンベ（加圧器逃がし弁用）による加圧器逃がし弁への

窒素供給の準備作業と系統構成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，現場で窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）の

使用準備を行い，窒素を供給するための系統構成を行う。 

ⅲ) 運転員等は，現場で他の系統と連絡する弁の閉止を確認

後，窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）より窒素を供給する。 

ⅳ) 発電長は，窒素ボンベ（加圧器逃がし弁用）による窒素

供給が完了したことを確認し，加圧器逃がし弁による減圧

が可能となれば中央制御室運転員等に開始を指示する。 

ⅴ) 運転員等は，中央制御室で加圧器逃がし弁を開として減

圧を開始し，１次冷却材圧力により原子炉冷却材圧力バウ

ンダリが減圧していることを確認する。 

(c) 操作の成立性 
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上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場におけ

る対応は運転員等3名にて作業を実施し，所要時間は約65分間

と想定する。 

円滑に操作できるように，移動経路を確保し，可搬型照明

及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転

状態と同程度である。 

ｅ．蓄電池（重大事故等対処用）による加圧器逃がし弁の機能回

復 

加圧器逃がし弁は，駆動電源喪失時に閉止する構造の空気作

動弁であるため，直流電源が喪失した場合は，電磁弁が動作せ

ず開操作が不能となる。加圧器逃がし弁本体は，弁の構造上，

現場で人力により操作を行うことができないため，加圧器逃が

し弁機能回復（直流電源回復）として，蓄電池（重大事故等対

処用）により直流電源を供給し，中央制御室からの操作による

１次冷却系を減圧するための手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源喪失時において，１次冷却材圧力により加圧器逃

がし弁開弁が必要である場合。 

(b) 操作手順 

蓄電池（重大事故等対処用）による加圧器逃がし弁の機能

回復手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.3.12図に，

タイムチャートを第1.3.13図に示す｡ 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に加圧

器逃がし弁への蓄電池（重大事故等対処用）による電源供給

の準備作業と系統構成を指示する。 
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ⅱ) 運転員等は，現場で加圧器逃がし弁の電源供給元を蓄電池

（重大事故等対処用）へ切り替える。 

ⅲ) 発電長は，蓄電池（重大事故等対処用）による電源供給が

完了し，加圧器逃がし弁による減圧が可能となれば，運転員

等に開始を指示する。 

ⅳ) 運転員等は，中央制御室で加圧器逃がし弁を開として減圧

を開始し，１次冷却材圧力により原子炉冷却材圧力バウンダ

リが減圧していることを確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場におけ

る対応は運転員等1名にて作業を実施し，所要時間は約30分間

と想定する。 

円滑に操作できるように，移動経路を確保し，可搬型照明

及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転

状態と同程度である。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

全交流動力電源又は直流電源の喪失時における代替電源確保

等に関する手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は，

「1.14 電源の確保に関する手順等」に整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

全交流動力電源が喪失すると電動補助給水ポンプが起動でき

なくなる。さらに，直流電源が喪失すればタービン動補助給水

ポンプが起動できなくなるため，重大事故等対処設備であるタ
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ービン動補助給水ポンプの蒸気加減弁（手動）及び現場手動に

よるタービン動補助給水ポンプ起動入口弁の開操作にてタービ

ン動補助給水ポンプ起動操作を行う。空冷式非常用発電機から

の給電により非常用高圧電源が復旧すれば，電動補助給水ポン

プの運転が可能となるが，空冷式非常用発電機の燃料消費量削

減の観点から，タービン動補助給水ポンプを使用できる間は，

タービン動補助給水ポンプを優先して使用する。タービン動補

助給水ポンプが運転できない場合又は低温停止状態に移行させ

る場合は，電動補助給水ポンプにより蒸気発生器２次側へ注水

を行う。 

補助給水の機能が回復すれば，主蒸気逃がし弁を現場にて手

動により開操作する。補助給水の機能が回復していない場合に

おいて，主蒸気逃がし弁の開操作による蒸気放出を実施すると

蒸気発生器の保有水の減少が早まるため，補助給水ポンプの起

動操作による蒸気発生器への注水を優先して実施する。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系からの除熱は，現場での手

動による主蒸気逃がし弁開操作により行う。また，制御用空気

の喪失が継続する場合に，主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠

隔で操作する必要がある場合は，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁

用）による主蒸気逃がし弁の開操作を行う。また，代替電源が

確保できれば，主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサにより継

続的に中央制御室から遠隔操作を実施する。 

なお，全交流動力電源の喪失が継続し，補助給水系による蒸

気発生器への注水機能が回復しない場合は，高圧溶融物放出及

び格納容器雰囲気直接加熱による原子炉格納容器破損を防止す
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るため加圧器逃がし弁の開操作準備を行う。 

加圧器逃がし弁の機能回復として，制御用空気喪失の場合は

現場で重大事故等対処設備である窒素ボンベ（加圧器逃がし弁

用）により窒素供給作業を行う。また，直流電源が喪失してい

る場合は，現場で重大事故等対処設備である蓄電池（重大事故

等対処用）により代替電源供給作業を行う。上記の作業につい

ては，機能喪失に至る要因が異なり，それぞれの機能回復のた

めの作業を同時には実施しないと想定しており相互の対応操作

間に影響はない。 

なお，制御用空気及び直流電源の両方が喪失した場合におい

ては，窒素供給にて駆動用空気を回復した後，電磁弁を動作さ

せるため蓄電池（重大事故等対処用）により直流電源を回復す

る。タービン動補助給水ポンプ及び主蒸気逃がし弁を用いた２

次冷却系からの除熱による減圧操作と加圧器逃がし弁による減

圧操作は，対応する要員及び操作する系統が異なるため，相互

の対応操作間に影響はない。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.3.14図，第1.3.15図

に示す。 

 

1.3.3 復旧に係る手順 

直流電源喪失時において，蓄電池（重大事故等対処用）により加

圧器逃がし弁へ給電することで中央制御室からの遠隔操作が可能で

ある。その手順は1.3.2.2(2)ｅ．蓄電池（重大事故等対処用）によ

る加圧器逃がし弁の機能回復のとおり。また，全交流動力電源又は

直流電源の喪失時における代替電源確保等に関する手順は，「1.14 
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電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

1.3.4 炉心損傷時における高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接

加熱を防止する手順 

炉心損傷時に原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧状態である場合

において，高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接加熱による原子

炉格納容器破損を防止するため，加圧器逃がし弁により１次冷却系

を減圧する。 

(1) 手順着手の判断基準 

炉心損傷時，１次冷却材圧力が2.0MPa[gage]以上の場合。 

(2) 操作手順 

炉心損傷時における高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接

加熱を防止する手順は以下のとおり。対応手順のフローチャー

トを第1.3.16図に示す。 

ａ．発電長は，炉心出口温度及び格納容器エリアモニタ（高レン

ジ）の指示値により，炉心が損傷したことを確認する。 

ｂ．発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に加圧器

逃がし弁による１次冷却系の減圧を指示する。 

ｃ．運転員等は中央制御室で１次冷却系の圧力を確認し，

2.0MPa[gage]以上である場合，加圧器逃がし弁を開とし１次冷

却系の減圧を開始する。 

ｄ．運転員等は，中央制御室で１次冷却系の圧力が2.0MPa[gage]

未満まで減圧することを確認する。 

(3) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で実施する。 
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1.3.5 蒸気発生器伝熱管破損発生時の手順 

蒸気発生器伝熱管破損発生時は，原子炉冷却材圧力バウンダリ機

能が喪失し，１次冷却材の原子炉格納容器外への漏えいが生じる。

したがって，漏えい量を抑制するため，早期に１次冷却系の減温，

減圧を行う必要がある。 

破損側蒸気発生器の判定を１次冷却材圧力，蒸気発生器の圧力，

水位及び高感度型主蒸気管モニタ等の指示値から判断し，破損側蒸

気発生器の隔離をする。 

破損側蒸気発生器の隔離完了後，主蒸気逃がし弁による冷却，減

圧操作及び加圧器逃がし弁による減圧操作で１次冷却系と２次冷却

系を均圧することで，１次冷却材の蒸気発生器２次側への漏えいを

抑制する。 

全交流動力電源喪失発生時においては，高感度型主蒸気管モニタ

等による監視が不能となるため，破損側蒸気発生器は１次冷却材圧

力及び蒸気発生器の圧力，水位の指示値により判断することが可能

である。 

また，破損側蒸気発生器の隔離ができない場合においても，健全

側蒸気発生器の主蒸気逃がし弁による冷却，減圧操作と加圧器逃が

し弁による減圧操作で１次冷却系の圧力を減圧することにより１次

冷却材の蒸気発生器２次側への漏えいを抑制する。 

(1) 手順着手の判断基準 

１次冷却材圧力の低下，破損側蒸気発生器水位及び圧力の上

昇等により蒸気発生器伝熱管破損発生と判断した場合。 

また，破損側蒸気発生器の隔離完了後に破損側蒸気発生器圧
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力の低下が継続していることにより破損側蒸気発生器の隔離失

敗と判断した場合。 

(2) 操作手順 

蒸気発生器伝熱管破損時に破損側蒸気発生器の減圧が継続し

た場合の手順は以下のとおり。タイムチャートを第1.3.17図に，

対応手順のフローチャートを第1.3.18図に示す。 

ａ．発電長は，原子炉の自動停止及び非常用炉心冷却設備作動信

号による高圧注入系，低圧注入系及び電動補助給水ポンプ等

の自動作動を確認する。 

ｂ．発電長は，手順着手の判断基準に基づき，蒸気発生器伝熱管

破損発生の判断及び破損側蒸気発生器を判定し，運転員等に

破損側蒸気発生器の隔離を指示する。 

ｃ．運転員等は，破損側蒸気発生器への補助給水停止，主蒸気隔

離弁の閉止及びタービン動補助給水ポンプ駆動蒸気元弁の閉

止等を行い，破損側蒸気発生器を隔離する。主蒸気隔離弁閉

止後，運転員等は現場にて主蒸気隔離弁の増し締め操作を実

施する。 

ｄ．発電長は，破損側蒸気発生器の隔離完了後に破損側蒸気発生

器圧力を確認する。破損側蒸気発生器の圧力の低下が継続し

ていることにより，破損側蒸気発生器の隔離失敗と判断し，

運転員等に健全側蒸気発生器の主蒸気逃がし弁開操作による

１次冷却系の減温，減圧開始を指示する。 

ｅ．運転員等は，中央制御室で健全側主蒸気逃がし弁開による２

次冷却系強制冷却を開始する。 

ｆ．運転員等は，中央制御室と現場で１次系純水タンク及びほう
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酸タンク，又は使用済燃料ピット等を水源として，燃料取替

用水タンクへの補給を開始する。 

ｇ．発電長は，安全注入停止条件を早期に確立し，１次冷却系か

らの漏えい量を抑制するため，運転員等に１次冷却系の減圧

を指示する。 

ｈ．運転員等は，中央制御室で加圧器逃がし弁を開とし，１次冷

却系の減圧を開始する。 

ｉ．運転員等は，破損側蒸気発生器２次側への漏えい量抑制のた

め，蓄圧タンク出口弁を閉止する。 

ｊ．発電長は，安全注入停止条件を確認し，運転員等に充てん／

高圧注入ポンプによる注入を安全注入から充てんによる原子

炉への注入に切替え，高圧注入ポンプを停止するよう指示す

る。 

ｋ．運転員等は，安全注入から充てんによる原子炉への注入に切

替え及び高圧注入ポンプの停止を行う。 

ｌ．発電長は，余熱除去系の運転条件を満足していることを確認

し，長期対策も含めて余熱除去系による冷却を行う。 

(3) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等2名，現場における

対応は運転員等3名で実施する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明及

び通信設備等を整備する。 

 

1.3.6 インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の手順 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時は，原子炉冷却材圧力
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バウンダリ機能が喪失し，原子炉格納容器外へ１次冷却材の漏えい

が生じる。したがって，漏えい量を抑制するための早期の１次冷却

系の減温，減圧及び保有水量を確保するための原子炉への注水が必

要となる。 

原子炉格納容器外への１次冷却材の漏えいを停止するため，破損

箇所を早期に発見し隔離する。 

隔離できない場合，主蒸気逃がし弁による冷却，減圧操作と加圧

器逃がし弁による減圧操作で１次冷却系を減圧することにより１次

冷却材の漏えい量を抑制する。 

低温停止状態に移行するにあたり，余熱除去系により炉心の冷却

が困難であれば，蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードによ

り炉心を冷却する。 

化学体積制御系から１次冷却材が原子炉格納容器外へ漏えいした

場合においてもインターフェイスシステムＬＯＣＡと同様の兆候を

示すが，対応手順は設計基準事故の対象として整備している。 

(1) 手順着手の判断基準 

１次冷却材圧力及び加圧器水位の低下，余熱除去ポンプ出口

圧力上昇等により，余熱除去系への漏えいによるインターフェ

イスシステムＬＯＣＡの発生を判断した場合。 

(2) 操作手順 

原子炉格納容器外で１次冷却材の漏えいが生じた場合の手順

は以下のとおり。タイムチャートを第1.3.19図に，対応手順の

フローチャートを第1.3.20図に示す。 

ａ．発電長は，原子炉の自動停止及び非常用炉心冷却設備作動信

号による高圧注入系，低圧注入系及び電動補助給水ポンプ等の
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自動作動を確認する。 

ｂ．発電長は，手順着手の判断基準に基づき，原子炉格納容器外

で余熱除去系の漏えいによるインターフェイスシステムＬＯＣ

Ａの発生を判断し，運転員等に破損箇所の隔離等を指示する。 

ｃ．運転員等は，中央制御室で余熱除去ポンプを全台停止する。 

また，中央制御室及び現場で燃料取替用水タンク水の流出を

抑制するために，燃料取替用水タンクと余熱除去系の隔離を行

う。１次冷却系の保有水量低下を抑制するために，１次冷却系

と余熱除去系の隔離を行う。 

ｄ．運転員等は，中央制御室及び現場で１次系純水タンク，ほう

酸タンク及び２次系純水タンク等を水源として，燃料取替用水

タンクへの補給を行う。 

ｅ．発電長は，余熱除去系の破損箇所の隔離ができない場合，運

転員等に主蒸気逃がし弁開による１次冷却系の減温，減圧を指

示する。 

ｆ．運転員等は，中央制御室で主蒸気逃がし弁を開とする。１次

冷却材圧力及び１次冷却材温度により，１次冷却系が減温，減

圧できていることを確認する。 

ｇ．発電長は，安全注入停止条件を早期に確立すること及び１次

冷却系から漏えい量を抑制するため，運転員等に加圧器逃がし

弁開による１次冷却系の減圧を指示する。 

ｈ．運転員等は，中央制御室で加圧器逃がし弁を開とする。１次

冷却材圧力により，１次冷却系が減圧できていることを確認す

る。 

ｉ．運転員等は，１次冷却材圧力が約0.6MPa[gage]に下がった場
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合又は安全注入停止条件が満足していることを確認した場合は，

蓄圧タンク出口弁を閉止する。 

ｊ．発電長は，安全注入停止条件を確認し，運転員に充てん／高

圧注入ポンプによる注入を安全注入から充てんによる原子炉へ

の注入に切替え，高圧注入ポンプを停止するよう指示する。 

ｋ．運転員等は，現場で破損側余熱除去系の弁を閉止することに

より隔離を行い，余熱除去系からの漏えいを停止する。 

ｌ．運転員等は，中央制御室で主蒸気逃がし弁及び電動補助給水

ポンプにより，蒸気発生器を用いた冷却が可能であることを確

認し，長期対策も含めて蒸気発生器による２次冷却系強制冷却

を行う。 

(3) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等2名，現場における

対応は運転員等3名で実施する。 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時，現場での隔離操

作はアクセスルート及び操作場所の環境性等を考慮して専用工

具を用いて遠隔操作により行う。 

専用工具は速やかに操作ができるように操作場所近傍に配備

する。 

専用工具による操作場所及び操作場所への通路部をインター

フェイスシステムＬＯＣＡにより漏えいが発生する機器のフロ

アよりも上層階とし，溢水影響がないようにする。作業環境の

周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

原子炉補助建屋内に漏えいし，原子炉補助建屋最下層に溜ま

った水については，雰囲気温度及び放射線量が十分低下した後
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に，排水用の可搬型ポンプを設置し，燃料取替用水タンクへ移

送することとしている。 

また，インターフェイスシステムＬＯＣＡの漏えい場所特定

は，原子炉補助建屋内の各部屋が分離されているため，漏えい

検出装置，監視カメラ及び火災報知器により，参考情報の入手

及び原子炉補助建屋の状況を確認することが可能である。 
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第 1.3.1 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

（フロントライン系故障時） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク※１ 

主蒸気逃がし弁 

１
次
冷
却
系
の 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド 

ブ
リ
ー
ド
※
２ 

加圧器逃がし弁 
重

大

事

故

等 

対

処

設

備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順 

充てん／高圧注入ポンプ※３ 

高圧注入ポンプ※３ 

燃料取替用水タンク 

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク※１ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に 

よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動主給水ポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

復水タンク 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ 

※３※４ 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

電動補助給水ポンプ※３※４ 

タービン動補助給水ポンプ※４ 

蒸気発生器 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ※３※４ 
多
様
性 

拡
張
設
備

主蒸気逃がし弁 

蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却 

（
蒸
気
放
出
） 

タービンバイパス弁 

多
様
性
拡
張
設
備 

加圧器逃がし弁 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に 

よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ※３ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

電動主給水ポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

蒸
気
発
生
器
２
次
側

に
よ
る
炉
心
冷
却 

（
蒸
気
放
出
） 

主蒸気逃がし弁 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

タービンバイパス弁 

多
様
性
拡
張
設
備 

加
圧
器
補
助 

ス
プ
レ
イ 

加圧器補助スプレイ弁 

充てん／高圧注入ポンプ 

充てんポンプ 

※１：保有水の喪失を想定する。補給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※２：手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※３：ディーゼル発電機等により給電する。 

※４：蒸気発生器へ海水を長時間注水する場合は，蒸気発生器ブローダウンラインにより排水を行う。 
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第 1.3.2 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

（サポート系故障時） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

タービン動補助給水ポンプ 

・全交流動力電源喪失 

・直流電源喪失 

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復 

タービン動補助給水ポンプ

（蒸気加減弁付）（手動）※

１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

タービン動補助給水ポンプ起

動入口弁（手動）※１ 

電動補助給水ポンプ 

・全交流動力電源喪失 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼ

ル発電機用）※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※３ 

主蒸気逃がし弁 

・全交流動力電源喪失 

・直流電源喪失 

弁
の
機
能
回
復 

主蒸気逃がし弁（手動） 

窒素ボンベ 

（主蒸気逃がし弁用） 
多
様
性
拡
張
設
備 

主蒸気逃がし弁空気供給コン

プレッサ 

加圧器逃がし弁 

・全交流動力電源喪失 

・直流電源喪失 

窒素ボンベ 

（加圧器逃がし弁用） 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

蓄電池 

（重大事故等対処用） 

※１：タービン動補助給水ポンプ起動手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて

整備する。 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 
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第 1.3.3 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

（高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接加熱防止） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
格
納
容
器 

雰
囲
気
直
接
加
熱
防
止 

－ 

加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る 

１
次
冷
却
系
の
減
圧 

加圧器逃がし弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場合に対処する

手順 

 

第 1.3.4 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

（蒸気発生器伝熱管破損，インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時） 

分
類

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

蒸
気
発
生
器 

伝
熱
管
破
損 

－ 

１
次
冷
却
系
の
減
圧 

主蒸気逃がし弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止す

る運転手順 

加圧器逃がし弁 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス 

シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ 

－ 

主蒸気逃がし弁 

加圧器逃がし弁 
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表1.3.5表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

 
監視計器一覧（1／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.2.1 フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  

(1)  １ 次 冷 却 系 の フ ィ ー
ド ア ン ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作

「 1.2 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

1.3.2.1 フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
(2)  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 注 水 ）  

a.  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
又 は タ ー ビ ン 動 補 助
給 水 ポ ン プ に よ る 蒸
気 発 生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
－  －  

b.  電 動 主 給 水 ポ ン プ 又
は 蒸 気 発 生 器 水 張 ポ
ン プ に よ る 蒸 気 発 生
器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 脱 気 器 タ ン ク 水 位 計  

操

作
－  －  

c.  原 子 炉 補 機 冷 却 海 水
ポ ン プ か ら 補 助 給 水
ポ ン プ へ の 直 接 供 給  

判

断

基

準

水 源  
・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

・ ２ 次 系 純 水 タ ン ク 水 位 計  

電 源  ・ 6.6kV2A， 2B母 線 受 電 電 圧 計  

補 機 監 視 機 能  ・ Ａ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 海 水 供 給 母 管 圧 力 計

操

作

「 1.2 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

 
 

  



付－1－1.3－47 

監視計器一覧（2／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.2.1 フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
(3)  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 蒸 気 放 出 ）  

a.  主 蒸 気 逃 が し 弁 に よ
る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作 

－  －  

b.  タ ー ビ ン バ イ パ ス 弁
に よ る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 復 水 器 真 空 度 計  

操

作
－  －  

1.3.2.1 フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  

(4)  加 圧 器 補 助 ス プ レ イ
弁 に よ る 減 圧  

判

断

基

準 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 体 積 制 御 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

－  －  

1.3.2.2 サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
(1)  ポ ン プ の 機 能 回 復  

a.  手 動 に よ る タ ー ビ ン
動 補 助 給 水 ポ ン プ の
機 能 回 復  

判

断

基

準 

電 源  ・ 2A， 2B直 流 電 源 電 圧 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.2 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 高 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

  



付－1－1.3－48 

監視計器一覧（3／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.2.2 サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
(1)  ポ ン プ の 機 能 回 復  

b.  空 冷 式 非 常 用 発 電 機
に よ る 電 動 補 助 給 水
ポ ン プ の 機 能 回 復  

判

断

基

準 

電 源  

・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線
受 電 電 圧 計  

・ 空 冷 式 非 常 用 発 電 機 電 力 計 ， 周 波 数 計
（ 空 冷 式 非 常 用 発 電 機 遠 隔 起 動 装 置 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.14 電 源 の 確 保 に 関 す る 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

1.3.2.2 サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
(2)  弁 の 機 能 回 復  

a.  現 場 手 動 操 作 に よ る
主 蒸 気 逃 が し 弁 の 機
能 回 復  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

操

作 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 細 管 漏 え
い 監 視  

・ 復 水 器 排 気 ガ ス モ ニ タ  

・ 蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー ダ ウ ン 水 モ ニ タ  

b.  窒 素 ボ ン ベ に よ る 主
蒸 気 逃 が し 弁 の 機 能
回 復  

判

断

基

準 

補 機 監 視 機 能  ・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  
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監視計器一覧（4／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.2.2 サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
(2)  弁 の 機 能 回 復  

c.  コ ン プ レ ッ サ に よ る
主 蒸 気 逃 が し 弁 の 機
能 回 復  

判

断

基

準 

補 機 監 視 機 能  ・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

電 源  
・ 空 冷 式 非 常 用 発 電 機 電 力 計 ， 周 波 数 計

（ 空 冷 式 非 常 用 発 電 機 遠 隔 起 動 装 置 ）  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

d.  窒 素 ボ ン ベ に よ る 加
圧 器 逃 が し 弁 の 機 能
回 復  

判

断

基

準

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

操

作 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

e.  蓄 電 池 （ 重 大 事 故 等
対 処 用 ） に よ る 加 圧
器 逃 が し 弁 の 機 能 回
復  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

電 源  ・ 2A， 2B直 流 電 源 電 圧 計  

操

作 

補 機 監 視 機 能  ・ 加 圧 器 逃 が し 弁 Ｃ Ｓ 表 示 灯  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  
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監視計器一覧（5／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.4 炉 心 損 傷 時 に お け る 高 圧 溶 融 物 放 出 及 び 格 納 容 器 雰 囲 気 直 接 加 熱 を 防 止 す る 手 順  

－  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

1.3.5 蒸 気 発 生 器 伝 熱 管 破 損 発 生 時 の 手 順  

－  

判

断

基

準 

信 号  ・ Ｅ Ｃ Ｃ Ｓ 作 動 警 報  

蒸 気 発 生 器 細 管 漏 え
い 監 視  

・ 復 水 器 排 気 ガ ス モ ニ タ  

・ 蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー ダ ウ ン 水 モ ニ タ  

・ 高 感 度 型 主 蒸 気 管 モ ニ タ  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ 加 圧 器 圧 力 計  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

操

作 

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

水 源  

・ 使 用 済 燃 料 ピ ッ ト 水 位 計 ※１  

・ ほ う 酸 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ １ 次 系 純 水 タ ン ク 水 位 計  

・ ２ 次 系 純 水 タ ン ク 水 位 計  

※１ ： 通 常 時 使 用 す る 計 器   
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監視計器一覧（6／6） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.3.6 イ ン タ ー フ ェ イ ス シ ス テ ム Ｌ Ｏ Ｃ Ａ 発 生 時 の 手 順  

－  

判

断

基

準 

信 号  ・ Ｅ Ｃ Ｃ Ｓ 作 動 警 報  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

漏 え い 監 視  
・ 補 助 建 屋 サ ン プ タ ン ク 水 位 計  

・ 原 子 炉 建 屋 サ ン プ タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 補 助 建 屋 内 の
放 射 線 量 率  

・ 排 気 筒 ガ ス モ ニ タ  

・ 安 全 補 機 室 排 気 ガ ス モ ニ タ  

・ 一 般 補 機 室 排 気 ガ ス モ ニ タ  

・ 周 辺 補 機 棟 排 気 ガ ス モ ニ タ  

蒸 気 発 生 器 細 管 漏 え
い 監 視  

・ 復 水 器 排 気 ガ ス モ ニ タ  

・ 蒸 気 発 生 器 ブ ロ ー ダ ウ ン 水 モ ニ タ  

・ 高 感 度 型 主 蒸 気 管 モ ニ タ  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 補 助 給 水 流 量 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

水 源  

・ 使 用 済 燃 料 ピ ッ ト 水 位 計 ※１  

・ ほ う 酸 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ １ 次 系 純 水 タ ン ク 水 位 計  

・ ２ 次 系 純 水 タ ン ク 水 位 計  

※１ ： 通 常 時 使 用 す る 計 器 
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第 1.3.6 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文  供給対象設備  給電元  

【 1.3】  

原子炉冷却材圧力バ

ウンダリを減圧する

ための手順等  

Ａ充てん／高圧注入ポンプ  ２Ａ非常用高圧母線  

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ  ２Ｂ非常用高圧母線  

Ａ高圧注入ポンプ  ２Ａ非常用高圧母線  

Ｂ高圧注入ポンプ  ２Ｂ非常用高圧母線  

Ａ原子炉補機冷却海水ポンプ  ２Ａ非常用高圧母線  

Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ  ２Ａ非常用高圧母線  

Ａ電動補助給水ポンプ  ２Ａ非常用高圧母線  

Ｂ電動補助給水ポンプ  ２Ｂ非常用高圧母線  

Ａ主蒸気逃がし弁  ２Ａ直流母線  

Ｂ主蒸気逃がし弁  ２Ａ直流母線  

Ｃ主蒸気逃がし弁  ２Ｂ直流母線  

Ｄ主蒸気逃がし弁  ２Ｂ直流母線  

Ａ加圧器逃がし弁  ２Ａ直流母線  

Ｂ加圧器逃がし弁  ２Ｂ直流母線  

Ｃ加圧器逃がし弁  ２Ｂ直流母線  

可搬型燃料給油ポンプ  
重大事故等対処用  

専用コントロールセンタ  
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第 1.3.3 図 蒸気発生器２次側による炉心冷却機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障時）  

全蒸気発生器水位（狭域）下端以下及び 

補助給水流量 100m３／h 未満 

適切な運転手順書へ移行 

手動安全注入及び加圧器逃がし弁開 

によるフィードアンドブリード開始 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

NO

YES 

電動補助給水ポンプ及び 

タービン動補助給水ポンプ故障 

２次冷却系からの除熱機能が 

喪失したか 

【判断基準】 

全ての蒸気発生器水位（広域）10％未満 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張 

ポンプによる蒸気発生器への注水 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

１次冷却系のフィードアンド 

ブリード 

２次冷却系からの 

除熱機能が回復したか 

YES 

NO

蒸気発生器２次側による炉心冷却 

蓄圧タンク出口弁「閉」操作 

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉 

によるフィードアンドブリード停止 

余熱除熱系による冷却は可能か 

（余熱除去運転条件成立） 

YES 

NO

余熱除去系の運転操作 

余熱除去系による冷却 

蒸気発生器２次側による炉心冷却停止 

蒸気発生器２次側のフィードアンド 

ブリード「1.4 原子炉冷却材圧力 

バウンダリ低圧時に発電用原子炉を 

冷却するための手順等」 

冷温停止状態 

余熱除熱系による冷却は可能か 

（余熱除去運転条件成立） 

YES

余熱除去系の運転操作 

安全注入停止及び加圧器逃がし弁閉 

によるフィードアンドブリード停止 

余熱除去系による冷却 

蓄圧タンク出口弁「閉」操作 

NO

高圧再循環運転継続 

主蒸気逃がし弁設定圧力以上で 

上昇継続 

主蒸気逃がし弁故障 

タービンバイパス弁「開」操作 

燃料取替用水タンク及び格納容器 

再循環サンプが再循環切替可能水位 

に到達高圧再循環への切替え 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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第1.3.4図 復水タンク破損時に対する対応手順（フロントライン系故障時） 

復水タンクが枯渇又は破損等により 

補給が必要な場合 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器 

水張ポンプによる注水が不能か 

全ての蒸気発生器水位（広域）が 

10％未満

復水タンクから２次系純水タンク 

への水源切替え 

復水タンクへの補給ができないか 

YES 

NO

1.13 重大事故等の収束に必要となる水 

の供給手順等 

２次系純水タンクが 

水源として使用可能か 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水 

２次系純水タンクが枯渇したか 
NO

YES 

NO

YES 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張 

ポンプによる蒸気発生器への注水 

適切な運転手順書へ移行 

原子炉補機冷却海水ポンプの電源が 

健全であり運転中であることを確認 

原子炉補機冷却海水ポンプから 

補助給水ポンプへの直接供給 
１次冷却系のフィードアンドブリード 

YES 

NO

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 
  

現場手動操作による主蒸気
逃がし弁の機能回復 

運転員等 
（現場） 

1 

          

 

移動，開放操作  

          

1 

          

移動，開放操作  

          

1 

          

移動，開放操作  

          

1 

          

移動，開放操作  

          

第1.3.6図 現場手動弁操作による主蒸気逃がし弁の機能回復手順タイムチャート 

 

約 20 分 主蒸気逃がし弁による 2 次冷却系強制冷却 

Ａ主蒸気逃がし弁全開（以降，Ａ，Ｂ主蒸気逃がし弁開度調整） 

Ｂ主蒸気逃がし弁全開 

Ｃ主蒸気逃がし弁全開（以降，Ｃ，Ｄ主蒸気逃がし弁開度調整） 

Ｄ主蒸気逃がし弁全開 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 
  

窒素ボンベによる 
主蒸気逃がし弁の機能回復 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

 

          

運転員等 
（現場） 

2 

     

          

第1.3.8図 窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復手順タイムチャート 

 

 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 
  

コンプレッサによる主蒸
気逃がし弁の機能回復 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

       

 

          

運転員等 
（現場） 

2 

     

          

第1.3.9図 主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回

復手順タイムチャート 

約 65 分 
以降，中央制御室での開度調整可能 

約 60 分 
以降，中央制御室での開度調整可能 

移動，系統構成 

系統構成 中央制御室操作 

移動，系統構成，コンプレッサ起動 

中央制御室操作系統構成
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 
  

窒素ボンベによる 
加圧器逃がし弁の機能回復 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

運転員等 
（現場） 

3 

移動，系統構成     

          

第1.3.11図 窒素ボンベによる加圧器逃がし弁の機能回復手順タイムチャート 

 

 

約 65 分
加圧器逃がし弁開放 

中央制御室操作 
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Ａ
制
御
用
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気

 

Ｂ
制
御
用

空
気

 

加
圧

器
 

加
圧

器
逃

が
し
タ
ン

ク
 

蓄
電
池

 
（

重
大

事
故
等
対
処

用
）

 

加
圧
器
逃

が
し
弁

 
窒

素
ボ
ン

ベ
 

（
加
圧
器

逃
が
し
弁

用
）

Ｍ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｍ 

Ｍ 

そ
の

他
系

統
 

 

そ
の
他
系

統
 

Ｍ
 

窒
素
ボ
ン

ベ
 

（
加
圧
器

逃
が
し
弁

用
）

Ｍ ＭＭ
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経過時間（分） 

備考  5 10 15 20 25 30 35 40   45 
   

手順の項目 要員（数） 
  

蓄電池（重大事故等対処
用）による加圧器逃がし弁
の機能回復 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

移動，使用準備       

          

第1.3.13図 蓄電池（重大事故等対処用）による加圧器逃がし弁の機能回復手順

タイムチャート 

 

約 30 分 加圧器逃がし弁開放 

中央制御室操作
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図
 
蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
機
能
喪
失
に
対
す
る
対
応
手
順
（
サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時
）
 

高
圧
溶
融
物
放
出
及
び
格
納
容
器
雰
囲
気
 

直
接
加
熱
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

 

弁
の
機
能
回
復
 

手
動
に
よ
る

タ
ー
ビ
ン
動
 

補
助
給
水

ポ
ン
プ
起
動
 

N
O

Y
E
S

適
切
な
運
転
手
順
書
へ
移
行
 

主
蒸
気
逃
が

し
弁
の
現
場
手
動
開
放
 

に
よ
る
２

次
冷
却
系
強
制
冷
却
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
 

N
O
 

Y
E
S

N
O
 

Y
E
S

代
替
電
源
に
よ
る
回
復
操
作
 

蒸
気

発
生
器
水
位
回
復
 

継
続
的
な
１
次
冷
却
系
の
冷
却
 

中
央
制
御
室
か
ら
の
 

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
起
動
 

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
 

起
動
し
た
か
 

早
期
の
電
源
回
復
不
能
か
 

全
交

流
動
力
電
源
喪
失
 

タ
ー
ビ
ン

動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
 

が
起
動
中
か
 

直
流
電
源
が
健
全
か
 

電
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
が
運
転
可
能
か
 

主
蒸

気
逃
が
し
弁
の
 

現
場

手
動
開
放
可
能
か
 

Y
E
S

窒
素
ボ
ン
ベ
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

開
放
に
よ
る
２
次
冷
却
系
強
制
冷
却
 

N
O
 

代
替
電
源
が
 

確
保
さ
れ
て
い
る
か
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
空
気
供
給
 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

開
放
に
よ
る
２
次
冷
却
系
強
制
冷
却
 

N
O

Y
E
S

ポ
ン
プ
の
機
能
回
復
 

凡
例
 

：
操
作
・
確
認
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
別
フ
ロ
ー
へ
移
行
 

：
プ
ラ
ン
ト
状
態
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
判
断
 

：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
よ
る
手
順
 
 
 
 
 
 
 
：
準
備
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第 1.3.15 図 加圧器逃がし弁の機能喪失に対する対応手順 

（サポート系故障時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.3.16 図 加圧器逃がし弁による１次冷却系の減圧 

（高圧溶融物放出及び格納容器雰囲気直接加熱防止）

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

炉心損傷 

１次冷却材圧力が 2.0MPa 未満か 
NO

YES 

加圧器逃がし弁 開※ 

1 次冷却系の圧力確認 

※：加圧器逃がし弁の駆動源が喪失している場合，窒素ボ

ンベにより供給する。 

原子炉が高圧の状態で減圧が必要

２次冷却系での除熱による 

減圧機能が喪失しているか 

制御用空気が供給されているか 

加圧器逃がし弁開による減圧開始 

２次冷却系強制冷却 
NO

YES 

直流電源が受電されているか 蓄電池（重大事故等対処用）による 

代替電源供給 

YES 

YES 

NO

NO

加圧器逃がし弁用窒素ボンベ 

による代替空気供給 
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必
要

な
要
員

と
作
業
項
目

 
経
過
時
間
（
分
）
 

経
過
時
間
（
時
）
 

備
 
 
考
 

 
1
0

2
0
 

3
0
 

4
0

5
0

6
0

7
0

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

手
順
の
項
目
 

要
員
（
名
）
 

（
作
業
に
必
要
な
要
員
数
）
 

 
【
 
】
は
他
作
業
後
 

移
動
し
て
き
た
要
員
 

手
順
の
内
容
 

 

 
 

 
 

 
発
電
長
 

1 
運
転
操
作
指
揮
 

 
 

副
発
電
長
 

1 
運
転
操
作
指
揮
補
佐
 

状
況
判
断
 

運
転
員
 

－
 

●
原
子
炉
ト
リ
ッ
プ
，
タ
ー
ビ
ン
ト
リ
ッ
プ
の
確
認
 

1
0
分
 

 
 

 

 
●
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
作
動
シ
ー
ケ
ン
ス
の
確
認
 

 
 

 

●
蒸
気
発
生
器
細
管
漏
え
い
を
判
断
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
中
央
制
御
室
）
 

 
 

 
 

破
損
側
蒸
気
発
生
器
 

隔
離
操
作
 

運
転
員
Ｂ
 

1 

●
破
損
側
蒸
気
発
生
器
の
隔
離
操
作
 

 
2
分

 
破

損
側

蒸
気

発
生

器
の

隔
離

操
作

は
，

原
子

炉
ト

リ
ッ

プ
1
0
分

後
に
開
始
で
き
る
。
 

（
タ
ー
ビ
ン
動
補
助
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
蒸
気
元
弁
，
主
蒸
気
隔
離
弁
等
）
 

 
 

 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

運
転
員
Ｃ
，
Ｄ
 

2 
●
現
地
移
動
／
破
損
側
蒸
気
発
生
器
主
蒸
気
隔
離
弁
増
締
め
及
び
 

 
1
5
分
 

 
現

場
隔

離
操

作
は

解
析

上
考

慮
せ
ず
。
 

補
助
給
水
隔
離
弁
閉
止
操
作
  
 （

現
場
操
作
）
 

 
 

 
 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
 

に
よ
る
２
次
冷
却
系
 

強
制
冷
却
 

運
転
員
Ｂ
 

【
1】

 

●
健
全
側
蒸
気
発
生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
開
操
作
 

 
1
分
 
 
 
 

健
全

側
蒸

気
発

生
器

の
主

蒸
気

逃
が

し
弁

開
操

作
は

，
破

損
側

蒸
気

発
生

器
隔

離
操

作
完
了

後
1

分
で
開
始
で
き
る
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

１
次

冷
却

系
の

減
圧

操
作

 
運
転
員
Ａ
 

1 

●
加
圧
器
逃
が
し
弁
開
操
作
 

 
 

 
  
  

適
宜
実
施
 

１
次
冷
却
系
の
サ
ブ
ク
ー
ル
度
を

確
保
（
安
全
注
入
中
40
℃
／
安
全

注
入
停
止
後
10
℃
）
し
た
段
階
で

実
施
す
る
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
 

閉
止
操
作
 

運
転
員
Ｂ
 

【
1】

 
●
蓄
圧
タ
ン
ク
出
口
弁
閉
止
操
作
 

 
 

5
分
  

 
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

燃
料

取
替

用
水

タ
ン

ク
補

給
操
作
 

運
転
員
Ｂ
 

【
1】

 
●
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
操
作
 

 
 

 
適
宜
実
施
 

補
給
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

運
転
員
Ｅ
 

1 
●
現
地
移
動
／
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
系
統
構
成
 

 
 

 
2
0
分
 

（
現
場
操
作
）
 

 
 

 
 

 

充
て

ん
注

入
開

始
，

高
圧

注
入
停
止
操
作
 

運
転
員
Ａ
 

【
1】

 

●
充
て
ん
注
入
開
始
操
作
 

 
 

 
 

5
分

 

 
●
高
圧
注
入
停
止
操
作
 

 
 

 
 

 
5
分
 

 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

＜
余

熱
除

去
系

が
接

続
可

能
な
場
合
＞
 

余
熱

除
去

系
に

よ
る

炉
心

冷
却
 

運
転
員
Ｂ
 

【
1】

 
●
余
熱
除
去
系
使
用
開
始
操
作
 

 
 

 
 

 
 

 
 

継
続
操
作
 

１
次

冷
却

系
の

減
圧

に
よ

り
１

次
冷

却
系

と
２

次
冷

却
系

が
均

圧
し

，
破

損
側

蒸
気

発
生

器
か

ら
の

漏
え

い
が

停
止

し
た

こ
と

を
確
認
す
る
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

運
転
員
Ｅ
 

【
1】

 
●
現
地
移
動
／
余
熱
除
去
系
電
動
弁
電
源
操
作
 

 
 

 
 

 
1
5
分

（
現
場
操
作
）
 

 
 

 
 

＜
余

熱
除

去
系

が
接

続
不

能
な
場
合
＞
 

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド

ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
操
作
 

運
転
員
Ａ
 

【
1】

 

●
加
圧
器
逃
が
し
弁
開
操
作
 

 
 

 
 

継
続
操
作
 

 
（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 
 

・
各
操
作
，
作
業
の
必
要
時
間
算
定
に
つ
い
て
は
，
実
際
の
現
場
移
動
時
間
又
は
作
業
時

間
を
確
認
，
想
定
し
た
上
で
算
出
し
て
い
る
。
 

・
初
動
本
部
要
員
4
名
，
放
射
線
管
理
要
員
3
名
が
常
駐
し
，
全
体
指
揮
，
通
報
連
絡
及
び

放
射
線
管
理
業
務
等
を
行
う
。
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蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生
時
の
手
順
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
1
／
2
）
 

 

事
象
発
生
 

約
7
分
 
破
損
側
蒸
気
発
生
器
主
蒸
気
安
全
弁
開
固
着

蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生

約
1
8
分
 
破
損
側
蒸
気
発
生
器
隔
離
操
作
完
了
 

約
1
9
分
 
健
全
側
蒸

気
発
生
器
の
主
蒸
気
逃
が
し
弁
開
操
作
 

約
1
6
分
 
破
損
側
蒸
気

発
生
器
隔
離
操
作
開
始
 

プ
ラ
ン
ト

状
況
判
断

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動

実
施
後

1名
移
動
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な
要
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作
業
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経
過
時
間
（
時
間
）
 

備
 
 
考
 

6
8
 

1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

3
6

4
8

6
0

手
順
の
項
目
 

要
員
（
名
）
 

（
作
業
に
必
要
な
要
員
数
）
 

 
【
 
】
は
他
作
業
後
 

移
動
し
て
き
た
要
員
 

手
順
の
内
容
 

 
 

 

 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
操
作
 

運
転
員
Ａ
 

【
1
】
 
●
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
補
給
操
作
 

適
宜
実
施
 

補
給
は
解
析
上
考
慮
せ
ず
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 

＜
余
熱
除
去
系
が
接
続
可
能
な
場
合
＞

余
熱
除
去
系
に
よ
る
炉
心
冷
却
 

運
転
員
Ａ
 

【
1
】
 
●
余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却
継
続
監
視
 

継
続
監
視
 

 
（
中
央
制
御
室
確
認
）
 

 
 

 

＜
余
熱
除
去
系
が
接
続
不
能
な
場
合
＞

代
替

再
循

環
運

転
に

よ
る

１
次

冷
却

系
の

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
 

運
転
員
Ａ
 

【
1
】
 
●
加
圧
器
逃
が
し
弁
開
操
作
 

継
続
操
作
 

燃
料
取
替

用
水
タ

ン
ク
水

位
計
指

示
1
6
％
に

な
れ
ば

，
格
納

容
器
再

循
環
サ
ン

プ
水
位

計
（
広

域
）
指

示
6
6
％
以

上
を
確

認
し
，

実
施
す

る
。
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
 

 
 

 

運
転
員
Ｄ
 

【
1
】
 
●
現
地
移
動
／
代
替
再
循
環
ラ
イ
ン
電
動
弁
電
源
投
入
 

 
 

 
 

5分

（
現
地
操
作
）
 

 
 

 
 

運
転
員
Ａ
 

【
1
】
 
●
代
替
再
循
環
運
転
へ
の
切
替
操
作
 

 
 

 
 

 
 

 
1
0
分
 

 
 

 
 

（
中
央
制
御
室
操
作
）
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蒸
気
発
生
器
伝
熱
管
破
損
発
生
時
の
手
順
 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
2
／
2
）
 

約
4
8
時
間
以
降
 
原
子
炉
安
定
 

＜
余
熱
除
去
系
が
接
続
不
能
な
場
合
＞

 

約
2
1
.
7
時
間
 
代
替
再
循
環
運
転
に
よ
る

１
次
冷
却
系
の
フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド
へ
切
替
え

 
約
9
.
1
時
間
以
降
 
原
子
炉
安
定
 

＜
余
熱
除
去
系
が

接
続
可
能
な
場
合
＞
 

＜
余
熱
除
去
系
が
接
続
不
能
な
場
合
＞
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第 1.3.18 図 蒸気発生器伝熱管破損発生時の対応手順 

破損側蒸気発生器圧力の 
減圧継続を判断※３ 

（解析上の時刻） 
（0秒） 

蒸気発生器伝熱管破損発生 
（同時に破損側蒸気発生器隔離失敗を仮定） 

〔原子炉安定〕 

（約19分） 

（約16分 
 ～約18分） 

（約7分） 

（約6分） 

10分 
を仮定 

1分 
を仮定 

（約9分） 

（約29分） 

（約37分） 

（約2.6時間） 

【蒸気発生器伝熱管破損 
＋破損側蒸気発生器隔離失敗】 

健全側蒸気発生器の主蒸気逃がし弁 
による２次冷却系強制冷却※４ 

原子炉トリップ， 
タービントリップの確認 

蒸気発生器細管漏えいを判断※１ 

破損側蒸気発生器の隔離※２ 

「原子炉圧力低」非常用炉心冷却設備 
作動限界値に到達 

非常用炉心冷却設備作動信号の発信を確認 

破損側蒸気発生器の 
主蒸気安全弁が開固着する 

安全注入シーケンス作動状況確認 

補助給水ポンプ起動，補助給水流量の確認 

加圧器逃がし弁開操作による 
１次冷却系の減圧※６ 

原子炉安定停止状態確認 
（１次冷却材圧力，温度安定）※１０※１１ 

高圧注入から充てん注入への切替え 

１次冷却系の減圧により 
１次冷却系と２次冷却系が均圧し,   
破損側蒸気発生器からの漏えい停止 

以降，余熱除去系による 
長期的な炉心冷却を継続する 

余熱除去系による１次冷却系の冷却 

YES 

※１：蒸気発生器細管漏えいは，以下で判断する。 

・加圧器圧力及び水位の低下 

・蒸気発生器細管漏えい監視モニタ指示の上昇 

・蒸気発生器水位の上昇 

・主蒸気ライン圧力の上昇 

※２：破損側蒸気発生器の隔離は，以下で実施する。 

・主蒸気隔離弁（現場増締めは，解析上考慮せず） 

・タービン動補助給水ポンプ駆動蒸気ライン元弁 

・補助給水停止（補助給水隔離弁現場閉止操作は，解析上考慮せず） 

※３：判断項目 

・破損側蒸気発生器が無負荷圧力（7.53MPa［gage］）より低下することで，減圧の継続

を確認する。（主蒸気安全弁開固着） 

※４：破損側蒸気発生器の隔離操作の時間を考慮して，解析上では約19分後の開始としている

が，実際の操作では準備が完了した段階で実施する。 

※５：燃料取替用水タンクへの補給は，以下による。 

・１次系純水タンク及びほう酸タンクによる補給 

・２次系純水タンクより使用済燃料ピット経由の補給 

※６：実際の操作においては，２次冷却系強制冷却による１次冷却系のサブクール度を確保し実

施する。（安全注入中40℃以上，安全注入停止後10℃以上） 

※７：蓄圧タンク注入前に閉止する。 

※８：燃料取替用水タンクへ補給を実施することで，長期的に１次冷却系のフィードアンドブリ

ードを実施可能。また，格納容器再循環サンプ水位（広域）が十分にあれば，再循環運転

へ移行することで長期間の炉心冷却が可能。 

※９：格納容器再循環サンプ水位（広域）指示66％以上（再循環可能水位61％以上に再循環運転

開始後の水位低下の可能性を考慮した水位）となれば，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲ

Ｓ－ＣＳＳタイライン使用）による代替再循環運転を実施する。 

※10：安定停止状態は，以下で確認する。 

・１次冷却材高温側温度計（広域）指示93℃以下で安定又は低下傾向 

・１次冷却材圧力安定又は低下傾向 

※11：余熱除去系が使用可能となる時間（約2.6時間）に，余熱除去系ウォーミング及び１次冷

却材温度177℃から93℃までの冷却時間（約6.5時間：定検実績より算出）を足した時間

（約9.1時間）を原子炉安定状態とする。 

※12：格納容器スプレイ信号が発信すれば，格納容器スプレイポンプが起動し，原子炉格納容器

の健全性は維持される。 

余熱除去系が接続可能 

蓄圧タンク出口弁閉止※７ 

約9.1時間 

 

NO 

重大事故等対策要員を招集 

以降，代替再循環運転による 
１次冷却系のフィードアンドブリードによる 

長期冷却継続※８ 

原子炉安定停止状態確認 
（１次冷却材圧力，温度安定）※１０ 

代替再循環運転による１次冷却系の 
フィードアンドブリードに切替え※９ 

〔原子炉安定〕

約48時間

全ての加圧器逃がし弁開操作及び 
充てん注入による 

１次冷却系のフィードアンドブリード※８ 

以降，原子炉格納容器の冷却につ
いては，格納容器雰囲気の状態に
応じて格納容器再循環ファンを運
転し継続的に行う※１２ 

約21.7時間

（補給は解析上考慮せず）

燃料取替用水タンク 
補給操作※５ 

凡例 

    
    
    

：操作・確認 

：プラント状態（解析） 

：判断 

格納容器再循環サンプ水位計 
（広域）指示66％以上確認 
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第 1.3.20 図 インターフェイスシステムＬＯＣＡ発生時の対応手順 

※１：余熱除去系からの漏えいは，以下で判断する。 
・加圧器圧力及び水位の低下 
・原子炉格納容器内，原子炉建屋内及び補助建屋内の漏えい 
・排気筒ガスモニタ指示の上昇 
・放射線モニタ指示の上昇 
・余熱除去ポンプ出口圧力の上昇 
・蒸気発生器関連モニタ指示正常 

 
※２：余熱除去系の隔離は，以下による。 

・余熱除去ポンプの停止 
・燃料取替用水タンクから余熱除去系を隔離 
・１次冷却系から余熱除去系を隔離 

 
※３：１次冷却材圧力の低下が継続することで隔離失敗を判断する。 
 
※４：漏えいしている余熱除去系の隔離操作等の時間を考慮して，解析上は

約25分後の開始としているが，準備が完了した段階で実施する。蒸気
発生器への注水は，補助給水ポンプで実施する。 

 
※５：燃料取替用水タンクへの補給は，以下による。 

・１次系純水タンク及びほう酸タンクによる補給 
・２次系純水タンクより使用済燃料ピット経由の補給 

 
※６：実際の操作においては，２次冷却系強制冷却により１次冷却系のサブ

クール度を確保し実施する。（安全注入中40℃以上，安全注入停止後
10℃以上） 

 
※７：余熱除去系の隔離は，以下による。 

・余熱除去ポンプ入口弁閉止 
（評価上は，約3時間で閉止するが，実際には可能な限り早急に閉止
する。） 

 
※８：漏えい停止確認は，余熱除去ポンプ出口圧力，１次冷却材圧力，充て

ん流量，原子炉水位，燃料取替用水タンク水位及び加圧器水位の挙動
から総合的に漏えい停止を確認する。 
 

※９：余熱除去系の隔離に成功し，漏えい停止を確認，かつ１次冷却材圧
力, 温度の安定又は低下傾向を確認した時点（約3.5時間）を原子炉
安定状態とする。 

「原子炉圧力低」非常用炉心冷却設備 
作動限界値に到達 

原子炉トリップ， 
タービントリップの確認 

安全注入シーケンス作動状況確認 

（解析上の時刻） 
（0秒） 

インターフェイスシステム 
ＬＯＣＡ発生 

（同時に余熱除去系機器等からの 
漏えいも仮定） 

〔原子炉安定〕 

（約25分） 

非常用炉
心冷却設
備作動信
号発信か
ら 25分後
を仮定 

（約11秒） 

（約5分） 

（約64分） 

蓄圧注入系動作 

原子炉安定停止状態確認 
（１次冷却材圧力，温度安定又は低下傾向）※９ 

以降，蒸気発生器２次側を使用した 
除熱により炉心冷却が継続的に行わ 

れていることを確認 

加圧器逃がし弁開操作による 
１次冷却系の減圧※６ 

（以降適宜実施） 

余熱除去系隔離※２ 

高圧注入から充てん注入への切替え 

１次冷却材圧力計指示0.6MPa[gage]にて 
蓄圧タンク出口弁閉止 

現場での余熱除去系の隔離※７ 

蒸気発生器２次側を使用した除熱 
が維持されていることの確認 

約3時間 

余熱除去系からの漏えい停止確認※８ 約3.5時間 

約3.5時間 

蓄圧注入系動作の確認 

主蒸気逃がし弁による 
２次冷却系強制冷却※４ 

非常用炉心冷却設備作動信号の発信を確認 

【インターフェイスシステムＬＯＣＡ】

余熱除去系からの 
漏えいの判断※１ 

中央制御室での余熱除去系の隔
離失敗の判断※３ 

（補給は解析上考慮せず）

燃料取替用水タンクの
補給操作※５ 

凡例 

    
    
    

：操作・確認 

：プラント状態（解析） 

：判断 

重大事故等対策要員を招集 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.4.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．１次冷却材喪失事象が発生している場合 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

(c) 溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の対応手段及

び手順 

ｂ．１次冷却材喪失事象が発生していない場合 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｃ．運転停止中の場合 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｄ．手順等 

1.4.2 重大事故等時の手順等 

1.4.2.1 １次冷却材喪失事象が発生している場合 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 

(a) 充てんポンプによる代替炉心注水 

(b) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替炉心注水 
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(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｂ．代替再循環運転 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替再循環運転 

(b) 格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候が見られた場

合の手順 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(b) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注

水 

(c) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水 

(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｂ．代替再循環運転 

(a) 全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に発

生した場合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ
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（海水冷却）による高圧代替再循環運転 

(b) １次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷却

機能が喪失した場合 

ⅰ ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ

（海水冷却）による高圧代替再循環運転 

ｃ．格納容器隔離弁の閉止 

ｄ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｅ．優先順位 

(3) 溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順等 

1.4.2.2 １次冷却材喪失事象が発生していない場合 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

(b) 電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発

生器への注水 

(c) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

(b) タービンバイパス弁による蒸気放出 

ｃ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 
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(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

ｃ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.4.2.3 運転停止中の場合 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．炉心注水 

(a) 充てん／高圧注入ポンプによる炉心注水 

(b) 高圧注入ポンプによる炉心注水 

(c) 蓄圧タンクによる炉心注水 

ｂ．代替炉心注水 

(a) 充てんポンプによる代替炉心注水 

(b) 燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水 

(c) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替炉心注水 
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(d) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(e) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

(f) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｃ．代替再循環運転 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替再循環運転 

ｄ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

(b) 電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発

生器への注水 

(c) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

ｅ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

(b) タービンバイパス弁による蒸気放出 

ｆ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィード 

アンドブリード 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

ｇ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｈ．優先順位 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 
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(a) 燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水 

(b) 蓄圧タンクによる代替炉心注水 

(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(d) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注

水 

(e) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水 

(f) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

(g) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｂ．代替再循環運転 

(a) 運転停止中において全交流動力電源喪失事象が発生した場

合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運

転 

(b) 運転停止中において原子炉補機冷却機能喪失事象が発生し

た場合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運

転 

ｃ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

ｄ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 
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ｅ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

ｆ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｇ．優先順位 

(3) 原子炉格納容器内の作業員を退避させる手順等 

1.4.2.4 復旧に係る手順等 
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1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧

の状態であって，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却

機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器

の破損を防止するため，発電用原子炉を冷却するために必要な手順等

が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示されてい

ること。 

【解釈】 

１ 「炉心の著しい損傷」を「防止するため，発電用原子炉を冷却

するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと

同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

 

（１） 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却 

ａ） 可搬型重大事故防止設備の運搬，接続及び操作に関する手

順等を整備すること。 

（２） 復旧 

ａ） 設計基準事故対処設備に代替電源を接続することにより起

動及び十分な期間の運転継続ができること。 

原子炉冷却材圧力バウンダリが低圧の状態において，設計基準事故

対処設備が有する原子炉の冷却機能は，以下のとおりである。 

１次冷却材喪失事象が発生して１次冷却系の保有水量を確保する必

要がある場合に非常用炉心冷却設備を用いて燃料取替用水タンク水を

炉心へ注水する冷却機能。また，長期的な原子炉の冷却として，水源
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を燃料取替用水タンクから格納容器再循環サンプに切り替えた後の再

循環運転による冷却機能。 

１次冷却材喪失事象が発生していない場合又は運転停止中に余熱除

去設備を用いた崩壊熱除去機能。 

これらの機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子

炉格納容器（以下，付録1.4において「格納容器」という。）の破損

を防止するため，原子炉を冷却する対処設備を整備しており，ここで

は，この対処設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.4.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷を防止するため，原子炉冷却材圧力バウン

ダリが低圧状態にある場合には，以下の機能により原子炉を冷

却する。 

なお，選定にあたり１次冷却系の保有水量により原子炉の冷

却手段が異なるため，１次冷却材喪失事象が発生している場合，

１次冷却材喪失事象が発生していない場合及び運転停止中に分

けて整理する。 

１次冷却材喪失事象が発生した場合に，１次冷却材の保有水

量を確保し，原子炉を冷却するための設計基準事故対処設備と

して，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ，余熱除去ポ

ンプ及び燃料取替用水タンクを設置する。また，１次冷却材喪

失事象後の再循環運転による原子炉の冷却が必要である場合の

設計基準事故対処設備として，余熱除去ポンプ，余熱除去冷却

器，格納容器再循環サンプ余熱除去ポンプ側隔離弁及び格納容
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器再循環サンプスクリーンを設置する。 

１次冷却材喪失事象が発生していない場合に，余熱除去運転

により原子炉を冷却するための設計基準事故対処設備として，

余熱除去ポンプ及び余熱除去冷却器を設置する。 

運転停止中において，崩壊熱を除去するための設計基準事故

対処設備として余熱除去ポンプ及び余熱除去冷却器を設置する。 

なお，本条項での運転停止中とは，１次冷却材温度177℃未満，

１次冷却材圧力2.7MPa[gage]以下で，余熱除去設備により原子

炉を冷却している期間（全ての燃料が格納容器の外にある場合

を除く。）とする。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の

対処に用いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，そ

の機能を代替するために，各設計基準事故対処設備が有する機

能，相互関係を明確にした上で，想定する故障に対応できる対

応手段及び重大事故等対処設備を選定する。（第1.4.1図から第

1.4.4図）（以下，付録1.4において「機能喪失原因対策分析」

という。） 

また，１次冷却材喪失事象発生後，炉心が溶融し溶融デブリ

が原子炉圧力容器に残存した場合において，格納容器の破損を

防止する対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他，柔軟な事故対応を行うための対応

手段及び多様性拡張設備※ １を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満た

すことや全てのプラント状況において使用することは困

難であるが，プラント状況によっては，事故対応に有効
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な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」

だけでなく，「設置許可基準規則」第四十七条及び「技術基準

規則」第六十二条（以下，付録1.4において「基準規則」とい

う。）の要求機能を満足する設備が網羅されていることを確認

するとともに，多様性拡張設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手

段の検討及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求によ

り選定した対応手段と，その対応に使用する重大事故等対処設

備と多様性拡張設備を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故

等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係

を第1.4.1表から第1.4.7表に示す。 

ａ．１次冷却材喪失事象が発生している場合 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系故障として

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入

ポンプ，余熱除去ポンプ，燃料取替用水タンク，余熱除去冷却

器又は格納容器再循環サンプ余熱除去ポンプ側隔離弁の故障を

想定する。また，格納容器再循環サンプスクリーンの閉塞を想

定する。 

サポート系故障として全交流動力電源又は原子炉補機冷却機

能の喪失を想定する。 

さらに，炉心溶融後，溶融デブリが原子炉圧力容器に残存し

た場合を想定する。 



付－1－1.4－12 

１次冷却材喪失事象発生の有無は，加圧器水位，圧力の低下，

格納容器内温度，圧力の上昇，格納容器再循環サンプ水位の上

昇，格納容器サンプ水位の上昇，凝縮液量測定装置の水位上昇

及び格納容器内の放射線モニタの指示上昇等の兆候により判断

を行う。 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高

圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替

用水タンク水を原子炉へ注水する機能が喪失した場合は，

代替炉心注水※ ２により原子炉へ注水する手段がある。 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・充てんポンプ 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

※２ 代替炉心注水：非常用炉心冷却設備による炉心注



付－1－1.4－13 

水ができない場合に，その代替手段として原子炉へ

注水する手段をいう。また，自己冷却を使用した代

替補機冷却による注水時も同様。 

再循環運転中に非常用炉心冷却設備である余熱除去ポン

プ又は余熱除去冷却器の故障等により格納容器再循環サン

プ水を原子炉へ注水する機能が喪失した場合は，代替再循

環運転※ ３により原子炉へ注水する手段がある。 

代替再循環運転で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・余熱除去冷却器  

※３ 代替再循環運転：非常用炉心冷却設備による再循

環運転ができない場合に，その代替手段として原子

炉へ注水する手段をいう。また，海水を使用した代

替補機冷却による注水時も同様。 

再循環運転中に格納容器再循環サンプスクリーンが閉塞

した場合は，炉心注水※ ４により原子炉への注水操作を行い，

炉心注水ができない場合は代替炉心注水により原子炉へ注

水する手段がある。 

炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・燃料取替用水タンク 
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※４ 炉心注水：設計基準事故対処設備で原子炉へ注水

する手段をいう。 

代替炉心注水に使用する設備は充てん／高圧注入ポンプ，

高圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等時に使用する

設備と同様。 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，炉心注水，

代替炉心注水及び代替再循環運転で使用する設備のうち，

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用），常設低圧代替注水ポンプ，燃料取替用水タンク，復

水タンク，可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク

（北側），タンクローリ，余熱除去冷却器，格納容器再循

環サンプ，格納容器再循環サンプスクリーン，充てん／高

圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプは重大事故等対処設備と

位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設

備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求さ

れる設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，非常用炉心冷却設備

による原子炉への注水機能が喪失した場合においても，炉

心を冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置

付ける。あわせて，その理由を示す。 

・充てんポンプ 

常用系電源及び化学体積制御系のラインが健全であ

れば，充てん／高圧注入ポンプの代替手段として有効で
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ある。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水

タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生してい

なければ代替手段として有効である。 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高

圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプの補機冷却水喪失等によ

り燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する機能が喪失し

た場合は，代替炉心注水及び代替再循環運転により原子炉

へ注水する手段がある。 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－

ＣＳＳタイライン使用） 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 
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・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

代替再循環運転で使用する設備は以下のとおり。 

・Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却） 

・Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷却） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，代替炉心

注水，代替再循環運転で使用する設備のうち，常設低圧代

替注水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料取替用水タンク，

復水タンク，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却），可

搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃

料油貯蔵タンク（南側），燃料油貯蔵タンク（ディーゼル

発電機用），タンクローリ，可搬型燃料給油ポンプ，Ｂ余

熱除去ポンプ（海水冷却），Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷

却），可搬型代替注水大型ポンプ，格納容器再循環サンプ
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及び格納容器再循環サンプスクリーンは重大事故等対処設

備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設

備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求さ

れる設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，非常用炉心冷却設備

による原子炉への注水機能が喪失した場合においても，炉

心を冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置

付ける。あわせて，その理由を示す。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水

タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生してい

なければ代替手段として有効である。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－

ＣＳＳタイライン使用） 

重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプ等

のバックアップであり，運転不能を判断してからの準備

となるので系統構成に時間を要するが，流量が大きく炉

心注水手段として有効である。 

(c) 溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の対応手段及

び手順 

ⅰ) 対応手段 

炉心の著しい損傷，溶融が発生した場合において，原子

炉圧力容器に溶融デブリが残存する場合は，格納容器水張

り（格納容器スプレイ又は代替格納容器スプレイ）※ ５によ
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り残存溶融デブリを冷却する手段がある。 

格納容器水張り（格納容器スプレイ又は代替格納容器ス

プレイ）で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ 

・余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

※５ 格納容器水張り：格納容器スプレイ又は代替格納

容器スプレイにより格納容器へスプレイすることで

炉心本体を水で満たすことをいう。 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」で要求される

格納容器水張りで使用する設備のうち，格納容器スプレイ

ポンプ，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用），常設低圧代替注水ポンプ，燃料取替用水タンク及び

復水タンクは重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，原子炉圧力容器に

残存溶融デブリが存在する場合においても，残存溶融デブ
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リを冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置

付ける。あわせて，その理由を示す。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水

タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生してい

なければ代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，

接続作業に時間を要するが，水源を特定しない代替手段

として有効である。 

ｂ．１次冷却材喪失事象が発生していない場合 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系故障として

余熱除去設備である余熱除去ポンプ及び余熱除去冷却器の故障

を想定する。 

また，サポート系故障として全交流動力電源喪失を想定する。 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等により崩壊

熱除去機能が喪失した場合は，蒸気発生器２次側による炉

心冷却，蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードによ

り原子炉を冷却する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設

備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 
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・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

・脱気器タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用す

る設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁 

・タービンバイパス弁 

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードで使用する

設備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，蒸気発生

器２次側による炉心冷却で使用する主蒸気逃がし弁，電動
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補助給水ポンプ，タービン動補助給水ポンプ，復水タンク

及び蒸気発生器は重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，余熱除去系による

炉心の冷却ができない場合においても，炉心を冷却できる

ため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせ

て，その理由を示す。 

・タービンバイパス弁 

常用系電源及び復水器真空が健全であれば，主蒸気逃

がし弁の代替手段として有効である。 

・電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ及び脱気器 

タンク 

常用系電源が健全で脱気器タンクの保有水があれば，

電動補助給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプ（以

下，付録1.4において「補助給水ポンプ」という。）の

代替手段として有効である。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，

接続作業に時間を要するが，１次冷却材圧力及び１次冷

却材温度が低下し，蒸気発生器２次側の圧力が低下した

場合に，補助給水ポンプの代替手段として長期的な事故

収束のための蒸気発生器への注水手段として有効である。 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

余熱除去設備である余熱除去ポンプの補機冷却水喪失等
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により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，蒸気発生器２次

側による炉心冷却，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リードにより原子炉を冷却する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設

備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用す

る設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードで使用する

設備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・復水タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 
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・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，蒸気発生

器２次側による炉心冷却で使用する主蒸気逃がし弁，電動

補助給水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク

（ディーゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，タービ

ン動補助給水ポンプ，復水タンク及び蒸気発生器は重大事

故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，余熱除去系による

炉心の冷却ができない場合においても，炉心を冷却できる

ため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせ

て，その理由を示す。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，

接続作業に時間を要するが，１次冷却材圧力及び１次冷却

材温度が低下し，蒸気発生器２次側の圧力が低下した場合

に，補助給水ポンプの代替手段として長期的な事故収束の

ための蒸気発生器への注水手段として有効である。 

ｃ．運転停止中の場合 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系故障として
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余熱除去設備である余熱除去ポンプ及び余熱除去冷却器の故障

を想定する。 

また，サポート系故障として全交流動力電源又は原子炉補機

冷却機能の喪失を想定する。 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等により崩壊

熱除去機能が喪失した場合は，炉心注水，代替炉心注水，

代替再循環運転，蒸気発生器２次側による炉心冷却及び蒸

気発生器２次側のフィードアンドブリードにより原子炉を

冷却する手段がある。 

炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・蓄圧タンク 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・充てんポンプ 

・燃料取替用水タンク（重力注水） 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 
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・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

代替再循環運転で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・余熱除去冷却器 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設

備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

・脱気器タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用す
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る設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁 

・タービンバイパス弁 

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードで使用する

設備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，炉心注水，

代替炉心注水，代替再循環運転及び蒸気発生器２次側によ

る炉心冷却で使用する設備のうち，充てん／高圧注入ポン

プ，高圧注入ポンプ，蓄圧タンク，燃料取替用水タンク，

復水タンク，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳ

タイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，可搬型低圧

代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），タンクロー

リ，余熱除去冷却器，格納容器再循環サンプ，格納容器再

循環サンプスクリーン，主蒸気逃がし弁，電動補助給水ポ

ンプ，タービン動補助給水ポンプ及び蒸気発生器は重大事

故等対処設備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設

備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求さ
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れる設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，余熱除去ポンプの故

障等で崩壊熱除去機能が喪失した場合においても，炉心を

冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付け

る。あわせて，その理由を示す。 

・充てんポンプ 

常用系電源及び化学体積制御系のラインが健全であれ

ば，充てん／高圧注入ポンプの代替手段として有効であ

る。 

・燃料取替用水タンク（重力注水） 

プラント状況により燃料取替用水タンクの水頭圧が１

次冷却材圧力を下回り，原子炉へ注水できない可能性が

あるが，比較的早く準備ができるため，代替手段として

有効である。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水

タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生してい

なければ代替手段として有効である。 

・タービンバイパス弁 

常用系電源及び復水器真空が健全であれば，主蒸気逃

がし弁の代替手段として有効である。 

・電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ及び脱気器 

タンク 

常用系電源が健全で脱気器タンクの保有水があれば，

補助給水ポンプの代替手段として有効である。 
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・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，

接続作業に時間を要するが，１次冷却材圧力及び１次冷

却材温度が低下し，蒸気発生器２次側の圧力が低下した

場合に，補助給水ポンプの代替手段として長期的な事故

収束のための蒸気発生器への注水手段として有効である。 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

余熱除去設備である余熱除去ポンプの補機冷却水喪失等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，代替炉心注水，

代替再循環運転，蒸気発生器２次側による炉心冷却及び蒸

気発生器２次側のフィードアンドブリードにより原子炉を

冷却する手段がある。 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・燃料取替用水タンク（重力注水） 

・蓄圧タンク 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－

ＣＳＳタイライン使用） 

・電動消火ポンプ 
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・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

代替再循環運転で使用する設備は以下のとおり。 

・Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設

備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 
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・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用す

る設備は以下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードで使用する

設備は以下のとおり。 

・電動補助給水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・復水タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，代替炉心

注水，代替再循環運転及び蒸気発生器２次側による炉心冷

却で使用する設備のうち，蓄圧タンク，常設低圧代替注水

ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料取替用水タンク，復水
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タンク，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却），可搬型

低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油

貯蔵タンク（南側），燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用），タンクローリ，可搬型燃料給油ポンプ，Ｂ余熱除

去ポンプ（海水冷却），格納容器再循環サンプ，格納容器

再循環サンプスクリーン，可搬型代替注水大型ポンプ，主

蒸気逃がし弁（手動），電動補助給水ポンプ，タービン動

補助給水ポンプ及び蒸気発生器は重大事故等対処設備と位

置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設

備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求さ

れる設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，余熱除去ポンプの補

機冷却水喪失等で崩壊熱除去機能が喪失した場合において

も，炉心を冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水

タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生してい

なければ代替手段として有効である。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，

接続作業に時間を要するが，１次冷却材圧力及び１次冷

却材温度が低下し，蒸気発生器２次側の圧力が低下した
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場合に，補助給水ポンプの代替手段として長期的な事故

収束のための蒸気発生器への注水手段として有効である。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－

ＣＳＳタイライン使用） 

重大事故対処設備である常設低圧代替注水ポンプ等の

バックアップであり，運転不能を判断してからの準備と

なるので系統構成に時間を要するが，流量が大きく炉心

注水手段として有効である。 

ｄ．手順等 

上記のａ．，ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手

順及び復旧に必要な手順を整備する。また，事故時に監視及び

制御に必要となる計器及び給電が必要となる設備についても整

備する。（第1.4.8表，第1.4.9表） 

これらの手順は，運転員等※ ６及び保修対応要員※ ７の対応とし

て炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に

定める。（第1.4.1表から第1.4.7表） 

※６ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転

対応要員をいう。 

※７ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要

員をいう。 

 

1.4.2 重大事故等時の手順等 

1.4.2.1 １次冷却材喪失事象が発生している場合 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 
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(a) 充てんポンプによる代替炉心注水 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替用水

タンク水を原子炉へ注入する機能が喪失した場合は，充てん

ポンプにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順

を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

１次冷却材喪失事象発生後，1系列以上の非常用炉心冷却

設備による原子炉への注入をほう酸注入ライン流量等によ

り確認できない場合，又は炉心出口温度が350℃以上となっ

た場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替

用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

充てんポンプによる代替炉心注水手順の概要は以下のと

おり。概略系統を第1.4.5図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

充てんポンプによる原子炉への注水を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて充てんポンプ吸込みを体

積制御タンクから燃料取替用水タンクへ切替え，原子炉

へ注水のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，充てんポンプが運転していない場合は，

中央制御室にて充てんポンプを起動後，充てん流量制御

弁を開とし，原子炉への注水を行う。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度や充てんラ

イン流量計等により原子炉の冷却及び充てんポンプの運
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転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により作業

を実施する。 

(b) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替炉心注水 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替用水

タンク水を原子炉へ注入する機能が喪失した場合は，格納容

器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）によ

り燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

１次冷却材喪失事象発生後，1系列以上の非常用炉心冷却

設備による原子炉への注入をほう酸注入ライン流量等によ

り確認できない場合，又は炉心出口温度が350℃以上となっ

た場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替

用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）による代替炉心注水手順の概要は以下のとおり。 

また，概略系統を第1.4.6図に，タイムチャートを第

1.4.7図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）による原子炉への注水準備と系統構成を指示する。 
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ﾛ) 運転員等は，中央制御室で格納容器スプレイポンプが

起動している場合は停止するとともに，中央制御室及び

現場で格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）起動準備のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室で他の系統と連絡する弁の閉

止状態を確認した後に，ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインの

連絡弁を開とする。 

ﾆ) 発電長は，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による原子炉への注水が可能となれ

ば，注水開始を指示する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で格納容器スプレイポンプを

起動し，余熱除去ライン流量計により原子炉への注水流

量が確保されたことを確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

の指示の低下や現場での格納容器スプレイポンプ出口圧

力計等により，原子炉が冷却状態にあること及び格納容

器スプレイポンプの運転状態に異常がないことを継続し

て確認する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復していることを確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名により作業を実施し，所要時間を約

30分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照
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明及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常

運転状態と同程度である。 

(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替用水

タンク水を原子炉へ注入する機能が喪失した場合は，常設低

圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注

水する手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンク

が使用できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）の故障等により，原子炉への注水を余熱除去ライン

流量等にて確認できない場合において，原子炉へ注水する

ために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保されてい

る場合。 

ⅱ) 操作手順 

常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水手順の概要

は以下のとおり。概略系統を第1.4.8図に，タイムチャート

を第1.4.9図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

常設低圧代替注水ポンプによる原子炉への注水準備作業

と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で，他の系統と連絡

する弁について系統構成を行う。 
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ﾊ) 運転員等は，重大事故等対処用専用低圧母線への給電

のため，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電遮断

器の投入操作を実施する。 

ﾆ) 発電長は，運転員等に原子炉への注水が可能となれば，

注水開始を指示する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で常設低圧代替注水ポンプを

起動し，常設低圧代替注水ポンプ出口圧力監視等により，

常設低圧代替注水ポンプの運転状態に異常がないことを

確認し，加圧器水位が可視範囲となるまでは最大流量で

注水する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

を監視し，原子炉が冷却状態にあることを継続して確認

する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復したことを確認し，加圧器水位を監

視可能な範囲に維持するため，現場で常設低圧代替注水

ポンプ出口ラインに設置された手動弁を操作して注水流

量を調整する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等2名により作業を実施する。現場におけ

る対応は運転員の場合，約45分，重大事故等対策要員のう

ち運転対応要員の場合，約65分と想定する。 

ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン連絡弁は電動弁であるため，

電源が回復しない場合においては現場にて手動で操作する。
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明

及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運

転状態と同程度である。 

(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替用水

タンク水を原子炉へ注入する機能が喪失した場合は，常用設

備である電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによ

りろ過水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，

重大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないこと

を確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉への注

水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合において，

原子炉へ注水するために必要なろ過水タンクの水位が確保

されており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生

がなく，消火用として電動消火ポンプ又はディーゼル駆動

消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代

替炉心注水手順の概要は以下のとおり。概略系統を第

1.4.10図に，タイムチャートを第1.4.11図に示す。 

ｲ) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順
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着手の判断基準に基づき運転員等に電動消火ポンプ又は

ディーゼル駆動消火ポンプによる原子炉への注水操作の

準備作業を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて電動消火ポンプ

又はディーゼル駆動消火ポンプから原子炉へ注水する系

統構成を実施する。 

ﾊ) 発電長は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポ

ンプによる原子炉への注水操作を運転員等に指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室にて電動消火ポンプ又はディ

ーゼル駆動消火ポンプを起動し，原子炉への注水を開始

する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で代替注水消火水流量計（Ａ

Ｍ）により原子炉への注水流量が確保されたことを確認

する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

の指示低下や代替注水消火水流量計（ＡＭ）等により，

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプの運転状

態に異常がないこと及び原子炉が冷却状態にあることを

継続して確認する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復していることを確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等2名にて作業を実施し，所要時間を約35

分と想定する。 
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円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常

運転状態と同程度である。 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

非常用炉心冷却設備である充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ及び余熱除去ポンプの故障等により燃料取替用水

タンク水を原子炉へ注入する機能が喪失した場合は，可搬型

低圧代替注水ポンプにより淡水又は海水を原子炉へ注水する

手順を整備する。 

水源は中間受槽を使用する。中間受槽への供給は，淡水で

ある２次系純水タンク，ろ過水タンク，原水タンクから，使

用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉への注

水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水手順の概

要は以下のとおり。概略系統を第1.4.12図に，タイムチャ

ートを第1.4.13図に示す。 

ｲ) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順

着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応要員に

可搬型低圧代替注水ポンプによる原子炉への注水の準備

作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で，可搬型低圧代替

注水ポンプ設置前の系統構成を実施する。 
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ﾊ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの保管場

所へ移動し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあ

わせて所定の場所に移動させる。 

ﾆ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型低圧代替注水

ポンプから接続口まで布設し，接続口に接続する。 

ﾎ) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを

可搬型低圧代替注水ポンプと接続後，中間受槽に可搬型

ホース吸込口を設置する。 

ﾍ) 発電長は，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポ

ンプによる原子炉への注水機能が喪失した場合に，可搬

型低圧代替注水ポンプによる原子炉への注水が可能とな

れば，運転員等及び保修対応要員に注水開始を指示する。 

ﾄ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了しているこ

とを確認し可搬型低圧代替注水ポンプを現場で起動する。 

ﾁ) 運転員等は，原子炉への注水が確保されたことを確認

する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

の指示低下により，可搬型低圧代替注水ポンプの運転状

態に異常がないこと及び原子炉が冷却状態にあることを

継続して確認する。 

ﾇ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復したことを確認する。 

ﾙ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの運転状

態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業

着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料
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を給油しない場合，可搬型低圧代替注水ポンプは約1.5時

間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等2名及び保修対応要員6名により作業を

実施し，所要時間を約9時間30分と想定する。 

ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン連絡弁は電動弁であるため，

電源が回復しない場合においては現場にて手動で操作する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作

業が速やかにできるように，可搬型低圧代替注水ポンプの

保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備する。作業環

境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

ｂ．代替再循環運転 

１次冷却材喪失事象時に燃料取替用水タンク水を原子炉へ注

水し，格納容器再循環サンプ水位が再循環運転切替可能な水位

に到達すれば，再循環運転を開始する。このとき，余熱除去ポ

ンプの故障等により再循環運転に移行できない場合に代替再循

環運転により原子炉を冷却する。 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替再循環運転 

非常用炉心冷却設備である余熱除去ポンプの故障等により，

格納容器再循環サンプ水を原子炉へ注水する機能が喪失した

場合，1系列の格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）により格納容器再循環サンプ水を原子炉へ注
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水する。また，余熱除去冷却器の故障により格納容器再循環

サンプ水の冷却機能が喪失した場合は，他の系列の格納容器

スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）及び余

熱除去冷却器により格納容器再循環サンプ水を原子炉へ注水

する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

余熱除去ポンプの故障等により，再循環運転による原子

炉への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合

において，代替再循環運転をするために必要な格納容器再

循環サンプの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）による代替再循環運転手順の概要は以下のとおり。 

概略系統を第1.4.14図に，タイムチャートを第1.4.15図

に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）による原子炉への注水準備と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室で格納容器スプレイポンプが

起動している場合は停止するとともに，中央制御室及び

現場で格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）起動準備のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室で他の系統と連絡する弁の閉

止状態を確認した後に，ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン連

絡弁を開とする。 
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ﾆ) 発電長は，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）を用いた代替再循環運転による原子

炉への注水が可能となれば，注水開始を指示する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で格納容器スプレイポンプを

起動し，余熱除去ライン流量計により原子炉への注水流

量が確保されたことを確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

の指示の低下や現場での格納容器スプレイポンプ出口圧

力計等により，格納容器スプレイポンプの運転状態に異

常がないこと及び原子炉が冷却状態にあることを継続し

て確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名により作業を実施し，所要時間を約

10分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常

運転状態と同程度である。 

(b) 格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候が見られた場

合の手順 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）を用いた再循環運転により原子炉へ注水を行っている際

に，格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候が見られた

場合に対応する手段がある。この再循環運転での原子炉への

注水に至るまでには，設計基準事故対処設備である余熱除去
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ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ及び格納

容器スプレイポンプを使用した再循環運転を行っていること

も考えられるため，これらを含めて格納容器再循環サンプス

クリーン閉塞の兆候が見られた場合に対応する手順を整備す

る。 

格納容器再循環サンプスクリーンについては，海外で発生

した格納容器再循環サンプスクリーン閉塞対策として，必要

な設備の対策を行っており閉塞することは考えにくいものの，

閉塞が発生した場合に備え対応する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

余熱除去ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポ

ンプ及び格納容器スプレイポンプにより再循環運転で原子

炉への注入を行っている場合において，格納容器再循環サ

ンプ水位の低下，各ポンプの流量低下，各ポンプ出口圧力

の変動又は低下により格納容器再循環サンプスクリーン閉

塞の兆候を確認した場合。 

ⅱ) 操作手順 

格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候を確認した

場合の手順の概要は以下のとおり。手順内の格納容器内自

然対流冷却の手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を

防止するための手順等」にて整備する。 

概略系統を第1.4.16図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，格納容器再

循環サンプスクリーンが閉塞の兆候が見られた場合の対

応処置の開始を指示する。 
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ﾛ) 運転員等は，燃料取替用水タンクを水源として運転し

ている格納容器スプレイポンプを確認し，運転している

場合は停止する。 

ﾊ) 運転員等は，格納容器の圧力上昇緩和のため，主蒸気

逃がし弁を開とし蒸気発生器２次側による１次冷却系の

冷却を行う。 

ﾆ) 運転員等は，原子炉補機冷却水系の窒素加圧操作を行

い，窒素加圧が完了すれば格納容器再循環ユニットに原

子炉補機冷却水を通水し，格納容器内自然対流冷却を行

う。 

ﾎ) 運転員等は，燃料取替用水タンクの水量確保のため，

１次系純水タンク及びほう酸タンク，使用済燃料ピット，

又は復水タンクを水源とし，燃料取替用水タンクへの補

給を行う。 

ﾍ) 運転員等は，低圧再循環機能を回復させるため，余熱

除去ポンプ1台を除き，他の充てん／高圧注入ポンプ，高

圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプを停止する。 

また，余熱除去ポンプがキャビテーションを起こさな

い範囲で流量を低下させる。 

ﾄ) 運転員等は，余熱除去ポンプ1台による再循環運転での

原子炉への注水に失敗した場合，燃料取替用水タンクを

水源とした充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプ1

系列による原子炉への注水を行う。充てん／高圧注入ポ

ンプ及び高圧注入ポンプが使用できない場合は代替炉心

注水により実施する。 
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ﾁ) 運転員等は，燃料取替用水タンクの水位を確認し，燃

料取替用水タンク水位が3％以下となった場合は，燃料取

替用水タンクを水源とする全てのポンプを停止する。 

ﾘ) 運転員等は，燃料取替用水タンクへの補給状況を確認

し，補給に成功している場合は，燃料取替用水タンク水

位が3％以下にならないように，充てん／高圧注入ポンプ，

高圧注入ポンプ1系列又は代替炉心注水を断続運転し原子

炉への注水を継続する。 

ﾇ) 運転員等は，燃料取替用水タンクへの補給不能の場合

は，体積制御タンクへ原子炉補給水系による補給を実施

し，充てん／高圧注入ポンプ1台による充てんモードでの

原子炉への注水を行う。 

ﾙ) 運転員等は，原子炉への注水量が，格納容器内の重要

機器及び重要計器を水没させない上限の高さ（約4,000m３）

まで注水されたことを原子炉格納容器水位監視装置等に

より確認すれば原子炉への注水を停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で行う。 

現場における対応は格納容器内自然対流冷却を運転員等1

名と保修対応要員2名で実施する。なお，燃料取替用水タン

クへの補給操作の中央制御室における対応は，運転員等1名，

現場における対応は運転員等1名により実施する。 

対応手順のフローチャートを第1.4.17図に示す。 

代替再循環運転による原子炉への注水操作が実施できな

い場合，格納容器再循環サンプ余熱除去ポンプ側隔離弁の



付－1－1.4－48 

開不能により再循環運転に移行できない場合，又は格納容

器再循環サンプスクリーンが閉塞した場合は，充てん／高

圧注入ポンプ等により燃料取替用水タンク水を原子炉へ注

水するとともに，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットを用いた

格納容器内自然対流冷却により格納容器内を冷却する。格

納容器内自然対流冷却ができない場合は，代替格納容器ス

プレイを実施する。 

格納容器再循環サンプ余熱除去ポンプ側隔離弁について

は，定期試験及び定期点検を実施し，信頼性を確保する。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低

圧代替注水ポンプにより原子炉へ注水する際の中間受槽への補

給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手

順等」にて整備する。 

可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給に関する手順は，

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備す

る。 

１次冷却材喪失事象に伴い，炉心損傷の兆候が見られた場合

の格納容器下部への注水については，「1.8 原子炉格納容器下

部の溶融炉心を冷却するための手順等」，格納容器内の冷却に

ついては，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷

却については，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するた

めの手順等｣にて整備する。 
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操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

１次冷却材喪失事象時に，非常用炉心冷却設備による原子炉

冷却機能が喪失している場合の冷却手段の優先順位を以下に示

す。 

代替炉心注水による原子炉への注水は，常用系電源及び化学

体積制御系のラインが健全であれば，充てん／高圧注入ポンプ

の代替手段として有効である充てんポンプを使用する。次に，

重大事故等対処設備であり準備時間の短い格納容器スプレイポ

ンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水

ポンプの順に使用する。 

常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水ができない場合

は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプにより代替

炉心注水を行う。ただし，構内で火災が発生している場合にお

いては，消火活動に優先して使用する。電動消火ポンプ又はデ

ィーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水ができない場合は，

可搬型低圧代替注水ポンプにより代替炉心注水を行う。 

可搬型低圧代替注水ポンプは重大事故等対処設備であるが，

使用準備に時間を要することから，あらかじめ可搬型低圧代替

注水ポンプ等の運搬，設置及び接続の準備を行い，多様性拡張

設備を含む他の注水手段がなければ原子炉への注水を行う。可

搬型低圧代替注水ポンプの水源は中間受槽を使用する。中間受

槽への供給は，淡水を用いる手段を優先し，それができない場

合には海水を使用する。 
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以上の対応手順のフローチャートを第1.4.18図に示す。 

１次冷却材喪失事象時に，余熱除去ポンプの故障等により余

熱除去設備の再循環運転による原子炉冷却機能が喪失した場合

の冷却手段を以下に示す。 

炉心注水，代替炉心注水により燃料取替用水タンク水等を原

子炉へ注水後，格納容器再循環サンプに水源を切り替えて，余

熱除去ポンプによる再循環運転が不能であれば，格納容器スプ

レイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）を用いた代替

再循環運転により原子炉を冷却する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.19図に示す。 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象と１

次冷却材喪失事象が同時に発生した場合に，常設低圧代替注

水ポンプにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手

順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンク

が使用できない場合は，復水タンクを使用する。 

なお，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事

象と１次冷却材喪失事象が同時に発生した場合に，常設低圧

代替注水ポンプの注水先を炉心注水とするよう準備を行い，

空冷式非常用発電機より受電すれば，常設低圧代替注水ポン

プによる代替炉心注水を行う。また，対応途中で，事象が進

展し炉心損傷と判断すれば，常設低圧代替注水ポンプの注水
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先を格納容器スプレイ側へ変更し，代替格納容器スプレイを

行うとともに，その後，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷

却）により代替炉心注水を行う。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，１次

冷却材喪失事象が発生した場合において，原子炉へ注水す

るために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保されて

いる場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

(b) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注

水 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象と１

次冷却材喪失事象が同時に発生した場合，Ｂ充てん／高圧注

入ポンプ（自己冷却）により燃料取替用水タンク水を原子炉

へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉への注

水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合において，

原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タンクの水位

が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心

注水手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.4.20図に，

タイムチャートを第1.4.21図に示す。 
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ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及

び保修対応要員にＢ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）

による原子炉への注水操作の準備作業と系統構成を指示

する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で，Ｂ充てん／高圧

注入ポンプの（自己冷却）運転準備のため，安全注入系

の弁や原子炉補機冷却水系の弁等を隔離する。 

ﾊ) 保修対応要員は，現場でＢ充てん／高圧注入ポンプ

（自己冷却）ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ﾆ) 運転員等は，現場でディスタンスピース取替え完了後

に，化学体積制御系の弁を操作しＢ充てん／高圧注入ポ

ンプ（自己冷却）冷却水の系統構成を実施する。 

ﾎ) 発電長は，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）に

よる原子炉への注水が可能となれば，注水開始を指示す

る。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室でＢ充てん／高圧注入ポンプ

を起動する。ポンプ起動後，中央制御室及び現場でポン

プ出口圧力及び冷却水流量等を確認し，起動状態に異常

がないことを確認する。 

ﾄ) 運転員等は，現場で中央制御室と連絡を密にし，充て

ん流量制御弁バイパスラインに設置された手動弁により

充てん流量を調整し，１次冷却系保有水量を回復させる。 

ﾁ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計等

の指示や充てんライン流量，ポンプ出口圧力等により，

原子炉が冷却状態であること及びＢ充てん／高圧注入ポ
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ンプの運転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復したことを確認し，加圧器水位を監

視可能な範囲に維持するため，現場で充てん流量制御弁

バイパスラインに設置された手動弁を操作して注水流量

を調整する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名と保修対応要員4名により作業を実

施し，所要時間を約60分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。 

ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるよう

に，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲

温度は通常運転状態と同程度である。 

(c) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象と１

次冷却材喪失事象が同時に発生した場合，Ｂ格納容器スプレ

イポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

により燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備

する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）の故障等により，

原子炉への注水を充てんライン流量等にて確認できない場
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合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水

タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用）による代替炉心注水手順の概要は以

下のとおり。概略系統を第1.4.22図に，タイムチャートを

第1.4.23図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及

び保修対応要員にＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による原子炉への

注水操作の準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及びＢ格納容器スプレイポン

プの現場で，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）運

転準備のため，安全注入系の弁や原子炉補機冷却水系の

弁等を隔離する。 

ﾊ) 保修対応要員は，現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ﾆ) 運転員等は，現場でディスタンスピース取替え完了後

に，格納容器スプレイ系の弁を操作しＢ格納容器スプレ

イポンプ（自己冷却）冷却水の系統構成を実施する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室及び現場で，Ｂ格納容器スプ

レイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）起動準備のために他の系統と連絡する弁の閉止状

態を確認した後，ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン連絡弁を

開とする。 
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ﾍ) 発電長は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による原子炉への

注水が可能となれば，原子炉への注水開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室でＢ格納容器スプレイポンプ

を起動し，ポンプ起動後，冷却水流量を確認し，起動状

態に異常がないことを確認する。また，中央制御室でＢ

余熱除去ライン流量計により原子炉への注水流量が確保

されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，１次冷却材高温側温度計等の指示の低下

やＢ格納容器スプレイポンプ出口圧力計等により，Ｂ格

納容器スプレイポンプの運転状態に異常がないこと及び

原子炉が継続して冷却状態であることを継続して確認す

る。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で加圧器水位計により１次冷

却系保有水量が回復したことを確認し，加圧器水位を監

視可能な範囲に維持するよう注水流量を調整する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名及び保修対応要員2名にて作業を実

施し，所要時間を約120分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明及び通信設備等を整備する。ディスタンスピースの取替

え作業が速やかにできるように，作業場所近傍に使用工具

を配備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度

である。 
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(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に発

生した場合，常用設備であるディーゼル駆動消火ポンプによ

りろ過水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

また，原子炉補機冷却機能喪失事象と１次冷却材喪失事象

が同時に発生した場合，常用設備である電動消火ポンプによ

りろ過水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，

重大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないこと

を確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用）の故障等により，原子炉への注水を

余熱除去ライン流量等にて確認できない場合において，原

子炉へ注水するために必要なろ過水タンクの水位が確保さ

れており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生が

なく，消火用として電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消

火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(d)ⅱ)と同様。 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象と１

次冷却材喪失事象が同時に発生した場合，可搬型低圧代替注

水ポンプにより淡水又は海水を原子炉へ注水する手順を整備
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する。 

水源は中間受槽を使用する。中間受槽への供給は，淡水で

ある２次系純水タンク，ろ過水タンク，原水タンクから，使

用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用）の故障等により，原子炉への注水を

余熱除去ライン流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(e)ⅱ)と同様。 

ｂ．代替再循環運転 

(a) 全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に発

生した場合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ

（海水冷却）による高圧代替再循環運転 

全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に

発生した場合は，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高

圧注入ポンプ（海水冷却）を用いた高圧代替再循環運転に

より原子炉への注水を行い，あわせて，可搬型代替注水大

型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格

納容器内自然対流冷却により格納容器内を冷却する手順を

整備する。 

ｲ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時

に発生した場合において，可搬型代替注水大型ポンプに
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より代替補機冷却水が確保され，かつ代替再循環運転を

するために必要な格納容器再循環サンプの水位が確保さ

れている場合。 

ﾛ) 操作手順 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ

（海水冷却）による高圧代替再循環運転手順の概要は以

下のとおり。概略系統を第1.4.24図に，タイムチャート

を第1.4.25図に示す。 

なお，可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却水通

水操作は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するため

の手順等｣にて整備する。 

ﾛ)-1 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等

にＢ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポン

プ（海水冷却）による高圧代替再循環運転の準備と系

統構成を指示する。 

ﾛ)-2 運転員等は，中央制御室で高圧代替再循環運転のた

めの系統構成を実施する。 

ﾛ)-3 運転員等は，中央制御室でＢ余熱除去ポンプ及びＢ

高圧注入ポンプを起動し，ポンプ出口圧力計及び流量

計によりＢ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポンプの起

動状態に異常がないことを確認するとともに，原子炉

へ注水されていることを高圧注入ポンプ出口流量計で

確認する。 

ﾛ)-4 運転員等は，中央制御室で１次冷却材高温側温度計

等の指示の低下や高圧注入ポンプ出口流量計等により，



付－1－1.4－59 

原子炉の冷却及びＢ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポ

ンプの運転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾊ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により作

業を実施する。 

(b) １次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷却

機能が喪失した場合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ

（海水冷却）による高圧代替再循環運転 

１次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷

却機能が喪失した場合は，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）

及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）を用いた高圧代替再循

環運転により原子炉への注水を行い，あわせて，可搬型代

替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニット

による格納容器内自然対流冷却により格納容器内を冷却す

る手順を整備する。 

ⅱ) 手順着手の判断基準 

１次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷

却機能が喪失し，原子炉への注水を余熱除去ライン流量等

により確認できない場合において，可搬型代替注水大型ポ

ンプにより代替補機冷却水が確保され，かつ代替再循環運

転をするために必要な格納容器再循環サンプの水位が確保

されている場合。 

ⅲ) 操作手順 

1.4.2.1(2)ｂ．(a)ⅰ)ﾛ)と同様。 
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ｃ．格納容器隔離弁の閉止 

全交流動力電源喪失時，１次冷却材ポンプシール部へのシー

ル水注水機能及びサーマルバリアの冷却機能が喪失することに

より，１次冷却材ポンプシール部から１次冷却材が漏えいする

おそれがあるため，１次冷却材ポンプシール戻り隔離弁等を閉

止する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，外部電源受電操作及びディーゼル

発電機の起動操作を実施しても，母線電圧が確立しない場合。 

(b) 操作手順 

空冷式非常用発電機により電源が確保されれば，中央制御

室にて，１次冷却材ポンプシール戻り隔離弁を閉止し，非常

用炉心冷却設備作動信号が発信する場合は，動作する格納容

器隔離弁の閉止を確認する。 

なお，隔離弁等の電源が回復していない場合は，現場にて

閉止する。 

(c) 操作の成立性 

隔離弁等の電源が回復しない場合は，現場における対応を

運転員等2名で実施し，所要時間は約165分と想定する。隔離

操作については，１次冷却材ポンプシール部からの１次冷却

材漏えいを防止するため，１次冷却材ポンプ隔離弁を優先し

て閉弁する。 

タイムチャートを第1.4.26図に示す。 

ｄ．その他の手順項目にて考慮する手順 

１次冷却材喪失事象に伴い，炉心損傷の兆候が見られた場合
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の格納容器下部への注水については，「1.8 原子炉格納容器下

部の溶融炉心を冷却するための手順等」，格納容器内の冷却に

ついては，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

空冷式非常用発電機等の代替電源に関する手順及び空冷式非

常用発電機への燃料補給の手順等は，「1.14 電源の確保に関

する手順等｣にて整備する。 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水

冷却）の代替補機冷却水確保の手順については，「1.5 最終ヒ

ートシンクへ熱を輸送するための手順等｣にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低

圧代替注水ポンプにより原子炉へ注水する際の中間受槽への補

給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手

順等」にて整備する。 

可搬型低圧代替注水ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプへ

の給油に関する手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のた

めの手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユ

ニットによる格納容器内自然対流冷却については，「1.7 原子

炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等｣にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｅ．優先順位 

全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に発生

した場合の冷却手段の優先順位を以下に示す。 
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代替炉心注水による原子炉への注水は，空冷式非常用発電機

等から電源回復後，重大事故等対処設備であり，注水流量が大

きく，使用準備時間が早い常設低圧代替注水ポンプを使用する。

次に高揚程であるＢ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）を使

用する。常設低圧代替注水ポンプ及びＢ充てん／高圧注入ポン

プ（自己冷却）による代替炉心注水ができない場合は，Ｂ格納

容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用）による代替炉心注水を行う。 

これらの手段が使用できない場合は，ディーゼル駆動消火ポ

ンプによる代替炉心注水を行う。ただし，構内で火災が発生し

ている場合は，消火活動に優先して使用する。ディーゼル駆動

消火ポンプによる代替炉心注水ができない場合は，可搬型低圧

代替注水ポンプによる代替炉心注水を行う。可搬型低圧代替注

水ポンプは，使用準備に時間を要することから，あらかじめ可

搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，設置及び接続の準備を行い，

多様性拡張設備を含む他の注水手段がなければ原子炉への注水

を行う。 

可搬型低圧代替注水ポンプの水源は中間受槽を使用する。中

間受槽への供給は，淡水を用いる手段を優先し，それができな

い場合には海水を使用する。 

原子炉補機冷却機能喪失時は上記手段に加えて電動消火ポン

プにより原子炉へ注水する手段がある。 

電動消火ポンプは原子炉補機冷却機能喪失時でも使用可能な

ためＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水ができない場合に使用
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する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.27図に示す。 

代替炉心注水により燃料取替用水タンク水等を原子炉へ注水

後，可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却水が確保されれ

ば，格納容器再循環サンプに水源を切り替えて，Ｂ余熱除去ポ

ンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）を用いた

高圧代替再循環運転により原子炉へ注水を行い，あわせて，可

搬型代替注水大型ポンプからの海水を格納容器再循環ユニット

の冷却系へ通水することにより格納容器内を冷却する。 

１次冷却材喪失時における再循環運転時に原子炉補機冷却機

能が喪失し，余熱除去系の再循環運転による原子炉冷却機能が

喪失した場合は，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注

入ポンプ（海水冷却）を用いた高圧代替再循環運転により原子

炉へ注水を行い，あわせて，可搬型代替注水大型ポンプからの

海水を格納容器再循環ユニットの冷却系へ通水することにより

格納容器内を冷却する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.28図に示す。 

(3) 溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順等 

炉心の著しい損傷，溶融が発生した場合において，溶融炉心

は原子炉圧力容器を破損し格納容器下部に落下するが，格納容

器スプレイ又は代替格納容器スプレイにより原子炉下部キャビ

ティに注水することで溶融炉心を冷却する。 

原子炉圧力容器に溶融デブリが残存した場合，その溶融デブ

リ量が多ければ，自身の崩壊熱により原子炉下部キャビティに

溶融落下するため，原子炉圧力容器に溶融デブリが残存するこ



付－1－1.4－64 

とは考えにくいが，原子炉圧力容器に残存溶融デブリが存在す

ることを想定し，格納容器スプレイ又は代替格納容器スプレイ

により格納容器へのスプレイによる残存溶融デブリの冷却（格

納容器水張り）手順として整備する。 

なお，炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器

圧力が最高使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順としてお

り，100％のジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場

合でも，大規模な水素燃焼の発生を防止することとする。 

また，水素濃度は，可搬型格納容器水素濃度計測装置で計測

される水素濃度（ドライ）により継続的に監視を行う運用とし

ており，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未満であれば

減圧を継続する。なお，可搬型格納容器水素濃度計測装置によ

り水素濃度を監視する手順は「1.9 水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止するための手順等」にて整備する。格納容器

圧力は格納容器圧力計又は原子炉格納容器圧力計（ＡＭ）によ

り監視するが，これらの計器が故障等により監視できない場合

においては，格納容器内の温度を監視することで圧力と飽和温

度の関係から格納容器内の圧力を推定する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心の著しい損傷，溶融が発生した場合において，格納容器

圧力と温度の上昇又は可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユ

ニット入口温度／出口温度（ＳＡ））の温度差の変化により，

格納容器内が過熱状態であると判断した場合。 

ｂ．操作手順 

格納容器スプレイ又は代替格納容器スプレイによる残存溶融
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デブリの冷却（格納容器水張り）手順の概要は以下のとおり。

手順内の格納容器スプレイ及び代替格納容器スプレイの手順は，

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備す

る。概略系統を第1.4.29図，第1.4.30図及び第1.4.31図に示す。 

(a) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順着手

の判断基準に基づき運転員等に格納容器スプレイ又は代替格

納容器スプレイによる格納容器へのスプレイ開始を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室にて格納容器再循環ユニットによ

り格納容器内自然対流冷却が実施されていることを確認する。 

(c) 運転員等は，中央制御室にて１次冷却材圧力を継続的に監

視し，格納容器圧力より高い場合は，加圧器逃がし弁により

減圧する。 

(d) 運転員等は，中央制御室にて格納容器の圧力を監視し，最

高使用圧力に到達すれば，格納容器スプレイ又は代替格納容

器スプレイによる格納容器へのスプレイを開始する。 

(e) 運転員等は，中央制御室にて格納容器の圧力が最高使用圧

力から50kPa低下したことを確認すれば格納容器へのスプレイ

を停止する。その後，最高使用圧力となれば格納容器へのス

プレイを開始し，これを繰り返す。 

(f) 運転員等は，中央制御室で格納容器の圧力，温度により格

納容器内が減圧，冷却されていることを継続的に監視する。 

(g) 運転員等は，格納容器への注水量が，残存溶融デブリを冷

却し格納容器内の重要機器及び重要計器を水没させない上限

の高さ（約4,000m３）まで注水されたことを原子炉格納容器

水位監視装置等により確認すれば格納容器へのスプレイを停
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止する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で行う。現場に

おける対応は格納容器内自然対流冷却を運転員等2名で実施する。 

格納容器へスプレイするために使用する設備は，格納容器ス

プレイポンプを優先し，それが使用できない場合は，余熱除去

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注

水ポンプ，電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，可搬

型低圧代替注水ポンプの順とする。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.32図に示す。 

格納容器水張り操作を実施する際は，１次冷却材圧力を監視

する。１次冷却材圧力が格納容器圧力より高い場合は，溶融デ

ブリの冷却が阻害される場合があるため，加圧器逃がし弁を開

弁し原子炉内と格納容器内を均圧させる。 

格納容器への注水量は，原子炉格納容器水位監視装置の動作

状況，燃料取替用水タンク水位の収支，又は常設低圧代替注水

ポンプ出口積算流量計，格納容器スプレイ積算流量計及び代替

注水消火水流量計（ＡＭ）の合計値により注水量を把握する。 

残存デブリの影響を防止するための格納容器への注水量は，

残存デブリの冷却が可能で格納容器内の重要機器及び重要計器

が水没しない上限の高さ（約4,000m３）までとする。 

格納容器水張りに使用した水が，ほう酸水と海水の混合水の

場合でも，海水にも中性子吸収効果が見込まれるため，再臨界

に至る可能性は低いが無制御な臨界状態に至ることを避けるた

め，注水に当たっては可能な限りほう酸水を用いる。 
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なお，炉心が損傷した場合において，格納容器再循環ユニッ

トによる格納容器内自然対流冷却に加え格納容器スプレイポン

プによる再循環運転を行う場合は，格納容器圧力及び格納容器

エリアモニタ（高レンジ）等により，格納容器圧力の推移及び

炉心損傷度合いを監視し，再循環運転を実施した場合の格納容

器圧力低減効果，ポンプ及び配管の周辺線量上昇による被ばく

等の影響を評価し，実施可否を検討する。 

 

1.4.2.2 １次冷却材喪失事象が発生していない場合 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

１次冷却材喪失事象が発生していない場合に，余熱除去設

備である余熱除去ポンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪

失した場合は，電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水

ポンプにより復水タンク水を蒸気発生器へ注水する手順を整

備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去設備による崩

壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確認できない場

合において，蒸気発生器へ注水するために必要な復水タン

クの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水操作は，中央
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制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により

対応する。概略系統を第1.4.33図に示す。 

(b) 電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発

生器への注水 

補助給水ポンプが使用出来ない場合に，脱気器タンク水を

常用系設備である電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポン

プにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，補助給水流量等が確認

できない場合において，外部電源により所内常用母線が受

電されており，蒸気発生器へ注水するために必要な脱気器

タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気

発生器への注水操作は，中央制御室での遠隔起動が可能で

あり，通常の運転操作により対応する。 

(c) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

補助給水ポンプが使用できず，さらに電動主給水ポンプ及

び蒸気発生器水張ポンプが使用できない場合に可搬型代替注

水中型ポンプにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

を使用する。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タ

ンク，ろ過水タンク又は原水タンクを使用する。 

淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内

水の塩分濃度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブ
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ローダウンラインにより排水を行う。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプの故障等に

より，蒸気発生器への注水を蒸気発生器水位等にて確認で

きない場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水手

順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.4.34図に，タイ

ムチャートを第1.4.35図に，ホース布設ルート図を第

1.4.36図に示す。 

ｲ) 中間受槽から蒸気発生器への注水 

ｲ)-1 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等

及び保修対応要員に可搬型代替注水中型ポンプによる

蒸気発生器への注水準備と系統構成を指示する。 

ｲ)-2 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管

場所へ移動し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホース

とあわせて所定の場所に移動させる。 

ｲ)-3 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホース

を可搬型代替注水中型ポンプから蒸気発生器代替供給

接続口まで布設する。 

ｲ)-4 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプ及び蒸気発生器代替供給接続口と接続後，中

間受槽に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を設置す

る。 

ｲ)-5 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型代替注水
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中型ポンプによる蒸気発生器への注水のための系統構

成を実施する。 

ｲ)-6 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発

生器への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応

要員に注水開始を指示する。 

ｲ)-7 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了している

ことを確認し，可搬型代替注水中型ポンプを現場で起

動し運転状態を確認後，運転員等へ連絡する。 

ｲ)-8 運転員等は，可搬型代替注水中型ポンプ起動後，中

央制御室で蒸気発生器へ注水されていることを補助給

水流量計にて確認するとともに，蒸気発生器水位計に

より蒸気発生器２次側の保有水量が回復することを継

続して確認する。 

ｲ)-9 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位計により

蒸気発生器２次側の保有水量が回復したことを確認し，

蒸気発生器水位を監視可能な範囲に維持する様，注水

量を調整する。 

ｲ)-10 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位等により

蒸気発生器への注水が確保されていることを確認し，

主蒸気逃がし弁又はタービンバイパス弁により蒸気発

生器２次側による炉心冷却を実施する。 

ｲ)-11 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度により原

子炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

ｲ)-12 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転

状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油
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作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。

（燃料を給油しない場合，可搬型代替注水中型ポンプ

は約2.5時間の運転が可能。） 

ﾛ) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から蒸気発生

器への注水 

ﾛ)-1 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等

及び保修対応要員に可搬型代替注水中型ポンプによる

蒸気発生器への注水準備と系統構成を指示する。 

ﾛ)-2 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管

場所へ移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて

所定の場所に移動させる。 

ﾛ)-3 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプから蒸気発生器代替供給接続口まで布設する。 

ﾛ)-4 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプ及び蒸気発生器代替供給接続口と接続後，海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）に可搬型代替注

水中型ポンプの取水部を水面より低く着底しない位置

に設置する。 

ﾛ)-5 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型代替注水

中型ポンプによる蒸気発生器への注水のための系統構

成を実施する。 

ﾛ)-6 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発

生器への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応

要員に注水開始を指示する。 

ﾛ)-7 保修対応要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポン
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プを起動し起動状態を確認後，運転員等に報告する。 

ﾛ)-8 運転員等は，可搬型代替注水中型ポンプ起動後，中

央制御室で蒸気発生器へ注水されていることを補助給

水流量計にて確認するとともに，蒸気発生器水位計に

より蒸気発生器２次側の保有水量が回復することを継

続して確認する。 

ﾛ)-9 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位計により

蒸気発生器２次側の保有水量が回復したことを確認し，

蒸気発生器水位を監視可能な範囲に維持する様，注水

量を調整する。 

ﾛ)-10 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器水位等により

蒸気発生器への注水が確保されていることを確認し，

主蒸気逃がし弁又はタービンバイパス弁により蒸気発

生器２次側による炉心冷却を実施する。 

ﾛ)-11 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度により原

子炉が冷却状態にあることを継続して確認する。 

ﾛ)-12 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転

状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油

作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。

（燃料を給油しない場合，可搬型代替注水中型ポンプ

は約2.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名及び保修対応要員6名により作業を

実施し，所要時間は中間受槽を水源とする場合は約9時間55
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分，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とする

場合は約9時間を想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明，通信設備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業

が速やかにできるように，可搬型代替注水中型ポンプの保

管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備する。 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

１次冷却材喪失事象が発生していない場合に，余熱除去設

備である余熱除去ポンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪

失した場合は，中央制御室にて主蒸気逃がし弁を開とし，蒸

気発生器２次側による炉心冷却を行う手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去設備による崩

壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確認できない場

合において，蒸気発生器へ注水されいてることを補助給水

流量等により確認できた場合。 

ⅱ) 操作手順 

主蒸気逃がし弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作が

可能であり，通常の運転操作により対応する。概略系統を

第1.4.33図に示す。 

(b) タービンバイパス弁による蒸気放出 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器の蒸気放出ができない場

合は，中央制御室にて常用系設備であるタービンバイパス弁

を開とし，蒸気発生器から蒸気放出を行う手順を整備する。 
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ⅰ) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出が主蒸気ライン圧力等に

て確認できない場合において，外部電源により所内常用母

線が受電されており，２次冷却系の設備が運転中であり復

水器の真空度が維持されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

タービンバイパス弁の開操作は，中央制御室での遠隔操

作が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｃ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，

低温停止への移行が必要な場合は，電動補助給水ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリードは，復水タンク水を蒸気発生器へ注水し，主蒸

気ドレンラインから２次系ブローダウンタンクを経由し，総

合排水処理設備に滞留させ，水質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去設備による崩

壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確認できない場

合において，低温停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィード
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アンドブリードにより原子炉を冷却する手順の概要は，以

下のとおり。概略系統を第1.4.37図に，タイムチャートを

第1.4.38図に示す。 

ｲ) 発電長は，作業着手の判断基準に基づき，運転員等に

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィード

アンドブリードの準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室で電動補助給水ポンプから蒸

気発生器へ給水されていることを蒸気発生器水位計や補

助給水流量計により確認する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室及び現場で他の系統と連絡す

る弁の閉止を確認するとともに，蒸気発生器２次側のフ

ィードアンドブリード水の排水先を２次系ブローダウン

タンク側とする。 

ﾆ) 運転員等は，現場で主蒸気管のドレンラインの排水経

路の系統構成を実施する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で補助給水流量調節弁を操作

し，補助給水流量を増加させる。なお，補助給水流量調

節弁の電源がない場合は現場で調整する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器２次側のフィー

ドアンドブリードにより，１次冷却材高温側温度計や１

次冷却材低温側温度計にて原子炉が冷却されていること

を確認する。 

ﾄ) 運転員等は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブリ

ード水が総合排水処理設備に滞留していることを確認す

る。 



付－1－1.4－76 

ﾁ) 発電長は，電源がない場合は交流動力電源が回復した

後，水質を確認した上で海水へ放出することを指示する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等2名で実施する。

現場における対応は運転員等2名及び保修対応要員4名にて

作業を実施し，所要時間は約5時間10分と想定する。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

電動補助給水ポンプの使用ができない場合において，主蒸

気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，低温停

止への移行が必要な場合は，可搬型代替注水中型ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードは，中間受槽又は海（海水ポンプピット，

１号炉取水路）を水源とし，淡水又は海水を蒸気発生器へ注

水する。排出される水は主蒸気ドレンラインから２次系ブロ

ーダウンタンクを経由し，総合排水処理設備に滞留させ，水

質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

電動補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への注

水を補助給水流量等にて確認できない場合において，低温

停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフ



付－1－1.4－77 

ィードアンドブリードにより原子炉を冷却する手順の概要

は，以下のとおり。概略系統を第1.4.37図に，タイムチャ

ートを第1.4.38図に，ホース布設ルート図を第1.4.36図に

示す。 

ｲ) 中間受槽から蒸気発生器への注水によるフィードアン

ドブリード 

ｲ)-1 発電長は，作業着手の判断基準に基づき運転員等及

び保修対応要員に可搬型代替注水中型ポンプによる蒸

気発生器２次側のフィードアンドブリードの準備作業

と系統構成を指示する。 

ｲ)-2 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管

場所へ移動し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホース

とあわせて所定の場所に移動させる。 

ｲ)-3 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホース

を可搬型代替注水中型ポンプから蒸気発生器代替供給

接続口まで布設する。 

ｲ)-4 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプ及び蒸気発生器代替供給接続口と接続後，中

間受槽に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を設置す

る。 

ｲ)-5 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型代替注水

中型ポンプによる蒸気発生器への注水のための系統構

成を実施する。 

ｲ)-6 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発

生器への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応
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要員に注水開始を指示する。 

ｲ)-7 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了している

ことを確認し，可搬型代替注水中型ポンプを現場で起

動し運転状態を確認後，運転員等へ連絡する。 

ｲ)-8 運転員等は，可搬型代替注水中型ポンプ起動後，中

央制御室で蒸気発生器へ給水されていることを蒸気発

生器水位計や補助給水流量計により確認する。 

ｲ)-9 運転員等は，中央制御室及び現場で他の系統と連絡

する弁の閉止を確認するとともに，蒸気発生器２次側

のフィードアンドブリード水の排水先を２次系ブロー

ダウンタンク側とする。 

ｲ)-10 運転員等は，現場で主蒸気管のドレンラインの排水

経路の系統構成を実施する。  

ｲ)-11 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードにより，１次冷却材高温側温度計

や１次冷却材低温側温度計にて原子炉が冷却されてい

ることを確認する。 

ｲ)-12 運転員等は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リード水が総合排水処理設備に滞留していることを確

認する。 

ｲ)-13 発電長は，電源がない場合は交流動力電源が回復し

た後，水質を確認した上で海水へ放出することを指示

する。 

ｲ)-14 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転

状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油
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作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。

（燃料を給油しない場合，可搬型代替注水中型ポンプ

は約2.5時間の運転が可能。） 

ﾛ) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から蒸気発生

器への注水によるフィードアンドブリード 

ﾛ)-1 発電長は，作業着手の判断基準に基づき，運転員等

及び保修対応要員に可搬型代替注水中型ポンプによる

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードの準備作

業と系統構成を指示する。 

ﾛ)-2 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管

場所へ移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて

所定の場所に移動させる。 

ﾛ)-3 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプから蒸気発生器代替供給接続口まで布設する。 

ﾛ)-4 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中

型ポンプ及び蒸気発生器代替供給接続口と接続後，海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）に可搬型代替注

水中型ポンプの取水部を水面より低く着底しない位置

に設置する。 

ﾛ)-5 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型代替注水

中型ポンプによる蒸気発生器への注水のための系統構

成を実施する。 

ﾛ)-6 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプにより蒸気発

生器への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応

要員に注水開始を指示する。 
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ﾛ)-7 保修対応要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポン

プを起動し起動状態を確認後，運転員等に報告する。 

ﾛ)-8 運転員等は，中央制御室で可搬型代替注水中型ポン

プから蒸気発生器へ給水されていることを蒸気発生器

水位計や補助給水流量計により確認する。 

ﾛ)-9 運転員等は，中央制御室及び現場で他の系統と連絡

する弁の閉止を確認するとともに，蒸気発生器２次側

のフィードアンドブリード水の排水先を２次系ブロー

ダウンタンク側とする。 

ﾛ)-10 運転員等は，現場で主蒸気管のドレンラインの排水

経路の系統構成を実施する。 

ﾛ)-11 運転員等は，中央制御室で蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードにより，１次冷却材高温側温度計

や１次冷却材低温側温度計にて原子炉が冷却されてい

ることを確認する。 

ﾛ)-12 運転員等は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リード水が総合排水処理設備に滞留していることを確

認する。 

ﾛ)-13 発電長は，電源がない場合は交流動力電源が回復し

た後，水質を確認した上で海へ放出することを指示す

る。 

ﾛ)-14 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転

状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油

作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。

（燃料を給油しない場合，可搬型代替注水中型ポンプ
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は約2.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等2名で実施する。

現場における対応は運転員等1名及び保修対応要員6名にて

作業を実施し，所要時間は中間受槽を水源とする場合は約

25時間25分，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水

源とする場合は約24時間30分と想定する。 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱除

去設備である余熱除去ポンプの補機冷却水喪失等により崩壊

熱除去機能が喪失した場合は，電動補助給水ポンプ又はター

ビン動補助給水ポンプにより復水タンク水を蒸気発生器へ注

水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱

除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等に

て確認できない場合において，蒸気発生器へ注水するため

に必要な復水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ａ．(a)ⅱ)と同様。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，補助給
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水ポンプが使用できない場合に可搬型代替注水中型ポンプに

より蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

を使用する。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タ

ンク，ろ過水タンク又は原水タンクを使用する。 

淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内

水の塩分濃度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブ

ローダウンラインにより排水を行う。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への注水を

補助給水流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱除

去設備である余熱除去ポンプの補機冷却水喪失等により崩壊

熱除去機能が喪失した場合は，現場にて手動により主蒸気逃

がし弁を開とし，蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う手

順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱

除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等に

て確認できない場合において，蒸気発生器へ注水されてい

ることを補助給水流量等により確認できる場合。 
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ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための手順等」にて整備する。 

ｃ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，

低温停止への移行が必要な場合は，電動補助給水ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフ

ィードアンドブリードは，復水タンク水を蒸気発生器へ注水

し，主蒸気ドレンラインから２次系ブローダウンタンクを経

由し，総合排水処理設備に滞留させ，水質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱

除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等に

て確認できない場合において，低温停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(a)ⅱ)と同様。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

電動補助給水ポンプの使用ができない場合において，主蒸

気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，低温停

止への移行が必要な場合は，可搬型代替注水中型ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を
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整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードは，中間受槽又は海（海水ポンプピット，

１号炉取水路）を水源とし，淡水又は海水を蒸気発生器へ注

水する。排出される水は主蒸気ドレンラインから２次系ブロ

ーダウンタンクを経由し，総合排水処理設備に滞留させ，水

質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

電動補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への注

水を補助給水流量等にて確認できない場合において，低温

停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(b)ⅱ)と同様。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

空冷式非常用発電機等の代替電源に関する手順及び空冷式非

常用発電機への燃料補給の手順等は，「1.14 電源の確保に関

する手順等｣にて整備する。 

復水タンクが枯渇や破損時の補給手順等は，「1.13 重大事

故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は，

「1.13  重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて

整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 
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(4) 優先順位 

１次冷却材喪失事象でない場合に，フロントライン系又はサ

ポート系故障により原子炉の冷却機能が喪失した場合の冷却手

段の優先順位を以下に示す。 

蒸気発生器が使用可能であれば，蒸気発生器への注水を優先

し，注水が確保されれば蒸気放出を実施し，蒸気発生器２次側

による炉心冷却操作を行う。蒸気発生器２次側による炉心冷却

手段のうち，蒸気発生器への注水については，電動補助給水ポ

ンプ又はタービン動補助給水ポンプを用い，これらの補助給水

ポンプが使用できない場合は，常用系電源が健全であれば脱気

器タンクを水源とした電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポン

プ又は可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水操

作を行う。可搬型代替注水中型ポンプは使用準備に時間を要す

ることから電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプを優先

して使用する。蒸気放出については，主蒸気逃がし弁を用い，

主蒸気逃がし弁が使用できない場合は，常用系電源が健全であ

ればタービンバイパス弁を使用する。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり低温

停止に移行する場合は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リードを行う。 

全交流動力電源喪失等により主蒸気逃がし弁が中央制御室か

ら操作できない場合においては，現場にて手動により主蒸気逃

がし弁を開とし，蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.39図，第1.4.40図

に示す。 
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1.4.2.3 運転停止中の場合 

運転停止中とは，１次冷却材温度177℃未満，１次冷却材圧力

2.7MPa[gage]以下で余熱除去設備により原子炉を冷却している期間

（全ての燃料が格納容器の外にある場合を除く。）とする。 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により余熱除去設備が使用

できない場合において，１次冷却系が満水状態であれば，蒸気発生

器２次側による炉心冷却に期待する。 

１次冷却系に開口部（加圧器逃がし弁，加圧器安全弁取外し中）

がある状態であれば，蒸散による炉心冷却に期待する。 

運転停止中におけるミッドループ運転中とは，燃料を取り出す前

に１次冷却系を水抜きし，１次冷却材管中心付近（ノズルセンタ）

まで低下させた状態をいう。 

なお，原子炉キャビティが高水位の状態においては，燃料取替用

水タンクから原子炉へ注水する水量は限定されるが，原子炉キャビ

ティに保有水があることから，早期に原子炉へ注水する必要はない。

蒸散に伴う１次冷却系の保有水低下後は，格納容器再循環サンプに

水位があることを確認し，低圧再循環運転を実施する。 

また，格納容器への蒸散に伴い，格納容器内の環境が悪化するこ

とから，格納容器内の作業員を退避させる。 

これらの対応手順を以下に示す。 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．炉心注水 

(a) 充てん／高圧注入ポンプによる炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，充てん／高圧注入
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ポンプにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順

を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合において，原子炉へ注水するために必要な

燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

運転停止中の充てん／高圧注入ポンプによる炉心注水手

順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.4.41図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

充てん／高圧注入ポンプによる原子炉への注水を指示す

る。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて充てん／高圧注入ポンプ

吸込みを体積制御タンクから燃料取替用水タンクへ切替

え，原子炉への注水のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，充てん／高圧注入ポンプが運転していな

い場合は，中央制御室にて充てん／高圧注入ポンプを起

動後，充てん流量制御弁を開とし，原子炉への注水を行

う。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度や充てん流

量計等により原子炉の冷却及び充てん／高圧注入ポンプ

の運転状態に異常がないことを継続して確認する。また，

冷却状態が維持できない場合は，溢水させフィードアン

ドブリードする。 
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ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により作業

を実施する。 

(b) 高圧注入ポンプによる炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，高圧注入ポンプに

より燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備す

る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合，かつ充てん／高圧注入ポンプ又は充てん

ポンプによる原子炉への注水を充てんライン流量等で確認

できない場合において，原子炉へ注水するために必要な燃

料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

運転停止中の高圧注入ポンプによる炉心注水手順の概要

は以下のとおり。概略系統を第1.4.42図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

高圧注入ポンプによる原子炉への注水を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて高圧注入ポンプによる原

子炉への注水のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 発電長は，高圧注入ポンプによる原子炉への注水が可

能となれば，運転員等に原子炉へ注水の開始を指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室で高圧注入ポンプを起動し，
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原子炉への注水が開始されたことを確認する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度や高圧注入

ポンプ流量等により原子炉の冷却及び高圧注入ポンプの

運転状態に異常がないことを継続して確認する。また，

冷却状態が維持できない場合は，溢水させフィードアン

ドブリードする。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により作業

を実施する。 

(c) 蓄圧タンクによる炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，蓄圧タンク水を原

子炉へ注水する手順を整備する。 

蓄圧タンクによる注水は，タンク内圧力を利用するためタ

ンク水位が低下し圧力が下がった場合には，原子炉への注水

を停止する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中の燃料取替用水タンクの重力注水により，原

子炉への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場

合において，原子炉へ注水するために必要な蓄圧タンクの

水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

運転停止中の蓄圧タンクによる炉心注水手順の概要は以

下のとおり。概略系統を第1.4.43図に，タイムチャートを

第1.4.44図に示す。 
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ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

蓄圧タンクによる原子炉への注水の準備を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，現場で蓄圧タンク出口弁の電源を投入す

る。 

ﾊ) 運転員等は，蓄圧タンク出口弁を1台ずつ開とし，蓄圧

タンクによる原子炉への注水を開始する。注水開始後，

中央制御室で蓄圧タンク水位計，１次冷却系ループ水位

計及び加圧器水位計により，原子炉への注水が確保され

たことを確認する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室にて１次冷却系保有水量及び

１次冷却材温度等により原子炉の冷却状態に異常がない

ことを継続して確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場にお

ける対応は運転員等1名により作業を実施し，所要時間を約

18分と想定する。 

ｂ．代替炉心注水 

(a) 充てんポンプによる代替炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，充てんポンプによ

り燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合，かつ充てん／高圧注入ポンプによる原子
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炉への注水を充てんライン流量等で確認できない場合にお

いて，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タンク

の水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

運転停止中の充てんポンプによる代替炉心注水手順の概

要は以下のとおり。概略系統を第1.4.5図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

充てんポンプによる原子炉への注水を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて充てんポンプ吸込みを体

積制御タンクから燃料取替用水タンクへ切替え，原子炉

へ注水のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，充てんポンプが運転していない場合は，

中央制御室にて充てんポンプを起動後，充てん流量制御

弁を開とし，原子炉への注水を行う。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度や充てん流

量計等により原子炉の冷却及び充てんポンプの運転状態

に異常がないことを継続して確認する。また，冷却状態

が維持できない場合は，溢水させフィードアンドブリー

ドする。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により作業

を実施する。 

(b) 燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水 

運転停止中のミッドループ運転中において，余熱除去設備

である余熱除去ポンプの故障等により崩壊熱除去機能が喪失
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した場合は，燃料取替用水タンクからの重力注水により燃料

取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

なお，燃料取替用水タンクの重力注水は燃料取替用水タン

クの水頭圧を利用するため，燃料取替用水タンクの水位が低

下した場合は，重力注水を停止する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に充てん／高圧注入ポンプ，充てんポンプ及

び高圧注入ポンプの故障等により，原子炉への注水を充て

んライン流量等にて確認できない場合において，原子炉へ

注水するために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保さ

れている場合。 

ⅱ) 操作手順 

運転停止中の燃料取替用水タンクからの重力注水による

代替炉心注水手順の概要は以下のとおり。概略系統を第

1.4.45図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

燃料取替用水タンクからの重力注水による原子炉への注

水の準備を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室で燃料取替用水タンクからの

重力注水に必要な系統構成と他の系統と連絡する弁の閉

止状態を確認する。 

ﾊ) 発電長は，原子炉への注水が可能となれば，原子炉へ

の注水開始を指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室で余熱除去ポンプ入口燃料取

替用水タンク側切替弁及び余熱除去冷却器出口隔離弁の



付－1－1.4－93 

開，余熱除去冷却器バイパス流量制御弁を調整し，燃料

取替用水タンクからの重力注水による原子炉への注水を

開始する。注水開始後，中央制御室で余熱除去ライン流

量計，燃料取替用水タンク水位計，１次冷却系ループ水

位計及び加圧器水位計により，原子炉への注水が確保さ

れたことを確認する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室にて１次冷却系保有水量及び

１次冷却材温度や余熱除去ライン流量計等により原子炉

の冷却状態に異常がないことを継続して確認する。また，

冷却状態が維持できない場合は，溢水させフィードアン

ドブリードする。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で行うこと

が可能である。 

(c) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，格納容器スプレイ

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により燃料取替

用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中の蓄圧タンクによる原子炉への注水を，蓄圧

タンク圧力等にて確認できない場合において，原子炉へ注

水するために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保され

ている場合。 
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ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(b)ⅱ)と同様。 

(d) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，常設低圧代替注水

ポンプにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順

を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンク

が使用できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に高圧注入ポンプの故障等により，原子炉へ

の注水を高圧注入ポンプ出口流量等にて確認できない場合

において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タ

ンク等の水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

(e) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，電動消火ポンプ又

はディーゼル駆動消火ポンプによりろ過水タンク水を原子炉

へ注水する手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，

重大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないこと

を確認して使用する。 
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ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に常設低圧代替注水ポンプの故障等により，

原子炉への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない

場合において，原子炉へ注水するために必要なろ過水タン

クの水位が確保されており，重大事故等対処に悪影響を与

える火災の発生がなく，消火用として電動消火ポンプ又は

ディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(d)ⅱ)と同様。 

(f) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，可搬型低圧代替注

水ポンプにより淡水又は海水を原子炉へ注水する手順を整備

する。水源は中間受槽を使用する。中間受槽への供給は，淡

水である２次系純水タンク，ろ過水タンク，原水タンクから，

使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に常設低圧代替注水ポンプの故障等により，

原子炉への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない

場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(e)ⅱ)と同様。 

ｃ．代替再循環運転 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替再循環運転 
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運転停止中に，余熱除去ポンプの故障等により格納容器再

循環サンプ水を原子炉へ注水する機能が喪失した場合，1系列

の格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）により格納容器再循環サンプ水を原子炉へ注水する。ま

た，余熱除去冷却器の故障により格納容器再循環サンプ水の

冷却機能が喪失した場合は，他の系列の格納容器スプレイポ

ンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）及び余熱除去冷却

器により格納容器再循環サンプ水を原子炉へ注水する手順を

整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，原子炉へ

の注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合にお

いて，代替再循環運転をするために必要な格納容器再循環

サンプの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ｂ．(a)ⅱ)と同様。 

ｄ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，電動補助給水ポン

プ又はタービン動補助給水ポンプにより復水タンク水を蒸気

発生器へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去
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設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合において，１次冷却系に開口部がなく，蒸

気発生器へ注水するために必要な復水タンクの水位が確保

されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

補助給水ポンプによる蒸気発生器への注水操作は，中央

制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により

対応する。 

(b) 電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発

生器への注水 

補助給水ポンプが使用出来ない場合に，脱気器タンク水を

常用系設備である電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポン

プにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に補助給水ポンプの故障等により，補助給水

流量等が確認できない場合において，外部電源により所内

常用母線が受電されており，蒸気発生器へ注水するために

必要な脱気器タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプによる蒸気

発生器への注水操作は，中央制御室での遠隔起動が可能で

あり，通常の運転操作により対応する。 

(c) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

補助給水ポンプが使用できず，さらに電動主給水ポンプ及

び蒸気発生器水張ポンプが使用できない場合に可搬型代替注
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水中型ポンプにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

を使用する。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タ

ンク，ろ過水タンク又は原水タンクを使用する。 

淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内

水の塩分濃度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブ

ローダウンラインにより排水を行う。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポン

プの故障等により，蒸気発生器への注水を蒸気発生器水位

等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

ｅ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

運転停止中に余熱除去設備である余熱除去ポンプの故障等

により崩壊熱除去機能が喪失した場合は，中央制御室にて主

蒸気逃がし弁を開とし，蒸気発生器２次側による炉心冷却を

行う手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合において，蒸気発生器へ注水されているこ

とを補助給水流量等により確認できる場合。 

ⅱ) 操作手順 
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主蒸気逃がし弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作が

可能であり，通常の運転操作により対応する。 

(b) タービンバイパス弁による蒸気放出 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器の蒸気放出ができない場

合に，常用系設備であるタービンバイパス弁を中央制御室で

開弁し，蒸気発生器からの蒸気放出を行う手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に主蒸気逃がし弁による蒸気放出が主蒸気ラ

イン圧力等にて確認できない場合において，外部電源によ

り所内常用母線が受電されており，２次冷却系の設備が運

転中であり復水器の真空度が維持されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

タービンバイパス弁の開操作は，中央制御室での遠隔操

作が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｆ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，

低温停止への移行が必要な場合は，電動補助給水ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリードは，復水タンク水を蒸気発生器へ注水し，主蒸

気ドレンラインから２次系ブローダウンタンクを経由し，総

合排水処理設備に滞留させ，水質を確認し排出する。 
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ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等にて確

認できない場合において，低温停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(a)ⅱ)と同様。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

電動補助給水ポンプの使用ができない場合において，主蒸

気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，低温停

止への移行が必要な場合は，可搬型代替注水中型ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードは，中間受槽又は海（海水ポンプピット，

１号炉取水路）を水源とし，淡水又は海水を蒸気発生器へ注

水する。排出される水は主蒸気ドレンラインから２次系ブロ

ーダウンタンクを経由し，総合排水処理設備に滞留させ，水

質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

電動補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への注

水を補助給水流量等にて確認できない場合において，低温

停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(b)ⅱ)と同様。 
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ｇ．その他の手順項目にて考慮する手順 

燃料取替用水タンクが枯渇又は破損時の対応手順，可搬型設

備により注水する際の水源については，「1.13 重大事故等の

収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型低圧代替注水ポンプへの給油に関する手順は，「1.6 

原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプへの給油に関する手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｈ．優先順位 

運転停止中に余熱除去ポンプの故障等により崩壊熱除去機能

が喪失した場合の冷却手段の優先順位を以下に示す。 

運転停止中に崩壊熱除去機能が喪失した場合は，格納容器か

らの作業員の退避指示を行い，格納容器の隔離を行う。 

格納容器隔離弁閉止後に，１次冷却系に開口部がない場合は，

蒸気発生器２次側による炉心冷却を優先する。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却として，蒸気放出は主蒸気

逃がし弁を用い，主蒸気逃がし弁が使用できない場合は，ター

ビンバイパス弁を使用する。蒸気発生器への注水については，

電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプを用い，補

助給水ポンプが使用できない場合は，脱気器タンクを水源とし

た電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ又は可搬型代替注

水中型ポンプによる蒸気発生器への注水を行う。可搬型代替注

水中型ポンプは使用準備に時間を要することから，電動主給水
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ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプを優先して使用する。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり低温

停止に移行する場合は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リードを行う。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却ができない場合は，原子炉

への注水による炉心冷却を行う。炉心注水，代替炉心注水に使

用する補機の優先順位は，中央制御室の操作にて系統構成が容

易な，充てん／高圧注入ポンプ，充てんポンプ，高圧注入ポン

プの順に注水を行う。これらが使用できない場合は，燃料取替

用水タンクからの重力注水による代替炉心注水を行う。燃料取

替用水タンクからの重力注水ができない場合は，蓄圧タンクに

よる原子炉への注水を行う。 

上記手段による注水ができない場合は，準備時間の短い格納

容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常

設低圧代替注水ポンプの順に代替炉心注水を行う。 

これらの手段が使用できない場合は，電動消火ポンプ又はデ

ィーゼル駆動消火ポンプにより代替炉心注水を行う。ただし，

構内で火災が発生した場合は，消火活動に優先して使用する。 

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉

心注水ができない場合は，可搬型低圧代替注水ポンプによる代

替炉心注水を行う。可搬型低圧代替注水ポンプは重大事故等対

処設備であるが，使用準備に時間を要することから，あらかじ

め可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，設置及び接続の準備を

行い，多様性拡張設備を含む他の注水手段がなければ代替炉心

注水を行う。可搬型低圧代替注水ポンプの水源は中間受槽を使
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用する。中間受槽への供給は，淡水を用いる手段を優先し，そ

れができない場合には海水を使用する。 

炉心注水又は代替炉心注水により燃料取替用水タンク水等を

原子炉へ注水後，格納容器再循環サンプに水源を切り替えて，

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

及び余熱除去冷却器を用いた代替再循環運転により原子炉への

注水操作を行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.46図に示す。 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．代替炉心注水 

(a) 燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水 

運転停止中のミッドループ運転中において，全交流動力電

源又は原子炉補機冷却機能の喪失により余熱除去設備による

崩壊熱除去機能が喪失した場合に，燃料取替用水タンクから

の重力注水により燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する

手順を整備する。 

なお，燃料取替用水タンクの重力注水は燃料取替用水タン

クの水頭圧を利用するため，燃料取替用水タンクの水位が低

下した場合には，重力注水を停止する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中のミッドループ運転中における全交流動力電

源又は原子炉補機冷却機能が喪失した場合において，余熱

除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量等で

確認できず，燃料取替用水タンクの水位が確保されている

場合。 
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ⅱ) 操作手順 

燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水

手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.4.45図に，タ

イムチャートを第1.4.47図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に

燃料取替用水タンクからの重力注水による原子炉への注

水の準備を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室で燃料取替用水タンクからの

重力注水に必要な系統構成と他の系統と連絡する弁の閉

止状態を確認する。 

ﾊ) 発電長は，原子炉への注水が可能となれば，原子炉へ

の注水開始を指示する。 

ﾆ) 運転員等は，現場で余熱除去ポンプ入口燃料取替用水

タンク側切替弁を手動で開弁し，燃料取替用水タンクか

らの重力注水による原子炉への注水を開始する。注水開

始後，中央制御室で燃料取替用水タンク水位計，１次冷

却系ループ水位計※ ８及び加圧器水位計により，原子炉へ

の注水が確保されたことを確認する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度の指示によ

り，原子炉が継続して冷却状態であることを確認する。 

※８ 全交流動力電源が喪失した場合は，常用系の蓄電

池により約30分の監視が可能。また，空冷式非常

用発電機により電源が回復するので，継続監視が

可能である。 

ⅲ) 操作の成立性 
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上記の現場における対応は運転員等1名で行うことが可能

であり，所要時間は約25分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照

明，通信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運

転状態と同程度である。 

(b) 蓄圧タンクによる代替炉心注水 

運転停止中のミッドループ運転中に全交流動力電源又は原

子炉補機冷却機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除

去機能が喪失した場合に，蓄圧タンク水を原子炉へ注水する

手順を整備する。 

蓄圧タンクによる注水は，タンク内圧力を利用するためタ

ンク水位が低下し圧力が下がった場合には，原子炉への注水

を停止する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中のミッドループ運転中における全交流動力電

源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，余熱除去設備による

崩壊熱除去機能が喪失した場合において，燃料取替用水タ

ンクの重力注水による原子炉への注水を余熱除去ライン流

量等にて確認できず，蓄圧タンクの水位が確保されている

場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.3(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

運転停止中において，全交流動力電源又は原子炉補機冷却

機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失
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した場合は，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タ

ンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンク

が使用できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ラ

イン流量等にて確認できない場合において，原子炉へ注水

するために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保され

ている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

(d) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注

水 

運転停止中において，全交流動力電源又は原子炉補機冷却

機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失

した場合は，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）により

燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉

への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合に

おいて，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タン

クの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 
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1.4.2.1(2)ａ．(b)ⅱ)と同様。 

(e) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水 

運転停止中において，全交流動力電源又は原子炉補機冷却

機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失

した場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨ

ＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により燃料取替用水タンク水

を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）の故障等

により，原子炉への注水を充てんライン流量等にて確認で

きない場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料

取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(2)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

(f) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替

炉心注水 

運転停止中において，全交流動力電源喪失により余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合は，常用設備であ

るディーゼル駆動消火ポンプによりろ過水タンク水を原子炉

へ注水する手順を整備する。 

また，運転停止中に原子炉補機冷却機能喪失事象が発生し

た場合は，常用設備である電動消火ポンプによりろ過水タン

ク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 
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ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，

重大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないこと

を確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲ

Ｓ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，原子炉への

注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合におい

て，原子炉へ注水するために必要なろ過水タンクの水位が

確保されており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の

発生がなく，消火用として電動消火ポンプ又はディーゼル

駆動消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(d)ⅱ)と同様。 

(g) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

運転停止中において，全交流動力電源又は原子炉補機冷却

機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失

した場合は，可搬型低圧代替注水ポンプにより淡水又は海水

を原子炉へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽を使用する。中間受槽への供給は，淡水で

ある２次系純水タンク，ろ過水タンク，原水タンクから，使

用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲ
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Ｓ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，原子炉への

注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.1(1)ａ．(e)ⅱ)と同様。 

ｂ．代替再循環運転 

(a) 運転停止中において全交流動力電源喪失事象が発生した場

合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運

転 

運転停止中において，全交流動力電源喪失により余熱除

去設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合は，Ｂ余熱除

去ポンプ（海水冷却）を用いた低圧代替再循環による原子

炉への注水を行い，あわせて，可搬型代替注水大型ポンプ

を用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内

自然対流冷却により格納容器内を冷却する手順を整備する。 

ｲ) 手順着手の判断基準 

運転停止中における全交流動力電源喪失時，余熱除去

設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合において，可

搬型代替注水大型ポンプにより代替補機冷却水が確保さ

れ，かつ代替再循環運転をするために必要な格納容器再

循環サンプの水位が確保されている場合。 

ﾛ) 操作手順 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環

運転手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.4.48図

に，タイムチャートを第1.4.49図に示す。 
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なお，可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却水通

水操作は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するため

の手順等｣にて整備する。 

ﾛ)-1 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等

にＢ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循

環運転の準備と系統構成を指示する。 

ﾛ)-2 運転員等は，中央制御室で低圧代替再循環運転のた

めの系統構成を実施する。 

ﾛ)-3 運転員等は，中央制御室でＢ余熱除去ポンプを起動

し，ポンプ出口圧力等によりＢ余熱除去ポンプの起動

状態に異常がないことを確認するとともに原子炉へ注

水されていることを余熱除去ライン流量計で確認する。 

ﾛ)-4 運転員等は，中央制御室で１次冷却材温度の低下や

余熱除去ライン流量計等により，原子炉の冷却及びＢ

余熱除去ポンプの運転状態に異常がないことを継続し

て確認する。 

ﾊ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で実施す

る。 

(b) 運転停止中において原子炉補機冷却機能喪失事象が発生し

た場合 

ⅰ) Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運

転 

運転停止中において原子炉補機冷却機能が喪失した場合

は，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）を用いた低圧代替再循
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環運転を行い，あわせて，可搬型代替注水大型ポンプを用

いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然

対流冷却により格納容器内を冷却する手順を整備する。 

ｲ) 手順着手の判断基準 

運転停止中における原子炉補機冷却機能喪失時，余熱除

去設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合において，原

子炉への注水を余熱除去ライン流量等にて確認できない場

合に，可搬型代替注水大型ポンプにより代替補機冷却水が

確保され，かつ代替再循環運転をするために必要な格納容

器再循環サンプの水位が確保されている場合。 

ﾛ) 操作手順 

1.4.2.3(2)ｂ．(a)ⅰ)ﾛ)と同様。 

ｃ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

(a) 電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる

蒸気発生器への注水 

運転停止中において，全交流動力電源又は原子炉補機冷却

機能の喪失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失

した場合は，電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポ

ンプにより復水タンク水を蒸気発生器へ注水する手順を整備

する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ラ

イン流量等にて確認できない場合において，１次冷却系に

開口部がなく，蒸気発生器へ注水するために必要な復水タ
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ンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ａ．(a)ⅱ)と同様。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪

失により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失し，補助

給水ポンプが使用できない場合に，可搬型代替注水中型ポン

プにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

を使用する。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タ

ンク，ろ過水タンク又は原水タンクを使用する。淡水又は海

水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内水の塩分濃度

及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンラ

インにより排水を行う。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への

注水を補助給水流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ａ．(c)ⅱ)と同様。 

ｄ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

(a) 現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪

失により，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失した場

合は，現場にて手動により主蒸気逃がし弁を開とし，蒸気発
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生器２次側による炉心冷却を行う手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ラ

イン流量等にて確認できない場合において，蒸気発生器へ

注水されていることを補助給水流量等により確認できる場

合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧

するための手順等」にて整備する。 

ｅ．蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード 

(a) 電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリード 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，

低温停止への移行が必要な場合は，電動補助給水ポンプによ

る蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を

整備する。 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器２次側のフィードア

ンドブリードは，復水タンク水を蒸気発生器へ注水し，主蒸

気ドレンラインから２次系ブローダウンタンクを経由し，総

合排水処理設備に滞留させ，水質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ラ

イン流量等にて確認できない場合において，低温停止に移
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行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(a)ⅱ)と同様。 

(b) 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリード 

電動補助給水ポンプの使用ができない場合において，主蒸

気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり，低温停

止への移行が必要な場合，可搬型代替注水中型ポンプによる

蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードを行う手順を整

備する。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器２次側のフィ

ードアンドブリードは，中間受槽又は海（海水ポンプピット，

１号炉取水路）を水源とし，淡水又は海水を蒸気発生器へ注

水する。排出される水は主蒸気ドレンラインから２次系ブロ

ーダウンタンクを経由し，総合排水処理設備に滞留させ，水

質を確認し排出する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が

喪失し，電動補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器

への注水を補助給水流量等にて確認できない場合において，

低温停止に移行する場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.4.2.2(1)ｃ．(b)ⅱ)と同様。 

ｆ．その他の手順項目にて考慮する手順 

空冷式非常用発電機等の代替電源に関する手順及び空冷式非
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常用発電機への燃料補給の手順等は，「1.14 電源の確保に関

する手順等｣にて整備する。 

燃料取替用水タンクが枯渇又は破損時の対応手順，可搬型設

備により注水する際の水源については，「1.13 重大事故等の

収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替低圧注水ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプへ

の燃料補給に関する手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等

のための手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて

整備する。 

余熱除去ポンプ補機冷却水喪失に対する回復操作に係る手順

については，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手

順等｣にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユ

ニットによる格納容器内自然対流冷却手順については，「1.7 

原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等｣にて整備す

る。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 

事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｇ．優先順位 

運転停止中にサポート系の故障により崩壊熱除去機能が喪失

した場合の冷却手段の優先順位を以下に示す。 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失

により余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合は，
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格納容器からの作業員の退避指示を行い，格納容器の隔離を行

う。 

格納容器隔離弁閉止後に，１次冷却系に開口部がない場合は，

蒸気発生器２次側による炉心冷却を優先する。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却として，蒸気発生器への注

水は，タービン動補助給水ポンプを使用する。 

空冷式非常用発電機からの受電後は必要により電動補助給水

ポンプを使用する。補助給水ポンプが使用できない場合は，可

搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水操作を行う。 

蒸気発生器への注水が確保されれば，現場にて手動により主

蒸気逃がし弁を開とし，蒸気発生器２次側による炉心冷却を行

う。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系の冷却効果がなくなり低温

停止に移行する場合は，蒸気発生器２次側のフィードアンドブ

リードを行う。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却ができない場合は，原子炉

への注水により炉心の冷却を行う。まず，燃料取替用水タンク

の重力注水による代替炉心注水を行う。燃料取替用水タンク

（重力注水）は多様性拡張設備であるが，電源回復しない場合

でも注水が可能であるため優先して使用する。 

空冷式非常用発電機から受電後は，準備時間が短い蓄圧タン

クによる代替炉心注水を行う。並行して継続的に原子炉へ注水

するために注水流量が大きい常設低圧代替注水ポンプを準備し，

準備が整えば代替炉心注水を行う。 

常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水ができない場合
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は，高揚程であるＢ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）を使

用する。Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉

心注水ができない場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷

却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替炉心注水

を行う。 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳ

タイライン使用）による代替炉心注水ができない場合は，ディ

ーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水を行う。ただし，構

内で火災が発生した場合においては，消火活動に優先して使用

する。ディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水ができな

い場合は，可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水を行

う。可搬型低圧代替注水ポンプは重大事故等対処設備であるが，

使用準備に時間を要することから，あらかじめ可搬型低圧代替

注水ポンプ等の運搬，設置及び接続の準備を行い，多様性拡張

設備を含む他の注水手段がなければ原子炉への注水を行う。可

搬型低圧代替注水ポンプの水源は中間受槽を使用する。中間受

槽への供給は，淡水を用いる手段を優先し，それができない場

合には海水を使用する。 

また，原子炉補機冷却機能喪失時は上記手段に加えて電動消

火ポンプによる代替炉心注水の手段がある。 

電動消火ポンプは原子炉補機冷却機能喪失時でも使用可能な

ためＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳ

Ｓタイライン使用）による代替炉心注水ができない場合に使用

する。 

代替炉心注水により燃料取替用水タンク水等を原子炉へ注水
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後，格納容器再循環サンプに水源を切り替えて，Ｂ余熱除去ポ

ンプ（海水冷却）を用いた低圧代替再循環運転により原子炉へ

注水を行い，あわせて，可搬型代替注水大型ポンプからの海水

を格納容器再循環ユニットの冷却系へ通水することにより格納

容器内を冷却する。 

運転停止中において原子炉補機冷却機能喪失が発生した場合

は，原子炉への注水後，格納容器再循環サンプに水源を切り替

えて，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）を用いた低圧代替再循環

運転により原子炉へ注水を行い，あわせて，可搬型代替注水大

型ポンプからの海水を格納容器再循環ユニットの冷却系へ通水

することにより格納容器内を冷却する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.4.50図に示す。 

(3) 原子炉格納容器内の作業員を退避させる手順等 

運転停止中において，全交流動力電源喪失等により余熱除去

冷却設備の機能が喪失した場合，又は１次冷却材が流出した場

合に，燃料取替用水タンクの保有水を充てん／高圧注入ポンプ

等にて原子炉へ注水し，開放中の加圧器安全弁から格納容器内

へ蒸散させることにより原子炉を冷却する。この場合は，格納

容器内の雰囲気悪化から格納容器内の作業員を守るために作業

員を退避させる。 

また，運転停止中に１次冷却系の希釈事象が発生し，中性子

源領域中性子束が上昇した場合は，格納容器内の作業員を守る

ために作業員を退避させる。 

なお，運転停止中のミッドループ運転期間外の作業員の退避

については，原子炉容器に燃料を装荷した状態で，かつ１次冷
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却系に開口部がある期間は運転停止中のミッドループ運転中と

同じ管理を行う。 

ａ．手順着手の判断基準 

運転停止中に全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失

し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が余熱除去ライン流量

等により確認できない場合，又は格納容器再循環サンプの水位

等により１次冷却材の流出を確認した場合。 

運転停止中に１次冷却系の希釈事象が発生し，中性子源領域

中性子束の上昇により，中性子源領域炉停止時中性子束高警報

が発信した場合。 

ｂ．操作手順 

格納容器内の作業員を退避させる手順の概要は以下のとおり。 

(a) 発電長は，作業着手の判断基準に基づき，運転員等に格納

容器内の作業員に対し退避を促すよう指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室にて格納容器退避警報又はページ

ング装置により格納容器内の作業員へ退避を指示する。 

(c) 出入監視員は，格納容器内入退域を管理する装置により，

全作業員が退避していることを確認する。 

(d) 各作業の作業責任者（又は代理人）は作業員の点呼を行い，

全作業員が退避していることを確認する。 

(e) 作業責任者（又は代理人）は，出入監視員に点呼結果を連

絡し，出入監視員は，全作業員が退避していることを再確認

するとともに，格納容器エアロックを閉止する。 

(f) 運転員等は，出入監視員に全作業員が退避していることを

確認し，格納容器エアロックの閉止措置を行う。 
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ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における

対応は運転員等2名により作業を実施し，所要時間は約30分と想

定する。 

 

1.4.2.4 復旧に係る手順等 

全交流動力電源が喪失した場合は，空冷式非常用発電機により設

計基準対処設備に給電し，起動及び十分な期間の運転を継続させる。

また，燃料取替用水タンクの枯渇，破損のおそれがある場合は，代

替水源により水を供給する。 

全交流動力電源が喪失した場合の設計基準事故対処設備に空冷式

非常用発電機により給電し機能を回復させる手順は，「1.14 電源

の確保に関する手順等｣にて整備する。また，燃料取替用水タンク

の枯渇，破損時の対応手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要と

なる水の供給手順等」にて整備する。 

余熱除去ポンプの故障等により余熱除去設備が使用できない場合

は，余熱除去設備の復旧を継続して実施する。低温停止に移行する

場合に，余熱除去設備が復旧していない場合は，1.4.2.2(1)ｃ．に

示す蒸気発生器２次側のフィードアンドブリードにより低温停止に

移行する。 

全交流動力電源喪失事象と１次冷却材喪失事象が同時に発生した

場合は，1.4.2.1(2)サポート系故障時で示した手順で対応する。ま

た，運転停止中に全交流動力電源喪失事象が発生した場合は，

1.4.2.3(2)サポート系故障時で示した手順で対応する。 
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第 1 . 4 . 1 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（運転中の１次冷却材喪失事象時におけるフロントライン系故障時） 

※１：燃料取替用水タンクの破損，枯渇時の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※２：ディーゼル発電機等により給電する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプにより炉心注水する場合は，中間受槽を使用する。中間受槽への供給は淡水若しくは海水を使用する。手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※４：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。燃料の補給手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※５：格納容器再循環ユニットで格納容器冷却を行う。格納容器再循環ユニットによる格納容器の冷却手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を

防止するための手順等」にて整備する。 
※６：余熱除去冷却器機能喪失の場合は，健全側の余熱除去冷却器等により代替再循環運転を行う。 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

余熱除去ポンプ 

高圧注入ポンプ 

充てん／高圧注入ポンプ 

燃料取替用水タンク※１ 

代
替
炉
心
注
水
（
ａ
） 

充てんポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）※２ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ※２ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 多
様
性
拡
張
設
備

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※３ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※４ 

タンクローリ※４ 

余熱除去ポンプ 
余熱除去冷却器 
格納容器再循環サンプ余熱

除去ポンプ側隔離弁 

代
替
再
循
環
運
転 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）※２※６ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

格納容器再循環サンプ※６ 

格納容器再循環サンプスクリーン※６ 

余熱除去冷却器※６ 

格納容器再循環サンプスク

リーン 

炉
心
注
水 

※
５ 

充てん／高圧注入ポンプ※２ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

高圧注入ポンプ※２ 

燃料取替用水タンク 

代
替
炉
心
注
水

※
５ 

（ａ） 

余熱除去ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポ

ンプ，燃料取替用水タンク機能喪失時の対応手段のうち

代替炉心注水に用いる設備と同様。 
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第 1 . 4 . 2 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（運転中の１次冷却材喪失事象時におけるサポート系故障時） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備する。 
※２：可搬型低圧代替注水ポンプにより炉心注水する場合は，中間受槽を使用する。中間受槽への供給は淡水若しくは海水を使用する。手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵

タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備

する。 
※４：格納容器再循環ユニットで格納容器冷却を行う。手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※５：海水による代替補機冷却の手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等｣にて整備する。 
※６：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１ 

代
替
炉
心
注
水
（
ａ
） 

常設低圧代替注水ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 
 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

多
様
性
拡
張
設
備

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

代
替
再
循
環
運
転
（
ｂ
） 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）※５ 

Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷却）※５ 

格納容器再循環サンプ 

格納容器再循環サンプスクリーン 

空冷式非常用発電機※１ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側），
（ディーゼル発電機用）※３※６ 

タンクローリ※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

原子炉補機冷却設備 

代
替
炉
心
注
水 

（ａ）

全交流動力電源喪失時の対応手段のうち代替炉心注水

に用いる設備と同様。 

電動消火ポンプ 
多
様
性

拡
張
設
備

代
替
再
循
環

運
転
※
４

（ｂ） 

全交流動力電源喪失時の対応手段のうち代替再循環運

転に用いる設備と同様。 
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第 1 . 4 . 3 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（溶融デブリが原子炉圧力容器内に残存する場合） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：可搬型低圧代替注水ポンプにより炉心注水又は格納容器スプレイする場合は，中間受槽を使用する。中間受槽への供給は淡水若しくは海水を

使用する。手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※４：格納容器再循環ユニットで格納容器冷却を行う。手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
る
場
合 

溶
融
デ
ブ
リ
が
原
子
炉
圧
力
容
器
に
残
存
す
る
場
合 

－ 

格
納
容
器
水
張
り
（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
，
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
）
※
４ 

格納容器スプレイポンプ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する手順 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）※１ 

常設低圧代替注水ポンプ※１ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第 1 . 4 . 4 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 
（運転中の１次冷却材喪失事象が発生していない場合のフロントライン系故障時） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：蒸気発生器へ注水する手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 
※３：可搬型代替注水中型ポンプにより蒸気発生器へ給水する場合は中間受槽を使用し，中間受槽への供給は淡水である２次系純水タンク，ろ過水

タンク又は原水タンクを使用する。使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。なお，蒸気発生器へ淡水又は海水を長時間注水する場合

は，蒸気発生器ブローダウンにより排水を行う。 

※４：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※５：蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード時は，主蒸気ドレンラインを使用する。  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

余熱除去ポンプ 
余熱除去冷却器 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

電動主給水ポンプ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※３ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）

主蒸気逃がし弁 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 タービンバイパス弁 
多
様
性 

拡
張
設
備

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド 

電動補助給水ポンプ※１※２※５ 重
大
事
故
等

対
処
設
備復水タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※３※５ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 
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第 1 . 4 . 5 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 
（運転中の１次冷却材喪失事象が発生していない場合のサポート系故障時） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：蒸気発生器へ注水する手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 
※３：可搬型代替注水中型ポンプにより蒸気発生器へ給水する場合は中間受槽を使用し，中間受槽への供給は淡水である２次系純水タンク，ろ過水

タンク又は原水タンクを使用する。使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。なお，蒸気発生器へ淡水又は海水を長時間注水する場合

は，蒸気発生器ブローダウンにより排水を行う。 
※４：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※５：蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード時は，主蒸気ドレンラインを使用する。 
※６：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 
  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

１
次
冷
却
材
喪
失
事
象
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１ 
原子炉補機冷却設備 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

可搬型代替注水中型ポンプ※３ 多
様
性
拡
張
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る 

炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
） 

主蒸気逃がし弁（手動） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド 

電動補助給水ポンプ※２※５ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

復水タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※３※５ 
多
様
性
拡
張
設
備

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 
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第 1 . 4 . 6 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 
（運転停止中のフロントライン系故障時）（1／2） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：可搬型低圧代替注水ポンプにより炉心注水する場合は，中間受槽を使用する。中間受槽への供給は淡水若しくは海水を使用する。手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※４：余熱除去冷却器機能喪失の場合は，健全側の余熱除去冷却器等により代替再循環運転を行う。 

※５：余熱除去冷却器機能喪失の場合は，健全側の格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により代替注水を行う。 

※６：Ｂ余熱除去冷却器機能喪失の場合に代替注水可能。  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

運
転
停
止
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

余熱除去ポンプ 
余熱除去冷却器 

炉
心
注
水 

充てん／高圧注入ポンプ※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

高圧注入ポンプ※１ 

燃料取替用水タンク 

蓄圧タンク※１ 

代
替
炉
心
注
水 

充てんポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備燃料取替用水タンク（重力注水） 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）※１※５ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ※１※６ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２※６ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

代
替
再
循
環
運
転 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）※１※４ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

格納容器再循環サンプ※４ 

格納容器再循環サンプスクリーン※４ 

余熱除去冷却器※４ 
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第 1 . 4 . 6 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 
（運転停止中のフロントライン系故障時）（2／2） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：可搬型代替注水中型ポンプにより蒸気発生器へ給水する場合は中間受槽を使用し，中間受槽への供給は淡水である２次系純水タンク，ろ過水

タンク又は原水タンクを使用する。使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。なお，蒸気発生器へ淡水又は海水を長時間注水する場合

は，蒸気発生器ブローダウンにより排水を行う。 
※３：蒸気発生器へ注水する手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 
※４：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※５：蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード時は，主蒸気ドレンラインを使用する。 
  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

運
転
停
止
中
の
場
合 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

余熱除去ポンプ 
余熱除去冷却器 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

電動主給水ポンプ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※２ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）

主蒸気逃がし弁 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 タービンバイパス弁 
多
様
性 

拡
張
設
備

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド 

電動補助給水ポンプ※１※３※５ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 復水タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※２※５ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※４ 

タンクローリ※４ 
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第 1 . 4 . 7 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 
（運転停止中のサポート系故障時）（1／2） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：可搬型低圧代替注水ポンプにより炉心注水する場合は，中間受槽を使用する。中間受槽への供給は淡水若しくは海水を使用する。手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵

タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備

する。 
※４：格納容器再循環ユニットで格納容器冷却を行う。手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※５：海水による代替補機冷却の手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 
※６：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 
  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

運
転
停
止
中
の
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１ 

代
替
炉
心
注
水
（
ｃ
） 

燃料取替用水タンク（重力注水） 
多
様
性 

拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 
 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

蓄圧タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

多
様
性 

拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

代
替
再
循
環
運
転
※
４
（
ｄ
） 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）※５ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

格納容器再循環サンプ 

格納容器再循環サンプスクリーン 

空冷式非常用発電機※１ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）， 
（ディーゼル発電機用）※３※６ 

タンクローリ※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※６ 
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第 1 . 4 . 7 表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（運転停止中のサポート系故障時）（2／2） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：可搬型代替注水中型ポンプにより蒸気発生器へ給水する場合は中間受槽を使用し，中間受槽への供給は淡水である２次系純水タンク，ろ過水

タンク又は原水タンクを使用する。使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。なお，蒸気発生器へ淡水又は海水を長時間注水する場合

は，蒸気発生器ブローダウンにより排水を行う。 

※３：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※４：蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード時は，主蒸気ドレンラインを使用する。 
※５：格納容器再循環ユニットで格納容器冷却を行う。手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※６：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

運
転
停
止
中
の
場
合 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１ 
原子炉補機冷却設備 

蒸
気
発
生
器
２
次
側 

に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

可搬型代替注水中型ポンプ※２ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※３ 

タンクローリ※３ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
）

主蒸気逃がし弁（手動） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

蒸
気
発
生
器
２
次
側
の 

フ
ィ
ー
ド
ア
ン
ド
ブ
リ
ー
ド 

電動補助給水ポンプ※４ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※６

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

復水タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※２※４ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※３ 

タンクローリ※３ 

原子炉補機冷却設備 

代
替
炉
心
注
水 

（ｃ） 
運転停止中の全交流動力電源喪失時の対応手段のうち

代替炉心注水に用いる設備と同様。 

電動消火ポンプ 
多
様
性

拡
張
設
備

代
替
再
循
環

運
転
※
５

（ｄ） 

運転停止中の全交流動力電源喪失時の対応手段のうち

代替再循環運転に用いる設備と同様。 
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第1.4.8表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための手順等 

 
監視計器一覧（1／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(a)  充 て ん ポ ン プ に よ る
代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  
・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 充 て ん ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(b)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  
・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  
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監視計器一覧（2／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(b)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 炉 心
注 水  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(c)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

補 機 監 視 機 能  ・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  
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監視計器一覧（3／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(d)  電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 代 替 注 水 消 火 水 流 量 計 （ Ａ Ｍ ）  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 出 力  

・ 出 力 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 間 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 性 子 源 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 間 領 域 起 動 率 計  

・ 中 性 子 源 領 域 起 動 率 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 水 消 火 ポ ン プ 出 口 母 管 圧 力 計  

(e)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  
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監視計器一覧（4／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(e)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 出 力  

・ 出 力 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 間 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 性 子 源 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 間 領 域 起 動 率 計  

・ 中 性 子 源 領 域 起 動 率 計  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(a)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 再 循
環 運 転  

判

断

基

準 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  ・ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

  



付－1－1.4－134 

監視計器一覧（5／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(b)  格 納 容 器 再 循 環 サ ン
プ ス ク リ ー ン 閉 塞 の
兆 候 が 見 ら れ た 場 合
の 手 順  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  
・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  
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監視計器一覧（6／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(b)  格 納 容 器 再 循 環 サ ン
プ ス ク リ ー ン 閉 塞 の
兆 候 が 見 ら れ た 場 合
の 手 順  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 水 位 監 視 装 置  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 サ ー ジ タ ン ク 圧 力 計  
（ Ａ Ｍ ）  
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監視計器一覧（7／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(a)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  
・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  
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監視計器一覧（8／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(b)  Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
に よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

補 機 冷 却  

・ Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 油 冷 却 器  
及 び 封 水 冷 却 器 補 機 冷 却 水 流 量 計  

・ Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 電 動 機 補 機  
冷 却 水 流 量 計  

  



付－1－1.4－138 

監視計器一覧（9／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(c)  Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
（ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ Ｓ Ｓ
タ イ ラ イ ン 使 用 ） に
よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  ・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

補 機 冷 却  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 電 動 機 補 機  
冷 却 水 流 量 計  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 補 機 冷 却 水  
流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

(d)  電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

1.4.2.1(1)ａ ． (d)ⅱ )と 同 様 。  
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監視計器一覧（10／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(e)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (e)ⅱ )と 同 様 。  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(a)  全 交 流 動 力 電 源 喪 失 事 象 と １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 同 時 に 発 生 し た 場 合  

i)  Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ
（ 海 水 冷 却 ） 及 び Ｂ
高 圧 注 入 ポ ン プ （ 海
水 冷 却 ） に よ る 高 圧
代 替 再 循 環 運 転  

判

断

基

準 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  ・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ 原 子 炉 容 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  
・ Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ Ｂ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  
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監視計器一覧（11／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(b)  １ 次 冷 却 材 喪 失 時 に お け る 再 循 環 運 転 時 に 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 喪 失 し た 場 合  

i)  Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ
（ 海 水 冷 却 ） 及 び Ｂ
高 圧 注 入 ポ ン プ （ 海
水 冷 却 ） に よ る 高 圧
代 替 再 循 環 運 転  

判

断

基

準 

補 機 監 視 機 能  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(2)ｂ ． (a)ⅰ )ﾛ)と 同 様 。  

1.4.2.1 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い る 場 合  

(3)  溶 融 デ ブ リ が 原 子 炉
圧 力 容 器 に 残 存 す る
場 合 の 冷 却 手 順 等  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
冷 却  

・ 可 搬 型 温 度 計 測 装 置 （ 格 納 容 器 再 循 環 ユ
ニ ッ ト 入 口 温 度 ／ 出 口 温 度 （ Ｓ Ａ ） ）  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 水 位 監 視 装 置  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 サ ー ジ タ ン ク 圧 力 計
（ Ａ Ｍ ）  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
冷 却  

・ 可 搬 型 温 度 計 測 装 置 （ 格 納 容 器 再 循 環 ユ
ニ ッ ト 入 口 温 度 ／ 出 口 温 度 （ Ｓ Ａ ） ）  
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監視計器一覧（12／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 注 水 ）  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
又 は タ ー ビ ン 動 補 助
給 水 ポ ン プ に よ る 蒸
気 発 生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
－  －  

(b)  電 動 主 給 水 ポ ン プ 又
は 蒸 気 発 生 器 水 張 ポ
ン プ に よ る 蒸 気 発 生
器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 脱 気 器 タ ン ク 水 位 計  

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

操

作
－  －  

(c)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  
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監視計器一覧（13／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 蒸 気 放 出 ）  

(a)  主 蒸 気 逃 が し 弁 に よ
る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
－  －  

(b)  タ ー ビ ン バ イ パ ス 弁
に よ る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 復 水 器 真 空 度 計  

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

操

作
－  －  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
c.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー ド ア ン ド ブ リ ー ド  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
に よ る 蒸 気 発 生 器 ２
次 側 の フ ィ ー ド ア ン
ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

  



付－1－1.4－143 

監視計器一覧（14／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
c.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー ド ア ン ド ブ リ ー ド  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー
ド ア ン ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 注 水 ）  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
又 は タ 一 ビ ン 動 補 助
給 水 ポ ン プ に よ る 蒸
気 発 生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ａ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  
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監視計器一覧（15／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 蒸 気 放 出 ）  

(a)  現 場 手 動 操 作 で の 主
蒸 気 逃 が し 弁 に よ る
蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

操

作

「 1.3 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ を 減 圧 す る た め の 手 順 等 」 に
て 整 備 す る 。  

1.4.2.2 １ 次 冷 却 材 喪 失 事 象 が 発 生 し て い な い 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
c.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー ド ア ン ド ブ リ ー ド  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
に よ る 蒸 気 発 生 器 ２
次 側 の フ ィ ー ド ア ン
ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー
ド ア ン ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (b)ⅱ )と 同 様 。  
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監視計器一覧（16／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 揚 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  炉 心 注 水  

(a)  充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ
ン プ に よ る 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(b)  高 圧 注 入 ポ ン プ に よ
る 炉 心 注 水  

判

断

基

準 
原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(c)  蓄 圧 タ ン ク に よ る 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 圧 力 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 水 位 計  

  



付－1－1.4－146 

監視計器一覧（17／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 揚 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  炉 心 注 水  

(c)  蓄 圧 タ ン ク に よ る 炉
心 注 水  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 蓄 圧 タ ン ク 水 位 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 圧 力 計  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 炉 心 注 水  

(a)  充 て ん ポ ン プ に よ る
代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 充 て ん ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(b)  燃 料 取 替 用 水 タ ン ク
か ら の 重 力 注 水 に よ
る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

  



付－1－1.4－147 

監視計器一覧（18／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 炉 心 注 水  

(c)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 蓄 圧 タ ン ク 圧 力 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 水 位 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (b)ⅱ )と 同 様 。  

(d)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

(e)  電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (d)ⅱ )と 同 様 。  

(f)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (e)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－148 

監視計器一覧（19／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
c.  代 替 再 循 環 運 転  

(a)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 再 循
環 運 転  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
1.4.2.1(1)ｂ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
d.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 注 水 ）  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
又 は タ ー ビ ン 動 補 助
給 水 ポ ン プ に よ る 蒸
気 発 生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能  
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作 

－  －  

(b)  電 動 主 給 水 ポ ン プ 又
は 蒸 気 発 生 器 水 張 ポ
ン プ に よ る 蒸 気 発 生
器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

水 源  ・ 脱 気 器 タ ン ク 水 位 計  

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

操

作
－  －  

(c)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能  
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

操

作
1.4.2.2(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－149 

監視計器一覧（20／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
e.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 蒸 気 放 出 ）  

(a)  主 蒸 気 逃 が し 弁 に よ
る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
－  －  

(b)  タ ー ビ ン バ イ パ ス 弁
に よ る 蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 復 水 器 真 空 度 計  

電 源  
・ 6.6kV2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線 受 電  

電 圧 計  

操

作
－  －  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(1)  フ ロ ン ト ラ イ ン 系 故 障 時 の 手 順 等  
f.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー ド ア ン ド ブ リ ー ド  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
に よ る 蒸 気 発 生 器 ２
次 側 の フ ィ ー ド ア ン
ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー
ド ア ン ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (b)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－150 

監視計器一覧（21／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(a)  燃 料 取 替 用 水 タ ン ク
か ら の 重 力 注 水 に よ
る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

(b)  蓄 圧 タ ン ク に よ る 代
替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 圧 力 計  

・ 蓄 圧 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.3(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

(c)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－151 

監視計器一覧（22／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水  

(d)  Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
に よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(2)ａ ． (b)ⅱ )と 同 様 。  

(e)  Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
（ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ Ｓ Ｓ
タ イ ラ イ ン 使 用 ） に
よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(2)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

(f)  電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (d)ⅱ )と 同 様 。  

(g)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

操

作
1.4.2.1(1)ａ ． (e)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－152 

監視計器一覧（23／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(a)  運 転 停 止 中 に お い て 全 交 流 動 力 電 源 喪 失 事 象 が 発 生 し た 場 合  

i)  Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ
（ 海 水 冷 却 ） に よ る
低 圧 代 替 再 循 環 運 転  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

補 機 監 視 機 能  ・ Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

  



付－1－1.4－153 

監視計器一覧（24／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
b.  代 替 再 循 環 運 転  

(b)  運 転 停 止 中 に お い て 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 事 象 が 発 生 し た 場 合  

i)  Ｂ 余 熱 除 去 ポ ン プ
（ 海 水 冷 却 ） に よ る
低 圧 代 替 再 循 環 運 転  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

操

作
1.4.2.3(2)ｂ ． (a)ⅰ )ﾛ)と 同 様 。  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
c.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 注 水 ）  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
又 は タ 一 ビ ン 動 補 助
給 水 ポ ン プ に よ る 蒸
気 発 生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能
・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ａ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 へ の 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ａ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.4－154 

監視計器一覧（25／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 揚 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
d.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 に よ る 炉 心 冷 却 （ 蒸 気 放 出 ）  

(a)  現 場 手 動 操 作 で の 主
蒸 気 逃 が し 弁 に よ る
蒸 気 放 出  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 制 御 用 空 気 供 給 母 管 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作

「 1.3 原 子 炉 冷 却 材 圧 カ バ ウ ン ダ リ を 減 圧 す る た め の 手 順 等 」 に
て 整 備 す る 。  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 場 合  
(2)  サ ポ ー ト 系 故 障 時 の 手 順 等  
e.  蒸 気 発 生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー ド ア ン ド ブ リ ー ド  

(a)  電 動 補 助 給 水 ポ ン プ
に よ る 蒸 気 発 生 器 ２
次 側 の フ ィ ー ド ア ン
ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

水 源  ・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (a)ⅱ )と 同 様 。  

(b)  可 搬 型 代 替 注 水 中 型
ポ ン プ に よ る 蒸 気 発
生 器 ２ 次 側 の フ ィ ー
ド ア ン ド ブ リ ー ド  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ １ 次 冷 却 材 高 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ １ 次 冷 却 材 低 温 側 温 度 計 （ 広 域 ）  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

蒸 気 発 生 器 除 熱 機 能

・ 主 蒸 気 ラ イ ン 圧 力 計  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 蒸 気 発 生 器 水 位 計 （ 狭 域 ）  

・ 補 助 給 水 流 量 計  

操

作
1.4.2.2(1)ｃ ． (b)ⅱ )と 同 様 。  
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監視計器一覧（26／26） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.4.2.3 運 転 停 止 中 の 揚 合  

(3)  原 子 炉 格 納 容 器 内 の
作 業 員 を 退 避 さ せ る
手 順 等  

判

断

基

準 

信 号  ・ 停 止 時 Ｓ Ｒ 中 性 子 束 高 退 避 警 報 作 動 警 報

原 子 炉 出 力  

・ 中 性 子 源 領 域 中 性 子 束 計  

・ 中 性 子 源 領 域 起 動 率 計  

・ ほ う 酸 混 合 器 出 口 流 量 制 御 器  

・ ほ う 酸 補 給 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
圧 力  

・ １ 次 冷 却 材 圧 力 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

・ １ 次 冷 却 系 ル ー プ 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 低 レ ン ジ ）  

・ 格 納 容 器 ガ ス モ ニ タ  

・ 格 納 容 器 じ ん あ い モ ニ タ  

・ 格 納 容 器 地 下 １ 階 入 ロ エ リ ア モ ニ タ  

・ 炉 内 計 装 区 域 エ リ ア モ ニ タ  

補 機 監 視 機 能  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2母 線

受 電 電 圧 計  

漏 え い 監 視  
・ 格 納 容 器 サ ン プ 水 位 計  

・ 格 納 容 器 サ ン プ 水 位 上 昇 率 計  

操

作
－  －  
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第 1.4.9 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.4】 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリ低圧時に発電用原子

炉を冷却するための手順

等 

常設低圧代替注水ポンプ 重大事故等対処用専用低圧母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

Ａ充てん／高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ格納容器スプレイポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ格納容器スプレイポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ余熱除去ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ電動補助給水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ電動補助給水ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ主蒸気逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｂ主蒸気逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｃ主蒸気逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ｄ主蒸気逃がし弁 ２Ｂ直流母線 
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ー
ジ

タ
ン

ク
用

）
 

・
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

 

・
可

搬
型

温
度

計
測

装
置

 

冷
却

器
 

故
障

 

補
機

冷
却

水

喪
失

 

Ｂ
再

循
環

サ
ン

プ
 

ス
ク

リ
ー

ン
閉

塞
含

む

余
熱

除
去

ポ
ン

プ

Ｂ
系

機
能

喪
失

 

Ｂ
再

循
環

切
替

弁

機
能

喪
失

 

余
熱

除
去

設
備

Ｂ
系

 

に
よ

る
冷

却
機

能
喪

失

余
熱

除
去

冷
却

器
 

Ｂ
系

機
能

喪
失

 

Ａ
再

循
環

サ
ン

プ
 

ス
ク

リ
ー

ン
閉

塞
含

む

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
 

Ａ
系

機
能

喪
失

 
Ａ

再
循
環

切
替

弁

機
能

喪
失
 

余
熱

除
去

設
備

Ａ
系

 

に
よ

る
冷

却
機

能
喪

失

余
熱

除
去

冷
却

器

Ａ
系

機
能

喪
失

※
１

配
管
 

機
能

喪
失
 

再
循

環
サ

ン
プ

～
 

ポ
ン

プ
出

口
逆

止
弁

 

冷
却

器
 

故
障

 

補
機

冷
却

水
 

喪
失

 

・
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

重
力

注
水

 
停

止
時

の
み

・
蓄

圧
タ

ン
ク

 
停

止
時

の
み

:
A
N
D
条

件
 

 :
O
R
条

件
 

 :
サ

ポ
ー

ト
系

 

凡
例

 

:
サ

ポ
ー

ト
系

の
回

復
操

作
に
よ

る
対

応
 

 :
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
の

 

代
替

設
備

・
手

段
に

よ
る

対
応

 

配
管

 

機
能

喪
失

 

ポ
ン

プ
出

口
逆

止
弁

 

～
低

温
側

注
入

配
管

 

配
管

 

機
能

喪
失
 

ポ
ン

プ
出

口
逆

止
弁

 

～
低

温
側

注
入

配
管

 

※
２
 

配
管
 

機
能

喪
失
 

再
循

環
サ

ン
プ

～
 

ポ
ン

プ
出

口
逆

止
弁
 

ポ
ン

プ
 

故
障

 

補
機

冷
却

水

喪
失

 

電
源

故
障

 

遮
断

器
，

又
は
 

遮
断

器
～

 

ポ
ン

プ
ま

で
の
 

ケ
ー

ブ
ル

損
傷
 

母
線

損
傷

 

電
源

喪
失

 

（
Ａ

Ｃ
電

源
）
 

外
部

電
源

喪
失

デ
ィ

ー
ゼ

ル
 

発
電

機
 

起
動

不
能

 

空
冷

式
非

常
用

 

発
電

機
 

ポ
ン

プ
 

故
障
 

補
機

冷
却

水

喪
失
 

電
源

故
障

 

遮
断

器
，

又
は

遮
断

器
～

 

ポ
ン

プ
ま

で
の

ケ
ー

ブ
ル

損
傷

母
線

損
傷

 

電
源

喪
失

 

（
Ａ

Ｃ
電

源
）

 

外
部

電
源

喪
失

デ
ィ

ー
ゼ

ル
 

発
電

機
 

起
動

不
能

 

空
冷

式
非

常
用
 

発
電

機
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※
３

 
代

替
炉

心
注
水

 停
止

時
の

み
 

・
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

（
重

力
注

水
）

 

停
止

時
の

み
 

・
蓄

圧
タ

ン
ク
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図

 
機

能
喪

失
原

因
対

策
分

析
（

炉
心

注
水

：
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

）
 

＜
配

管
の

範
囲

＞
 

Ａ
又

は
Ｂ

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口

逆
止

弁
～

低
温

側
注

入
配

管
 

＜
ポ

ン
プ

の
範

囲
＞

 

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
 

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

充
て

ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

優 先 順 位  

 

：
A
N
D
条

件
 

：
O
R
条

件
 

：
サ

ポ
ー

ト
系

 

：
サ

ポ
ー

ト
系
の

回
復

操
作
 

  
に

よ
る

対
応

 

 ：
フ

ロ
ン

ト
ラ
イ

ン
系

の
代
替

  
設

備
，

手
段

に
よ
る

対
応
 

凡
例

＜
配

管
の

範
囲

＞
 

燃
料

取
替

用
水

タ
ン
ク

出
口
弁

～
各

ポ
ン

プ
入

口
弁
 

安
全

注
入

設
備

に
よ

る
原

子
炉

の
冷

却
機

能
喪

失
（

炉
心

注
水

）
 

配
管

機
能

喪
失
 

充
て

ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ

Ａ
系

機
能

喪
失
 

充
て

ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

Ｂ
系

機
能

喪
失

 

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

Ａ
系

機
能

喪
失

 

余
熱

除
去

ポ
ン

プ

Ａ
系

機
能

喪
失

 

余
熱

除
去

ポ
ン

プ

Ｂ
系

機
能

喪
失

 

※
４

※
１

高
圧

注
入

ポ
ン

プ

Ｂ
系

機
能

喪
失

 

※
１

※
１

配
管

機
能

喪
失

 

＋
 

ポ
ン

プ
機

能
喪

失

燃
料

取
替

用
水

 

タ
ン

ク
機

能
喪

失 ※
３

復
水

タ
ン

ク
 

・
常

設
低

圧
代

替
注

水
ポ

ン
プ

 
・

空
冷

式
非

常
用

発
電

機
 

・
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

 
・

復
水

タ
ン

ク
 

・
Ｂ

充
て

ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
（

自
己

冷
却

）
・

空
冷

式
非

常
用

発
電

機
 

・
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

 

・
Ｂ

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
（

自
己

冷
却

）
（

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ

－
Ｃ

Ｓ
Ｓ

タ
イ

ラ
イ

ン
使

用
）

・
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

 

※
４
 

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

駆
動

消
火

ポ
ン

プ
 

・
ろ

過
水

タ
ン

ク
 

 
 

・
可

搬
型

低
圧

代
替

注
水

ポ
ン

プ
 

・
燃

料
油

貯
蔵

タ
ン

ク
（

北
側

）
 

・
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
 

※
１
 

＜
配

管
の

範
囲

＞

ポ
ン

プ
入

口
弁

～

低
温

側
注

入
配

管

ポ
ン

プ
 

故
障

 

補
機

冷
却

水

喪
失

 

配
管

 

機
能

喪
失

電
源

故
障

 

遮
断

器
，

又
は

遮
断

器
～

 

ポ
ン

プ
ま

で
の

ケ
ー

ブ
ル

損
傷

母
線

損
傷

 

空
冷

式
非

常
用

 

発
電

機
 

電
源

喪
失

 

（
Ａ

Ｃ
電

源
）

 

外
部

電
源

喪
失
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
 

発
電

機
 

起
動

不
能

 

※
２

 

 

＜
配

管
の

範
囲

＞
 

ポ
ン

プ
入

口
弁

～
 

ポ
ン

プ
出

口
逆

止
弁

 

ポ
ン

プ
 

故
障

 

補
機

冷
却

水

喪
失

 

配
管

 

機
能

喪
失

 

電
源

故
障

 

遮
断

器
，

又
は

遮
断

器
～

 

ポ
ン

プ
ま

で
の

ケ
ー

ブ
ル

損
傷

母
線

損
傷

 

空
冷

式
非

常
用
 

発
電

機
 

電
源

喪
失

 

（
Ａ

Ｃ
電

源
）

外
部

電
源

喪
失

デ
ィ

ー
ゼ

ル

発
電

機
 

起
動

不
能

 

※
２
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機
能
喪
失
原
因
対
策
分
析
（
余
熱
除
去
運
転
：
サ
ポ
ー
ト
系
故
障
）
 

余
熱

除
去
ポ

ン
プ
 

Ａ
系

機
能
喪

失
 

Ａ
再

循
環
切

替
弁

機
能

喪
失
 

余
熱

除
去
設

備
Ａ
系
 

に
よ

る
冷
却

機
能
喪
失

余
熱
除
去
冷
却
器

Ａ
系
機
能
喪
失
 

冷
却
器
 

故
障
 

補
機
冷
却
水

喪
失
 

再
循

環
サ
ン

プ
 

ス
ク

リ
ー
ン

閉
塞
含
む

再
循

環
サ
ン

プ
 

ス
ク

リ
ー
ン

閉
塞
含
む

配
管
 

機
能
喪
失
 

余
熱
除
去
設
備
（
再
循
環
運
転
）
に
よ
る
 

原
子
炉
の
冷
却
機
能
喪
失
 

※
４

余
熱

除
去
ポ

ン
プ

Ｂ
系

機
能
喪

失
 

ポ
ン

プ
 

故
障
 

補
機

冷
却
水

喪
失
 

Ｂ
再

循
環
切

替
弁

機
能

喪
失
 

余
熱

除
去
設

備
Ｂ
系
 

に
よ

る
冷
却

機
能
喪
失

余
熱

除
去
冷

却
器
 

Ｂ
系

機
能
喪

失
 

冷
却

器
 

故
障
 

補
機

冷
却
水
 

喪
失
 

配
管
 

機
能

喪
失
 

再
循
環
サ
ン
プ
～
 

低
温
注
入
配
管
 

再
循

環
サ
ン

プ
～
 

低
温

注
入
配

管
 

※
４

 
蒸
気

発
生
器
２

次
側

に
よ

る
炉
心
冷

却
 

（
１

次
冷
却

材
喪
失
で

な
い

場
合

及
び
運
転

停
止

中
）
 

・
主

蒸
気
逃

が
し
弁
（

手
動

）
 

※
１
＋
※
３

※
３
 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却
 

・
Ａ
，
Ｂ
格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
 

・
可
搬
型
代
替
注
水
大
型
ポ
ン
プ
 

・
可
搬
型
温
度
計
測
装
置
 

・
燃
料
油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
北
側
），
（
南
側
）
 

・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
 

電
源

喪
失
 

（
Ａ

Ｃ
電
源

）
 

外
部

電
源
喪

失

電
源

故
障
 

遮
断

器
，
又

は

遮
断

器
～
 

ポ
ン

プ
ま
で

の

ケ
ー

ブ
ル
損

傷

母
線

損
傷
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル
 

発
電

機
 

起
動

不
能
 

:
サ
ポ
ー
ト
系
の
回
復
操
作
に
よ
る
対
応
 

:
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
の
 

代
替

設
備
，

手
段
に
よ

る
対

応
 

凡
例
 

:
AN
D
条
件
 

:
OR

条
件
 

:
サ
ポ
ー
ト
系
 

空
冷
式
非
常
用
 

発
電
機
 

ポ
ン
プ
 

故
障
 

補
機
冷
却
水

喪
失
 

電
源

喪
失
 

（
Ａ

Ｃ
電
源

）
 

外
部

電
源
喪

失

電
源

故
障
 

遮
断

器
，
又

は

遮
断

器
～
 

ポ
ン

プ
ま
で

の
 

ケ
ー

ブ
ル
損

傷
 

母
線

損
傷
 

デ
ィ

ー
ゼ
ル
 

発
電

機
 

起
動

不
能
 

空
冷
式
非
常
用
 

発
電
機
 

※
２
＋
※
３

 

優 先 順 位 

・
Ｂ
余
熱
除

去
ポ
ン
プ

（
海

水
冷

却
）
 

・
Ｂ
高
圧
注

入
ポ
ン
プ

（
海

水
冷

却
）
 

・
空
冷
式
非

常
用
発
電

機
 

・
可
搬
型
代

替
注
水
大

型
ポ

ン
プ
 

・
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク

（
北

側
），
（

南
側
）

 

・
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
 

・
格
納
容
器

再
循
環
サ

ン
プ
 

・
格
納
容
器

再
循
環
サ

ン
プ

ス
ク

リ
ー
ン
 

・
Ｂ
余
熱
除

去
ポ
ン
プ

（
海

水
冷

却
）
 

・
空
冷
式
非

常
用
発
電

機
 

・
可
搬
型
代

替
注
水
大

型
ポ

ン
プ
 

・
燃
料
油
貯

蔵
タ
ン
ク

（
北

側
），
（

南
側
）

 

・
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
 

・
格
納
容
器

再
循
環
サ

ン
プ
 

・
格
納
容
器

再
循
環
サ

ン
プ

ス
ク

リ
ー
ン
 

※
１
 

代
替

再
循
環
運

転
（

運
転

中
）
 

※
２
 

代
替

再
循
環
運

転
（

運
転

停
止
中
）

 
・

電
動

補
助

給
水
ポ
ン

プ
 

・
空

冷
式
非

常
用
発
電

機
 

・
タ

ー
ビ
ン

動
補
助
給

水
ポ

ン
プ
 

・
復

水
タ
ン

ク
 

・
蒸

気
発
生

器
 

・
可

搬
型
代

替
注
水
中

型
ポ

ン
プ
 

・
燃

料
油
貯

蔵
タ
ン
ク

（
北

側
），
（

南
側
）

 

・
タ

ン
ク
ロ

ー
リ
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充
て
ん
ポ
ン
プ
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 
概
略
系
統
 

Ｃ
ル

ー
プ
低

温
側
配
管

 

抽
出
系
統

加
圧

器
補
助

ス
プ
レ
イ

 

再
生
熱
交
換
器

Ａ
充
て

ん
／
 

高
圧
注

入
ポ

ン
プ

Ｂ
充

て
ん
／
 

高
圧

注
入
ポ

ン
プ

充
て

ん
ポ
ン

プ

燃
料

取
替

 
用

水
タ

ン
ク

 
体

積
制

御

タ
ン

ク

抽
出

系
統

ほ
う
酸
注
入
タ
ン
ク

ＭＭ

↓

Ｍ
Ｍ

↓

←

Ｍ Ｍ
ＭＭ

ル
ー
プ
低
温
側
配
管

 

←

Ｍ
Ｍ

Ｍ

←
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格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
（
Ｒ
Ｈ
Ｒ
Ｓ
－
Ｃ
Ｓ
Ｓ
タ
イ
ラ
イ
ン
使
用
）
に
よ
る
代
替
炉
心
注
水
 
概
略
系
統
 

燃
料
取
替

 
用

水
タ
ン

ク
 

原
子
炉
格

納
容
器

 

Ｂ
高

圧
注

入
ポ

ン
プ

 

Ａ
高

圧
注

入
ポ

ン
プ

 

ほ
う

酸
注

入

タ
ン

ク
 

Ａ
充

て
ん

／
 

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

Ｂ
充

て
ん

／
 

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
 

Ｂ
余

熱
除

去
ポ

ン
プ

 

←

Ａ
余

熱
除

去
ポ

ン
プ

 

格
納
容
器

再
循
環

サ
ン
プ
 

Ａ
 

Ｂ
 

← ←

←

Ａ
ル
ー
プ

低
温
側
 

Ｂ
ル
ー
プ

低
温
側
 

Ｃ
ル
ー
プ

低
温
側
 

Ｄ
ル
ー
プ

低
温
側
 

Ａ
，
Ｂ
ル

ー
プ
低

温
側

Ｃ
，
Ｄ
ル

ー
プ
低

温
側

Ａ
，
Ｄ
ル

ー
プ
高

温
側

Ｂ
，
Ｃ
ル

ー
プ
高

温
側

復
水
タ
ン

ク
 

Ａ
格

納
容

器
ス
プ

レ
イ
ポ

ン
プ
 

Ｂ
格

納
容

器
ス
プ

レ
イ
ポ

ン
プ
 

常
設

低
圧

代
替

 
注

水
ポ

ン
プ

 

可
搬
型
低

圧
 

代
替
注
水

ポ
ン
プ

 

＜
水
源
＞

 
・

２
次
系

純
水
タ

ン
ク

 
・

ろ
過
水

タ
ン
ク

 
・

原
水
タ

ン
ク

 
・

海
（
海

水
ポ
ン

プ
ピ
ッ

ト
，

 
１

号
炉
取

水
路
）

 

中
間
受
槽

 

電
動

消
火

ポ
ン

プ
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
駆

動
消

火
ポ

ン
プ

 

Ｍ
 

Ｍ

Ｍ
 

Ｍ
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

ＭＭ

Ｍ Ｍ
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）   

格納容器スプレイポンプ
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ
イン使用）による代替炉心
注水 

運転員等 
（現場） 

1 

         

 

          

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

          

          

 

第1.4.7図 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による

代替炉心注水手順タイムチャート 

 

約 30 分 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

による代替炉心注水 

系統構成 

系統構成，起動 
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○運転員が系統構成する場合 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）   

常設低圧代替注水ポンプ

による代替炉心注水 

運転員等 
（現場） 

2 

移動，電源操作        

 

          

移動，系統構成       

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

  系統構成       

   起動操作      

          

 

○重大事故等対策要員のうち運転対応要員が系統構成する場合 
 

経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数）   

常設低圧代替注水ポンプ

による代替炉心注水 

運転員等 
（現場） 

2 

移動，電源操作      

 

          

移動，系統構成     

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

    系統構成     

     起動操作    

          

 

第1.4.9図 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水手順タイムチャート 

 

約 45 分 常設低圧代替注水ポンプ 
     による代替炉心注水開始 

約 65 分 常設低圧代替注水ポンプ 
     による代替炉心注水開始 
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数）   

電動消火ポンプ又はディ
ーゼル駆動消火ポンプに
よる代替炉心注水 

運転員等 
（現場） 

1 

           

 

          

1 

        

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

         

          

 

第1.4.11図 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注

水手順タイムチャート 

約 35 分 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ 
による代替炉心注水 

消火水炉心注水系統構成

コントロールセンタ電源対応

系統構成

消火ポンプ起動
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経過時間（時間） 
備考   1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12 

     

手順の項目 要員（数） 
  

可搬型低圧代替注水
ポンプによる代替炉
心注水 

保修対応要員 6 

            

 
 

             

           

            

           

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

               

             

運転員等 
（現場） 

2 

              

            

             

 

第 1.4.13 図 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水手順タイム

チャート 

約 9 時間 30 分 

可搬型低圧代替注水ポンプ 

による代替炉心注水開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型ホース，
可搬型低圧代替注水ポンプ，中間受槽の運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置  

可搬型ホースの設置

中間受槽の設置

移動，電源操作

系統構成  

注水準備，起動  

可搬型低圧代替注水ポンプ，
ホースの設置  

移動，系統構成
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

格納容器スプレイポンプ
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ
イン使用）による代替再循
環運転 

運転員等 
（現場） 

1 

           

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

   .       

 

第1.4.15図 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による

代替再循環運転手順タイムチャート 

 

約 10 分 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

による代替再循環運転 

系統構成，起動

移動，系統構成
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第1.4.17図 格納容器再循環サンプスクリーン閉塞の兆候が見られた場合の手順 

※１：再循環運転を停止することによりサンプスクリーンの詰まりが改善される

場合があることから，非常用炉心冷却設備による再循環の再起動を試み，

運転状態を確認する。 

※２：格納容器内の重要機器及び重要計器が水没しない上限の高さまで注水され

たら停止する。 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

格納容器再循環サンプスクリーン 

閉塞の兆候発生

燃料取替用水タンクへ水を補給 

燃料取替用水タンクを水源とした 

充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入 

ポンプ 1系列による原子炉への注水 ※２ 

NO

YES

格納容器スプレイポンプの全台停止 

格納容器再循環ユニットによる 

格納容器内自然対流冷却 

1 系列以上の非常用炉心 

冷却設備による再循環運 

転が実施可能か ※１ 

（炉心損傷防止） （格納容器破損防止） 

再循環運転継続 

余熱除去ポンプの流量調整 

による再循環確立ができないか 

原子炉へ注水されているか 

代替炉心注水 ※２ 

NO

YES 
NO

YES
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第1.4.19図 余熱除去設備の再循環運転による原子炉冷却機能喪失に対する対応

手順（フロントライン系故障） 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

原子炉冷却機能喪失

格納容器スプレイポンプ 

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

による代替再循環運転 

１次冷却材喪失事象 

炉心注水又は代替炉心注水 

再循環切替操作 

（格納容器再循環サンプ水位（広域）61％

以上及び燃料取替用水タンク水位が 

16％到達） 

【導入条件】 

低圧再循環不能 

原子炉冷却状態の確認 
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数）   

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ
（自己冷却）による代替炉
心注水 

保修対応要員 4 

移動，ディスタンスピース取替え      

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

  移動，系統構成    

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

           

          

          

 

第1.4.21図 Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注水手順 

タイムチャート 

約 60 分 Ｂ充てん／高圧注入 
ポンプ（自己冷却） 
による代替炉心注水 

系統構成 

起動 
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160   180 
   

手順の項目 要員（数） 
  

Ｂ格納容器スプレイポン
プ（自己冷却）（ＲＨＲＳ
－ＣＳＳタイライン使
用）による代替炉心注水 

保修対応要員 2 

移動，ディスタンスピース取替え       

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

          

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

          

 

第1.4.23図 Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ

イン使用）による代替炉心注水手順タイムチャート 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 
による代替炉心注水 

約 120 分

移動，系統構成 移動，系統構成

系統構成 起動
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数）   

Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ高
圧注入ポンプによる高圧代
替再循環運転（可搬型代替
注水大型ポンプ使用） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

           

          

 

第1.4.25図 Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）に

よる高圧代替再循環運転手順タイムチャート 

可搬型代替注水大型ポンプを使用した 
Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポンプによる高圧代替再循環運転開始 

約 10 分

系統構成，起動 
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経過時間（分） 
備考  20 40 60 80 100 120 140 160    180 

   

手順の項目 要員（数）   

格納容器隔離弁の閉止 
（１次冷却材ポンプ隔離
弁等閉止操作） 

運転員等 
（現場） 

1 

        

 

  移動，格納容器隔離弁閉止操作    

           

1 

移動，主給水隔離弁閉止操作    

           

 

第1.4.26図 格納容器隔離弁の閉止（１次冷却材ポンプ隔離弁等閉止操作）タイム

チャート 

格納容器隔離弁の閉止 
（１次冷却材ポンプ 
隔離弁等閉止操作） 

約 165 分

移動，１次冷却材ポンプ隔離弁閉止操作
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第1.4.28図 非常用炉心冷却設備による炉心注水機能喪失に対する対応手順 

       （サポート系故障：代替再循環） 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

全交流動力電源喪失

Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポンプに

よる高圧代替再循環運転 

原子炉冷却機能喪失 

再循環切替可能水位 

（格納容器再循環サンプ水位（広域） 

61％以上及び燃料取替用水タンク水位 

が 16％到達） 

１次冷却材喪失事象 

代替炉心注水 

可搬型代替注水大型ポンプによる 

補機冷却（海水）通水 

可搬型代替注水大型ポンプを用いた 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

原子炉及び格納容器冷却状態の確認 
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第1.4.32図 溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の対応手順 

NO

YES 

YES 

NO

YES 

NO

NO 

YES

格納容器内が過熱状態 

加圧器逃がし弁による１次冷却系の減圧 

格納容器再循環ユニットによる 

格納容器内自然対流冷却状態確認 

格納容器スプレイ又は代替格納容器 

スプレイによる格納容器へのスプレイ 

１次冷却材圧力＞格納容器圧力 

格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上か 

格納容器圧力が 

最高使用圧力－50kPa以下か 

総注水量 4,000m３以上か 

格納容器へのスプレイ停止 格納容器へのスプレイ停止 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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○水源が中間受槽の場合 

 
経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 

             

手順の項目 要員（数） 
  

可搬型代替注水中型ポ
ンプによる蒸気発生器
への注水 

保修対応要員 6 

            

 

             

            

    可搬型ホースの設置     

            

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

              

             

 

○水源が海（海水ポンプピット，１号炉取水路）の場合 

 
経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 

             

手順の項目 要員（数） 
  

可搬型代替注水中型ポ
ンプによる蒸気発生器
への注水 

保修対応要員 6 

            

 

 
 
 

           

   可搬型ホースの設置      

            

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

              

             

 

第 1.4.35 図 可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水手順  

タイムチャート 

約 9 時間 55 分 
可搬型代替注水中型ポンプによる
蒸気発生器への注水開始 

約 9 時間 
可搬型代替注水中型ポンプによる 
蒸気発生器への注水開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホースの運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置

中間受槽の設置

可搬型代替注水中型ポンプの設置 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホース，中間受槽の運搬 

系統構成 

注水準備，起動 

移動，系統構成 

系統構成 

注水準備，起動 

移動，系統構成 
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○電動補助給水ポンプ使用時 

 
経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 
     

手順の項目 要員（数）   

蒸気発生器２次側のフィ
ードアンドブリード 

保修対応要員 4 

移動，注水ライン設置           

 

             

運転員等 
（中央制御室） 

2 

          

             

運転員等 
（現場） 

2 

             

             

 
○可搬型代替注水中型ポンプ使用時（水源が中間受槽の場合） 

 
経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 25  26 
     

手順の項目 要員（数）   

蒸気発生器２次側のフィ
ードアンドブリード 

保修対応要員 6 

            

  

             

  
 
 

         

    可搬型ホースの設置     

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

2 

              

             

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

 

○可搬型代替注水中型ポンプ使用時（水源が海（海水ポンプピット，１号炉取水路）の場合） 
 

経過時間（時間） 
備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 23 24  25 

     

手順の項目 要員（数）   

蒸気発生器２次側のフィ
ードアンドブリード 

保修対応要員 6 

            

 

             

   可搬型ホースの設置      

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

2 

              

         蒸気発生器水張り   

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

 

第1.4.38図 蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード手順タイムチャート 

約 5時間 10 分 
蒸気発生器２次側のフィードアンドブリード運転開始 

約 24 時間 30 分
蒸気発生器２次側の 
フィードアンドブリード運転開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型ホースの運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置

系統構成 

 
約 25 時間 25 分 
蒸気発生器２次側の 
フィードアンドブリード運転開始

系統構成 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホース，中間受槽の運搬

中間受槽の設置

可搬型代替注水中型ポンプの設置

移動，系統構成

系統構成，蒸気発生器水張り

注水準備，起動 

移動，系統構成 

蒸気発生器水張り 

注水準備，起動 

移動，系統構成 



付－1－1.4－198 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1.4.39図 １次冷却材喪失事象が発生していない場合の原子炉冷却機能 

喪失時の対応手順（フロントライン系故障） 

原子炉冷却機能喪失 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

YES 

NO

YES 

NO

NO

YES

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器 

水張ポンプによる蒸気発生器への注水 

原子炉冷却状態の確認 

電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

補助給水流量 100m３／h 以上か 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

１次冷却材圧力，温度が低下したか 

タービンバイパス弁による蒸気放出 

蒸気発生器水位回復したか 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器への注水 

低温停止への移行が必要か 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器 

２次側のフィードアンドブリード 

補助給水流量が確保されているか 

可搬型代替注水中型ポンプによる 

蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

YES 

NO

YES 

NO 

蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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第1.4.40図 １次冷却材喪失事象が発生していない場合の全交流動力電源喪失時

の対応手順（サポート系故障） 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

全交流動力電源喪失 

YES 

NO

原子炉冷却機能喪失 

原子炉冷却状態の確認 

電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

補助給水流量 100m３／h 以上か 

現場手動操作での 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器への注水 

冷温停止への移行が必要か 

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器 

２次側のフィードアンドブリード 

補助給水流量が確保されているか 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

YES 

YES 

NO

NO

蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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経過時間（分） 
備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 

   

手順の項目 要員（数）   

蓄圧タンクによる炉心注水 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

        

          

 

第1.4.44図 蓄圧タンクによる炉心注水手順タイムチャート 

約 18 分 蓄圧タンクによる炉心注水

移動，電源対応

中央制御室操作
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第1.4.46図 停止中の原子炉補機冷却機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障）（1／2）  

YES 
蒸気発生器２次側による炉心冷却 

NO 

NO 

YES 

NO 

YES 

NO 

NOYES 

YES

蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

NO

YES

電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

格納容器からの退避指示 

格納容器隔離弁閉止 

蒸気発生器による除熱は可能か 

補助給水流量 100m３／h 以上か 

停止中の原子炉冷却機能喪失 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器 

水張ポンプによる蒸気発生器への注水 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

１次冷却材圧力，温度が低下したか 

タービンバイパス弁による蒸気放出 

余熱除去系による冷却は可能か 

蒸気発生器による除熱は可能か

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器 

２次側のフィードアンドブリード 

余熱除去系の運転操作 

余熱除去系による冷却 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却停止 

低温停止状態 

蒸気発生器水位回復したか 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器への注水 

Ａ

Ｂ 

Ａ

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

補助給水流量が確保されているか
NO

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

YES
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。
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よ
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数）   

燃料取替用水タンクからの
重力注水による代替炉心注
水 

運転員等 
（現場） 

1 

        

           

          

 

第1.4.47図 燃料取替用水タンクからの重力注水による代替炉心注水手順タイム

チャート 

燃料取替用水タンクからの
重力注水による代替炉心注水

約 25 分

移動，弁操作
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経過時間（分） 
備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 

   

手順の項目 要員（数）   

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷
却）による低圧代替再循環
運転 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

           

          

 

第1.4.49図 Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運転手順  

タイムチャート 

 

約 10 分 Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運転開始 

系統構成，起動
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第1.4.50図 停止中の全交流動力電源喪失に対する対応手順（サポート系故障）（1／2） 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

YES 

NO 

NO 

YES 

NO 

NO
YES 

YES

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

格納容器からの退避指示 

格納容器隔離弁閉止 

蒸気発生器による除熱は可能か Ａ

補助給水流量 100m３／h 以上か 

停止中の全交流動力電源喪失 

現場手動操作での 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

蒸気発生器による除熱は可能か Ａ

電動補助給水ポンプによる蒸気発生器 

２次側のフィードアンドブリード 

余熱除去系の運転操作 

余熱除去系による冷却 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却停止 

低温停止状態 

余熱除去系による冷却は可能か 

（余熱除去運転条件成立） 

可搬型代替注水中型ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

Ｂ 

補助給水流量が確保されているか
NO

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 

YES

蒸気発生器２次側の 

フィードアンドブリード 
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1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.5.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｃ．手順等 

1.5.2 重大事故等時の手順等 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器

への注水 

ｂ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生器への注

水 

ｃ．可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

ｂ．タービンバイパス弁による蒸気放出 

ｃ．所内用空気圧縮機による代替制御用空気供給 

(3) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 

(4) 代替補機冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水 
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(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

(6) 優先順位 

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器

への注水 

ｂ．可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

ｄ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＢ制御用空気圧縮機（海水冷却）

の機能回復 

(3) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 

(4) 代替補機冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

(6) 優先順位 
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1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，設計基準事故対処設備が有する最終ヒ

ートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において炉心の著しい損

傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発生する前に生ずる

ものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送するため

に必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切

に示されていること。 

【解釈】 

１ 「最終ヒートシンクへ熱を輸送するために必要な手順等」とは，以

下に掲げる措置又はこれと同等以上の効果を有する措置を行うための

手順等をいう。 

（１） 炉心損傷防止 

ａ） 取水機能の喪失により最終ヒートシンクが喪失することを想

定した上で，BWRにおいては，サプレッションプールへの熱の蓄積

により，原子炉冷却機能が確保できる一定の期間内に，十分な余

裕を持って所内車載代替の最終ヒートシンク（UHS）の繋ぎ込み及

び最終的な熱の逃がし場への熱の輸送ができること。加えて，残

留熱除去系（RHR）の使用が不可能な場合について考慮すること。 

また，PWRにおいては，タービン動補助給水ポンプ及び主蒸気逃

がし弁による２次冷却系からの除熱により，最終的な熱の逃がし

場への熱の輸送ができること。 
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設計基準事故対処設備が有する最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能は，

原子炉補機冷却海水設備及び原子炉補機冷却水設備による冷却機能である。 

これらの機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷及び原子炉格

納容器の破損（炉心の著しい損傷が発生する前に生ずるものに限る。）を

防止するため，最終ヒートシンクへ熱を輸送するための対処設備を整備し

ており，ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.5.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損（炉心の著しい損傷が発

生する前に生ずるものに限る。）を防止するため，最終ヒートシンクへ

熱を輸送する必要がある。最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設計

基準事故対処設備として，原子炉補機冷却海水ポンプ，原子炉補機冷却

水ポンプを設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の対処に用

いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替する

ために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にした

上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選

定する。（第1.5.1図）（以下，付録1.5において「機能喪失原因対策分

析」という。） 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは

困難であるが，プラント状況によっては，事
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故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第四十八条及び「技術基準規則」第六十三

条（以下，付録1.5において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系の故障として，最終

ヒートシンクへ熱を輸送する設備の故障を想定する。また，サポート系

の故障として，全交流動力電源喪失を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手段の検討

及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により選定した対応手

段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下

に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処設

備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を第1.5.1表，第

1.5.2表に示す。 

ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

最終ヒートシンクへ熱を輸送する設備の故障等により，最終ヒート

シンクへ熱を輸送できない場合は，蒸気発生器２次側への注水設備及

び蒸気放出設備を使用した蒸気発生器２次側による炉心冷却により最

終ヒートシンクへ熱を輸送する手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設備は以下の

とおり。 
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・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

・脱気器タンク 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用する設備は以

下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

・タービンバイパス弁 

・所内用空気圧縮機 

最終ヒートシンクへ熱を輸送する設備の故障等により，原子炉格納

容器内で発生した熱を最終ヒートシンクへ輸送できない場合は，格納

容器内自然対流冷却により原子炉格納容器内を冷却する手段がある。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温

度（ＳＡ）） 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 
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・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

原子炉補機冷却機能が喪失した場合は，補機冷却水を確保するため，

海水を使用した代替補機冷却の手段がある。 

代替補機冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

 (b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，蒸気発生器２次側に

よる炉心冷却で使用する設備のうち，電動補助給水ポンプ，タービン

動補助給水ポンプ，復水タンク，蒸気発生器，主蒸気逃がし弁（手動）

は，重大事故等対処設備と位置付ける。格納容器内自然対流冷却で使

用する設備のうち，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット，可搬型代替注水

大型ポンプ，可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度

／出口温度（ＳＡ）），燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タン

ク（南側），タンクローリは，重大事故等対処設備と位置付ける。代

替補機冷却で使用する設備のうち，可搬型代替注水大型ポンプ，燃料

油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリは，

いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て網羅さ

れている。 

以上の重大事故等対処設備により，最終ヒートシンクへ熱を輸送で
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きない場合においても，炉心及び原子炉格納容器内を冷却できるため，

以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示

す。 

・電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ及び脱気器タンク 

常用系電源が健全で脱気器タンクの保有水があれば，電動補助

給水ポンプ及びタービン動補助給水ポンプ（以下，付録1.5にお

いて「補助給水ポンプ」という。）の代替手段として有効である。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油

貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース，可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，接続作業

に時間を要し，蒸気発生器のドライアウトまでには間に合わない

が，補助給水ポンプの代替手段として２次冷却系による長期的な

事故収束手段として有効である。 

・タービンバイパス弁 

常用系電源及び復水器真空が健全であれば，主蒸気逃がし弁

（手動）の代替手段として有効である。 

・所内用空気圧縮機 

常用系電源が健全であれば，制御用空気喪失時に所内用空気圧

縮機から代替制御用空気が供給され，主蒸気逃がし弁の制御用空

気として使用できるため有効である。 

ｂ．サポート系故障時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

全交流動力電源が喪失し最終ヒートシンクへ熱を輸送できない場合

は，蒸気発生器２次側への注水設備及び蒸気放出設備を使用した蒸気

発生器２次側による炉心冷却により最終ヒートシンクへ熱を輸送する
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手段がある。 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）で使用する設備は以下の

とおり。 

・タービン動補助給水ポンプ 

・電動補助給水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・復水タンク 

・蒸気発生器 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出）で使用する設備は以

下のとおり。 

・主蒸気逃がし弁（手動） 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

・Ｂ制御用空気圧縮機（海水冷却） 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

全交流動力電源が喪失し最終ヒートシンクへ熱を輸送できない場合
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は，格納容器内自然対流冷却により原子炉格納容器内を冷却する手段

がある。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温

度（ＳＡ）） 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

全交流動力電源が喪失し原子炉補機冷却機能喪失した場合は，補機

冷却水を確保するため，海水を使用した代替補機冷却を行う手段があ

る。 

代替補機冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，蒸気発生器２次側に

よる炉心冷却で使用する設備のうち，タービン動補助給水ポンプ，電

動補助給水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，復水タンク，蒸気発生器，

主蒸気逃がし弁（手動）は，重大事故等対処設備と位置付ける。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備のうち，Ａ，Ｂ格納容器再
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循環ユニット，可搬型代替注水大型ポンプ，可搬型温度計測装置（格

納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）），燃料油貯蔵タ

ンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリは，重大事

故等対処設備と位置付ける。代替補機冷却で使用する設備のうち，可

搬型代替注水大型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タ

ンク（南側），タンクローリは，いずれも重大事故等対処設備と位置

付ける。これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て網

羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，全交流動力電源が喪失し最終ヒ

ートシンクへ熱を輸送できない場合においても，炉心及び原子炉格納

容器内を冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。

あわせて，その理由を示す。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油

貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型代替注水中型ポンプ等の運搬，接続作

業に時間を要し，蒸気発生器ドライアウトまでには間に合わない

が，補助給水ポンプの代替手段として２次冷却系による長期的な

事故収束手段として有効である。 

・窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用） 

使用時間に制限があるものの，現場の環境が悪化した場合でも

主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠隔操作することが可能となり，

運転員等の負担軽減となる。 

・主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

駆動用電源は必要であるが，現場の環境が悪化した場合でも主
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蒸気逃がし弁を中央制御室から継続的に遠隔操作することが可能

となり，運転員等の負担軽減となる。 

・Ｂ制御用空気圧縮機（海水冷却），可搬型代替注水大型ポンプ，

燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンク

ローリ 

可搬型代替注水大型ポンプを用いて補機冷却水を通水するまで

に時間を要するが，Ｂ制御用空気圧縮機の機能回復により，主蒸

気逃がし弁を中央制御室から遠隔操作することが可能となり，運

転員等の負担軽減となる。 

ｃ．手順等 

上記のａ．及びｂ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備につ

いても整備する。（第1.5.3表，第1.5.4表） 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として炉心

の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。（第

1.5.1表，第1.5.2表） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.5.2 重大事故等時の手順等 

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等 

(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器

への注水 
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原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等によ

り，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合，蒸気発生器

２次側による炉心冷却を行うため，電動補助給水ポンプ又はタービン動

補助給水ポンプの起動を確認し，復水タンク水が蒸気発生器へ注水され

ていることを確認する。このとき，補助給水ポンプが運転していなけれ

ば，中央制御室で電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプを

起動し蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等に

より，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が原子炉補機冷却水流量

等にて確認できない場合において，蒸気発生器へ注水するために必要

な復水タンクの水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる注水操作

は，中央制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により対

応する。 

ｂ．電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる蒸気発生器への注

水 

補助給水ポンプが使用できない場合に，脱気器タンク水を常用系設備

である電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプにより蒸気発生器へ

注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，補助給水流量等が確認できない場

合において，外部電源により所内常用母線が受電されており，蒸気発

生器へ注水するために必要な脱気器タンクの水位が確保されている場
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合。 

(b) 操作手順 

電動主給水ポンプ又は蒸気発生器水張ポンプによる注水操作は，中

央制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｃ．可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

補助給水ポンプが使用できず，さらに電動主給水ポンプ及び蒸気発

生器水張ポンプが使用できない場合に可搬型代替注水中型ポンプによ

り蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を使用

する。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タンク，ろ過水タ

ンク又は原水タンクを使用する。 

淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内水の塩分

濃度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンライン

により排水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプの故障等により，蒸気

発生器への注水を蒸気発生器水位にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

原子炉補機冷却海水ポンプ，原子炉補機冷却水ポンプの故障等により，

最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において，制御用

空気圧縮機が機能喪失した場合は，主蒸気逃がし弁を現場での手動によ
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る開操作にて蒸気発生器２次側による炉心冷却を行う手順を整備する。

また，常用系設備である所内用空気圧縮機から代替制御用空気が主蒸気

逃がし弁へ供給された場合は，中央制御室にて開操作し蒸気発生器２次

側による炉心冷却を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等に

より，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が原子炉補機冷却水流量

等にて確認できない場合において，原子炉停止後に蒸気発生器への注

水を補助給水流量等により確認できた場合。 

(b) 操作手順 

主蒸気逃がし弁を現場手動操作により開弁する操作手順は，「1.3 

原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

代替制御用空気が供給された場合の主蒸気逃がし弁の開操作は，中

央制御室での遠隔操作が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｂ．タービンバイパス弁による蒸気放出 

主蒸気逃がし弁による蒸気発生器からの蒸気放出ができない場合に，

常用系設備であるタービンバイパス弁を中央制御室で開弁し，蒸気発生

器からの蒸気放出を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

主蒸気逃がし弁による蒸気放出が主蒸気ライン圧力等にて確認でき

ない場合において，外部電源により所内常用母線が受電されており，

２次冷却系の設備が運転中であり復水器の真空度が維持されている場

合。 

(b) 操作手順 

タービンバイパス弁の開操作は，中央制御室での遠隔操作が可能で
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あり，通常の運転操作により対応する。 

ｃ．所内用空気圧縮機による代替制御用空気供給 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等によ

り，制御用空気圧縮機の機能が喪失した場合は，所内用空気圧縮機によ

り代替制御用空気を供給する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等に

より，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において，

制御用空気圧縮機が運転できない場合。 

(b) 操作手順 

所内用空気圧縮機による代替制御用空気を供給する手順は以下のと

おり。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に所内用空気

系から制御用空気系への供給のための系統構成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，現場にて制御用空気系での準備操作を実施するとと

もに，所内用空気系からの隔離弁を開とし，制御用空気系への供給

を開始する。 

ⅲ) 運転員等は，中央制御室にて制御用空気供給母管圧力指示が回復

したことを確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等 1 名により作業を実施し所要

時間は，約 40 分と想定する。 

(3) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 
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原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等によ

り，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失し，１次冷却材喪失事

象が発生した場合，可搬型代替注水大型ポンプを用いてＡ，Ｂ格納容器

再循環ユニットに海水を通水することにより格納容器内自然対流冷却を

行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等に

より，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が原子炉補機冷却水流量

等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための

手順等」にて整備する。 

(4) 代替補機冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等によ

り，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合に，可搬型代

替注水大型ポンプにより，Ｂ高圧注入ポンプ，Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ

制御用空気圧縮機に補機冷却水（海水）を通水し，各補機の機能を回復

する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

原子炉補機冷却海水ポンプ又は原子炉補機冷却水ポンプの故障等に

より，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が原子炉補機冷却水流量

等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水する手順は以下
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のとおり。概略系統を第1.5.2図に，タイムチャートを第1.5.3図に示

す。 

なお，可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水後に行う

Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポンプによる高圧代替再循環運転操

作の手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子

炉を冷却するための手順等」にて準備する。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に可搬型代替注水大型ポンプによるＢ高圧注入ポンプ，Ｂ余熱

除去ポンプ及びＢ制御用空気圧縮機への海水通水準備作業と系統構

成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて可搬型代替注水大型ポンプ

によるＢ高圧注入ポンプ，Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ制御用空気圧縮

機への海水通水のため，必要な系統構成及び海水通水に不要な箇所

を切り離すための系統構成を実施する。 

ⅲ) 保修対応要員は，現場にて可搬型代替注水大型ポンプの配置，ホ

ースの展張，接続及びＡ系海水母管と原子炉補機冷却水系を接続す

るディスタンスピースの取替えを実施する。 

ⅳ) 運転員等は，現場にて保修対応要員に可搬型代替注水大型ポンプ

の接続完了及びＡ系海水母管と原子炉補機冷却水系を接続するディ

スタンスピースの取替え完了を確認し，接続後の系統構成を実施す

る。 

ⅴ) 発電長は，海水による補機冷却水通水が可能となれば，運転員等

及び保修対応要員に対し，可搬型代替注水大型ポンプの起動及び海

水通水の開始を指示する。 

ⅵ) 保修対応要員は，現場で可搬型代替注水大型ポンプを起動し，起
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動状態を確認後，運転員等に連絡する。 

ⅶ) 運転員等は，可搬型代替注水大型ポンプ起動後，現場でＢ高圧注

入ポンプ，Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ制御用空気圧縮機の補機冷却水

流量計にて冷却水が通水されていることを確認する。 

ⅷ) 保修対応要員は，可搬型代替注水大型ポンプの運転状態を継続し

て監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した場合

に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型代替注

水大型ポンプは約3.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応

は運転員等 2 名及び保修対応要員 14 名により作業を実施し所要時間

は，約 13 時間 5 分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよう

に，可搬型代替注水大型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホー

スを配備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるよ

うに，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温度は通

常運転状態と同程度である。 

 (5) その他の手順項目にて考慮する手順 

復水タンクの枯渇時の補給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要

となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格

納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ高圧注入ポンプによる高圧代替再循環運転操

作の手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子
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炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」にて整備する。 

(6) 優先順位 

フロントライン系故障時に，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が

喪失した場合の対応手段である蒸気発生器２次側による炉心冷却のため

の蒸気発生器へ注水する優先順位は，電動補助給水ポンプ，タービン動

補助給水ポンプ，電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ，可搬型代

替注水中型ポンプの順である。補助給水ポンプの使用は，最終ヒートシ

ンクへ熱を輸送する機能が喪失した場合において，外部電源又はディー

ゼル発電機がある場合は，電動補助給水ポンプを優先し，電動補助給水

ポンプが使用できなければタービン動補助給水ポンプを使用する。常用

系設備である電動主給水ポンプ及び蒸気発生器水張ポンプの使用は，ポ

ンプ容量の大きい電動主給水ポンプを優先し，電動主給水ポンプが使用

できなければ蒸気発生器水張ポンプを使用する。電動主給水ポンプ，蒸

気発生器水張ポンプが使用できない場合は，可搬型代替注水中型ポンプ

を使用する。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器注水の水源は，淡水を優

先して使用する。使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.5.4図に示す。 

 

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 

(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

ａ．電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器

への注水 
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全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪

失した場合に，蒸気発生器２次側による炉心冷却を行うため，電動補助

給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプを起動し，復水タンク水を蒸

気発生器へ注水する手順を整備する。 

なお，電動補助給水ポンプは空冷式非常用発電機からの受電後に使用

可能となる。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，蒸気発生器へ注水されていることを補助給

水流量等により確認できない場合において，蒸気発生器へ注水するた

めに必要な復水タンクの水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

電動補助給水ポンプ又はタービン動補助給水ポンプによる注水操作

は，中央制御室での遠隔起動が可能であり，通常の運転操作により対

応する。 

ｂ．可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水 

補助給水ポンプが使用できない場合に可搬型代替注水中型ポンプによ

り蒸気発生器へ注水する手順を整備する。 

水源は中間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を使用す

る。中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タンク，ろ過水タンク

又は原水タンクを使用する。 

淡水又は海水を蒸気発生器へ注水する場合，蒸気発生器内水の塩分濃

度及び不純物濃度が上昇するため，蒸気発生器ブローダウンラインによ

り排水を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

補助給水ポンプの故障等により，蒸気発生器への注水を補助給水流
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量等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

ａ．現場手動操作での主蒸気逃がし弁による蒸気放出 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪

失した場合は，主蒸気逃がし弁を現場で手動により開とし，蒸気発生器

２次側による炉心冷却を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，主蒸気逃がし弁の駆動源が喪失し，中央制

御室にて主蒸気逃がし弁の開操作を実施しても，主蒸気ライン圧力等

が低下しない場合において，蒸気発生器へ注水されていることを補助

給水流量等により確認できる場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

の手順等」にて整備する。 

ｂ．窒素ボンベによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）によ

り駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するための手順を整備する。 

この手順は，蒸気発生器伝熱管破損又は主蒸気／主給水配管破断等に

より現場の環境が悪化したときに，現場での主蒸気逃がし弁操作を行う

必要がある場合にも使用する。なお，中央制御室からの遠隔操作による

主蒸気逃がし弁の開度調整は必須ではなく，これらの対応に期待しなく

ても炉心の著しい損傷の防止を図れる。 
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(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，現場手動による主蒸気逃

がし弁の開操作後，中央制御室から遠隔で操作する必要がある場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

の手順等」にて整備する。 

ｃ．コンプレッサによる主蒸気逃がし弁の機能回復 

制御用空気が喪失した場合に，主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ

により駆動源を確保し，主蒸気逃がし弁を操作するための手順を整備す

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

制御用空気喪失が継続する場合において，主蒸気逃がし弁空気供給

コンプレッサ駆動用の代替電源が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するため

の手順等」にて整備する。 

ｄ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＢ制御用空気圧縮機（海水冷却）

の機能回復 

全交流動力電源喪失により，原子炉補機冷却機能が喪失した場合，可

搬型代替注水大型ポンプにより，Ｂ制御用空気圧縮機へ補機冷却水（海

水）を通水して機能を回復する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，長期的にＢ制御用空気圧縮機の起動が必要

と判断した場合。 

(b) 操作手順 
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可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却水通水操作は，

1.5.2.1(4)ａ．(b)と同様。なお，Ｂ制御用空気圧縮機の補機冷却海

水通水による機能回復は，中央制御室での遠隔操作が可能であり，通

常の運転操作により対応する。 

(3) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪

失した場合，原子炉格納容器内において発生した熱を最終ヒートシンク

へ輸送する必要がある場合は，可搬型代替注水大型ポンプでの格納容器

内自然対流冷却を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，中央制御室からディーゼル発電機が起動で

きず早期の電源回復不能と判断した場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための

手順等」にて整備する。 

(4) 代替補機冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水 

運転中又は運転停止中において，全交流動力電源が喪失し，原子炉補

機冷却機能が喪失した場合に，可搬型代替注水大型ポンプにより，Ｂ高

圧注入ポンプ，Ｂ余熱除去ポンプ及びＢ制御用空気圧縮機に補機冷却水

（海水）を通水し，各補機の機能を回復する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時，中央制御室からディーゼル発電機が起動で
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きず早期の電源回復不能と判断した場合。 

(b) 操作手順 

1.5.2.1(4)ａ．(b)と同様。 

(5) その他の手順項目にて考慮する手順 

代替電源設備により給電する手順及び空冷式非常用発電機への燃料補

給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

復水タンクの枯渇時の補給手順，その他の水源確保に関する手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格

納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」にて整備する。 

(6) 優先順位 

全交流動力電源が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能が喪

失した場合の対応手段である蒸気発生器２次側による炉心冷却のための

蒸気発生器へ注水する優先順位は，タービン動補助給水ポンプ，電動補

助給水ポンプ，可搬型代替注水中型ポンプの順である。空冷式非常用発

電機からの受電前は，タービン動補助給水ポンプによる蒸気発生器への

注水を行う。空冷式非常用発電機から受電後は，タービン動補助給水ポ

ンプを運転可能な限り使用し，その後，電動補助給水ポンプによる蒸気

発生器への注水を行う。補助給水ポンプが使用できない場合は，可搬型

代替注水中型ポンプにより蒸気発生器への注水を行う。 

可搬型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器注水の水源は，淡水を優

先して使用する。使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

主蒸気逃がし弁による２次冷却系からの除熱は，現場での手動による
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主蒸気逃がし弁開操作により行う。また，制御用空気の喪失が継続する

場合に，主蒸気逃がし弁を中央制御室から遠隔で操作する必要がある場

合は，窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）による主蒸気逃がし弁の開操作

を行う。代替電源が確保できる場合は，主蒸気逃がし弁空気供給コンプ

レッサにより継続的に中央制御室から遠隔操作を実施する。なお，長期

的に中央制御室からの遠隔操作が必要で，かつ可搬型代替注水大型ポン

プを用いたＢ制御用空気圧縮機（海水冷却）の運転が可能となった場合

は，制御用空気系を回復し主蒸気逃がし弁の開操作を行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.5.5図に示す。 
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第1.5.1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（フロントライン系故障時） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手順 
対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

原子炉補機冷却海水ポンプ 

原子炉補機冷却水ポンプ

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る 

炉
心
冷
却
（
注
水
） 

電動補助給水ポンプ※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防

止する運転手順 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンク 

蒸気発生器 

電動主給水ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

蒸気発生器水張ポンプ 

脱気器タンク 

可搬型代替注水中型ポンプ※２ 

発電所災害対策本部にて使用する手順 
燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※３ 

タンクローリ※３ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る

炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
） 

主蒸気逃がし弁（手動）※４ 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防

止する運転手順 
タービンバイパス弁 

多
様
性 

拡
張
設
備所内用空気圧縮機 

格
納
容
器
内 

自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※５ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防

止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

可搬型代替注水大型ポンプ※５ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環 

ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））

※５ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※６ 

タンクローリ※６ 

代
替
補
機
冷
却 

可搬型代替注水大型ポンプ 

（補機冷却海水通水）※７ 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※６ 

タンクローリ※６ 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 

※２：手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※３：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

※５：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※６：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※７：可搬型代替注水大型ポンプにより補機冷却海水を通水する補機は，「Ｂ高圧注入ポンプ，Ｂ余熱除去ホンプ，Ｂ制御用空気

圧縮機」である。  
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第1.5.2表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（サポート系故障時） 

分
類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手順 
対応設備 整備する手順書の分類 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る 

炉
心
冷
却
（
注
水
） 

タービン動補助給水ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

電動補助給水ポンプ※２ 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※３ 

復水タンク 

蒸気発生器 

可搬型代替注水中型ポンプ※４ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※５ 

タンクローリ※５ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る 

炉
心
冷
却
（
蒸
気
放
出
） 

主蒸気逃がし弁（手動）※２ 

重
大
事
故
等

対
処
設
備 

窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）※２ 

多
様
性
拡
張
設
備 

主蒸気逃がし弁空気供給コンプレッサ 

※２ 

Ｂ制御用空気圧縮機（海水冷却） 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※６ 

タンクローリ※６ 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※７ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

可搬型代替注水大型ポンプ※７ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニ

ット入口温度／出口温度（ＳＡ））※７ 

燃料油貯蔵タンク※６ 

タンクローリ※６ 

代
替
補
機
冷
却 

可搬型代替注水大型ポンプ 

（補機冷却海水通水）※８ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

燃料油貯蔵タンク※６ 

タンクローリ※６ 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※２：手順は，「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備する。 

※３：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※５：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※６：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※７：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順書等」にて整備する。 

※８：可搬型代替注水大型ポンプにより補機冷却海水を通水する補機は，「Ｂ高圧注入ポンプ，Ｂ余熱除去ホンプ，Ｂ制御用空気

圧縮機」である。  
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第1.5.3表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

 
監視計器一覧（1／5） 

対応手段  重大事故等の対応に  
必要となる監視項目  監視計器  

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等  
(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

a. 電動補助給水ポンプ又
はタービン動補助給水
ポンプによる蒸気発生
器への注水  

判
断
基
準 

補機監視機能  
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

蒸気発生器除熱機能  
・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

水源  ・復水タンク水位計  

操
作

－  －  

b. 電動主給水ポンプ又は
蒸気発生器水張ポンプ
による蒸気発生器への
注水  

判
断
基
準 

電源  ・6.6kV2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電圧計 

蒸気発生器除熱機能  

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

水源  ・脱気器タンク水位計 

操
作

－  － 

c. 可搬型代替注水中型ポ
ンプによる蒸気発生器
への注水  

判
断
基
準

蒸気発生器除熱機能  
・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

操
作 

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（2／5） 

対応手段  重大事故等の対応に  
必要となる監視項目  監視計器  

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

a. 現場手動操作での主蒸
気逃がし弁による蒸気
放出  

判
断
基
準 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

操
作

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 

b. タービンバイパス弁に
よる蒸気放出  

判
断
基
準 

電源 ・6.6kV2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電圧計 

原子炉圧力容器内の温度
・１次冷却材高温側温度計（広域） 

・１次冷却材低温側温度計（広域） 

原子炉圧力容器内の圧力 ・１次冷却材圧力計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・復水器真空度計 

操
作

－  － 

c. 所内用空気圧縮機によ
る代替制御用空気供給 

判
断
基
準

補機監視機能  

・制御用空気供給母管圧力計 

・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

操
作 

補機監視機能  ・制御用空気供給母管圧力計 
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監視計器一覧（3／5） 

対応手段  重大事故等の対応に  
必要となる監視項目  監視計器  

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(3) 格納容器内自然対流冷却 

a. 可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＡ，Ｂ格
納容器再循環ユニット
による格納容器内自然
対流冷却 

判
断
基
準 

補機監視機能 

・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

操
作 

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

1.5.2.1 フロントライン系故障時の手順等 
(4) 代替補機冷却 

a. 可搬型代替注水大型ポ
ンプによる補機冷却海
水通水 

判
断
基
準

補機監視機能 

・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

操
作 

補機冷却 

・Ｂ高圧注入ポンプ電動機補機冷却水流量計 

・Ｂ高圧注入ポンプ補機冷却水流量計 

・Ｂ余熱除去ポンプ電動機補機冷却水流量計 

・Ｂ余熱除去ポンプ補機冷却水流量計 

・Ｂ制御用空気圧縮装置圧縮機補機冷却水流量計

・Ｂ制御用空気圧縮装置後置冷却器補機冷却水 
流量指示スイッチ 

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 
(1) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水） 

a. 電動補助給水ポンプ又
はタービン動補助給水
ポンプによる蒸気発生
器への注水  

判
断
基
準 

電源  ・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 
電圧計 

蒸気発生器除熱機能  

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計  

水源  ・復水タンク水位計  

操
作

－  －  

b. 可搬型代替注水中型ポ
ンプによる蒸気発生器
への注水 

判
断
基
準

蒸気発生器除熱機能  

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（4／5） 

対応手段  重大事故等の対応に  
必要となる監視項目  監視計器  

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 
(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

a. 現場手動操作での主蒸
気逃がし弁による蒸気
放出  

判
断
基
準 

補機監視機能  ・制御用空気供給母管圧力計 

蒸気発生器除熱機能  

・主蒸気ライン圧力計  

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計  

操
作 

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。  

b. 窒素ボンベによる主蒸
気逃がし弁の機能回復 

判
断
基
準 

補機監視機能  ・制御用空気供給母管圧力計 

原子炉圧力容器内の水位 ・加圧器水位計  

蒸気発生器除熱機能  

・主蒸気ライン圧力計  

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計  

操
作

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。  

c. コンプレッサによる主
蒸気逃がし弁の機能回
復 

判
断
基
準 

補機監視機能 ・制御用空気供給母管圧力計 

原子炉圧力容器内の水位 ・加圧器水位計 

蒸気発生器除熱機能 

・主蒸気ライン圧力計 

・蒸気発生器水位計（広域） 

・蒸気発生器水位計（狭域） 

・補助給水流量計 

電源 
・空冷式非常用発電機電力計，周波数計 

（空冷式非常用発電機遠隔起動装置） 

操
作 

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」にて整備す
る。 
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監視計器一覧（5／5） 

対応手段  重大事故等の対応に  
必要となる監視項目  監視計器  

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 
(2) 蒸気発生器２次側による炉心冷却（蒸気放出） 

d. 可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＢ制御用
空 気 圧 縮 機 （ 海 水 冷
却）の機能回復 

判
断
基
準 

補機監視機能 ・制御用空気供給母管圧力計 

操
作 

1.5.2.1(4)ａ．(b)と同様。 

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 
(3) 格納容器内自然対流冷却 

a. 可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＡ，Ｂ格
納容器再循環ユニット
による格納容器内自然
対流冷却 

判
断
基
準 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 
電圧計 

・2A，2B ディーゼル発電機電圧計 

操
作

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

1.5.2.2 サポート系故障時の手順等 
(4) 代替補機冷却 

a. 可搬型代替注水大型ポ
ンプによる補機冷却海
水通水 

判
断
基
準 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 
電圧計 

・2A，2B ディーゼル発電機電圧計 

操
作

1.5.2.1(4)ａ．(b)と同様。 
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第 1.5.4 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.5】 

最終ヒートシンクへ熱を

輸送するための手順等 

Ａ電動補助給水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ電動補助給水ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3  4  5  6   7   8   9   10    11    12    13    14    15 
       

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型代替注水大型ポ
ンプによる補機冷却海
水通水 

保修対応要員 

8 

 
 

       

 

        

   可搬型ホースの設置     

    
 

   

         

6 

 
 

       

         

運転員等 
（現場） 

2 

      

         

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

         

 

第 1.5.3 図 可搬型代替注水大型ポンプによる補機冷却海水通水手順タイムチャ

ート 

 

 

 

系統構成 

約 13 時間 5 分 

可搬型代替注水大型ポンプ 

による補機冷却海水通水開始 

移動，系統構成 

移動，可搬型代替注水大型ポンプ，
可搬型ホースの運搬 

可搬型代替注水大型ポンプの設置

通水準備，起動 

移動，ディスタンスピース取替え 
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第 1.5.4 図 最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障時） 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

タービンバイパス弁による蒸気放出 

原子炉補機冷却水機能喪失 

又は 

原子炉補機冷却海水機能喪失 

NO

YES

原子炉補機冷却水ポンプ又は 

原子炉補機冷却海水ポンプ故障 

電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

補助給水流量が 100m３／h 以上か 

現場手動操作での主蒸気逃がし弁 

による蒸気放出※ 

１次冷却材圧力，温度が低下したか 

可搬型代替注水大型ポンプを用いた 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

NO 

YES

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

格納容器内自然対流冷却 

※：所内用空気からの代替制御用空気が使用可能であれ

ば，中央制御室にて主蒸気逃がし弁の開操作を行う。

NO

YES

可搬型代替注水大型ポンプによる 

補機冷却海水通水 

原子炉冷却状態の確認 

電動主給水ポンプ又は 

蒸気発生器水張ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

蒸気発生器水位が回復したか 

可搬型代替注水中型ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

代替補機冷却 
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第 1.5.5 図 最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能喪失に対する対応手順 

（サポート系故障） 

全交流動力電源喪失 

原子炉補機冷却水ポンプ及び 

原子炉補機冷却海水ポンプ停止 

電動補助給水ポンプ又は 

タービン動補助給水ポンプによる 

蒸気発生器への注水 

現場手動操作での主蒸気逃がし弁 

による蒸気放出※ 

可搬型代替注水大型ポンプを用いた 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

可搬型代替注水大型ポンプによる 

補機冷却海水通水 

原子炉及び格納容器冷却状態の確認 

蒸気発生器２次側による 

炉心冷却 

格納容器内自然対流冷却 

代替補機冷却 

※：窒素ボンベ（主蒸気逃がし弁用）等からの代替制御用空気が

使用可能であれば，中央制御室にて主蒸気逃がし弁の開操作

を行う。 

YES 

NO
補助給水流量が 100m３／h 以上か 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器への注水 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.6.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．炉心の著しい損傷防止のための格納容器内の冷却 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ｂ．格納容器破損を防止するための格納容器内の冷却 

ｃ．手順等 

1.6.2 重大事故等時の手順等 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

(2) サポート系故障時の手順等 
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ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) 可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニッ

トによる格納容器内自然対流冷却 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 
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(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) 可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニッ

トによる格納容器内自然対流冷却 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

 

1.6.2.3 炉心及び格納容器内への注水時における格納容器内の水位及び注水

量の管理 

 

1.6.2.4 燃料の補給手順等 

(1) 可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプへの燃料

補給 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 
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1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

【要求事項】 

１ 発電用原子炉設置者において，設計基準事故対処設備が有する原子炉格

納容器内の冷却機能が喪失した場合において炉心の著しい損傷を防止する

ため，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために必要な手順等

が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

２ 発電用原子炉設置者は，炉心の著しい損傷が発生した場合において原子

炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温度並び

に放射性物質の濃度を低下させるために必要な手順等が適切に整備されて

いるか，又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるた

めに必要な手順等」及び第２項に規定する「原子炉格納容器内の圧力及

び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために必要な手順等」と

は，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行う

ための手順等をいう。 

（１） 炉心の著しい損傷を防止するための原子炉格納容器の冷却等 

ａ） 設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪

失した場合において炉心の著しい損傷を防止するため，格納容器ス

プレイ代替注水設備により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低

下させるために必要な手順等を整備すること。 

（２） 原子炉格納容器の破損を防止するための原子炉格納容器の冷却等 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破損
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を防止するため，格納容器スプレイ代替注水設備により，原子炉格納

容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させるために必

要な手順等を整備すること。 

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器（以下，付録1.6において

「格納容器」という。）内の冷却機能は，格納容器スプレイ設備による冷却機

能である。この機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するた

め，格納容器内の圧力及び温度を低下させ，また，炉心の著しい損傷が発生し

た場合において格納容器の破損を防止するため，格納容器内の圧力及び温度並

びに放射性物質の濃度を低下させるための対処設備を整備しており，ここでは，

この対処設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.6.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷を防止するため，格納容器内の圧力及び温度を低下

させる必要がある。また，炉心の著しい損傷が発生した場合において格

納容器の破損を防止するため，格納容器内の圧力及び温度並びに放射性

物質の濃度を低下させる必要がある。格納容器内を冷却するための設計

基準事故対処設備として，格納容器スプレイポンプ及び燃料取替用水タ

ンクを設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の対処に用

いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替する

ために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にした

上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選

定する。（第1.6.1図）（以下，付録1.6において「機能喪失原因対策分

析」という。） 
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重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備:技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第四十九条及び「技術基準規則」第六十四

条（以下，付録1.6において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，フロントライン系の故障として，１次

冷却材喪失事象時における格納容器スプレイ設備の故障を想定する。ま

た，サポート系の故障として，全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能

の喪失を想定する。対応手段の選定に当たっては，炉心損傷前と炉心損

傷後の「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求を考慮する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手段の検討

及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により選定した対応手

段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下

に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処設

備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を第1.6.1表から

第1.6.4表に示す。 

ａ．炉心の著しい損傷防止のための格納容器内の冷却 

(a) フロントライン系故障時の対応手段及び設備 
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ⅰ) 対応手段 

格納容器内を冷却する設備の故障等により，格納容器内の冷却機

能が喪失した場合は，格納容器内自然対流冷却により格納容器内を

冷却する手段がある。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ 

・Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器 

・原子炉補機冷却水サージタンク 

・窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタンク用） 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出

口温度（ＳＡ）） 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ファン 

 

格納容器内を冷却する設備の故障等により，格納容器内の冷却機

能が喪失した場合は，代替格納容器スプレイにより格納容器内を冷

却する手段がある。 

代替格納容器スプレイに使用する設備は以下のとおり。 

・余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 



付－1－1.6－8 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備対応手段 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，格納容器内自然対

流冷却で使用するＡ，Ｂ格納容器再循環ユニット，Ａ，Ｂ原子炉補

機冷却水ポンプ，Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器，原子炉補機冷却

水サージタンク，窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタンク用），

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ及び可搬型温度計測装置（格納容

器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））は重大事故等対処

設備と位置付ける。代替格納容器スプレイで使用する余熱除去ポン

プ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，

燃料取替用水タンク及び復水タンクは，いずれも重大事故等対処設

備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て

網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，格納容器ヘスプレイし，格納

容器内を冷却する設備が使用できない場合においても，格納容器内

を冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あ

わせて，その理由を示す。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ファン 

格納容器内温度が高い場合や格納容器内に漏えいした蒸気

の影響により運転できない場合もあり得るが，空気を強制的
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に循環できることから，格納容器再循環ユニットにより効率

的に冷却することが可能である。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タン

ク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけ

れば代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及び

タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接

続作業に時間を要するが，水源を特定せずに使用できる代替

手段として有効である。 

・Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプの電源を２Ａ非常用高圧母線

より受電している場合は，Ａ又はＢ原子炉補機冷却海水ポン

プの代替手段として有効である。 

(b) サポート系故障時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し，格納容

器内の冷却機能が喪失した場合は，格納容器内自然対流冷却により

格納容器内を冷却する手段がある。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 
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・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出

口温度（ＳＡ）） 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し格納容器

内の冷却機能が喪失した場合は，代替格納容器スプレイにより格納

容器内を冷却する手段がある。 

代替格納容器スプレイに使用する設備は以下のとおり。 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

・よう素除去薬品タンク 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備対応手段 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，代替格納容器スプ

レイで使用する常設低圧代替注水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃

料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，

燃料取替用水タンク及び復水タンクは，いずれも重大事故等対処設



付－1－1.6－11 

備と位置付ける。格納容器内自然対流冷却で使用する可搬型代替注

水大型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南

側），タンクローリ，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット及び可搬型温

度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））

は，重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備が全て

網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により格納容器ヘスプレイし，格納容

器内を冷却する設備が使用できない場合においても，格納容器内を

冷却できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわ

せて，その理由を示す。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプのバッ

クアップであり，運転不能を判断してからの準備となるので

系統構成に時間を要するが，流量が大きく高い減圧効果が見

込めることから有効である。 

・よう素除去薬品タンク 

他の代替格納容器スプレイ設備では使用できないものの，

格納容器内での放射性物質濃度を低減させる機能を有してお

り，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を運転すれば，

薬品を注入することができることから有効である。 

・ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけ

れば代替手段として有効である。 
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・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及び

タンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接

続作業に時間を要するが，水源を特定しない代替手段として

有効である。 

ｂ．格納容器破損を防止するための格納容器内の冷却 

炉心損傷後におけるフロントライン系故障時の対応手段として，格納

容器内を冷却する設備の故障等により，格納容器冷却機能が喪失した場

合は，代替格納容器スプレイにより格納容器内を冷却及び放射性物質の

濃度を低下させる手段と格納容器内自然対流冷却により格納容器内を冷

却する手段があり，炉心の著しい損傷防止のための格納容器内を冷却す

る対応手段と同様である。また，その対応手段に使用する設備について

も，Ａ，Ｂ格納容器再循環ファンを除く全ての設備と同様であり，機能

喪失原因対策分析の結果により選定した重大事故等対処設備と多様性拡

張設備についても同様である。 

また，サポート系故障時の対応手段として，全交流動力電源又は原子

炉補機冷却機能の喪失により格納容器冷却機能が喪失した場合は，代替

格納容器スプレイにより格納容器内を冷却及び放射性物質の濃度を低下

させる手段と格納容器内自然対流冷却により格納容器内を冷却する手段

があり，炉心の著しい損傷防止のための格納容器内を冷却する対応手段

と同様である。その対応手段に使用する設備及び機能喪失原因対策分析

の結果により選定した重大事故等対処設備と多様性拡張設備についても，

炉心損傷前に格納容器を冷却する対応手段と同様である。 

ｃ．手順等 

上記のａ．及びｂ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。
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また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備を整備

する。（第1.6.5表，第1.6.6表） 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として炉心

の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。（第

1.6.1表から第1.6.4表） 

※２ 運転員等:運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員:重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.6.2 重大事故等時の手順等 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

格納容器スプレイポンプの故障等により格納容器内の冷却機能が喪

失した場合は，格納容器再循環ユニット等により格納容器内自然対流

冷却を行う手順を整備する。また，格納容器雰囲気の状態に応じて，

Ａ，Ｂ格納容器再循環ファンが運転可能であれば運転する手順を整備

する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が格納容器スプレイ作動圧力設定値（195kPa[gage]）

以上，かつ格納容器スプレイポンプの故障等により，格納容器への

スプレイを格納容器スプレイ流量等で確認できない場合，又は格納

容器スプレイ再循環運転時に格納容器スプレイポンプの故障等によ

り，格納容器へのスプレイを格納容器スプレイ流量等にて確認でき
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ない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ファンの起動操作は，中央制御室での遠隔

操作が可能であり，通常の運転操作により対応する。 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ 

格納容器スプレイポンプの故障等により格納容器内の冷却機能が喪

失した場合に，余熱除去ポンプからＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインを経

由し，燃料取替用水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整備す

る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容

器スプレイポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを格納容

器スプレイ流量等にて確認できない場合において，格納容器へスプ

レイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている

場合。 

ⅱ) 操作手順 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.2

図に，タイムチャートを第1.6.3図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に余熱除去

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納容器
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スプレイの準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，余熱除去ポンプが運転中の場合，中央制御室で代

替格納容器スプレイの系統構成に必要な余熱除去ポンプを停止す

る。 

ﾊ) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位が確保されていることを

確認する。 

ﾆ) 運転員等は，現場で余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ

イン使用）による代替格納容器スプレイの系統構成に必要な連絡

弁の電源を投入する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室でＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインを使用

するための系統構成を実施する。 

ﾍ) 発電長は，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

による代替格納容器スプレイが可能となれば，運転員等に代替格

納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で余熱除去ポンプを起動し，代替格納

容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や格納容器スプレイ積算流量計等により，格納容器が冷却状態

であること及び余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）の運転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が通常運転圧力まで低

下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを再開する。

なお，燃料取替用水タンク水位等の収支により格納容器への注水

量を把握し，約4,000m３になれば代替格納容器スプレイを停止す
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る。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名により作業を実施し，所要時間は約20分と想定す

る。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

格納容器スプレイポンプ及び余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）の故障等により，格納容器内の冷却機能が喪失した場

合において，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タンク水を

格納容器へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用で

きない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ余熱除

去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，格

納容器へのスプレイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場

合において，格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タ

ンク等の水位が確保されている場合。 
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ⅱ) 操作手順 

常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の概要

は以下のとおり。概略系統を第1.6.4図に，タイムチャートを第

1.6.5図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に常設低圧

代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイの準備作業と系統構

成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で，他の系統と連絡する弁に

ついて系統構成を行う。 

ﾊ) 運転員等は，重大事故等対処用専用低圧母線による給電が必要

な場合，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電遮断器の投入

操作を実施する。 

ﾆ) 発電長は，常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレ

イが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプレイ開始を指示

する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室にて常設低圧代替注水ポンプを起動し，

代替格納容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計

の指示低下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格

納容器が冷却状態であること及び常設低圧代替注水ポンプの運転

状態に異常がないことを確認する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が通常運転圧力まで低

下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば格納容器スプレイを再開する。な

お，常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量及び燃料取替用水タン
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ク水位等の収支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３

になれば代替格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等2名により作業を実施する。現場における対応は運転

員の場合，約34分，重大事故等対策要員のうち運転対応要員の場合，

約59分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプによる格納容器へのスプレイができない場

合に，常用設備である電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ

により，ろ過水タンク水を格納容器ヘスプレイする手順を整備する。

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故

等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認して使用す

る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低
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圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，

格納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保さ

れており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消

火用として電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプの必要が

ない場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.6図に，

タイムチャートを第1.6.7図に示す。 

ｲ) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順着手の判

断基準に基づき，運転員等に電動消火ポンプ又はディーゼル駆動

消火ポンプによる代替格納容器スプレイ操作の系統構成を指示す

る。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて電動消火ポンプ又はディ

ーゼル駆動消火ポンプにより代替格納容器スプレイを行うための

系統構成を実施する。 

ﾊ) 発電長は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイ操作を運転員等に指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室にて電動消火ポンプ又はディーゼル駆

動消火ポンプを起動し，代替格納容器スプレイを開始する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や代替注水消火水流量（ＡＭ）等により，格納容器が冷却状態

であることを継続して確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が通常運転圧力まで低
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下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを再開する。

なお，代替注水消火水流量（ＡＭ）及びろ過水タンク水位等の収

支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３になれば代替

格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等2名にて実施し，所要時間については約35分と想定す

る。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火

ポンプが使用できない場合に，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納

容器ヘスプレイする手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は２次系純水タンク，ろ過水タンク等か

ら，使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低
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圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の概

要は以下のとおり。概略系統を第1.6.8図に，タイムチャートを第

1.6.9図に示す。 

ｲ) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順着手の判

断基準に基づき，運転員等及び保修対応要員に可搬型低圧代替注

水ポンプによる代替格納容器スプレイ準備作業と系統構成を指示

する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室と現場で可搬型低圧代替注水ポンプ設

置前の系統構成を行う。 

ﾊ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの保管場所へ移動

し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所

に移動させる。 

ﾆ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型低圧代替注水ポンプか

ら接続口まで布設し，接続口に接続する。 

ﾎ) 運転員等は，可搬型低圧代替注水ポンプの現場で保修対応要員

による可搬型低圧代替注水ポンプ設置等の作業と並行し，他の系

統と連絡する弁について系統構成を行う。 

ﾍ) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを可搬型低

圧代替注水ポンプと接続後，中間受槽に可搬型ホース吸込口を設

置する。 

ﾄ) 発電長は，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイ手段を失った場合に，可搬型低圧代替注
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水ポンプによる代替格納容器スプレイが可能となれば，運転員等

及び保修対応要員に代替格納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾁ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了していることを確認

し可搬型低圧代替注水ポンプを現場で起動する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格納容器が

冷却状態であること及び可搬型低圧代替注水ポンプの運転状態に

異常がないことを継続して確認する。 

ﾇ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が通常運転圧力まで低

下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを再開する。

なお，常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計及びろ過水タンク

水位等の収支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３に

なれば代替格納容器スプレイを停止する。 

ﾙ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

低圧代替注水ポンプは約1.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名及び保修対応要員6名により作業を実施し，所要時

間は約9時間30分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場
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合は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へス

プレイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水

没させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプ

レイを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却の手順

は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて

整備する。 

１次冷却材喪失事象の発生に伴い，炉心損傷の兆候が見られた場合の

格納容器下部への注水については，「1.8 原子炉格納容器下部の溶融

炉心を冷却するための手順等」，溶融デブリが原子炉圧力容器に残存す

る場合の冷却手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順及び格納容器圧力計が

故障等により監視できない場合の格納容器圧力を推定する手順は，

「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

フロントライン系故障時に，格納容器内の冷却機能が喪失している場

合，継続的な冷却実施の観点並びに格納容器内の重要機器及び重要計器

の水没を未然に防止する観点から，代替格納容器スプレイよりも格納容

器内自然対流冷却による手段を優先する。また，格納容器の雰囲気の状

態に応じて運転可能であればＡ，Ｂ格納容器再循環ファンを起動する。
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さらに，格納容器内自然対流冷却の手段が使用できるまでの間に，格納

容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上となった場合は代替格納

容器スプレイを行う。 

代替格納容器スプレイの優先順位は，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ，デ

ィーゼル駆動消火ポンプ，可搬型低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

詳細には，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）が使

用できなければ，常設低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイす

る。常設低圧代替注水ポンプが使用できない場合は，常用電源が使用可

能であれば電動消火ポンプを使用し，電動消火ポンプが使用できなけれ

ばディーゼル駆動消火ポンプを使用する。電動消火ポンプ及びディーゼ

ル駆動消火ポンプによる格納容器へのスプレイが実施できない場合は，

可搬型低圧代替注水ポンプを使用し格納容器へスプレイを行う。この操

作での水源は淡水を用いる手段を優先し，それができない場合には海水

を使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.6.10図に示す。 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) 可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニッ

トによる格納容器内自然対流冷却 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し，格納容器

内の冷却機能が喪失した場合，可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，

Ｂ格納容器再循環ユニットでの格納容器内自然対流冷却を行う手順を

整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 
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全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時，１次冷却材喪

失事象が発生した場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し，格納容器

内の冷却機能が喪失した場合に，常設低圧代替注水ポンプにより，燃

料取替用水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として，燃料取替用水タンクが使用

できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時，１次冷却材喪

失事象により格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，

かつ格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンク等の

水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.1(1)ｂ．(b)ⅱ)と同様。 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生した場合にお

いて，常設低圧代替注水ポンプにより格納容器ヘスプレイができない

場合に，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）により，燃料取替用

水タンク水及びよう素除去薬品タンクの薬品を格納容器ヘスプレイす
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る手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低

圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等により確認できない場合において，

格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が

確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.12図に，タイム

チャートを第1.6.13図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員にＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納

容器スプレイ操作の準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）運転準備のため，安全注入系の弁や原子炉補機冷却

水系の弁等を隔離する。 

ﾊ) 保修対応要員は，現場でＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

系統構成のため，ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ﾆ) 運転員等は，現場でディスタンスピースの取替え完了後に，格

納容器スプレイ系の弁を操作し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自

己冷却）冷却水の系統構成を行う。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室及び現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）起動準備のため，他の系統と連絡する弁の閉止状態

を確認した後，格納容器スプレイラインの弁を開とする。 
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ﾍ) 発電長は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替

格納容器スプレイが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプ

レイ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室でＢ格納容器スプレイポンプを起動し，

ポンプ起動後に冷却水流量等により起動状態に異常がないことを

確認する。また，中央制御室でＢ格納容器スプレイ積算流量計に

より，格納容器スプレイ流量が確保されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計

の指示低下やＢ格納容器スプレイポンプ出口圧力等により，格納

容器が冷却状態であること及びＢ格納容器スプレイポンプの運転

状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が通常運転圧力まで低

下したことを確認すれば，一且代替格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを再開する。

なお，Ｂ格納容器スプレイ積算流量及び燃料取替用水タンク水位

等の収支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３になれ

ば代替格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名及び保修対応要員2名により作業を実施し，所要時

間は約120分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにでき

るように，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温

度は通常運転状態と同程度である。 
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格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生した場合にお

いて，常設低圧代替注水ポンプ及びＢ格納容器スプレイポンプ（自己

冷却）による格納容器へスプレイができない場合に，常用設備である

ディーゼル駆動消火ポンプにより，ろ過水タンク水を格納容器へスプ

レイする手順を整備する。ただし，ディーゼル駆動消火ポンプは，重

大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認して

使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納

容器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのス

プレイが格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合におい

て，格納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確

保されており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，

消火用としてディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.1(1)ｂ．(c)ⅱ)と同様。ただし，電動消火ポンプは電源が

なく起動できないため除く。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生した場合にお
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いて，常設低圧代替注水ポンプ，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷

却）及びディーゼル駆動消火ポンプによる格納容器スプレイに失敗し

た場合に，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイする

手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は２次系純水タンク，ろ過水タンク等か

ら，使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納

容器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのス

プレイを格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.1(1)ｂ．(d)ⅱ)と同様。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

１次冷却材喪失事象の発生に伴い，炉心損傷の兆候が見られた場合の

格納容器下部への注水については，「1.8 原子炉格納容器下部の溶融

炉心を冷却するための手順等」，溶融デブリが原子炉圧力容器に残存す

る場合の冷却手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却の手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧

破損を防止するための手順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の代替電源確保に関する手順及び空冷式非常用
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発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」に

て整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順及び格納容器圧力計が

故障等により監視できない場合の格納容器圧力を推定する手順は，

「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

サポート系故障時に格納容器内の冷却機能が喪失している場合，継続

的な冷却実施の観点並びに格納容器の重要機器及び重要計器の水没を未

然に防止する観点から，代替格納容器スプレイよりも格納容器内自然対

流冷却による手段を優先させる。ただし，格納容器内自然対流冷却の手

段では，可搬型代替注水大型ポンプを使用するため準備に時間がかかる

ことから，使用を開始するまでの間に格納容器圧力が最高使用圧力

（392kPa[gage]）以上に達した場合は代替格納容器スプレイを実施する。 

代替格納容器スプレイの優先順位は，常設低圧代替注水ポンプ，Ｂ格

納容器スプレイポンプ（自己冷却），ディーゼル駆動消火ポンプ，可搬

型低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

詳細には，常設低圧代替注水ポンプによる格納容器へのスプレイが使

用できない場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を優先して

使用する。Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）からの格納容器への

スプレイ手段を失った場合は，ディーゼル駆動消火ポンプを使用する。

ディーゼル駆動消火ポンプによる格納容器へのスプレイができない場合

は，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイを行う。この

操作での水源は淡水を用いる手段を優先し，それができない場合には海

水から使用する。 

代替格納容器スプレイの対応設備により，格納容器へスプレイ中に原
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子炉への注水が同時に必要になった場合，原子炉への注水はＢ充てん／

高圧注入ポンプ（自己冷却）により行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.6.14図に示す。 

 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 

(1) フロントライン系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器スプレイポン

プの故障等により格納容器内の冷却機能が喪失した場合は，格納容器

再循環ユニット等により，格納容器内自然対流冷却を行う手順を整備

する。 

格納容器再循環ユニットによる冷却で対応している場合において，

格納容器圧力が十分低下しない等により放射性物質濃度低減が必要な

場合は，代替格納容器スプレイを同時に実施することにより，格納容

器内冷却と放射性物質濃度の低下を図る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が格納容器スプレイ作動圧力設定値（195kPa[gage]）

以上，かつ格納容器スプレイポンプの故障等により格納容器へのス

プレイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替
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格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器スプレイポン

プの故障等により格納容器内の冷却機能が喪失した場合に，余熱除去

ポンプからＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインを経由し，燃料取替用水タン

ク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容

器スプレイポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを格納容

器スプレイ流量等にて確認できない場合において，格納容器へスプ

レイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている

場合。 

ⅱ) 操作手順 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.2

図に，タイムチャートを第1.6.3図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に余熱除去

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納容器

スプレイの準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，余熱除去ポンプが運転中の場合，中央制御室で代

替格納容器スプレイの系統構成に必要な余熱除去ポンプを停止す

る。 

ﾊ) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位が確保されていることを

確認する。 

ﾆ) 運転員等は，現場で余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ

イン使用）による代替格納容器スプレイの系統構成に必要な連絡
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弁の電源を投入する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室でＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインを使用

するための系統構成を実施する。 

ﾍ) 発電長は，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

による代替格納容器スプレイが可能となれば，運転員等に代替格

納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で余熱除去ポンプを起動し，代替格納

容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や格納容器スプレイ積算流量計等により，格納容器が冷却状態

であること及び余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）の運転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa低下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを

停止し，その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを

再開する。なお，燃料取替用水タンク水位等の収支により格納容

器への注水量を把握し，約4,000m３になれば代替格納容器スプレ

イを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名により作業を実施し，所要時間は約20分と想定す

る。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。 

放射性物質の濃度低下については，格納容器スプレイポンプが故
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障した場合，よう素除去薬品タンクが使用できないものの，代替格

納容器スプレイ手段を用いて格納容器ヘスプレイすることにより，

格納容器内の圧力及び温度を低下させるとともに，粒子状の放射性

物質の除去により放射性物質の濃度を低減する。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高

使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順とすることで，100％の

ジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模

な水素燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器

水素濃度計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に

監視を行う運用として，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未

満であれば減圧を継続する。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器へスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器スプレイポン

プ及び余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等

により，格納容器内の冷却機能が喪失した場合に，常設低圧代替注水

ポンプから燃料取替用水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整

備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用で

きない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 
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格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ余熱除

去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，格

納容器へのスプレイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場

合において，格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タ

ンク等の水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の概要

は以下のとおり。概略系統を第1.6.4図に，タイムチャートを第

1.6.5図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に常設低圧

代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイの準備作業と系統構

成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で他の系統と連絡する弁につ

いて系統構成を行う。 

ﾊ) 運転員等は，重大事故等対処用専用低圧母線による給電が必要

な場合，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電遮断器の投入

操作を実施する。 

ﾆ) 発電長は，常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレ

イが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプレイ開始を指示

する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室にて常設低圧代替注水ポンプを起動し，

代替格納容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計

の指示低下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格

納容器が冷却状態であること及び常設低圧代替注水ポンプの運転
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状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa低下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを

停止し，その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを

再開する。なお，常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量及び燃料

取替用水タンク水位等の収支により格納容器への注水量を把握し，

約4,000m３になれば代替格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等2名により作業を実施する。現場における対応は運転

員の場合，約34分，重大事故等対策要員のうち運転対応要員の場合，

約59分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。放射性物質の濃度低下については，格納容器スプレイポンプが

故障した場合，よう素除去薬品タンクが使用できないものの，代替

格納容器スプレイ手段を用いて格納容器ヘスプレイすることにより，

格納容器内の圧力及び温度を低下させるとともに，粒子状の放射性

物質の除去により放射性物質の濃度を低減する。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高

使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順とすることで，100％の

ジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模

な水素燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器

水素濃度計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に

監視を行う運用として，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未
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満であれば減圧を継続する。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器ヘスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポン

プによる格納容器へのスプレイができない場合に，常用設備である電

動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプにより，ろ過水タンク水

を格納容器ヘスプレイする手順を整備する。ただし，電動消火ポンプ

及びディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故等対処に悪影響を与える

火災が発生していないことを確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低

圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，

格納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保さ

れており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消

火用として電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプの必要が

ない場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.6図に，
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タイムチャートを第1.6.7図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に電動消火

ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレ

イ操作の系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて電動消火ポンプ又はディ

ーゼル駆動消火ポンプにより，代替格納容器スプレイを行うため

の系統構成を実施する。 

ﾊ) 発電長は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイ操作を運転員等に指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室にて電動消火ポンプ又はディーゼル駆

動消火ポンプを起動し，代替格納容器スプレイを開始する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下及び代替注水消火水流量（ＡＭ）等により，格納容器が冷却状

態であることを継続して確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa低下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを

停止し，その後，最高使用圧力となれば格納容器スプレイを再開

する。なお，代替注水消火水流量（ＡＭ）及びろ過水タンク水位

等の収支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３になれ

ば代替格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等2名にて実施し，所要時間については約35分と想定す

る。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設
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備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

放射性物質の濃度低下については，格納容器スプレイポンプが故

障した場合，よう素除去薬品タンクが使用できないものの，代替格

納容器スプレイ手段を用いて格納容器ヘスプレイすることにより，

格納容器内の圧力及び温度を低下させるとともに，粒子状の放射性

物質の除去により放射性物質の濃度を低減する。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高

使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順とすることで，100％の

ジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模

な水素燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器

水素濃度計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に

監視を行う運用として，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未

満であれば減圧を継続する。 

格納容器内の冷却を目的とした格納容器スプレイを行う場合は，

格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器ヘスプレイ

を行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没させ

ない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば格納容器スプレイを停止

し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火

ポンプが使用できない場合に，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納

容器ヘスプレイする手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は２次系純水タンク，ろ過水タンク等か

ら，使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 
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ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低

圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の概

要は以下のとおり。概略系統を第1.6.8図に，タイムチャートを第

1.6.9図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ

準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型低圧代替注水ポンプ

設置前の系統構成を行う。 

ﾊ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの保管場所へ移動

し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所

に移動させる。 

ﾆ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型低圧代替注水ポンプか

ら接続口まで布設し，接続口に接続する。 

ﾎ) 運転員等は，可搬型低圧代替注水ポンプの現場で，保修対応要

員による可搬型低圧代替注水ポンプ設置等の作業と並行し，他の

系統と連絡する弁について系統構成を行う。 

ﾍ) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを可搬型低

圧代替注水ポンプと接続後，中間受槽に可搬型ホース吸込口を設

置する。 

ﾄ) 発電長は，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプによ
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る代替格納容器スプレイ手段を失った場合に，可搬型低圧代替注

水ポンプによる代替格納容器スプレイが可能となれば，運転員等

及び保修対応要員に代替格納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾁ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了していることを確認

し可搬型低圧代替注水ポンプを現場で起動する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格納容器が

冷却状態であること及び可搬型低圧代替注水ポンプの運転状態に

異常がないことを継続して確認する。 

ﾇ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa低下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを

停止し，その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを

再開する。なお，常設低圧代替注水ポンプ及びろ過水タンク水位

等の収支により格納容器への注水量を把握し，約4,000m３になれ

ば代替格納容器スプレイを停止する。 

ﾙ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

低圧代替注水ポンプは約1.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名及び保修対応要員6名により作業を実施し，所要時

間は約9時間30分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ
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る。 

放射性物質の濃度低下については，格納容器スプレイポンプが故

障した場合，よう素除去薬品タンクが使用できないものの，代替格

納容器スプレイ手段を用いて格納容器ヘスプレイすることにより，

格納容器内の圧力及び温度を低下させるとともに，粒子状の放射性

物質の除去により放射性物質の濃度を低減する。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高

使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順とすることで，100％の

ジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模

な水素燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器

水素濃度計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に

監視を行う運用として，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未

満であれば減圧を継続する。 

格納容器内の冷却を目的とした代替格納容器スプレイを行う場合

は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器ヘスプ

レイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没

させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器スプレ

イを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却の手順

は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて

整備する。 

溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順は，「1.4 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等」にて整備する。 
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可搬型格納容器水素濃度計測装置により水素濃度を監視する手順は，

「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器ヘスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順及び格納容器圧力計が

故障等により監視できない場合の格納容器圧力を推定する手順は，

「1.15 事故時の計装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

炉心の著しい損傷が発生した場合にフロントライン系故障により，格

納容器内の冷却機能が喪失している場合，継続的な冷却実施の観点並び

に格納容器内の重要機器及び重要計器の水没を未然に防止する観点から，

代替格納容器スプレイよりも格納容器内自然対流冷却による手段を優先

する。また，格納容器内自然対流冷却の手段が使用できるまでの間に，

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上に達した場合は代替

格納容器スプレイを行う。 

代替格納容器スプレイの優先順位は，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ，デ

ィーゼル駆動消火ポンプ，可搬型低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

詳細には，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）が使

用できなければ常設低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイする。

常設低圧代替注水ポンプが使用できない場合は，常用電源が使用可能で

あれば電動消火ポンプを使用し，電動消火ポンプが使用できなければデ

ィーゼル駆動消火ポンプを使用する。電動消火ポンプ及びディーゼル駆
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動消火ポンプによる格納容器へのスプレイが実施できない場合は，可搬

型低圧代替注水ポンプを使用し格納容器へスプレイを行う。この操作で

の水源は淡水を用いる手段を優先し，それができない場合には海水を使

用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.6.11図に示す。 

(2) サポート系故障時の手順等 

ａ．格納容器内自然対流冷却 

(a) 可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニッ

トによる格納容器内自然対流冷却 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し，格納容器

内の冷却機能が喪失した場合において，格納容器スプレイポンプの機

能が喪失した場合は，可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納

容器再循環ユニットでの格納容器内自然対流冷却を行う手順を整備す

る。 

格納容器再循環ユニットによる冷却で対応している場合において，

格納容器圧力が十分低下しない等により放射性物質濃度低減が必要な

場合は，代替格納容器スプレイを同時に実施することにより，格納容

器内冷却と放射性物質濃度の低下を図る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生した場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 
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全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生し，格納容器

内の冷却機能が喪失した場合において，炉心の著しい損傷が発生した

場合，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タンク水を格納容

器ヘスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用で

きない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時，格納容器圧力

が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容器へスプレイす

るために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.2(1)ｂ．(b)ⅱ)と同様。 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉

心の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプに

より格納容器ヘスプレイができない場合に，Ｂ格納容器スプレイポン

プ（自己冷却）により，燃料取替用水タンク水及びよう素除去薬品タ

ンクの薬品を格納容器ヘスプレイする手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低

圧代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低

圧代替注水ポンプ出口積算流量等により確認できない場合において，

格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が

確保されている場合。 
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ⅱ) 操作手順 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.6.12図に，タイム

チャートを第1.6.13図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員にＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による格納容器

スプレイ操作の準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場にてＢ格納容器スプレイポン

プ（自己冷却）運転準備のため，安全注入系の弁や原子炉補機冷

却水系の弁等を隔離する。 

ﾊ) 保修対応要員は，現場でＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

系統構成のため，ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ﾆ) 運転員等は，現場でディスタンスピースの取替え完了後に，格

納容器スプレイ系の弁を操作し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自

己冷却）冷却水の系統構成を行う。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室及び現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）起動準備のため，他の系統と連絡する弁の閉止状態

を確認した後，格納容器スプレイラインの弁を開とする。 

ﾍ) 発電長は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による格納

容器内スプレイが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプレ

イ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室でＢ格納容器スプレイポンプを起動し，

ポンプ起動後に冷却水流量等により，起動状態に異常がないこと

を確認する。また，中央制御室でＢ格納容器スプレイ積算流量計

により格納容器スプレイ流量が確保されたことを確認する。 
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ﾁ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計

の指示低下やＢ格納容器スプレイポンプ出口圧力等により，格納

容器が冷却状態であること及びＢ格納容器スプレイポンプの運転

状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa低下したことを確認すれば，一旦代替格納容器スプレイを

停止し，その後，最高使用圧力となれば代替格納容器スプレイを

再開する。なお，Ｂ格納容器スプレイ積算流量及び燃料取替用水

タンク水位等の収支により格納容器への注水量を把握し，約

4,000m３になれば代替格納容器スプレイを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対

応は運転員等1名及び保修対応要員2名により作業を実施し，所要時

間は約120分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにでき

るように，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温

度は通常運転状態と同程度である。 

放射性物質の濃度低下については，代替格納容器スプレイ手段を

用いて格納容器ヘスプレイすることにより，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるとともに，粒子状の放射性物質の除去により放射

性物質の濃度を低減する。さらに，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自

己冷却）を用いてよう素除去薬品タンクの薬品を格納容器ヘスプレ

イすることにより低下させる。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高
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使用圧力から50kPa低下すれば停止する手順とすることで，100％の

ジルコニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模

な水素燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器

水素濃度計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に

監視を行う運用として，測定による水素濃度が8vol％（ドライ）未

満であれば減圧を継続する。 

また，格納容器破損防止手段として代替格納容器スプレイを行う

場合は，格納容器内への注水量の制限があることから，格納容器ヘ

スプレイを行っている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を

水没させない上限の高さ（約4,000m３）に達すれば代替格納容器ス

プレイを停止し，格納容器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉

心の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプ，

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による格納容器ヘスプレイが

できない場合に，常用設備であるディーゼル駆動消火ポンプにより，

ろ過水タンク水を格納容器ヘスプレイする手順を整備する。 

ただし，ディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故等対処に悪影響を

与える火災が発生していないことを確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納

容器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのス

プレイが格納容器スプレイ積算流量等で確認できない場合において，

格納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保さ

れており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消
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火用としてディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.2(1)ｂ．(c)ⅱ)と同様。ただし，電動消火ポンプは電源が

なく起動できないため除く。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉

心の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプ，

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）及びディーゼル駆動消火ポン

プによる格納容器スプレイに失敗した場合に，可搬型低圧代替注水ポ

ンプにより格納容器ヘスプレイする手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は２次系純水タンク，ろ過水タンク等か

ら，使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納

容器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのス

プレイを格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.6.2.2(1)ｂ．(d)ⅱ)と同様。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順は，「1.4 

原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手

順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却の手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧

破損を防止するための手順等」にて整備する。 
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可搬型格納容器水素濃度計測装置により水素濃度を監視する手順は

「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器ヘスプレイする際の中間受槽への補給手順は

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の代替電源確保に関する手順及び空冷式非常用

発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」に

て整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

炉心の著しい損傷が発生した場合にサポート系故障により，格納容器

内の冷却機能が喪失している場合，継続的な冷却実施の観点並びに格納

容器内の重要機器及び重要計器の水没を未然に防止する観点から，代替

格納容器スプレイよりも格納容器内自然対流冷却による手段を優先させ

る。ただし，格納容器内自然対流冷却の手段では，可搬型代替注水大型

ポンプを使用するため準備に時間がかかることから，使用を開始するま

での間に格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上に達した場

合は代替格納容器スプレイを実施する。 

代替格納容器スプレイの優先順位は，常設低圧代替注水ポンプ，Ｂ格

納容器スプレイポンプ（自己冷却），ディーゼル駆動消火ポンプ，可搬

型低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

詳細には，常設低圧代替注水ポンプによる格納容器へのスプレイが使

用できない場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を優先して
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使用する。Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）からの格納容器への

スプレイ手段を失った場合は，ディーゼル駆動消火ポンプを使用する。

ディーゼル駆動消火ポンプによる格納容器へのスプレイができない場合

は，可搬型低圧代替注水ポンプを使用し格納容器ヘスプレイを行う。こ

の操作での水源は淡水を用いる手段を優先し，それができない場合には

海水を使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.6.14図及び第1.6.15図に示す。 

 

1.6.2.3 炉心及び格納容器内への注水時における格納容器内の水位及び注水

量の管理 

炉心及び格納容器へ注水を行う場合，重要機器及び重要計器の水没を防止

するため，格納容器内の水位及び注水量を管理する必要がある。炉心及び格

納容器への注水開始から格納容器再循環サンプ水位計の上限である総注水量

約3,300m３までは，格納容器再循環サンプ水位計にて注水量を把握するとと

もに，ほう酸注入ライン流量計，高圧注入ポンプ出口流量計，余熱除去流量

計等の流量と注水時間から算出した炉心への注水量，格納容器スプレイ積算

流量計又は常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計及び代替注水消火水流量

（ＡＭ）の積算値により算出した格納容器への注水量の和から総注水量を算

出し把握する。その後の格納容器内冷却時に注水を停止する総注水量約

4,000m３までの注水量は，炉心注水量と格納容器注水量の和から総注水量を

算出することで把握し，あわせて格納容器水位監視装置にて総注水量約

4,000m３を確認する。 

格納容器内への注水時に漏えいがあった場合は，漏えい先のタンク水位や

サンプ水位等により格納容器外への漏えいを確認し，漏えい箇所の隔離を行

う。また，格納容器内への注水量と格納容器外への漏えい量を比較し格納容
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器内の水位を推定する。 

格納容器外への漏えいには，注水ラインから別系統への漏えい，格納容器

貫通配管又は貫通部からアニュラス，原子炉建屋又は原子炉補助建屋への漏

えい等が考えられる。 

 

1.6.2.4 燃料の補給手順等 

可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプを運転する場合

には，燃料補給が必要となる。重大事故等対処設備である燃料油貯蔵タンク

（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへ給油し，可搬型

低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプへ補給する手順を整備す

る。 

(1) 可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプへの燃料

補給 

可搬型低圧代替注水ポンプは，燃料油貯蔵タンク（北側）からタンク

ローリへ給油し，可搬型低圧代替注水ポンプへ補給する。 

可搬型代替注水大型ポンプは，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油

貯蔵タンク（南側）からタンクローリへ給油し，可搬型代替注水大型ポ

ンプへ補給する。 

ａ．手順着手の判断基準 

可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプの運転が必

要と判断した場合，及び運転開始後については，定格負荷運転時におけ

る給油作業着手間隔※４に達した場合。 

※４ 定格負荷運転時における各設備の給油作業着手間隔は以下のとお

り。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ:前回の給油作業完了後ただちに給油
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作業開始 

・可搬型代替注水大型ポンプ:運転開始後約2.0時間後に給油作業着

手（その後約3.5時間毎に給油作業に着手） 

ｂ．操作手順 

可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補

給の手順の概要は以下のとおりである。また，概略図を第1.6.16図に，

タイムチャートを第1.6.17図に，アクセスルートを第1.6.18図に示す。 

(a) 発電所災害対策本部は，保修対応要員に燃料油貯蔵タンク（北側）

又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへの給油及びタン

クローリから可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポ

ンプへの燃料補給を指示する。 

(b) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水

大型ポンプへの燃料補給作業の準備を行う。 

(c) 保修対応要員は，タンクローリを保管エリアから燃料油貯蔵タン

ク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）に移動させ，燃料油貯蔵

タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへ

の燃料の給油を行う。 

(d) 保修対応要員は，タンクローリを可搬型低圧代替注水ポンプ又は

可搬型代替注水大型ポンプの横に移動させ，燃料の補給を行う。 

(e) 保修対応要員は，タンクローリの油量を確認し，定格負荷運転時

における給油作業着手間隔に達した場合，以降(c)，(d)を繰り返し

燃料の補給を実施する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員3名にて実施し，所要時間は，

可搬型低圧代替注水ポンプについては初回の燃料補給作業を約105分，2
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回目以降の燃料補給作業を約85分，可搬型代替注水大型ポンプについて

は約125分と想定する。 

可搬型低圧代替注水ポンプの燃料消費率は，約41.1l／hであり，起動

から燃料の枯渇までの時間は約1.5時間と想定しており，枯渇までに燃

料（軽油）補給を実施する。 

また，可搬型代替注水大型ポンプの燃料消費率は，約192l／hであり，

起動から燃料の枯渇までの時間は約3.5時間と想定しており，枯渇まで

に燃料（軽油）補給を実施する。 

なお，重大事故等発生後7日間運転継続するために必要な燃料（軽油）

の備蓄量として，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順

等」に示す燃料（軽油）も含め，燃料油貯蔵タンク（北側）（約39kl）

又は燃料油貯蔵タンク（南側）（約39kl）を管理する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備等

を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 
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第 1 . 6 . 1表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（炉心損傷前のフロントライン系故障時） 

※１：補給手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※３：ディーゼル発電機等により給電する。 
※４：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束に

必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※５：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

格納容器スプレイポンプ 
燃料取替用水タンク※１ 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ 

※２※３ 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器※２ 

原子炉補機冷却水サージタンク※２ 

窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタ

ンク用）※２ 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ 

※２※３ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユ

ニット入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

※２ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ※２※３ 
多
様
性
拡
張
設
備

Ａ，Ｂ格納容器再循環ファン 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）※３ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ※３ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※４ 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※５ 

タンクローリ※５ 
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第 1 . 6 . 2表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（炉心損傷前のサポート系故障時） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給

には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。 
※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※５：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束に

必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１  
原子炉補機冷却設備 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

可搬型代替注水大型ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側） 

※３ 

タンクローリ※３ 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※２ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユ

ニット入口温度／出口温度（ＳＡ））※

２ 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

常設低圧代替注水ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

多
様
性
拡
張
設
備 

よう素除去薬品タンク 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※５ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第 1 . 6 . 3表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（炉心損傷後のフロントライン系故障時） 

※１：手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※３：ディーゼル発電機等により給電する。 
※４：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束に

必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※５：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

格納容器スプレイポンプ 
燃料取替用水タンク※１ 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場

合に対処する手順 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ 

※２※３ 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器※２ 

原子炉補機冷却水サージタンク※２ 

窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタ

ンク用）※２ 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ 

※２※３ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユ

ニット入口温度／出口温度（ＳＡ））※

２ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 
多
様
性

拡
張
設
備

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）※３ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ※３ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※４ 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※５ 

タンクローリ※５ 
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第 1 . 6 . 4表  機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

（炉心損傷後のサポート系故障時） 

※１：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※２：手順は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給

には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。 
※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※５：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束に

必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時 

全交流動力電源※１  
原子炉補機冷却設備 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

可搬型代替注水大型ポンプ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場

合に対処する手順 
 
発電所災害対策本部にて使用す

る手順 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※

３ 

タンクローリ※３ 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット※２ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユ

ニット入口温度／出口温度（ＳＡ））※

２ 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

常設低圧代替注水ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

空冷式非常用発電機※１ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ格納容器スプレイポンプ 

（自己冷却） 

多
様
性
拡
張
設
備 

よう素除去薬品タンク 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※５ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第1.6.5表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

 
監視計器一覧（1／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等  
(1) フロントライン系故障時の手順等 
a. 格納容器内自然対流冷却 

(a)Ａ，Ｂ格納容器再循環
ユニットによる格納容
器内自然対流冷却 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

操
作

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等  
(1) フロントライン系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(a)余熱除去ポンプ（ＲＨ
ＲＳ－ＣＳＳタイライ
ン使用）による代替格
納容器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機監視機能 ・余熱除去ポンプ出口圧力計 
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監視計器一覧（2／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等  
(1) フロントライン系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(b)常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

補機監視機能 ・常設低圧代替注水ポンプ出口圧力計 

(c)電動消火ポンプ又はデ
ィーゼル駆動消火ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・代替注水消火水流量計（ＡＭ） 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

補機監視機能 ・水消火ポンプ出口母管圧力計 
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監視計器一覧（3／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等  
(1) フロントライン系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(d)可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

・代替注水消火水流量計（ＡＭ） 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
a. 格納容器内自然対流冷却 

(a)可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＡ，Ｂ格
納容器再循環ユニット
による格納容器内自然
対流冷却 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線受電 

電圧計 

補機監視機能 

・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

操
作

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。
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監視計器一覧（4／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(a)常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線受電 

電圧計 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作 

1.6.2.1(1)ｂ．(b)ⅱ)と同様。 

(b)Ｂ格納容器スプレイポ
ンプ（自己冷却）によ
る代替格納容器スプレ
イ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機冷却 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ電動機補機冷却水 
流量計 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ補機冷却水流量計 

補機監視機能 ・Ｂ格納容器スプレイポンプ出口圧力計 
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監視計器一覧（5／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.1 炉心の著しい損傷防止のための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(c)ディーゼル駆動消火ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作

1.6.2.1(1)ｂ．(c)ⅱ)と同様。 

(d)可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

操
作

1.6.2.1(1)ｂ．(d)ⅱ)と同様。 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(1) フロントライン系故障時の手順等 
a. 格納容器内自然対流冷却 

(a)Ａ，Ｂ格納容器再循環
ユニットによる格納容
器内自然対流冷却 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

操
作 

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。
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監視計器一覧（6／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(1) フロントライン系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(a)余熱除去ポンプ（ＲＨ
ＲＳ－ＣＳＳタイライ
ン使用）による代替格
納容器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機監視機能 ・余熱除去ポンプ出口圧力計 

(b)常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

補機監視機能 ・常設低圧代替注水ポンプ出口圧力計 
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監視計器一覧（7／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(1) フロントライン系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(c)電動消火ポンプ又はデ
ィーゼル駆動消火ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・代替注水消火水流量計（ＡＭ） 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

補機監視機能 ・水消火ポンプ出口母管圧力計 

(d)可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・代替注水消火水流量計（ＡＭ） 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 
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監視計器一覧（8／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
a. 格納容器内自然対流冷却 

(a)可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＡ，Ｂ格
納容器再循環ユニット
による格納容器内自然
対流冷却 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線受電 

電圧計 

補機監視機能 

・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

操
作 

「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(a)常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線受電 

電圧計 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作

1.6.2.2(1)ｂ．(b)ⅱ)と同様。 

(b)Ｂ格納容器スプレイポ
ンプ（自己冷却）によ
る代替格納容器スプレ
イ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機冷却 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ電動機補機冷却水 
流量計 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ補機冷却水流量計 

補機監視機能 ・Ｂ格納容器スプレイポンプ出口圧力計 
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監視計器一覧（9／9） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.6.2.2 格納容器破損を防止するための格納容器内冷却の手順等 
(2) サポート系故障時の手順等 
b. 代替格納容器スプレイ 

(c)ディーゼル駆動消火ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作

1.6.2.2(1)ｂ．(c)ⅱ)と同様。 

(d)可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

操
作

1.6.2.2(1)ｂ．(d)ⅱ)と同様。 
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第 1.6.6 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.6】 

原子炉格納容器内の冷却

等のための手順等 

常設低圧代替注水ポンプ 重大事故等対処用専用低圧母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

Ａ余熱除去ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 
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第1.6.3図 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納容

器スプレイ手順タイムチャート 

 

 

 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

余熱除去ポンプ 
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ
ライン使用）による代替
格納容器スプレイ 

運転員等 
（現場） 

1 

         

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

          

約 20 分 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 
による代替格納容器スプレイ 

系統構成

系統構成・起動
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 ○運転員が系統構成する場合 

 
経過時間（分）  

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

常設低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納
容器スプレイ 

運転員等 
（現場） 

2 

移動，系統構成         

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

          

  

○重大事故等対策要員のうち運転対応要員が系統構成する場合 

 
経過時間（分）  

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

常設低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納
容器スプレイ 

運転員等 
（現場） 

2 

移動，系統構成     

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

          

 

第 1.6.5 図 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順タイム

チャート 

 

  

約 34 分  常設低圧代替注水ポンプによる
代替格納容器スプレイ  

約 59 分  常設低圧代替注水ポンプ 
による代替格納容器スプレイ 

起動操作系統構成 

起動操作系統構成 
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経過時間（分）  

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

電動消火ポンプ又は
ディーゼル駆動消火
ポンプによる代替格
納容器スプレイ 

運転員等 
（現場） 

1 

         

 

          

1 

        

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

         

          

 

第 1.6.7 図 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器

スプレイ手順タイムチャート 

 

  

約 35 分   
電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプに
よる代替格納容器スプレイ開始 

移動，コントロールセンタ電源対応

移動，消火水スプレイ系統構成

系統構成

消火ポンプ手動起動
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 
     

手順の項目 要員（数）   

可搬型低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器ス
プレイ 

保修対応要員 6 

            

 

             

           

            

           

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

              

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

 

第 1.6.9 図 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順タイム

チャート 

 

  

約 9 時間 30 分 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型ホース， 
可搬型低圧代替注水ポンプ，中間受槽の運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置 

可搬型ホースの設置 

中間受槽の設置

系統構成 

可搬型低圧代替注水ポンプ， 
ホースの設置

スプレイ準備・起動 

移動，系統構成 
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第 1.6.10 図 原子炉格納容器内の冷却機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障）（炉心損傷前）  

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる

格納容器内自然対流冷却 

１次冷却材喪失事象発生 

格納容器内 

自然対流冷却 

格納容器圧力が 195kPa 以上 

かつ 

格納容器スプレイポンプ不動作 

格納容器スプレイポンプ 

機能回復操作（継続） 

YES 

NO 格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上で格納容器圧力及び 

温度が上昇傾向か 

NO 

YES 

NO 

YES 

NO 

YES 

NO 

代替格納容器 

スプレイ 

格納容器圧力が通常運転圧力まで低下 

若しくは総注水量 4,000m３以上か 

格納容器スプレイポンプの 

機能が回復し，格納容器圧力が

392kPa 未満か 

代替格納容器スプレイ停止 

格納容器冷却状態の確認 

可搬型低圧代替注水 

ポンプによる代替 

格納容器スプレイ 

※１：格納容器スプレイ積算流量計 

※２：常設低圧代替注水ポンプが運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※４：電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ 

常設低圧代替注水 

ポンプによる代替 

格納容器スプレイ※２ 

NO 

YES 

消火設備※４による 

代替格納容器スプレイ 

余熱除去ポンプ 

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

による代替格納容器スプレイ 

 

格納容器圧力, 

温度が低下傾向 

及び流量計 

指示上昇か 

 

格納容器圧力, 

温度が低下傾向 

及び流量計 

指示上昇か※１ 

 

格納容器圧力, 

温度が低下傾向 

及び流量計 

指示上昇か※３ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

YES 



 

付－1－1.6－79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.6.11 図 原子炉格納容器内の冷却機能喪失に対する対応手順 

（フロントライン系故障）（炉心損傷後） 

※５：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満

であれば最高使用圧力-50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

炉心損傷 

格納容器スプレイポンプ故障 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ 

ライン使用）による代替格納容器スプレイ 

格納容器圧力が 195kPa 未満又は 

格納容器スプレイにより注水されているか 

YES

格納容器内自然対流冷却 

※１：格納容器スプレイ積算流量計 

※２：常設低圧代替注水ポンプが運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※４：電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

Ａ

NO 

YES 

YES 

代替格納容器スプレイ停止 

代替格納容器 

スプレイ 

格納容器圧力，温度，水素濃度の 

傾向を確認する 

NO 

YES

消火設備※４による代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ※２ 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

代替格納容器スプレイ停止 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）による代替格納容器スプレイ

交流動力電源，原子炉補機冷却海水ポンプ 

及び原子炉補機冷却水系が正常 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による代替格納容器スプレイ

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇※１ 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器ｴﾘｱﾓﾆﾀ（高ﾚﾝｼﾞ）：1×10５mSv／h 

 
最高使用圧力－50kPa 以下若しくは 

総注水量 4,000m３以上か※５ 

１．６の範囲 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇※３ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

YES

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％未満か 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇※３ 

NO 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％以上か 

NO 

YES 

NO 

NO 

格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上で格納容器圧力及び 

温度が上昇傾向か 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇※１ 

NO 

NO 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇 

NO 

Ａ 

NO 

YES 

YES

YES

YES

YES

NO 
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160   180 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

Ｂ格納容器スプレイポン
プ（自己冷却）による代
替格納容器スプレイ 

保修対応要員 2 

移動，ディスタンスピース取替え       

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

         

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

          

 

第 1.6.13 図 Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレ

イ手順タイムチャート 

  

約 120 分 Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）
による代替格納容器スプレイ

起動系統構成 

移動，系統構成



 

付－1－1.6－82 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.6.14 図 原子炉格納容器内の冷却機能喪失に対する対応手順 

（サポート系故障）（炉心損傷前） 

  

全交流動力電源喪失又は 

原子炉補機冷却機能喪失 

NO 

YES 

NO 

YES 

YES 

NO 

YES 

格納容器圧力が通常運転圧力まで低下 

若しくは総注水量 4,000m３以上か 

代替格納容器スプレイ停止 

格納容器冷却状態の確認 

ディーゼル駆動消火ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

※１：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※２：Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）が運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：格納容器スプレイ積算流量計 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

による代替格納容器スプレイ※２ 

格納容器スプレイポンプ停止 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

格納容器内 

自然対流冷却 

可搬型代替注水大型ポンプを用いた 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※１ 

代替格納容器 

スプレイ 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※３ 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か 

NO 

格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上で格納容器圧力及び 

温度が上昇傾向か 

YES 

NO 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順    
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第 1.6.15 図 原子炉格納容器内の冷却機能喪失に対する対応手順 

（サポート系故障）（炉心損傷後）  

※４：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満であれば 

   最高使用圧力-50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

炉心損傷 

格納容器内自然対流冷却

常設低圧代替注水ポンプ 

による代替格納容器スプレイ 

YES 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa） 

以上で格納容器圧力及び温度が上昇傾向か 

YES 

YES 

代替格納容器 
スプレイ 

※１：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※２：Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）が運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：格納容器スプレイ積算流量計 

可搬型代替注水大型ポンプを用いた 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

Ａ 

NO 

YES 

YES 

代替格納容器スプレイ停止 

格納容器圧力，温度，水素濃度の 

傾向を確認する 

NO 

YES 

YES

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

YES

NO 

代替格納容器スプレイ停止 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

による代替格納容器スプレイ※２ 

全交流動力電源喪失又は 

原子炉補機冷却機能喪失 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

による代替格納容器スプレイ※２ 

ディーゼル駆動消火ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇※１ 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器ｴﾘｱﾓﾆﾀ（高ﾚﾝｼﾞ）：1×10５mSv／h 

 
最高使用圧力－50kPa 以下若しくは 

総注水量 4,000m３以上か※４ 

１．６の範囲 

YES

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇※３ 

ディーゼル駆動消火ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％未満か 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇※３ 

NO 

NO 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％以上か 

YES 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇※１ 

NO 

NO 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇 

NO 

NO 

NO 

Ａ 
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○可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140  150 
      

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型低圧代替注水 
ポンプへの燃料補給 
（初回給油） 

保修対応要員 3 

     
 

        

       

  吸上げ     

       

  給油準備     

      

      

 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140  150 
      

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型低圧代替注水 
ポンプへの燃料補給 
（2回目以降） 

保修対応要員 3 

     

 

       

  吸上げ     

       

  給油準備     

      

      

 

○可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給 

 
経過時間（分） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160   180 
   

手順の項目 要員（数） 
  

可搬型代替注水大型 
ポンプへの燃料補給 

 
保修対応要員 3 

         

 

         

 
 

       

   吸上げ      

 
         

          

      給油    

        
 

  

          

 

第 1.6.17 図 可搬型低圧代替注水ポンプ又は可搬型代替注水大型ポンプへの

燃料補給手順タイムチャート 

 

給油

吸上げ準備（ホース布設等）

移動，タンクローリ運搬 

約 105 分 

ホース片付け，移動 

マンホール開放

ホース片付け，
移動 

吸上げ準備（ホース布設等）

給油

ホース片付け，移動

約 85 分 

繰り返し

吸上げ準備（ホース布設等）

移動，タンクローリ運搬 

約 125 分 

ホース片付け，移動

マンホール開放

ホース片付け，移動 

給油準備

繰り返し
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1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.7.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

ｂ．全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設備 

ｃ．手順等 

1.7.2 重大事故等時の手順等 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

(1) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

(2) 格納容器スプレイ 

ａ．格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ 

(3) 代替格納容器スプレイ 

ａ．余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納

容器スプレイ 

ｂ．常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器 

スプレイ 

ｄ．可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

(5) 優先順位 

1.7.2.2 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

(1) 格納容器内自然対流冷却 
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ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 

(2) 代替格納容器スプレイ 

ａ．常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｂ．Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレイ

ｃ．ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｄ．可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 
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1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て原子炉格納容器の破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力及び温

度を低下させるために必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備

される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるために必要な手順

等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措

置を行うための手順等をいう。 

（１） 原子炉格納容器の過圧破損の防止 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉格納容器の破

損を防止するため，格納容器圧力逃がし装置又は格納容器再循環

ユニットにより，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ために必要な手順等を整備すること。 

（２） 悪影響防止 

ａ） 格納容器圧力逃がし装置の使用に際しては，必要に応じて，原

子炉格納容器の負圧破損を防止する手順等を整備すること。 

（３） 現場操作等 

ａ） 格納容器圧力逃がし装置の隔離弁は，人力により容易かつ確実

に開閉操作ができること。 

ｂ） 炉心の著しい損傷時においても，現場において，人力で格納容

器圧力逃がし装置の隔離弁の操作ができるよう，遮蔽又は離隔等

の放射線防護対策がなされていること。 
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ｃ） 隔離弁の駆動源が喪失した場合においても，格納容器圧力逃が

し装置の隔離弁を操作できるよう，必要な資機材を近傍に配備す

る等の措置を講じること。 

（４） 放射線防護 

ａ） 使用後に高線量となるフィルター等からの被ばくを低減するた

めの遮蔽等の放射線防護対策がなされていること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器（以下，付録

1.7 において「格納容器」という。）の破損を防止するため，格納容器内の圧

力及び温度を低下させる対処設備を整備しており，ここでは，この対処設備

を活用した手順等について説明する。 

 

1.7.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内へ流出した高

温の１次冷却材及び溶融炉心の崩壊熱により発生する水蒸気により，格

納容器内の圧力及び温度が上昇し，格納容器の過圧破損に至るおそれが

ある。 

格納容器の破損を防止するため，格納容器内の圧力及び温度を低下さ

せるための対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

この選定にあたり，様々な条件下での事故対処を想定し，全交流動力

電源又は原子炉補機冷却機能の喪失を考慮する。 

格納容器再循環ユニットを用いた対応手段の他に，同等以上の効果を

有する対応手段並びに重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及
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び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけでな

く，「設置許可基準規則」第五十条及び「技術基準規則」第六十五条（以

下，付録 1.7 において「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備

が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備との関係を

明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全な場合又は喪失した場合

に使用可能な対応手段と設備を選定する。ただし，全交流動力電源が喪

失した場合は空冷式非常用発電機により給電する。 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」からの要求により選定した

重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第 1.7.1 表に示す。 

ａ．交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるため，格納容器内自然対流冷却により格納容器内を

冷却する手段がある。 

格納容器内自然対流冷却で使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ 
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・Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器 

・原子炉補機冷却水サージタンク 

・窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタンク用） 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温

度（ＳＡ）） 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるため，格納容器スプレイにより格納容器内を冷却す

る手段がある。 

格納容器スプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ 

・燃料取替用水タンク 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるため，代替格納容器スプレイにより格納容器内を冷

却する手段がある。 

代替格納容器スプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 
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・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

格納容器内自然対流冷却に使用する設備のうち，Ａ，Ｂ格納容器再

循環ユニット，Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ，Ａ，Ｂ原子炉補機冷

却水冷却器，原子炉補機冷却水サージタンク，窒素ボンベ（原子炉補

機冷却水サージタンク用），Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ及び可搬

型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））

は，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

格納容器スプレイに使用する設備のうち，格納容器スプレイポンプ

及び燃料取替用水タンクは，いずれも重大事故等対処設備と位置付け

る。 

代替格納容器スプレイに使用する設備のうち，余熱除去ポンプ（Ｒ

ＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，燃料取替

用水タンク及び復水タンクは，いずれも重大事故等対処設備と位置付

ける。 

以上の重大事故等対処設備により，格納容器内の圧力及び温度を低

下させることが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と

位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ

代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），タンクロ

ーリ 

可搬型ホース，可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続作業

に時間を要するが，水源を特定せずに使用できる代替手段として
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有効である。 

・Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプの電源を２Ａ非常用高圧母線より

受電している場合は，Ａ又はＢ原子炉補機冷却海水ポンプの代替

手段として有効である。 

ｂ．全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるため，格納容器内自然対流冷却により格納容器内を

冷却する手段がある。 

格納容器内自然対流冷却に使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温

度（ＳＡ）） 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び

温度を低下させるため，代替格納容器スプレイにより格納容器内を冷

却する手段がある。 

代替格納容器スプレイに使用する設備は以下のとおり。 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 
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・復水タンク 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

格納容器内自然対流冷却に使用する設備のうち，Ａ，Ｂ格納容器再

循環ユニット，可搬型代替注水大型ポンプ，可搬型温度計測装置（格

納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）），燃料油貯蔵タン

ク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及びタンクローリは，いずれも

重大事故等対処設備と位置付ける。 

代替格納容器スプレイに使用する設備のうち，常設低圧代替注水ポ

ンプ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），

可搬型燃料給油ポンプ，燃料取替用水タンク及び復水タンクは，いず

れも重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により格納容器内の圧力及び温度を低下

させることが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と位

置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプのバックア

ップであり，運転不能を判断してからの準備となるので系統構成
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に時間を要するが，流量が大きく高い減圧効果が見込めることか

ら有効である。 

・ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ

代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），タンクロ

ーリ 

可搬型ホース，可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続作業

に時間を要するが，水源を特定しない代替手段として有効である。 

ｃ．手順等 

上記のａ．及びｂ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。

また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備につい

ても整備する。（第 1.7.2 表，第 1.7.3 表） 

全交流動力電源喪失時において，空冷式非常用発電機を接続すること

により，事故対応を行う手順を整備する。 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として，炉心

の著しい損傷が発生した場合に対処する手順等に定める。（第 1.7.1 表） 

※２ 運転員等:運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員:重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.7.2 重大事故等時の手順等 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び温度を

低下させるため，以下の手段を用いた手順を整備する。 
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(1) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユ

ニット等により格納容器内自然対流冷却を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が格納容器スプレイ作動圧力設定値（195kPa[gage]）

以上，かつ格納容器スプレイポンプの故障等により格納容器へのスプ

レイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却手順

の概要は以下のとおり。概略系統を第 1.7.1 図に，タイムチャートを

第 1.7.2 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員にＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷

却の準備作業と系統構成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，原子炉補機冷却水ポンプの運転状態を確認し，中央

制御室及び現場で原子炉補機冷却水系を加圧するための系統構成

を行う。 

ⅲ) 運転員等は，原子炉補機冷却水系の沸騰を防止するため，現場で

窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタンク用）により，原子炉補

機冷却水サージタンクを 0.3MPa[gage]まで加圧する。 

ⅳ) 保修対応要員は，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却水入口及び

出口配管に冷却状態監視のため，可搬型温度計測装置（格納容器再

循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））を取り付ける。 

ⅴ) 発電長は，原子炉補機冷却水通水の準備が完了すれば，Ａ，Ｂ格
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納容器再循環ユニットへの原子炉補機冷却水通水開始を指示する。 

ⅵ) 運転員等は，中央制御室にてＡ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却

水入口弁及び出口弁の開弁により，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット

に原子炉補機冷却水を通水し，格納容器内自然対流冷却を開始する。 

ⅶ) 運転員等は，現場でＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットの冷却水出口

弁が全開したタイミングで当該弁の電源を切とし，開弁状態を保持

する。 

ⅷ) 運転員等は，中央制御室にて格納容器圧力及び温度の低下により

格納容器内が冷却されていることを継続して確認する。また，現場

にて可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口

温度（ＳＡ））により，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却水出入

口温度差を確認し，格納容器再循環ユニットが冷却状態であること

を記録計により確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応

は運転員等 1 名及び保修対応要員 2 名により作業を実施し，所要時間

については約 55 分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。

また，作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

(2) 格納容器スプレイ 

ａ．格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び温

度を低下させるために，格納容器スプレイポンプにより燃料取替用水タ

ンク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 
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(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容器

スプレイポンプが起動していない場合において，格納容器へスプレイ

するために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ手順の概要は以下

のとおり。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に格納容器ス

プレイポンプの手動起動を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室で格納容器スプレイポンプを手動起動し，

格納容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ⅲ) 運転員等は，格納容器スプレイ流量及び格納容器圧力，温度の監

視により，格納容器が冷却状態にあること及び格納容器スプレイポ

ンプの運転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ⅳ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力が最高使用圧力から

50kPa 低下したことを確認すれば，一旦格納容器スプレイを停止し，

その後，最高使用圧力となれば格納容器スプレイを再開する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名で実施する。操作に

ついては，中央制御室で通常の運転操作にて対応が可能である。 

炉心損傷後の格納容器減圧操作については，格納容器圧力が最高使

用圧力から 50kPa 低下すれば停止する手順とすることで，100％のジル

コニウム－水反応時の水素発生量を仮定した場合でも，大規模な水素

燃焼の発生を防止する。また，水素濃度は，可搬型格納容器水素濃度

計測装置で計測される水素濃度（ドライ）により継続的に監視を行う
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運用として，測定による水素濃度が 8vol％（ドライ）未満であれば減

圧を継続する。 

格納容器内の冷却を目的とした格納容器スプレイを行う場合は，格

納容器への注水量の制限があることから，格納容器へスプレイを行っ

ている際に，格納容器内の重要機器及び重要計器を水没させない上限

の高さ（約 4,000m３）に達すれば格納容器スプレイを停止し，格納容

器内自然対流冷却のみの冷却とする。 

(3) 代替格納容器スプレイ 

ａ．余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納

容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器スプレイポンプ

の故障等により，格納容器内の減圧及び冷却機能が喪失した場合，格納

容器内の圧力及び温度を低下させるため，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－

ＣＳＳタイライン使用）により燃料取替用水タンク水を格納容器へスプ

レイする手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容器

スプレイポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを格納容器ス

プレイ流量等にて確認できない場合において，格納容器へスプレイす

るために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。 
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ｂ．常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び温

度を低下させるため，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タン

ク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用でき

ない場合は，復水タンクを使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ余熱除去

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，格納容

器へのスプレイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場合にお

いて，格納容器ヘスプレイするために必要な燃料取替用水タンク等の

水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。 

ｃ．電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器ス

プレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプ

による代替格納容器スプレイができない場合に，常用設備である電動消

火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプにより，ろ過水タンク水を格納

容器へスプレイする手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故

等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認して使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 



付－1－1.7－16 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低圧

代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低圧代

替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，格納容

器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保されており，

重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消火用として電

動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。 

ｄ．可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポ

ンプが使用できない場合に，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納容器

へスプレイする手順を整備する。 

水源は，淡水である２次系純水タンク，ろ過水タンク等を使用する。

使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低圧

代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低圧代

替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。 

なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 
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可搬型低圧代替注水ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補

給の手順並びに炉心及び格納容器への注水時における格納容器内の水位

及び注水量の管理については，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のため

の手順等」にて整備する。 

可搬型格納容器水素濃度計測装置により水素濃度を監視する手順は，

「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順及び格納容器圧力計が

使用できない場合の格納容器圧力を推定する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(5) 優先順位 

交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全な場合において，炉心の

著しい損傷が発生した場合，格納容器内の圧力及び温度を低下させる手

段として，格納容器スプレイ，格納容器内自然対流冷却及び代替格納容

器スプレイの 3 つの手段がある。この手段のうち，継続的な冷却実施の

観点並びに格納容器内の重要機器及び重要計器の水没を未然に防止する

観点から，格納容器内自然対流冷却を優先する。また，格納容器内自然

対流冷却が使用できるまでの間に，格納容器圧力が最高使用圧力

（392kPa[gage]）以上となった場合は，格納容器内の圧力及び温度を低

下させる効果が最も大きい格納容器スプレイを行い，格納容器スプレイ

ポンプによる格納容器スプレイができない場合は，代替格納容器スプレ

イを行う。 
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代替格納容器スプレイの優先順位は，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，電動消火ポンプ，ディ

ーゼル駆動消火ポンプ，可搬型低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

可搬型低圧代替注水ポンプは，常設低圧代替注水ポンプによる代替格

納容器スプレイが使用できなければ準備を開始し，電動消火ポンプ及び

ディーゼル駆動消火ポンプによる格納容器へのスプレイができない場合

に使用する。この操作での水源は淡水を用いる手段を優先し，それがで

きない場合には海水を用いる。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.7.3 図に示す。 

 

1.7.2.2 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心の著

しい損傷が発生した場合において，格納容器内の圧力及び温度を低下させる

ために，以下の手段を用いた手順を整備する。 

なお，全交流動力電源が喪失している場合は，空冷式非常用発電機により

交流動力電源を確保する。 

(1) 格納容器内自然対流冷却 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合に，格納容器内の圧力及び温度を低下させ

るため，可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニ

ットによる格納容器内自然対流冷却を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失が発生した場合。 
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(b) 操作手順 

可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニット

による格納容器内自然対流冷却手順の概要は以下のとおり。また，概

略系統を第 1.7.4 図に，タイムチャートを第 1.7.5 図に，ホース布設

ルートを第 1.7.6 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に，可搬型代替注水大型ポンプによるＡ，Ｂ格納容器再循環ユ

ニットへの海水通水準備作業と系統構成を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて可搬型代替注水大型ポンプ

の接続のための系統構成を実施する。 

ⅲ) 保修対応要員は，可搬型代替注水大型ポンプの保管場所へ移動し，

使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所へ移動させる。 

ⅳ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水大型ポンプから

海水供給先まで敷設し接続する。 

ⅴ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水大型ポンプ及び

海水供給接続口と接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

に可搬型代替注水大型ポンプの取水部を水面より低く，着底しない

位置に設置する。 

ⅵ) 保修対応要員は，Ａ系海水母管と原子炉補機冷却水系を接続する

ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ⅶ) 運転員等は，現場で可搬型代替注水大型ポンプによるＡ，Ｂ格納

容器再循環ユニットへの海水通水のための系統構成を実施する。 

ⅷ) 保修対応要員は，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却水入口及び

出口配管に冷却状態監視のため，可搬型温度計測装置（格納容器再

循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））を取り付ける。 
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ⅸ) 運転員等は，現場で保修対応要員に可搬型代替注水大型ポンプの

海水通水準備完了及びＡ系海水母管と原子炉補機冷却水系を接続

するディスタンスピースの取替え完了を確認し，接続後の系統構成

を実施する。 

ⅹ) 発電長は，可搬型代替注水大型ポンプによる海水通水の準備が完

了すれば，運転員等及び保修対応要員にＡ，Ｂ格納容器再循環ユニ

ットへ可搬型代替注水大型ポンプによる海水通水開始を指示する。 

ⅺ) 保修対応要員は，現場で可搬型代替注水大型ポンプを起動し，起

動状態を確認後，可搬型代替注水大型ポンプが起動したことを発電

長に報告する。 

ⅻ) 運転員等は，現場にてＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットの手動弁を

開とし海水通水を開始するとともに，現場で可搬型温度計測装置

（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））の指示に

より，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットに海水が通水されていること

を確認する。 

ⅹⅲ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力及び温度の低下により格

納容器内が冷却されていることを継続して確認する。また，現場で

適宜，可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出

口温度（ＳＡ））により，Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却水出

入口温度差を確認し，格納容器再循環ユニットによる格納容器の冷

却状態を記録計により確認する。 

ⅹⅳ) 保修対応要員は，可搬型代替注水大型ポンプの運転状態を継続し

て監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した場合

に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型代替注

水大型ポンプは約 3.5 時間の運転が可能。） 



付－1－1.7－21 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応

は運転員等 2 名及び保修対応要員 16 名により作業を実施し，所要時間

は約 13 時間 35 分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域はない。

また，可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，可搬型

代替注水大型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備す

る。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるように，作業場

所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と

同程度である。 

(2) 代替格納容器スプレイ 

ａ．常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合に，格納容器内の圧力及び温度を低下させ

るため，常設低圧代替注水ポンプから燃料取替用水タンク水を格納容器

へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用でき

ない場合は，復水タンクを使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時，格納容器圧力が

最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ格納容器へスプレイするた

めに必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保されている場合。 

(b) 操作手順 



付－1－1.7－22 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域は

ない。 

ｂ．Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプにより，

格納容器へスプレイができない場合に，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自

己冷却）により，燃料取替用水タンク水を格納容器へスプレイする手順

を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつ常設低圧

代替注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイが常設低圧代

替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，格納容

器ヘスプレイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保され

ている場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域は

ない。 

ｃ．ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプ及びＢ

格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレイによ

り格納容器圧力が低下しない場合，ディーゼル駆動消火ポンプにより，

ろ過水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 
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ただし，ディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故等対処に悪影響を与

える火災が発生していないことを確認して使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納容

器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのスプレ

イが格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合において，格

納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保されて

おり，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消火用と

してディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域は

ない。 

ｄ．可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，常設低圧代替注水ポンプ，Ｂ格

納容器スプレイポンプ（自己冷却）及びディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイにより格納容器圧力が低下しない場合に，可搬

型低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイする手順を整備する。 

水源は，淡水である２次系純水タンク，ろ過水タンク等を使用する。

使用可能な淡水がない場合は海水を使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa[gage]）以上，かつＢ格納容

器スプレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのスプレ

イが格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合。 
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(b) 操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」に

て整備する。なお，操作に係る移動経路，操作場所に高線量の区域は

ない。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型低圧代替注水ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補

給の手順並びに炉心及び格納容器への注水時における格納容器内の水位

及び注水量の管理については，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のため

の手順等」にて整備する。 

可搬型格納容器水素濃度計測装置により水素濃度を監視する手順は

「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」

にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の空冷式非常用発電機による電源確保等に関す

る手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順及び格納容器圧力計が

使用できない場合の格納容器圧力を推定する手段は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合，格納容器内の圧力及び温度を低下させる

手段として，代替格納容器スプレイと可搬型代替注水大型ポンプを用い
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た格納容器内自然対流冷却の 2 つの手段がある。この手段のうち，継続

的な冷却実施の観点並びに格納容器内の重要機器及び重要計器の水没を

未然に防止する観点から，代替格納容器スプレイよりも可搬型代替注水

大型ポンプを用いた格納容器内自然対流冷却を優先するが，格納容器内

自然対流冷却は準備に時間を要することから，この間に格納容器圧力が

最高使用圧力（392kPa[gage]）以上に達した場合は，代替格納容器スプ

レイを行う。格納容器内自然対流冷却を開始すれば格納容器圧力を監視

し，状況に応じて代替格納容器スプレイを行う。 

代替格納容器スプレイの優先順位は，常設低圧代替注水ポンプ，Ｂ格

納容器スプレイポンプ（自己冷却），ディーゼル駆動消火ポンプ，可搬型

低圧代替注水ポンプの順で使用する。 

詳細には，常設低圧代替注水ポンプによる格納容器へのスプレイがで

きない場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を優先して使用

する。Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）からの格納容器へのスプ

レイ手段を失った場合は，ディーゼル駆動消火ポンプを使用する。可搬

型低圧代替注水ポンプは，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）によ

る代替格納容器スプレイの手段を失った場合に準備を開始し，ディーゼ

ル駆動消火ポンプにより格納容器へスプレイできない場合に使用する。

この操作での水源は，淡水を用いる手段を優先し，それができない場合

には海水を用いる。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.7.7 図に示す。 
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第 1.7.1表  重大事故等における対応手段と整備する手順 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束に

必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給

には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内

の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※４：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※５：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電

源の確保に関する手順等」にて整備する。  

分

類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

健
全 

― 

格
納
容
器
内
自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した

場合に対処する手順 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ※１ 
Ａ，Ｂ原子炉補機冷却水冷却器 
原子炉補機冷却水サージタンク 
窒素ボンベ（原子炉補機冷却水サージタン

ク用） 
Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ※１ 
可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニ

ット入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ※１ 
多
様
性

拡
張
設
備

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ

格納容器スプレイポンプ※１ 重
大
事
故
等

対
処
設
備燃料取替用水タンク 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

余熱除去ポンプ 

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）※１
重
大
事
故
等

対
処
設
備 

常設低圧代替注水ポンプ※１ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 
多
様
性
拡
張
設
備

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 
発電所災害対策本部にて使用

する手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

喪
失 

― 

格
納
容
器
内 

自
然
対
流
冷
却 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した

場合に対処する手順 
 
発電所災害対策本部にて使用

する手順 

可搬型代替注水大型ポンプ 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニ

ット入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※３

タンクローリ※３ 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

常設低圧代替注水ポンプ 

空冷式非常用発電機※４ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）

※５ 

可搬型燃料給油ポンプ※５ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）  
多
様
性
拡
張
設
備

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第 1.7.2 表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

 
監視計器一覧（1／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 
(1) 格納容器内自然対流冷却 

a. Ａ，Ｂ格納容器再循環ユ
ニットによる格納容器
内自然対流冷却 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水サージタンク圧力計 
（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の冷却
・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット
入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 
(2) 格納容器スプレイ 

a. 格納容器スプレイポン
プによる格納容器スプ
レイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉格納容器水位監視装置 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機監視機能 ・格納容器スプレイポンプ出口圧力計 
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監視計器一覧（2／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 
(3) 代替格納容器スプレイ 

a. 余熱除去ポンプ（ＲＨＲ
Ｓ－ＣＳＳタイライン
使用）による代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の冷却
・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット

入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

b. 常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・格納容器スプレイ積算流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

c. 電動消火ポンプ又はデ
ィーゼル駆動消火ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（3／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.7.2.1 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 
(3) 代替格納容器スプレイ 

d. 可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

1.7.2.2 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 
(1) 格納容器内自然対流冷却 

a. 可搬型代替注水大型ポ
ンプを用いたＡ，Ｂ格納
容器再循環ユニットに
よる格納容器内自然対
流冷却 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 

電圧計 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

操
作 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の冷却
・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット

入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

1.7.2.2 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 
(2) 代替格納容器スプレイ 

a. 常設低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器
スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 

電圧計 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（4／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.7.2.2 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 
(2) 代替格納容器スプレイ 

b. Ｂ格納容器スプレイポ
ンプ（自己冷却）による
代替格納容器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

・Ａ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

c. ディーゼル駆動消火ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

d. 可搬型低圧代替注水ポ
ンプによる代替格納容
器スプレイ 

判
断
基
準 

原子炉格納容器内の温度 ・格納容器内温度計 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位 ・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

原子炉格納容器への注水
量 

・Ｂ格納容器スプレイ積算流量計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
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第 1.7.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.7】 

原子炉格納容器の過圧破

損を防止するための手順

等 

常設低圧代替注水ポンプ 重大事故等対処用専用低圧母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

Ａ格納容器スプレイポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ格納容器スプレイポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ余熱除去ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）  

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニ
ットによる自然対流冷却 

保修対応要員 2 

       

 

        

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

           

         

運転員等 
（現場） 

1 

      

         

 

第 1.7.2 図 Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニットによる格納容器内自然対流冷却手順タ

イムチャート 
 

  

約 55 分 Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 
による自然対流冷却開始 

系統構成

移動

可搬型温度計取付け 

CCW サージタンク加圧操作（移動含む）

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット冷却水 
出口弁電源切操作（移動含む） 

通水操作
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第 1.7.3 図 格納容器の過圧破損防止に対する対応手順 

       （交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合）

※５：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満であれば

    最高使用圧力－50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

炉心損傷 

格納容器スプレイポンプによる 

格納容器スプレイ 

YES 

格納容器圧力が 195kPa 未満 

又は格納容器スプレイにより 

注水されているか 

※１：格納容器スプレイ積算流量計 

※２：常設低圧代替注水ポンプが運転できない場合に可搬型低圧代替注水 

ポンプの準備を開始する。 

※３：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※４：電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ 

Ａ 

NO 

NO 

格納容器へのスプレイ停止 

格納容器圧力，温度，水素濃度の 

傾向を確認する 

交流動力電源，原子炉補機冷却海水 

ポンプ及び原子炉補機冷却水系が正常 

1．7 の範囲 

NO 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）による代替格納容器スプレイ

格納容器スプレイポンプによる 

格納容器スプレイ 

可搬型低圧代替注水ポンプによる

代替格納容器スプレイ 

YES

YES 

常設低圧代替注水ポンプ 

による代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による代替格納容器スプレイ 

NO 

可搬型低圧代替注水ポンプによる

代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による代替格納容器スプレイ 

YES

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ 

ＣＳＳタイライン使用）による 

代替格納容器スプレイ 

NO 

格納容器へのスプレイ停止 

YES 

凡例 
：操作・確認                       ：別フローへ移行 
：プラント状態                      ：判断 
：重大事故等対処設備による手順 

 
最高使用圧力－50kPa 以下若しくは

総注水量 4,000m３以上か※５ 

NO 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器ｴﾘｱﾓﾆﾀ（高ﾚﾝｼﾞ）：1×10５mSv／h 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％未満か 

格納容器スプレイにより 

スプレイされているか 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※１ 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※１ 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※３ 

NO 

NO 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か 

NO 

格納容器再循環ｻﾝﾌﾟ水位（広域） 

71％以上か 

YES 

YES

YES 

YES 

格納容器圧力が最高使用圧（392kPa）

以上か 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※１ 

格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示上昇か※１

NO 

格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示上昇か※３

格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示上昇か 

Ａ 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES

YES

YES 

格納容器内 
自然対流冷却 

格納容器スプレイ 

代替格納容器 

スプレイ 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  11 12 13 14  15 
       

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型代替注水大型ポン
プを用いたＡ，Ｂ格納容
器再循環ユニットによる
格納容器内自然対流冷却 

保修対応要員

8 

 
 

      

 

       

   可搬型ホースの設置     

        

        

6 

 
 

      

        

2 

 
 

      

        

運転員等 
（現場） 

2 

        

        

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

        

 

第 1.7.5 図 可搬型代替注水大型ポンプを用いたＡ，Ｂ格納容器再循環ユニットに

よる格納容器内自然対流冷却手順タイムチャート 
 

 

約 13 時間 35 分 
可搬型代替注水大型ポンプに
よるＡ，Ｂ格納容器再循環ユ
ニットへの海水通水開始 

移動，可搬型代替注水大型ポンプ，
可搬型ホースの運搬 

可搬型代替注水大型ポンプの設置 

移動，ディスタンスピース取替え 

通水準備，起動 

系統構成 

移動，可搬型温度計
取付け 

移動，系統構成 
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第 1.7.7 図 格納容器の過圧破損防止に対する対応手順 

        （全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時） 

YES

YES 

常設低圧代替注水ポンプに

よる代替格納容器スプレイ

炉心損傷 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）：1×10５mSv／h 

 
格納容器再循環サンプ水位 

（広域）が 71％未満か 

Ｂ格納容器スプレイポンプ 

（自己冷却）による 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による 

代替格納容器スプレイ 

可搬型低圧代替注水ポンプ 

による代替格納容器スプレイ 

代替格納容器スプレイ停止 

 
格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上で格納容器圧力及び

温度が上昇傾向か 

全交流動力電源喪失又は 

原子炉補機冷却機能喪失 

Ａ ※１：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※２：Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）が運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：格納容器スプレイ積算流量計 

※４：ディーゼル駆動消火ポンプ 

YES

NO 

YES 

NO 

YES

NO

YES

NO

YES 

NO 

NO 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

Ｂ格納容器スプレイポンプ
（自己冷却）による 

代替格納容器スプレイ※２

NO

NO
消火設備※４による 

代替格納容器スプレイ 

YES 

※５：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満 

    であれば，最高使用圧力－50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

可搬型低圧代替注水ポンプに

よる代替格納容器スプレイ

NO 

NO

代替格納容器スプレイ停止

YES

格納容器圧力，温度， 

水素濃度の傾向を確認する 

Ａ 

YES

可搬型代替注水大型ポンプ 

による格納容器内自然対流冷却

 
格納容器再循環サンプ水位 

（広域）上昇及び流量計指示が 

上昇しているか※１ 

 
格納容器再循環サンプ水位 

上昇及び流量計指示が上昇 

しているか※３ 

 
格納容器再循環サンプ水位 

上昇及び流量計指示が上昇 

しているか 

 
格納容器再循環サンプ水位 

（広域）が 71％以上か 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が

上昇しているか※１ 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が

上昇しているか※３ 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が 

上昇しているか 

 
最高使用圧力－50kPa 以下若しくは 

総注水量 4,000m３以上か※５ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

1．7 の範囲 格納容器内 

自然対流冷却 

代替格納容器

スプレイ 
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1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.8.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

(a) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

(b) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設

備 

ｂ．溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止 

(a) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

(b) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設

備 

ｃ. 手順等 

1.8.2 重大事故等時の手順等 

1.8.2.1 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却手順等 

(1) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

ａ．格納容器スプレイ 

(a) 格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格

納容器スプレイ 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 
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(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

(2) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

ａ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレ

イ 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｃ. 優先順位 

1.8.2.2 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止の手順等 

(1) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

ａ．炉心注水 

(a) 充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ又は余熱除去ポンプによ

る高圧又は低圧注入ラインを使用した炉心注水 

(b) 充てん／高圧注入ポンプによる充てんラインを使用した炉心注水 

ｂ．代替炉心注水 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）によ

る代替炉心注水 

(b) 充てんポンプによる代替炉心注水 

(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注

水 
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(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｄ．優先順位 

(2) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

ａ．代替炉心注水 

(a) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注水 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

(c) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ

イン使用）による代替炉心注水 

(d) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 

ｃ．優先順位 
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1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

 【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て原子炉格納容器の破損を防止するため，溶融し，原子炉格納容器の下部

に落下した炉心を冷却するために必要な手順等が適切に整備されている

か，又は整備される方針が適切に示されていること。 

  

【解釈】 

１ 「溶融し，原子炉格納容器の下部に落下した炉心を冷却するために必

要な手順等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有

する措置を行うための手順等をいう。 

なお，原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却は，溶融炉心・

コンクリート相互作用（MCCI）を抑制すること及び溶融炉心が拡がり原

子炉格納容器バウンダリに接触することを防止するために行われるも

のである。 

（１） 原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器下部

注水設備により，原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手

順等を整備すること。 

（２） 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止 

ａ） 溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下を遅延又は防止するため，

原子炉圧力容器へ注水する手順等を整備すること。 
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炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器（以下，付録 1.8

において「格納容器」という。）の破損を防止するため，溶融炉心・コンクリー

ト相互作用（ＭＣＣＩ）の抑制及び溶融炉心が拡がり格納容器バウンダリへの

接触を防止することにより，溶融し格納容器の下部に落下した炉心を冷却する

ための対処設備を整備している。 

また，溶融炉心の格納容器下部への落下を遅延又は防止するため原子炉を冷

却するための対処設備を整備している。 

ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。 
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1.8.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心・コンクリート

相互作用（ＭＣＣＩ）による格納容器の破損を防止するために，格納容

器下部に落下した溶融炉心の冷却及び溶融炉心の格納容器下部への落下

を遅延又は防止する必要がある。 

格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却及び溶融炉心の格納容器下部

への落下を遅延又は防止するための対応手段と重大事故等対処設備を選

定する。 

この選定に当たり，様々な条件下での事故対処を想定し，全交流動力

電源又は原子炉補機冷却機能の喪失を考慮する。 

格納容器スプレイ設備及び安全注入設備による対応手段の他に，格納

容器スプレイ設備及び安全注入設備が有する機能を代替することができ

る対応手段並びに重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけでな

く，「設置許可基準規則」第五十一条及び「技術基準規則」第六十六条（以

下，付録 1.8 において「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備

が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備との関係を

明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 
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交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全な場合又は喪失した場合

に使用可能な対応手段と設備を選定する。ただし，全交流動力電源が喪

失した場合は，空冷式非常用発電機により給電する。 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」からの要求により選定した

対応手段と，その対応時に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設

備を以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第 1.8.1 表，第 1.8.2 表に示す。 

ａ．格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

(a) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下

した溶融炉心を冷却するため，設計基準事故対処設備による格納容

器スプレイにより格納容器へスプレイする手段がある。 

格納容器スプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ 

・燃料取替用水タンク 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下

した溶融炉心を冷却するため，代替格納容器スプレイにより格納容

器へスプレイする手段がある。 

代替格納容器スプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 
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・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

格納容器スプレイに使用する設備のうち，格納容器スプレイポン

プ及び燃料取替用水タンクは，いずれも重大事故等対処設備と位置

付ける。 

代替格納容器スプレイに使用する設備のうち，余熱除去ポンプ

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，

燃料取替用水タンク及び復水タンクは，いずれも重大事故等対処設

備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により，格納容器下部に落下した溶融

炉心を冷却することが可能であることから，以下の設備は多様性拡

張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけれ

ば代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタ

ンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続

作業に時間を要するものの，水源を特定せずに使用できる代替

手段として有効である。 
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(b) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設

備 

ⅰ) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下

した溶融炉心を冷却するため，代替格納容器スプレイにより格納容

器へスプレイする手段がある。 

代替格納容器スプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

代替格納容器スプレイに使用する設備のうち，常設低圧代替注水

ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用），可搬型燃料給油ポンプ，燃料取替用水タンク及び復水タン

クは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により格納容器下部に落下した溶融
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炉心を冷却することが可能であることから，以下の設備は多様性拡

張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプのバック

アップであり，運転不能を判断してからの準備となるので系統

構成に時間を要するが，格納容器へのスプレイ流量が大きいこ

とから有効である。 

・ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけれ

ば代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタ

ンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続

作業に時間を要するものの，水源を特定せずに使用できる代替

手段として有効である。 

ｂ．溶融炉心の格納容器下部への落下遅延・防止 

(a) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全時の対応手段及び設備 

ⅰ) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器

下部への落下を遅延又は防止するため，設計基準事故対処設備によ

る炉心注水により溶融炉心を冷却する手段がある。 

炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・余熱除去ポンプ 



付－1－1.8－11 

・燃料取替用水タンク 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器

下部への落下を遅延又は防止するため，代替炉心注水により溶融炉

心を冷却する手段がある。 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・充てんポンプ 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

炉心注水に使用する設備のうち，充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ，余熱除去ポンプ及び燃料取替用水タンクは，重大事故

等対処設備と位置付ける。 

代替炉心注水に使用する設備のうち，格納容器スプレイポンプ

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），常設低圧代替注水ポンプ，

燃料取替用水タンク及び復水タンクは，重大事故等対処設備と位置

付ける。 

以上の重大事故等対処設備により，溶融炉心の格納容器下部への
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落下を遅延又は防止することが可能であることから，以下の設備は

多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・充てんポンプ 

常用系電源及び化学体積制御系のラインが健全であれば，充

てん／高圧注入ポンプの代替手段として有効である。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけれ

ば代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタ

ンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続

作業に時間を要するものの，水源を特定せずに使用できる代替

手段として有効である。 

(b) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の対応手段及び設

備 

ⅰ) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器

下部への落下を遅延又は防止するため，代替炉心注水により溶融炉

心を冷却する手段がある。 

代替炉心注水で使用する設備は以下のとおり。 

・Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料取替用水タンク 

・復水タンク 
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・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用） 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

ⅱ) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

代替炉心注水に使用する設備のうち，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ

（自己冷却），常設低圧代替注水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃

料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，

燃料取替用水タンク及び復水タンクは，重大事故等対処設備と位置

付ける。 

以上の重大事故等対処設備により，溶融炉心の格納容器下部への

落下を遅延又は防止することが可能であることから，以下の設備は

多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用） 

重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプのバック

アップであり，運転不能を判断してからの準備となるので系統

構成に時間を要するが，流量が大きく炉心注水手段として有効

である。 

・ディーゼル駆動消火ポンプ及びろ過水タンク 
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消火を目的として配備しているが，火災が発生していなけれ

ば代替手段として有効である。 

・可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタ

ンクローリ 

可搬型ホース及び可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続

作業に時間を要するものの，水源を特定せずに使用できる代替

手段として有効である。 

ｃ．手順等 

上記のａ．及びｂ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。

また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備につい

ても整備する。（第 1.8.3 表，第 1.8.4 表） 

全交流動力電源喪失時において，空冷式非常用発電機を接続すること

により，事故対応を行う手順を整備する。 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として，炉心

の著しい損傷が発生した場合に対処する手順等に定める。（第 1.8.1 表，

第 1.8.2 表） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員 

をいう。 

※３ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

1.8.2 重大事故等時の手順等 

1.8.2.1 格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却手順等 

(1) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下した

溶融炉心を冷却するため，以下の手段を用いた手順を整備する。 

ａ．格納容器スプレイ 
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(a) 格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下し

た溶融炉心を冷却するため，格納容器スプレイポンプにより燃料取替

用水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）において，格納容

器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保

されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

格納容器スプレイポンプによる格納容器スプレイ手順の概要は

以下のとおり。また，概略系統を第 1.8.1 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に格納容器

スプレイポンプの作動状況等を確認し，格納容器スプレイポンプ

が起動可能であり，かつ不動作であれば起動するよう指示する。 

ﾛ) 運転員等は，格納容器スプレイ信号を手動で発信させ，格納容

器スプレイポンプが起動したことを確認する。 

ﾊ) 運転員等は，格納容器スプレイポンプの起動台数，格納容器ス

プレイ積算流量，格納容器圧力及び温度の監視により，格納容器

ヘスプレイされていることを確認する。 

ﾆ) 運転員等は，格納容器へのスプレイに伴う溶融炉心冷却のため，

原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認し，

その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により，確実に

格納容器へスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水

するために十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水
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位にて十分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位

（広域）71％以上）を確認した場合は，格納容器スプレイポンプ

を停止し，その後は，格納容器再循環サンプ水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名で実施する。操作

については，中央制御室で通常の運転操作にて対応する。 

運転中の定期的な巡視において，原子炉下部キャビティ連通穴の

周辺に閉塞が無いことを目視にて確認する。 

ｂ．代替格納容器スプレイ 

(a) 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格

納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器スプレイポン

プの故障等により，格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却するため

の格納容器へのスプレイ機能が喪失した場合に，余熱除去ポンプ（Ｒ

ＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により燃料取替用水タンク水を格納

容器へスプレイする手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，格納容器スプ

レイポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを格納容器スプ

レイ流量等にて確認できない場合において，格納容器へスプレイす

るために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替

格納容器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第 1.8.2
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図に，タイムチャートを第 1.8.3 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に余熱除去

ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格納容器

スプレイの準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，余熱除去ポンプが運転中の場合，中央制御室で余

熱除去ポンプを停止する。 

ﾊ) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位が確保されていることを

確認する。 

ﾆ) 運転員等は，現場で余熱除去ポンプによる代替格納容器スプレ

イの系統構成に必要な弁の電源を投入する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室でＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラインを使用

するための系統構成を実施する。 

ﾍ) 発電長は，余熱除去ポンプによる代替格納容器スプレイが可能

となれば，運転員等に余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ

イン使用）による代替格納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室で余熱除去ポンプを起動し，格納容器

スプレイ積算流量及び格納容器圧力，温度の監視により代替格納

容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴う溶融炉心冷却のため，

原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認し，

その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により，確実に

スプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するために

十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十分

な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％

以上）を確保した場合は，余熱除去ポンプを停止することで代替
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格納容器スプレイを停止する。その後は，格納容器再循環サンプ

水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 1 名により作業を実施し，所要時間は約 20 分と想定

する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下し

た溶融炉心を冷却するための格納容器へのスプレイ機能が喪失した

場合に，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タンク水を格納

容器へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として，燃料取替用水タンクが使用

できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，余熱除去ポン

プ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）の故障等により，格納容器

へのスプレイを格納容器スプレイ流量等にて確認できない場合に

おいて，格納容器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンク

等の水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の概

要は以下のとおり。概略系統を第 1.8.4 図に，タイムチャートを第
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1.8.5 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に常設低圧

代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイの準備作業と系統

構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で他の系統と連絡する弁につ

いて系統構成を行う。 

ﾊ) 運転員等は，重大事故等対処用専用低圧母線による給電が必要

な場合，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電遮断器の投入

操作を実施する。 

ﾆ) 発電長は，常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレ

イが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプレイ開始を指示

する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室にて常設低圧代替注水ポンプを起動し，

代替格納容器スプレイが開始されたことを確認する。 

ﾍ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計

の指示低下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格

納容器が冷却状態にあること及び常設低圧代替注水ポンプの運

転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾄ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴い，溶融炉心冷却のた

め原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により確実

にスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するため

に十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十

分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）

71％以上）を確認した場合は，常設低圧代替注水ポンプを停止し，
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その後は，格納容器再循環サンプ水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 2 名により作業を実施する。現場における対応は運転

員の場合，約 34 分，重大事故等対策要員のうち運転対応要員の場

合，約 59 分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

(c) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下し

た溶融炉心を冷却するための格納容器へのスプレイ機能が喪失した

場合に，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプにより，ろ過

水タンク水を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，重大事

故等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認して使

用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，常設低圧代替

注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低圧代替

注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，格納容

器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保されて

おり，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消火用
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として電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプの必要がな

い場合。 

ⅱ) 操作手順 

電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納

容器スプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第 1.8.6 図に，

タイムチャートを第 1.8.7 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に電動消火

ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプ

レイ操作の系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場にて電動消火ポンプ又はディ

ーゼル駆動消火ポンプにより代替格納容器スプレイを行うため

の系統構成を実施する。 

ﾊ) 発電長は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイ操作を運転員等に指示する。 

ﾆ) 運転員等は，中央制御室にて電動消火ポンプ又はディーゼル駆

動消火ポンプを起動し，代替格納容器スプレイを開始する。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や代替注水消火水流量（ＡＭ）等により，格納容器が冷却状態

にあること，及び電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ

の運転状況に異常がないことを継続して確認する。 

ﾍ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴い，溶融炉心冷却のた

め原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により確実

にスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するため

に十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十
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分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）

71％以上）を確認した場合は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆

動消火ポンプを停止し，その後は，格納容器再循環サンプ水位を

維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 2 名にて実施し，所要時間については約 35 分と想定

する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下し

た溶融炉心を冷却するための格納容器へのスプレイ機能が喪失した

場合に，可搬型低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイする手

順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は，２次系純水タンク，ろ過水タンク等

から，使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，常設低圧代替

注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイを常設低圧代替

注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 

可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順の
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概要は以下のとおり。概略系統を第 1.8.8 図に，タイムチャートを

第 1.8.9 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレ

イ準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型低圧代替注水ポンプ

設置前の系統構成を行う。 

ﾊ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの保管場所へ移動

し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所

に移動させる。 

ﾆ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型低圧代替注水ポンプか

ら接続口まで布設し，接続口に接続する。 

ﾎ) 運転員等は，可搬型低圧代替注水ポンプの現場で，保修対応要

員による可搬型低圧代替注水ポンプ設置等の作業と並行して，他

の系統と連絡する弁について系統構成を行う。 

ﾍ) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを可搬型低

圧代替注水ポンプと接続後，中間受槽に可搬型ホース吸込口を設

置する。 

ﾄ) 発電長は，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプによ

る代替格納容器スプレイ手段を失った場合に，可搬型低圧代替注

水ポンプによる代替格納容器スプレイが可能となれば，運転員等

及び保修対応要員に代替格納容器スプレイ開始を指示する。 

ﾁ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了していることを確認

し，可搬型低圧代替注水ポンプを現場で起動する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低
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下や常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計等により，格納容器

が冷却状態であること及び可搬型低圧代替注水ポンプの運転状

態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾇ) 保修対応要員は，可搬型低圧代替注水ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

低圧代替注水ポンプは約 1.5 時間の運転が可能。） 

ﾙ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴い，溶融炉心冷却のた

め原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により確実

にスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するため

に十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十

分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）

71％以上）を確認した場合は，可搬型低圧代替注水ポンプを停止

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 1 名及び保修対応要員 6 名により作業を実施し，所要

時間は約 9 時間 30 分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度であ

る。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

溶融デブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順は，「1.4 原

子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順
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等」にて整備する。 

格納容器内の冷却手順，可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給の手

順並びに炉心及び格納容器内への注水時における格納容器内の水位及び

注水量の管理については，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手

順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全な場合，格納容器の下部

に落下した溶融炉心を冷却する手段として，重大事故等対処設備であり

中央制御室にて短時間で実施できる格納容器スプレイを優先する。次に

重大事故等対処設備である余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライ

ン使用）を優先し，余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）

が使用できない場合は，常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器ス

プレイを実施する。常設低圧代替注水ポンプが使用できない場合は，可

搬型低圧代替注水ポンプの使用準備を開始するとともに，電動消火ポン

プ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイを行う。

この場合，常用電源が使用可能であれば電動消火ポンプを使用し，電動

消火ポンプが使用できなければディーゼル駆動消火ポンプを使用する。

電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプ

レイができない場合は，可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器

スプレイを行う。この操作の水源は，淡水を用いる手段を優先し，それ
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ができない場合には，海水を使用する。 

以上の格納容器下部の溶融炉心を冷却するための対応手順のフローチ

ャートを第 1.8.10 図に示す。 

(2) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失している状態で，炉心

の著しい損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下した溶融炉

心を冷却するため，以下の手段を用いた手順を整備する。 

なお，全交流動力電源が喪失している場合は，空冷式非常用発電機に

より交流動力電源を確保する。 

ａ．代替格納容器スプレイ 

(a) 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，炉心の著しい

損傷が発生した場合において，格納容器下部に落下した溶融炉心を冷

却するため，常設低圧代替注水ポンプにより燃料取替用水タンク水を

格納容器へスプレイする手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として燃料取替用水タンクが使用

できない場合は，復水タンクを使用する。 

なお，全交流動力電源喪失時に１次冷却材喪失事象（大破断）が同

時に発生した場合は，炉心損傷に至る可能性があり，溶融炉心・コン

クリート相互作用（ＭＣＣＩ）による格納容器破損を防止するため，

常設低圧代替注水ポンプの注水先を格納容器とし，空冷式非常用発電

機より受電すれば，原子炉下部キャビティに注水する。その後は，Ｂ

充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注水を行い，炉

心を冷却する。 

また，常設低圧代替注水ポンプにより原子炉へ注水を実施していた
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場合に炉心損傷が発生した場合は，常設低圧代替注水ポンプの注水先

を原子炉から格納容器へ切替え，原子炉下部キャビティに注水する。

その後は，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注

水を行い，炉心を冷却する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時

に，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合（格納容器再

循環サンプ水位（広域）71％未満）において，格納容器へスプレイ

するために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確保されている

場合。 

ⅱ) 操作手順 

常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイの手順は，

1.8.2.1(1)ｂ．(b)ⅱ)と同様。 

常設低圧代替注水ポンプの注水先を原子炉から格納容器へ切替

え，代替格納容器スプレイを行う手順の概要は以下のとおり。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，常設低圧代替注水ポ

ンプによる炉心注水を確認し，運転員等に常設低圧代替注水ポン

プの注水先を原子炉から格納容器へ切り替えることを指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて常設低圧代替注水ポンプの注水先

を原子炉から格納容器へ切替え，代替格納容器スプレイが開始さ

れたことを確認する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室で格納容器圧力計及び温度計の指示低

下や，常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等により，格納容器

が冷却状態であること，及び常設低圧代替注水ポンプの運転状態

に異常がないことを継続して確認する。 
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ﾆ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴い，溶融炉心冷却のた

め原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により確実

にスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するため

に十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十

分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）

71％以上）を確認した場合は，常設低圧代替注水ポンプを停止し，

その後は，格納容器再循環サンプ水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名で実施し，速やか

に対応可能である。 

(b) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレ

イ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，炉心の著しい

損傷が発生し，格納容器下部に落下した溶融炉心を冷却する場合に，

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）により燃料取替用水タンク水

を格納容器へスプレイする手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，常設低圧代替

注水ポンプの故障等により，格納容器へのスプレイが常設低圧代替

注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合において，格納容

器へスプレイするために必要な燃料取替用水タンクの水位が確保

されている場合。 

ⅱ) 操作手順 
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Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプ

レイ手順の概要は以下のとおり。概略系統を第 1.8.11 図に，タイ

ムチャートを第 1.8.12 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員にＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納

容器スプレイ操作の準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）運転準備のため，安全注入系の弁や原子炉補機冷却

水系の弁等を隔離する。 

ﾊ) 保修対応要員は，現場でＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

ディスタンスピースの取替えを実施する。 

ﾆ) 運転員等は，現場でディスタンスピースの取替え完了後に，格

納容器スプレイ系の弁を操作し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自

己冷却）冷却水の系統構成を行う。 

ﾎ) 運転員等は，中央制御室及び現場でＢ格納容器スプレイポンプ

（自己冷却）起動準備のため，他の系統と連絡する弁の閉止状態

を確認した後，格納容器スプレイラインの弁を開とする。 

ﾍ) 発電長は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替

格納容器スプレイが可能となれば，運転員等に代替格納容器スプ

レイ開始を指示する。 

ﾄ) 運転員等は，中央制御室でＢ格納容器スプレイポンプ（自己冷

却）を起動後に冷却水流量等により，起動状態に異常がないこと

を確認する。また，中央制御室でＢ格納容器スプレイ積算流量計

により，格納容器スプレイ流量が確保されたことを確認する。 

ﾁ) 運転員等は，中央制御室及び現場で格納容器圧力計及び温度計
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の指示低下やＢ格納容器スプレイポンプ出口圧力等により，格納

容器が冷却状態にあること及びＢ格納容器スプレイポンプの運

転状態に異常がないことを継続して確認する。 

ﾘ) 運転員等は，代替格納容器スプレイに伴い，溶融炉心冷却のた

め原子炉下部キャビティ水位を水位監視装置の動作により確認

し，その後は，格納容器再循環サンプ水位計指示上昇により確実

にスプレイされていることを確認する。溶融炉心を冠水するため

に十分な水位を確保するため，格納容器再循環サンプ水位にて十

分な水位が確保されたこと（格納容器再循環サンプ水位（広域）

71％以上）を確認した場合は，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己

冷却）を停止し，その後は，水位を維持する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 1 名及び保修対応要員 2 名により作業を実施し，所要

時間は約 120 分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにでき

るように，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温

度は通常運転状態と同程度である。 

(c) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，炉心の著しい

損傷が発生し，格納容器下部に落下した炉心を冷却する場合に，常用

設備であるディーゼル駆動消火ポンプにより，ろ過水タンク水を格納

容器へスプレイする手順を整備する。 

ただし，ディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故等対処に悪影響を
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与える火災が発生していないことを確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，Ｂ格納容器ス

プレイポンプ（自己冷却）の故障等により，格納容器へのスプレイ

が格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合において，格

納容器へスプレイするために必要なろ過水タンクの水位が確保さ

れており，重大事故等対処に悪影響を与える火災の発生がなく，消

火用としてディーゼル駆動消火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

1.8.2.1(1)ｂ．(c)ⅱ)と同様。ただし，電動消火ポンプは電源が

なく起動できないため除く。 

(d) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，炉心の著しい

損傷が発生し，格納容器下部に落下した炉心を冷却する場合に，可搬

型低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイする手順を整備す

る。 

使用可能な淡水がある場合は，２次系純水タンク，ろ過水タンク等

から，使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，溶融炉心が冠水するために十分な水位がない場合

（格納容器再循環サンプ水位（広域）71％未満）に，Ｂ格納容器ス

プレイポンプ（自己冷却）の故障等により格納容器へのスプレイが

格納容器スプレイ積算流量等にて確認できない場合。 

ⅱ) 操作手順 
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1.8.2.1(1)ｂ．(d)ⅱ)と同様。 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 

常設低圧代替注水ポンプによる炉心損傷前の代替炉心注水及び溶融デ

ブリが原子炉圧力容器に残存する場合の冷却手順は，「1.4 原子炉冷却

材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて

整備する。 

格納容器内の冷却手順，可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給の手

順，並びに炉心及び格納容器内への注水時における格納容器内の水位及

び注水量の管理については，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための

手順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより格納容器へスプレイする際の中間受槽への補給手順は，

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の空冷式非常用発電機により電源確保等に関す

る手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

ｃ．優先順位 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，炉心の著しい損

傷が発生し，格納容器下部に落下した炉心を冷却する場合，格納容器へ

のスプレイは重大事故等対処設備である常設低圧代替注水ポンプを優先

して使用する。常設低圧代替注水ポンプにより代替炉心注水を実施して

いた場合に炉心損傷が発生した場合は，常設低圧代替注水ポンプの注水

先を原子炉から格納容器へ切り替えることにより格納容器へのスプレイ



付－1－1.8－33 

を行う。 

常設低圧代替注水ポンプにより格納容器へスプレイできない場合は，

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を使用する。Ｂ格納容器スプレ

イポンプ（自己冷却）により格納容器へスプレイできない場合は，可搬

型低圧代替注水ポンプの使用準備を行うとともに，ディーゼル駆動消火

ポンプによる代替格納容器スプレイを行う。ディーゼル駆動消火ポンプ

による代替格納容器スプレイができない場合は，可搬型低圧代替注水ポ

ンプによる代替格納容器スプレイを行う。この操作の水源は，淡水を用

いる手段を優先し，それができない場合には海水を使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.8.13 図に示す。 

 

1.8.2.2 溶融炉心の格納容器下部への落下遅延・防止の手順等 

(1) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の手順等 

炉心の著しい損傷が発生し，溶融炉心の格納容器下部への落下を遅延

又は防止するため，以下の手段を用いた手順を整備する。 

ａ．炉心注水 

(a) 充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ又は余熱除去ポンプによ

る高圧又は低圧注入ラインを使用した炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ又は余熱除去ポンプにより，高圧又は低圧注入ラインを使

用し，燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タン

クの水位が確保されている場合。 
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ⅱ) 操作手順 

充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ又は余熱除去ポンプに

よる高圧又は低圧注入ラインを使用した炉心注水手順の概要は以

下のとおり。概略系統を第 1.8.14 図に示す。 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に充てん／

高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ又は余熱除去ポンプによる炉心

注水を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室にて充てん／高圧注入ポンプ，高圧注

入ポンプ又は余熱除去ポンプを起動し，原子炉への注水を開始す

る。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室にて充てん／高圧注入ポンプ，高圧注

入ポンプ又は余熱除去ポンプからの炉心注水により，炉心が冷却

状態にあることを確認する。 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名により作業を実

施する。操作については，中央制御室で通常の運転操作にて対応す

る。 

(b) 充てん／高圧注入ポンプによる充てんラインを使用した炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，充てん／高圧注入ポンプにより

充てんラインを使用して，燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する

手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）の故障等により，原子炉への注水が余熱除去ライン流
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量等にて確認できない場合において，原子炉へ注水するために必要

な燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

充てん／高圧注入ポンプによる充てんラインを使用した炉心注

水は，中央制御室での遠隔操作が可能であり，通常の運転操作によ

り対応する。概略系統を第 1.8.15 図に示す。 

ｂ．代替炉心注水 

(a) 格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）によ

る代替炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，格納容器スプレイポンプ（ＲＨ

ＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により燃料取替用水タンク水を原子炉

へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ又は余

熱除去ポンプの故障等により，原子炉への注入がほう酸注入ライン

流量等にて確認できない場合において，原子炉へ注水するために必

要な燃料取替用水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(b) 充てんポンプによる代替炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，充てんポンプにより燃料取替用

水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 
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ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，充てん／高圧注入ポンプの故障等により，充てん

ラインを使用した原子炉への注水が充てんライン流量等にて確認

できない場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用

水タンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(c) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，常設低圧代替注水ポンプにより

燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として，燃料取替用水タンクが使用

できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，充てんポンプの故障等により，充てんラインを使

用した原子炉への注水が充てんライン流量等にて確認できない場

合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タンク等

の水位が確保されており，常設低圧代替注水ポンプを代替格納容器

スプレイに使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(d) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注

水 



付－1－1.8－37 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，常用設備である電動消火ポンプ

又はディーゼル駆動消火ポンプによりろ過水タンク水を原子炉へ注

水する手順を整備する。 

ただし，電動消火ポンプ及びディーゼル駆動消火ポンプは，重大事

故等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認して使

用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉

への注水が常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認でき

ない場合において，原子炉へ注水するために必要なろ過水タンクの

水位が確保されており，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポ

ンプを代替格納容器スプレイに使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，溶融炉心の格納容器下

部への落下を遅延又は防止するため，可搬型低圧代替注水ポンプによ

り原子炉へ注水する手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は，２次系純水タンク，ろ過水タンク等

から，使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心が損傷し，常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉

への注水が常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認でき
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ない場合において，可搬型低圧代替注水ポンプを代替格納容器スプ

レイに使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

ｃ．その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給の手順並びに炉心及び格納容

器内への注水時における格納容器内の水位及び注水量の管理については，

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより原子炉へ注水する際の中間受槽への補給手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

ｄ．優先順位 

交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全な場合，溶融炉心の格納

容器下部への落下を遅延又は防止するための手段として，中央制御室か

らの操作により早期に運転可能な，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入

ポンプ又は余熱除去ポンプの使用を優先する。充てん／高圧注入ポンプ，

高圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプによる高圧又は低圧注入ラインを使

用した炉心注水ができない場合は，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ

－ＣＳＳタイライン使用）による代替炉心注水を行う。格納容器スプレ

イポンプが使用できない場合は，充てん／高圧注入ポンプにより充てん

ラインを用いて炉心注水する。常用系電源が健全な場合は，充てんポン

プにより充てんラインを用いて代替炉心注水する。充てんラインによる
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炉心注水が使用できない場合には，常設低圧代替注水ポンプによる代替

炉心注水を行う。常設低圧代替注水ポンプが使用できない場合は，可搬

型低圧代替注水ポンプの使用準備を開始するとともに，電動消火ポンプ

又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水を行う。この場合，

常用電源が使用可能であれば電動消火ポンプを使用し，電動消火ポンプ

が使用できなければディーゼル駆動消火ポンプを使用する。電動消火ポ

ンプ及びディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水ができない場合

は，可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水を行う。この操作の

水源は，淡水を用いる手段を優先し，それができない場合には，海水を

使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.8.10 図に示す。 

(2) 全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失時の手順等 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能が喪失し，炉心の著しい損傷

が発生した場合，溶融炉心の格納容器下部への落下を遅延又は防止する

ため，以下の手段を用いた手順を整備する。 

なお，全交流動力電源が喪失している場合は，空冷式非常用発電機に

より交流動力電源を確保する。 

ａ．代替炉心注水 

(a) Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）による代替炉心注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に溶融炉心の格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，Ｂ充てん／高圧注入ポ

ンプ（自己冷却）により燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手

順を整備する。 

全交流動力電源喪失時に常設低圧代替注水ポンプにより代替格納

容器スプレイを実施している場合の代替炉心注水は，Ｂ充てん／高圧
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注入ポンプ（自己冷却）のみが使用可能である。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に炉心が損傷

した場合において，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タ

ンクの水位が確保されている場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(b) 常設低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に溶融炉心の格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，常設低圧代替注水ポン

プにより燃料取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

常設低圧代替注水ポンプの水源として，燃料取替用水タンクが使用

できない場合は，復水タンクを使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に炉心が損傷

し，Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）の故障等により，原子

炉への注水を充てんライン流量等にて確認できない場合において，

原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タンク等の水位が確

保されており，常設低圧代替注水ポンプを代替格納容器スプレイに

使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(c) Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイラ
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イン使用）による代替炉心注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に溶融炉心の格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，Ｂ格納容器スプレイポ

ンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）により，燃料

取替用水タンク水を原子炉へ注水する手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に炉心が損傷

し，常設低圧代替注水ポンプの故障等により，原子炉への注水を常

設低圧代替注水ポンプ出口積算流量等にて確認できない場合にお

いて，原子炉へ注水するために必要な燃料取替用水タンクの水位が

確保されており，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）を代替格

納容器スプレイに使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(d) ディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に溶融炉心の格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，常用設備であるディー

ゼル駆動消火ポンプにより，ろ過水タンク水を原子炉へ注水する手順

を整備する。 

ただし，ディーゼル駆動消火ポンプは，重大事故等対処に悪影響を

与える火災が発生していないことを確認して使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に炉心が損傷

し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ
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イライン使用）の故障等により，原子炉への注水を余熱除去ライン

流量等にて確認できない場合において，原子炉へ注水するために必

要なろ過水タンクの水位が確保されており，ディーゼル駆動消火ポ

ンプを代替格納容器スプレイに使用しておらず，重大事故等対処に

悪影響を与える火災の発生がなく，消火用としてディーゼル駆動消

火ポンプの必要がない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(e) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に溶融炉心の格

納容器下部への落下を遅延又は防止するため，可搬型低圧代替注水ポ

ンプにより原子炉へ注水する手順を整備する。 

使用可能な淡水がある場合は，２次系純水タンク，ろ過水タンク等

から，使用可能な淡水がない場合は，海水を使用する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に炉心が損傷

し，Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタ

イライン使用）の故障等により，原子炉への注水を余熱除去ライン

流量等にて確認できない場合において，可搬型低圧代替注水ポンプ

を代替格納容器スプレイに使用していない場合。 

ⅱ) 操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 
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可搬型低圧代替注水ポンプへの燃料補給の手順，並びに炉心及び格納

容器内への注水時における格納容器内の水位及び注水量の管理について

は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

燃料取替用水タンクの枯渇又は破損時の対応手順，可搬型低圧代替注

水ポンプにより原子炉へ注水する際の中間受槽への補給手順は，「1.13 

重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の空冷式非常用発電機により電源確保等に関す

る手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確

保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

ｃ．優先順位 

全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能の喪失時に，溶融炉心の格納

容器下部への落下を遅延又は防止するための代替炉心注水は，重大事故

等対処設備であるＢ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却）の使用を優先

する。次に，代替格納容器スプレイを行っていなければ常設低圧代替注

水ポンプを使用する。常設低圧代替注水ポンプが使用できない場合は，

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使

用）による代替炉心注水を行う。Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）

（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）が使用できない場合には，可搬型

低圧代替注水ポンプの使用準備を開始するとともに，ディーゼル駆動消

火ポンプによる代替炉心注水を行う。ディーゼル駆動消火ポンプによる

代替炉心注水ができない場合は，可搬型低圧代替注水ポンプによる代替

炉心注水を行う。この操作の水源は，淡水を用いる手段を優先し，それ

ができない場合には，海水を使用する。 
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以上の対応手順のフローチャートを第 1.8.13 図に示す。 
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第 1.8.1表  重 大 事 故 等 に お け る 対 応 手 段 と整備する手順 
（原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。  
※２：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水をスプレイする。手順は，「1.13 重大事故等の収束

に必要となる水の供給手順等」にて整備する。  
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順

等」にて整備する。  
※４：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。  
※５：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。  

  

分 

類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

健
全 

― 

格
納
容
器 

ス
プ
レ
イ 

格納容器スプレイポンプ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する手順  

燃料取替用水タンク 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）※１ 

常設低圧代替注水ポンプ※１ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

喪
失 

― 

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

常設低圧代替注水ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する手順  
 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

空冷式非常用発電機※４ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※５

可搬型燃料給油ポンプ※５ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）  

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第 1.8.2表  重 大 事 故 等 に お け る 対 応 手 段 と整備する手順 
（溶融炉心の原子炉格納容器下部への落下遅延・防止） 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。  
※２：可搬型低圧代替注水ポンプは，中間受槽を経由し淡水若しくは海水を注水する。手順は，「1.13 重大事故等の収束に必

要となる水の供給手順等」にて整備する。  
※３：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給に使用する。燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順

等」にて整備する。  
※４：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。  
※５：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。  

  

分 

類 

機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

交
流
動
力
電
源
及
び
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

健
全 

― 

炉
心
注
水 

充てん／高圧注入ポンプ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した

場合に対処する手順  

高圧注入ポンプ※１  

余熱除去ポンプ※１  

燃料取替用水タンク  

代
替
炉
心
注
水 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン

使用）※１ 

燃料取替用水タンク 

充てんポンプ 

多
様
性

拡
張
設
備

常設低圧代替注水ポンプ※１ 重
大
事
故
等

対
処
設
備

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

発電所災害対策本部にて使用

する手順 
燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

全
交
流
動
力
電
源
又
は
原
子
炉
補
機
冷
却
機
能 

喪
失 

― 

代
替
炉
心
注
水 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ（自己冷却） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した

場合に対処する手順  
 
発電所災害対策本部にて使用

する手順 

常設低圧代替注水ポンプ 

空冷式非常用発電機※４ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※５ 

可搬型燃料給油ポンプ※５ 

燃料取替用水タンク 

復水タンク 

Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ 

ＣＳＳタイライン使用）  
多
様
性
拡
張
設
備 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

可搬型低圧代替注水ポンプ※２ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 
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第 1.8.3 表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

 
監視計器一覧（1／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
a.  格 納 容 器 ス プ レ イ  

(a)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ に よ る 格 納 容 器
ス プ レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  
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監視計器一覧（2／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
b.  代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ  

(a)  余 熱 除 去 ポ ン プ （ Ｒ
Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ Ｓ Ｓ タ イ
ラ イ ン 使 用 ） に よ る
代 替 格 納 容 器 ス プ レ
イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(b)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 格 納
容 器 ス プ レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  
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監視計器一覧（3／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
b.  代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ  

(c)  電 動 消 火 ポ ン プ 又
は デ ィ ー ゼ ル 駆 動
消 火 ポ ン プ に よ る
代 替 格 納 容 器 ス プ
レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ 代 替 注 水 消 火 水 流 量 計 （ Ａ Ｍ ）  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 水 消 火 ポ ン プ 出 口 母 管 圧 力 計  

(d)  可 搬 型 低 圧 代 替 注
水 ポ ン プ に よ る 代
替 格 納 容 器 ス プ レ
イ  

判

断

基

準 
原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計  

  



付－1－1.8－50 

監視計器一覧（4／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(2)  全 交 流 動 力 電 源 又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 時 の 手 順 等  
a.  代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ  

(a)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 格 納
容 器 ス プ レ イ  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2 母 線

受 電 電 圧 計  

補 機 監 視 機 能  
・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 監 視 機 能  ・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

  



付－1－1.8－51 

監視計器一覧（5／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(2)  全 交 流 動 力 電 源 又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 時 の 手 順 等  
a.  代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ  

(b)  Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
に よ る 代 替 格 納 容 器
ス プ レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

補 機 冷 却  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 電 動 機 補 機  
冷 却 水 流 量 計  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 補 機 冷 却 水  
流 量 計  

補 機 監 視 機 能  ・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

(c)  デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 格
納 容 器 ス プ レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
1.8.2.1(1)ｂ ． (c)ⅱ )と 同 様 。  

  



付－1－1.8－52 

監視計器一覧（6／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.1 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 に 落 下 し た 溶 融 炉 心 の 冷 却 手 順 等  
(2)  全 交 流 動 力 電 源 又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 時 の 手 順 等  
a.  代 替 格 納 容 器 ス プ レ イ  

(d)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 格
納 容 器 ス プ レ イ  

判

断

基

準 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

・ 原 子 炉 下 部 キ ャ ビ テ ィ 水 位 監 視 装 置  

原 子 炉 格 納 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ 積 算 流 量 計  

操

作
1.8.2.1(1)ｂ ． (d)ⅱ )と 同 様 。  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
a.  炉 心 注 水   

(a)  充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ
ン プ ， 高 圧 注 入 ポ ン
プ 又 は 余 熱 除 去 ポ ン
プ に よ る 高 圧 又 は 低
圧 注 入 ラ イ ン を 使 用
し た 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
温 度  

・ 格 納 容 器 内 温 度 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
圧 力  

・ 格 納 容 器 圧 力 計  

・ 原 子 炉 格 納 容 器 圧 力 計 （ Ａ Ｍ ）  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
水 位  

・ 格 納 容 器 再 循 環 サ ン プ 水 位 計 （ 広 域 ）  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

補 機 監 視 機 能  

・ 充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 余 熱 除 去 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 圧 力 計  

  



付－1－1.8－53 

監視計器一覧（7／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
a.  炉 心 注 水   

(b)  充 て ん ／ 高 圧 注 入 ポ
ン プ に よ る 充 て ん ラ
イ ン を 使 用 し た 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

－  －  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
b.  代 替 炉 心 注 水   

(a)  格 納 容 器 ス プ レ イ ポ
ン プ （ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ
Ｓ Ｓ タ イ ラ イ ン 使
用 ） に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ ほ う 酸 注 入 ラ イ ン 流 量 計  

・ 高 圧 注 入 ポ ン プ 出 口 流 量 計  

・ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(b)  充 て ん ポ ン プ に よ る
代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

  



付－1－1.8－54 

監視計器一覧（8／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(1)  交 流 動 力 電 源 及 び 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 が 健 全 で あ る 場 合 の 手 順 等  
b.  代 替 炉 心 注 水   

(c)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(d)  電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(e)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  
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監視計器一覧（9／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(2)  全 交 流 動 力 電 源 又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水   

(a)  Ｂ 充 て ん ／ 高 圧 注 入
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
に よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

電 源  
・ 6.6kV2A， 2B， 2C1， 2C2， 2D1， 2D2 母 線

受 電 電 圧 計  

補 機 監 視 機 能  
・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 供 給 母 管 流 量 計  

・ 原 子 炉 補 機 冷 却 水 冷 却 器 海 水 流 量 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

原 子 炉 格 納 容 器 内 の
放 射 線 量 率  

・ 格 納 容 器 エ リ ア モ ニ タ （ 高 レ ン ジ ）  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(b)  常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 炉 心
注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ 充 て ん ラ イ ン 流 量 計  

水 源  
・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

・ 復 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(c)  Ｂ 格 納 容 器 ス プ レ イ
ポ ン プ （ 自 己 冷 却 ）
（ Ｒ Ｈ Ｒ Ｓ － Ｃ Ｓ Ｓ
タ イ ラ イ ン 使 用 ） に
よ る 代 替 炉 心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ａ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

・ 常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ ン プ 出 口 積 算 流 量 計

水 源  ・ 燃 料 取 替 用 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  
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監視計器一覧（10／10） 

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.8.2.2 溶 融 炉 心 の 原 子 炉 格 納 容 器 下 部 へ の 落 下 遅 延 ・ 防 止 の 手 順 等  
(2)  全 交 流 動 力 電 源 又 は 原 子 炉 補 機 冷 却 機 能 喪 失 時 の 手 順 等  
a.  代 替 炉 心 注 水   

(d)  デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

水 源  ・ ろ 過 水 タ ン ク 水 位 計  

操

作 

「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

(e)  可 搬 型 低 圧 代 替 注 水
ポ ン プ に よ る 代 替 炉
心 注 水  

判

断

基

準 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
温 度  

・ 炉 心 出 口 温 度 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の
水 位  

・ 加 圧 器 水 位 計  

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の
注 水 量  

・ Ｂ 余 熱 除 去 ラ イ ン 流 量 計  

操

作
「 1.4 原 子 炉 冷 却 材 圧 力 バ ウ ン ダ リ 低 圧 時 に 発 電 用 原 子 炉 を 冷 却
す る た め の 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



付－1－1.8－57 

第 1.8.4 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.8】 

原子炉格納容器下部の溶

融炉心を冷却するための

手順等 

常設低圧代替注水ポンプ 重大事故等対処用専用低圧母線

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

Ａ充てん／高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ格納容器スプレイポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ格納容器スプレイポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ余熱除去ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

余熱除去ポンプ（ＲＨ
ＲＳ－ＣＳＳタイラ
イン使用）による代替
格納容器スプレイ 

運転員等（現場） 1 

 
 

       

 

          

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

          

          

 

第1.8.3図 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による代替格

納容器スプレイ手順タイムチャート 

 

約 20 分 余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 
による代替格納容器スプレイ 

系統構成

系統構成，起動
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 ○運転員が系統構成する場合 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 格 納
容器スプレイ 

運転員等  
（現場） 

2 

移動，系統構成        

 

          

運転員等  
（中央制御室）  1 

          

          

 
 ○重大事故等対策要員のうち運転対応要員が系統構成する場合 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

常 設 低 圧 代 替 注 水 ポ
ン プ に よ る 代 替 格 納
容器スプレイ 

運転員等  
（現場） 

2 

移動，系統構成     

 

          

運転員等  
（中央制御室）  1 

          

          

 

第 1.8.5 図 常設低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順タイム

チャート 
 

 

約 34 分 常設低圧代替注水ポンプによる
代替格納容器スプレイ 

約 59 分 常設低圧代替注水ポンプによる 
代替格納容器スプレイ 

起動操作系統構成  

起動操作系統構成  
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

電 動 消 火 ポ ン プ 又 は
デ ィ ー ゼ ル 駆 動 消 火
ポ ン プ に よ る 代 替 格
納容器スプレイ 

運転員等  
（現場） 

1 

         

 

          

1 

        

          

運転員等  
（中央制御室）  1 

          

         

          

 

第 1.8.7 図 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容

器スプレイ手順タイムチャート 

 

 

約 35 分 
電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプに  
よる代替格納容器スプレイ開始

移動，コントロールセンタ電源対応  

移動，消火水スプレイ系統構成

系統構成

消火ポンプ手動起動
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11  12 
     

手順の項目 要員（数）   

可搬型低圧代替注水ポン
プによる代替格納容器ス
プレイ 

保修対応要員 6 

            

 

             

           

            

           

            

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

              

             

運転員等 
（現場） 

1 

            

             

 

第 1.8.9 図 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ手順タイム

チャート 

 

  

約 9時間 30 分 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，可搬型ホース，
可搬型低圧代替注水ポンプ，中間受槽の運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置 

可搬型ホースの設置 

中間受槽の設置 

系統構成 

可搬型低圧代替注水ポンプ， 
ホースの設置

スプレイ準備，起動 

移動，系統構成 
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第 1.8.10 図 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための対応手順（1／2） 

（交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全）  

※５：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満であれば

    最高使用圧力－50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

炉心損傷 

格納容器スプレイポンプによる 

格納容器スプレイ 

格納容器圧力が 195kPa 未満又は 

格納容器スプレイにより注水されているか 

※１：格納容器スプレイ積算流量計 

※２：常設低圧代替注水ポンプが運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※３：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※４：電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプ 

NO 

YES 

格納容器内へのスプレイ停止 

格納容器圧力，温度，水素濃度の 

傾向を確認する 

交流動力電源，原子炉補機冷却海水 

ポンプ及び原子炉補機冷却水系が正常 

最高使用圧力－50kPa 以下若しくは 

総注水量 4,000m３以上か※５ 
 

1．8 の範囲 

NO 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）による代替格納容器スプレイ

YES

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

YES 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による代替格納容器スプレイ 

NO 

YES 

可搬型低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による代替格納容器スプレイ 

余熱除去ポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイ

ライン使用）による代替格納容器スプレイ

格納容器内へのスプレイ停止 

YES 

凡例 
：操作・確認                     ：別フローへ移行 
：プラント状態                    ：判断 
：重大事故等対処設備による手順 

代替格納容器 

スプレイ 

格納容器スプレイにより 

スプレイされているか 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％未満か 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）：1×10５mSv／h

NO 

格納容器スプレイポンプによる 

格納容器スプレイ 

Ａ，Ｂ格納容器再循環ユニット 

による格納容器内自然対流冷却 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※１ 

NO 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※１ 

NO 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か※３ 

NO 

格納容器再循環サンプ水位上昇 

及び流量計指示上昇か 

NO 

格納容器再循環サンプ水位（広域） 

71％以上か 

格納容器圧力が最高使用圧力（392kPa） 

以上か 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※１ 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※１ 

NO 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か※３ 

NO 

格納容器圧力，温度が低下傾向 

及び流量計指示上昇か 

NO 

Ｂ 

Ａ 

YES

YES

YES 

YES

YES 

YES 

NO 

NO 

NO 

YES

YES 

YES

格納容器スプレイ 
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第 1.8.10 図 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための対応手順（2／2） 

（交流動力電源及び原子炉補機冷却機能健全） 

 

 

炉心注水 

充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプ又は余熱除去ポンプ

による炉心注水 

Ａ 

格納容器スプレイポンプ 
（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン 
使用）による代替炉心注水 

充てん系による炉心注水 

炉心注水 

代替炉心注水 
※１：ほう酸注入ライン流量計，高圧注入ポンプ出口流量計

又は余熱除去ライン流量計 

※２：余熱除去ライン流量計 

※３：充てんライン流量計 

※４：常設低圧代替注水ポンプが運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

YES 

NO 

YES 

YES

NO

NO

充てんポンプによる 
代替炉心注水 

YES

NO

電動消火ポンプ又は 
ディーゼル駆動消火ポンプ 

による代替炉心注水 

常設低圧代替注水ポンプ 
による代替炉心注水※４ 

可搬型低圧代替注水ポンプ 
による代替炉心注水 

Ｂ 

代替炉心注水 

YES

NO

YES 

NO 

 流量計指示が 
上昇しているか※１ 

 流量計指示が 
上昇しているか※２ 

 流量計指示が 
上昇しているか※３ 

 流量計指示が 
上昇しているか※３ 

 流量計指示が 
上昇しているか※２ 

 流量計指示が 
上昇しているか※２ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

1．8 の範囲 
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160    180 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

Ｂ格納容器スプレイポン
プ（自己冷却）による代替
格納容器スプレイ 

保修対応要員 2 

移動，ディスタンスピース取替え       

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

          

           

運転員等 
（中央制御室） 

1 

           

           

 

第 1.8.12 図 Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による代替格納容器スプレ

イ手順タイムチャート 

 

  

約 120 分 Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）
による代替格納容器スプレイ

移動，系統構成

系統構成 起動
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第 1.8.13 図 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための対応手順（1／2） 

（全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失）  

炉心損傷 

炉心損傷確認 

炉心出口温度：350℃及び 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）：1×10５mSv／h 

 
格納容器再循環サンプ水位 

（広域）が 71％未満か 

Ｂ格納容器スプレイポンプ 

（自己冷却）による 

代替格納容器スプレイ※２ 

消火設備※４による 

代替格納容器スプレイ 

可搬型低圧代替注水ポンプ 

による代替格納容器スプレイ 

代替格納容器スプレイ停止 

全交流動力電源喪失又は 

原子炉補機冷却機能喪失 

Ｂ

※１：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※２：Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却） 

が運転できない場合に可搬型低圧代替注水 

ポンプの準備を開始する。 

※３：格納容器スプレイ積算流量計 

※４：ディーゼル駆動消火ポンプ 
代替格納容器 

スプレイ 

YES

NO 

YES 

NO 

YES

NO

YES

NO

YES 

NO 

常設低圧代替注水ポンプによる 

代替格納容器スプレイ 

格納容器圧力，温度， 

水素濃度の傾向を確認する 

Ａ 

 
格納容器再循環サンプ水位 

上昇及び流量計指示が上昇 

しているか※１ 

 
格納容器再循環サンプ水位 

上昇及び流量計指示が上昇 

しているか※３ 

 
格納容器再循環サンプ水位 

上昇及び流量計指示が上昇 

しているか 

 
格納容器再循環サンプ水位 

（広域）が 71％以上か 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

1．8 の範囲 

YES 

常設低圧代替注水ポンプに

よる代替格納容器スプレイ

 
格納容器圧力が最高使用圧力 

（392kPa）以上で格納容器圧力及び 

温度が上昇傾向か 

NO 

Ｂ格納容器スプレイポンプ
（自己冷却）による 

代替格納容器スプレイ※２

NO

NO
消火設備※４による 

代替格納容器スプレイ 

YES

YES

※５：総注水量が 4,000m３以上でない場合で，水素濃度測定値が 8vol％未満 

    であれば，最高使用圧力－50kPa 以下であっても減圧を継続する。 

可搬型低圧代替注水ポンプに

よる代替格納容器スプレイ 

NO 

NO

代替格納容器スプレイ停止

YES 

YES 

可搬型代替注水大型ポンプ 

による格納容器内自然対流冷却 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が

上昇しているか※１ 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が

上昇しているか※３ 

 
格納容器圧力，温度が 

低下傾向及び流量計指示が 

上昇しているか 

 
最高使用圧力－50kPa 以下若しくは 

総注水量 4,000m３以上か※５ 
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第 1.8.13 図 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための対応手順（2／2） 

（全交流動力電源又は原子炉補機冷却機能喪失） 

 

 

常設低圧代替注水ポンプ 

による代替炉心注水 

Ａ 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ 

（自己冷却）による代替炉心注水

 流量計指示上昇※２ 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

による代替炉心注水 

可搬型低圧代替注水ポンプ 

による代替炉心注水 

Ｂ 

代替炉心注水 

※１：充てんライン流量計 

※２：常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

※３：Ｂ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ 

   ＣＳＳタイライン使用）が運転できない場合に 

   可搬型低圧代替注水ポンプの準備を開始する。 

※４：余熱除去ライン流量計 

YES 

NO 

YES 

YES

NO

NO

YES

NO

Ｂ格納容器スプレイポンプ 
（自己冷却）（ＲＨＲＳ－ＣＳＳ

タイライン使用）による 
代替炉心注水※３ 

 流量計指示上昇※４ 

 流量計指示上昇※４ 

凡例 

：操作・確認                       ：別フローへ移行 

：プラント状態                      ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

 
流量計指示が 

上昇しているか※１ 

1．8 の範囲 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素爆発による格納容器

の破損を防止する対応手段及び設備 

ｂ．手順等 

1.9.2 重大事故等時の手順等 

1.9.2.1 水素濃度低減のための手順等 

(1) 水素濃度低減 

ａ．静的触媒式水素再結合装置 

ｂ．電気式水素燃焼装置 

(2) 水素濃度監視 

ａ．可搬型格納容器水素濃度計測装置 

ｂ．ガス分析計 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.9.2.2 水素濃度を低減させる設備の電源（交流又は直流）を代替電源設備

から給電する手順等 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て原子炉格納容器内における水素による爆発（以下「水素爆発」とい

う。）による損傷を防止する必要がある場合には，水素爆発による原子炉

格納容器の破損を防止するために必要な手順等が適切に整備されている

か，又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順

等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置

を行うための手順等をいう。 

（１） BWR 

ａ） 原子炉格納容器内の不活性化により，原子炉格納容器内における

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等

を整備すること。 

（２） PWRのうち必要な原子炉 

ａ） 水素濃度制御設備により，原子炉格納容器内における水素爆発に

よる原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等を整備する

こと。 

（３） BWR及びPWR共通 

ａ） 原子炉格納容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破損

を防止するために必要な設備が，交流又は直流電源が必要な場合は代

替電源設備からの給電を可能とすること。 
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ｂ） 炉心の著しい損傷後，水－ジルコニウム反応及び水の放射線分解

による水素及び酸素の水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止す

る手順等を整備すること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合に，ジルコニウム－水反応及び水の放射線

分解による水素が，原子炉格納容器（以下，付録1.9において「格納容器」と

いう。）内に放出された場合においても水素爆発による格納容器の破損を防止

するため，水素濃度制御を行う対処設備を整備しており，ここでは，この対処

設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応に

より短期的に発生する水素及び水の放射線分解により発生する水素及び

酸素の水素爆発による格納容器の破損を防止するための対応手段と重大

事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十二条及び「技術基準規則」第六十七

条（以下，付録1.9において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 
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(2) 対応手段と設備の選定の結果 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」からの要求により選定した

対応手段とその対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を

以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第1.9.1表に示す。 

ａ．炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素爆発による格納容器

の破損を防止する対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応

により短期的に発生する水素及び水の放射線分解等により格納容器内

に発生する水素を，水素濃度制御設備により低減し，水素爆発による

格納容器の破損を防止する手段がある。また，水素濃度低減で使用す

る設備について全交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備

から給電する手段についても整備する。 

水素濃度低減で使用する設備は以下のとおり。 

・静的触媒式水素再結合装置 

・静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

・電気式水素燃焼装置 

・電気式水素燃焼装置動作監視装置 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応

により短期的に発生する水素及び水の放射線分解等により発生する水
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素濃度が変動する可能性のある範囲にわたり水素濃度監視設備により

測定し，監視する手段がある。また，水素濃度監視で使用する設備に

ついて，全交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備から給

電する手段についても整備する。 

水素濃度監視で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置 

・可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプ 

・可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・ガス分析計 

・窒素ボンベ（可搬型格納容器水素濃度計測装置用） 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される水素濃度低

減に使用する設備のうち，静的触媒式水素再結合装置，静的触媒式水

素再結合装置動作監視装置，電気式水素燃焼装置，電気式水素燃焼装

置動作監視装置，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼ

ル発電機用）及び可搬型燃料給油ポンプは，いずれも重大事故等対処

設備と位置付ける。 

また，水素濃度監視に使用する設備のうち，可搬型格納容器水素濃
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度計測装置，可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプ，可搬型代

替ガスサンプリング圧縮装置，空冷式非常用発電機，可搬型代替注水

大型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側），

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），タンクローリ，可搬型燃

料給油ポンプ及び窒素ボンベ（可搬型格納容器水素濃度計測装置用）

は，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，水素爆発による格納容器の破損

を防止することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・ガス分析計 

事故初期の放射線量が高い環境下での測定が困難であり，中央

制御室での連続監視はできないが，可搬型格納容器水素濃度計測

装置の代替手段として有効である。 

ｂ．手順等 

上記のａ.により選定した対応手段に係る手順を整備する。また，事

故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備についても整備

する。（第1.9.2表，第1.9.3表） 

これらの手順は，運転員等※２，保修対応要員※３及び放射線管理班※４

の対応として，炉心の著しい損傷が発生した場合に対処する手順等に定

める。（第1.9.1表） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 
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※４ 放射線管理班：発電所災害対策本部要員のうち放射線管理班内

の化学分析を行う要員をいう。 

 

1.9.2 重大事故等時の手順等 

1.9.2.1 水素濃度低減のための手順等 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応等によ

り発生する水素を除去し，格納容器内の水素濃度を低減させるため，以下の

手段を用いた手順を整備する。 

(1) 水素濃度低減 

ａ．静的触媒式水素再結合装置 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の水素濃度を

低減させるために設置している静的触媒式水素再結合装置の動作状況を

確認する手順を整備する。 

ジルコニウム－水反応により短期的に発生する水素及び水の放射線分

解等により長期的に緩やかに発生し続ける水素を除去し，濃度低減を継

続的に図るため，静的触媒式水素再結合装置を格納容器内に5基設置し

ている。 

静的触媒式水素再結合装置は電源等の動力源を必要としない静的な装

置であり，格納容器内の水素濃度上昇にしたがって自動的に触媒反応す

るため，運転員等による準備や起動操作は不要である。 

静的触媒式水素再結合装置による水素濃度低減状態については，水素

再結合反応時の温度上昇により確認する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心の損傷が発生したことを，炉心出口温度等により確認した場合。 

(b) 操作手順 
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静的触媒式水素再結合装置の動作状況を確認する手順の概要は以下

のとおり。装置の概要を第1.9.1図，第1.9.2図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に静的触媒

式水素再結合装置の動作状況の確認を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室で静的触媒式水素再結合装置の動作状

況を，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置の温度指示上昇に

より確認する。また，直流電源が喪失した場合は，代替電源設備

から静的触媒式水素再結合装置動作監視装置に給電されているこ

とを確認後，静的触媒式水素再結合装置動作監視装置の指示値を

確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で実施する。なお，

この対応については，中央制御室で対応可能であり，運転員等による

準備や起動操作はない。 

ｂ．電気式水素燃焼装置 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応に

より短期的に発生する水素及び水の放射線分解等により長期的に緩やか

に発生し続ける水素を除去し，格納容器内の水素濃度を低減させるため

に，電気式水素燃焼装置による水素濃度低減を行う手順を整備する。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内の水素濃度低

減を進めるための更なる水素濃度低減設備として，電気式水素燃焼装置

を格納容器内に合計14個（うち予備1個（格納容器ドーム部頂部付近））

を設置する。 

電気式水素燃焼装置は，生成した水素が格納容器内に拡散して蓄積す

る前に，水素を強制的に燃焼できるよう，水素放出が想定される箇所に
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加え，その隣接区画あるいは水素の主要な通過経路に設置している。仮

にこれらの電気式水素燃焼装置によって処理できず，格納容器ドーム部

頂部に水素が滞留又は成層化した場合においても，早期段階から確実に

処理するために，格納容器ドーム部頂部付近に予備1個を設置する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心出口温度計指示が350℃に到達した場合，又は安全注入動作を

伴う１次冷却材喪失時において，全ての高圧注入系機能が喪失した場

合。 

(b) 操作手順 

電気式水素燃焼装置により水素濃度を低減する手順の概要は以下の

とおり。装置の概要を第1.9.3図，第1.9.4図に示す。 

ⅰ) 発電長は，発電所災害対策本部と連絡を密にし，手順着手の判

断基準に基づき，運転員等に電気式水素燃焼装置の起動を指示す

る。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室にて速やかに電気式水素燃焼装置を起

動する。また，全交流動力電源が喪失した場合は，空冷式非常用

発電機からの受電後，速やかに電気式水素燃焼装置を起動する。 

ⅲ) 運転員等は，中央制御室で電気式水素燃焼装置の動作状況を電

気式水素燃焼装置動作監視装置の温度指示上昇により確認する。

また，直流電源が喪失した場合は，代替電源設備から電気式水素

燃焼装置動作監視装置に給電されていることを確認後，電気式水

素燃焼装置動作監視装置の指示値を確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名により実施する。電

気式水素燃焼装置は，中央制御室から速やかに起動する。 
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(2) 水素濃度監視 

ａ．可搬型格納容器水素濃度計測装置 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素濃度が変動する可能

性のある範囲で，格納容器内の水素濃度を中央制御室にて連続監視する

ことができるよう可搬型格納容器水素濃度計測装置を設置しており，こ

の装置を使用して水素濃度監視を行う手順を整備する。全交流動力電源

喪失時においては，空冷式非常用発電機からの受電後に操作を実施する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心出口温度計指示が350℃に到達した場合，又は安全注入動作を

伴う１次冷却材喪失時において，全ての高圧注入系機能が喪失した場

合。 

(b) 操作手順 

可搬型格納容器水素濃度計測装置により水素濃度を監視する手順の

概要は以下のとおり。概略系統を第1.9.5図，第1.9.6図に，タイムチ

ャートを第1.9.7図に示す。 

ⅰ) 交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の操作

手順 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度監視の

準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で可搬型格納容器水素濃度計

測装置による水素濃度監視のための系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室にて可搬型水素濃度計測装置の電源を

投入する。 

ﾆ) 保修対応要員は，現場で可搬型格納容器水素濃度計測装置及び
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可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置の保管場所へ移動し，所定

の場所へ運搬，設置し，接続作業を実施する。 

ﾎ) 運転員等は，現場で格納容器隔離弁の開操作を実施し，水素濃

度監視の系統構成を実施する。 

ﾍ) 発電長は，可搬型格納容器水素濃度計測装置による計測準備が

できれば，運転員等及び保修対応要員に水素濃度測定開始を指示

する。 

ﾄ) 保修対応要員は，現場で可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置

を起動する。 

ﾁ) 保修対応要員は，現場で可搬型水素濃度計測装置出入口弁を開

弁する。 

ﾘ) 運転員等は，中央制御室で5分間パージ後に，中央制御室にて

格納容器内の水素濃度を確認する。 

ⅱ) 全交流動力電源が喪失した場合の操作手順 

ｲ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型格納容器水素濃度計測装置による，水素濃度監視

の準備作業と系統構成を指示する。 

ﾛ) 運転員等は，中央制御室及び現場で空冷式非常用発電機からの

受電後，可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度監視の

系統構成を実施する。 

ﾊ) 運転員等は，中央制御室にて可搬型水素濃度計測装置の電源を

投入する。 

ﾆ) 保修対応要員は，現場で可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却

ポンプ接続の系統構成を実施する。 

ﾎ) 保修対応要員は，現場で可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却
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ポンプの接続及び可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプ起

動操作を実施する。 

ﾍ) 保修対応要員は，現場で可搬型格納容器水素濃度計測装置及び

可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置の保管場所へ移動し，所定

の場所へ運搬，設置し，接続作業を実施する。 

ﾄ) 保修対応要員は，現場で代替空気（窒素）供給に係る系統構成

を行う。 

ﾁ) 保修対応要員は，現場で窒素ボンベの接続を行い，代替空気

（窒素）を供給する。 

ﾘ) 運転員等は，現場で格納容器隔離弁の開操作を実施し，水素濃

度監視の系統構成を実施する。 

ﾇ) 発電長は，可搬型格納容器水素濃度計測装置による計測準備が

できれば，運転員等及び保修対応要員に水素濃度測定の開始を指

示する。 

ﾙ) 保修対応要員は，現場で可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置

を起動する。 

ｦ) 保修対応要員は，現場で可搬型水素濃度計測装置出入口弁を開

弁する。 

ﾜ) 運転員等は，中央制御室で5分間パージ後に中央制御室にて格

納容器内の水素濃度を確認する。また，直流電源が喪失している

場合は，代替電源設備から可搬型格納容器水素濃度計測装置に給

電されていることを確認後，可搬型格納容器水素濃度計測装置の

指示値を確認する。 

ｶ) 運転員等は，24時間以内に可搬型代替注水大型ポンプによる補

機冷却海水通水が行われていることを確認後，ガスサンプリング
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冷却器の冷却水を可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプか

ら，海水通水に切り替える。 

(c) 操作の成立性 

交流動力電源及び原子炉補機冷却機能が健全である場合の中央制御

室における対応は，運転員等1名，現場における対応は運転員等1名及

び保修対応要員2名により作業を実施し，所要時間は約90分と想定す

る。 

全交流動力電源が喪失した場合の中央制御室における対応は，運転

員等1名，現場における対応は運転員等1名及び保修対応要員2名によ

り作業を実施し，所要時間は約130分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明や通信設備

等を整備する。可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置等の接続作業が

速やかにできるように，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環

境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

ｂ．ガス分析計 

事故時の格納容器内の水素濃度を監視するための設備として，試料採

取管に格納容器雰囲気ガスを採取し，放射化学室にて手分析により間欠

的に水素濃度を監視するガス分析計を設置している。ガス分析計は，全

交流動力電源喪失時においても，空冷式非常用発電機から給電可能であ

る。 

炉心損傷が発生した場合において，可搬型格納容器水素濃度計測装置

による監視ができない場合に，ガス分析計による水素濃度の監視を行う

手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷が発生し，可搬型格納容器水素濃度計測装置による監視が
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できない場合において，現場の放射線量が低下し，現場操作が可能と

なった場合。 

(b) 操作手順 

ガス分析計による水素濃度を監視する手順の概要は以下のとおり。

概略系統を第1.9.6図，第1.9.8図に，タイムチャートを第1.9.9図に

示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員にガス分析計による水素濃度監視の準備作業と系統構成を

指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室及び現場でガス分析計による水素濃度

監視の作業準備と系統構成を行う。 

ⅲ) 発電長は，ガス分析計による水素濃度測定が可能となれば，放

射線管理班に試料採取管にて格納容器雰囲気ガスの採取開始を指

示する。 

ⅳ) 放射線管理班は，現場で試料採取管にて格納容器雰囲気ガスを

採取する。 

ⅴ) 放射線管理班は，現場にて採取した格納容器雰囲気ガスの水素

濃度をガス分析計により監視し，結果を発電長に報告する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名，現場における対

応は，運転員等1名，保修対応要員2名及び放射線管理班1名により作

業を実施し，所要時間は約197分と想定する。（全交流動力電源及び

原子炉補機冷却水機能喪失時は，所要時間は約237分と想定する。） 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明や通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 
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なお，ガス分析計による分析作業は，試料採取管に鉛遮蔽があるこ

と及び分析用のガスが少量であることから，被ばく評価上も問題ない

が，実作業においては線量率が低いことを確認し作業を実施する。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

ガスサンプリング冷却器への海水通水前の可搬型代替注水大型ポンプに

よる補機冷却海水通水の手順は，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送す

るための手順等」にて整理する。 

可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給の手順は，「1.6 原子炉格納

容器内の冷却等のための手順等」にて整理する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

炉心の著しい損傷が発生している場合の水素濃度低減及び水素濃度監視

手段として，以上の手段を用いて格納容器内における水素爆発による格納

容器の破損の防止を図る。 

水素濃度低減について，静的触媒式水素再結合装置は，電源等の動力源

を必要としない静的な装置であり，格納容器内の水素濃度上昇にしたがい

自動的に触媒反応するものであることから必然的に優先する。また，電気

式水素燃焼装置は，更なる水素濃度低減を図るために手動にて起動する。 

水素濃度監視の優先順位は，格納容器水素濃度を中央制御室で連続的に

監視可能である可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度監視を優

先する。可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度測定ができない

場合にガス分析計による水素濃度監視を行う。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.9.10図に示す。 
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1.9.2.2 水素濃度を低減させる設備の電源（交流又は直流）を代替電源設備

から給電する手順等 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合

に，水素爆発による格納容器の破損を防止するため，代替電源設備により水

素濃度低減に使用する設備及び水素濃度監視に使用する設備へ給電する手順

を整備する。 

代替電源設備により給電する手順及び空冷式非常用発電機への燃料補給の

手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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第 1.9.1表  重大事故等における対応手段と整備する手順 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※３：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

分類 
機能喪失を想定する

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

― ― 

水
素
濃
度
低
減 

静的触媒式水素再結合装置 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する手順 
 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

静的触媒式水素再結合装置動作監視装置

※１ 

電気式水素燃焼装置※１ 

電気式水素燃焼装置動作監視装置 

※１ 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用

）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

水
素
濃
度
監
視 

可搬型格納容器水素濃度計測装置 

※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

可搬型ガスサンプリング冷却器用 

冷却ポンプ※１ 

可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置 

※１ 

空冷式非常用発電機※２ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側），

（ディーゼル発電機用）※３※４ 

タンクローリ※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

窒素ボンベ（可搬型格納容器水素濃度計

測装置用） 

ガス分析計 
多
様
性 

拡
張
設
備 
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第1.9.2表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

 
監視計器一覧 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.9.2.1 水素濃度低減のための手順等 
(1) 水素濃度低減 

a. 静的触媒式水素再結合
装置 

判
断
基
準

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作

補機監視機能 ・静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

b. 電気式水素燃焼装置 

判
断
基
準 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・ほう酸注入ライン流量計 

・高圧注入ポンプ出口流量計 

補機監視機能 ・高圧注入ポンプ出口圧力計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作

補機監視機能 ・電気式水素燃焼装置動作監視装置 

1.9.2.1 水素濃度低減のための手順等 
(2) 水素濃度監視 

a. 可搬型格納容器水素濃
度計測装置 

判
断
基
準 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉圧力容器への注水
量 

・ほう酸注入ライン流量計 

・高圧注入ポンプ出口流量計 

補機監視機能 ・高圧注入ポンプ出口圧力計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作

原子炉格納容器内の水素
濃度 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置 

b. ガス分析計 

判
断
基
準 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

原子炉格納容器内の水素
濃度 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置 

操
作

原子炉格納容器内の水素
濃度 

・ガス分析計（手分析値） 
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第1.9.3表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.9】 

水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止する

ための手順等 

可搬型ガスサンプリング 

冷却器用冷却ポンプ 

重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

可搬型代替ガスサンプリング 

圧縮装置 

重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

電気式水素燃焼装置 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

電気式水素燃焼装置動作監視装置 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

静的触媒式水素再結合装置 

動作監視装置 

重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

可搬型格納容器水素濃度計測装置 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 
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第1.9.1図 静的触媒式水素再結合装置位置概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第1.9.2図 静的触媒式水素再結合装置外形図 

空気，水蒸気 

単位：ｍｍ 

1400 

静的触媒式水素再結合装置

の動作原理 

水素，空気，水蒸気 

触媒プレート 

326 430 

は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

          

手順の項目 要員（数） 
  

可搬型格納容器水素濃
度計測装置による原子
炉格納容器水素濃度監
視 

保修対応要員 2 

        

 

 
         

        

           

     
 

     

          

運転員等  
（現場） 

1 

        

 

        

           

          

運転員等  
（中央制御室） 

1 

           

          

          

※：炉心出口温度上昇時，該当操作開始からの時間  

 

 
経過時間（分） 経過時間（時間） 

備考  20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 22 23 24 25  26 

                

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型格納容器水素
濃度計測装置による
原子炉格納容器水素
濃度監視  
【全交流動力電源喪
失時】 

保修対応要員 2 

       
 

       

        

       

 
 

      

 
 

     

        

       

運転員等  
（現場） 

1 

       

 

       

       

        

       

運転員等  
（中央制御室） 

1 

        

          

       

※１：全交流動力電源喪失時，空冷式非常用発電機から受電後，該当操作開始からの時間  
※２：可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプの起動後，24時間までに実施する。  

 

第1.9.7図 可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度監視タイムチャ

ート 

 

約90分※ 
可搬型格納容器水素濃度計測装置による  
原子炉格納容器の水素濃度測定可能  

移動

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置接続 

可搬型水素濃度計電源操作

電源操作（移動含む）

系統構成

系統構成（移動含む）  

可搬型水素濃度計接続

系統構成

可搬型代替ガスサンプリング  
圧縮装置起動（ガスパージ含む）  

格納容器隔離弁「開」操作  

約25時間21分 
可搬型代替注水大型ポンプ 
によるガスサンプリング冷 
却器への海水通水開始※２ 

約130分※１ 
可搬型格納容器水素濃度計測装置による
原子炉格納容器の水素濃度測定可能 

電源操作（移動含む）

系統構成（移動含む）

格納容器隔離弁「開」操作

可搬型水素濃度計電源操作

系統構成

移動式大容量ポンプ車によるガスサンプリング
冷却器への海水通水（移動含む）※２  

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置接続  

移動

代替空気供給操作

可搬型ガスサンプリング冷却器用
冷却ポンプ系統構成，接続，起動

可搬型水素濃度計
接続，系統構成  

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置起動（ガスパージ含む）

可搬型ガスサンプリング冷却器  
冷水ポンプ停止（移動含む）  
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 120 130 140 150 160 170 180 190  200 

                

手順の項目 要員（数） 

 

 

ガス分析計による原
子炉格納容器水素濃
度監視 

保修対応要員 2 

          

 

            

           

         

   
 

        

            

            

放射線管理班
(化学分析担当)

1 

   
 

    

 

            

運転員等 
（現場） 

1 

          

 

             

           

            

運転員等 
（中央制御室）

1 

             

             

            

※：炉心出口温度上昇時，該当操作開始からの時間  
 

 
 

備考  20 40 60 100 120 140 160 180 200 220 240 24 25 26  27 

                

手順の項目 要員（数） 

 

 

ガス分析計による原
子炉格納容器水素濃
度監視  
 
【全交流動力電源喪
失時】 

保修対応要員 2 

           
 

           

           

 
 

         

         

          

          

    
 
 

       

           

放射線管理班
(化学分析担当)

1 

         

 

           

運転員等 
（現場） 

1 

 
 

         

 

           

          

    
 

        

運転員等 
（中央制御室）

1 

            

              

           

※１：全交流動力電源喪失時，空冷式非常用発電機から受電後，該当操作開始からの時間 
※２：可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプの起動後，24時間までに実施する。 
 

第 1.9.9 図 ガス分析計による水素濃度監視手順 タイムチャート

約197分※ 
ガス分析計による原子炉格納 
容器の水素濃度測定可能 

移動

ガス分析計電源操作

電源操作
（移動含む）

系統構成

系統構成
（移動含む）

ガス分析計起動

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置接続（移動含む）

可搬型水素濃度計
接続，系統構成

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置起動（ガスパージ含む）

格納容器隔離弁「開」操作

試料採取，運搬
（移動含む）

約237分※１ ガス分析計による原子炉格納容器の水素濃度測定可能

約26時間51分 
可搬型代替注水大型ポンプ 
によるガスサンプリング 
冷却器への海水通水開始※２ 

経過時間（時間）  経過時間（分）

ガス分析計電源操作

格納容器隔離弁「開」操作  

電源操作  
（移動含む）

系統構成

系統構成
（移動含む）

試料採取，運搬
（移動含む）

移動式大容量ポンプ車によるガスサンプリング
冷却器への海水通水（移動含む）※２  

移動  

ガス分析計起動

代替空気供給操作
（移動含む）

可搬型ガスサンプリング冷却器用
冷却ポンプ接続，系統構成，起動

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置接続（移動含む）

可搬型水素濃度計
接続，系統構成

可搬型代替ガスサンプリング
圧縮装置起動（ガスパージ含む）

可搬型ガスサンプリング  
冷却器冷水ポンプ停止  
（移動含む）  
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第1.9.10図 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

※１ 全交流動力電源喪失時に，炉心出口温度350℃に到達した場合は，受電後速やかに電気式水素燃焼装置を起動する。起動が遅

れ，炉心出口温度350℃到達から60分を超えている場合には，発電所災害対策本部と連絡を密にし，電気式水素燃焼装置を起

動する。 

※２ 交流動力電源健全時は，炉心出口温度350℃到達後速やかに起動する。格納容器スプレイポンプによるスプレイ操作を実施し

ている場合であり，かつ事象発生時から1時間を超えている場合には，電気式水素燃焼装置の起動に先立ち，発電所災害対策

本部と連絡を密にし，起動が可能かを確認する。 

※３ 可搬型格納容器水素濃度計測装置が使用不可の場合は，ガス分析計にて測定する。 

電源回復 

電気式水素燃焼装置起動※２ 

電気式水素燃焼装置動作状況確認 

電気式水素燃焼装置動作状況確認 

静的触媒式水素再結合装置 

動作状況確認 

可搬型格納容器水素濃度計測装置の運転

電気式水素燃焼装置起動 

可搬型格納容器水素濃度 

計測装置の準備 

ガス分析計による水素濃度監視※３ 

短期的にも水素爆発に至らず，静的触媒式水素再結合装置の触媒反応効果又は電気式水素燃焼装置により， 

格納容器内の水素濃度が低下することを確認する。 

炉心出口温度350℃到達 

又は 

安全注入動作を伴う１次冷却材 

喪失時に全ての高圧注入系機能喪失 

YES 

NO 

ガスサンプリング冷却器の冷却源切替

水素濃度監視 

水素濃度低減 

凡例 

：操作・確認                  ：別フローへ移行 

：プラント状態                 ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

全交流動力電源喪失か 

原子炉容器が破損しているか※１ 

炉心損傷しているか 
NO 

YES 

 

YES 

NO 

可搬型格納容器水素濃度計測

装置にて水素濃度監視が可能

可搬型代替注水大型ポンプ

の準備が完了したか 

放射線量が低下したか 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES

YES 

YES

YES

正の効果，負の影響を検討した結果 

電気式水素燃焼装置起動が可能か 
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1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する対応手段と設備 

ｂ．手順等 

1.10.2 重大事故等時の手順等 

1.10.2.1 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する手順等 

(1) 水素排出（アニュラス空気浄化設備） 

ａ．交流動力電源及び直流電源が健全である場合の操作手順 

ｂ．全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合の操作手順 

(2) 水素濃度監視 

ａ．アニュラス水素濃度計測装置による水素濃度測定 

ｂ．可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度推定 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.10.2.2 アニュラス空気浄化設備の電源（交流又は直流）を代替電源設備か

ら給電する手順等 
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1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て原子炉建屋その他の原子炉格納容器から漏えいする気体状の放射性物質

を格納するための施設（以下「原子炉建屋等」という。）の水素爆発によ

る損傷を防止する必要がある場合には，水素爆発による当該原子炉建屋等

の損傷を防止するために必要な手順等が適切に整備されているか，又は整

備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために必要な手

順等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措

置を行うための手順等をいう。 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉建屋等の水素爆

発による損傷を防止するため，水素濃度制御設備又は水素排出設備

により，水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために

必要な手順等を整備すること。 

ｂ） 水素爆発による損傷を防止するために必要な設備が，交流又は直

流電源が必要な場合は代替電源設備からの給電を可能とする手順等

を整備すること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素が原子炉格納容器（以下，

付録1.10において「格納容器」という。）内に放出され，格納容器から格納容

器周囲のアニュラスに漏えいした場合においても，水素爆発による原子炉建屋

等の損傷を防止するための対処設備を整備しており，ここでは，この対処設備

を活用した手順等について説明する。 
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1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，格納容器内で発生した水

素が貫通部から格納容器周囲のアニュラスに漏えいした場合に，水素爆

発による原子炉建屋等の損傷を防止するための対応手段と重大事故等対

処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十三条及び「技術基準規則」第六十八

条（以下，付録 1.10 において「基準規則」という。）の要求機能を満

足する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備

との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」からの要求により選定した

対応手段とその対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を

以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第1.10.1表に示す。 

ａ．水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する対応手段と設備 

(a) 対応手段 

炉心の著しい損傷が発生した場合に原子炉建屋等の水素爆発による
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損傷を防止するため，水素を排出する手段がある。また，全交流動力

電源又は直流電源が喪失した場合は，代替電源設備からアニュラス空

気浄化設備の電源を確保する。 

水素排出で使用する設備は以下のとおり。 

・アニュラス空気浄化ファン 

・アニュラス空気浄化フィルタユニット 

・窒素ボンベ（アニュラス空気浄化ファン弁用） 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

炉心の著しい損傷が発生した場合に，水素濃度が変動する可能性が

ある範囲で，アニュラス内の水素濃度を推定し，監視する手段がある。 

水素濃度測定で使用する設備は以下のとおり。 

・アニュラス水素濃度計測装置 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置 

・可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却ポンプ 

・可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置 

・窒素ボンベ（可搬型格納容器水素濃度計測装置用） 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型燃料給油ポンプ 
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・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

・排気筒ガスモニタ（高レンジ） 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される水素排出に

使用する設備のうち，アニュラス空気浄化ファン，アニュラス空気浄

化フィルタユニット，窒素ボンベ（アニュラス空気浄化ファン弁用），

空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び

可搬型燃料給油ポンプは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。

また，水素濃度監視に使用する設備のうち，アニュラス水素濃度計測

装置，格納容器エリアモニタ（高レンジ），空冷式非常用発電機，燃

料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び可搬型燃料給油ポンプは，

重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生した場

合においても，水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止できるため，

以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示

す。 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置，可搬型ガスサンプリング冷却

器用冷却ポンプ，可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置，窒素ボ

ンベ（可搬型格納容器水素濃度計測装置用），可搬型代替注水大

型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）

及びタンクローリ 

機器の運搬，接続作業に時間を要するが，健全であればアニュ

ラスの水素濃度測定の代替手段として有効である。 



付－1－1.10－6 

・排気筒ガスモニタ（高レンジ） 

耐震性を有していないものの，健全であれば中央制御室にて

指示の確認ができるため有効である。 

ｂ．手順等 

上記のａ.における対応手段に係る手順を整備する。また，事故時に

監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備についても整備する。

（第1.10.2表，第1.10.3表） 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として，炉

心の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。（第

1.10.1表） 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.10.2 重大事故等時の手順等 

1.10.2.1 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する手順等 

(1) 水素排出（アニュラス空気浄化設備） 

炉心の著しい損傷が発生し，水素が格納容器内に放出され，格納容器

から格納容器周囲のアニュラスに漏えいした場合において，アニュラス

空気浄化ファンを運転しアニュラス内の水素を含むガスを放射性物質低

減機能を有するアニュラス空気浄化フィルタユニットを通して屋外へ排

気する手順を整備する。 

また，全交流動力電源が喪失した場合においても，アニュラス空気浄

化系の弁に窒素ボンベ（アニュラス空気浄化ファン弁用）から窒素を供

給する。さらに代替電源設備である空冷式非常用発電機から受電した後，
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アニュラス空気浄化ファンを運転する手順を整備する。 

なお，重大事故等時においてアニュラス空気浄化ファンにより，アニ

ュラス空気浄化フィルタユニットを通して排気を行うことで，アニュラ

ス内の放射性物質を低減し，被ばく低減を図る。 

操作手順については，交流動力電源及び直流電源が健全な場合と，全

交流動力電源又は直流電源が喪失した場合に分けて記載する。 

ａ．交流動力電源及び直流電源が健全である場合の操作手順 

(a) 手順着手の判断基準 

非常用炉心冷却設備作動信号が発信した場合。 

(b) 操作手順 

アニュラス空気浄化設備の運転により水素を排出する手順の概要は

以下のとおり。概略系統を第1.10.1図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等にアニュラ

ス空気浄化ファンの非常用炉心冷却設備作動信号発信による自動

起動確認を指示する。自動起動していない場合は，手動起動を指

示する。 

ⅱ) 運転員等は，アニュラス空気浄化ファンの自動起動を確認する。

自動起動していない場合は，手動起動を行う。 

ⅲ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファンの運転確

認を実施し，アニュラス内圧力計にて，アニュラス内圧力が低下

することを確認する。 

ⅳ) 発電長は，炉心出口温度計等により，炉心損傷と判断すれば，

運転員等にアニュラス空気浄化ファンの運転確認を指示する。 

ⅴ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファンの運転確

認を実施する。 
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(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名で実施する。操作に

ついては，中央制御室で通常の運転操作にて対応が可能である。 

ｂ．全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合の操作手順 

(a) 手順着手の判断基準 

 全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合。 

(b) 操作手順 

全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合，代替電源設備である

空冷式非常用発電機による受電後，アニュラス空気浄化設備の運転に

より水素を排出する手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.10.1

図に，タイムチャートを第1.10.2図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に代替空気（窒素）を用いたアニュラス空気浄化設備の運

転による水素排出の系統構成を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，現場で代替空気（窒素）供給に係る系統構成

を行う。 

ⅲ) 保修対応要員は，現場で窒素ボンベの接続を行い代替空気（窒

素）を供給する。 

ⅳ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファン起動前の

系統構成を実施する。 

ⅴ) 発電長は，代替空気（窒素）を用いたアニュラス空気浄化設備

の運転が可能となれば，運転員等にアニュラス空気浄化ファンの

起動を指示する。 

ⅵ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファンを起動す

る。 
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ⅶ) 運転員等は，中央制御室にて直流電源より受電しているアニュ

ラス排気弁，アニュラス全量排気弁，アニュラス少量排気弁及び

アニュラス戻り弁が自動で開弁することを確認する。 

ⅷ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファンの運転確

認を実施し，アニュラス内圧力計にて，アニュラス内圧力が低下

することを確認する。 

ⅸ) 発電長は，炉心損傷と判断すれば，再度運転員等にアニュラス

空気浄化ファンの運転確認を指示する。 

ⅹ) 運転員等は，中央制御室でアニュラス空気浄化ファンの運転確

認を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対応

は保修対応要員2名により作業を実施し，所要時間は約49分と想定す

る。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明や通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

(2) 水素濃度監視 

ａ．アニュラス水素濃度計測装置による水素濃度測定 

炉心の著しい損傷が発生し，水素が格納容器内に放出され，格納容器

から格納容器周囲のアニュラスに漏えいした場合において，アニュラス

水素濃度計測装置によりアニュラス内の水素濃度を測定し，監視する手

順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心出口温度等により，炉心の損傷を判断した場合。 

 



付－1－1.10－10 

(b) 操作手順 

アニュラス水素濃度計測装置によりアニュラス内の水素濃度監視を

実施する手順の概要は以下のとおり。アニュラス水素濃度計測装置の

概略系統を第1.10.3図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等にアニュラ

ス水素濃度計測装置によるアニュラス内の水素濃度監視を指示す

る。 

ⅱ) 運転員等は，アニュラス水素濃度計測装置によるアニュラス内

の水素濃度監視を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名により実施する。

操作については，中央制御室で対応可能であり，運転員等による準備

及び起動操作はない。 

ｂ．可搬型格納容器水素濃度計測装置による水素濃度推定 

炉心の著しい損傷が発生した場合に，水素が格納容器内に放出され，

格納容器から格納容器周囲のアニュラスに漏えいした場合において，可

搬型格納容器水素濃度計測装置等により格納容器内の水素濃度測定を行

い，アニュラス内の水素濃度を推定し，監視する手順を整備する。 

アニュラス水素濃度は，炉心の著しい損傷が発生した場合において水

素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する必要がある場合に，想定さ

れる事故時に水素濃度が変動する可能性のある範囲で推定できる必要が

ある。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心出口温度等により炉心の損傷を判断した場合。 
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(b) 操作手順 

可搬型格納容器水素濃度計測装置を用いた格納容器内水素濃度から，

アニュラス内の水素濃度を推定する手順の概要は以下のとおり。 

ⅰ) 発電長は，炉心出口温度等により，炉心損傷を判断した時刻を

確認する。 

ⅱ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型格納容器水素濃度計測装置を用いたアニュラス水

素濃度推定を指示する。 

ⅲ) 運転員等は，炉心損傷判断からの経過時間と格納容器内水素濃

度の測定値，格納容器圧力，格納容器再循環サンプ水位（広域），

原子炉下部キャビティ水位監視装置，水素処理設備（静的触媒式

水素再結合装置及び電気式水素燃焼装置）の動作状況及びアニュ

ラス空気浄化系の動作状況を確認する。 

ⅳ) 運転員等は，格納容器エリアモニタ（高レンジ）と排気筒ガス

モニタ（高レンジ）の線量率の比を算出し，アニュラスへの漏え

い率を推定する。 

ⅴ) 運転員等は，格納容器内水素量推定値，格納容器内水素濃度及

びそれに基づくアニュラス水素濃度推定の関係図をアニュラスへ

の漏えい率の大きさに応じて３種類準備する。 

ⅵ) 運転員等は，アニュラスへの漏えい率推定値に，不確定性を考

慮した補正係数を乗じ，アニュラスへの漏えい率を算出する。 

ⅶ) 運転員等は，補正したアニュラスへの漏えい率より，３種類の

中から適切な関係図を選択する。 

ⅷ) 運転員等は，関係図から格納容器内水素濃度の推移を推定し，

アニュラス水素濃度を推定する。 
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ⅸ) 運転員等は，継続して格納容器からの漏えい率及びアニュラス

水素濃度を推定し傾向監視を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等1名，現場における対応

は運転員等1名及び保修対応要員2名により作業を実施する。作業が円

滑に行えるように移動経路を確保し，可搬型照明や通信設備等を整備

する。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度である。 

アニュラスへの漏えい率を推定する場合は，不確定性を考慮する必

要がある。 

事象が進展するに従って，よう素及びセシウム等の粒子状物質の大

部分は沈着又は格納容器スプレイにより格納容器気相部から除去され

る。補正係数は，格納容器エリアモニタ（高レンジ）がこれらの除去

された核種からの放射線を検知することで，格納容器内に浮遊する放

射能量を過大に評価し，その結果漏えい率を過小評価してしまう可能

性を考慮して設定する。 

アニュラス周辺区域で作業を実施する場合は，下記を考慮する。 

アニュラス空気浄化ファンが起動していれば，アニュラス内の空気

は連続して屋外へ排出されるため，アニュラス水素濃度は可燃領域ま

で上昇することはない。仮に，アニュラス空気浄化ファンが起動でき

ない場合は，水素濃度推定値だけでなく，炉心溶融の状態，溶融炉

心・コンクリート相互作用（ＭＣＣＩ）の発生の可能性，静的触媒式

水素再結合装置及び電気式水素燃焼装置の動作状態，格納容器内水素

濃度等を確認し，作業の重要性を考慮した上で，作業実施の可否を発

電所災害対策本部が判断する。 

なお，作業を開始するに当たっては，作業エリアの環境を確認後，
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作業を行う。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型格納容器水素濃度計測装置による格納容器内水素濃度監視操作

手順は，「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため

の手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

炉心の著しい損傷が発生した場合の水素排出，水素濃度低減及び水

素濃度監視手段として，以上の手段を用いて，水素爆発による原子炉

建屋等の損傷防止を図る。 

事故時において，非常用炉心冷却設備作動信号が発信した場合は，

アニュラス空気浄化ファンの自動起動を確認する。自動起動していな

い場合は，手動操作によりアニュラス空気浄化ファンを起動する。全

交流動力電源又は直流電源が喪失した場合，代替電源設備からの受電

及び代替空気（窒素）を用いたアニュラス空気浄化ファンの起動操作

を実施する。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.10.4 図に示す。 

 

1.10.2.2 アニュラス空気浄化設備の電源（交流又は直流）を代替電源設備か

ら給電する手順等 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合

に，原子炉建屋等の水素爆発による損傷を防止するため，代替電源設備によ

りアニュラス空気浄化設備に給電する手順を整備する。 

代替電源設備によりアニュラス空気浄化設備へ給電する手順及び空冷式非
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常用発電機への燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」に

て整備する。  
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第 1.10.1表  重大事故等における対応手段と整備する手順 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 
※２：代替電源設備により電源確保する。手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※３：手順は，「1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」にて整備する。 
※４：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補

給の手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
※５：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

  

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

－ － 

水
素
排
出 

アニュラス空気浄化ファン※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を
防止する運転手順 

アニュラス空気浄化フィルタユニット 

窒素ボンベ（アニュラス空気浄化ファ

ン弁用） 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※５ 

可搬型燃料給油ポンプ※５ 

水
素
濃
度
監
視 

アニュラス水素濃度計測装置※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）※１

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※５ 

可搬型燃料給油ポンプ※５ 

可搬型格納容器水素濃度計測装置※３ 

多
様
性
拡
張
設
備 

可搬型ガスサンプリング冷却器用冷却 
ポンプ※３ 
可搬型代替ガスサンプリング圧縮装置 
※３ 
窒素ボンベ（可搬型格納容器水素濃度

計測装置用）※３ 

排気筒ガスモニタ（高レンジ） 

可搬型代替注水大型ポンプ※３ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）

※４ 

タンクローリ※４ 
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第1.10.2表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

 
監視計器一覧（1／2） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.10.2.1 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する手順等 
(1) 水素排出（アニュラス空気浄化設備） 

a. 交流動力電源及び直流電
源が健全である場合の操
作手順 

判
断
基
準

信号 ・ＥＣＣＳ作動警報 

操
作 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

アニュラス内の圧力 ・アニュラス内圧力計 

b. 全交流動力電源又は直流
電源が喪失した場合の操
作手順 

判
断
基
準

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電 
電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

操
作 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

アニュラス内の圧力 ・アニュラス内圧力計 

電源 
・空冷式非常用発電機電力計，周波数計 

（空冷式非常用発電機遠隔起動装置） 
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監視計器一覧（2／2） 

対応手段 
重大事故等の対応に 
必要となる監視項目 

監視計器 

1.10.2.1 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止する手順等 
(2) 水素濃度監視 

a. アニュラス水素濃度計
測装置による水素濃度
測定 

判
断
基
準 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作 

アニュラス内の水素濃度 ・アニュラス水素濃度計測装置 

b. 可搬型格納容器水素濃
度計測装置による水素
濃度推定 

判
断
基
準

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力
・格納容器圧力計 

・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

原子炉格納容器内の水位
・格納容器再循環サンプ水位計（広域） 

・原子炉下部キャビティ水位監視装置 

原子炉格納容器内の水素
濃度 

・可搬型格納容器水素濃度計測装置 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

原子炉格納容器外の放射
線量率 

・排気筒ガスモニタ（高レンジ） 

補機監視機能 
・静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 

・電気式水素燃焼装置動作監視装置 
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第 1.10.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.10】 

水素爆発による原子炉建

屋の損傷を防止するため

の手順等 

Ａアニュラス空気浄化ファン ２Ａ非常用コントロールセンタ 

Ｂアニュラス空気浄化ファン ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

Ａアニュラス排気弁 ２Ａ直流母線 

Ｂアニュラス排気弁 ２Ｂ直流母線 

Ａアニュラス全量排気弁 ２Ａ直流母線 

Ｂアニュラス全量排気弁 ２Ｂ直流母線 

Ａアニュラス少量排気弁 ２Ａ直流母線 

Ｂアニュラス少量排気弁 ２Ｂ直流母線 

Ａアニュラス戻り弁 ２Ａ直流母線 

Ｂアニュラス戻り弁 ２Ｂ直流母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

代替空気（窒素）によ
るアニュラス空気浄化
設備の運転 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

           

          

保修対応要員 2 

        

          

          

※全交流動力電源喪失時，代替電源から受電後，該当操作開始から完了するまでの時間 

 

第1.10.2図 代替空気（窒素）によるアニュラス空気浄化設備の運転手順タイ

ムチャート 
 

 

約 49 分※ 
アニュラス空気浄化ファン
運転開始 

中央制御室起動操作

移動

系統構成
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第1.10.4図 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための対応手順 

凡例 

：操作・確認                   ：別フローへ移行 

：プラント状態                  ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

非常用炉心冷却設備作動信号の発信 

YES 

NO
全交流動力電源又は直流電源が喪失 

空冷式非常用発電機による給電 

アニュラス空気浄化系弁への 
代替空気（窒素）供給 

代替空気（窒素）による 
アニュラス空気浄化ファンの運転 

アニュラス空気浄化ファンの 
自動起動確認又は手動起動 

炉心損傷か 
NO

アニュラス水素濃度計測装置による 
水素濃度指示確認 

可搬型格納容器水素濃度計測装置による 
アニュラス水素濃度推定 

短期的にも水素爆発には至らず，アニュラス空気浄化設備により，

アニュラス内の水素濃度が低下することを継続的に監視する。 

継続してアニュラス内水素濃度及び格納容器からの漏えい率を 

推定し，傾向監視を行う。 

YES 

水素濃度 
監視 

水素排出 
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1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.11.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料

ピット水の小規模な漏えい発生時の対応手段と設備 

ｂ．使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の対応手段と設備 

ｃ．重大事故等時における使用済燃料ピットの監視のための対応手段と設

備 

ｄ．手順等 

1.11.2 重大事故等時の手順等 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃

料ピット水の小規模な漏えい発生時の手順等 

(1) 淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水 

(2) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる使用済燃料ピ

ットへの注水 

(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

ａ．中間受槽から使用済燃料ピットへの注水 

ｂ．海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの注

水 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

(5) 優先順位 

1.11.2.2 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の手順等 

(1) 可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダに
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よる使用済燃料ピットへのスプレイ 

(2) 可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による燃料取扱棟（貯蔵槽内

燃料体等）への放水 

(3) 使用済燃料ピットからの漏えい緩和 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

(5) 優先順位 

1.11.2.3 重大事故等時の使用済燃料ピットの監視時の手順等 

(1) 常設設備による使用済燃料ピットの状態監視 

(2) 可搬型設備による使用済燃料ピットの状態監視 

1.11.2.4 使用済燃料ピット監視計器の電源（交流又は直流）を代替電源設備

から給電する手順等 
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1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

【要求事項】 

１ 発電用原子炉設置者において，使用済燃料貯蔵槽の冷却機能又は注水

機能が喪失し，又は使用済燃料貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因に

より当該使用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合において使用済燃料貯

蔵槽内の燃料体又は使用済燃料（以下「貯蔵槽内燃料体等」という。）

を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防止するために必要な手順等が

適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

２ 発電用原子炉設置者は，使用済燃料貯蔵槽からの大量の水の漏えいそ

の他の要因により当該使用済燃料貯蔵槽の水位が異常に低下した場合に

おいて貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷の進行を緩和し，及び臨界を防止

するために必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備される方

針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「使用済燃料貯蔵槽の冷却機能又は注水機能が喪失

し，又は使用済燃料貯蔵槽からの水の漏えいその他の要因により当該使

用済燃料貯蔵槽の水位が低下した場合」とは，実用発電用原子炉及びそ

の附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則の解釈（原規技発

第1306193号（平成２５年６月１９日原子力規制委員会決定））第３７

条３－１(a)及び(b)で定義する想定事故１及び想定事故２において想定

する使用済燃料貯蔵槽の水位の低下をいう。 

２ 第１項に規定する「貯蔵槽内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及

び臨界を防止するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又はこ

れと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 
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ａ）想定事故１及び想定事故２が発生した場合において，代替注水設備

により，使用済燃料貯蔵槽内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及

び臨界を防止するために必要な手順等を整備すること。 

３ 第２項に規定する「貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷の進行を緩和し，

及び臨界を防止するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又は

これらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位が維持できない場合において，スプレイ設

備により，燃料損傷を緩和し，臨界を防止するために必要な手順等を

整備すること。 

ｂ）燃料損傷時に，できる限り環境への放射性物質の放出を低減するた

めの手順等を整備すること。 

４ 第１項及び第２項の手順等として，使用済燃料貯蔵槽の監視は，以下

によること。 

ａ）使用済燃料貯蔵槽の水位，水温及び上部の空間線量率について，燃

料貯蔵設備に係る重大事故等により変動する可能性のある範囲にわた

り測定できること。 

ｂ）使用済燃料貯蔵槽の計測設備が，交流又は直流電源が必要な場合に

は，代替電源設備からの給電を可能とすること。 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料ピッ

トからの水の漏えいその他の要因により当該使用済燃料ピットの水位が低下

した場合において貯蔵槽内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を

防止するための対処設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活用し

た手順等について説明する。 

使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいその他の要因により当該使用済

燃料ピットの水位が異常に低下した場合において貯蔵槽内燃料体等の著しい
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損傷の進行を緩和し，臨界を防止し，放射性物質の放出を低減するための対

処設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活用した手順等について

説明する。 

 

1.11.1 対応手順と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

使用済燃料ピットを冷却するための設計基準対象施設の冷却設備とし

て，使用済燃料ピットポンプ及び使用済燃料ピット冷却器等の使用済燃

料ピット水浄化冷却設備を設置している。また，使用済燃料ピットへ注

水するための設計基準対象施設の注水設備として，燃料取替用水タンク，

燃料取替用水ポンプ，２次系純水タンク及び２次系補給水ポンプを設置

している。これらの冷却又は注水を行うための設計基準対象施設の冷却

又は注水設備の機能が喪失し，又は使用済燃料ピットからの漏えいが発

生した場合はその機能を代替するために，各設計基準対象施設の冷却又

は注水設備が有する機能，相互関係を明確にした上で，機能喪失原因対

策分析の結果により選定する（第1.11.1図，第1.11.2図）。 

使用済燃料ピットから大量の水が漏えいし使用済燃料ピットの水位が

維持できない場合を想定し，使用済燃料ピットへのスプレイ又は燃料取

扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水により貯蔵槽内燃料体等の著しい損

傷を緩和し，臨界を防止するための対応手段及び重大事故等対処設備を

選定する。 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料

ピット水の小規模な漏えい発生時又は使用済燃料ピットからの大量の水

の漏えい発生時において，使用済燃料ピットの水位，水温及び上部の空

間線量率について変動する可能性のある範囲にわたり測定する対応手段
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及び重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十四条及び「技術基準規則」第六十九

条（以下，付録1.11において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

 設計基準対象施設の冷却又は注水設備に要求される機能の喪失原因と

対応手段の検討及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により

選定した対応手段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性

拡張設備を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準対象施設の冷却又は注水設備，重

大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を

第1.11.1表～第1.11.3表に示す。 

ａ．使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料

ピット水の小規模な漏えい発生時の対応手段と設備 

(a) 対応手段 

使用済燃料ピットの冷却機能喪失又は注水機能が喪失し，又は使用

済燃料ピット水の小規模な漏えい発生時に，使用済燃料ピットへの注

水により貯蔵槽内燃料体等を冷却し，放射線を遮蔽し，及び臨界を防
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止する手段がある。 

淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水で使用する設備は以下の

とおり。 

・燃料取替用水ポンプ 

・燃料取替用水タンク 

・２次系補給水ポンプ 

・２次系純水タンク 

・１次系補給水ポンプ 

・１次系純水タンク 

消火設備による使用済燃料ピットへの注水で使用する設備（屋内消

火栓又は屋外消火栓を使用する。）は以下のとおり。 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

中間受槽から使用済燃料ピットへの注水で使用する設備は以下のと

おり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの

注水で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 
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 (b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

 機能喪失原因対策分析の結果により選定した，使用済燃料ピットへ

の注水に使用する設備のうち海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

を水源とした場合に使用する可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵

タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及びタンクローリはいず

れも重大事故等対処設備と位置付ける。 

 これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備を全て網羅し

ている。 

 以上の重大事故等対処設備により，貯蔵槽内燃料体等の冷却，放射

線の遮蔽，及び臨界を防止することが可能であるため，以下の設備は

多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・燃料取替用水ポンプ，燃料取替用水タンク 

 燃料取替用水タンクは，事故時に原子炉等へ注水する必要があ

る場合に水源として使用すること，施設定期検査時において燃料

取替時の原子炉キャビティへの水張りに使用することから，必要

な水量が確保できない場合があるが，使用済燃料ピットへ注水す

るためには有効である。 

・２次系補給水ポンプ，２次系純水タンク 

 ２次系補給水ポンプ及び２次系純水タンクは，十分な耐震性を

有していないため，重大事故等時に対応できる設備としての信頼

性を有していないが，使用済燃料ピットへの注水を行う代替手段

として有効である。 

・１次系補給水ポンプ，１次系純水タンク 

１次系補給水ポンプ及び１次系純水タンクは，十分な耐震性を
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有していないため，重大事故等時に対応できる設備としての信頼

性を有していないが，使用済燃料ピットへの注水を行う代替手段

として有効である。 

・電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ，ろ過水タンク 

 消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ

使用済燃料ピットへの注水を行う代替手段として有効である。 

・可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタン

クローリ 

中間受槽を水源とした場合に使用する可搬型代替注水中型ポン

プ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタンクローリについては，中

間受槽への供給元のタンクが十分な耐震性を有していないため，

重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していないが，

使用済燃料ピットへの注水を行う代替手段として有効な設備であ

る。 

ｂ．使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の対応手段と設備 

(a) 対応手段 

 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時，使用済燃料ピッ

トへのスプレイにより燃料損傷を緩和し，臨界を防止及び燃料損傷時

に，できる限り環境への放射性物質の放出を低減する手段がある。 

 使用済燃料ピットへのスプレイで使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・使用済燃料ピットスプレイヘッダ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 



付－1－1.11－10 

 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいが発生し，燃料が損傷し

た場合に，燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水によりできる限

り環境への放射性物質の放出を低減する手段がある。 

 燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水で使用する設備は以下の

とおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

 使用済燃料ピット内側から漏えいしている場合に，資機材を用いて

漏えいを緩和する手段がある。 

 使用済燃料ピットからの漏えい緩和で使用する資機材は以下のとお

り。 

・ガスケット材 

・ガスケット接着剤 

・ステンレス鋼板 

・補修材 

・吊り降ろしロープ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

 機能喪失原因対策分析の結果により選定した，使用済燃料ピットへ

のスプレイ及び燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水に使用する

設備のうち可搬型代替注水中型ポンプ，使用済燃料ピットスプレイヘ

ッダ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側），タン

クローリ，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲はいずれも重大事故
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等対処設備と位置付ける。 

 これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備を全て網羅し

ている。 

 以上の重大事故等対処設備により，燃料の著しい損傷の進行の緩和，

臨界の防止及び燃料損傷時にできる限り環境への放射性物質の放出を

低減することが可能であるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置

付ける。あわせて，その理由を示す。 

・ガスケット材，ガスケット接着剤，ステンレス鋼板，補修材，吊

り降ろしロープ 

 漏えい箇所により漏えいを緩和できない場合があり，また，プ

ラントの状況によって使用済燃料ピットへ近づけない場合がある

が，使用できれば漏えい緩和として有効である。 

ｃ．重大事故等時における使用済燃料ピットの監視のための対応手段と設

備 

(a) 対応手段 

 重大事故等発生後において，使用済燃料ピットの水位，水温及び上

部の空間線量率について変動する可能性のある範囲にわたり測定する

ための対応手段として使用済燃料ピットの監視設備がある。 

 使用済燃料ピットの監視で使用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ） 

・使用済燃料ピット水位計（広域）（使用済燃料ピット監視装置用

空気供給システムを含む。） 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ） 

・使用済燃料ピット周辺線量率計 
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・使用済燃料ピット状態監視カメラ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・使用済燃料ピット水位計 

・使用済燃料ピット温度計 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

 「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される使用済燃料

ピットの監視に使用する設備のうち，使用済燃料ピット水位計（Ａ

Ｍ），使用済燃料ピット水位計（広域）（使用済燃料ピット監視装置

用空気供給システムを含む。），使用済燃料ピット温度計（ＡＭ），

使用済燃料ピット周辺線量率計，使用済燃料ピット状態監視カメラ，

空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び

可搬型燃料給油ポンプは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

 以上の重大事故等対処設備を用いて，使用済燃料ピットに係る重大

事故等により変動する可能性のある範囲にわたり，使用済燃料ピット

の水位，水温，上部の空間線量率の測定を行うことで，使用済燃料ピ

ットの継続的な状態監視を行うことが可能であるため，以下の設備は

多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・使用済燃料ピット水位計，使用済燃料ピット温度計，使用済燃料

ピット区域エリアモニタ 

 使用済燃料ピット水位計，使用済燃料ピット温度計，使用済燃

料ピット区域エリアモニタは，耐震性を有していないものの，使

用済燃料ピットの状態を把握する手段として有効である。 
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ｄ．手順等 

 上記のａ．，ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手順を整備

する。また，事故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備

についても整備する（第1.11.4表，第1.11.5表）。 

 また，使用済燃料ピットの計測設備については，全交流動力電源喪失

時に，代替交流電源から給電する手順を整備する。 

 これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として，炉

心の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める（第

1.11.1表～第1.11.3表）。 

※２ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.11.2 重大事故等時の手順等 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃

料ピット水の小規模な漏えい発生時の手順等 

(1) 淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水 

 使用済燃料ピットの冷却機能喪失時又は使用済燃料ピットに接続する

配管が破損し，使用済燃料ピット水の小規模な漏えいが発生した場合に，

燃料取替用水タンク，２次系純水タンク又は１次系純水タンクから使用

済燃料ピットへ注水する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

使用済燃料ピットポンプの全台停止等により冷却機能が喪失した場合，

使用済燃料ピット温度が65℃を超えた場合，又は使用済燃料ピット水位

がE.L.＋6.78mまで低下し，水位低下が継続する場合。 
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ｂ．操作手順 

燃料取替用水タンク，２次系純水タンク又は１次系純水タンクから使

用済燃料ピットへの注水手順の概要は以下のとおり。概略系統及びタイ

ムチャートを第1.11.3図～第1.11.8図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，優先順位を考慮して使

用するタンクを選択し，運転員等に淡水タンクから使用済燃料ピッ

トへ注水するための系統構成を指示する。 

(b) 運転員等は現場にて燃料取替用水タンク，２次系純水タンク又は

１次系純水タンクから使用済燃料ピットへ注水する系統構成を実施

する。 

(c) 発電長は，燃料取替用水タンク，２次系純水タンク又は１次系純

水タンクから使用済燃料ピットへの注水操作を運転員等に指示する。 

(d) 運転員等は，現場にて，燃料取替用水ポンプ，２次系補給水ポン

プ又は１次系補給水ポンプによる使用済燃料ピットへの注水を行う。

なお，ポンプの電源喪失等により，ポンプが起動できない場合は，

現場での弁操作により使用済燃料ピットへ水頭圧を利用した重力注

水を行う。 

(e) 運転員等は，中央制御室及び現場で使用済燃料ピット水位計によ

り水位の上昇，使用済燃料ピット温度計により温度の低下を確認し，

使用済燃料ピットへの注水が行われていることを確認する。 

(f) 運転員等は，使用済燃料ピットの冷却機能喪失時においては，通

常水位到達を目安に注水し，通常水位到達後は水位を維持する。 

(g) 運転員等は，使用済燃料ピット水の小規模な漏えいの発生時に漏

えい箇所が隔離できない場合は，使用済燃料ピット出口配管下端水

位到達を目安に注水し，使用済燃料ピット出口配管下端水位到達後
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は水位を維持する。 

(h) 運転員等は，中央制御室にて使用済燃料ピット水位，温度の他に

使用済燃料ピット区域エリアモニタ，使用済燃料ピット周辺線量率

計及び使用済燃料ピット状態監視カメラを継続的に監視し，使用済

燃料ピットが冷却状態にあることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

 上記の現場における対応のうち，燃料取替用水タンクから使用済燃料

ピットへの注水は運転員等1名により作業を実施し，所要時間は約30分

と想定する。２次系純水タンクから使用済燃料ピットへの注水は運転員

等1名により作業を実施し，所要時間は約20分と想定する。１次系純水

タンクから使用済燃料ピットへの注水は運転員等2名により作業を実施

し，所要時間は約50分と想定する。 

 円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

 原子炉停止後に取り出された全炉心分の燃料，以前から貯蔵している

使用済燃料が，使用済燃料ピットの熱負荷が最大となるような組合せで

貯蔵される場合の崩壊熱を条件として評価した想定事故１及び想定事故

２のうち，いずれかが発生した場合であっても，重大事故等への対応操

作により，放射線の遮蔽を維持できない水位に到達する前に注水を開始

でき，かつ蒸発水量以上の流量で注水するため使用済燃料ピットの水位

を維持し，貯蔵槽内燃料体等を冷却，放射線を遮蔽する。 

(2) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる使用済燃料ピ

ットへの注水 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料

ピットに接続する配管が破損し使用済燃料ピット水の小規模な漏えいが
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発生した場合に，常用設備である電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消

火ポンプから使用済燃料ピットへ注水する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

 使用済燃料ピットポンプの全台停止等により冷却機能が喪失した場合，

使用済燃料ピット温度が65℃を超えた場合，又は使用済燃料ピット水位

がE.L.＋6.78mまで低下し，水位低下が継続する場合であって，かつ重

大事故等対処に悪影響を与える火災が発生していないことを確認した場

合。 

ｂ．操作手順 

 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプから使用済燃料ピット

への注水手順の概要は以下のとおり。概略系統，タイムチャート及びホ

ース布設ルート図を第1.11.9図～第1.11.14図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，優先順位を考慮して使

用するポンプ及び消火栓（屋内消火栓又は屋外消火栓）を選択し，

運転員等及び保修対応要員に電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消

火ポンプによる使用済燃料ピットへの注水準備の開始を指示する。 

(b) 保修対応要員は，現場にて可搬型ホースを運搬し，消火栓と接続

後，使用済燃料ピットまで布設する。 

(c) 運転員等は，中央制御室にて電動消火ポンプ又はディーゼル駆動

消火ポンプを起動する。 

(d) 発電長は，電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる

使用済燃料ピット注水が可能となれば，運転員等及び保修対応要員

に注水開始を指示する。 

(e) 保修対応要員は，屋内消火栓又は屋外消火栓を使用した注水を開

始する。 
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(f) 運転員等は，中央制御室又は現場で使用済燃料ピット水位計によ

り水位の上昇，使用済燃料ピット温度計により温度の低下を確認し，

使用済燃料ピットへの注水が行われていることを確認する。 

(g) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピットの冷却機能喪失

時においては，通常水位到達を目安に注水し，通常水位到達後は水

位を維持する。 

(h) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピット水の小規模な漏

えいの発生時に漏えい箇所が隔離できない場合は，使用済燃料ピッ

ト出口配管下端水位到達を目安に注水し，使用済燃料ピット出口配

管下端水位到達後は水位を維持する。 

(i) 運転員等は，中央制御室にて使用済燃料ピット水位，温度の他に

使用済燃料ピット区域エリアモニタ，使用済燃料ピット周辺線量率

計及び使用済燃料ピット状態監視カメラを監視し，使用済燃料ピッ

トが冷却状態にあることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の対応のうち，屋内消火栓から使用済燃料ピットへの注水は中央

制御室における対応として運転員等1名，現場における対応として保修

対応要員4名により作業を実施し，所要時間は約75分と想定する。屋外

消火栓から使用済燃料ピットへの注水は中央制御室における対応として

運転員等1名，現場における対応として保修対応要員6名により作業を実

施し，所要時間は約105分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

原子炉停止後に取り出された全炉心分の燃料，以前から貯蔵している

使用済燃料が，使用済燃料ピットの熱負荷が最大となるような組合せで
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貯蔵される場合の崩壊熱を条件として評価した想定事故１及び想定事故

２のうち，いずれかが発生した場合であっても，重大事故等への対応操

作により，放射線の遮蔽を維持できない水位に到達する前に注水を開始

でき，かつ蒸発水量以上の流量で注水するため使用済燃料ピットの水位

を維持し，貯蔵槽内燃料体等を冷却，放射線を遮蔽する。 

(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

ａ．中間受槽から使用済燃料ピットへの注水 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料

ピットに接続する配管が破損し使用済燃料ピット水の小規模な漏えいが

発生した場合に，可搬型代替注水中型ポンプによる中間受槽から使用済

燃料ピットへ注水する手順を整備する。 

なお，中間受槽への供給は，淡水である２次系純水タンク，ろ過水タ

ンク又は原水タンクを使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

使用済燃料ピットポンプの全台停止等により冷却機能が喪失した場

合，使用済燃料ピット温度が65℃を超えた場合，又は使用済燃料ピッ

ト水位がE.L.＋6.78mまで低下し，水位低下が継続する場合。 

(b) 操作手順 

中間受槽から使用済燃料ピットへの注水手順の概要は以下のとおり。

概略系統を第1.11.15図に，タイムチャートを第1.11.16図に，ホース

布設ルート図を第1.11.19図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び保修対応

要員に可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注

水準備の開始を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ移動
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し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所

に移動させる。 

ⅲ) 保修対応要員は，現場にて中間受槽を設置し，可搬型ホースを

可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピット注水配管接続口

まで布設する。 

ⅳ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプ及

び使用済燃料ピット注水配管接続口と接続後，中間受槽に可搬型

代替注水中型ポンプの取水部を設置する。 

ⅴ) 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピット

への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応要員に注水開始

を指示する。 

ⅵ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了していることを確認

後，可搬型代替注水中型ポンプを起動し運転員等に連絡する。 

ⅶ) 運転員等は，中央制御室又は現場で使用済燃料ピット水位計に

より水位の上昇，使用済燃料ピット温度計により温度の低下を確

認し，使用済燃料ピットへの注水が行われていることを確認する。 

ⅷ) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピットの冷却機能喪

失時においては，通常水位到達を目安に注水し，通常水位到達後

は水位を維持する。 

ⅸ) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピット水の小規模な

漏えいの発生時に漏えい箇所が隔離できない場合は，使用済燃料

ピット出口配管下端水位到達を目安に注水し，使用済燃料ピット

出口配管下端水位到達後は水位を維持する。 

ⅹ) 運転員等は，中央制御室にて使用済燃料ピット水位，温度の他

に使用済燃料ピット区域エリアモニタ，使用済燃料ピット周辺線
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量率計及び使用済燃料ピット状態監視カメラを継続的に監視し，

使用済燃料ピットが冷却状態にあることを確認する。 

ⅺ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員6名により作業を実施し，

所要時間は約8時間10分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよう

可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを

配備する。 

原子炉停止後に取り出された全炉心分の燃料，以前から貯蔵してい

る使用済燃料が，使用済燃料ピットの熱負荷が最大となるような組合

せで貯蔵される場合の崩壊熱を条件として評価した想定事故１及び想

定事故２のうち，いずれかが発生した場合であっても，重大事故等へ

の対応操作により，放射線の遮蔽を維持できない水位に到達する前に

注水を開始でき，かつ蒸発水量以上の流量で注水するため使用済燃料

ピットの水位を維持し，貯蔵槽内燃料体等を冷却，放射線を遮蔽する。 

ｂ．海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの注

水 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料

ピットに接続する配管が破損し使用済燃料ピット水の小規模な漏えいが

発生した場合に，可搬型代替注水中型ポンプによる海（海水ポンプピッ
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ト，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへ注水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

使用済燃料ピットポンプの全台停止等により冷却機能が喪失した場

合，使用済燃料ピット温度が65℃を超えた場合，又は使用済燃料ピッ

ト水位がE.L.＋6.78mまで低下し，水位低下が継続する場合。 

(b) 操作手順 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの

注水手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.11.17図に，タイム

チャートを第1.11.18図に，ホース布設ルート図を第1.11.19図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び保修対応

要員に可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注

水準備の開始を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ移動

し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移動させ

る。 

ⅲ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプか

ら使用済燃料ピット注水配管接続口まで布設する。 

ⅳ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプ及

び使用済燃料ピット注水配管接続口と接続後，海（海水ポンプピ

ット，１号炉取水路）に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を水

面より低く，着底しない位置に設置する。 

ⅴ) 発電長は，可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピット

への注水が可能となれば，運転員等及び保修対応要員に注水開始

を指示する。 

ⅵ) 保修対応要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポンプを起動し
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起動状態を確認後，運転員等に連絡する。 

ⅶ) 運転員等は，中央制御室又は現場で使用済燃料ピット水位計に

より水位の上昇，使用済燃料ピット温度計により温度の低下を確

認し，使用済燃料ピットへの注水が行われていることを確認する。 

ⅷ) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピットの冷却機能喪

失時においては，通常水位到達を目安に注水し，通常水位到達後

は水位を維持する。 

ⅸ) 運転員等及び保修対応要員は，使用済燃料ピット水の小規模な

漏えいの発生時に漏えい箇所が隔離できない場合は，使用済燃料

ピット出口配管下端水位到達を目安に注水し，使用済燃料ピット

出口配管下端水位到達後は水位を維持する。 

ⅹ) 運転員等は，中央制御室にて使用済燃料ピット水位，温度の他

に使用済燃料ピット区域エリアモニタ，使用済燃料ピット周辺線

量率計及び使用済燃料ピット状態監視カメラを継続的に監視し，

使用済燃料ピットが冷却状態にあることを確認する。 

ⅺ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員6名により作業を実施し，

所要時間は約7時間5分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよう

可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを
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配備する。 

原子炉停止後に取り出された全炉心分の燃料，以前から貯蔵してい

る使用済燃料が，使用済燃料ピットの熱負荷が最大となるような組合

せで貯蔵される場合の崩壊熱を条件として評価した想定事故１及び想

定事故２のうち，いずれかが発生した場合であっても，重大事故等へ

の対応操作により，放射線の遮蔽を維持できない水位に到達する前に

注水を開始でき，かつ蒸発水量以上の流量で注水するため使用済燃料

ピットの水位を維持し，貯蔵槽内燃料体等を冷却，放射線を遮蔽する。 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

使用済燃料ピットへ注水する際の中間受槽への補給手順は「1.13 重

大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は「1.13 重大

事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

(5) 優先順位 

使用済燃料ピットへの注水は，注水までの所要時間が短い淡水タンク

による注水を優先する。その中で，ほう酸水であり，タンク容量の大き

い燃料取替用水タンクを優先とする。次に純水である２次系純水タンク

による注水を優先し，最後にタンク容量の小さい１次系純水タンクから

の注水を行う。なお，燃料取替用水タンクによる注水については原子炉

等へ注水する必要がない場合において使用する。 

次に，構内に火災が発生していない場合においては，淡水を用いた電

動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる注水を優先する。詳

細には，常用電源があれば，電動消火ポンプを使用し，電動消火ポンプ

が使用できなければディーゼル駆動消火ポンプを使用する。使用する消

火栓については，早期に注水を行うため，屋内消火栓を優先して使用し，



付－1－1.11－24 

屋内消火栓が使用できないと判断した場合は，屋外消火栓を使用する。 

可搬型代替注水中型ポンプは重大事故等対処設備であるが，使用準備

に時間を要することから，あらかじめ可搬型代替注水中型ポンプ等の運

搬，設置及び接続の準備を行い，燃料取替用水タンク等による注水手段

がなければ使用済燃料ピットへ注水する。なお，代替水源の選択に当た

っては，より水質のよい淡水を優先して使用することとし，中間受槽を

優先して使用する。中間受槽が使用できないと判断した場合は，海（海

水ポンプピット，１号炉取水路）を使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.11.20図に示す。 

 

1.11.2.2 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の手順等 

(1) 可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダに

よる使用済燃料ピットへのスプレイ 

使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいが発生した場合に，可搬型

代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダにより海水を

使用済燃料ピットへスプレイする手順を整備する。 

水源は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を使用する。 

ａ．手順着手の判断基準 

使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット出口配管下端（E.L.＋

5.49m）以下まで低下し，かつ水位低下が継続する場合。 

ｂ．操作手順 

可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダによ

る使用済燃料ピットへのスプレイ手順の概要は以下のとおり。概略系統

を第1.11.22図に，タイムチャートを第1.11.23図に，ホース布設ルート

図を第1.11.24図に示す。 
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(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び重大事故等

対策要員へ可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレ

イヘッダによる使用済燃料ピットへのスプレイを指示する。 

(b) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ

移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所へ移動さ

せる。 

(c) 重大事故等対策要員は，使用済燃料ピットスプレイヘッダを所定

の場所に設置し，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプ及び使

用済燃料ピットスプレイヘッダに接続する。 

(d) 重大事故等対策要員は，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を水面より低く，着底しない

位置に設置する。 

(e) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプを起動し，使

用済燃料ピットへのスプレイを行う。 

(f) 運転員等は，中央制御室又は現場で使用済燃料ピット水位計によ

り水位の上昇，使用済燃料ピット温度計により温度の低下を確認し，

使用済燃料ピットへのスプレイが行われていることを確認する。 

(g) 運転員等は，使用済燃料ピット水位，温度の他に使用済燃料ピッ

ト区域エリアモニタ，使用済燃料ピット周辺線量率計及び使用済燃

料ピット状態監視カメラを監視し，貯蔵槽内燃料体等が冷却状態に

あることを確認する。 

(h) 重大事故等対策要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポンプの運

転状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間

隔に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，

可搬型代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 
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ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は重大事故等対策要員24名により作業を実施

し，所要時間は約120分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよう可搬

型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備す

る。 

(2) 可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による燃料取扱棟（貯蔵槽内

燃料体等）への放水 

使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいが発生した場合に，可搬型

代替注水大型ポンプ及び放水砲により海水を燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料

体等）へ放水する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

 使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット出口配管下端（E.L.＋

5.49m）以下まで低下し，かつ水位低下が継続する場合において，燃料

取扱棟の損壊又は使用済燃料ピット区域エリアモニタの指示上昇により

使用済燃料ピットに近づけない場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するため

の手順等」にて整備する。 

(3) 使用済燃料ピットからの漏えい緩和 

使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいが発生した場合において，

あらかじめ準備している漏えい緩和のための資機材を用いて，使用済燃

料ピット内側からの漏えいを緩和する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 
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使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット出口配管下端（E.L.＋

5.49m）以下まで低下し，かつ水位低下が継続する場合に使用済燃料ピ

ット近傍に近づける場合。 

ｂ．操作手順 

使用済燃料ピットからの漏えい緩和の手順の概要は以下のとおり。タ

イムチャートを第1.11.25図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員へ資機材を

用いた使用済燃料ピットからの漏えい緩和の準備作業を指示する。 

(b) 保修対応要員は，ステンレス鋼板にガスケット及び吊り降ろし用

ロープが取り付けられていることを確認し，貫通穴付近まで吊り下

げる。 

(c) 保修対応要員は，ステンレス鋼板が貫通穴から流路を塞ぎ，使用

済燃料ピットからの漏えいが緩和されたことを使用済燃料ピット水

位により確認する。 

(d) 保修対応要員は，漏えいが緩和された位置で吊り降ろし用ロープ

を固縛，固定する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員4名により作業を実施し，所

要時間は約130分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

使用済燃料ピットからの漏えい緩和作業が速やかにできるよう使用済

燃料ピット近傍に資機材を配備する。 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は「1.13 重大
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事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

(5) 優先順位 

使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいその他の要因により使用済

燃料ピットの水位が異常に低下した場合は，可搬型代替注水中型ポンプ

による使用済燃料ピットへのスプレイを優先する。また，燃料取扱棟に

損壊がある場合又は使用済燃料ピットに近づけない場合は，スプレイヘ

ッダよりも射程距離が長い可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水を優先する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.11.21図に示す。 

 

1.11.2.3 重大事故等時の使用済燃料ピットの監視時の手順等 

使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能が喪失し，又は使用済燃料ピッ

ト水の小規模な漏えい発生時又は使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい

が発生した場合，監視計器の環境下は，使用済燃料ピット水の沸騰による蒸

散が継続し，高温（大気圧下であり，100℃以上に達することはない。）高

湿度の環境が考えられるが，検出器取付構造及び設置位置により，発生直後

の蒸気が直接検出器の電気回路部等に接しない構造であることから，監視計

器を事故時環境下においても使用する。なお，使用済燃料ピット水位を測定

する使用済燃料ピット水位計（広域）（使用済燃料ピット監視装置用空気供

給システムを含む。）は，使用済燃料ピット状態監視カメラの耐環境性向上

のため，空気を供給し冷却を行う。 

使用済燃料ピットの監視は，常設設備により行うが，計器の計測範囲を超

えた場合は，可搬型設備により監視を行う。重大事故等発生後においては，

これらの可搬型設備の計器を用いることで変動する可能性のある範囲を，各

計器の指示値をオーバーラップさせて監視する。また，各計器の計測範囲を
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把握した上で，使用済燃料ピットの水位，水温，上部の空間線量率を測定し，

状態監視を行う。 

また，使用済燃料ピットの水位，温度，上部の空間線量率の監視設備及び

監視カメラは，重大事故等対処用専用電源盤から給電され，全交流動力電源

又は直流電源が喪失した場合には，代替電源設備から給電される。これらの

監視設備を用いた使用済燃料ピットの監視は運転員等が行う。 

(1) 常設設備による使用済燃料ピットの状態監視 

通常時の使用済燃料ピットの状態監視は，使用済燃料ピット水位計，

使用済燃料ピット温度計，使用済燃料ピット区域エリアモニタにより実

施する。重大事故等時においては，重大事故等対処設備である使用済燃

料ピット水位計（ＡＭ），使用済燃料ピット温度計（ＡＭ），使用済燃

料ピット状態監視カメラにより，使用済燃料ピットの水位，水温及び状

態監視を行う。上記の重大事故等対処設備による監視計器は常設設備で

あり設置等を必要としないため，継続的に監視を実施する。 

(2) 可搬型設備による使用済燃料ピットの状態監視 

使用済燃料ピットの冷却機能喪失又は配管の漏えいにより使用済燃料

ピットの水位が低下した場合に，可搬型設備である使用済燃料ピット水

位計（広域）（使用済燃料ピット監視装置用空気供給システムを含む。）

及び使用済燃料ピット周辺線量率計により中央制御室にて使用済燃料ピ

ットの状態監視を実施する手順を整備する。 

使用済燃料ピット周辺線量率計は，あらかじめ複数の設置場所での線

量率の相関（減衰率）関係を評価し，各設置場所間での関係性を把握し，

指示値の傾向を確認することで使用済燃料ピット上部の空間線量率を推

定する。 

ａ．手順着手の判断基準 
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使用済燃料ピットポンプの全台停止等により冷却機能が喪失した場合，

使用済燃料ピット温度が65℃を超えた場合，又は使用済燃料ピット水位

がE.L.＋6.78mまで低下し，水位低下が継続する場合。 

ｂ．操作手順 

可搬型設備による使用済燃料ピットの状態監視手順の概要は以下のと

おり。概略系統を第1.11.26図に，タイムチャートを第1.11.27図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員へ可搬型設

備による使用済燃料ピットの監視設備の設置を指示する。 

(b) 保修対応要員は，保管場所から使用済燃料ピット周辺線量率計を

燃料取扱棟に運搬，設置し，電源及び信号ケーブルの接続を行う。 

(c) 運転員等は，現場にて使用済燃料ピット周辺線量率計の電源を投

入する。 

(d) 保修対応要員は，保管場所から使用済燃料ピット水位計（広域）

（使用済燃料ピット監視装置用空気供給システムを含む。），エア

パージセット及びフレキシブルホースを運搬，設置し，電源ケーブ

ル，信号ケーブル及びフレキシブルホースを接続後，使用済燃料ピ

ットの所定の場所に挿入し，起動する。 

(e) 保修対応要員は，使用済燃料ピット周辺線量率計を原子炉補助建

屋に運搬，設置し，電源及び信号ケーブルの接続を行う。 

(f) 保修対応要員は，中央制御室にて使用済燃料ピット周辺線量率計

用測定モジュール及び可搬型ＰＣを設置し，電源及び信号ケーブル

を接続後，起動する。 

(g) 運転員等は，中央制御室にて使用済燃料ピット水位計（広域），

使用済燃料ピット周辺線量率計及び使用済燃料ピット状態監視カメ

ラにより使用済燃料ピットの状態監視を実施する。また，直流電源
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が喪失している場合は，代替電源設備から給電されていることを確

認後，可搬型設備の指示を確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は運転員等1名及び保修対応要員2名により作

業を実施し，所要時間は約145分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

 

1.11.2.4 使用済燃料ピット監視計器の電源（交流又は直流）を代替電源設備

から給電する手順等 

全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合に，使用済燃料ピットの状態

を監視するため，代替電源設備により使用済燃料ピット監視計器へ給電する

手順を整備する。 

代替電源設備により使用済燃料ピット監視計器へ給電する手順及び空冷式

非常用発電機への燃料補給の手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」に

て整備する。  
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第1.11.1表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準対象施設の 

冷却又は注水設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機
能
又
は
注
水
機
能
の
喪
失
時
，
又
は 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
水
の
小
規
模
な
漏
え
い
発
生
時 

使用済燃料ピットポンプ 

使用済燃料ピット冷却器 

又は 

燃料取替用水ポンプ 

燃料取替用水タンク 

２次系補給水ポンプ 

２次系純水タンク 

淡
水
タ
ン
ク
か
ら 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水 

燃料取替用水ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順 

燃料取替用水タンク※１ 

２次系補給水ポンプ 

２次系純水タンク※１ 

１次系補給水ポンプ 

１次系純水タンク※１ 

消
火
設
備
に
よ
る
使
用
済

燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水 

電動消火ポンプ 

多
様
性
拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 ディーゼル駆動消火ポンプ 

ろ過水タンク 

中
間
受
槽
か
ら 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
注
水 

可搬型代替注水中型ポンプ※２ 

多
様
性
拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

海
（
海
水
ポ
ン
プ
ピ
ッ
ト
，
１
号
炉
取

水
路
）
か
ら
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の

注
水 

可搬型代替注水中型ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）

※４ 

タンクローリ※４ 

※１：水頭圧を利用して使用済燃料ピットへ注水する。 

※２：使用済燃料ピットへ注水する際の中間受槽への補給手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給

手順等」にて整備する。 

※３：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。燃料補給の手順は

「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。燃料補給の手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 
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第1.11.2表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準対象施設の 

冷却又は注水設備 

対応 

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時 

－ 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ 

可搬型代替注水中型ポンプ※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

使用済燃料ピットスプレイヘッダ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※２ 

タンクローリ※２ 

燃
料
取
扱
棟
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）

へ
の
放
水 

可搬型代替注水大型ポンプ 

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※３ 

タンクローリ※３ 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト

か
ら
の
漏
え
い
緩
和

ガスケット材 

ガスケット接着剤 

ステンレス鋼板 

補修材 

吊り降ろしロープ 

多
様
性
拡
張
設
備 

※１：可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへのスプレイは，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

から取水する。 

※２：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給

手順等」にて整備する。 

※３：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。  
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第1.11.3表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準対象施設の 

冷却又は注水設備 

対応 

手段 
対応設備 手順書の分類 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視 

－ 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
監
視 

使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を

防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

使用済燃料ピット水位計（広域）※１ 

（使用済燃料ピット監視装置用空気供給 

システムを含む。） 

使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※１ 

使用済燃料ピット周辺線量率計 ※１ 

使用済燃料ピット状態監視カメラ※１ 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）

※３ 

可搬型燃料給油ポンプ※３ 

使用済燃料ピット水位計 多
様
性
拡
張
設
備 

使用済燃料ピット温度計 

使用済燃料ピット区域エリアモニタ 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手

順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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第1.11.4表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却のための手順等 

 
監視計器一覧（1／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料ピット水の小規模な漏えい発生
時の手順等 

(1)淡水タンクから使用済

燃料ピットへの注水 

判
断
基
準 

補機監視機能 
・原子炉補機冷却水供給母管流量計 

・原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

※１：通常時使用する計器 
※２：重大事故等発生後使用する計器 
※３：可搬型設備 
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監視計器一覧（2／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料ピット水の小規模な漏えい発生
時の手順等 

(2)電動消火ポンプ又はデ

ィーゼル駆動消火ポン

プによる使用済燃料ピ

ットへの注水 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計 
※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料ピット水の小規模な漏えい発生
時の手順等 
(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

a. 中間受槽から使用済燃

料ピットへの注水 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

※１：通常時使用する計器 
※２：重大事故等発生後使用する計器 
※３：可搬型設備 
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監視計器一覧（3／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.11.2.1 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用済燃料ピット水の小規模な漏えい発生
時の手順等 

(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

a. 海 （ 海 水 ポ ン プ ピ ッ

ト，１号炉取水路）か

ら使用済燃料ピットへ

の注水 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

1.11.2.2 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の手順等 

(1)可搬型代替注水中型ポ
ンプ及び使用済燃料ピ
ットスプレイヘッダに
よる使用済燃料ピット
へのスプレイ 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ※１ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

※１：通常時使用する計器 
※２：重大事故等発生後使用する計器 
※３：可搬型設備 
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監視計器一覧（4／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.11.2.2 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の手順等 

(2)可搬型代替注水大型ポ
ンプ及び放水砲による
燃料取扱棟（貯蔵槽内
燃料体等）への放水 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

操
作

「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備
する。 

(3)使用済燃料ピットから
の漏えい緩和 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

操
作

－ － 

1.11.2.3 重大事故等時の使用済燃料ピットの監視 

(1)常設設備における使用
済燃料ピットの状態監
視 

－ 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

(2)可搬型設備による使用
済燃料ピットの状態監
視 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

操
作 

使用済燃料ピットの水位 ・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

※１：通常時使用する計器 
※２：重大事故等発生後使用する計器 
※３：可搬型設備 
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第1.11.5表 技術的能力審査基準における要求事項ごとの給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.11】 
使用済燃料貯蔵槽の冷却

等のための手順等 

使用済燃料ピット監視装置用 
空気供給システム 

重大事故等対処用 
専用コントロールセンタ 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

使用済燃料ピット周辺線量率計 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

使用済燃料ピット状態監視カメラ 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

使用済燃料ピット水位計（広域） 
（使用済燃料ピット監視装置用空気

供給システムを含む。） 

重大事故等対処用 
専用計器用交流母線 

使用済燃料ピット水位計（ＡＭ） 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

使用済燃料ピット温度計（ＡＭ） 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

燃料取替用水タンクによ
る使用済燃料ピットへの
注水 

運転員等 
（現場） 

1 

移動，系統構成        

 

          

 

第1.11.4図 燃料取替用水タンクから使用済燃料ピットへの注水手順タイムチャ

ート 

 

 

約 30 分 燃料取替用水タンクからの注水開始
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

２次系純水タンクによる
使用済燃料ピットへの注
水 

運転員等 
（現場） 

1 

 
 

       

 

          

 

第1.11.6図 ２次系純水タンクから使用済燃料ピットへの注水手順タイムチャー

ト 

 

約 20 分 ２次系純水タンクからの注水開始

移動，系統構成
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）   

１次系純水タンクによる
使用済燃料ピットへの注
水 

運転員等 
（現場） 

1 

        

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

         

          

 

第1.11.8図 １次系純水タンクから使用済燃料ピットへの注水手順タイムチャー

ト 

 

 

 

約 50 分 
１次系純水タンクによる 
使用済燃料ピットへの注水開始 

移動，系統構成

注水開始
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経過時間（分） 

備考  30 60 90 120 150 180 210 240   270 
   

手順の項目 要員（数） 
  

電動消火ポンプ又はディ
ーゼル駆動消火ポンプに
よる使用済燃料ピットへ
の注水 

保修対応要員 4 

 
 

       

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

          

 

第1.11.10図 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる使用済燃料ピ

ットへの注水手順タイムチャート（屋内消火栓の場合） 

 

 

約 75 分 
消火ポンプによる 
使用済燃料ピットへの注水開始

移動，ホース布設

消火ポンプ起動
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経過時間（分） 

備考  30 60 90 120 150 180 210 240   270 
   

手順の項目 要員（数） 
  

電動消火ポンプ又はディ
ーゼル駆動消火ポンプに
よる使用済燃料ピットへ
の注水 

保修対応要員 6 

 
 

      

 

          

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

          

 

第1.11.13図 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる使用済燃料ピ

ットへの注水手順タイムチャート（屋外消火栓の場合） 

 

約 105 分 
消火ポンプによる 
使用済燃料ピットへの注水開始

消火ポンプ起動

移動，ホース運搬，
ホース布設 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8    9 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

中間受槽から使用済燃料
ピットへの注水 

保修対応要員 6 

         

 

          

          

    可搬型ホースの設置    

          

          

 

第1.11.16図 中間受槽から使用済燃料ピットへの注水手順タイムチャート 

 

約 8時間 10 分 
可搬型代替注水中型ポンプによる
使用済燃料ピットへの注水開始

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホース，中間受槽の運搬 

可搬型代替注水中型ポンプの設置

中間受槽の設置

注水準備，起動 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8    9 
   

手順の項目 要員（数） 
  

海（海水ポンプピット，
１号炉取水路）から使用
済燃料ピットへの注水 

保修対応要員 6 

         

 

         

   可搬型ホースの設置     

          

          

 

第1.11.18図 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの

注水手順タイムチャート 

 

 

約 7時間 5分 
可搬型代替注水中型ポンプによる 
使用済燃料ピットへの注水開始 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホースの運搬 

可搬型代替注水中型ポンプの設置

注水準備 
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第1.11.20図 使用済燃料ピットの冷却機能又は注水機能の喪失時，又は使用

済燃料ピット水の小規模な漏えい時の事故対応手順

使用済燃料ピット冷却機能喪失， 

注水機能喪失 

又は漏えい（水位低下） 

水位上昇確認 
NO 

水位・温度監視，注水継続 

２次系純水タンクによる使

用済燃料ピット注水 

水位上昇確認

電動消火ポンプ又はディー

ゼル駆動消火ポンプによる

使用済燃料ピットへの注水

NO

可搬型代替注水中型ポンプに

よる使用済燃料ピット注水 

NO

使用済燃料ピットポンプの全台停止等によ

り冷却機能が喪失した場合，使用済燃料ピ

ット温度が 65℃を超えた場合，又は使用済

燃料ピット水位が E.L.＋6.78m まで低下

し，水位低下が継続する場合 

燃料取替用水タンクによる

使用済燃料ピットへの注水 

水位上昇確認

水位上昇確認

NO 

凡例 

：操作・確認 ：判断 

：プラント状態  

：重大事故等対処設備による手順 

：準備出来次第実施 

１次系純水タンクによる使

用済燃料ピット注水 

可搬型設備準備開始 

・使用済燃料ピット監視 

・使用済燃料ピットへの注水 

YES

YES

YES

YES
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第1.11.21図 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の事故対応手

順 

※１：漏えい規模又は燃料取扱棟の損傷状況により，準備する可搬型設備を選択する。 

水位上昇確認
NO 

燃料取替用水タンク

による使用済燃料ピ

ットへの注水 

水位上昇確認 
NO

電動消火ポンプ又はディー

ゼル駆動消火ポンプによる

使用済燃料ピットへの注水

水位上昇確認

可搬型代替注水中型ポ

ンプによる使用済燃料

ピットへの注水 

NO

燃料取扱棟が健全

かつアクセス可

使用済燃料ピット水位維持可能 

使用済燃料ピット水位，温度の確認 

可搬型代替注水中型ポンプによる

使用済燃料ピットへのスプレイ 

可搬型代替注水中型ポンプによる

スプレイ継続 

可搬型代替注水大型ポンプによ

る燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体

等）への放水 

可搬型代替注水大型ポンプによ

る放水継続 

NO

YES 

NO 

YES 

１次系純水タンクに

よる使用済燃料ピッ

トへの注水 

水位上昇確認

２次系純水タンクに

よる使用済燃料ピッ

トへの注水 

NO

使用済燃料ピット水位が使用済燃料

ピット出口配管下端（E.L.＋5.49m）

以下かつ水位低下が継続 

可搬型設備準備依頼 

・使用済燃料ピット監視設備 

・使用済燃料ピットへの注水※１ 

・使用済燃料ピットへのスプレイ※１ 

・燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水※１ 

使用済燃料ピッ

トからの漏えい

緩和 

凡例 

：操作・確認 ：判断 

：プラント状態 

：重大事故等対処設備による手順 

：準備出来次第実施 

YES 

YES 

YES

YES

使用済燃料ピットからの 

大量の漏えい 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 
       

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型代替注水中型ポン
プ及び使用済燃料ピット
スプレイヘッダによる使
用済燃料ピットへのスプ
レイ 

重大事故等対策
要員 

6 

移動,可搬型代替注水中型ポンプの運搬，設置     

 

       

12 

       

移動,可搬型ホースの運搬，設置     

       

6 

スプレイヘッダの設置     

       

 

第 1.11.23 図 可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダ

による使用済燃料ピットへのスプレイ手順タイムチャート 

 

 

約 120 分 
可搬型代替注水中型ポンプによる
使用済燃料ピットへのスプレイ開始
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経過時間（分） 

備考  30 60 90 120 150 180 210 240   270 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

使用済燃料ピットからの
漏えい緩和 

保修対応要員 4 

      

 

          

 

第 1.11.25 図 使用済燃料ピットからの漏えい緩和手順タイムチャート 

 

 

約 130 分 
使用済燃料ピットからの漏えい緩和
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140  150 
      

手順の項目 要員（数） 

 

 

重大事故等時の使用済
燃料ピットの監視 

保修対応要員 2 

     

 

       

       

 
 

     

       

      

運転員等 
（現場） 

1 

     

 

      

※全交流動力電源喪失時，代替電源から受電後，該当操作開始からの時間 

 

第1.11.27図 可搬型設備による使用済燃料ピットの状態監視タイムチャート 

 

使用済燃料ピット周辺線量率計
2 台目設置（移動含む）

使用済燃料ピット周辺線量率計 
測定ﾓｼﾞｭｰﾙ，可搬型ＰＣ設置（移動含む） 

使用済燃料ピット周辺線量率計用
電源操作

約 145 分※ 
使用済燃料ピットの状態監視開始 

使用済燃料ピット周辺線量率計
1 台目設置 

移動

使用済燃料ピット水位計（広域）設置 

使用済燃料ピット監視装置用 
空気供給システム設置（移動含む）
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1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.12.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の対応手段及び設備 

ｂ．貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の対応手段及び設備 

ｃ．原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の対応手

段及び設備 

ｄ．手 順 等 

1.12.2 重大事故等時の手順等 

1.12.2.1 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の手順等 

(1) 大気への拡散抑制 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制 

(2) 海洋への拡散抑制 

ａ．シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン隔

離弁による海洋への拡散抑制 

ｂ．シルトフェンス（若狭湾側）による海洋への拡散抑制 

ｃ．放射性物質吸着剤による海洋への拡散抑制 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

1.12.2.2 貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の手順等 

(1) 大気への拡散抑制 

ａ．可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダによ

る大気への拡散抑制 

ｂ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制 
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(2) 海洋への拡散抑制 

ａ．シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン隔

離弁による海洋への拡散抑制 

ｂ．シルトフェンス（若狭湾側）による海洋への拡散抑制 

ｃ．放射性物質吸着剤による海洋への拡散抑制 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 

1.12.2.3 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の手順

等 

(1) 初期対応における延焼防止処置 

ａ．化学消防車及び水槽付消防車による泡消火 

ｂ．可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火 

(a) ろ過水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放

水砲による泡消火 

(b) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とした可搬型代替

注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火 

(2) 航空機燃料火災への泡消火 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による航空機燃料火災への泡消

火 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

(4) 優先順位 
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1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は貯蔵槽内燃料体等の著し

い損傷に至った場合において，原子炉施設外への放射性物質の拡散を抑制す

るための設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活用した手順等に

ついて説明する。 

 

1.12.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損及びアニュラス部の破損

又は貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷に至った場合において，原子炉施設

外へ放射性物質が拡散するおそれがある。原子炉施設外への放射性物質

〈要求事項〉 

発電用原子炉設置者において，炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破

損又は貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷に至った場合において工場等外への放

射性物質の拡散を抑制するために必要な手順等が適切に整備されているか，

又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

1 「工場等外への放射性物質の拡散を抑制するために必要な手順等」と

は，以下に規定する措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うた

めの手順等をいう。 

a) 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損又は貯蔵槽内燃料体等の著

しい損傷に至った場合において，放水設備により，工場等外への放射性物質

の拡散を抑制するために必要な手順等を整備すること。 

b) 海洋への放射性物質の拡散を抑制する手順等を整備すること。 
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の拡散を抑制するための対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

また，原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発

生した場合において，消火対応するための対応手段と重大事故等対処設

備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十五条及び「技術基準規則」第七十条

（以下，付録1.12において「基準規則」という。）の要求機能を満足す

る設備が網羅していることを確認するとともに，多様性拡張設備との関

係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により選定した対応手段

と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下に

示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第1.12.1表，第1.12.2表に示す。 

ａ．炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュ

ラス部の破損のおそれがある場合は，放水設備により，大気への拡散

抑制を行う手段がある。 
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大気への拡散抑制に使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

重大事故等により，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュ

ラス部破損のおそれがある場合に原子炉格納容器及びアニュラス部へ

の放水により，放射性物質を含む汚染水が発生する場合は，海洋への

拡散抑制を行う手段がある。 

海洋への拡散抑制に使用する設備は以下のとおり。 

・シルトフェンス（浦底湾側） 

・シルトフェンス（若狭湾側） 

・小型船舶 

・原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・放射性物質吸着剤 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される，大気への

拡散抑制に使用する設備のうち，可搬型代替注水大型ポンプ，放水砲，

燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及びタンクロ

ーリは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

海洋への拡散抑制に使用する設備のうち，シルトフェンス（浦底湾
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側），小型船舶，原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁，空冷式非

常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び可搬型燃

料給油ポンプは重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により原子炉施設外への放射性物質の拡

散を抑制可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と位置付

ける。あわせて，その理由を示す。 

・シルトフェンス（若狭湾側） 

原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁により若狭湾側への

放射性物質の拡散が抑制される。 

放水砲の使用にあたり，上部に開口部のある放水ピットに対

しては，直接放射能を含んだ排水が流入することはなく，風向

きによりしぶきが放水ピットに流入した場合でも，しぶきは放

水路内に滞留した海水中にとどまるが，放水路は海洋と繋がっ

ていることから，放射性物質拡散をさらに抑制する手段として

有効である。 

・放射性物質吸着剤 

一般排水の経路は，耐震設計等を考慮すると設置できない場

合が考えられるものの，放射性物質吸着剤は放射性物質の拡散

を抑制する手段として有効である。 

ｂ．貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷のおそれがある

場合は，放水設備により，大気への拡散抑制を行う手段がある。 

大気への拡散抑制に使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 
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・使用済燃料ピットスプレイヘッダ 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

重大事故等により，貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷のおそれがある

場合に燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水により，放射性物質

を含む汚染水が発生する場合は，海洋への拡散抑制を行う手段がある。 

海洋への拡散抑制に使用する設備は以下のとおり。 

・シルトフェンス（浦底湾側） 

・シルトフェンス（若狭湾側） 

・小型船舶 

・原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・放射性物質吸着剤 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される，大気への

拡散抑制に使用する設備のうち，可搬型代替注水中型ポンプ，使用済

燃料ピットスプレイヘッダ，可搬型代替注水大型ポンプ，放水砲，燃

料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及びタンクロー

リは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

海洋への拡散抑制に使用する設備のうち，シルトフェンス（浦底湾
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側），小型船舶，原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁，空冷式非

常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び可搬型燃

料給油ポンプは重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により原子炉施設外への放射性物質の拡

散を抑制可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と位置付

ける。あわせて，その理由を示す。 

・シルトフェンス（若狭湾側） 

原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁により若狭湾側への

放射性物質の拡散が抑制される。 

放水砲の使用にあたり，上部に開口部のある放水ピットに対

しては，直接放射能を含んだ排水が流入することはなく，風向

きによりしぶきが放水ピットに流入した場合でも，しぶきは放

水路内に滞留した海水中にとどまるが，放水路は海洋と繋がっ

ていることから，放射性物質拡散をさらに抑制する手段として

有効である。 

・放射性物質吸着剤 

一般排水の経路は，耐震設計等を考慮すると設置できない場

合が考えられるものの，放射性物質吸着剤は放射性物質の拡散

を抑制する手段として有効である。 

ｃ．原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の対応手

段及び設備 

(a) 対応手段 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合は，初期対応における延焼防止処置により，火災に対応する手

段がある。 



付－1－1.12－9 

初期対応における延焼防止処置に使用する設備は以下のとおり。 

・化学消防車 

・水槽付消防車 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・小型放水砲 

・中間受槽 

・ろ過水タンク 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合は，航空機燃料火災への泡消火により，火災に対応する手段が

ある。 

航空機燃料火災への泡消火に使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される，航空機燃

料火災への泡消火に使用する設備のうち，可搬型代替注水大型ポンプ，

放水砲，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及び

タンクローリは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により航空機燃料火災の泡消火に対応可
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能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわ

せて，その理由を示す。 

・化学消防車，水槽付消防車，可搬型代替注水中型ポンプ，小型

放水砲，中間受槽，ろ過水タンク，燃料油貯蔵タンク（北側），

燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

可搬型代替注水大型ポンプより流量が少ないため，重大事故

等対処設備と同等の放水効果は得られにくいが，アクセスルー

ト及び航空機燃料の飛散による建屋への延焼防止処置の手段と

して有効である。 

ｄ．手 順 等 

上記のａ．，ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手順を整備

する。また，事故時に必要となる計器及び給電が必要となる設備につい

ても整備する（第1.12.3表，第1.12.4表）。 

これらの手順は，運転員等※2の対応として，発電所災害対策本部にて

使用する手順に定める（第1.12.1表，第1.12.2表）。 

※２ 運転員等:運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

 

1.12.2 重大事故等時の手順等 

1.12.2.1 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の手順等 

(1) 大気への拡散抑制 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制 

炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュラス部破損のおそれが

ある場合は，炉心注入及び格納容器スプレイを実施する。これらの機能

が喪失した場合を想定し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲により
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原子炉格納容器及びアニュラス部へ海水を放水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，炉心出口温度が350℃以上かつ格納容器エリ

アモニタ（高レンジ）が1×10５mSv／h以上となり，原子炉格納容器

へのスプレイが格納容器スプレイ流量等にて確認できない場合。 

(b) 操作手順 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制を

行う手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.12.1図に，タイム

チャートを第1.12.4図に，ホース布設ルートを第1.12.5図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき重大事故

等対策要員に大気への拡散抑制の準備開始を指示する。 

ⅱ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプの保管場所

へ移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移

動させる。 

ⅲ) 重大事故等対策要員は，放水砲を設置し可搬型ホースを可搬型

代替注水大型ポンプから放水砲まで布設する。 

ⅳ) 重大事故等対策要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水大型ポ

ンプ及び放水砲と接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

に可搬型代替注水大型ポンプの取水部を水面より低く，着底しな

い位置に設置する。 

ⅴ) 重大事故等対策要員は，放水砲噴射位置（噴射角度，旋回角度）

を原子炉格納容器頂部へ調整する。原子炉格納容器及びアニュラ

ス部の損壊箇所が確認できる場合は，放水砲の噴射位置を原子炉

格納容器及びアニュラス部損壊部に調整する。 

ⅵ) 発電所災害対策本部は，格納容器圧力計指示値が上昇し，原子



付－1－1.12－12 

炉格納容器及びアニュラス部の破損のおそれがあると判断した場

合又はモニタリングポスト等の指示値が上昇し，原子炉格納容器

及びアニュラス部の破損があると判断した場合は，重大事故等対

策要員に放水開始を指示する。 

ⅶ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプを起動し，

放水砲により原子炉格納容器頂部又は原子炉格納容器及びアニュ

ラス部の損壊部へ放水する。 

ⅷ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプの運転状態

を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に

達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，

可搬型代替注水大型ポンプは約3.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は重大事故等対策要員16名にて実施し，所

要時間は，約8時間40分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。可搬

型ホース等の取付け作業が速やかに出来るように，可搬型代替注水大

型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備する。 

放水砲は可搬型設備のため，任意に設置場所を設定するので風向き

等の天候状況及びアクセス状況に応じて，最も効果的な方角から原子

炉格納容器及びアニュラス部に向けて放水を実施する。 

放水砲による放水については噴射ノズルを調整することで，放水形

状を直線状又は噴霧状に調整でき，放水形状は，直線状にするとより

遠くまで放水できるが，噴霧状にすると，直線状よりも放射性物質の

抑制効果があることから，極力噴霧状を使用する。 
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また，直線状で放水する場合も到達点では，噴霧状になっているた

め放射性物質の抑制効果がある。 

なお，複数のホース布設ルートにより，プラント状況に応じて可搬

型代替注水大型ポンプ及び放水砲の準備を実施する。 

(2) 海洋への拡散抑制 

ａ．シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン隔

離弁による海洋への拡散抑制 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器及びアニュラス部の破損のおそ

れがある場合において，放水砲による原子炉格納容器及びアニュラス部

への放水により，放射性物質を含む汚染水の海洋への流出を想定して，

シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離

弁による拡散抑制を行う手順を整備する。 

放水砲で放水を実施した場合，放射性物質を含む汚染水は一般排水の

流路を通って海へ流れるため，汚染水が発電所から海洋に流出する可能

性がある箇所には，損傷個所，放水砲の設置場所等から汚染水の流出予

測，状況を勘案してシルトフェンス（浦底湾側）の設置及び原子炉補機

冷却海水系放出ラインの隔離を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン

隔離弁による海洋への拡散抑制を行う手順の概要は以下のとおり。ま

た，シルトフェンスの設置概略図を第1.12.2図に，原子炉補機冷却海

水系放出ラインの概略系統を第1.12.3図に，タイムチャートを第
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1.12.4図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，重大事

故等対策要員にシルトフェンス（浦底湾側）の設置開始及び発電

長に原子炉補機冷却海水系放出ラインの隔離を指示する。 

ⅱ) 発電長は，運転員等に原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁

の閉を指示する。 

ⅲ) 運転員等は，中央制御室にて原子炉補機冷却海水系放出ライン

隔離弁を閉とし，閉弁したことを発電長に報告する。 

ⅳ) 発電長は，原子炉補機冷却海水系放出ラインの隔離が完了した

ことを発電所災害対策本部に報告する。 

ⅴ) 重大事故等対策要員は，シルトフェンス（浦底湾側）と海上作

業に必要な小型船舶等を岸壁に車両にて運搬する。 

ⅵ) 重大事故等対策要員は，シルトフェンス（浦底湾側）と小型船

舶等の資機材を海上に降ろし，発電所から海洋に流出する可能性

がある箇所を確認のうえ，小型船舶等を使ってシルトフェンス

（浦底湾側）を設置箇所付近に運搬し，シルトフェンス（浦底湾

側）両端をロープにて所定の箇所へ固定して，シルトフェンス

（浦底湾側）を設置する。 

ⅶ) 重大事故等対策要員は，小型船舶等を使ってシルトフェンス

（浦底湾側）のカーテン部を海中に開放し，1重目の外側に，同様

の操作で2重目のシルトフェンス（浦底湾側）を設置する。 

(c) 操作の成立性 

シルトフェンス（浦底湾側）の設置は，重大事故等対策要員20名に

て実施し，所要時間は約3時間45分と想定する。 

中央制御室における原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁の操作
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は，運転員等1名で実施する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

シルトフェンス（浦底湾側）は重量物であるため，人力では多大な

時間がかかるが，ユニック等を用いることで効率的に運搬車両から降

ろすことができ，小型船舶を用いることで固定金具への接続等を容易

にするとともに，シルトフェンス（浦底湾側）をあらかじめ設置に必

要な長さに繋いだ状態で保管しておくことで，設置時間の短縮を図る。 

ｂ．シルトフェンス（若狭湾側）による海洋への拡散抑制 

放水砲の使用にあたり，上部に開口部のある放水ピットに対しては，

直接放射能を含んだ排水が流入することはなく，風向きによりしぶきが

放水ピットに流入した場合でも，しぶきは放水路内に滞留した海水中に

とどまるが，放水路は海洋と繋がっていることから，シルトフェンス

（若狭湾側）を設置することで，海洋への放射性物質の拡散抑制に努め

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

シルトフェンス（若狭湾側）による海洋への拡散抑制を行う手順の

概要は以下のとおり。また，シルトフェンスの設置概略図を第1.12.2

図に，タイムチャートを第1.12.4図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，重大事

故等対策要員にシルトフェンス（若狭湾側）の設置開始を指示す

る。 
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ⅱ) 重大事故等対策要員は，シルトフェンス（浦底湾側）の設置完

了後，シルトフェンス（若狭湾側）と海上作業に必要な小型船舶

等を岸壁に車両にて運搬する。 

ⅲ) 重大事故等対策要員は，シルトフェンス（若狭湾側）と小型船

舶等の資機材を海上に降ろし，発電所から海洋に流出する可能性

がある箇所を確認のうえ，小型船舶等を使ってシルトフェンス

（若狭湾側）を設置箇所付近に運搬し，シルトフェンス（若狭湾

側）両端をロープにて所定の箇所へ固定して，シルトフェンス

（若狭湾側）を設置する。 

ⅳ) 重大事故等対策要員は，小型船舶等を使ってシルトフェンス

（若狭湾側）のカーテン部を海中に開放し，1重目の外側に，同様

の操作で2重目のシルトフェンス（若狭湾側）を設置する。 

(c) 操作の成立性 

シルトフェンス（若狭湾側）の設置においては，シルトフェンス

（浦底湾側）の設置を完了した重大事故等対策要員のうち10名にて対

応し，所要時間は約4時間30分と想定する。 

シルトフェンス（若狭湾側）は重量物であるため，人力では多大な

時間がかかるが，ユニック等を用いることで効率的に運搬車両から降

ろすことができ，小型船舶を用いることで固定金具への接続等を容易

にするとともに，シルトフェンス（若狭湾側）をあらかじめ設置に必

要な長さに繋いだ状態で保管しておくことで，設置時間の短縮を図る。 

ｃ．放射性物質吸着剤による海洋への拡散抑制 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器及びアニュラス部の破損のおそ

れがある場合において，放水砲による原子炉格納容器及びアニュラス部

への放水により，放射性物質を含む汚染水の海洋への流出を想定して，
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放射性物質吸着剤による拡散抑制を行う手順を整備する。 

放水砲で放水を実施した場合，放射性物質を含む汚染水は一般排水の

流路である付替排水路及び埋設一般排水管を通って海へ流れる。放射性

物質吸着剤は，一般排水の流路から流れてきた汚染水が通過することに

より放射性物質を吸着するため，付替排水路内及び埋設一般排水管の集

水枡に，放射性物質吸着剤を設置することで，海洋への放射性物質の拡

散抑制に努める。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

放射性物質吸着剤による海洋への拡散抑制を行う手順の概要は以下

のとおり。また，放射性物質吸着剤の設置概略図を第1.12.2図に，タ

イムチャートを第1.12.4図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，重大事

故等対策要員に放射性物質吸着剤の設置開始を指示する。 

ⅱ) 重大事故等対策要員は，シルトフェンス（浦底湾側）の設置完

了後，放射性物質吸着剤をあらかじめ設定している付替排水路及

び埋設一般排水管の集水枡付近に運搬する。 

ⅲ) 重大事故等対策要員は，付替排水路はグレーチング，埋設一般

排水管の集水枡はマンホールを開放し，放射性物質吸着剤を設置

する。 

(c) 操作の成立性 
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放射性物質吸着剤の設置においては，シルトフェンス（浦底湾側）

の設置を完了した重大事故等対策要員のうち 10 名にて対応し，所要

時間は約 1 時間 20 分と想定する。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納容

器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

空冷式非常用発電機により給電する手順及び空冷式非常用発電機への

燃料補給の手順等は，「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備す

る。 

 

1.12.2.2 貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の手順等 

(1) 大気への拡散抑制 

ａ．可搬型代替注水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダによ

る大気への拡散抑制 

貯蔵槽内燃料体等が著しい損傷のおそれがある場合に，可搬型代替注

水中型ポンプ及び使用済燃料ピットスプレイヘッダにより海水を使用済

燃料ピットへスプレイする手順を整備する。 

水源は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット出口配管下端（E.L.＋

5.49m）以下まで低下し，かつ水位低下が継続する場合。 

(b) 操作手順 

操作手順は，「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

ｂ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制 
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貯蔵槽内燃料体等が著しい損傷のおそれがある場合において，可搬型

代替注水大型ポンプ及び放水砲により燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）

へ海水を放水する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

使用済燃料ピット水位が使用済燃料ピット出口配管下端（E.L.＋

5.49m）以下まで低下し，かつ水位低下が継続する場合に，燃料取扱

棟の損壊又は使用済燃料ピット区域エリアモニタの指示上昇により使

用済燃料ピットに近づけない場合。 

(b) 操作手順 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散抑制を行

う手順の概要は以下のとおり。なお，可搬型代替注水大型ポンプ及び

放水砲の設置，可搬型ホースの布設，接続については1.12.2.1(1)

ａ.(b)の操作手順ⅰ)からⅳ)と同様に実施する。 

ⅰ) 重大事故等対策要員は，放水砲噴射位置（噴射角度，旋回角度）

を燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）へ調整する。 

ⅱ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプを起動し，

放水砲により燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）の損壊部へ放水す

る。 

ⅲ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプの運転状態

を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に

達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，

可搬型代替注水大型ポンプは約3.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は重大事故等対策要員16名にて実施し，所

要時間は，約8時間40分と想定する。 
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円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。可搬

型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，可搬型代替注水大

型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備する。 

放水砲は可搬型設備のため，任意に設置場所を設定するので風向き

等の天候状況及びアクセス状況に応じて，最も効果的な方角から燃料

取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）に向けて放水を実施する。 

放水砲による放水については噴射ノズルを調整することで，放水形

状を直線状又は噴霧状に調整でき，放水形状は，直線状にするとより

遠くまで放水できるが，噴霧状にすると，直線状よりも放射性物質の

抑制効果があることから，極力噴霧状を使用する。 

また，直線状で放射する場合も到達点では，噴霧状になっているた

め放射性物質の抑制効果がある。 

なお，複数のホース布設ルートにより，プラント状況に応じて可搬

型代替注水大型ポンプ及び放水砲の準備を実施する。 

(2) 海洋への拡散抑制 

ａ．シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機冷却海水系放出ライン隔

離弁による海洋への拡散抑制 

貯蔵槽内燃料体等が著しい損傷のおそれがある場合において，燃料取

扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水により，放射性物質を含む汚染水の

海洋への流出を想定して，シルトフェンス（浦底湾側）及び原子炉補機

冷却海水系放出ライン隔離弁により汚染水の海洋への拡散抑制を行う手

順を整備する。 

放水砲で放水を実施した場合，放射性物質を含む汚染水は一般排水の

流路を通って海へ流れるため，汚染水が発電所から海洋に流出する可能
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性がある箇所には，損傷箇所，放水砲の設置場所等から汚染水の流出予

測，状況を勘案してシルトフェンス（浦底湾側）の設置及び原子炉補機

冷却海水系放出ラインの隔離を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

1.12.2.1(2)ａ．(b)と同様。 

ｂ．シルトフェンス（若狭湾側）による海洋への拡散抑制 

放水砲の使用にあたり，上部に開口部のある放水ピットに対しては，

直接放射能を含んだ排水が流入することはなく，風向きによりしぶきが

放水ピットに流入した場合でも，しぶきは放水路内に滞留した海水中に

とどまるが，放水路は海洋と繋がっていることから，シルトフェンス

（若狭湾側）を設置することで，海洋への放射性物質の拡散抑制に努め

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

1.12.2.1(2)ｂ．(b)と同様。 

ｃ．放射性物質吸着剤による海洋への拡散抑制 

炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器及びアニュラス部の破損のおそ

れがある場合において，放水砲による原子炉格納容器及びアニュラス部

への放水により，放射性物質を含む汚染水の海洋への流出を想定して，

放射性物質吸着剤による拡散抑制を行う手順を整備する。 
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放水砲で放水を実施した場合，放射性物質を含む汚染水は一般排水の

流路である付替排水路及び埋設一般排水管を通って海へ流れる。放射性

物質吸着剤は，一般排水の流路から流れてきた汚染水が通過することに

より放射性物質を吸着するため，付替排水路内及び埋設一般排水管の集

水枡に，放射性物質吸着剤を設置することで，海洋への放射性物質の拡

散抑制に努める。 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生し，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による

大気への拡散抑制を行う判断をした場合。 

(b) 操作手順 

1.12.2.1(2)ｃ.(b)と同様。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は「1.13 重大

事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプへの燃料補給に関する手順は「1.6 原子

炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

空冷式非常用発電機により給電する手順及び空冷式非常用発電機への

燃料補給の手順等は，「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備す

る。 

(4) 優先順位 

使用済燃料ピット区域エリアモニタ等の指示値上昇や，燃料取扱棟の

損壊がある場合又は使用済燃料ピットに近づけない場合は，スプレイよ

りも射程距離が長い可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による燃料取

扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水を優先する。 

放射性物質を含む汚染水の海洋への拡散は，重大事故等対処設備と位
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置付けるシルトフェンス（浦底湾側）の設置及び原子炉補機冷却海水系

放出ラインの隔離により抑制可能であることから，シルトフェンス（浦

底湾側）の設置及び原子炉補機冷却海水系放出ラインの隔離を優先し，

多様性拡張設備と位置付けるシルトフェンス（若狭湾側）及び放射性物

質吸着剤の設置は，シルトフェンス（浦底湾側）の設置完了後とする。 

 

1.12.2.3 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の手順

等 

(1) 初期対応における延焼防止処置 

ａ．化学消防車及び水槽付消防車による泡消火 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生した

場合において，火災対応を行うために化学消防車及び水槽付消防車によ

る泡消火により初期対応における延焼防止処置を行う手順を整備する。

ろ過水タンクが使用可能である場合は淡水源として使用し，使用できな

い場合は海水を使用する。 

(a) 手順着手の判断基準 

航空機燃料火災が発生した場合。（消火の水源に，ろ過水タンクを

使用する場合は，ろ過水タンク水位が確保され使用できることをあわ

せて確認する） 

(b) 操作手順 

化学消防車及び水槽付消防車による泡消火手順の概要は以下のとお

り。概略系統を第1.12.6図に，タイムチャートを第1.12.7図に，ホー

ス布設ルート図を第1.12.8図に示す。 

なお，本手順において消火水源は現場の火災状況やアクセス性を考

慮して選定する。以下に示す手順ではろ過水タンクを水源として記載
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する。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，初期消火活動要員に，ろ過水タンクを

水源とした化学消防車及び水槽付消防車による泡消火の開始を指

示する。 

ⅱ) 初期消火活動要員は，水源近傍に水槽付消防車を設置し，可搬

型ホースにより水源と水槽付消防車を接続する。 

ⅲ) 初期消火活動要員は，消火活動場所へ化学消防車を配置すると

ともに，水槽付消防車と化学消防車をホースにより接続する。 

ⅳ) 初期消火活動要員は，水槽付消防車にて水源から取水し，化学

消防車にて泡消火薬剤を混合させた放水により泡消火を開始する。 

ⅴ) 初期消火活動要員は，適宜，泡消火薬剤の補給を実施する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，現場にて初期消火活動要員9名で実施し，化学消防

車及び水槽付消防車による泡消火開始までの所要時間は，いずれの水

源を利用しても約55分と想定する。 

放水開始から約4時間の泡消火を行うために，泡消火薬剤を3,000l

配備している。 

泡消火薬剤は，放水流量の3％濃度で自動注入となる。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。 

ｂ．可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火 

(a) ろ過水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放

水砲による泡消火 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合において，火災対応を行うためにろ過水タンクを水源とした可
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搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火により初期対応

における延焼防止処置を行う手順を整備する。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

航空機燃料火災が発生した場合に，ろ過水タンクの水位が確保さ

れ使用できることを確認した場合。 

ⅱ) 操作手順 

ろ過水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放

水砲による泡消火手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.12.6

図に，タイムチャートを第1.12.7図に，ホース布設ルートを第

1.12.8図に示す。 

ｲ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき重大事故

等対策要員にろ過水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポン

プ及び小型放水砲による泡消火の開始を指示する。 

ﾛ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所

へ移動し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定

の場所に移動させる。 

ﾊ) 重大事故等対策要員は，中間受槽を設置し，ろ過水タンクに可

搬型ホースを接続し，中間受槽まで布設する。 

ﾆ) 重大事故等対策要員は，小型放水砲を設置し可搬型ホースを可

搬型代替注水中型ポンプから小型放水砲まで布設する。 

ㇹ) 重大事故等対策要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型

ポンプ及び小型放水砲と接続後，中間受槽に可搬型代替注水中型

ポンプの取水部を水面より低く，着底しない位置に設置する。 

ﾍ) 重大事故等対策要員は，ろ過水タンクより水頭圧を利用した重

力注水により中間受槽への供給を実施する。 
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ﾄ) 重大事故等対策要員は，ろ過水タンクの水位及び送水状態によ

り中間受槽への供給が実施されていることを確認する。 

ﾁ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプを起動し，

中間受槽からの取水を泡消火薬剤と混合させて，小型放水砲によ

る泡消火を開始する。 

ﾘ) 重大事故等対策要員は，適宜，泡消火薬剤の補給を実施する。 

ﾇ) 重大事故等対策要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポンプの

運転状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着

手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しな

い場合，可搬型代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，現場にて重大事故等対策要員17名で実施し，ろ過

水タンクを水源とした可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲に

よる泡消火開始までの所要時間は，約4時間45分と想定する。 

放水開始から約5時間の泡消火を行うために，泡消火薬剤を

6,000l（1,000l×6個）配備している。 

泡消火薬剤は，放水流量の1％濃度で自動注入となる。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよ

うに，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型

ホースを配備する。 

(b) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とした可搬型代替

注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合において，火災対応を行うために海（海水ポンプピット，１号
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炉取水路）を水源とした可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲に

よる泡消火により初期対応における延焼防止処置を行う手順を整備す

る。 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

航空機燃料火災が発生した場合。 

ⅱ) 操作手順 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とした可搬型代替

注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火手順の概要は以下のと

おり。概略系統を第1.12.6図に，タイムチャートを第1.12.7図に，

ホース布設ルートを第1.12.8図に示す。 

ｲ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき重大事故

等対策要員に海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とし

た可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火の開始

を指示する。 

ﾛ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所

へ移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移

動させる。 

ﾊ) 重大事故等対策要員は，小型放水砲を設置し可搬型ホースを可

搬型代替注水中型ポンプから小型放水砲まで布設する。 

ﾆ) 重大事故等対策要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポ

ンプ及び小型放水砲と接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取

水路）に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を水面より低く，着

底しない位置に設置する。 

ﾎ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水中型ポンプを起動し，

水源からの取水を泡消火薬剤と混合させて，小型放水砲による泡
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消火を開始する。 

ﾍ) 重大事故等対策要員は，適宜，泡消火薬剤の補給を実施する。 

ﾄ) 重大事故等対策要員は，現場にて可搬型代替注水中型ポンプの

運転状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着

手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しな

い場合，可搬型代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

ⅲ) 操作の成立性 

上記の対応は，現場にて重大事故等対策要員14名で実施し，海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源とした可搬型代替注水

中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火開始までの所要時間は，約

4時間50分と想定する。 

放水開始から約5時間の泡消火を行うために，泡消火薬剤を

6,000l（1,000l×6個）配備している。 

泡消火薬剤は，放水流量の1％濃度で自動注入となる。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設

備等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるよ

うに，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型

ホースを配備する。 

(2) 航空機燃料火災への泡消火 

ａ．可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による航空機燃料火災への泡消

火 

原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生した

場合において，火災対応を行うために可搬型代替注水大型ポンプ及び放

水砲により，海水を使用して航空機燃料火災へ泡消火する手順を整備す

る。 
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(a) 手順着手の判断基準 

航空機燃料火災が発生した場合。 

(b) 操作手順 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による航空機燃料火災への泡

消火手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.12.6図に，タイムチ

ャートを第1.12.7図に，ホース布設ルートを第1.12.5図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，重大事

故等対策要員に可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による泡消

火の開始を指示する。 

ⅱ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプの保管場所

へ移動し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移

動させる。 

ⅲ) 重大事故等対策要員は，放水砲を設置し可搬型ホースを可搬型

代替注水大型ポンプから放水砲まで布設する。 

ⅳ) 重大事故等対策要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水大型ポ

ンプ及び放水砲と接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

に可搬型代替注水大型ポンプの取水部を水面より低く，着底しな

い位置に設置する。 

ⅴ) 重大事故等対策要員は，放水砲噴射位置（噴射角度，旋回角度）

を調整する。 

ⅵ) 重大事故等対策要員は，可搬型代替注水大型ポンプを起動し，

泡消火薬剤を可搬型代替注水大型ポンプ内蔵の泡薬剤ポンプで送

水して放水砲による泡消火を開始する。 

ⅶ) 重大事故等対策要員は，適宜，泡消火薬剤の補給を実施する。 

ⅷ) 重大事故等対策要員は，現場にて可搬型代替注水大型ポンプの
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運転状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着

手間隔に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しな

い場合，可搬型代替注水大型ポンプは約3.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，現場にて重大事故等対策要員16名で実施し，可搬型

代替注水大型ポンプ及び放水砲による泡消火開始までの所要時間は，

約8時間40分と想定する。 

放水開始から約10分（20,000l/min）の泡消火を行うために，泡消

火薬剤を2,000l（1,000l×2個）配備している。 

泡消火薬剤は，放水流量の1％濃度で自動注入となる。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，

可搬型代替注水大型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを

配備する。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給に関する手順は「1.13 重大

事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給に関する手順は「1.6 原子炉

格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

航空機燃料火災への消火対応は，各消火手段に対して異なる重大事故

等対策要員で対応することから，準備が完了したものから随時泡消火を

開始する。 

化学消防車，水槽付消防車，可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水

砲による泡消火は，可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による泡消火
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を開始するまでのアクセスルートを確保するための泡消火，災害対策本

部要員の安全確保のための泡消火，航空機燃料の飛散による延焼防止処

置のための広範囲の泡消火を行う。 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による泡消火は，航空機燃料火

災を約1,200m３／hの流量で消火する。 

化学消防車及び水槽付消防車の水源は，ろ過水タンク及び海水を使用

する。 

可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火の水源は，淡

水を優先して使用することとし，ろ過水タンクを優先して使用する。そ

れができない場合は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を使用する。 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による泡消火の水源は，大流量

の放水であるため海水を使用する。 
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第1.12.1表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 想定する重大事故等 
対応 

手段 
対応設備 整理する手順書の分類

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損 

－ 

大
気
へ
の
拡
散
抑
制 

可搬型代替注水大型ポンプ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部に

て使用する手順 

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※３

タンクローリ※３ 

貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷

大
気
へ
の
拡
散
抑
制 

可搬型代替注水中型ポンプ※１※４ 

使用済燃料ピットスプレイヘッダ※１ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※２

※３ 

タンクローリ※２※３ 

炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び 

原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損 

 

貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷 

海
洋
へ
の
拡
散
抑
制 

シルトフェンス（浦底湾側） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

小型船舶 

原子炉補機冷却海水系放出ライン隔離弁 

※５ 

空冷式非常用発電機※６ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）

※７ 

可搬型燃料給油ポンプ※７ 

シルトフェンス（若狭湾側） 多
様
性 

拡
張
設
備 

放射性物質吸着剤 

※１：手順は「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※２：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給

手順等」にて整備する。 

※３：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

※４：可搬型代替注水中型ポンプによりスプレイする場合は，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から取水す

る。 

※５：ディーゼル発電機等により給電する。 

※６：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※７：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手

順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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第 1.12.2 表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 想定する重大事故等 
対応手

段 
対応設備 整理する手順書の分類

原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る 

航
空
機
燃
料
火
災 

－ 

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置 

化学消防車 

多
様
性
拡
張
設
備 

 

発電所災害対策本部に

て使用する手順 

水槽付消防車 

可搬型代替注水中型ポンプ 

小型放水砲 

中間受槽 

ろ過水タンク 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※１

タンクローリ※１ 

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡

消
火 

可搬型代替注水大型ポンプ 重
大
事
故
等
対
処
設
備

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南側）※２

タンクローリ※２ 

※１：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給の手順は，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給

手順等」にて整備する。 

※２：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使

用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 
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第1.12.3表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.12 工場外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

 
監視計器一覧（1／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.12.2.1 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の手順等 
(1) 大気への拡散抑制 

a. 可搬型代替注水大型ポン
プ及び放水砲による大気
への拡散抑制 

判
断
基
準 

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

原子炉格納容器への注水
量 

・常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量計 

・格納容器スプレイ積算流量計 

操
作 

原子炉格納容器内の圧力
・原子炉格納容器圧力計（ＡＭ） 

・格納容器圧力計 

周辺環境の放射線量率 ・モニタリングポスト 

1.12.2.1 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の手順等 
(2) 海洋への拡散抑制 

a. シルトフェンス（浦底湾
側）及び原子炉補機冷却
海水系放出ライン隔離弁
による海洋への拡散抑制 

判
断
基
準

「1.12.2.1(1)ａ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作

－ － 

b. シルトフェンス（若狭湾
側）による海洋への拡散
抑制 

判
断
基
準

「1.12.2.1(1)ａ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作 

－ － 

c. 放射性物質吸着剤による
海洋への拡散抑制 

判
断
基
準

「1.12.2.1(1)ａ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作

－ － 
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監視計器一覧（2／4） 

対応手順 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.12.2.2 貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の手順等 
(1) 大気への拡散抑制 

a. 可搬型代替注水中型ポ
ンプ及び使用済燃料ピ
ットスプレイヘッダに
よる大気への拡散抑制 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

・使用済燃料ピット水位計（広域）※２※３ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

・使用済燃料ピット周辺線量率計※２※３ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

操
作 

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※１:通常時使用する計器 
※２:重大事故等時使用する計器 
※３:可搬型設備  



付－1－1.12－36 

監視計器一覧（3／4） 

対応手順 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.12.2.2 貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の手順等 
(1) 大気への拡散抑制 

b. 可搬型代替注水大型ポ
ンプ及び放水砲による
大気への拡散抑制 

判
断
基
準 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

操
作 

使用済燃料ピットの温度
・使用済燃料ピット温度計※１ 

・使用済燃料ピット温度計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの水位
・使用済燃料ピット水位計※１ 

・使用済燃料ピット水位計（ＡＭ）※２ 

使用済燃料ピットの周辺
の空間線量率 

・使用済燃料ピット区域エリアモニタ※１ 

・燃料取扱棟排気ガスモニタ 

使用済燃料ピットの状態
監視 

・使用済燃料ピット状態監視カメラ※２ 

周辺環境の放射線量率 ・モニタリングポスト 

※１:通常時使用する計器 
※２:重大事故等時使用する計器 
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監視計器一覧（4／4） 

対応手順 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.12.2.2 貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷時の手順等 
(2) 海洋への拡散抑制 

a. シルトフェンス（浦底湾
側）及び原子炉補機冷却
海水系放出ライン隔離弁
による海洋への拡散抑制 

判
断
基
準 

「1.12.2.2(1)ｂ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作 

－ － 

b. シルトフェンス（若狭湾
側）による海洋への拡散
抑制 

判
断
基
準

「1.12.2.2(1)ｂ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作

－ － 

c. 放射性物質吸着剤による
海洋への拡散抑制 

判
断
基
準

「1.12.2.2(1)ｂ.可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲による大気への拡散
抑制」と同様。 

操
作

－ － 

1.12.2.3 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の手順等 
(1) 初期対応における延焼防止処置 

a. 化学消防車及び水槽付消
防車による泡消火 

判
断
基
準

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作

水源 ・ろ過水タンク水位計 

1.12.2.3 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の手順等 
(1) 初期対応における延焼防止処置 
a. 可搬型代替注水中型ポンプ及び小型放水砲による泡消火 

(a)ろ過水タンクを水源とし
た可搬型代替注水中型ポ
ンプ及び小型放水砲によ
る泡消火 

判
断
基
準

水源 ・ろ過水タンク水位計 

操
作 

水源 ・ろ過水タンク水位計 

(b)海（海水ポンプピット，
１号炉取水路）を水源と
した可搬型代替注水中型
ポンプ及び小型放水砲に
よる泡消火 

判
断
基
準

－ － 

操
作

－ － 

1.12.2.3 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の手順等 
(2) 航空機燃料火災への泡消火 

a. 可搬型代替注水大型ポン
プ及び放水砲による航空
機燃料火災への泡消火 

判
断
基
準

－ － 

操
作 

－ － 
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第 1.12.4 表 技術的能力審査基準における要求事項ごとの給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

［1.12］ 
工場等外への放射性物質
の拡散を抑制するための

手順等 

原子炉補機冷却海水系放出ライン 
隔離弁 

重大事故等対処用 
専用コントロールセンタ 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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第1.12.1図 大気への拡散抑制 概略系統  

可搬型代替注水大型ポンプ 

放水砲 原子炉格納容器

燃料取扱棟 

可搬型代替注水大型ポンプ 

放水砲 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路） 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路） 
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第1.12.2図 シルトフェンス及び放射性物質吸着剤の設置概略図（1／2） 

 は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。 
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第1.12.2図 シルトフェンス及び放射性物質吸着剤の設置概略図（2／2）

は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14  15 
       

手順の項目 要員（数） 

 

 

可搬型代替注水大型ポン
プ及び放水砲による大気
への拡散抑制 

重大事故等
対策要員 

16 

     

 

移動，可搬型ホースの運搬，設置     

       

       

シルトフェンス（浦底湾
側）及び原子炉補機冷却
海水系放出ライン隔離弁
による海洋への拡散抑制 

運転員等 
（中央制御室） 

1         

重大事故等
対策要員 

20 

        

     

シルトフェンス（若狭湾 
側）による海洋への拡散 
抑制 

重大事故等
対策要員 

10 

        

        

放射性物質吸着剤による
海洋への拡散抑制 

重大事故等
対策要員 

10 

        

       

 

第 1.12.4 図 大気への拡散抑制，海洋への拡散防止操作手順タイムチャート 

 

放水準備，起動

約 8時間 40 分 
可搬型代替注水大型ポンプ及び 
放水砲による放水開始

移動，可搬型代替注水大型ポンプ，
放水砲の運搬，設置

系統構成 

シルトフェンス（浦底湾側）の運搬

シルトフェンス（浦底湾側）の設置

シルトフェンス（若狭湾側）の運搬

シルトフェンス（若狭湾側）の設置 

放射性物質吸着剤の設置
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第 1.12.6 図 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の消

火活動 概略系統

ろ過水タンク 水槽付消防車 化学消防車 

ろ過水タンク 

中間受槽 

可搬型代替注水中型ポンプ 小型放水砲 

泡消火薬剤 

可搬型代替注水中型ポンプ 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路） 

小型放水砲 

泡消火薬剤 

可搬型代替注水大型ポンプ 
放水砲 

泡消火薬剤 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路） 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14  15 
       

手順の項目 要員（数）   

化学消防車及び水槽付消
防車による泡消火 

初期消火要員 9 

        

 

         

   
 

     

       

可搬型代替注水中型ポン
プ及び小型放水砲による
泡消火 

重大事故等
対策要員 

17 

     

ろ過水タンクを
水源とした場合

     

       

     

       

14 

     

海（海水ポンプ
ピット，１号炉
取水路）を水源

とした場合 

     

       

     

       

可搬型代替注水大型ポン
プ及び放水砲による航空
機燃料火災への泡消火 

重大事故等
対策要員 

16 

     

 

移動，可搬型ホースの運搬，設置     

       

       

 

第 1.12.7 図 原子炉建屋周辺における航空機衝突による航空機燃料火災時の消

火活動タイムチャート 

 

約 8時間 40 分 
可搬型代替注水大型ポンプ及び 
放水砲による放水開始 

防火装備着装・出動準備

化学消防車・水槽付消防車出動

ホース布設，接続

放水準備，起動

移動，可搬型代替注水大型ポンプ，
放水砲，消火剤の運搬，設置 

移動，可搬型ホースの運搬，設置

放水準備，起動

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
小型放水砲の運搬，設置 

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
小型放水砲の運搬，設置 

移動，可搬型ホースの運搬，設置

移動，消火剤の運搬，設置

移動，中間受槽，消火剤の
運搬，設置 

放水準備，起動



  

付－1－1.12－48

                        

第
1
.
1
2
.
8
図
 
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
消
火
活
動
ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
図
（
1
/
5
）

は
，
商
業
機
密
又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
 



  

付－1－1.12－49

                        

第
1
.
1
2
.
8
図
 
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
消
火
活
動
ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
図
（
2
/
5
）

は
，
商
業
機
密
又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
 



  

付－1－1.12－50

                        

第
1
.
1
2
.
8
図
 
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
消
火
活
動
ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
図
（
3
/
5
）

は
，
商
業
機
密
又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
 



  

付－1－1.12－51

                        

第
1
.
1
2
.
8
図
 
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
消
火
活
動
ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
図
（
4
/
5
）

は
，
商
業
機
密

又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
 



  

付－1－1.12－52

                        

第
1
.
1
2
.
8
図
 
原
子
炉
建
屋
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
消
火
活
動
ホ
ー
ス
布
設
ル
ー
ト
図
（
5
/
5
）
 

は
，
商
業
機
密

又
は
核
物
質
防
護
上
の
観
点
か
ら
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
 



付－1－1.13－1 

1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

〈 目 次 〉 

1.13.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．代替水源から中間受槽への供給時の対応手段及び設備 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段，復水タ

ンクへの供給時の対応手段及び設備 

ｃ．炉心注水のための代替手段，燃料取替用水タンクへの供給時の対応手

段及び設備 

ｄ．格納容器スプレイのための代替手段，燃料取替用水タンクへの供給時

の対応手段及び設備 

ｅ．格納容器再循環サンプを水源とした再循環運転時の対応手段及び設備 

ｆ．使用済燃料ピットへの水の供給時の対応手段及び設備 

ｇ．使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の使用済燃料ピット

へのスプレイ又は燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水の対応手

段及び設備 

ｈ．炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の原子炉格納容器及び

アニュラス部への放水の対応手段及び設備 

ｉ．手順等 

1.13.2 重大事故等時の手順等 

1.13.2.1 代替水源から中間受槽への供給に係る手順等 

(1) 淡水タンクから中間受槽への供給 

(2) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 
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(4) 優先順位 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復

水タンクへの供給に係る手順等 

(1) 復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替 

(2) 復水タンクから脱気器タンクへの水源切替 

(3) 原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

(4) １次冷却系のフィードアンドブリード 

(5) 復水タンクから代替水源への水源切替 

(6) ２次系純水タンクから復水タンクへの供給 

(7) 代替水源から復水タンクへの供給 

ａ．中間受槽から復水タンクへの供給 

ｂ．海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給 

(8) その他の手順項目にて考慮する手順 

(9) 優先順位 

1.13.2.3 炉心注水のための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る

手順等 

(1) 燃料取替用水タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水

源切替 

(2) 燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替 

(3) 燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替 

(4) 燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替 

(5) １次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供

給 

(6) ２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給 
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(7) 復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給 

(8) その他の手順項目にて考慮する手順 

(9) 優先順位 

1.13.2.4 格納容器スプレイのための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供

給に係る手順等 

(1) 燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替 

(2) 燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替 

(3) 燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替 

(4) １次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供

給 

(5) ２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給 

(6) 復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給 

(7) その他の手順項目にて考慮する手順 

(8) 優先順位 

1.13.2.5 格納容器再循環サンプを水源とした再循環運転時に係る手順等 

(1) 代替再循環運転 

ａ．格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による

代替再循環運転 

ｂ．Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）に

よる高圧代替再循環運転 

ｃ．Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運転 

1.13.2.6 使用済燃料ピットへの水の供給に係る手順等 

(1) 淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水 

(2) 消火設備による使用済燃料ピットへの注水 
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(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

1.13.2.7 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の使用済燃料ピッ

トへのスプレイ又は燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水に係

る手順等 

(1) 使用済燃料ピットへのスプレイ 

(2) 燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水 

1.13.2.8 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の原子炉格納容器及

びアニュラス部への放水に係る手順等 

(1) 原子炉格納容器及びアニュラス部への放水 

1.13.2.9 燃料の補給手順等 

(1) 可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給 
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1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

 

  

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，設計基準事故の収束に必要な水源とは別

に，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保する

ことに加えて，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して重

大事故等の収束に必要となる十分な量の水を供給するために必要な手順等

が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

【解釈】 

１ 「設計基準事故の収束に必要な水源とは別に，重大事故等の収束に必

要となる十分な量の水を有する水源を確保することに加えて，設計基準

事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要

となる十分な量の水を供給するために必要な手順等」とは，以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等を

いう。 

ａ）想定される重大事故等の収束までの間，十分な量の水を供給でき

る手順等を整備すること。 

ｂ）複数の代替淡水源（貯水槽，ダム又は貯水池等)が確保されている

こと。 

ｃ）海を水源として利用できること。 

ｄ）各水源からの移送ルートが確保されていること。 

ｅ）代替水源からの移送ホース及びポンプを準備しておくこと。 

ｆ）水の供給が中断することがないよう，水源の切替え手順等を定め

ること。 
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重大事故等が発生した場合において，設計基準事故の収束に必要な水源とは

別に重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保すること

に加えて，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備に対して，重大事故

等の収束に必要となる十分な量の水を供給するために必要な設備を整備してお

り，ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.13.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）が必要である場合に設計基

準事故の収束に必要な水源として復水タンクを設置し，炉心注水及び格

納容器スプレイが必要である場合に設計基準事故の収束に必要な水源と

して燃料取替用水タンクを設置している。 

これらの設計基準事故の収束に必要な水源が枯渇又は破損した場合は，

その機能を代替するために，各水源が有する機能，相互関係を明確にし

た上で，機能喪失原因対策分析の結果により選定する（第1.13.1図）。 

原子炉格納容器（格納容器再循環サンプ）を水源として，炉心注水を

行う再循環設備として余熱除去ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，高圧

注入ポンプを設置している。これらの再循環設備が故障した場合の対応

手段及び重大事故等対処設備を選定する（第1.13.1図）。 

使用済燃料ピットに水を供給する場合及び大量の漏えいが発生した場

合の対応手段及び重大事故等対処設備を選定する（第1.13.1図）。 

復水タンク，燃料取替用水タンク，使用済燃料ピット等へ供給が必

要な場合に，代替水源から一時的に中間受槽へ貯留するための対応手

段及び重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及
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び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけ

でなく，「設置許可基準規則」第五十六条及び「技術基準規則」第七

十一条（以下，付録 1.13 において「基準規則」という。）の要求機能

を満足する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡

張設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，蒸気発生器２次側による炉心冷却

（注水），炉心注水，格納容器スプレイ及び使用済燃料ピットへの水

の供給に使用する設備の故障を想定する。 

設計基準事故の収束に必要な水源に要求される機能の喪失原因と対

応手段の検討及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」からの要求

により選定した対応手段と，その対応に使用する重大事故等対処設備

と多様性拡張設備を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処

設備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を第1.13.1表

から第1.13.5表に示す。 

ａ．代替水源から中間受槽への供給時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，設計基準事故の収束に必要な水源である復水タ

ンク又は燃料取替用水タンクが枯渇や破損等により使用できない場合，

又は使用済燃料体を貯蔵している使用済燃料ピットへの水の供給が必
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要な場合に，代替水源から中間受槽への供給が必要な場合は，淡水タ

ンクから中間受槽への供給，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

から中間受槽への供給による重大事故等の収束に必要となる十分な量

の水を有する水源を確保する手段がある。 

淡水タンクから中間受槽への供給で使用する設備は以下のとおり。 

・中間受槽 

・２次系純水タンク 

・原水タンク 

・ろ過水タンク 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給で使

用する設備は以下のとおり。 

・中間受槽 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果より選定した，中間受槽，可搬型代替

注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南

側）及びタンクローリは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大

事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水

を供給することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備
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と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・２次系純水タンク，原水タンク 

十分な耐震性を有していないため，重大事故等時に対応できる

設備としての信頼性を有していないが，代替水源として有効な設

備である。 

・ろ過水タンク 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ

代替水源として有効な設備である。 

ｂ．蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段，復水タ

ンクへの供給時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，蒸気発生器２次側への注水手段の水源となる復

水タンクが枯渇又は破損等により機能喪失した場合は，代替手段とし

て，復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替，復水タンクから

脱気器タンクへの水源切替，原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水

ポンプへの直接供給，１次冷却系のフィードアンドブリード，復水タ

ンクから代替水源への水源切替により炉心を冷却する手段と，２次系

純水タンクから復水タンクへの供給，中間受槽から復水タンクへの供

給，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給

による重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確

保する手段がある。なお，中間受槽への供給は，２次系純水タンク，

原水タンク又はろ過水タンクから供給する。 

復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替に使用する設備は以

下のとおり。 

・２次系純水タンク 



付－1－1.13－10 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

復水タンクから脱気器タンクへの水源切替に使用する設備は以下の

とおり。 

・脱気器タンク 

・電動主給水ポンプ 

・蒸気発生器水張ポンプ 

原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給に使用

する設備は以下のとおり。 

・Ａ，Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

・電動補助給水ポンプ 

・タービン動補助給水ポンプ 

１次冷却系のフィードアンドブリードで使用する設備は以下のとお

り。 

・燃料取替用水タンク 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・高圧注入ポンプ 

・加圧器逃がし弁 

復水タンクから代替水源への水源切替に使用される設備は以下のと

おり。 

・中間受槽 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 
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２次系純水タンクから復水タンクへの供給に使用される設備は以下

のとおり。 

・２次系純水タンク 

・２次系補給水ポンプ 

中間受槽から復水タンクへの供給に使用する設備は以下のとおり。 

・中間受槽 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給に

使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，Ａ，Ｂ原子炉補機冷

却海水ポンプ，電動補助給水ポンプ，タービン動補助給水ポンプ，燃

料取替用水タンク，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプ，加圧

器逃がし弁，可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），

燃料油貯蔵タンク（南側）及びタンクローリはいずれも重大事故等対

処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大
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事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水

を供給することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・２次系純水タンク，電動補助給水ポンプ，タービン動補助給水ポ

ンプ 

水源である２次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，蒸気発生器２次側への注水を行う代替手段として有効な手

段である。 

・脱気器タンク，電動主給水ポンプ，蒸気発生器水張ポンプ 

水源である脱気器タンクが十分な耐震性を有していないため，

重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していないが，

蒸気発生器２次側への注水を行う代替手段として有効な手段であ

る。 

・Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプの電源を２Ａ非常用高圧母線より

受電している場合は，復水タンクの代替手段として有効である。 

・中間受槽，可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ 

復水タンクから代替水源への水源切替の手段として可搬型代替

注水中型ポンプを使用する場合，可搬型ホース，可搬型代替注水

中型ポンプ等の運搬・接続作業に長時間を要し，蒸気発生器ドラ

イアウトまでには間に合わないが，蒸気発生器２次側への注水を

行う代替手段として有効な手段である。 

・２次系純水タンク，２次系補給水ポンプ 
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水源である２次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，復水タンクへの供給を行う代替手段として有効な手段であ

る。 

・中間受槽，可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），タンクローリ 

中間受槽への供給元のタンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，復水タンクへの供給を行う代替手段として有効な手段であ

る。 

ｃ．炉心注水のための代替手段，燃料取替用水タンクへの供給時の対応手

段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，炉心注水の水源となる燃料取替用水タンクが枯

渇又は破損等により機能喪失した場合は，代替手段として，燃料取替

用水タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水源切替，燃

料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替，燃料取替用水タン

クから復水タンクへの水源切替，燃料取替用水タンクから代替水源へ

の水源切替，１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タ

ンクへの供給，２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃

料取替用水タンクへの供給及び復水タンクから燃料取替用水タンクへ

の供給による重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水

源を確保する手段がある。 

燃料取替用水タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水

源切替に使用する設備は以下のとおり。 
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・１次系純水タンク 

・１次系補給水ポンプ 

・ほう酸タンク 

・ほう酸ポンプ 

・充てん／高圧注入ポンプ 

・充てんポンプ 

燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替に使用する設備

は以下のとおり。 

・ろ過水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替に使用する設備は

以下のとおり。 

・復水タンク 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替に使用する設備は以

下のとおり。 

・中間受槽 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供
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給に使用する設備は以下のとおり。 

・１次系純水タンク 

・１次系補給水ポンプ 

・ほう酸タンク 

・ほう酸ポンプ 

２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給に使用する設備は以下のとおり。 

・２次系純水タンク 

・２次系補給水ポンプ 

・使用済燃料ピット 

・使用済燃料ピットポンプ 

復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給に使用する設備は以下

のとおり。 

・復水タンク 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，復水タンク，常設低

圧代替注水ポンプ，空冷式非常用発電機，中間受槽，可搬型低圧代替

注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用），タンクローリ及び可搬型燃料給油ポンプはいずれも

重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大

事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水

を供給することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備
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と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ，ほう酸タンク，ほう酸

ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，充てんポンプ 

水源である１次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，炉心注水の代替手段として有効な手段である。 

・ろ過水タンク，電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ，

炉心注水の代替手段として有効な手段である。 

・１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ，ほう酸タンク，ほう酸

ポンプ 

水源である１次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，燃料取替用水タンクへの供給を行う代替手段として有効な

手段である。 

・２次系純水タンク，２次系補給水ポンプ，使用済燃料ピット，使

用済燃料ピットポンプ 

水源である２次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，燃料取替用水タンクへの供給を行う代替手段として有効な

手段である。 

ｄ．格納容器スプレイのための代替手段，燃料取替用水タンクへの供給時

の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，格納容器スプレイの水源となる燃料取替用水タ
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ンクが枯渇又は破損等により機能喪失した場合は，代替手段として，

燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替，燃料取替用水タ

ンクから復水タンクへの水源切替，燃料取替用水タンクから代替水源

への水源切替，１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水

タンクへの供給，２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による

燃料取替用水タンクへの供給及び復水タンクから燃料取替用水タンク

への供給による重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する

水源を確保する手段がある。 

燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替に使用する設備

は以下のとおり。 

・ろ過水タンク 

・電動消火ポンプ 

・ディーゼル駆動消火ポンプ 

燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替に使用する設備は

以下のとおり。 

・復水タンク 

・常設低圧代替注水ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替に使用する設備は以

下のとおり。 

・中間受槽 

・可搬型低圧代替注水ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 
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・タンクローリ 

１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供

給に使用する設備は以下のとおり。 

・１次系純水タンク 

・１次系補給水ポンプ 

・ほう酸タンク 

・ほう酸ポンプ 

２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給に使用する設備は以下のとおり。 

・２次系純水タンク 

・２次系補給水ポンプ 

・使用済燃料ピット 

・使用済燃料ピットポンプ 

復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給に使用する設備は以下

のとおり。 

・復水タンク 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，復水タンク，常設低

圧代替注水ポンプ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用）及び可搬型燃料給油ポンプはいずれも重大事故等対処

設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大

事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水
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を供給することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・ろ過水タンク，電動消火ポンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ，

格納容器スプレイの代替手段として有効な手段である。 

・中間受槽，可搬型低圧代替注水ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），タンクローリ 

可搬型ホース，可搬型低圧代替注水ポンプ等の運搬，接続作業

に長時間を要するが，水源を特定しない代替手段として有効な手

段である。 

・１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ，ほう酸タンク，ほう酸

ポンプ 

水源である１次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，燃料取替用水タンクへの供給を行う代替手段として有効な

手段である。 

・２次系純水タンク，２次系補給水ポンプ，使用済燃料ピット，使

用済燃料ピットポンプ 

水源である２次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，燃料取替用水タンクへの供給を行う代替手段として有効な

手段である。 

ｅ．格納容器再循環サンプを水源とした再循環運転時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，炉心注水を行うための再循環設備である余熱除
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去ポンプ，充てん／高圧注入ポンプ，高圧注入ポンプの機能が喪失し

た場合は，代替手段として，格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－Ｃ

ＳＳタイライン使用）による代替再循環運転により炉心を冷却する手

段がある。全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象が発

生した場合は，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ

（海水冷却）による高圧代替再循環運転，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷

却）による低圧代替再循環運転により炉心を冷却する手段がある。 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）によ

る代替再循環運転に使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用） 

・余熱除去冷却器 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）

による高圧代替再循環運転に使用する設備は以下のとおり。 

・Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却） 

・Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷却） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 
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・可搬型燃料給油ポンプ 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運転に使用す

る設備は以下のとおり。 

・Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却） 

・格納容器再循環サンプ 

・格納容器再循環サンプスクリーン 

・空冷式非常用発電機 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・可搬型燃料給油ポンプ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，格納容器スプレイポ

ンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用），余熱除去冷却器，格納容

器再循環サンプ，格納容器再循環サンプスクリーン，Ｂ余熱除去ポン

プ（海水冷却），Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷却），空冷式非常用発電

機，可搬型代替注水大型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油

貯蔵タンク（南側），燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），タ

ンクローリ及び可搬型燃料給油ポンプはいずれも重大事故等対処設備

と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，格納容器再循環サンプを水源と
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する再循環設備に対して，代替再循環設備等により，多重性又は多様

性を確保することで，設計基準事故対処設備及び重大事故等対処設備

に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を供給すること

が可能である。 

ｆ．使用済燃料ピットへの水の供給時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，使用済燃料ピットへの水の供給が必要な場合は，

淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水，消火設備による使用済燃

料ピットへの注水，中間受槽から使用済燃料ピットへの注水，海（海

水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの注水によ

る重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保す

る手段がある。なお，中間受槽への供給は，２次系純水タンク，原水

タンク又はろ過水タンクから供給する。 

淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水に使用する設備は以下の

とおり。 

・燃料取替用水タンク 

・燃料取替用水ポンプ 

・２次系純水タンク 

・２次系補給水ポンプ 

・１次系純水タンク 

・１次系補給水ポンプ 

消火設備による使用済燃料ピットへの注水に使用する設備は以下の

とおり。 

・ろ過水タンク 

・電動消火ポンプ 
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・ディーゼル駆動消火ポンプ 

中間受槽から使用済燃料ピットへの注水に使用する設備は以下のと

おり。 

・中間受槽 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・タンクローリ 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から使用済燃料ピットへの

注水に使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，可搬型代替注水中型

ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タンク（南側）及び

タンクローリは，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備を全て網羅している。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大

事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水

を供給することが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・燃料取替用水タンク，燃料取替用水ポンプ 

燃料取替用水タンクは，事故時に原子炉への注水を行う必要が
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あり，使用済燃料ピットへ注水するために必要な水量が確保でき

ない場合がある。また，施設定期検査時において燃料取替時の原

子炉キャビティへの水張り後は，使用済燃料ピットへ注水するた

めに必要な水量が確保できない場合がある。しかし，燃料取替用

水ポンプを使用して使用済燃料ピットへの注水を行う代替手段と

して有効な手段である。 

・２次系純水タンク，２次系補給水ポンプ 

水源である２次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，使用済燃料ピットへ注水を行う代替手段として有効な手段

である。 

・１次系純水タンク，１次系補給水ポンプ 

水源である１次系純水タンクが十分な耐震性を有していないた

め，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有していな

いが，使用済燃料ピットへ注水を行う代替手段として有効な手段

である。 

・ろ過水タンク，電動消火ホンプ，ディーゼル駆動消火ポンプ 

消火を目的として配備しているが，火災が発生していなければ

使用済燃料ピットへの注水に有効な手段である。 

・中間受槽，可搬型代替注水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北

側），タンクローリ 

中間受槽を水源とした場合に使用する中間受槽，可搬型代替注

水中型ポンプ，燃料油貯蔵タンク（北側）及びタンクローリにつ

いては，中間受槽への供給元のタンクが十分な耐震性を有してい

ないため，重大事故等時に対応できる設備としての信頼性を有し
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ていないが，使用済燃料ピットへの注水を行う代替水源として有

効な設備である。 

ｇ．使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の使用済燃料ピット

へのスプレイ又は燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水の対応手

段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，使用済燃料ピットからの大量の水の漏えいの発

生により使用済燃料ピットの機能が喪失した場合は，使用済燃料ピッ

トへのスプレイ又は燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水により

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を有する水源を確保する

手段がある。 

使用済燃料ピットへのスプレイに使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ 

・使用済燃料ピットスプレイヘッダ 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水に使用する設備は以下の

とおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 
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機能喪失原因対策分析の結果により選定した，可搬型代替注水中型

ポンプ，使用済燃料ピットスプレイヘッダ，燃料油貯蔵タンク（北

側），燃料油貯蔵タンク（南側），タンクローリ，可搬型代替注水大

型ポンプ及び放水砲は，いずれも重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基準規則」

に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備及び重大

事故等対処設備に対して重大事故等の収束に必要となる十分な量の水

を供給することが可能である。 

ｈ．炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の原子炉格納容器及び

アニュラス部への放水の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等により，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器及びアニュ

ラス部の破損のおそれがある場合は，原子炉格納容器及びアニュラス

部への放水により重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を確保

する手段がある。 

原子炉格納容器及びアニュラス部への放水に使用する設備は以下の

とおり。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・放水砲 

・燃料油貯蔵タンク（北側） 

・燃料油貯蔵タンク（南側） 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される，原子炉格
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納容器及びアニュラス部への放水に使用する設備のうち，可搬型代替

注水大型ポンプ，放水砲，燃料油貯蔵タンク（北側），燃料油貯蔵タ

ンク（南側）及びタンクローリは，いずれも重大事故等対処設備と位

置付ける。 

以上の重大事故等対処設備により原子炉施設外への放射性物質の拡

散抑制が可能である。 

ⅰ．手順等 

上記のａ．，ｂ．，ｃ．，ｄ．，ｅ．，ｆ．，ｇ．及びｈ．により選

定した対応手段に係る手順を整備する。また，事故時に監視が必要とな

る計器及び給電が必要となる設備についても整備する（第1.13.6表，第

1.13.7表）。 

これらの手順は，運転員等※２及び保修対応要員※３の対応として，炉

心の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める（第

1.13.1表から第1.13.5表）。 

※２ 運転員等:運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※３ 保修対応要員:重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。
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1.13.2 重大事故等時の手順等 

1.13.2.1 代替水源から中間受槽への供給に係る手順等 

(1) 淡水タンクから中間受槽への供給 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）のために必要な水源である復水タンクが枯渇又は破損等により使用

できない場合，炉心注水及び格納容器スプレイのために必要な水源であ

る燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合，又は

使用済燃料ピット内の燃料体の冷却のために使用済燃料ピットへの水の

供給が必要になった場合において，２次系純水タンク，原水タンク又は

ろ過水タンクを水源として中間受槽へ供給する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクが枯渇又

は破損等で使用できないことを水位にて確認した場合，炉心注水及び格

納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等で使用でき

ないことを水位にて確認した場合，又は使用済燃料ピットへの水の供給

が必要であることを水位にて確認した場合において，２次系純水タンク，

原水タンク又はろ過水タンクの水位が確保され使用できることを確認し

た場合。 

ｂ．操作手順 

淡水タンクから中間受槽への供給手順の概要は以下のとおり。概略系

統を第1.13.2図に，タイムチャートを第1.13.3図に，ホース布設ルート

を第1.13.4図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員に淡水タン

クから中間受槽への供給開始を指示する。 

(b) 保修対応要員は，資機材の保管場所へ移動し，中間受槽，使用工
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具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移動させる。 

(c) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，２次系純水タンク，原水タ

ンク又はろ過水タンクに可搬型ホースを接続し，中間受槽まで布設

する。 

(d) 保修対応要員は，２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タン

クより水頭圧を利用した重力注水により中間受槽への供給を実施す

る。 

(e) 保修対応要員は，２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タン

クの水位及び送水状態により中間受槽への供給が実施されているこ

とを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，保修対応要員6名で実施し，所要時間は，

約4時間55分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備等

を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

また，構内のアクセス状況を考慮して取水源から送水先へ可搬型ホー

スを布設し，移送ルートを確保する。 

(2) 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給 

重大事故等の発生時において，炉心注水及び格納容器スプレイのた

めに必要な水源である燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使

用できない場合に，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を水源と

して中間受槽へ供給する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水及び格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は

破損等により使用できないことを水位にて確認した場合において，淡水
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タンクからの供給ができず，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）か

らの供給が可能であることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給を行う

手順は以下のとおり。概略系統を第1.13.5図に，タイムチャートを第

1.13.6図に，ホース布設ルートを第1.13.7図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員に海（海水

ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給開始を指示す

る。 

(b) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ移動し，

中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移動

させる。 

(c) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプから

中間受槽まで布設する。 

(d) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを可搬型代替

注水中型ポンプと接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）

に可搬型代替注水中型ポンプの取水部を水面より低く着底しない位

置に設置する。 

(e) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプを起動し中間受槽へ

の供給を実施する。 

(f) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転状態及び送水

状態を継続して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔

に達した場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，

可搬型代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

ｃ．操作の成立性 
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上記の現場における対応は，保修対応要員6名で実施し，所要時間は，

約7時間40分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備等

を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，可

搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを配備

する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

また，構内のアクセス状況を考慮して取水源から送水先へ可搬型ホー

スを布設し，移送ルートを確保する。 

可搬型代替注水中型ポンプの取水部はストレーナ付きであり，水面よ

り低く着底しない位置に設置することで，漂流物を吸い込むことなく，

中間受槽への供給を実施する。 

(3) その他の手順項目にて考慮する手順 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時

の計装に関する手順等」にて整備する。 

(4) 優先順位 

中間受槽の供給には，水質のよい淡水を優先して使用することとし，

２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タンクを優先して使用する。

これらのタンクのうち，ろ過水タンクは構内で火災が発生した場合に消

火活動の水源として使用されるため，２次系純水タンク，続いて原水タ

ンクを優先して使用し，火災が発生しておらず，２次系純水タンク，原

水タンクが重大事故時に破損等により使用できなければ，ろ過水タンク

を使用する。さらに上記の淡水タンクが使用できなければ，海（海水ポ

ンプピット，１号炉取水路）を使用する。 

２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タンクにより中間受槽へ供

給する場合は，水源の水量が有限であるが，当初選択した水源から送水
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準備が完了後，引続き次の水源からの送水準備を開始し，最終的には海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）から供給することで水の供給が中

断することはなく，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を確保

する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.13.8図に示す。 

 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復

水タンクへの供給に係る手順等 

(1) 復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）を実施するが，復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場

合に，復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替を行う手順を整備

する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中において，復水タンク水

位計指示値が2.3％まで低下，又は復水タンクが枯渇又は破損等により

使用できないことを水位にて確認した場合において，２次系純水タンク

の水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替手順の概要は以下のと

おり。概略系統を第1.13.9図に，タイムチャートを第1.13.10図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に復水タンクか

ら２次系純水タンクへの水源切替開始を指示する。 

(b) 運転員等は，補助給水ポンプ純水入口弁を開弁し，補助給水ポン

プ復水元弁を閉弁することで，水源切替を実施する。 
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(c) 運転員等は，２次系純水タンク水位等により，水源切替後に２次

系純水タンク等に異常がないことを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名で実施し，所要時間

は，約10分と想定する。 

(2) 復水タンクから脱気器タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）中に，復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，復

水タンクから脱気器タンクへの水源切替を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクが枯渇又

は破損等により使用できないことを水位にて確認した場合において，２

次系純水タンクが使用できず，脱気器タンクの水位が確保され，使用で

きることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

復水タンクから脱気器タンクへの水源切替手順は以下のとおり。概略

系統を第1.13.11図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に復水タンクか

ら脱気器タンクへの水源切替開始を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室にて系統構成を実施し，電動主給水ポン

プ又は蒸気発生器水張ポンプを起動し，蒸気発生器への注水を実施

する。 

(c) 運転員等は，中央制御室にて脱気器タンク水位等により，水源切

替後に脱気器タンク等に異常がないことを確認する。 

ｃ．操作の成立性 
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上記の中央制御室における対応は，運転員等1名で実施し，所要時間

は，約15分と想定する。 

(3) 原子炉補機冷却海水ポンプから補助給水ポンプへの直接供給 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）中に，復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，Ａ，

Ｂ，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプのうちいずれか2台から補助給水ポン

プ入口へ海水を直接供給し，蒸気発生器への注水により，炉心を冷却す

る手順を整備する。なお，Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプについては，２

Ａ非常用高圧母線より受電中に限る。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクが枯渇又

は破損等により使用できないことを水位にて確認した場合において，脱

気器タンクが使用できず，交流動力電源が健全かつＡ，Ｂ，Ｃ原子炉補

機冷却海水ポンプのうちいずれか2台が運転している場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(4) １次冷却系のフィードアンドブリード 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）中に，復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃

料取替用水タンク水を充てん／高圧注入ポンプ及び高圧注入ポンプによ

り原子炉へ注水し，加圧器逃がし弁を用いた１次冷却系のフィードアン

ドブリードにより炉心を冷却する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクが枯渇又
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は破損等により使用できないことを水位にて確認した場合において，脱

気器タンクが使用できず，燃料取替用水タンクの水位が確保され，使用

できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

(5) 復水タンクから代替水源への水源切替 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）中に，復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，中

間受槽又は海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から可搬型代替注水

中型ポンプにより蒸気発生器へ注水する手順を整備する。なお，中間受

槽への供給は，２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タンクから供

給する。 

ａ．手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクが枯渇又

は破損等により使用できないことを水位にて確認した場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」のうち，「1.4.2.2(1)ａ．(c)ⅱ) 可搬

型代替注水中型ポンプによる蒸気発生器への注水」にて整備する。 

(6) ２次系純水タンクから復水タンクへの供給 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）を実施するが，復水タンクへの水の供給が必要な場合は，２次系純

水タンクから復水タンクへ供給する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 
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蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクの水位が

低下し，水の供給が必要であることを水位にて確認した場合において，

２次系純水タンクの水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

２次系純水タンクから復水タンクへの供給手順は以下のとおり。概略

系統を第1.13.12図，タイムチャートを第1.13.13図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に２次系純水タ

ンクから復水タンクへの供給開始を指示する。 

(b) 運転員等は，現場にて，２次系純水タンクから復水タンクへの供

給ラインの系統構成を行い，２次系補給水ポンプを起動し，２次系

純水タンクから復水タンクへの供給を実施する。 

(c) 運転員等は，復水タンク水位により，復水タンクへの供給が実施

されていることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等1名で実施し，所要時間は，約

35分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

(7) 代替水源から復水タンクへの供給 

ａ．中間受槽から復水タンクへの供給 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）を実施するが，復水タンクへの水の供給が必要な場合は，1.13.2.1

にて整理した中間受槽への供給手段を踏まえて，中間受槽から復水タン

クへ供給する手順を整備する。なお，中間受槽への供給は，２次系純水

タンク，原水タンク又はろ過水タンクから供給する。 
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(a) 手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクの水位

が低下し，水の供給が必要であることを水位にて確認した場合におい

て，２次系純水タンクが使用できず，中間受槽からの供給が可能であ

ることを確認した場合。 

(b) 操作手順 

中間受槽から復水タンクへの供給手順の概要は以下のとおり。概略

系統を第1.13.14図に，タイムチャートを第1.13.15図に，ホース布設

ルートを第1.13.4図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員に中間受

槽から復水タンクへの供給開始を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ移動

し，中間受槽，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所

に移動させる。 

ⅲ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプか

ら復水タンクまで布設し，復水タンクマンホール又は復水タンク

供給接続口に接続する。 

ⅳ) 保修対応要員は，中間受槽を設置し，可搬型ホースを可搬型代

替注水中型ポンプと接続後，中間受槽に可搬型代替注水中型ポン

プの取水部を設置する。 

ⅴ) 保修対応要員は，中間受槽へ水張りが完了していることを確認

後，可搬型代替注水中型ポンプを起動し，復水タンクへの供給を

実施する。 

ⅵ) 保修対応要員は，復水タンク水位及び送水状態により復水タン

クへの供給が実施されていることを確認する。 
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ⅶ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は，保修対応要員6名で実施し，所要時間

は，約8時間50分と想定する。 

円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，

可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを

配備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

また，構内のアクセス状況を考慮して取水源から送水先へ可搬型ホ

ースを布設し，移送ルートを確保する。 

ｂ．海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給 

重大事故等の発生時において，蒸気発生器２次側による炉心冷却（注

水）を実施するが，復水タンクへの水の供給が必要な場合は，海（海水

ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへ供給する手順を整備す

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）中に，復水タンクの水位

が低下し，水の供給が必要であることを水位にて確認した場合におい

て，中間受槽からの供給ができず，海（海水ポンプピット，１号炉取

水路）からの供給が可能であることを確認した場合。 

(b) 操作手順 

海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給を
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行う手順は以下のとおり。概略系統を第1.13.16図に，タイムチャー

トを第1.13.17図に，ホース布設ルートを第1.13.18図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき保修対応要員に海（海

水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供給開始を

指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの保管場所へ移動

し，使用工具及び可搬型ホースとあわせて所定の場所に移動させ

る。 

ⅲ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプか

ら復水タンクまで布設し，復水タンクマンホール又は復水タンク

供給接続口に接続する。 

ⅳ) 保修対応要員は，可搬型ホースを可搬型代替注水中型ポンプと

接続後，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）に可搬型代替注

水中型ポンプの取水部を水面より低く着底しない位置に設置する。 

ⅴ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプを起動し復水タン

クへの供給を実施する。 

ⅵ) 保修対応要員は，復水タンク水位及び送水状態により復水タン

クへの供給が実施されていることを確認する。 

ⅶ) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプの運転状態を継続

して監視し，定格負荷運転時における給油作業着手間隔に達した

場合に燃料の給油を実施する。（燃料を給油しない場合，可搬型

代替注水中型ポンプは約2.5時間の運転が可能。） 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は，保修対応要員6名で実施し，所要時間

は，約7時間20分と想定する。 
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円滑に作業できるように移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。可搬型ホース等の取付け作業が速やかにできるように，

可搬型代替注水中型ポンプの保管場所に使用工具及び可搬型ホースを

配備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

また，構内のアクセス状況を考慮して取水源から送水先へ可搬型ホ

ースを布設し，移送ルートを確保する。 

可搬型代替注水中型ポンプの取水部はストレーナ付きであり，水面

より低く着底しない位置に設置することで，漂流物を吸い込むことな

く，復水タンクへの供給を実施する。 

(8) その他の手順項目にて考慮する手順  

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(9) 優先順位 

復水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合は，２次系純水

タンクが健全であった場合，短時間で復水タンクの代替水源として確保

できることから，２次系純水タンクへの水源切替を行う。復水タンクか

ら２次系純水タンクへ切り替える際については，補助給水ポンプを停止

することなく切替を行う。２次系純水タンクが水源として使用できなけ

れば，復水タンクから脱気器タンクへの水源切替を行う。２次系純水タ

ンク及び脱気器タンクが使用できない場合は，原子炉補機冷却海水ポン

プから補助給水ポンプへの直接供給，及び１次冷却系のフィードアンド

ブリードを行う。可搬型代替注水中型ポンプを使用した蒸気発生器への

注水については，使用準備に時間を要することから，復水タンクが使用

できないと判断した場合に準備を開始し，準備が整えば，可搬型代替注

水中型ポンプを使用する。 
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復水タンクが水源として使用可能な場合については，交流電源が健

全であり，２次系純水タンクが使用可能であれば，短時間で復水タン

クの代替水源として確保できることから，２次系純水タンクから復水

タンクへの供給を行う。全交流動力電源が喪失し，２次系純水タンク

が使用できなければ，可搬型代替注水中型ポンプを使用した代替水源

からの供給を実施する。なお，代替水源の選択に当たっては，より水

質のよい淡水を優先して使用することとし，中間受槽を優先して使用

する。中間受槽が使用できないと判断した場合は，海（海水ポンプピ

ット，１号炉取水路）を使用する。 

なお，これらのタンクの水量は有限であるが，タンク切替完了後，引

続き次の水源からの送水準備を開始し，最終的には海（海水ポンプピッ

ト，１号炉取水路）から供給することで水の供給が中断することはなく，

重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を確保する。 

また，淡水又は海水を復水タンクへ供給することにより，継続的な

蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）を成立させるため，復水タ

ンクの保有水量を約930m３以上に管理する。 

以上の対応手順のフローチャートを第1.13.19図に示す。 

 

1.13.2.3 炉心注水のための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る

手順等 

(1) 燃料取替用水タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水

源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，炉心注水中に燃料取替用水タ

ンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃料取替用水タンク
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から１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水源切替を行う手順を整備

する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用でき

ないことを水位にて確認した場合において，１次系純水タンク及びほう

酸タンクの水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

燃料取替用水タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水源

切替手順は以下のとおり。概略系統を第1.13.20図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に燃料取替用水

タンクから１次系純水タンク及びほう酸タンクへの水源切替開始を

指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室にて，１次系純水タンク及びほう酸タン

ク供給弁を開弁し，燃料取替用水タンク供給弁を閉弁することで，

水源切替を実施する。 

(c) 運転員等は，１次系純水タンク及びほう酸タンク水位等により，

水源切替後に１次系純水タンク及びほう酸タンクに異常がないこと

を確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名で実施し，所要時間

は，約15分と想定する。 

(2) 燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，炉心注水中に燃料取替用水タ

ンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃料取替用水タンク
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からろ過水タンクへの水源切替を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用でき

ないことを水位にて確認した場合において，１次系純水タンク及びほう

酸タンクが使用できず，重大事故等対処に悪影響を与える火災が発生し

ておらず，ろ過水タンクの水位が確保され，使用できることを確認した

場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」のうち，「1.4.2.1 (1)ａ．(d)ⅱ) 電動

消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替炉心注水」にて整

備する。 

(3) 燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，常設低圧代替注水ポンプによ

る炉心注水中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用でき

ない場合に，燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替を行う手

順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

常設低圧代替注水ポンプによる炉心注水中に，燃料取替用水タンクが

枯渇又は破損等により使用できないことを水位にて確認した場合におい

て，復水タンクの水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替手順の概要は以下の

とおり。概略系統を第1.13.21図に，タイムチャートを第1.13.22図に示
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す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び保修対応要

員に燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替開始を指示す

る。 

(b) 保修対応要員は，ディスタンスピースを閉止用から通水用に取り

替える。 

(c) 運転員等は，保修対応要員にディスタンスピースの取替えが完了

したことを確認し，燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切

替のための系統構成を行い，水源切替を実施する。 

(d) 運転員等は，復水タンク水位等により，水源切替後に復水タンク

に異常がないことを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等2名及び保修対応要員2名で実施

し，所要時間は，約95分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるよう

に，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温度は外気温

度と同程度である。 

(4) 燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，炉心注水中に燃料取替用水タ

ンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃料取替用水タンク

から代替水源への水源切替を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により機能喪失



付－1－1.13－45 

したことを水位にて確認した場合において，復水タンクが使用できない

場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原

子炉を冷却するための手順等」のうち，「1.4.2.1 (1)ａ．(e)ⅱ) 可搬

型低圧代替注水ポンプによる代替炉心注水」にて整備する。 

(5) １次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供

給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，炉心注水中に燃料取替用水タ

ンクへの水の供給が必要となった場合は，１次系純水タンク水及びほう

酸タンク水の混合によるほう酸水を燃料取替用水タンクへ供給する手順

を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供給が必要

であることを水位にて確認した場合，インターフェイスシステムＬＯＣ

Ａ時若しくは蒸気発生器伝熱管破損時に隔離に失敗した場合，又は１次

冷却材喪失事象が発生した場合において，１次系純水タンク及びほう酸

タンクの水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供給

手順は以下のとおり。概略系統を第1.13.23図，タイムチャートを第

1.13.24図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に１次系純水タ

ンク及びほう酸タンクを水源としたほう酸水の燃料取替用水タンク
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への供給開始を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室及び現場にて，１次系純水タンク及びほ

う酸タンクから燃料取替用水タンクへの供給ラインの系統構成を行

い，１次系補給水ポンプ及びほう酸ポンプを起動し，１次系純水タ

ンク水及びほう酸タンク水の混合によるほう酸水の燃料取替用水タ

ンクへの供給を実施する。 

(c) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位により，燃料取替用水タン

クへの供給が実施されていることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等1名，現場における対応

は運転員等1名で実施し，所要時間は，約30分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

(6) ２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，炉心注水中に燃料取替用水タ

ンクへの水の供給が必要となった場合は，２次系純水タンクから使用済

燃料ピット経由によりほう酸水を燃料取替用水タンクへ供給する手順を

整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供給が必要

であることを水位にて確認した場合，インターフェイスシステムＬＯＣ

Ａ時若しくは蒸気発生器伝熱管破損時に隔離に失敗した場合，又は１次

冷却材喪失事象が発生した場合において，１次系純水タンク及びほう酸
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タンクが使用できず，２次系純水タンク等の水位が確保され，使用でき

ることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タン

クへの供給手順の概要は以下のとおり。概略系統を第1.13.25図，タイ

ムチャートを第1.13.26図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等に２次系純水タ

ンクから使用済燃料ピット経由によるほう酸水を水源とした燃料取

替用水タンクへの供給開始を指示する。 

(b) 運転員等は，２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による

供給ラインの系統構成を行い，２次系純水タンクから使用済燃料ピ

ット経由によるほう酸水の燃料取替用水タンクへの供給を開始する。 

(c) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位により，燃料取替用水タン

クへの供給が実施されていることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等1名で実施し，所要時間は，約

35分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 

(7) 復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は炉心注水により炉心冷却を実施するが，燃料取替用水タンクへの水の

供給が必要となった場合は，復水タンクから燃料取替用水タンクへ供給

する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 



付－1－1.13－48 

炉心注水中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供給が必要

であることを水位にて確認した場合，インターフェイスシステムＬＯＣ

Ａ時若しくは蒸気発生器伝熱管破損時に隔離に失敗した場合，又は１次

冷却材喪失事象が発生した場合において，２次系純水タンクが使用でき

ず，復水タンクの水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給手順の概要は以下のとお

り。概略系統を第1.13.27図に，タイムチャートを第1.13.28図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び保修対応要

員に復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給開始を指示する。 

(b) 保修対応要員は，ディスタンスピースを閉止用から通水用に取り

替える。 

(c) 運転員等は，保修対応要員にディスタンスピースの取替えが完了

したことを確認し，復水タンクから燃料取替用水タンクへの移送の

ための系統構成を行い，燃料取替用水タンクへの供給を実施する。 

(d) 運転員等は，燃料取替用水タンク水位等により，燃料取替用水タ

ンクへの供給が実施されていることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，運転員等2名及び保修対応要員2名で実施

し，所要時間は，約95分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。ディスタンスピースの取替え作業が速やかにできるよう

に，作業場所近傍に使用工具を配備する。作業環境の周囲温度は外気温

度と同程度である。 

(8) その他の手順項目にて考慮する手順 
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空冷式非常用発電機により給電する手順及び空冷式非常用発電機への

燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計

装に関する手順等」にて整備する。 

(9) 優先順位 

燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合は，燃

料取替用水タンクからの水源切替を実施し，ほう酸水であり，早期に燃

料取替用水タンクの代替水源として使用可能であることから，１次系純

水タンク及びほう酸タンクを優先して使用する。１次系純水タンク及び

ほう酸タンクが使用できなければ，ろ過水タンクへの水源切替を実施す

るが，ろ過水タンクは構内で火災が発生した場合に消火活動の水源とし

て使用されるため，火災が発生していない場合にろ過水タンクを使用す

る。次に燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替を実施するが，

復水タンクは蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用するため

に必要な水源であるため，プラント状況に係らず，燃料取替用水タンク

から復水タンクへの水源切替を実施すると判断した場合は，復水タンク

への供給準備を並行して実施する。 

燃料取替用水タンクが水源として使用可能な場合は，燃料取替用水タ

ンクへの供給を実施し，ほう酸水であり，早期に燃料取替用水タンクの

代替水源として使用可能であることから，１次系純水タンク及びほう酸

タンクを優先して使用する。上記のタンクが使用できなければ，２次系

純水タンクを使用し，使用済燃料ピットを経由させて燃料取替用水タン

クへ供給する。次に，復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給を実

施するが，復水タンクは蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使

用するために必要な水源であるため，プラント状況に係らず，復水タン
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クの水を燃料取替用水タンクへ供給すると判断した場合は，復水タンク

への供給準備を並行して実施する。 

これらのタンクの水量は有限であるが，当初選択した水源から送水準

備が完了後，引続き次の水源からの送水準備を開始し，最終的には海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）から取水することで水の供給が中

断することはなく，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を確保

する。 

また，淡水又は海水を燃料取替用水タンクへ供給することにより，継

続的な炉心注水及び代替炉心注水を成立させるため，燃料取替用水タン

クの保有水量を約1,860m３以上に管理する。 

以上の燃料取替用水タンクへの供給手順のフローチャートを第

1.13.29図に示す。 

 

1.13.2.4 格納容器スプレイのための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供

給に係る手順等 

(1) 燃料取替用水タンクからろ過水タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，格納容器スプレイ中に燃料取替用水

タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃料取替用水タン

クからろ過水タンクへの水源切替を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により

使用できないことを水位にて確認した場合において，重大事故等対処に

悪影響を与える火災が発生しておらず，ろ過水タンクの水位が確保され，

使用できることを確認した場合。 
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ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」の

うち「1.6.2.1(1)ｂ．(c)ⅱ） 電動消火ポンプ又はディーゼル駆動消

火ポンプによる代替格納容器スプレイ」，「1.6.2.2(1)ｂ.(c)ⅱ) 電

動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる代替格納容器スプレ

イ」及び「1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順

等」のうち「1.8.2.1(1)ｂ．(c)ⅱ) 電動消火ポンプ又はディーゼル駆

動消火ポンプによる代替格納容器スプレイ」にて整備する。 

(2) 燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，常設低圧代替注水ポンプによる格納

容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用で

きない場合に，燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替を行う

手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

常設低圧代替注水ポンプによる格納容器スプレイ中に，燃料取替用水

タンクが枯渇又は破損等により使用できないことを水位にて確認した場

合において，復水タンクの水位が確保され，使用できることを確認した

場合。 

ｂ．操作手順 

1.13.2.3(3)ｂ．と同様。 

(3) 燃料取替用水タンクから代替水源への水源切替 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，格納容器スプレイ中に燃料取替用水

タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合に，燃料取替用水タン
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クから代替水源への水源切替を行う手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により

機能喪失したことを水位にて確認した場合において，復水タンクが使用

できない場合。 

ｂ．操作手順 

操作手順は，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」の

うち「1.6.2.1(1)ｂ．(d)ⅱ) 可搬型低圧代替注水ポンプによる代替格

納容器スプレイ」，「1.6.2.2(1)ｂ．(d)ⅱ) 可搬型低圧代替注水ポン

プによる代替格納容器スプレイ」及び「1.8 原子炉格納容器下部の溶

融炉心を冷却するための手順等」のうち「1.8.2.1(1)ｂ．(d)ⅱ) 可搬

型低圧代替注水ポンプによる代替格納容器スプレイ」にて整備する。 

(4) １次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供

給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，格納容器スプレイ中に燃料取替用水

タンクへの水の供給が必要となった場合は，１次系純水タンク水及びほ

う酸タンク水の混合によるほう酸水を燃料取替用水タンクへ供給する手

順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供

給が必要であることを水位にて確認した場合，又は１次冷却材喪失事象

が発生した場合において，１次系純水タンク及びほう酸タンクの水位が

確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 
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  1.13.2.3 (5)ｂ．と同様。 

(5) ２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用水タ

ンクへの供給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，格納容器スプレイ中に燃料取替用水

タンクへの水の供給が必要な場合は，２次系純水タンクから使用済燃料

ピット経由によりほう酸水を燃料取替用水タンクへ供給する手順を整備

する。 

ａ．手順着手の判断基準 

格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供

給が必要であることを水位にて確認した場合，又は１次冷却材喪失事象

が発生した場合において，１次系純水タンク及びほう酸タンクが使用で

きず，２次系純水タンク等の水位が確保され，使用できることを確認し

た場合。 

ｂ．操作手順 

  1.13.2.3 (6)ｂ．と同様。 

(6) 復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給 

重大事故等の発生時において，早期に炉心損傷に至ると判断した場合

は格納容器スプレイを実施するが，燃料取替用水タンクへの水の供給が

必要となった場合は，復水タンクから燃料取替用水タンクへ供給する手

順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

格納容器スプレイ中に，燃料取替用水タンクの水位が低下し，水の供

給が必要であることを水位にて確認した場合，又は１次冷却材喪失事象

が発生した場合において，２次系純水タンクが使用できず，復水タンク
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の水位が確保され，使用できることを確認した場合。 

ｂ．操作手順 

  1.13.2.3 (7)ｂ．と同様。 

(7) その他の手順項目にて考慮する手順 

空冷式非常用発電機により給電する手順及び空冷式非常用発電機への

燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は，「1.15 事故時の

計装に関する手順等」にて整備する。 

(8) 優先順位 

燃料取替用水タンクが枯渇又は破損等により使用できない場合は，燃

料取替用水タンクからの水源切替を実施し，早期に燃料取替用水タンク

の代替水源として使用可能であることから，ろ過水タンクを使用するが，

ろ過水タンクは構内で火災が発生した場合に消火活動の水源として使用

されるため，火災が発生していない場合にろ過水タンクを使用する。次

に燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替を実施するが，復水

タンクは蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使用するために必

要な水源であるため，プラント状況に係らず，燃料取替用水タンクから

復水タンクへの水源切替を実施すると判断した場合は，復水タンクへの

供給準備を並行して実施する。 

燃料取替用水タンクが水源として使用可能な場合は，燃料取替用水タ

ンクへの供給を実施し，ほう酸水であり，早期に燃料取替用水タンクの

代替水源として使用可能であることから，１次系純水タンク及びほう酸

タンクを優先して使用する。上記のタンクが使用できなければ，２次系

純水タンクを使用し，使用済燃料ピットを経由させて燃料取替用水タン

クへ供給する。次に，復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給を実
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施するが，復水タンクは蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）に使

用するために必要な水源であるため，プラント状況に係らず，復水タン

クの水を燃料取替用水タンクへ供給すると判断した場合は，復水タンク

への供給準備を並行して実施する。 

これらのタンクの水量は有限であるが，当初選択した水源から送水準

備が完了後，引続き次の水源からの送水準備を開始し，最終的には海

（海水ポンプピット，１号炉取水路）から取水することで水の供給が中

断することはなく，重大事故等の収束に必要となる十分な量の水を確保

する。 

また，淡水又は海水を燃料取替用水タンクへ供給することにより，継

続的な格納容器スプレイ及び代替格納容器スプレイを成立させるため，

燃料取替用水タンクの保有水量を約1,860m３以上に管理する。 

以上の燃料取替用水タンクへの供給手順のフローチャートを第

1.13.30図に示す。 

 

1.13.2.5 格納容器再循環サンプを水源とした再循環運転時に係る手順等 

(1) 代替再循環運転 

ａ．格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）による

代替再循環運転 

燃料取替用水タンクの水位が低下し，引続き炉心注水が必要な場合は，

原子炉格納容器内の底部に位置する格納容器再循環サンプを水源として，

余熱除去系による低圧再循環運転を行う。 

余熱除去ポンプの故障により，原子炉への注水機能が喪失した場合に，

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳタイライン使用）及び余熱

除去冷却器による代替再循環運転により格納容器再循環サンプ水を原子
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炉へ注水する手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発

電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

ｂ．Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）及びＢ高圧注入ポンプ（海水冷却）に

よる高圧代替再循環運転 

全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪失事象と，１次冷却材

喪失事象が同時に発生した場合に，可搬型代替注水大型ポンプを用いて

海水による補機冷却によりＢ余熱除去ポンプ，Ｂ高圧注入ポンプの機能

を回復させ，Ｂ余熱除去ポンプとＢ高圧注入ポンプにより格納容器再循

環サンプ水を原子炉へ注水する手順は，「1.4 原子炉冷却材圧力バウ

ンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

ｃ．Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）による低圧代替再循環運転 

運転停止中において，全交流動力電源喪失又は原子炉補機冷却機能喪

失事象が発生し，余熱除去設備による崩壊熱除去機能が喪失した場合に，

可搬型代替注水大型ポンプを用いて海水による補機冷却によりＢ余熱除

去ポンプの機能を回復させ，Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却）により格納

容器再循環サンプ水を原子炉へ注水する手順は，「1.4 原子炉冷却材

圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整

備する。 

 

1.13.2.6 使用済燃料ピットへの水の供給に係る手順等 

(1) 淡水タンクから使用済燃料ピットへの注水 

燃料取替用水タンク等の淡水タンクから使用済燃料ピットへ注水する

手順は，「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備

する。 

(2) 消火設備による使用済燃料ピットへの注水 
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電動消火ポンプ等の消火設備から使用済燃料ピットへ注水する手順は

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

(3) 可搬型代替注水中型ポンプによる使用済燃料ピットへの注水 

中間受槽，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から可搬型代替注

水中型ポンプを使用して使用済燃料ピットへ注水する手順は，「1.11 

使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。なお，中間

受槽への供給は，２次系純水タンク，原水タンク又はろ過水タンクから

供給する。 

なお，使用済燃料ピットへ供給する際に使用する中間受槽への水の供

給については，1.13.2.1で整備した手順と同様である。 

 

1.13.2.7 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の使用済燃料ピッ

トへのスプレイ又は燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水に係

る手順等 

(1) 使用済燃料ピットへのスプレイ 

使用済燃料ピットスプレイヘッダ等を使用して，使用済燃料ピットへ

スプレイする手順は，「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順

等」及び「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順

等」にて整備する。 

(2) 燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）への放水 

放水砲等を使用して，燃料取扱棟（貯蔵槽内燃料体等）へ放水する手

順は，「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」及び「1.12 

工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

 

1.13.2.8 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の原子炉格納容器及
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びアニュラス部への放水に係る手順等 

(1) 原子炉格納容器及びアニュラス部への放水 

可搬型代替注水大型ポンプ及び放水砲を使用して，海水を原子炉格納

容器及びアニュラス部へ放水する手順は，「1.12 工場等外への放射性

物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

 

1.13.2.9 燃料の補給手順等 

可搬型代替注水中型ポンプを運転する場合には，動力源となるディーゼル

機関への燃料補給が必要となる。重大事故等対処設備である燃料油貯蔵タン

ク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへ給油し，可搬

型代替注水中型ポンプへ補給する手順を整備する。 

(1) 可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給 

ａ．手順着手の判断基準 

可搬型代替注水中型ポンプの運転が必要と判断した場合，及び運転開

始後については，定格負荷運転時における給油作業着手間隔※４に達し

た場合。 

※４ 定格負荷運転時における給油作業着手間隔は以下のとおり。 

・可搬型代替注水中型ポンプ：運転開始後約1.2時間後に給油作業着

手（その後約2.5時間毎に給油作業に着手） 

ｂ．操作手順 

可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給の手順の概要は以下のとおり

である。概略系統を第1.13.31図に，タイムチャートを第1.13.32図に，

アクセスルートを第1.13.33図に示す。 

(a) 発電所災害対策本部は，保修対応要員に燃料油貯蔵タンク（北側）

又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへの給油及びタン
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クローリから可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給を指示する。 

(b) 保修対応要員は，可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給作業の

準備を行う。 

(c) 保修対応要員は，タンクローリを保管エリアから燃料油貯蔵タン

ク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）に移動させ，燃料油貯蔵

タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）からタンクローリへ

の燃料の給油を行う。 

(d) 保修対応要員は，タンクローリを可搬型代替注水中型ポンプの横

に移動させ，燃料の補給を行う。 

(e) 保修対応要員は，タンクローリの油量を確認し，定格負荷運転時

における給油作業着手間隔に達した場合，以降(c)，(d)を繰り返し

燃料の補給を行う。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における対応は，保修対応要員3名にて実施し，所要時間

は約110分と想定する。 

可搬型代替注水中型ポンプの燃料消費率は，約36l／hであり，起動か

ら枯渇までの時間は約2.5時間と想定しており，枯渇までに燃料（軽油）

補給を実施する。 

なお，重大事故等発生後7日間運転継続するために必要な燃料（軽油）

の備蓄量として，「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

に示す燃料（軽油）も含め，燃料油貯蔵タンク（北側）（約39kl），及

び燃料油貯蔵タンク（南側）（約39kl）を管理する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。 
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第1.13.1表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準 

事故対処設備 

対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

代
替
水
源
か
ら
中
間
受
槽
へ
の
供
給 

復水タンクの枯渇又は破

損等 

 

燃料取替用水タンクの枯

渇又は破損等 

 

使用済燃料ピットの枯渇

又は破損等 

淡水タンクから中間受

槽への供給 

中間受槽※１ 

多
様
性 

拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

２次系純水タンク 

原水タンク 

ろ過水タンク 

燃料取替用水タンクの枯

渇又は破損 

 

海（海水ポンプピッ

ト，１号炉取水路）か

ら中間受槽への供給 

中間受槽※１ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

可搬型代替注水中型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※２ 

タンクローリ※２ 

蒸
気
発
生
器
２
次
側
に
よ
る
炉
心
冷
却
（
注
水
）
の
た
め
の
代
替
手
段
及
び
復
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給 

復水タンクの枯渇又は破

損等 

復水タンクから２次系

純水タンクへの水源切

替 

２次系純水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

復水タンクから脱気器

タンクへの水源切替 

脱気器タンク 

電動主給水ポンプ 

蒸気発生器水張ポンプ 

原子炉補機冷却海水ポ

ンプから補助給水ポン

プへの直接供給※３ 

Ａ，Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ 重
大
事
故
等

対
処
設
備

電動補助給水ポンプ 

タービン動補助給水ポンプ 

Ｃ原子炉補機冷却海水ポンプ 
多
様
性 

拡
張
設
備

１次冷却系のフィード

アンドブリード 

※３ 

燃料取替用水タンク 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

充てん／高圧注入ポンプ 

高圧注入ポンプ 

加圧器逃がし弁 

復水タンクから代替水

源への水源切替※４ 

中間受槽※１ 
多
様
性
拡
張
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

可搬型代替注水中型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※２ 

タンクローリ※２ 

復水タンクの枯渇 

２次系純水タンクから

復水タンクへの供給 

２次系純水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 
２次系補給水ポンプ 

中間受槽から復水タン

クへの供給 

中間受槽※１ 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

可搬型代替注水中型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※５ 

タンクローリ※５ 

海 （ 海 水 ポ ン プ ピ ッ

ト，１号炉取水路）か

ら復水タンクへの供給 

可搬型代替注水中型ポンプ 
重
大
事
故
等

対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※２ 

タンクローリ※２ 

※１：水源の確保に必要である中間受槽については「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」でのみ記載すること

とする。 

※２：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。 

※３：手順は「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※５：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。  
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第 1.13.2 表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準 

事故対処設備 

対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

炉
心
注
水
の
た
め
の
代
替
手
段
及
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給 

燃料取替用水タンクの枯

渇又は破損等 

燃料取替用水タンクか

ら１次系純水タンク及

びほう酸タンクへの水

源切替 

１次系純水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

１次系補給水ポンプ 

ほう酸タンク 

ほう酸ポンプ 

充てん／高圧注入ポンプ 

充てんポンプ 

燃料取替用水タンクか

らろ過水タンクへの水

源切替 

※１ 

ろ過水タンク 

電動消火ポンプ 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

燃料取替用水タンクか

ら復水タンクへの水源

切替 

復水タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

常設低圧代替注水ポンプ※２ 

空冷式非常用発電機※３ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル 

発電機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

燃料取替用水タンクか

ら代替水源への水源切

替※１ 

中間受槽※５ 

可搬型低圧代替注水ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※６ 

タンクローリ※６ 

燃料取替用水タンク 

の枯渇 

１次系純水タンク及び

ほう酸タンクから燃料

取替用水タンクへの供

給 

１次系純水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

１次系補給水ポンプ 

ほう酸タンク 

ほう酸ポンプ 

２次系純水タンクから

使用済燃料ピット経由

による燃料取替用水タ

ンクへの供給 

２次系純水タンク 

２次系補給水ポンプ 

使用済燃料ピット 

使用済燃料ピットポンプ 

復水タンクから燃料取

替用水タンクへの供給 
復水タンク 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

発電所災害対策本部にて使用する手順 

※１：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※２：ディーゼル発電機等により給電する。 
※３：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備する。 
※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※５：水源の確保に必要である中間受槽については「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」でのみ記載すること

とする。 

※６：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納

容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 
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第 1.13.3 表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準 

事故対処設備 

対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
の
た
め
の
代
替
手
段
及
び
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
へ
の
供
給 

燃料取替用水タンクの枯

渇又は破損等 

燃料取替用水タンクか

らろ過水タンクへの水

源切替※１ 

ろ過水タンク 

多
様
性 

拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 
電動消火ポンプ 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

燃料取替用水タンクか

ら復水タンクへの水源

切替 

復水タンク 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

常設低圧代替注水ポンプ※２ 

空冷式非常用発電機※３ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル 

発電機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

燃料取替用水タンクか

ら代替水源への水源切

替※１ 

中間受槽※５ 
多
様
性
拡
張
設
備

可搬型低圧代替注水ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※６ 

タンクローリ※６ 

燃料取替用水タンク 

の枯渇 

１次系純水タンク及び

ほう酸タンクから燃料

取替用水タンクへの供

給 

１次系純水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

１次系補給水ポンプ 

ほう酸タンク 

ほう酸ポンプ 

２次系純水タンクから

使用済燃料ピット経由

による燃料取替用水タ

ンクへの供給 

２次系純水タンク 

２次系補給水ポンプ 

使用済燃料ピット 

使用済燃料ピットポンプ 

復水タンクから燃料取

替用水タンクへの供給 
復水タンク 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

発電所災害対策本部にて使用する手順 

※１：手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」及び「1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手

順等」にて整備する。 

※２：ディーゼル発電機等により給電する。 
※３：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備する。 
※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
※５：水源の確保に必要である中間受槽については「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」でのみ記載すること 

とする。 

※６：可搬型低圧代替注水ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納

容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。  
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第1.13.4表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する 

設計基準 

事故対処設備 

対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
を
水
源
と
し
た
再
循
環
運
転 

余熱除去ポンプ 

充てん／高圧注入 

ポンプ 

高圧注入ポンプ 

代替再循環運転 

※１ 

格納容器スプレイポンプ（ＲＨＲ

Ｓ－ＣＳＳタイライン使用） 

※２，※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

余熱除去冷却器※３ 

格納容器再循環サンプ※３ 

格納容器再循環サンプスクリーン

※３ 

全交流動力電源 

原子炉補機冷却設備 

Ｂ余熱除去ポンプ（海水冷却） 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する手順 

Ｂ高圧注入ポンプ（海水冷却） 

格納容器再循環サンプ 

格納容器再循環サンプスクリーン 

空冷式非常用発電機※４ 

可搬型代替注水大型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側），（南

側），（ディーゼル発電機用） 

※５，※６ 

タンクローリ※５ 

可搬型燃料給油ポンプ※６ 

※１：手順は「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整備する。 

※２：ディーゼル発電機等により給電する。 
※３：Ａ又はＢ余熱除去冷却器機能喪失の場合は，健全側の余熱除去冷却器等により代替再循環運転を行う。 
※４：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等｣にて整備する。 
※５：可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タンク（南側）を使用する。燃料補給

の手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※６：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。  
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第1.13.5表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 

機能喪失を想定する

設計基準 

事故対処設備 
対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
水
の
供
給 

使用済燃料ピットポンプ 

使用済燃料ピット冷却器 

又は 

燃料取替用水タンク 

燃料取替用水ポンプ 

２次系純水タンク 

２次系補給水ポンプ 

淡水タンクから使用済燃

料ピットへの注水※１ 

燃料取替用水タンク 

多
様
性
拡
張
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破損を防止

する運転手順 

燃料取替用水ポンプ 

２次系純水タンク 

２次系補給水ポンプ 

１次系純水タンク 

１次系補給水ポンプ 

消火設備による使用済燃

料ピットへの注水※１ 

ろ過水タンク 

発電所災害対策本部にて使用する手順  

電動消火ポンプ 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

中間受槽から使用済燃料

ピットへの注水※１ 

中間受槽※２ 

可搬型代替注水中型ポンプ 

燃料油貯蔵タンク（北側）※３ 

タンクローリ※３ 

海（海水ポンプピット，

１号炉取水路）から使用

済燃料ピットへの注水※

１ 

可搬型代替注水中型ポンプ 重
大
事
故
等
対
処
設
備 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
か
ら
の
大
量
の
水
の
漏
え
い
発
生
時
の 

使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
へ
の
ス
プ
レ
イ
又
は 

燃
料
取
扱
棟
（
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
）
へ
の
放
水 

－ 

使用済燃料ピットへのス

プレイ※５ 

可搬型代替注水中型ポンプ※６ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

使用済燃料ピットスプレイヘッダ 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

燃料取扱棟（貯蔵槽内燃

料体等）への放水※５ 

可搬型代替注水大型ポンプ※６ 

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

原
子
炉
格
納
容
器
及
び 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
へ
の
放
水 

－ 

原子炉格納容器及び

アニュラス部への放

水※７ 

可搬型代替注水大型ポンプ※６ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

放水砲 

燃料油貯蔵タンク（北側）， 

（南側）※４ 

タンクローリ※４ 

※１：手順は「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※２：水源の確保に必要である中間受槽については「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」でのみ記載すること

とする。 

※３：可搬型代替注水中型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）を使用する。 

※４：可搬型代替注水中型ポンプ及び可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（北側）又は燃料油貯蔵タン

ク(南側)を使用する。可搬型代替注水大型ポンプの燃料補給の手順は「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」

にて整備する。 

※５：手順は「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」及び「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための

手順等」にて整備する。 

※６：海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から取水する。 

※７：手順は「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。  
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第 1.13.6 表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

 
監視計器一覧（1／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.1 代替水源から中間受槽への供給に係る手順等  

(1)淡水タンクから中間受
槽への供給 

判
断
基
準 

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・２次系純水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

操
作 

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

(2)海 （ 海 水 ポ ン プ ピ ッ
ト，１号炉取水路）か
ら中間受槽への供給 

判
断
基
準

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

操
作

－ － 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復水タンクへの供給に係る手順等 

(1)復水タンクから２次系
純水タンクへの水源切
替 

判
断
基
準 

水源 

・復水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

操
作

水源 ・２次系純水タンク水位計 

(2)復水タンクから脱気器
タンクへの水源切替 

判
断
基
準

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・脱気器タンク水位計 

操
作

水源 ・脱気器タンク水位計 

※１：通常時使用する計器  
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監視計器一覧（2／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復水タンクへの供給に係る手順等 

(3)原子炉補機冷却海水ポ
ンプから補助給水ポン
プへの直接供給 

判
断
基
準 

水源 ・脱気器タンク水位計 

補機監視機能 ・Ａ原子炉補機冷却水海水供給母管圧力計 

操
作 

「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(4)１次冷却系のフィード
アンドブリード 

判
断
基
準

水源 ・燃料取替用水タンク水位計 

補機監視機能 ・Ａ原子炉補機冷却水海水供給母管圧力計 

操
作

「1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(5)復水タンクから代替水
源への水源切替 

判
断
基
準

水源 ・復水タンク水位計 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(6)２次系純水タンクから
復水タンクへの供給 

判
断
基
準

水源 

・復水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

操
作

水源 
・復水タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復水タンクへの供給に係る手順等 
(7) 代替水源から復水タンクへの供給 

a. 中間受槽から復水タン
クへの供給 

判
断
基
準

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・原水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

操
作

水源 ・復水タンク水位計 
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監視計器一覧（3／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.2 蒸気発生器２次側による炉心冷却（注水）のための代替手段及び復水タンクへの供給に係る手順等 
(7) 代替水源から復水タンクへの供給 

b. 海 （ 海 水 ポ ン プ ピ ッ
ト，１号炉取水路）か
ら復水タンクへの供給 

判
断
基
準 

－ － 

操
作 

水源 ・復水タンク水位計 

1.13.2.3 炉心注水のための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る手順等 

(1)燃料取替用水タンクか
ら１次系純水タンク及
びほう酸タンクへの水
源切替 

判
断
基
準

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

操
作

水源 
・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

(2)燃料取替用水タンクか
らろ過水タンクへの水
源切替 

判
断
基
準

水源 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(3)燃料取替用水タンクか
ら復水タンクへの水源
切替 

判
断
基
準

水源 
・ろ過水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

補機監視機能 ・補助給水流量計 

操
作

水源 ・復水タンク水位計 
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監視計器一覧（4／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.3 炉心注水のための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る手順等 

(4)燃料取替用水タンクか
ら代替水源への水源切
替 

判
断
基
準 

水源 ・復水タンク水位計 

操
作 

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

(5)１次系純水タンク及び
ほう酸タンクから燃料
取替用水タンクへの供
給 

判
断
基
準

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

操
作 

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

(6)２次系純水タンクから
使用済燃料ピット経由
による燃料取替用水タ
ンクへの供給 

判
断
基
準 

水源 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

・使用済燃料ピット水位計※１ 

操
作 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 
・２次系純水タンク水位計 
・使用済燃料ピット水位計※１ 

※１：通常時使用する計器  
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監視計器一覧（5／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.3 炉心注水のための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る手順等 

(7)復水タンクから燃料取
替用水タンクへの供給 

判
断
基
準 

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・復水タンク水位計 

補機監視機能 ・補助給水流量計 

操
作 

水源 
・燃料取替用水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

1.13.2.4 格納容器スプレイのための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る手順等 

(1)燃料取替用水タンクか
らろ過水タンクへの水
源切替 

判
断
基
準

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・ろ過水タンク水位計 

操
作

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等」にて整備する。 

(2)燃料取替用水タンクか
ら復水タンクへの水源
切替 

判
断
基
準

水源 

・ろ過水タンク水位計 

・復水タンク水位計 

操
作

1.13.2.3(3)ｂと同様。 

(3)燃料取替用水タンクか
ら代替水源への水源切
替 

判
断
基
準

水源 ・復水タンク水位計 

操
作 

「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」及び「1.8 原子炉格納
容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等」にて整備する。 

※１：通常時使用する計器 
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監視計器一覧（6／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.4 格納容器スプレイのための代替手段及び燃料取替用水タンクへの供給に係る手順等 

(4)１次系純水タンク及び
ほう酸タンクから燃料
取替用水タンクへの供
給 

判
断
基
準 

水源 

・燃料取替用水タンク水位計 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

操
作 

1.13.2.3(5)ｂと同様。 

(5)２次系純水タンクから
使用済燃料ピット経由
による燃料取替用水タ
ンクへの供給 

判
断
基
準 

水源 

・１次系純水タンク水位計 

・ほう酸タンク水位計 

・２次系純水タンク水位計 

・使用済燃料ピット水位計※１ 

操
作

1.13.2.3(6)ｂと同様。 

(6)復水タンクから燃料取
替用水タンクへの供給 

判
断
基
準

水源 

・２次系純水タンク水位計 

・使用済燃料ピット水位計※１ 

・復水タンク水位計 

操
作

1.13.2.3(7)ｂと同様。 

※１：通常時使用する計器  
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監視計器一覧（7／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.5 格納容器再循環サンプを水源とした再循環運転時に係る手順等 
(1) 代替再循環運転 

a. 格納容器スプレイポン
プ（ＲＨＲＳ－ＣＳＳ
タイライン使用）によ
る代替再循環運転 

判
断
基
準 

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

操
作 

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

b. Ｂ余熱除去ポンプ（海
水冷却）及びＢ高圧注
入ポンプ（海水冷却）
による高圧代替再循環
運転 

判
断
基
準

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

c. Ｂ余熱除去ポンプ（海
水冷却）による低圧代
替再循環運転 

判
断
基
準

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

操
作

「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための
手順等」にて整備する。 

1.13.2.6 使用済燃料ピットへの水の供給に係る手順等 

(1)淡水タンクから使用済
燃料ピットへの注水 

判
断
基
準

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

操
作

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

(2)消火設備による使用済
燃料ピットへの注水 

判
断
基
準

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

操
作

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 
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監視計器一覧（8／8） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.13.2.6 使用済燃料ピットへの水の供給に係る手順等 

(3)可搬型代替注水中型ポ
ンプによる使用済燃料
ピットへの注水 

判
断
基
準 

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。なお，
使用済燃料ピットへ供給する際に使用する中間受槽への水の供給について
は，1.13.2.1 で整備した手順と同様である。 

操
作 

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。なお，
使用済燃料ピットへ供給する際に使用する中間受槽への水の供給について
は，1.13.2.1 で整備した手順と同様である。 

1.13.2.7 使用済燃料ピットからの大量の水の漏えい発生時の使用済燃料ピットへのスプレイ又は燃料取扱棟
（貯蔵槽内燃料体等）への放水に係る手順等 

(1)使用済燃料ピットへの
スプレイ 

判
断
基
準

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」及び「1.12 工場等外
への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

操
作

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」にて整備する。 

(2)燃料取扱棟（貯蔵槽内
燃料体等）への放水 

判
断
基
準

「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等」及び「1.12 工場等外
への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

操
作

「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備
する。 

1.13.2.8 炉心の著しい損傷及び原子炉格納容器の破損時の原子炉格納容器及びアニュラス部への放水に係る手
順等 

(1)原子炉格納容器及びア
ニュラス部への放水 

判
断
基
準

「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備
する。 

操
作 

「1.12 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備
する。 
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第 1.13.7 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.13】 

重大事故等の収束に必要

となる水の供給手順等 

常設低圧代替注水ポンプ 
重大事故等対処用 

専用低圧母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

Ａ充てん／高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ高圧注入ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ高圧注入ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ格納容器スプレイポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ格納容器スプレイポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ｂ余熱除去ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ原子炉補機冷却海水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ａ電動補助給水ポンプ ２Ａ非常用高圧母線 

Ｂ電動補助給水ポンプ ２Ｂ非常用高圧母線 

Ａ加圧器逃がし弁 ２Ａ直流母線 

Ｂ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 

Ｃ加圧器逃がし弁 ２Ｂ直流母線 
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経過時間（時間） 
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手順の項目 要員（数） 
  

淡水タンクから中間受
槽への供給 

保修対応要員 6 

 
 

         

 

          

         

         

    
 

    

          

 

第 1.13.3 図 淡水タンクから中間受槽への供給手順タイムチャート 

 

約 4 時間 55 分 
中間受槽の水源確保  

中間受槽の設置  

移動，中間受槽，
可搬型ホースの運搬

可搬型ホースの設置  

供給準備  

中間受槽への水張り  
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手順の項目 要員（数） 

 

 

海（海水ポンプピッ
ト，１号炉取水路）か
ら中間受槽への供給 

保修対応要員 6 

         

 

          

   可搬型ホースの設置     

         

      
 

  

          

         

 

第 1.13.6 図 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から中間受槽への供給

手順タイムチャート 

 

約 7 時間 40 分 
中間受槽の水源確保  

中間受槽への水張り  

供給準備，起動  

中間受槽の設置  

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
中間受槽，可搬型ホースの運搬  

可搬型代替注水中型ポンプの設置
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第 1.13.8 図 中間受槽への供給手順 

復水タンク，燃料取替用水タンク，

使用済燃料ピットへの供給が 

それぞれ必要になった場合 

２次系純水タンクの水

位が確保されているか 

２次系純水タンクから中間受

槽への供給 

原水タンクの水位が 

確保されているか 

代替水源から中間受槽への供給

により中間受槽の水源確保確認 

YES 

NO 

YES 

YES 

No 

凡例 

：操作・確認       ：判断 

：プラント状態 

：重大事故等対処設備による手順 

原水タンクから中間受槽へ

の供給 

ろ過水タンクの水位が 

確保されているか 

ろ過水タンクから中間受槽

への供給 

NO 

海（海水ポンプピット，１号炉取

水路）から中間受槽への供給 

（復水タンク，使用済燃料ピット

への供給については，海から直接

供給） 
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経過時間（分） 

備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

復水タンクから２次系
純水タンクへの水源切
替  

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

 

第 1.13.10 図 復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替タイムチャート 

 

約 10 分 
復水タンクから２次系純水タンクへの水源切替完了 

系統構成  
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

２次系純水タンクから
復水タンクへの供給 

運転員等 
（現場） 

1 

       

           

          

 

第 1.13.13 図 ２次系純水タンクから復水タンクへの供給タイムチャート 

 

約 35 分 
２次系純水タンクから復水タンクへの供給 

移動，系統構成
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経過時間（時間） 
備考  1 2 3 4 5 6 7 8   9 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

中間受槽から復水タン
クへの供給 

保修対応要員 6 

         

 

          

    
 

     

    可搬型ホースの設置    

           
          

 

第 1.13.15 図 中間受槽から復水タンクへの供給手順タイムチャート 

 

約 8 時間 50 分 
中間受槽から復水タンク
への供給開始  

中間受槽の設置  

可搬型代替注水中型ポンプの設置

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホース，中間受槽の運搬  

供給準備，起動
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経過時間（時間） 
備考  1 2 3 4 5 6 7 8   9 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

海 （ 海 水 ポ ン プ ピ ッ
ト，１号炉取水路）か
ら復水タンクへの供給 

保修対応要員 6 

         

 

   
 

      

   可搬型ホースの設置    

          

          

 

第 1.13.17 図 海（海水ポンプピット，１号炉取水路）から復水タンクへの供

給手順タイムチャート 

 

 

約 7 時間 20 分 
海（海水ポンプピット，１号炉取水路）か
ら復水タンクへの供給開始  

移動，可搬型代替注水中型ポンプ，
可搬型ホースの運搬

可搬型代替注水中型ポンプの設置

供給準備，起動  
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第 1.13.19 図 蒸気発生器２次側による炉心冷却のための代替手段及び復水タ

ンクへの供給手順 

YES 

NO

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等 

復水タンクから脱気器 

タンクへの水源切替 

復水タンクから代替水源

への水源切替 

NO 

NO

YES 

YES

YES 

NO 

NO

YES

NO

YES 

復水タンクが 

水源として使用可能か 

２次系純水タンクの 

破損等がなく水源として 

使用可能か 

脱気器タンクの 

破損等がなく水源として

使用可能か 

枯渇 

枯渇

全交流動力電源が 

喪失していないか 

復水タンクへの補給は 

不要か 

NO

YES 

２次系純水タンクの 

破損等がなく水源として 

使用可能か 

２次系純水タンクから 

復水タンクへの供給 

枯渇

中間受槽から 

復水タンクへの供給 

枯渇 海から復水タンクへの供給

復水タンクを水源とした 

蒸気発生器への注水 

可搬型代替注水中型ポンプ 

による蒸気発生器への注水準備

蒸気発生器への水源として 

復水タンクが必要な場合 

可搬型代替注水中型 

ポンプによる復水タンク

への供給準備 

復水タンクから２次系純水 

タンクへの水源切替 

原子炉補機冷却海水ポンプ

から補助給水ポンプへの 

直接供給 

１次冷却系の 

フィードアンド 

ブリード 

中間受槽（２次系純水 

タンク，原水タンク又はろ過

水タンク）が使用可能か 

凡例  
：操作・確認        ：判断  
：プラント状態       ：別フローへ移行  
：準備  
：重大事故等対処設備による手順  

1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用

原子炉を冷却するための手順等 
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経過時間（分） 
備考  20 40 60 80 100 120 140 160   180 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

燃料取替用水タンクか
ら復水タンクへの水源
切替 

運転員等 
（現場） 

2 

         

 

          

保修対応要員 2 

        

          

 

第 1.13.22 図 燃料取替用水タンクから復水タンクへの水源切替タイムチャー

ト 

  

約 95 分 
燃料取替用水タンクから復水タンクへ
の水源切替完了 

移動，ディスタンスピース取替え  

移動，系統構成
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経過時間（分） 
備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

１次系純水タンク及び
ほう酸タンクから燃料
取替用水タンクへの供
給 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

   
 

      

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

         

          

 

第 1.13.24 図 １次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへ

の供給タイムチャート 

 

約 30 分 

１次系純水タンク及びほう酸タンクから燃料取替用水タンクへの供給開始 

移動，系統構成

ポンプ起動
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

２次系純水タンクから
使用済燃料ピット経由
による燃料取替用水タ
ンクへの供給 

運転員等 
（現場） 

1 

          

           

          

 

第 1.13.26 図 ２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による燃料取替用

水タンクへの供給タイムチャート 

 

約 35 分 

２次系純水タンクから使用済燃料ピット経由による 

燃料取替用水タンクへの供給開始 

移動，系統構成
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経過時間（分） 
備考  20 40 60 80 100 120 140 160  180 

   

手順の項目 要員（数） 

 

 

復水タンクから燃料取
替用水タンクへの供給 

運転員等 
（現場） 

2 

         

 

          

保修対応要員 2 

        

          

 

第 1.13.28 図 復水タンクから燃料取替用水タンクへの供給タイムチャート 

 

約 95 分 

復水タンクから燃料取替用水 

タンクへの供給開始 

移動，ディスタンスピース取替え

移動，系統構成
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第 1.13.31 図 可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給概略図 

 

 

 
経過時間（分）

備考   20 40 60 80 100 120 140 160   180 
          

手順の項目  要員（数）  
  

可搬型代替注水中型ポ
ンプへの燃料補給  保修対応要員  3 

         

 

          

          

          

          

           

          

           

          

 

第 1.13.32 図 可搬型代替注水中型ポンプへの燃料補給手順タイムチャート 

 

移動，タンクローリ運搬  

約 110 分

マンホール開放  

ホース片付け，移動  

燃料油貯蔵タンク（北側）等 

タンクローリ 

可搬型代替注水中型ポンプ 

移動後給油 

ホース片付け，移動

繰り返し 給油準備  

吸上げ  

給油

吸上げ準備（ホース布設等）  
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1.14 電源の確保に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.14.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．全交流動力電源喪失時の対応手段及び設備 

ｂ．直流電源喪失時の対応手段及び設備 

ｃ．所内電気設備機能喪失時の対応手段及び設備 

ｄ．手順等 

1.14.2 重大事故等時の手順等 

1.14.2.1 代替電源（交流）による給電手順等 

(1) 空冷式非常用発電機による代替電源（交流）からの給電 

(2) 後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電（１号炉） 

(3) 号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交

流）からの給電（１号炉） 

(4) 電源車による代替電源（交流）からの給電 

(5) 優先順位 

1.14.2.2 代替電源（直流）による給電手順等 

(1) 蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大事

故等対処用）による所内常設蓄電式直流電源からの給電 

(2) 電源車及び充電器（重大事故等対処用）による代替電源（直流）か

らの給電 

(3) 優先順位 

1.14.2.3 代替所内電気設備による給電手順等 
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(1) 代替所内電気設備による給電（空冷式非常用発電機） 

(2) 代替所内電気設備による給電（電源車） 

(3) 優先順位 

1.14.2.4 燃料の補給手順等 

(1) 空冷式非常用発電機等への燃料（軽油）補給 

 

  



付－1－1.14－3 

1.14 電源の確保に関する手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，電源が喪失したことにより重大事故等が

発生した場合において炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽

内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体

（以下「運転停止中原子炉内燃料体」という。）の著しい損傷を防止する

ために必要な電力を確保するために必要な手順等が適切に整備されている

か，又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「電力を確保するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又は

これらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

（１）炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力の確保 

ａ）電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において，

代替電源により，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵

槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい

損傷を防止するために必要な電力を確保するために必要な手順等を

整備すること。 

ｂ）所内直流電源設備から給電されている２４時間内に，十分な余裕

を持って可搬型代替交流電源設備を繋ぎ込み，給電が開始できるこ

と。 

ｃ）複数号機設置されている工場等では，号機間の電力融通を行える

ようにしておくこと。また，敷設したケーブル等が利用できない状

況に備え，予備のケーブル等を用意すること。 
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電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合においても，炉心の

著しい損傷，原子炉格納容器の破損，使用済燃料ピット内燃料体等の著しい

損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するため，代替電源

から給電する設備を整備しており，ここでは，この対処設備を活用した手順

等について説明する。 

 

  

ｄ）所内電気設備（モーターコントロールセンター（ＭＣＣ），パワ

ーセンター（Ｐ/Ｃ）及び金属閉鎖配電盤（メタクラ）（ＭＣ）

等）は，共通要因で機能を失うことなく，少なくとも一系統は機能

の維持及び人の接近性の確保を図ること。 
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1.14.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

外部電源喪失及び所内単独運転に失敗した場合には，非常用電源設備

により非常用交流母線及び非常用直流母線へ給電する必要がある。この

ための設計基準事故対処設備として，ディーゼル発電機及び蓄電池（安

全上重要な設備に供給する蓄電池）を設置している。 

ディーゼル発電機及び蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）

より給電された電力を各負荷へ分配するための設計基準事故対処設備と

して所内電気設備を設置している。 

これらの設計基準事故対処設備が健全であれば重大事故等の対処に用

いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合は，その機能を代替する

ために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互関係を明確にした

上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選

定する（第 1.14.1 図，第 1.14.2 図）。（以下，付録 1.14 において

「機能喪失原因対策分析」という。） 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十七条及び「技術基準規則」第七十二

条（以下，付録 1.14 において「基準規則」という。）の要求機能を満

足する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備

との関係を明確にする。 
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(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果，設計基準事故対処設備の故障として，

非常用交流母線への給電及び非常用直流母線への給電に使用する設備並

びに所内電気設備の故障を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因と対応手段の検討

及び「技術的能力審査基準」，「基準規則」要求により選定した対応手

段と，その対応に使用する重大事故等対処設備と多様性拡張設備を以下

に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事故等対処設

備，多様性拡張設備及び整備する手順についての関係を，第 1.14.1 表

から第 1.14.3 表に示す。 

ａ．全交流動力電源喪失時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

ディーゼル発電機の故障により非常用交流母線への給電ができない

場合は，代替電源（交流）により非常用交流母線へ給電する手段があ

る。 

代替電源（交流）による給電に使用する設備は以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・後備変圧器２次側電路 

・号機間電力融通ケーブル 

・ディーゼル発電機（１号炉） 

・軽油貯蔵タンク（１号炉） 

・電源車 
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・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，代替電源（交流）に

よる給電に使用する空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，電源車及びタンクローリは

重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備を全て網羅し

ている。 

以上の重大事故等対処設備により，ディーゼル発電機が使用できな

い場合においても，炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力

を確保できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわ

せて，その理由を示す。 

・後備変圧器２次側電路 

・号機間電力融通ケーブル 

・ディーゼル発電機（１号炉） 

・軽油貯蔵タンク（１号炉） 

耐震Ｓクラスの能力を持たないが，当該電路及び１号炉の交流電源

が健全※２である場合に，ディーゼル発電機の代替手段として有効で

ある。 

※２ １号炉の交流電源が健全とは以下の状態を示す。 

・外部電源 1 系統が健全 

・ディーゼル発電機（１号炉）2 台が健全 

また，緊急時対策所用発電機は，個別負荷に対する専用電源であり，

その利用目的を限定していることから，以下の手順にて整備する。 
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・緊急時対策所用発電機 

「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。 

ｂ．直流電源喪失時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

ディーゼル発電機の故障により非常用直流母線への直流電源による

給電ができない場合は，所内常設蓄電式直流電源により非常用直流母

線及び重大事故等対処用専用直流母線へ給電する手段がある。 

所内常設蓄電式直流電源による給電に使用する設備は以下のとおり。 

・蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池） 

・蓄電池（重大事故等対処用） 

ディーゼル発電機の故障，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄

電池）及び蓄電池（重大事故等対処用）の電圧低下により非常用直流

母線及び重大事故等対処用専用直流母線への直流電源による給電がで

きない場合は，代替電源（直流）により非常用直流母線へ給電する手

段がある。 

代替電源（直流）による給電に使用する設備は以下のとおり。 

・電源車 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・タンクローリ 

・充電器（重大事故等対処用） 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，所内常設蓄電式直流

電源による給電に使用する蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電

池），蓄電池（重大事故等対処用），代替電源（直流）による給電に

使用する電源車，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），タンク
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ローリ及び充電器（重大事故等対処用）は重大事故等対処設備と位置

付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技

術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備を全て網羅し

ている。 

これらの重大事故等対処設備により，ディーゼル発電機が使用でき

ない場合においても炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力

を確保できる。 

また，蓄電池（重大事故等対処用）（加圧器逃がし弁給電時）は，

個別負荷に対する専用電源であり，使用時の利用目的が限定されるこ

とから，以下の手順にて整備する。 

・蓄電池（重大事故等対処用）（加圧器逃がし弁給電時） 

「1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等」

にて整備する。 

ｃ．所内電気設備機能喪失時の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

所内電気設備は，共通要因で機能を失うことはないが，何らかの原

因により所内電気設備の 2 系統が同時に機能を喪失した場合は，代替

所内電気設備により給電する手段がある。 

このため，少なくとも 1 系統は機能の維持及び人の接近性を確保で

きる。 

代替所内電気設備による給電に使用する設備は以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 
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・重大事故等対処用専用電源盤 

・電源車 

・タンクローリ 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，代替所内電気設備に

よる給電に使用する空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，重大事故等対処用専用電源

盤，電源車及びタンクローリは重大事故等対処設備と位置付ける。 

これら機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，「技術

的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される設備を全て網羅して

いる。 

以上の重大事故等対処設備により，所内電気設備の 2 系統が同時に

機能を喪失し使用できない場合においても，炉心の著しい損傷等を防

止するために必要な電力を確保できる。 

ｄ．手順等 

上記のａ．，ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手順を整備

する。また，事故時の監視に必要な手順を整備する（第 1.14.4 表）。 

これらの手順は，運転員等※３及び保修対応要員※４の対応として炉心

の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める（第

1.14.1 表から第 1.14.3 表）。 

※３ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう（１号炉の運転員を含む）。 

※４ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 
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1.14.2 重大事故等時の手順等 

1.14.2.1 代替電源（交流）による給電手順等 

(1) 空冷式非常用発電機による代替電源（交流）からの給電 

全交流動力電源喪失時に，ディーゼル発電機から独立及び位置的分散

を図った重大事故等対処設備である空冷式非常用発電機により，原子炉

冷却，格納容器冷却等に係る設計基準事故対処設備及び重大事故等対処

設備の駆動電源等の非常用交流母線及び重大事故等対処用専用電源盤へ

代替電源（交流）から給電する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時に，外部電源受電操作及びディーゼル発電機の

起動操作を実施しても，母線電圧等が確立しない場合。 

ｂ．操作手順 

空冷式非常用発電機による代替電源（交流）からの給電を行う手順の

概要は以下のとおり。概略図を第 1.14.3 図に，タイムチャートを第

1.14.4 図に，単線結線図を第 1.14.5 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に空冷式非常用発電機による給電を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室で受電準備のため，非常用高圧母線及び

非常用低圧母線の受電遮断器の操作スイッチを「切」とする。 

また，受電後の大型補機の自動起動を防止するため，大型補機の操

作スイッチを「引ロック」又は「切」とする。 

(c) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用電源盤及び非常用コン

トロールセンタの受電遮断器及び負荷遮断器を「切」とする。 

(d) 運転員等は，中央制御室で空冷式非常用発電機を起動し，空冷式

非常用発電機の遮断器が自動投入されたことを，電力計等にて確認
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する。 

(e) 運転員等は，現場及び中央制御室で重大事故等対処用専用高圧母

線及び非常用高圧母線の受電遮断器及び負荷遮断器の投入操作を行

い，重大事故等対処用専用高圧母線及び非常用高圧母線の電圧計等

により電源が確保されたことを確認する。 

(f) 運転員等は，中央制御室にて非常用低圧母線受電遮断器の操作ス

イッチを「入」とし，非常用低圧母線の受電を電圧計により確認す

る。その後，現場にて操作スイッチを「入」とし，負荷側の非常用

コントロールセンタを受電したのち，不要負荷，充電器（安全上重

要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故等対処用）以外

の負荷遮断器を「入」とし，インバータの電圧計等により受電確認

を行う。 

(g) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（安

全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大

事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(h) 保修対応要員は，現場で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備

に供給する蓄電池）用ダンパの開操作を実施する。 

(i) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設

備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大事故等対処用）

を起動し，蓄電池室（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄

電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(j) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタ及

び非常用コントロールセンタの負荷遮断器を「入」とし，充電器

（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故等対

処用）を受電したのち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 
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(k) 保修対応要員は，空冷式非常用発電機の運転状態を継続して監視

する。 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，空冷式非常用発電機による受電操作について，中央制御

室における対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び

保修対応要員 1 名により作業を実施し，所要時間は，約 18 分と想定す

る。 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故

等対処用）の受電操作については，中央制御室における対応は運転員等

1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び保修対応要員 2 名により作

業を実施し，所要時間は，約 85 分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備するとともに，操作対象遮断器に対して，暗闇でも視認性があ

るように識別表示を行う。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度

である。 

空冷式非常用発電機は，常設代替電源設備として設置しているため中

央制御室及び現場にて，早期に非常用交流母線及び重大事故等対処用専

用電源盤への電源回復操作を実施する。 

空冷式非常用発電機の必要最大負荷は，想定される事故シーケンスの

うち最大負荷となる，「全交流動力電源喪失＋原子炉補機冷却機能喪失

＋ＲＣＰシールＬＯＣＡ」である。上記の想定事故シーケンスにて使用

する補機が機能喪失した場合に，重大事故等対処設備による代替手段を

用いた場合においても空冷式非常用発電機の定格負荷容量以下となる。

空冷式非常用発電機は，必要最大負荷以上の電力を確保することで，原

子炉を安定状態に収束する電力を供給する。さらに，空冷式非常用発電
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機の電源裕度及びプラント設備状況（被災状況，施設定期検査中等）に

応じたその他使用可能な負荷へ電力を供給する。 

また，「技術的能力審査基準」ごとに要求される重大事故等対処設備

等の負荷へ電力を供給する。 

(2) 後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電（１号炉） 

空冷式非常用発電機による代替電源（交流）の供給が実施できない場

合に，後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による非常用高圧母

線及び重大事故等対処用専用電源盤への代替電源（交流）から給電する

手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

空冷式非常用発電機による代替電源（交流）からの給電が母線電圧等

にて確認できない場合において，ディーゼル発電機（１号炉）等の交流

電源が健全であることを１号炉の交流母線の電圧等にて確認した場合。 

ｂ．操作手順 

後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略図を第 1.14.6 図，

第 1.14.7 図に，タイムチャートを第 1.14.8 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による給電を指

示する。 

(b) 運転員等は，所内電源系統の状態を確認し，後備変圧器２次側電

路を使用した号機間融通が可能であることを確認する。 

(c) 運転員等は，中央制御室及び現場で後備変圧器２次側電路を使用

した号機間融通を行う交流母線の，不要負荷の切離しを実施すると
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ともに，受電遮断器を投入するために必要なインターロック処置を

実施する。 

(d) 運転員等は，中央制御室及び現場で後備変圧器１次側遮断器及び

後備変圧器２次側断路器を「切」とし，後備変圧器２次側電路を使

用した号機間融通による給電開始時の負荷の自動起動を防止するた

め，後備変圧器２次側電路遮断器及び非常用高圧母線，非常用低圧

母線の受電遮断器の操作スイッチを「切」とする。また，受電後の

大型補機の自動起動を防止するため，大型補機の操作スイッチを

「引ロック」又は「切」とする。 

(e) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用電源盤及び非常用コン

トロールセンタの受電遮断器及び負荷遮断器を「切」とする。 

(f) 運転員等は，中央制御室及び現場にて１号及び２号炉の後備変圧

器２次側電路遮断器及び非常用高圧母線の受電遮断器の操作スイッ

チを「入」とし，非常用高圧母線の受電を行い，非常用高圧母線の

電圧計により電源が確保されたことを確認する。 

(g) 運転員等は，中央制御室にて非常用低圧母線受電遮断器の操作ス

イッチを「入」とし，非常用低圧母線の受電を電圧計により確認す

る。その後，現場にて操作スイッチを「入」とし，負荷側の非常用

コントロールセンタ，重大事故等対処用専用電源盤を受電したのち，

不要負荷，充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電

器（重大事故等対処用）以外の負荷遮断器を「入」とし，インバー

タの電圧計等により受電確認を行う。 

(h) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（安

全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大

事故等対処用）の起動操作を指示する。 
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(i) 保修対応要員は，現場で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備

に供給する蓄電池）用ダンパの開操作を実施する。 

(j) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設

備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大事故等対処用）

を起動し，蓄電池室（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄

電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(k) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタ及

び非常用コントロールセンタの負荷遮断器を「入」とし，充電器

（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故等対

処用）を受電したのち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による受電

操作について，中央制御室における対応は運転員等 2 名，現場における

対応は運転員等 3 名により作業を実施し，所要時間は，約 85 分と想定

する。 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故

等対処用）の受電操作については，中央制御室における対応は運転員等

1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び保修対応要員 2 名により作

業を実施し，所要時間は，約 85 分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備するとともに，操作対象遮断器に対して，暗闇でも視認性があ

るように識別表示を行う。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度

である。 

後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通については，ケーブルの

送電容量を考慮した負荷の範囲内で電力を供給する。 
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後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通は，プラント監視機能等

を維持するために必要な最低限度の電力を供給する。さらに，１号炉の

電源裕度及びプラント設備状況（被災状況，施設定期検査中等）に応じ，

その他使用可能な負荷に電力を供給する。 

(3) 号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交

流）からの給電（１号炉） 

後備変圧器２次側電路による代替電源（交流）の供給が実施できない

場合に，号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による非常用高

圧母線への代替電源（交流）から給電する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

後備変圧器２次側電路による代替電源（交流）からの給電が母線電圧

等にて確認できない場合において，ディーゼル発電機（１号炉）等の交

流電源が健全であることを１号炉の交流母線の電圧等にて確認した場合。 

ｂ．操作手順 

号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略図を第 1.14.9 図，

第 1.14.10 図に，タイムチャートを第 1.14.11 図に，ケーブル布設ルー

トを第 1.14.12 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき運転員等及び保修対応要

員に，号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による給電を

指示する。 

(b) 運転員等は，所内電源系統の状態を確認し，号機間電力融通ケー

ブルを使用した号機間融通が可能であることを確認する。 

(c) 運転員等は，保修対応要員に号機間電力融通ケーブルの接続準備

を依頼する。 
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(d) 運転員等は，中央制御室及び現場で，号機間電力融通ケーブルを

使用した号機間融通を行う交流母線の不要負荷の切離しを実施する

とともに，受電遮断器を投入するために必要なインターロック処置

を実施する。 

(e) 運転員等は，号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通によ

る給電開始時の負荷の自動起動を防止するため，非常用高圧母線及

び非常用低圧母線の受電遮断器の操作スイッチを「切」とする。ま

た，受電後の大型補機の自動起動を防止するため，大型補機の操作

スイッチを「引ロック」又は「切」とする。 

(f) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用電源盤及び非常用コン

トロールセンタの受電遮断器及び負荷遮断器を「切」とする。 

(g) 保修対応要員は号機間電力融通ケーブルの接続を実施する。 

(h) 運転員等は，号機間電力融通ケーブルの接続を確認後，現場にて

１号及び２号炉の号機間電力融通受電遮断器を投入し，非常用高圧

母線の受電を行い，中央制御室にて非常用高圧母線の電圧計により

電源が確保されたことを確認する。 

(i) 運転員等は，中央制御室にて非常用低圧母線受電遮断器の操作ス

イッチを「入」とし非常用低圧母線の受電を電圧計により確認する。

その後，現場にて操作スイッチを「入」とし負荷側の非常用コント

ロールセンタ，重大事故等対処用専用電源盤を受電したのち，不要

負荷，充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器

（重大事故等対処用）以外の負荷遮断器を「入」とし，インバータ

の電圧計等により受電確認を行う。 

(j) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（安

全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大
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事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(k) 保修対応要員は，現場で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備

に供給する蓄電池）用ダンパの開操作を実施する。 

(l) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設

備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大事故等対処用）

を起動し，蓄電池室（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄

電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(m) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタ及

び非常用コントロールセンタの負荷遮断器を「入」とし，充電器

（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故等対

処用）を受電したのち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による受

電操作について，中央制御室における対応は運転員等 2 名，現場におけ

る対応は運転員等 3 名及び保修対応要員 3 名にて実施し，所要時間は，

約 105 分と想定する。 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故

等対処用）の受電操作については，中央制御室における対応は運転員等

1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び保修対応要員 2 名により作

業を実施し，所要時間は，約 85 分と想定する。 

円滑に作業できるように，代替電源接続盤（高圧）等の常設設備と接

続する箇所はコネクタ接続のため，手動にて実施し，移動経路の確保及

び可搬型照明，通信設備等を整備するとともに，操作対象遮断器に対し

て，暗闇でも視認性があるように識別表示を行う。作業環境の周囲温度

は通常運転状態と同程度である。 
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号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通については，ケーブル

の送電容量を考慮した負荷の範囲内で電力を供給する。 

号機間電力融通ケーブルは，プラント監視機能等を維持するために必

要な最低限度の電力を供給する。さらに，１号炉の電源裕度及びプラン

ト設備状況（被災状況，施設定期検査中等）に応じ，その他使用可能な

負荷に電力を供給する。 

(4) 電源車による代替電源（交流）からの給電 

号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電が実施できない場合に，電源車により非常用交流母線及び重

大事故等対処用専用電源盤への代替電源（交流）から給電する手順を整

備する。 

なお，電源車の接続場所は位置的に分散した 2 箇所を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電が母線電圧等にて確認できない場合。 

ｂ．操作手順 

電源車による代替電源（交流）からの給電を行う手順の概要は以下の

とおり。概略図を第 1.14.13 図に，タイムチャートを第 1.14.14 図に，

ケーブル布設ルートを第 1.14.15 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に電源車からの給電を指示する。 

(b) 運転員等は，中央制御室で受電準備のため，非常用低圧母線の受

電遮断器の操作スイッチを「切」とする。また，受電後の大型補機

の自動起動を防止するため，大型補機の操作スイッチを「引ロック」

又は「切」とする。 
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(c) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用低圧母線の受電遮断器

及び非常用コントロールセンタの負荷遮断器を「切」とする。 

(d) 保修対応要員は，電源車の配置，起動準備を実施する。 

(e) 保修対応要員は，ケーブル布設及び接続等を実施する。 

(f) 運転員等は，保修対応要員による給電系統の構成が完了したこと

を確認する。 

(g) 保修対応要員は，現場で電源車を起動し，電圧計等にて運転状態

を確認する。 

(h) 保修対応要員は，電源車の遮断器を投入する。 

(i) 運転員等は，現場及び中央制御室で重大事故等対処用専用低圧母

線及び非常用低圧母線の受電遮断器の投入操作を行い，重大事故等

対処用専用低圧母線及び非常用低圧母線の電圧計等により電源が確

保されたことを確認する。 

(j) 運転員等は，現場にて非常用低圧母線の受電遮断器の操作スイッ

チを「入」とし，負荷側の非常用コントロールセンタを受電したの

ち，不要負荷，充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び

充電器（重大事故等対処用）以外の負荷遮断器を「入」とし，イン

バータの電圧計等により受電確認を行う。 

(k) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（安

全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大

事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(l) 保修対応要員は，現場で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備

に供給する蓄電池）用ダンパの開操作を実施する。 

(m) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（安全上重要な設

備に供給する蓄電池）及び蓄電池室排気ファン（重大事故等対処用）
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を起動し，蓄電池室（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄

電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(n) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタ及

び非常用コントロールセンタの負荷遮断器を「入」とし，充電器

（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故等対

処用）を受電したのち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

(o) 保修対応要員は，電源車の運転状態を継続して監視し，定格負荷

運転時における給油作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施

する。（燃料を給油しない場合，電源車は約 2.1 時間の運転が可

能。） 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，電源車による受電操作については，中央制御室における

対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び保修対応要

員 4 名により作業を実施し，所要時間は，約 310 分と想定する。 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び充電器（重大事故

等対処用）の受電操作については，中央制御室における対応は運転員等

1 名，現場における対応は運転員等 2 名及び保修対応要員 2 名により作

業を実施し，所要時間は，約 85 分と想定する。 

円滑に作業できるように，代替電源接続盤（低圧）等の常設設備と接

続する箇所はコネクタ接続のため，手動にて実施し，移動経路の確保及

び可搬型照明，通信設備等を整備するとともに，操作対象遮断器に対し

て，暗闇でも視認性があるように識別表示を行う。作業環境の周囲温度

は通常運転状態と同程度である。 

電源車は，プラント監視機能等を維持するために必要な最低限度の電

力を供給する。さらに，電源車の電源裕度及びプラント設備状況（被災
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状況，施設定期検査中等）に応じ，その他使用可能な負荷に電力を供給

する。 

(5) 優先順位 

全交流動力電源喪失時に炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

使用済燃料ピット内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料

体の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するための代替電源

（交流）による給電手順の優先順位は，空冷式非常用発電機，後備変圧

器２次側電路（号機間融通），号機間電力融通ケーブル，電源車の順で

使用する。 

空冷式非常用発電機は全交流動力電源喪失時に，１号炉や外部電源の

状況に依存せず，中央制御室及び現場での電源回復操作を並行し，短時

間での給電ができるため，第 1 優先で使用する。 

後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電は，運転員等によるインターロック処置後，中央制御室及び

現場で遮断器を投入することで，容易に給電することができるが，給電

までに要する準備時間が比較的長いことから，第 2 優先で使用する。 

号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電は，運転員等によるインターロック処置及び保修対応要員に

よる代替電源接続盤（高圧）でのコネクタ接続後，中央制御室及び現場

で遮断器を投入することで，容易に電源供給することができるが，電源

供給までに要する準備時間が，後備変圧器２次側電路を使用した号機間

融通による代替電源（交流）からの給電に対し比較的長いことから，第

3 優先で使用する。 

電源車は，保修対応要員による電源車の配置，ケーブル布設及び接続

後，中央制御室及び現場で遮断器を投入することで，容易に電源供給す



付－1－1.14－24 

ることができるが，必要とされる監視設備や中央制御室空調設備等を維

持するための最低限必要な負荷へ電力を供給できる電源であること及び

給電までに要する準備時間が，号機間電力融通ケーブルを使用した号機

間融通による代替電源（交流）からの給電に対し比較的長いことから，

第 4 優先で使用する。 

上記の第 1 優先から第 4 優先までの手順を連続して行った場合，約

8.7 時間で実施でき，所内直流電源設備から給電されている 24 時間以

内に，十分な余裕を持って非常用直流母線及び重大事故等対処用専用直

流母線へ繋ぎ込み，給電を開始する。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.14.16 図に示す。 

 

1.14.2.2 代替電源（直流）による給電手順等 

(1) 蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大事

故等対処用）による所内常設蓄電式直流電源からの給電 

全交流動力電源喪失時は，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電

池）及び蓄電池（重大事故等対処用）により，非常用直流母線及び重大

事故等対処用専用直流母線へ所内常設蓄電式直流電源を自動で給電する。

このため，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池

（重大事故等対処用）による所内常設蓄電式直流電源を給電する手順を

整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失により，交流電源から非常用直流母線及び重大事

故等対処用専用直流母線への給電が母線電圧等にて確認できない場合。 

ｂ．操作手順 

蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大事故
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等対処用）による所内常設蓄電式直流電源からの給電は，自動動作とな

るため，自動動作の状況を非常用直流母線及び重大事故等対処用専用直

流母線の電圧計により確認する。 

早期の交流動力電源の復旧見込みがない場合，プラントの状態監視等

に必ずしも必要でない不要な直流負荷（以下，付録 1.14 において「不

要直流負荷」という。）の切離しによる所内常設蓄電式直流電源からの

給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略図を第 1.14.17 図に，タイ

ムチャートを第 1.14.18 図に示す。 

(a) 運転員等は，作業着手の判断基準に基づき，中央制御室で非常用

直流母線及び重大事故等対処用専用直流母線電圧により，電源が確

保されていることを確認する。 

(b) 発電長は，早期の交流動力電源の復旧見込みがない場合，運転員

等に不要直流負荷の切離しを指示する。 

(c) 運転員等は，全交流動力電源喪失発生後 2 時間以内に中央制御室

及び隣接した電気室等において蓄電池（安全上重要な設備に供給す

る蓄電池）及び蓄電池（重大事故等対処用）の不要直流負荷の切離

しを実施する。 

(d) 運転員等は，中央制御室で非常用直流母線及び重大事故等対処用

専用直流母線電圧により，電源が確保されていることを確認する。 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電

池（重大事故等対処用）の不要直流負荷切離しについては，中央制御室

における対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 1 名により

作業を実施し，所要時間は，約 40 分と想定する。操作場所は，中央制

御室及び隣接した電気室等とし，全交流動力電源喪失発生後 2 時間以内
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に，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大事

故等対処用）の不要直流負荷を切離し，24 時間以上にわたり電力の供

給を実施する。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通信設備

等を整備するとともに，操作対象遮断器に対して，暗闇でも視認性があ

るように識別表示を行う。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度

である。 

(2) 電源車及び充電器（重大事故等対処用）による代替電源（直流）か

らの給電 

全交流動力電源喪失時に蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）

及び蓄電池（重大事故等対処用）の電圧が低下する（24 時間以降）前

までに，非常用直流母線及び重大事故等対処用専用直流母線へ代替電源

（直流）を給電する手順を整備する。 

電源車の接続場所は位置的に分散した 2 箇所を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時に，代替電源（交流）から非常用直流母線及び

重大事故等対処用専用直流母線への給電が母線電圧等にて確認できない

場合。 

ｂ．操作手順 

電源車及び充電器（重大事故等対処用）による代替電源（直流）から

の給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略図を第 1.14.19 図に，タ

イムチャートを第 1.14.20 図に，ケーブル布設ルートを第 1.14.21 図，

第 1.14.22 図及び第 1.14.23 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に電源車及び充電器（重大事故等対処用）による給電を指示す
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る。 

(b) 保修対応要員は，現場で電源車の起動準備を行う。 

(c) 保修対応要員は，ケーブル布設及び接続等を実施する。 

(d) 運転員等は，現場で受電準備操作を実施する。 

(e) 保修対応要員は，現場で電源車を起動し，電圧計等にて運転状態

を確認する。 

(f) 保修対応要員及び運転員等は，現場で電源車から重大事故等対処

用専用低圧母線及び重大事故等対処用専用コントロールセンタへの

受電操作を行い，重大事故等対処用専用低圧母線の電圧計等により

受電確認を行う。 

(g) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（重

大事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(h) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（重大事故等対処

用）を起動し，蓄電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(i) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタの

負荷遮断器を「入」とし，充電器（重大事故等対処用）を受電した

のち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

(j) 保修対応要員は，電源車の運転状態を継続して監視し，定格負荷

運転時における給油作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施

する。（燃料を給油しない場合，電源車は約 2.1 時間の運転が可

能。） 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，電源車及び充電器（重大事故等対処用）による受電操作

については，中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対

応は運転員等 1 名及び保修対応要員 4 名により作業を実施し，所要時間
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は，約 330 分と想定する。 

円滑に作業できるように，代替電源接続盤（低圧）等の常設設備と接

続する箇所はコネクタ接続のため，手動にて実施し，移動経路の確保及

び可搬型照明，通信設備等を整備するとともに，操作対象遮断器に対し

て，暗闇でも視認性があるように識別表示を行う。作業環境の周囲温度

は通常運転状態と同程度である。 

(3) 優先順位 

全交流動力電源喪失時に，代替電源（直流）による給電手段として，

以上の手段を用いて，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及

び蓄電池（重大事故等対処用）により必要な直流電源を確保する。また，

事象発生から 2 時間以内に速やかに中央制御室及び隣接した電気室等に

おいて蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大

事故等対処用）の不要直流負荷の切離しを実施し，所内常設蓄電式直流

電源を確保することで，所内常設蓄電式直流電源からの給電を 24 時間

以上にわたって確保するので第 1 優先で使用する。 

全交流動力電源喪失時に，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電

池）及び蓄電池（重大事故等対処用）による代替電源（直流）からの給

電は，24 時間以降に電圧が低下するため，それまでに電源車及び充電

器（重大事故等対処用）を準備し，電源車及び充電器（重大事故等対処

用）から代替電源（直流）を給電することにより長期に渡る直流電源を

確保可能であることから，第 2 優先で使用する。 

以上の対応手順のフローチャートを第 1.14.24 図に示す。 

 

1.14.2.3 代替所内電気設備による給電手順等 

(1) 代替所内電気設備による給電（空冷式非常用発電機） 
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所内電気設備の 2 系統が同時に機能を喪失した場合は，共通要因で機

能を失うことがないように，少なくとも 1 系統は機能の維持及び人の接

近性を確保し，常設重大事故等対処設備である空冷式非常用発電機及び

重大事故等対処用専用電源盤により，原子炉を安定状態に収束させるた

めに必要な機器（監視計器，常設低圧代替注水ポンプ等）へ代替電源か

ら給電する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

所内電気設備の 2 系統が同時に機能喪失したことを，非常用高圧母線

の電圧等により確認した場合。 

ｂ．操作手順 

代替所内電気設備による給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略

図を第 1.14.25 図に，タイムチャートを第 1.14.26 図に，フローチャー

トを第 1.14.16 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に代替所内電気設備による給電を指示する。 

(b) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電に必要な

系統構成を実施する。 

(c) 運転員等は，中央制御室で空冷式非常用発電機を起動し，空冷式

非常用発電機の遮断器が自動投入されたことを，電力計等にて確認

する。 

(d) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用高圧母線の受電遮断器

を投入し，重大事故等対処用専用高圧母線の受電状態を確認する。 

(e) 運転員等は，不要負荷及び充電器（重大事故等対処用）以外の負

荷遮断器を「入」とし，インバータ（重大事故等対処用）の電圧計

等により受電確認を行う。 
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(f) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用切替盤にて負荷遮断器

の切替操作を行う。 

(g) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（重

大事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(h) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（重大事故等対処

用）を起動し，蓄電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(i) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタの

負荷遮断器を「入」とし，充電器（重大事故等対処用）を受電した

のち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

(j) 保修対応要員は，空冷式非常用発電機の運転状態を継続して監視

する。 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，空冷式非常用発電機による受電操作については，中央制

御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 1 名及

び保修対応要員 1 名により作業を実施し，所要時間は，約 60 分と想定

する。 

充電器（重大事故等対処用）の受電操作については，中央制御室にお

ける対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 1 名により作業

を実施し，所要時間は，約 25 分と想定する。 

円滑に作業できるように，移動経路の確保及び可搬型照明，通信設備

等を整備するとともに，操作対象遮断器に対して，暗闇でも視認性があ

るように識別表示を行う。作業環境の周囲温度は通常運転状態と同程度

である。 

(2) 代替所内電気設備による給電（電源車） 

所内電気設備の 2 系統が同時に機能を喪失し，空冷式非常用発電機に
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よる代替電源（交流）からの給電が母線電圧等にて確認できない場合に，

可搬型重大事故等対処設備である電源車及び常設重大事故等対処設備で

ある重大事故等対処用専用電源盤により，プラント監視機能等を維持す

るために必要な最低限度の電力を供給する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

所内電気設備の 2 系統が同時に機能を喪失し，空冷式非常用発電機に

よる代替電源（交流）からの給電が重大事故等対処用専用電源盤の電圧

等にて確認できない場合。 

ｂ．操作手順 

代替所内電気設備による給電を行う手順の概要は以下のとおり。概略

図を第 1.14.25 図に，タイムチャートを第 1.14.27 図に，フローチャー

トを第 1.14.16 図に示す。 

(a) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対応

要員に代替所内電気設備による給電を指示する。 

(b) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用電源盤の受電に必要な

系統構成を実施する。 

(c) 保修対応要員は，現場で電源車の配置及び起動準備を実施する。 

(d) 保修対応要員は，現場でケーブル布設及びケーブル接続等を実施

する。 

(e) 保修対応要員は，現場で電源車を起動し，電圧計等により運転状

態を確認する。 

(f) 保修対応要員及び運転員等は，現場で電源車から重大事故等対処

用専用低圧母線へ交流電源を給電し，重大事故等対処用専用低圧母

線の受電状態を確認する。 

(g) 運転員等は，不要負荷及び充電器（重大事故等対処用）以外の負
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荷遮断器を「入」とし，インバータ（重大事故等対処用）の電圧計

等により受電確認を行う。 

(h) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用切替盤にて負荷遮断器

の切替操作を行う。 

(i) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に蓄電池室排気ファン（重

大事故等対処用）の起動操作を指示する。 

(j) 運転員等は，中央制御室で蓄電池室排気ファン（重大事故等対処

用）を起動し，蓄電池室（重大事故等対処用）の換気を行う。 

(k) 運転員等は，現場で重大事故等対処用専用コントロールセンタの

負荷遮断器を「入」とし，充電器（重大事故等対処用）を受電した

のち，直流電源の電圧計により受電確認を行う。 

(l) 保修対応要員は，電源車の運転状態を継続して監視し，定格負荷

運転時における給油作業着手間隔に達した場合に燃料の給油を実施

する。（燃料を給油しない場合，電源車は約 2.1 時間の運転が可

能。） 

ｃ．操作の成立性 

上記のうち，電源車による受電操作については，中央制御室における

対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 1 名及び保修対応要

員 4 名により作業を実施し，所要時間は，約 310 分と想定する。 

充電器（重大事故等対処用）の受電操作については，中央制御室にお

ける対応は運転員等 1 名，現場における対応は運転員等 1 名により作業

を実施し，所要時間は，約 25 分と想定する。 

所内電気設備の 2 系統が同時に機能を喪失し，空冷式非常用発電機に

よる代替電源（交流）からの給電が重大事故等対処用専用電源盤の電圧

等にて確認できない場合に，代替電源からの給電手段として，以上の手
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段を用いて，プラント監視機能等を維持するために必要な最低限度の電

力を供給する。 

円滑に作業できるように，代替電源接続盤（低圧）等の常設設備と接

続する箇所はコネクタ接続のため，手動にて実施し，移動経路の確保及

び可搬型照明，通信設備等を整備するとともに，操作対象遮断器に対し

て，暗闇でも視認性があるように識別表示を行う。作業環境の周囲温度

は通常運転状態と同程度である。 

(3) 優先順位 

空冷式非常用発電機は，中央制御室及び現場での電源回復操作を並行

し，短時間での給電ができるため，第 1 優先で使用する。電源車は，保

修対応要員による電源車の配置，ケーブル布設及び接続後，中央制御室

及び現場で遮断器を投入することで，容易に電源供給することができる

が，給電までに要する準備時間が，空冷式非常用発電機を使用した代替

所内電気設備による給電に対し比較的長いことから，第 2 優先で使用す

る。 

 

1.14.2.4 燃料の補給手順等 

全交流動力電源喪失時に，重大事故等対処設備である空冷式非常用発電

機及び電源車を運転した場合，これらの設備への燃料補給が必要となる

（燃料は全て軽油）。 

(1) 空冷式非常用発電機等への燃料（軽油）補給 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）から可搬型燃料給油ポンプ，

又はタンクローリにより空冷式非常用発電機等に補給する手順を整備す

る。 

ａ．手順着手の判断基準 
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［空冷式非常用発電機の場合］ 

空冷式非常用発電機の運転を開始した場合。 

［電源車の場合］ 

電源車の運転が必要と判断した場合及び運転開始後については，定格

負荷運転時における給油作業着手間隔※５に達した場合。 

※５ 定格負荷運転時における給油作業着手間隔は以下のとおり。 

・運転開始後約 0.7 時間後に給油作業着手 

（その後約 2.1 時間ごとに給油作業に着手） 

ｂ．操作手順 

空冷式非常用発電機等への燃料（軽油）補給の手順の概要は以下のと

おり。概略図を第 1.14.28 図に，タイムチャートを第 1.14.29 図に，ア

クセスルートを第 1.14.30 図に示す。 

［空冷式非常用発電機の場合］ 

(a) 発電長は，運転員等及び保修対応要員に燃料油貯蔵タンク（ディ

ーゼル発電機用）から可搬型燃料給油ポンプによる空冷式非常用発

電機への燃料補給を指示する。 

(b) 運転員等は，現場で可搬型燃料給油ポンプによる空冷式非常用発

電機への燃料補給に必要な系統構成を実施する。 

(c) 保修対応要員は，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）から

空冷式非常用発電機への燃料（軽油）補給作業の準備を実施する。 

(d) 保修対応要員は，可搬型燃料給油ポンプ等を燃料油貯蔵タンク

（ディーゼル発電機用）近傍に移動させる。 

(e) 保修対応要員は，可搬型燃料給油ポンプから空冷式非常用発電機

給油配管まで可搬型ホースを布設し，接続する。 

(f) 保修対応要員は，可搬型燃料給油ポンプに可搬型ホース等を接続
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する。 

(g) 保修対応要員は，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）燃料

取出口の蓋を開放し，可搬型ホース端を貯蔵タンクの油面レベル以

下まで下げる。 

(h) 運転員等は，保修対応要員による燃料補給に必要な系統構成が完

了したことを確認する。 

(i) 運転員等は，中央制御室で可搬型燃料給油ポンプの起動を行う。 

(j) 保修対応要員は，空冷式非常用発電機の油量を確認し，その後も

継続して監視する。 

［電源車の場合］ 

(a) 発電所災害対策本部は，保修対応要員に燃料油貯蔵タンク（ディ

ーゼル発電機用）からタンクローリによる電源車への燃料補給を指

示する。 

(b) 保修対応要員は，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）から

電源車への燃料（軽油）補給作業の準備を実施する。 

(c) 保修対応要員は，タンクローリを燃料油貯蔵タンク（ディーゼル

発電機用）近傍に移動させ，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）から，タンクローリにて燃料（軽油）の吸入を実施する。 

(d) 保修対応要員は，タンクローリを電源車の近傍に移動させ，燃料

（軽油）の補給を実施する。 

(e) 保修対応要員は，タンクローリの油量を確認し，定格負荷運転時

の給油作業着手間隔に達した場合，以降(c)，(d)を繰り返し燃料の

補給を実施する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の現場における燃料補給作業のうち，空冷式非常用発電機の燃料
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補給作業については，中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場に

おける対応は運転員等 1 名及び保修対応要員 4 名により作業を実施し，

所要時間は，約 120 分と想定する。電源車の燃料補給作業については，

現場における対応は保修対応要員 3 名により作業を実施し，所要時間は，

約 105 分と想定する。 

空冷式非常用発電機の燃料消費率は，約 329l／h（1 台）であり，起

動から枯渇までの時間は約 2.4 時間と想定しており枯渇までに燃料（軽

油）補給を実施する。 

電源車の燃料消費率は，約 114.8l／h であり，起動から枯渇までの時

間は約 2.1 時間と想定しており枯渇までに燃料（軽油）補給を実施する。 

なお，重大事故等発生後 7 日間運転継続するために必要な燃料（軽油）

の備蓄量として，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）（約 628kl）

を管理する。 

また，円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通

信設備等を整備する。作業環境の周囲温度は外気温度と同程度である。
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第1.14.1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整理する手順書の分類 

交
流
電
源
喪
失 

ディーゼル発電機 

（ 全 交 流 動 力 電 源 喪

失） 

代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電 

空冷式非常用発電機 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※１※２ 

可搬型燃料給油ポンプ※１ 

後備変圧器２次側電路 

多
様
性
拡
張
設
備 

号機間電力融通ケーブル 

ディーゼル発電機（１号炉） 

軽油貯蔵タンク（１号炉）※３ 

電源車 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

タンクローリ※２ 

※１：空冷式非常用発電機の燃料補給に使用する。 

※２：電源車の燃料補給に使用する。 

※３：ディーゼル発電機（１号炉）の燃料補給に使用する。 
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第 1.14.2 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整理する手順書の分類 

直
流
電
源
喪
失 

ディーゼル発電機 

（ 全 交 流 動 力 電 源 喪

失） 

代
替
電
源
（
直
流
）
に
よ
る
給
電 

蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄

電池）※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 

蓄電池（重大事故等対処用）※２ 

ディーゼル発電機 

（ 全 交 流 動 力 電 源 喪

失）， 

蓄電池（安全上重要な

設 備 に 供 給 す る 蓄 電

池）及び蓄電池（重大

事故等対処用）の枯渇 

電源車 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※１ 

タンクローリ※１ 

充電器（重大事故等対処用） 

※１：電源車の燃料補給に使用する。 

※２：全交流動力電源喪失後2時間以内に不要直流負荷の切離しを実施し，非常用直流母線及び重大事故等対処用専用直流母線負

荷に対し給電を行う。 
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第1.14.3表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対応設備 整理する手順書の分類 

所
内
電
気
設
備
機
能
喪
失 

所内電気設備 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

空冷式非常用発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器

破損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用す

る手順 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機

用）※１※２ 

可搬型燃料給油ポンプ※１ 

重大事故等対処用専用電源盤 

電源車 

タンクローリ※２ 

※１：空冷式非常用発電機の燃料補給に使用する。 

※２：電源車の燃料補給に使用する。 
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第1.14.4表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.14 電源の確保に関する手順等 

 
監視計器一覧（1／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.14.2.1 代替電源（交流）による給電手順等 

(1) 空冷式非常用発電機
による代替電源（交
流）からの給電 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

操
作 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・2A，2B，2C，2D インバータ電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計（空冷式
非常用発電機遠隔起動装置） 

(2) 後備変圧器２次側電
路を使用した号機間
融通による代替電源
（交流）からの給電
（１号炉） 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計（空冷式
非常用発電機遠隔起動装置） 

・6.6kV1A，1B 母線受電電圧計（１号炉） 

・440V1C，1D 母線受電電圧計（１号炉） 

操
作 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・2A，2B，2C，2D インバータ電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 
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監視計器一覧（2／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.14.2.1 代替電源（交流）による給電手順等 

(3)号機間電力融通ケーブ
ルを使用した号機間融
通による代替電源（交
流）からの給電（１号
炉） 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・6.6kV1A，1B 母線受電電圧計（１号炉） 

・440V1C，1D 母線受電電圧計（１号炉） 

操
作 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・2A，2B，2C，2D インバータ電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 

(4)電源車による代替電源
（交流）からの給電 

判
断
基
準

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

操
作 

電源 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・2A，2B，2C，2D インバータ電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 

・電源車電圧計，電力計，周波数計 
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監視計器一覧（3／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.14.2.2 代替電源（直流）による給電手順等 

(1)蓄電池（安全上重要な
設 備 に 供 給 す る 蓄 電
池）及び蓄電池（重大
事故等対処用）による
所内常設蓄電式直流電
源からの給電 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

操
作 

電源 
・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

(2)電源車及び充電器（重
大事故等対処用）によ
る代替電源（直流）か
らの給電 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

操
作 

電源 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・電源車電圧計，電力計，周波数計 
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監視計器一覧（4／4） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.14.2.3 代替所内電気設備による給電手順等 

(1)代替所内電気設備によ
る給電（空冷式非常用
発電機） 

判
断
基
準 

電源 
・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電

圧計 

操
作 

電源 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計（空冷式
非常用発電機遠隔起動装置） 

(2)代替所内電気設備によ
る給電（電源車） 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計（空冷式
非常用発電機遠隔起動装置） 

操
作 

電源 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・2A，2B 直流電源電圧計 

・重大事故等対処用専用直流電源電圧計 

・インバータ（重大事故等対処用）電圧計 

・電源車電圧計，電力計，周波数計 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110  120 
             

手順の項目 要員（数）   

空冷式非常用発電機によ
る代替電源（交流）から
の給電 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

              

 

             

             

運転員等 
（現場） 2 

            

             

             

             

保修対応要員 1 
移動，空冷式非常用発電機起動確認（適宜実施） 

             

受電後操作 
（充電器（安全上重要な
設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等
対処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

            

蓄電池（安全上重要な
設備に供給する蓄電
池）及び蓄電池（重大
事故等対処用）の枯渇
を考慮し，事象発生約3
時間後までに充電器の
受電を行う 

             

運転員等 
（現場） 2 

  
 

         

             

保修対応要員 2 
  

移動，蓄電池室排気ファン（安全上重要な 
設備に供給する蓄電池）出入口ダンパ開操作      

             

 

第1.14.4図 空冷式非常用発電機による代替電源（交流）からの給電タイムチャ

ート 

 

約18分 空冷式非常用発電機による代替電源（交流）から給電開始 

約30分 非常用コントロールセンタの受電 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池） 
及び充電器（重大事故等対処用）の受電 

空冷式非常用発電機からの給電準備，起動操作

空冷式非常用発電機からの受電操作

移動，所内電源母線受電準備（遮断器操作）

重大事故等対処用専用電源盤受電

移動，充電器（安全上重要な設備に供給する 
蓄電池）及び充電器（重大事故等対処用）の受電

蓄電池室排気ファン起動

非常用コントロールセンタ受電
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経過時間（分） 

備考  15 30 45 60 75 90 105 120 135 150 165  180 
     

手順の項目 要員（数）   

後備変圧器２次側電路を
使用した号機間融通によ
る代替電源（交流）から
の給電（１号炉） 

運転員等 
（中央制御室） 
（受電号機） 

1 

            
 

 

 

            

運転員等 
（現場） 
（受電号機） 

2 

            

   受電側遮断器操作        

           

運転員等 
（中央制御室） 
（供給号機） 

1 

              

            

運転員等 
（現場） 
（供給号機） 

1 

            

             

受電後操作 
（充電器（安全上重要な
設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等
対処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

             

蓄電池（安全上重要な
設備に供給する蓄電
池）及び蓄電池（重大
事故等対処用）の枯渇
を考慮し，事象発生24
時間後までに充電器の
受電を行う 

             

運転員等 
（現場） 

2 

    
 

        

             

保修対応要員 2 

         

     
 

       

 

第1.14.8図 後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通による代替電源（交流）

からの給電（１号炉）タイムチャート 

  

約85分 後備変圧器２次側電路を使用した号機間融通
による代替電源（交流）からの給電開始 
 

非常用コントロールセンタの受電 

受電準備

供給準備

供給準備，遮断器投入条件作成

供給側遮断器操作

供給側遮断器操作

受電準備

非常用コントロールセンタ受電 

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等対処用）の受電

受電側遮断器操作

移動，充電器（安全上重要な設備に供給する 
蓄電池）及び充電器（重大事故等対処用）の受電

蓄電池室排気ファン起動

移動，蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備に 
供給する蓄電池）出入口ダンパ開操作 
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経過時間（分） 

備考  15 30 45 60 75 90 105 120 135 150 165 180 195 210  225 
                

手順の項目 要員（数）   

号機間電力融通ケーブル
を使用した号機間融通に
よる代替電源（交流）か
らの給電（１号炉） 

保修対応要員 3 

移動               

 

                 

   ケーブル接続            

運転員等 
（中央制御室） 
（受電号機） 

1 
                 

                

運転員等 
（現場） 
（受電号機） 

2 
                

               

運転員等 
（中央制御室） 
（供給号機） 

1 
                  

                

運転員等 
（現場） 
（供給号機） 

1 
 

 
             

                

受電後操作 
（充電器（安全上重要な
設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等
対処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室） 1 

               

蓄電池（安全上
重要な設備に供
給する蓄電池）
及び蓄電池（重
大事故等対処
用）の枯渇を考
慮し，事象発生
24時間後までに
充電器の受電を
行う 

                

運転員等 
（現場） 2 

                

                

保修対応要員 2 
             

                

 

第 1.14.11 図 号機間電力融通ケーブルを使用した号機間融通による代替電源

（交流）からの給電（１号炉）タイムチャート 

 

約 105 分 号機間電力融通ケーブルを使用した
号機間融通による代替電源（交流）からの給電
開始 

非常用コントロールセンタの受電 
充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等対処用）の受電

供給準備， 
遮断器投入条件作成 供給側遮断器操作

供給準備 供給側遮断器操作

受電側遮断器操作受電準備

隔離確認，移動

受電準備 受電側遮断器操作

非常用コントロールセンタ受電 

移動，充電器（安全上重要な設備に供給する 
蓄電池）及び充電器（重大事故等対処用）の受電

蓄電池室排気ファン起動

移動，蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備に
供給する蓄電池）出入口ダンパ開操作 
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380  400 
                

手順の項目 要員（数） 

 
 

電源車による代替電源
（交流）からの給電 

保修対応要員 4 

                 

 

                 

  ケーブル布設，接続，燃料補給        

                

        電源車起動確認（適宜実施） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

                 

                

運転員等 
（現場） 

2 

                 

                

               

受電後操作 
（充電器（安全上重要な
設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等
対処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

                  

蓄電池（安全上
重要な設備に供
給する蓄電池）
及び蓄電池（重
大事故等対処
用）の枯渇を考
慮し，事象発生
24時間後までに
充電器の受電を
行う 

                

運転員等 
（現場） 

2 

       
 

         

                

保修対応要員 2 

              

                

 

第 1.14.14 図 電源車による代替電源（交流）からの給電タイムチャート 

 

約 310 分 
電源車からの給電開始及び充電器（重大事故等対処用）の受電

非常用コントロールセンタの受電

充電器（安全上重要な設備に供給する蓄電池）
及び充電器（重大事故等対処用）の受電

移動 

受電準備 

移動 

資機材運搬

起動，給電確認

受電操作受電準備 

非常用コントロールセンタ受電

移動，充電器（安全上重要な設備に供給する 
蓄電池）及び充電器（重大事故等対処用）の受電 

蓄電池室排気ファン起動

移動，蓄電池室排気ファン（安全上重要な設備に 
供給する蓄電池）出入口ダンパ開操作 
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経過時間（時間） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8    9 
   

手順の項目 要員（数） 

 

  

蓄電池（安全上重要な設
備に供給する蓄電池）及
び蓄電池（重大事故等対
処用）による所内常設蓄
電式直流電源からの給電 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

         

          

 

第 1.14.18 図 蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大

事故等対処用）による所内常設蓄電式直流電源からの給電タイム

チャート 

 

 

  

約 2時間 
蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）及び蓄電池
（重大事故等対処用）の不要直流負荷切離し完了 

約 25 分 
蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）の不要直流負荷切離し操作 

約 15 分 
蓄電池（重大事故等対処用）の不要直流負荷切離し操作



 

 

付－1－1.14－62 

                      

  

第
1
.
1
4
.
1
9
図
 
電
源
車
及
び
充
電
器
（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
に
よ
る
代
替
電
源
（
直
流
）
か
ら
の
給
電
概
略
系
統

2
B
蓄

電
池
 

（
安

全
上
重

要
な
設
備

に
供

給
す

る
蓄
電
池

）
 

重
大
事
故
等
対
処
用
専
用
ｺﾝ
ﾄ
ﾛｰ
ﾙ
ｾﾝ
ﾀ 

重
大
事
故
等
対
処
用
専
用
直
流
母
線
 

蓄
電
池
 

（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

充
電
器
 

（
重
大
事
故
等
対
処
用
）
 

1
2
5
V
 
2
A
直
流
母
線
 

1
2
5
V
 
2
B
直
流
母
線
 

4
40
V
 2
A
-2

原
子
炉
ｺﾝ
ﾄ
ﾛｰ
ﾙ
ｾﾝ
ﾀ 

4
4
0
V
 
2
C
1
-
1
原
子
炉
ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
 

（
ﾒ
ｶﾆ

ｶ
ﾙ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾛ

ｯ
ｸ）

（
ﾒ
ｶﾆ

ｶ
ﾙ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾛ

ｯ
ｸ）

4
40
V
 2
B
-2

原
子
炉
ｺﾝ
ﾄ
ﾛｰ
ﾙ
ｾﾝ
ﾀ

4
4
0
V
 
2
C
2
-
1
原
子
炉
ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
 

（
ﾒ
ｶﾆ

ｶ
ﾙ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾛ

ｯ
ｸ）

（
ﾒ
ｶﾆ

ｶ
ﾙ

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾛ

ｯ
ｸ）

2
A
蓄

電
池
 

（
安

全
上
重
要
な
設
備
に
供
給
す
る
蓄
電
池
）
 

重
大
事
故
等
対
処
用
専
用
低
圧
母
線
 

電
源

車
 

2
A
直

流
配
電

盤
2
B
直

流
配
電

盤

代
替

電
源
 

接
続

盤
 

（
低

圧
）
 

イ
ン
バ
ー
タ
 

（
重
大
事
故
等
対
処
用
）

イ
ン
バ
ー
タ

2
A
 

イ
ン

バ
ー
タ

2C
イ

ン
バ

ー
タ

2B
イ

ン
バ

ー
タ

2D

実
線

は
常
設

ケ
ー
ブ
ル

を
示

す
。
 

点
線

は
可
搬

ケ
ー
ブ
ル

を
示

す
。
 

：
受

電
時
遮

断
器
「
入

操
作

」
 

 

 
 

 ：
受

電
時

遮
断
器

「
切

操
作

」
 

 

：
通

常
遮
断

器
 
「
入

」
 

 
 
 

 
 

 ：
通

常
遮

断
器
 

「
切

」
 



 

付－1－1.14－63 

 

 
経過時間（分） 

備考  20 40 60 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380  400 
                

手順の項目 要員（数） 

 
 

電源車及び充電器（重大
事故等対処用）による代
替電源（直流）からの給
電 

保修対応要員 4 

                 

 

                 

  ケーブル布設，接続，燃料補給        

                

        電源車起動確認（適宜実施） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

       
 

        

                

運転員等 
（現場） 

1 

                 

                

               

                

 

第 1.14.20 図 電源車及び充電器（重大事故等対処用）による代替電源（直流）

からの給電タイムチャート 

 

約 330 分 電源車及び充電器（重大事故等対処用）
による代替電源（直流）からの給電開始 

移動 

資機材運搬

起動，給電確認

蓄電池室排気ファン
（重大事故等対処用）起動受電準備 

重大事故等対処用専用
コントロールセンタ受電

受電操作

移動 

受電準備 
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第 1.14.24 図 直流電源喪失に対する対応手順

全交流動力電源喪失 

交流動力電源が復旧したか 

電源車，充電器 

（重大事故等対処用） 

準備開始 

第 1.14.16 図 

全交流動力電源機能喪失に 

対する対応手順より 

電源車，充電器 

（重大事故等対処用） 

準備完了 

24 時間以内に電源車及び 

充電器（重大事故等対処用） 

による給電開始 

充電器による 

直流給電 

蓄電池（安全上重要な設備に供給 

する蓄電池）及び蓄電池（重大事故 

等対処用）による給電開始 

2時間以内に蓄電池（安全上重要な設備 

に供給する蓄電池）及び蓄電池（重大 

事故等対処用）の不要直流負荷切離し 

YES 

NO 

YES 

NO 

 

：操作・確認              ：別フローへ移行 

：プラント状態             ：判断 

：重大事故等対処設備による手順 

凡例 

24 時間以内に 

交流動力電源が回復するか 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

  

代替所内電気設備による
給電（空冷式非常用発電
機） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

受電準備       

          

保修対応要員 1 

移動，空冷式非常用発電機起動確認（適宜実施） 

          

受電後操作 
（充電器（重大事故等対
処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

   
 

     

 

          

運転員等 
（現場） 

1 

      受電操作   

          

 

第1.14.26図 代替所内電気設備による給電（空冷式非常用発電機）タイムチャー

ト 

 

  

充電器（重大事故等対処用）に
よる給電開始 

約 60 分 空冷式非常用発電機による
代替所内電気設備への給電開始 

空冷式非常用発電機からの給電準備，起動操作 

重大事故等対処用専用電源盤受電 

蓄電池室排気ファン
（重大事故等対処用）起動
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経過時間（分） 

備考  20 40 60 180 200 220 240 260 280 300 320 340 360 380  400 
                

手順の項目 要員（数） 

 
 

代替所内電気設備によ
る給電（電源車） 

保修対応要員 4 

                 

 

                 

  ケーブル布設，接続，燃料補給        

                

        電源車起動確認（適宜実施） 

運転員等 
（中央制御室）

1 

                 

                

運転員等 
（現場） 

1 

                 

                

                

受電後操作 
（充電器（重大事故等
対処用）の受電操作） 

運転員等 
（中央制御室）

1 

      
 

        

 

               

運転員等 
（現場） 

1 

              

                

 

第 1.14.27 図 代替所内電気設備による給電（電源車）タイムチャート 

 

  

移動 

移動 

資機材運搬

起動，給電確認

約 310 分 電源車による代替所内電気設備への給電開始
充電器（重大事故等対処用）に 
よる給電開始 

受電準備 

受電準備 重大事故等対処用専用電源盤受電 

蓄電池室排気ファン
（重大事故等対処用）起動

受電操作 
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○空冷式非常用発電機への燃料補給 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140  150 
      

手順の項目 要員（数） 

 

 

空冷式非常用発電機への
燃料（軽油）補給 

保修対応要員 4 

移動     

 

       

  可搬型ホース，可搬型燃料給油ポンプ設置     

      

運転員等 
（中央制御室） 

1 

      

 

  
 

   

運転員等 
（現場） 

1 

     

      

 

○電源車への燃料補給 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140  150 
       

手順の項目 要員（数） 

 

 

電源車への燃料（軽油）
補給 

保修対応要員 3 

      

 

        

        

    吸上げ     

         

         

        

         

        

 

第 1.14.29 図 空冷式非常用発電機等への燃料（軽油）補給タイムチャート 

 

  

約 105 分 

ホース片付け，移動

燃料補給準備 

給油

ホース片付け，移動 

電源車への給油開始 

繰り
返し

タンクローリ 
⇒電源車 

燃料油貯蔵タンク
（ディーゼル発電
機用） 
⇒タンクローリ

移動，タンクローリ準備 

タンクマンホール開放

吸上げ準備（ホース布設等）

約 120 分 

可搬型燃料給油ポンプ電源操作

空冷式非常用発電機への 
給油開始 

可搬型燃料給油ポンプ起動 

資機材運搬
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.15.1 設備の選定と対応手段 

(1) 設備の選定と対応手段の考え方 

(2) 設備の選定と対応手段の選定の結果 

ａ．パラメータを計測する計器の故障時に原子炉施設の状態を把握するた

めの手段及び設備 

ｂ．原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範

囲を超えた場合に原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

ｃ．計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 

ｄ．重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

ｅ．手順等 

1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1) 計器の故障 

(2) 計器の計測範囲（把握能力）を超えた場合 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1) 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失 

ａ．全交流動力電源喪失時の代替電源の供給 

ｂ．直流電源喪失時の代替電源の供給 

ｃ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

ｄ．可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）による電源

の供給 

1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 
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1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，重大事故等が発生し，計測機器（非常用

のものを含む。）の故障により当該重大事故等に対処するために監視する

ことが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において当該

パラメータを推定するために有効な情報を把握するために必要な手順等が

適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示されているこ

と。 

【解釈】 

１ 「当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ

を計測することが困難となった場合においても当該パラメータを推定す

るために有効な情報を把握するために必要な手順等」とは,以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等を

いう。なお，「当該重大事故等に対処するために監視することが必要な

パラメータ」とは，事業者が検討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器

破損防止対策を成功させるために把握することが必要な発電用原子炉施

設の状態を意味する。 

ａ）設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態の把握能

力を明確化すること。（最高計測可能温度等） 

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高計測可能温度等）を超

えた場合の発電用原子炉施設の状態を推定すること。 

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位を推定すること。 

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を推定するこ

と。 
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重大事故等が発生し，計測機器の故障等により，当該重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場

合に，当該パラメータを推定するために有効な情報を把握するため，計器の

故障時の対応，計器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電源の喪失時の

対応，計測結果を記録する手順等を整備する。 

 

ⅲ）推定するために必要なパラメータについて，複数のパラメータ

の中から確からしさを考慮し，優先順位を定めておくこと。 

c）原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量率

など想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータが計測

又は監視及び記録ができること。 

d）直流電源喪失時に，特に重要なパラメータを計測又は監視を行う

手順等(テスター又は換算表等)を整備すること。 

ⅲ）推定するために必要なパラメータについて，複数のパラメータ

の中から確からしさを考慮し，優先順位を定めておくこと。 

ｃ）原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量率

など想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータが計測又

は監視及び記録ができること。 

ｄ）直流電源喪失時に，特に重要なパラメータを計測又は監視を行う

手順等（テスター又は換算表等）を整備すること。 
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1.15.1 設備の選定と対応手段 

(1) 設備の選定と対応手段の考え方 

重大事故等時において，炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策

を実施するため，原子炉施設の状態を把握することが重要である。当該

重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを整理し，

検討した炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるため

に監視することが必要なパラメータを明確にする（第 1.15.1 図）。 

また，当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメ

ータを計測することが困難となった場合において，当該パラメータ（以

下，付録 1.15 において「主要パラメータ」という。）を推定するため

に必要なパラメータ（以下，付録 1.15 において「代替パラメータ」と

いう。）を用いて推定する対応手段を整備する（第 1.15.2 図）。（以

下，付録 1.15 において「機能喪失原因対策分析」という。） 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備※１を選定する（第 1.15.1 表）。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや

全てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラ

ント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則」第五十八条及び「技術基準規則」第七十三

条（以下，付録 1.15 において「基準規則」という。）の要求機能を満

足する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備

との関係を明確にする。 

炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるために把握

することが必要な原子炉施設の状態を監視する主要パラメータは，事象
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の判別を行う運転手順書の判断基準，炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順書の適用条件，炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する運転手順書の適用条件及び「技術的能力審査基準」1.1から

1.10，1.13，1.14のパラメータより選定する。 

「技術的能力審査基準」1.11，1.12，1.16から1.19については，炉心

損傷防止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるための手順とは別

に整理した使用済燃料貯蔵槽，監視測定，緊急時対策所及び通信連絡等

の対応手順として整備する。 

選定した主要パラメータ（パラメータの分類：原子炉圧力容器内の温

度，圧力及び水位，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量，原

子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度，放射線量率，未臨界の

維持又は監視，最終ヒートシンクの確保，格納容器バイパスの監視，水

源の確保及びアニュラス内の水素濃度等）は，以下のとおり分類する

（第 1.15.1 図）。 

ａ．重要な監視パラメータ 

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設

備としての要求事項を満たした計器で計測するパラメータをいう。 

ｂ．有効な監視パラメータ 

主要パラメータのうち，多様性拡張設備の計器で計測されるが，計測

することが困難となった場合でも重大事故等対処設備の計器で計測され

る代替パラメータを有するものをいう。 

ｃ．補助的な監視パラメータ 

主要パラメータのうち，現場運転状態，操作スイッチ表示灯及び関連

警報等により監視が可能なパラメータ及び当該パラメータなしで操作の

続行が可能なパラメータをいう。 
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さらに，次のとおり重要代替パラメータを選定する。 

ｄ．重要代替パラメータ 

重要な監視パラメータの代替パラメータのうち重大事故等対処設備と

しての要求事項を満たした計器（当該重要な監視パラメータの他チャン

ネル及び他ループの重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計

器を含む。）及び有効な監視パラメータの代替パラメータを計測する重

大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器により計測されるパ

ラメータをいう。 

なお，選定フローにおいて，有効な監視パラメータ又は補助的な監視

パラメータの分類に該当しないものは，耐震性，耐環境性を有さない重

要な監視パラメータに該当すると判断し，耐震性，耐環境性を有した計

器へ仕様変更又は設備変更を行う。 

選定フローにより分類し，抽出した重要な監視パラメータ，重要代替

パラメータを第 1.15.2 表に示す。 

分類した重要な監視パラメータ及び重要代替パラメータにより，重大

事故等対処に必要な原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度及

び放射線量率など想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータ

を計測又は監視及び記録する。 

設計基準を超える状態における原子炉施設の状態を把握する能力とし

て，重要な監視パラメータ及び重要代替パラメータを計測する計器の計

測範囲，計器の個数，耐震性，非常用電源からの給電の有無等を明確に

した運転手順書を整備する（第 1.15.2 表）。 

重要な監視パラメータ（原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並

びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量等）又は有効な監視

パラメータを計測する計器が故障により，計測することが困難となった
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場合，当該パラメータを推定する手段を整備する（第 1.15.3 表，第

1.15.4 表）。 

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計測範囲を超え

た場合，原子炉施設の状態を推定するための手段を整備する。 

計測に必要な計器電源が喪失した場合，重大事故等の対処に必要なパ

ラメータを計測又は監視する手段を整備する。 

重大事故等の対処に必要なパラメータを計測又は監視し，記録する手

段を整備する。 

(2) 設備の選定と対応手段の選定の結果 

ａ．パラメータを計測する計器の故障時に原子炉施設の状態を把握するた

めの手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等の対処時に重要な監視パラメータ及び有効な監視パラメ

ータを計測する計器が故障した場合，原子炉施設の状態を把握するた

め，多重化された計器の他チャンネル※２又は他ループの計器による

監視及び代替パラメータを計測する計器により当該パラメータを推定

する手段を整備する。 

※２ チャンネル：重要な監視計器については単一故障を想定して

も，パラメータを監視できなくならないように，1 つのパラメ

ータを複数の計器で監視する。複数の計器の 1 つを指すときに

チャンネルと呼ぶ。 

他チャンネル又は他ループによる監視及び代替パラメータを計測

する計器によるパラメータの推定に使用する設備は，以下のとおり。 

ⅰ) 当該パラメータの他チャンネル又は他ループの重要計器 
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重大事故等対処設備として選定する計器 

ⅱ) 当該パラメータの他チャンネル又は他ループの常用計器 

重大事故等対処設備としての要求事項を満たさない多様性拡張設

備の計器 

ⅲ) 重要代替計器 

代替パラメータを計測する計器で，重大事故等対処設備としての

要求事項を満たした設備 

ⅳ) 常用代替計器 

代替パラメータを計測する計器で，重大事故等対処設備としての

要求事項を満たさない多様性拡張設備 

主要パラメータのうち，重要な監視パラメータ及び有効な監視パ

ラメータを計測する計器が故障した場合に使用する代替パラメータ

を第 1.15.3 表に示す。 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定したパラメータを計測する

計器の故障時に原子炉施設の状態を把握するための設備のうち，当該

パラメータの他チャンネル又は他ループの重要計器及び重要代替計器

を重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，重要な監視パラメータ及び有

効な監視パラメータを把握することができるため，以下の設備は，多

様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・当該パラメータの他の常用計器及び常用代替計器 

耐震性等がないものの，監視可能であれば原子炉施設の状態を

把握することが可能なことから代替手段として有効である。 

ｂ．原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び
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原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範

囲を超えた場合に原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等の対処時に当該パラメータが計測範囲を超えた場合は，

原子炉施設の状態を把握するため，代替パラメータを計測する計器又

は可搬型計測器により必要とするパラメータの値を推定する手段を整

備する。 

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器 

・常用代替計器 

可搬型計測器による必要とするパラメータの値を推定する手段は以

下のとおり。 

・可搬型計測器 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，パラメータの値が計

器の計測範囲を超えた場合に原子炉施設の状態を把握するための設備

のうち，重要代替計器及び可搬型計測器は重大事故等対処設備と位置

付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，当該パラメータを把握するこ

とができるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせ

て，その理由を示す。 

・常用代替計器 

耐震性等がないものの，監視可能であれば原子炉施設の状態を

把握することが可能なことから代替手段として有効である。 

ｃ．計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 
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(a) 対応手段 

監視パラメータの計器に供給する電源が喪失し，監視機能が喪失し

た場合に，代替電源設備より給電し，当該パラメータの計器により計

測し監視する手段を整備する。 

また，直流電源が喪失した場合に，電源を内蔵した可搬型計測器を

用いて計測し監視する手段がある。 

代替電源（交流）からの給電に使用する設備は，以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用） 

代替電源（直流）からの給電に使用する設備は，以下のとおり。 

・蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池） 

・蓄電池（重大事故等対処用） 

・電源車 

・充電器（重大事故等対処用） 

・タンクローリ 

直流電源が喪失した場合に計器に内蔵した電源により個別に計測す

る設備は，以下のとおり。 

・可搬型計測器 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，空冷式非常用発電機，

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，

蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池），蓄電池（重大事故等

対処用），電源車，充電器（重大事故等対処用），タンクローリ及び
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可搬型計測器は，重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの重大事故等対処設備により，重要な監視パラメータ及び有

効な監視パラメータを把握することができるため，以下の設備は，多

様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用） 

電源を供給できる容量に限りがあり，重大事故等の対処時にお

いて連続監視することができないものの，代替電源設備による給

電ができない場合において，炉外核計装装置及び放射線監視装置

のパラメータを把握することが可能なことから代替手段として有

効である。 

ｄ．重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等時において，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水

素濃度及び放射線量率など想定される重大事故等の対応に必要となる

監視パラメータを記録する手段を整備する。 

監視パラメータを記録する設備は，以下のとおり。 

・緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ） 

（以下，付録1.15において「ＳＰＤＳ」という。） 

・ＳＰＤＳデータ表示装置 

・可搬型温度計測装置 

（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）） 

また，重大事故等時の有効な監視パラメータについても使用できる

場合は，可能な限りパラメータを記録する手段を整備する。 

なお，その他の記録として，監視パラメータの警報及びプラントト

リップ状態を可能な限り記録する手段を整備する。 
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有効な監視パラメータを記録する設備は，以下のとおり。 

・プロセス計算機 

（計算機運転日誌，警報記録，事故時データ収集記録） 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

重要な監視パラメータを記録する設備であるＳＰＤＳ，ＳＰＤＳデ

ータ表示装置及び可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口

温度／出口温度（ＳＡ））は，重大事故等対処設備と位置付ける。 

重要な監視パラメータは，原則として，ＳＰＤＳへ記録するが，監

視が必要な時に現場に設置する計器の値，複数の計測結果を使用し計

算により推定する監視パラメータ（計測結果を含む。）の値は，専用

の記録装置又は記録用紙に記録する。 

なお，その他は可能な限り多様性拡張設備により記録する。 

以上の重大事故等対処設備により，重要な監視パラメータを記録す

ることができるため，以下の設備は，多様性拡張設備と位置付ける。

あわせて，その理由を示す。 

・プロセス計算機 

（計算機運転日誌，警報記録，事故時データ収集記録） 

耐震性を有していないが，設備が健全である場合は重大事故等

の対処に必要となる監視パラメータの記録が可能なことから代替

手段として有効である。 

ｅ．手順等 

上記のａ．，ｂ．，ｃ．及びｄ．により選定した対応手段に係る手順を整

備する。また，給電が必要となる設備についても整備する（第 1.15.6

表）。 

これらの手順は，運転員等※３及び保修対応要員※４の対応として，炉
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心の著しい損傷が発生した場合に対処する運転手順等の対応手順等に定

める（第 1.15.1 表）。 

※３ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※４ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

 

1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1) 計器の故障 

重要な監視パラメータ（原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並

びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量等）又は有効な監視

パラメータを計測する計器が故障により，計測することが困難となった

場合，当該パラメータを推定する手段を整備する（第1.15.1表，第

1.15.3表）。 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．(d)の手順着手の判断は，ｂ．(a)から(c)までの手順により主要

パラメータのうち重要な監視パラメータ及び有効な監視パラメータを計

測する計器の故障が疑われた場合。 

ｂ．パラメータ監視の手順 

計器の故障の判断及び対応手順は，以下のとおり。 

(a) 監視が必要な重要な監視パラメータ及び有効な監視パラメータの

指示値を読み取る。 

(b) 読み取った指示値が正常であることを，運転手順書に明確に示さ

れた計測レンジ範囲内にあること及びプラント状況等によりあらか

じめ推定される値との間に大きな差異がないこと等により確認する。 
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(c) 原子炉施設の状態を把握するために必要とする重要な監視パラメ

ータについて，他チャンネル又は他ループの計器がある場合は，当

該計器により当該パラメータを計測する。 

なお，当該パラメータの他の常用計器で監視可能であれば確認に

使用する。 

(d) パラメータ選定にて選定した重要代替パラメータ（他チャンネル

及び他ループの重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計

器を除く。）の値を用いて以下の方法で推定する。 

なお，常用代替計器が使用可能であれば，推定に使用する。 

ｃ．代替パラメータでの推定方法 

計器故障時，当該パラメータの他チャンネル又は他ループの計器があ

る場合，他チャンネルの計器による計測を優先し，次に他ループの計器

により計測する。 

重要代替パラメータ（他チャンネル及び他ループの重大事故等対処設

備としての要求事項を満たした計器を除く。）の値により推定を行う際

に，推定に使用する計器が複数ある場合，より直接的なパラメータ，検

出器の種類及び使用環境条件を考慮するとともに，計測される値の確か

らしさを判断の上で使用するパラメータの優先順位をあらかじめ定める。 

パラメータを基準配管に水を満たした構造で計測するものについては，

急激な減圧等により基準配管の水が蒸発し不確かな指示をする可能性が

ある。そのような状態が想定される場合は，関連するパラメータを複数

確認しパラメータを推定する。なお，蒸気発生器水位（狭域），蒸気発

生器水位（広域）及び加圧器水位を除き，基準配管の水位に起因する不

確かさを考慮する必要はない。 

また，重大事故等の環境下で最も設置雰囲気の環境が厳しくなるのは，
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原子炉格納容器内に蒸気が充満し加圧された状況であり，環境として圧

力，温度，放射線量が厳しい状況下においても，その監視機能を維持で

きる計器（第1.15.2表の重大事故等対処設備）を優先して使用する。 

重大事故等の状況によっては，耐震性，耐環境性がない計器（多様性

拡張設備）についても，監視機能を維持している場合，重大事故等の対

処に有効な情報を得ることができる。ただし，多様性拡張設備について

は環境条件や不確かさを考慮し，耐震性，耐環境性のある計器のパラメ

ータの値との差異を評価し，パラメータの値，信頼性を考慮した上で使

用する。 

事故発生から事象の進展状況（兆候）による炉心の冷却状態（漏えい

の規模，安全注入状況）や当該パラメータの計器が故障するまでの状態

等，関連するパラメータを複数確認し，得られた情報の中から有効な情

報を評価することで，適切な原子炉施設の状態の把握に努める。 

なお，圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係か

ら推定する場合は，水が飽和状態でないと不確かさが生じるため，計器

が故障するまでの原子炉施設の状況及び事象進展状況を踏まえ，複数の

関連パラメータを確認し，有効な情報を得た上で推定する。また，代替

パラメータによる推定に当たっては，代替パラメータの誤差による影響

を考慮する。 

(a) 原子炉圧力容器内の温度の推定 

１次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広域）

の計測が困難になった場合，代替パラメータの１次冷却材低温側温度

（広域）又は１次冷却材高温側温度（広域）により原子炉圧力容器内

の温度を推定する。この推定方法では，重大事故等時において約10℃

程度の温度差が生じる可能性があることを考慮し推定する。また，使
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用可能であれば炉心出口温度（多様性拡張設備）により原子炉圧力容

器内の温度を推定する。 

炉心出口温度（多様性拡張設備）の計測が困難になった場合，代替

パラメータの１次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温

度（広域）により原子炉圧力容器内の温度を推定する。この推定方法

では，炉心出口のより直接的な値を示す１次冷却材高温側温度（広域）

を優先して使用する。 

１次冷却材高温側温度（広域）と炉心出口温度の関係は，炉心冠水

状態から炉心損傷を判断する時点（350℃）において１次冷却材高温

側温度（広域）の方がやや低めの値を示すものの，大きな温度差は見

られないことから，１次冷却材高温側温度（広域）により炉心損傷を

判断することが可能である。なお，炉心出口温度は，全交流動力電源

喪失時においても，炉心出口温度（8点）を中央制御室設置の記録装

置により監視及び記録可能である。炉心出口温度の計測上限値は

650℃であるが，可搬型計測器を使用することで検出器の温度素子の

機能上限（約1,300℃）まで温度測定が可能である。 

(b) 原子炉圧力容器内の圧力の推定 

１次冷却材圧力の計測が困難となった場合，代替パラメータの１次

冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広域）により，

原子炉圧力容器内の圧力と水の飽和温度の関係から原子炉圧力容器内

の圧力を推定する。この推定方法では，原子炉圧力容器内が飽和状態

である場合に適用できるが，飽和状態でないことを確認した場合は，

不確かさを考慮し，関連パラメータを複数確認した中から有効な情報

を組み合わせて推定する。また，計測範囲内であれば加圧器圧力（多

様性拡張設備）により推定する。 



付－1－1.15－18 

加圧器圧力（多様性拡張設備）の計測が困難となった場合，代替パ

ラメータの１次冷却材圧力により推定する。この推定方法では，測定

精度は加圧器圧力に比べ劣るが，重大事故等時において計測範囲が広

い１次冷却材圧力を使用する。 

(c) 原子炉圧力容器内の水位の推定 

加圧器水位の計測が困難となった場合は，代替パラメータの原子炉

容器水位により原子炉圧力容器内の水位を推定する。また，サブクー

ル度（ＣＲＴ）（多様性拡張設備），１次冷却材圧力及び１次冷却材

高温側温度（広域）により，原子炉圧力容器内がサブクール状態又は

飽和状態であることを監視することで，原子炉圧力容器内の水位が，

炉心上端以上で冠水状態であることを確認する。なお，加圧器の急激

な減圧時にパラメータ計測に必要な基準配管の水が蒸発し，高めで不

確かな水位を示す可能性があるため，そのような場合には，原子炉容

器水位により原子炉圧力容器内の水位を推定する。 

重大事故等時において，加圧器水位の計測範囲外となった場合，原

子炉圧力容器内の水位は直接計測している原子炉容器水位を優先して

使用し確認する。なお，原子炉圧力容器内が過熱状態の場合，炉心注

入水により原子炉容器水位の指示に影響を及ぼす可能性があることを

考慮し，関連パラメータを複数確認した中から有効な情報を組み合わ

せて推定する。 

原子炉容器水位の計測が困難となった場合は，加圧器水位により，

原子炉圧力容器内の水位を推定する。また，サブクール度（ＣＲＴ）

（多様性拡張設備），１次冷却材圧力及び炉心出口温度（多様性拡張

設備），１次冷却材高温側温度（広域），１次冷却材低温側温度（広

域）により原子炉圧力容器内がサブクール状態又は飽和状態であるこ
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とを監視することで，原子炉圧力容器内の水位が，炉心上端以上で冠

水状態であることを確認する。 

プラント停止中におけるＲＣＳミッドループ運転時において，１次

冷却系ループ水位（多様性拡張設備）の計測が困難となった場合，代

替パラメータの１次冷却材高温側温度（広域）及び１次冷却材低温側

温度（広域）の傾向監視，又は余熱除去ポンプ出口圧力（多様性拡張

設備）の傾向監視により水位を推定する。この推定方法では，温度の

急上昇により原子炉圧力容器内の水位が，炉心上端以下で冠水してい

ないことを推定する。また，余熱除去ポンプ出口圧力（多様性拡張設

備）の低下により原子炉圧力容器内の水位が低下していることを推定

する。 

(d) 原子炉圧力容器への注水量の推定 

ほう酸注入ライン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去ライン

流量及び充てんライン流量（多様性拡張設備）の計測が困難になった

場合，代替パラメータの燃料取替用水タンク水位，加圧器水位，原子

炉容器水位及び格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位変化により

原子炉圧力容器への注水量を推定する。この推定方法では，環境悪化

の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク水位を優

先して使用し推定する。また，加圧器水位及び原子炉冷却材喪失事故

時の監視に使用する原子炉容器水位又は格納容器再循環サンプ水位

（広域）は，水位変化により原子炉圧力容器への注水量を推定する。 

常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量の計測が困難になった場合，

代替パラメータの燃料取替用水タンク水位，復水タンク水位，加圧器

水位，原子炉容器水位及び格納容器再循環サンプ水位（広域）の傾向

監視により原子炉圧力容器への注水量を推定する。この推定方法では，



付－1－1.15－20 

環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク

水位，復水タンク水位を優先して使用し推定するが，可搬型の中間受

槽を水源とする場合及び復水タンクに淡水や海水を補給している場合

は，補給に使用したポンプの性能並びに運転時間により算出した注水

量を考慮する。また，加圧器水位及び原子炉冷却材喪失事故時の監視

に使用する原子炉容器水位又は格納容器再循環サンプ水位（広域）は，

水位変化により原子炉圧力容器への注水量を推定する。 

蓄圧タンク圧力（多様性拡張設備）及び蓄圧タンク水位（多様性拡

張設備）の計測が困難となった場合は，代替パラメータの１次冷却材

圧力及び１次冷却材低温側温度（広域）の傾向監視により蓄圧タンク

からの注水開始を推定する。 

(e) 原子炉格納容器への注水量の推定 

格納容器スプレイ積算流量及び常設低圧代替注水ポンプ出口積算流

量の計測が困難になった場合，代替パラメータの燃料取替用水タンク

水位，復水タンク水位及び格納容器再循環サンプ水位（広域）の水位

変化により原子炉格納容器への注水量を推定する。この推定方法では，

環境悪化の影響を受けることが小さい水源である燃料取替用水タンク

水位，復水タンク水位を優先して使用し推定するが，復水タンクに淡

水や海水を補給している場合は，補給に使用したポンプの性能並びに

運転時間により算出した注水量を考慮する。また，格納容器再循環サ

ンプ水位（広域）は，水位変化により原子炉格納容器への注水量を推

定する。 

ほう酸注入ライン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去ライン

流量，充てんライン流量（多様性拡張設備）の計測が困難となった場

合は，代替パラメータの燃料取替用水タンク水位，格納容器再循環サ
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ンプ水位（広域）の水位変化により，原子炉格納容器への注水量を推

定する。この推定方法では，環境悪化の影響を受けることが小さい水

源である燃料取替用水タンク水位を優先して使用し推定する。また，

格納容器再循環サンプ水位（広域）は，水位変化により原子炉格納容

器への注水量を推定する。 

格納容器スプレイ流量（多様性拡張設備）の計測が困難になった場

合，燃料取替用水タンク水位，復水タンク水位及び格納容器再循環サ

ンプ水位（広域）の水位変化により原子炉格納容器への注水量を推定

する。 

(f) 原子炉格納容器内の温度の推定 

格納容器内温度の計測が困難になった場合，代替パラメータの格納

容器圧力，原子炉格納容器圧力（ＡＭ）により，原子炉格納容器内の

圧力と水の飽和温度の関係から原子炉格納容器内の温度を推定する。

この推定方法では，計測範囲内であればより詳細な圧力が計測できる

格納容器圧力を優先して使用し推定する。なお，原子炉格納容器内が

飽和状態でないことが確認された場合は，不確かさを考慮し，関連パ

ラメータを複数確認した中から有効な情報を組み合わせて推定する。 

(g) 原子炉格納容器内の圧力の推定 

格納容器圧力の計測が困難になった場合，代替パラメータの原子炉

格納容器圧力（ＡＭ）による推定，又は格納容器内温度から原子炉格

納容器内の圧力と水の飽和温度の関係を用いて原子炉格納容器の圧力

を推定する。この推定方法では，同じ圧力の計測をしている原子炉格

納容器圧力（ＡＭ）を優先して使用し推定する。なお，原子炉格納容

器内が飽和状態でないことが確認された場合は，不確かさを考慮し，

関連パラメータを複数確認した中から有効な情報を組み合わせて推定
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する。 

原子炉格納容器圧力（ＡＭ）の計測が困難になった場合，代替パラ

メータの格納容器圧力，又は格納容器内温度から原子炉格納容器内の

圧力と水の飽和温度の関係を用いて原子炉格納容器内の圧力を推定す

る。この推定方法では，計測範囲内であれば，より詳細な圧力が計測

できる格納容器圧力を優先して使用し推定する。なお，原子炉格納容

器内が飽和状態でないことが確認された場合は，不確かさを考慮し，

関連パラメータを複数確認した中から有効な情報を組み合わせて推定

する。 

(h) 原子炉格納容器内の水位の推定 

格納容器再循環サンプ水位（広域）の計測が困難になった場合，計

測範囲内であれば，格納容器再循環サンプ水位（狭域），又は原子炉

下部キャビティ水位，原子炉格納容器水位，注水源である燃料取替用

水タンク水位，復水タンク水位，格納容器スプレイ積算流量及び常設

低圧代替注水ポンプ出口積算流量により，原子炉格納容器内の水位を

推定する。この推定方法では，計測範囲内であれば，相関関係があり

連続的な監視ができる格納容器再循環サンプ水位（狭域）を優先して

使用し推定する。なお，溶融炉心の冷却に必要な水位を確認する場合

は，原子炉格納容器水位，原子炉下部キャビティ水位により確認する。

また，注水量による原子炉格納容器内水位の推定は，炉心注水及び格

納容器スプレイでの注水量の合計値と水位の相関関係により推定する。 

格納容器再循環サンプ水位（狭域）の計測が困難になった場合，代

替パラメータである格納容器再循環サンプ水位（広域）により，広域

水位と狭域水位の相関関係を用いて推定する。 

原子炉下部キャビティ水位の計測が困難になった場合，代替パラメ
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ータである格納容器再循環サンプ水位（広域），又は燃料取替用水タ

ンク水位，復水タンク水位，格納容器スプレイ積算流量及び常設低圧

代替注水ポンプ出口積算流量の合計値（注水量）と原子炉格納容器内

水位の相関関係を用いて推定する。 

原子炉格納容器水位の計測が困難になった場合，代替パラメータで

ある燃料取替用水タンク水位，復水タンク水位，格納容器スプレイ積

算流量及び常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量の合計値（注水量）

と原子炉格納容器内水位の相関関係を用いて推定する。 

(i) 原子炉格納容器内の水素濃度の推定 

格納容器水素濃度の計測が困難になった場合，短時間で取替えが可

能な予備の可搬型格納容器水素濃度計測装置に取り替えて水素濃度を

計測する。また，代替パラメータによる推定方法は，原子炉格納容器

内の水素発生量と静的触媒式水素再結合装置及び電気式水素燃焼装置

の動作特性（水素処理特性）の関係から，静的触媒式水素再結合装置

及び電気式水素燃焼装置の動作状況を確認することにより，原子炉格

納容器内の水素濃度が大規模な水素燃焼が生じない領域であるか否か

を確認する。なお，使用可能であれば，ガス分析計（多様性拡張設備）

により水素濃度を確認し，ガス分析計の結果に基づき水素濃度を推定

する。 

原子炉格納容器内の水素濃度を装置の動作特性を用いて推定する場

合は，間接的な情報により推定するため，不確かさが生じることを考

慮する。 

(j) アニュラス内の水素濃度の推定 

アニュラス水素濃度の計測が困難となった場合，代替パラメータで

ある格納容器水素濃度，及び格納容器エリアモニタ（高レンジ）と排
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気筒ガスモニタ（高レンジ）（多様性拡張設備）により推定する。格

納容器エリアモニタ（高レンジ）及び排気筒ガスモニタ（高レンジ）

（多様性拡張設備）の線量率の比によりアニュラスへの漏えい率を推

定し，格納容器水素濃度とアニュラスへの漏えい率から評価された相

関関係により，アニュラス水素濃度を推定する。 

アニュラス内の水素濃度を推定する場合は，パラメータの相関関係

を用いて，間接的な情報により推定するため不確かさが生じることを

考慮する。 

(k) 原子炉格納容器内の放射線量率の推定 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）の計測が困難になった場合，代

替パラメータの格納容器エリアモニタ（低レンジ）及びモニタリング

ポスト（多様性拡張設備）の指示により炉心損傷のおそれが生じてい

るか推定する。この推定方法では，格納容器エリアモニタ（低レンジ）

の上限値を超えることとなるが，炉心損傷のおそれが生じている場合

には，原子炉格納容器内の放射線量率は急上昇すると考えられ，同じ

くモニタリングポスト（多様性拡張設備）の値も数倍から1桁程度急

上昇することで推定できる。 

格納容器エリアモニタ（低レンジ）の計測が困難になった場合，格

納容器エリアモニタ（高レンジ），格納容器地下1階入口エリアモニ

タ（多様性拡張設備）及び炉内計装区域エリアモニタ（多様性拡張設

備）により，炉心損傷のおそれが生じていない放射線量率であること

を推定する。なお，格納容器エリアモニタ（高レンジ）の計測範囲よ

り低く，格納容器地下1階入口エリアモニタ（多様性拡張設備）及び

炉内計装区域エリアモニタ（多様性拡張設備）の計測範囲より高い場

合は，その間の放射線量率と推定する。 
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格納容器地下1階入口エリアモニタ（多様性拡張設備），炉内計装

区域エリアモニタ（多様性拡張設備），格納容器じんあいモニタ（多

様性拡張設備），格納容器ガスモニタ（多様性拡張設備）及び格納容

器排気ガスモニタ（多様性拡張設備）の計測が困難になった場合，計

測範囲内であれば格納容器エリアモニタ（低レンジ）の上昇により，

原子炉格納容器内の放射線量率の上昇を推定する。 

(l) 未臨界の維持又は監視の推定 

出力領域中性子束の計測が困難となった場合は，代替パラメータの

中間領域中性子束，１次冷却材高温側温度（広域）と１次冷却材低温

側温度（広域）の差により推定する。この推定方法では，出力領域中

性子束の計測範囲をカバーしている中間領域中性子束を優先する。ま

た，１次冷却材ポンプが運転中である場合，出力領域中性子束の計測

範囲であれば，原子炉出力及び１次冷却材高温側温度（広域）と１次

冷却材低温側温度（広域）の温度差の相関関係から推定する。なお，

ほう酸タンク水位により原子炉の未臨界状態に必要なほう酸水量の注

入を把握することで未臨界状態の維持を推定する。 

中間領域中性子束の計測が困難となった場合は，代替パラメータの

出力領域中性子束の計測範囲内であれば，出力領域中性子束での推定

を行い，中性子源領域中性子束の計測範囲内であれば，中性子源領域

中性子束により推定する。また，出力領域中性子束の計測範囲下限と

中性子源領域中性子束の上限の間である場合は，互いの計測範囲外の

範囲であると推定する。なお，ほう酸タンク水位により原子炉の未臨

界状態に必要なほう酸水量の注入を把握することで未臨界状態の維持

を推定する。 

中性子源領域中性子束の計測が困難になった場合，中間領域中性子
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束の計測範囲内であれば中間領域中性子束により推定する。また，中

間領域中性子束の計測範囲下限以下の場合は，計測範囲下限より低い

範囲であることを推定する。なお，ほう酸タンク水位により原子炉の

未臨界状態に必要なほう酸水量の注入を把握することで未臨界状態の

維持を推定する。 

中間領域起動率（多様性拡張設備）の計測が困難になった場合，代

替パラメータである中間領域中性子束，中性子源領域中性子束，中性

子源領域起動率（多様性拡張設備）により推定する。この推定方法で

は，中間領域中性子束を優先し推定する。 

また，中性子源領域中性子束及び中性子源領域起動率（多様性拡張

設備）は，中性子源領域中性子束の計測範囲内にある場合のみ使用す

る。 

中性子源領域起動率（多様性拡張設備）の計測が困難になった場合，

代替パラメータである中性子源領域中性子束，中間領域中性子束，中

間領域起動率（多様性拡張設備）により推定する。この推定方法では，

中性子源領域中性子束を優先し推定する。また，中間領域中性子束及

び中間領域起動率（多様性拡張設備）は，中間領域中性子束の計測範

囲内にある場合のみ使用する。 

(m) 最終ヒートシンクの確保の推定 

格納容器圧力の計測が困難になった場合，代替パラメータの原子炉

格納容器圧力（ＡＭ）及び格納容器内温度により，原子炉格納容器内

の圧力，温度が低下していることで最終ヒートシンクが確保されてい

ることを推定する。この推定方法では，原子炉格納容器内が飽和状態

である場合に適用できるが，飽和状態でないことが確認された場合は，

不確かさを考慮し，関連パラメータを複数確認した中から有効な情報



付－1－1.15－27 

を組み合わせて推定する。 

原子炉補機冷却水サージタンク水位の計測が困難になった場合，代

替パラメータの格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）

の傾向監視により格納容器内の除熱のための原子炉補機冷却水系が健

全かつ最終ヒートシンクが確保されていることを推定する。 

原子炉補機冷却水サージタンク圧力（ＡＭ）（多様性拡張設備）の

計測が困難になった場合，代替パラメータである原子炉補機冷却水サ

ージタンク圧力（ＳＡ）により推定する。この推定方法は，原子炉補

機冷却水サージタンク圧力（ＳＡ）の計測装置を接続し推定する。 

格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ）の計測が困難

になった場合，代替パラメータの格納容器内温度及び格納容器圧力の

低下により，最終ヒートシンクが確保されていることを推定する。 

主蒸気ライン圧力の計測が困難になった場合，蒸気発生器２次側は

温度計測ができないため，代替パラメータである１次冷却材低温側温

度（広域）又は１次冷却材高温側温度（広域）の傾向監視により，蒸

気発生器２次側における水の飽和圧力と飽和温度の関係から主蒸気ラ

イン圧力を推定する。この推定方法では，１次冷却系が満水状態で蒸

気発生器２次側が飽和状態にある場合は，１次冷却材低温側温度（広

域）と蒸気発生器２次側の器内温度はほぼ等しくなることから推定が

可能である。なお，１次冷却材高温側温度（広域）では，蒸気発生器

２次側の温度よりも高めの指示となるため１次冷却材低温側温度（広

域）を優先し推定する。また，蒸気発生器２次側が飽和状態になるま

での間（未飽和状態）は不確かさが生じることを考慮し，関連パラメ

ータを複数確認した中から有効な情報を組み合わせて推定する。 

蒸気発生器水位（狭域）の計測が困難になった場合，代替パラメー
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タである蒸気発生器水位（広域）との相関関係により保有水量を推定

する。また，１次冷却材低温側温度（広域）及び１次冷却材高温側温

度（広域）の変化を傾向監視することにより蒸気発生器２次側の保有

水の有無を推定する。この推定方法では，蒸気発生器水位（広域）を

優先する。なお，蒸気発生器２次側の急激な減圧やドライアウト時に

パラメータの計測に必要な基準配管の水が蒸発し，高めで不確かな水

位を示す可能性があるため，そのような場合には１次冷却材低温側温

度（広域），１次冷却材高温側温度（広域）の変化により推定する。 

蒸気発生器水位（広域）の計測が困難になった場合，代替パラメー

タである蒸気発生器水位（狭域），１次冷却材低温側温度（広域）及

び１次冷却材高温側温度（広域）の変化を傾向監視することにより蒸

気発生器２次側の保有水の有無を推定する。この推定方法では，計測

範囲であれば蒸気発生器水位（狭域）との相関関係を優先し推定する。

また，蒸気発生器２次側がドライアウトした場合の判断は，蒸気発生

器２次側の保有水の減少に伴う除熱能力の低下により，１次冷却材低

温側温度（広域）及び１次冷却材高温側温度（広域）が上昇傾向とな

ることで推定することができ，有効性評価の評価条件である蒸気発生

器ドライアウトの判断に，代替パラメータを用いたとしても操作遅れ

などの影響はない。なお，蒸気発生器２次側の急激な減圧やドライア

ウト時にパラメータの計測に必要な基準配管の水が蒸発し，高めで不

確かな水位を示す可能性があるため，そのような場合には１次冷却材

低温側温度（広域），１次冷却材高温側温度（広域）の変化により蒸

気発生器保有水の有無を推定する。 

補助給水流量の計測が困難になった場合，代替パラメータである復

水タンク水位，蒸気発生器水位（広域）及び蒸気発生器水位（狭域）
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の傾向監視により，補助給水流量を推定する。この推定方法では，水

源である復水タンク水位を優先し推定する。 

主蒸気流量（多様性拡張設備）の計測が困難となった場合は，代替

パラメータの主蒸気ライン圧力の変化を傾向監視することにより，蒸

気発生器２次側による除熱状況を監視する。また，蒸気発生器水位

（狭域）及び蒸気発生器水位（広域）の変化傾向と補助給水流量を監

視することにより主蒸気流量を推定する。 

(n) 格納容器バイパス監視の推定 

蒸気発生器水位（狭域）の計測が困難になった場合，代替パラメー

タである蒸気発生器水位（広域）の上昇により蒸気発生器伝熱管破損

を推定する。また，主蒸気ライン圧力の上昇及び補助給水流量の減少

を傾向監視することでも推定することができる。 

主蒸気ライン圧力の計測が困難になった場合，代替パラメータであ

る蒸気発生器水位（広域）の上昇及び補助給水流量の減少を傾向監視

することで蒸気発生器伝熱管破損を推定することができる。 

１次冷却材圧力の計測が困難になった場合，代替パラメータである

蒸気発生器水位（狭域）の上昇及び主蒸気ライン圧力の上昇にて蒸気

発生器伝熱管破損を，蒸気発生器伝熱管破損がないこと及び格納容器

再循環サンプ水位（広域）の上昇がないことで，インターフェイスシ

ステムＬＯＣＡを推定する。また，原子炉圧力容器内が飽和状態であ

れば，１次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広

域）により，原子炉圧力容器内の圧力と水の飽和温度の関係から原子

炉圧力容器内の圧力を推定する。この推定方法では，原子炉圧力容器

内が飽和状態である場合に適用できるが，飽和状態にない場合は，不

確かさを生じることを考慮する必要がある。なお，計測範囲内であれ
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ば加圧器圧力（多様性拡張設備）により推定する。 

復水器排気ガスモニタ（多様性拡張設備），蒸気発生器ブローダウ

ン水モニタ（多様性拡張設備）及び高感度型主蒸気管モニタ（多様性

拡張設備）の計測が困難になった場合，代替パラメータの蒸気発生器

水位（狭域）及び主蒸気ライン圧力の変化により蒸気発生器伝熱管破

損を推定する。 

排気筒ガスモニタ（多様性拡張設備），安全補機室排気ガスモニタ

（多様性拡張設備），一般補機室排気ガスモニタ（多様性拡張設備），

周辺補機棟排気ガスモニタ（多様性拡張設備），補助建屋サンプタン

ク水位（多様性拡張設備），原子炉建屋サンプタンク水位（多様性拡

張設備）及び余熱除去ポンプ出口圧力（多様性拡張設備）の計測が困

難になった場合，代替パラメータの１次冷却材圧力，加圧器水位，格

納容器再循環サンプ水位（広域），蒸気発生器水位（狭域）及び主蒸

気ライン圧力により，インターフェイスシステムＬＯＣＡを推定する。 

加圧器逃がしタンク圧力（多様性拡張設備），加圧器逃がしタンク

水位（多様性拡張設備）及び加圧器逃がしタンク温度（多様性拡張設

備）の計測が困難になった場合，代替パラメータの１次冷却材圧力及

び加圧器水位の低下，格納容器サンプ水位（多様性拡張設備）の上昇

がないことにより，インターフェイスシステムＬＯＣＡを推定する。 

(o) 水源の確保の推定 

燃料取替用水タンク水位の計測が困難になった場合，代替パラメー

タの格納容器再循環サンプ水位（広域），又は格納容器スプレイ積算

流量，ほう酸注入ライン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去ラ

イン流量，充てんライン流量（多様性拡張設備）及び常設低圧代替注

水ポンプ出口積算流量の合計量により，燃料取替用水タンク水位を推
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定する。この推定方法では，格納容器再循環サンプ水位（広域）を優

先し推定するが，燃料取替用水タンク以外からの注水がないことを前

提とする。 

復水タンク水位の計測が困難になった場合，代替パラメータの補助

給水流量及び常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量により，復水タン

クを水源とするポンプの注水量の合計から水源の有無や使用量を推定

する。この推定方法では，海（海水ポンプピット，１号炉取水路）を

水源とした補給を行った場合，復水タンクへの補給量を考慮する。 

ほう酸タンク水位の計測が困難となった場合は，ほう酸急速注入ラ

イン流量（多様性拡張設備）によりほう酸タンク水位を推定する。ま

た，炉心へのほう酸水注入に伴う負の反応度が添加されていることを

出力領域中性子束，中間領域中性子束，中性子源領域中性子束の指示

低下により確認し，ほう酸水の使用量を推定する。 

上記代替パラメータの推定について第1.15.3表に示す。 

(2) 計器の計測範囲（把握能力）を超えた場合 

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び

原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータのうち，パラメータの

値が計器の計測範囲を超えるものは，原子炉圧力容器内の温度と水位で

ある。 

原子炉圧力容器内の温度及び水位の値が計器の計測範囲を超えた場合，

原子炉施設の状態を推定するための手段は，以下のとおり。 

ａ．原子炉圧力容器内の温度 

原子炉圧力容器内の温度のパラメータである１次冷却材温度が計測範

囲（0から400℃）を超えた場合，可搬型計測器を接続し，計測する。こ

れにより，検出器の耐熱温度である500℃程度までは温度測定できる。
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多様性拡張設備である炉心出口温度が健全である場合は，炉心出口温度

による計測を優先する。 

ｂ．原子炉圧力容器内の圧力 

原子炉圧力容器内の圧力を監視するパラメータである１次冷却材圧力

を計測する計器の計測範囲は，0から20.6MPa[gage]である。重大事故等

時の判断基準は20.59MPa[gage]（１次冷却系最高使用圧力

17.16MPa[gage]の1.2倍）であり，重大事故等時において原子炉圧力容

器内の圧力は，計器の計測範囲で計測可能である。 

ｃ．原子炉圧力容器内の水位 

原子炉圧力容器内の水位のパラメータである加圧器水位は，原子炉圧

力容器より上に位置し，水位が低下し計測範囲以下となった場合は，原

子炉容器水位で計測する。原子炉容器水位を計測する計器の計測範囲は，

原子炉容器の底部から頂部までを0から100％としているため，重大事故

等時において原子炉圧力容器内の水位を計器の計測範囲内で計測が可能

である。 

ｄ．原子炉圧力容器への注水量 

原子炉圧力容器への注水量を監視するパラメータは，ほう酸注入ライ

ン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去ライン流量及び常設低圧代

替注水ポンプ出口積算流量である。 

ほう酸注入ライン流量の計測範囲は，0から225m３／hとしており，計

測対象である充てん／高圧注入ポンプの最大流量は125m３／hであるた

め，重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

高圧注入ポンプ出口流量の計測範囲は，0から200m３／hとしており，

計測対象である高圧注入ポンプの最大流量は153m３／hであるため，重

大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。また，
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余熱除去ライン流量の計測範囲は，0から1,300m３／hとしており，計測

対象である余熱除去ポンプの最大流量は1,250m３／hであるため，重大

事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。並びに

常設低圧代替注水ポンプ出口積算流量の計測範囲は，0から190m３／hと

しており，計測対象である常設低圧代替注水ポンプの事故対処時におけ

る必要最大流量は130m３／hであるため，計器の計測範囲内での流量測

定が可能である。 

ｅ．原子炉格納容器への注水量 

原子炉格納容器の注水量を監視するパラメータは，格納容器スプレイ

積算流量，ほう酸注入ライン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去

ライン流量，充てんライン流量（多様性拡張設備）及び常設低圧代替注

水ポンプ出口積算流量である。 

格納容器スプレイ積算流量の計測範囲は，0から1,700m３／hとしてお

り，計測対象である格納容器スプレイポンプの最大流量は1,640m３／h

であるため，計器の計測範囲内での流量測定が可能である。また，ほう

酸注入ライン流量，高圧注入ポンプ出口流量，余熱除去ライン流量，充

てんライン流量（多様性拡張設備）及び常設低圧代替注水ポンプ出口積

算流量については原子炉圧力容器への注水量を監視するパラメータ同様

に重大事故等時において，計測範囲内での流量測定が可能である。 

上記より，パラメータの値が計器の計測範囲を超えるものは原子炉圧

力容器内の温度と水位であり，この場合の原子炉施設の状態を推定する

ため，手順を以下のとおり整備する。 

(a) 手順書着手の判断基準 

ⅰ) 原子炉圧力容器内の温度 

重大事故等時に１次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低
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温側温度（広域）の値が，計器の計測範囲を超え確認できない場合。 

ⅱ) 原子炉圧力容器内の水位 

重大事故等時に加圧器水位が低下し，計器の計測範囲を外れ確認

できない場合。 

(b) パラメータ監視の手順 

計器の計測範囲を超えたかどうかの判断及び対応手順は，以下の

とおり。 

ⅰ) 原子炉圧力容器内の温度 

ｲ) 監視が必要な当該パラメータの指示値を読み取る。 

ﾛ) 読み取った指示値が正常であるかどうかを，プラント状況等に

よりあらかじめ推定される値との間に大きな差異がないか等によ

り確認する。 

ﾊ) １次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広

域）の他ループの指示値を確認し，他ループの指示値も同じ傾向

か否かを確認する。 

ﾆ) １次冷却材高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広

域）について，他ループの指示値も同じ傾向で計測範囲を超えて

いると判断される場合は，炉心出口温度（多様性拡張設備）で計

測する。炉心出口温度による計測ができない場合は，１次冷却材

高温側温度（広域）又は１次冷却材低温側温度（広域）の計器に

可搬型計測器を接続し，検出器（内部温度素子）の耐熱温度であ

る 500℃程度まで指示を読み取り推定する。 

なお，可搬型計測器による計測においては，１次冷却材高温側

温度（広域）を優先する。 

ⅱ) 原子炉圧力容器内の水位 
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ｲ) 監視が必要な当該パラメータの指示値を読み取る。 

ﾛ) 読み取った指示値が正常であるかどうかを，プラント状況等に

よりあらかじめ推定される値との間に大きな差異がないか等によ

り確認する。 

ﾊ) 加圧器水位の他チャンネル指示値を確認し，他チャンネルの指

示値も同じ傾向か否かを確認する。 

ﾆ) 加圧器水位ついて，他チャンネルの指示値も同じ傾向で計測範

囲以下にあると判断される場合は，原子炉容器水位で計測する。 

 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1) 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失 

重要な監視パラメータの計器のうち，交流電源から供給される計器に

ついては，非常用低圧母線と非常用直流母線に接続された無停電電源装

置及び重大事故等対処用専用低圧母線と重大事故等対処用専用直流母線

に接続された無停電電源装置より給電されており，無停電電源装置に接

続されるいずれか一方の母線があれば計器へ電源を供給可能である。全

交流動力電源喪失等により，計測に必要な計器電源が喪失した場合，空

冷式非常用発電機，電源車，蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電

池），蓄電池（重大事故等対処用）及び充電器（重大事故等対処用）等

の運転により，計器へ給電する。また，無停電電源装置が使えない場合

においても，計装用後備電源装置を設けており，継続して電源を供給で

きる手段があり，信頼性も高く監視機能を失うことはない（第 1.15.4

図）。 

代替電源の供給ができない場合は，特に重要なパラメータとして，パ

ラメータ選定で選定した第 1.15.2 表に示す重要な監視パラメータ及び



付－1－1.15－36 

重要代替パラメータを計測する計器については，温度，圧力，水位及び

流量に係るものについて，可搬型計測器を接続し計測する。ただし，可

搬型計測器を用いずに直接確認できるものは現場で確認する。また，可

搬型計測器の計測値を工学値に換算する換算表を準備する。 

可搬型計測器による計測においては，計測対象の選定を行う際の考え

方として，同一パラメータにチャンネルが複数ある場合は，いずれか 1

つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。同一の物理量につい

て，複数のパラメータがある場合は，いずれか 1 つの適切なパラメータ

を選定し計測又は監視する。 

ａ．全交流動力電源喪失時の代替電源の供給 

ディーゼル発電機の故障により非常用高圧母線及び重大事故等対処

用専用交流母線への交流電源による給電ができない場合は，代替電源

（交流）により非常用高圧母線及び重大事故等対処用専用交流母線へ

給電する。 

ｂ．直流電源喪失時の代替電源の供給 

ディーゼル発電機の故障により非常用直流母線及び重大事故等対処用

専用直流母線への直流電源による給電ができない場合は，代替電源（直

流）により非常用直流母線及び重大事故等対処用専用直流母線へ給電す

る。 

全交流動力電源及び直流電源喪失時の代替電源確保に関する手順につ

いては，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

ｃ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

全交流動力電源喪失等により直流電源が喪失した場合において，中央

制御室での監視ができなくなった場合の手段として，第 1.15.2 表に示

す特に重要なパラメータ及び第 1.15.5 表に示す有効な監視パラメータ
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について，可搬型計測器で計測可能なものを計測し監視する手順を整備

する。また，可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）

を用いて監視する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源が喪失した場合において，中央制御室でのパラメータ監視

ができない場合。 

(b) 操作手順 

可搬型計測器によるパラメータ計測の概要は以下のとおり。また，

タイムチャートを第 1.15.5 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に可搬型計測器によるパラメータの計測開始を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，可搬型計測器を使用する前に電池容量を確認

し，残量が少ない場合は予備乾電池と交換する。可搬型計測器を

手順に定められた端子台に接続する。 

ⅲ) 保修対応要員は，可搬型計測器に表示される計測結果を読み取

り，必要に応じて，換算表を用いて工学値に換算し，運転員等は

換算結果を記録用紙に記録する。 

なお，使用中に乾電池の残量が少なくなった場合は，予備の乾

電池と交換する。 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員 1 名にて実施し，所要時間

は約 60 分を想定している。 

円滑に作業ができるように，移動経路を確保し，照明，通信設備等

を整備する。 

ｄ．可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）による電源
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の供給 

全交流動力電源喪失等により直流電源が喪失した場合において，中央

制御室での監視ができない場合に，炉外核計装装置用，放射線監視装置

用の可搬型バッテリにより電源を供給する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源喪失により，炉外核計装装置，放射線監視装置のパラメー

タが監視できない場合。 

(b) 操作手順 

可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）による電

源供給の概要は以下のとおり。また，タイムチャートを第 1.15.6 図，

第 1.15.7 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，保修対応要員に可搬

型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）による電源

供給を指示する。 

ⅱ) 保修対応要員は，現場で炉外核計装盤又は放射線監視盤の電源

を「切」とする。 

ⅲ) 保修対応要員は，現場でケーブルを布設し，可搬型バッテリ

（炉外核計装装置用，放射線監視装置用）を炉外核計装盤又は放

射線監視盤に接続する。 

ⅳ) 保修対応要員は，可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線

監視装置用）による電源供給を開始し，運転員等は計測結果を記

録用紙に記録する。 

(c) 操作の成立性 

上記の現場における対応は保修対応要員 2 名にて実施し，所要時間

は，炉外核計装盤については，約 85 分，放射線監視盤については，
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約 70 分を想定している。 

円滑に作業ができるように，移動経路を確保し，照明，通信設備等

を整備する。 

 

1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 

パラメータ選定で選定した重要な監視パラメータ及び重要代替パラメータ

（原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量率等）は，

ＳＰＤＳ，ＳＰＤＳデータ表示装置及び可搬型温度計測装置（格納容器再循

環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））により計測結果を記録する。ただ

し，複数の計測結果を使用し計算により推定する監視パラメータ（計測結果

を含む。）の値や現場操作時のみ監視する現場の指示値は記録用紙に記録す

る。 

ＳＰＤＳ，ＳＰＤＳデータ表示装置及び可搬型温度計測装置（格納容器再

循環ユニット入口温度／出口温度（ＳＡ））に記録された監視パラメータの

計測結果は，記録容量を超える前に定期的に記録媒体に保存する。 

有効な監視パラメータのうち記録可能なものについては，ＳＰＤＳ又は多

様性拡張設備であるプロセス計算機により計測結果及び警報等を記録する手

順を整備する（第 1.15.5 表）。 

(1) 手順着手の判断基準 

重大事故等が発生したとき。 

(2) 操作手順 

重大事故等が発生し，重大事故等に対処するために監視することが必

要なパラメータ（重大事故等対処設備）の記録の概要は以下のとおり。 

ａ．ＳＰＤＳによる記録 

ＳＰＤＳは，非常用電源又は代替電源から給電可能で，7 日間以上の
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記録容量を持っている。重大事故等時のパラメータの値を継続して確認

できるよう，記録された計測結果を定期的に取り出し保存する手順は以

下のとおり。 

(a) 重大事故等対策要員は，ＳＰＤＳデータ表示装置にてＳＰＤＳ及

びＳＰＤＳデータ表示装置に記録された重要な監視パラメータの計

測結果を，記録容量を超える前に定期的に記録媒体に保存する。 

(b) 重大事故等対策要員は，記録媒体に保存された重要な監視パラメ

ータの計測結果を印刷し，記録を保存する。 

ｂ．可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度

（ＳＡ））による記録 

(a) 運転員等は，可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口

温度／出口温度（ＳＡ））に記録された計測結果について，記録容

量を超える前に定期的に記録媒体に保存する。 

(b) 運転員等は，記録媒体に保存された重要な監視パラメータの計測

結果を印刷し，記録を保存する。 

ｃ．現場指示計の記録 

運転員等は，原子炉補機冷却水サージタンクの加圧操作時に，現場指

示計の値を記録用紙へ記録する。 

ｄ．可搬型計測器及び可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装

置用）による電源供給時の記録 

運転員等は，1.15.2.2(1)ｃ.及びｄ．で得られた重要な監視パラメー

タのデータを記録用紙に記録する。 

ｅ．プロセス計算機の記録 

(a) 計算機運転日誌 

定められたプロセスの計測結果を定時毎に記録し，日毎に帳票印刷
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する。 

(b) 警報記録 

プロセス値の異常な状態による中央制御盤の警報発信時，警報の状

態を記録し，日毎に帳票印刷する。 

また，プラントの過渡変化による重要警報のファーストアウト警報

発生時，その発生順序（シーケンス），トリップ状態，工学的安全施

設作動信号及び工学的安全施設動作状況を記録し，事象発生時に帳票

印刷する。 

(c) 事故時データ収集記録 

事象発生前後のプラント状態の推移を把握するため，定められたプ

ロセス値のデータを収集，記録し，事象発生時に自動帳票印刷及び手

動にて印刷する。 

(3) 操作の成立性 

ＳＰＤＳによる記録は，ＳＰＤＳ及びＳＰＤＳデータ表示装置の記録

容量（7 日間以上）を超える前に，緊急時対策所内にて重大事故等対策

要員 1 名で行う。室内での端末操作であるため，対応が可能である。 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度

（ＳＡ））による記録は，記録容量を超える前に，現場でのデータ採取

を運転員等 1 名で行う。記録の作成は，室内での端末操作であるため，

対応が可能である。 

現場指示計の記録は，運転員等による記録用紙への記録であり，対応

が可能である。 

可搬型計測器及び可搬型バッテリ（炉外核計装装置用，放射線監視装

置用）による電源供給時の記録は運転員等による記録用紙への記録であ

り，対応が可能である。 
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1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

原子炉格納容器内の水素濃度監視の手順については，「1.9 水素爆発に

よる原子炉格納容器の破損を防止するための手順等」にて整備する。 

アニュラス内の水素濃度監視の手順については，「1.10 水素爆発による

原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時，直流電源喪失時の代替電源確保に関する手順及び

空冷式非常用発電機，電源車への燃料補給の手順については，「1.14 電源

の確保に関する手順等」にて整備する。 

原子炉格納容器内の放射線量率における代替パラメータとして有効なモニ

タリングポストなどによる空間線量率測定については，「1.17 監視測定等

に関する手順等」にて整備する。 
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第 1.15.1 表 事故時に必要な計装に関する手順 

※１：他チャンネル又は他ループの計器がある場合 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：全交流動力電源及び直流電源喪失時は，代替電源により電源を供給可能であるが，さらに，可搬型計測器により監視が可能。 

※４：空冷式非常用発電機及び電源車の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 電源の確保

に関する手順等」にて整備する。 

 

分類 機能喪失の想定 対応手段 対応設備 整備する手順書の分類 

監
視
機
能
の
喪
失 

計器の故障 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
又
は 

他
ル
ー
プ
に
よ
る
計
測 

※
１ 

当該パラメータの他チャンネル又は他ループの重要計

器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 
炉心の著しい損傷が発生した場合

に対処する運転手順 

当該パラメータの他チャンネル又は他ループの常用計

器 
多
様
性 

拡
張
設
備 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 
多
様
性 

拡
張
設
備 

計器の計測範囲を超え

た場合 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ

る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等

対
処
設
備

常用代替計器 
多
様
性

拡
張
設
備

可
搬
型
計
測
器

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

計
装
電
源
の
喪
失 

全交流動力電源喪失 
直流電源喪失 

代
替
電
源
の
供
給 

（
交
流
） 

空冷式非常用発電機※２ 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

可搬型バッテリ 
（炉外核計装装置用，放射線監視装置用） 

多
様
性

拡
張
設
備

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

代
替
電
源
の
供
給 

（
直
流
） 

蓄電池（重大事故等対処用）※２ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 
発電所災害対策本部にて使用する

手順 

蓄電池（安全上重要な設備に供給する蓄電池）※２ 

電源車※２ 

充電器（重大事故等対処用）※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）※４ 

タンクローリ※４ 

可
搬
型
計
測
器

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器※３ 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

－ － 記
録 

緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ） 
重
大
事
故
等 

対
処
設
備 発電所災害対策本部にて使用する

手順 

ＳＰＤＳデータ表示装置 

可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温

度／出口温度（ＳＡ））（可搬型温度計からデータを

収集する設備） 

プロセス計算機 
多
様
性

拡
張
設
備
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第
1
.
1
5
.
2
表
 
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
（
1
／
4
）
 

分
類
 

重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
注
１
）
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

個
数
 

耐
震

性
電
源
 

検
出
器
の
種
類
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

第
1.

15
.3

図
No

 

原
子
炉
 

圧
力
容
器
内
 

の
温
度
 

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
１
 

0
～
4
0
0
℃
 

最
大
値
:
約

3
4
5
℃
 

１
次

冷
却

系
最

高
使

用
温

度
（

3
4
3
℃

）
及

び
炉

心
損

傷
の

判
断

基
準

で
あ
る

3
5
0
℃
を
超
え
る
温
度
を
監
視
可
能
。
な
お
，
１
次
冷
却
材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

で
炉

心
損

傷
を

判
断

す
る

際
は

，
炉

心
出

口
温

度
に

比
べ

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

が
や

や
低

め
の

値
を

示
す

も
の

の
，

炉
心

損
傷

を
判

断
す

る
時

点
（

3
5
0
℃

）
に

お
い

て
大

き
な

温
度

差
は

見
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
，

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広
域
）
に
よ
り
炉
心
損
傷
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

。
 

4
 

Ｓ
 

2
A
計
器
用
 

交
流
母
線
 

測
温
抵
抗
体
 

可
 

①
 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
１
 

0
～
4
0
0
℃
 

最
大
値
:
約

3
4
4
℃
 

4
 

Ｓ
 

2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

測
温
抵
抗
体
 

可
 

②
 

原
子
炉
 

圧
力
容
器
内
 

の
圧
力
 

１
次
冷
却
材
圧
力
※
１
 

0
～
2
0
.
6
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]

最
大
値
:
約

1
7
.
9
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]

１
次

冷
却

系
最

高
使

用
圧

力
（

1
7
.
1
6
M
P
a
[
g
a
g
e
]
）

の
1
.
2

倍
（

事

故
時
の
判
断
基
準
）
で
あ
る

2
0
.
5
9
M
P
a
[
g
a
g
e
]
を
監
視
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
B
，
2
C
計
器
用

交
流
母
線
 

弾
性
 

圧
力
検
出
器
 

可
 

③
 

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２

 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
 

圧
力
容
器
内
 

の
水
位
 

加
圧
器
水
位
※
１
 

0
～
1
0
0
％
 

最
大
値
:
約

9
7
％
 

最
小

値
:
0
％

以
下

（
注

２
）
 

原
子

炉
容

器
上

部
に

位
置

す
る

加
圧

器
上

部
胴

上
端

近
傍

か
ら

下
部

胴
下

端
近

傍
ま

で
の

水
位

を
監

視
可

能
。

通
常

運
転

時
及

び
事

故
時

の
１

次
冷

却
系

保
有

水
量

を
制

御
し

，
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

同
計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

（
注
９
）
 

可
 

④
 

原
子
炉
容
器
水
位
※
１
 

0
～
1
0
0
％
 

最
大
値
:
1
0
0
％
以
上
 

最
小
値
:
0
％
 

加
圧

器
の

下
部

に
位

置
し

，
加

圧
器

の
計

測
範

囲
と

ラ
ッ

プ
し

な
い

が
，

原
子

炉
容

器
底

部
か

ら
原

子
炉

容
器

頂
部

ま
で

の
原

子
炉

容
器

内
の

水
位

を
監

視
可

能
。

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
加

圧
器

水
位

に
よ

る
監

視
が

で
き

な
い

場
合

，
原

子
炉

容
器

内
の

水
位

及
び

保
有

水
が
監
視
可
能
で
あ
り
，
事
故
対
応
が
可
能
。
 

1
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

⑤
 

１
次
冷
却
材
圧
力
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２

 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
 

圧
力
容
器
 

へ
の
注
水
量
 

ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン
流
量
 

0
～

2
2
5
m
３
／
h
 

1
2
5
m
３
／
h
 

充
て

ん
／

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
の

流
量

（
1
2
5
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
も
監
視
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

⑥
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

0
～
2
0
0
 
m
３
／
h
 

1
5
3
m
３
／
h
 

高
圧

注
入

ポ
ン

プ
の

流
量

（
1
5
3
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

重
大

事
故

等
時
に
お
い
て
も
監
視
可
能
。
 

4
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

⑩
 

余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流
量
 

0
～
1
,
3
0
0
m
３
／
h
 

1
,
2
5
0
m
３
／
h
 

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
の

流
量

（
1
,
2
5
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

重
大

事

故
等
時
に
お
い
て
も
監
視
可
能
。
 

4
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

⑦
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

0
～
1
9
0
m
３
／
h
 

（
0
～
1
0
,
0
0
0
m
３
）
 

－
（
注
３
）
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
常

設
低

圧
代

替
注

水
ポ

ン
プ

の
流

量

（
1
3
0
m
３
／
h
）
を
監
視
可
能
。
 

１
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

⑧
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

水
源
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

加
圧
器
水
位
※
２
 

原
子
炉
容
器
水
位
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
圧
力
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
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表
 
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
（
2
／
4
）
 

分
類
 

重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
注
１
）
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

個
数

耐
震

性
電
源
 

検
出
器
の
種
類
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

第
1.

15
.3

図
No

 

原
子
炉
 

格
納
容
器
 

へ
の
注
水
量
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
※
1
 

0
～
1
,
7
0
0
m
３
／
h
 

（
0
～
1
0
,
0
0
0
m
３
）
 

－
（
注
３
）
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
ポ

ン
プ

の
流

量

（
1
,
6
4
0
m
３
／
h
）
を
監
視
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

⑨
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

（
計
測
範
囲
は
，
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
流
量
（
1
3
0
m
３
／
h
）
を
監
視
可
能
。
）
 

ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン
流
量
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流
量
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

水
源
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
 

格
納
容
器
内
 

の
温
度
 

格
納
容
器
内
温
度
 

0
～
2
2
0
℃
 

最
大
値
:
約

1
3
5
℃
 

格
納

容
器

最
高

使
用

温
度
（

1
4
4
℃

）
及

び
重

大
事
故

等
時

の
格

納
容

器
最
高
温
度
（
1
4
5
℃
）
を
超
え
る
温
度
を
監
視
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

測
温
抵
抗
体
 

可
 

⑪
 

格
納
容
器
圧
力
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
 

格
納
容
器
内
 

の
圧
力
 

格
納
容
器
圧
力
※
１
 

-
2
5
～
4
4
0
k
P
a
 

[
g
a
g
e
]

最
大
値
:
約

0
.
3
3
2
M
P
a

[
g
a
g
e
]

設
計

基
準

事
故

時
の

格
納

容
器

最
高

使
用

圧
力

（
0
.
3
9
2
M
P
a
[
g
a
g
e
]
）

を
監

視
可

能
。

重
大

事
故

等
時

の
格

納
容

器

最
高
圧
力
（
0
.
4
2
8
M
P
a
[
g
a
g
e
]
）
を
監
視
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

弾
性
 

圧
力
検
出
器
 

可
 

⑫
 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
※
１
 

0
～
1
.
5
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]

－
（
注
３
）
 

重
大

事
故

等
時

の
格

納
容

器
最

高
使

用
圧

力
（

0.
7
8
4
M
P
a
[
g
a
g
e
]
以

下
）
を
監
視
可
能
。
 

1
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

弾
性
 

圧
力
検
出
器
 

可
 

⑬
 

格
納
容
器
内
温
度
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
 

格
納
容
器
内
 

の
水
位
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
※
１
 

0
～
1
0
0
％
 

1
0
0
％
 

再
循

環
可

能
水

位
（

6
1
％

）
を

監
視

可
能

。
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も
同
計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

⑭
 

格
納

容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭
域
）
※
１
 

0
～
1
0
0
％
 

1
0
0
％
以
上
 

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

上
端

（
約

1
0
0
％

）
を

監
視

可
能

。
狭

域

水
位

の
1
0
0
％

は
，

広
域

水
位

の
約

5
4
％

に
相

当
。

重
大

事
故

等
時

に
お
い
て
も
同
計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

2
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

⑮
 

原
子
炉
格
納
容
器
水
位
※
１
 

O
N
-
O
F
F
 

－
（
注
３
）
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
格

納
容

器
内

へ
の

注
水

量
の

制
限

レ
ベ

ル
に
達
し
た
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

1
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

電
極
式
水
位
 

検
出
器
 

可
 

⑯
 

原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
※
１
 

O
N
-
O
F
F
 

－
（
注
３
）
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

，
原

子
炉

下
部

キ
ャ

ビ
テ

ィ
に

溶
融

炉
心

の
冷
却
に
必
要
な
水
量
が
あ
る
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

1
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

電
極
式
水
位
 

検
出
器
 

可
 

⑰
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

水
源
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

（
計
測
範
囲
は
，
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
流
量
（
1
3
0
m
３
／
h
）
を
監
視
可
能
。
）
 

原
子
炉
 

格
納
容
器
内
 

の
水
素
濃
度
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
 

0
～
2
0
v
o
l
％
 

－
（
注
３
）
 

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
水
素
濃
度

1
3
v
o
l
％
を
監
視
可
能
。
 

1
 

－
 

（
可
搬
）

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

熱
伝
導
式
 

検
出
器
 

－
 

⑱
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第
1
.
1
5
.
2
表
 
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
（
3
／
4
）
 

分
類
 

重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
注
１
）
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

個
数

耐
震

性
電
源
 

検
出
器
の
種
類
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

第
1.

15
.3

図
No

 

原
子
炉
格
納

容
器
内
の
 

放
射
線
量
率
 

格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）
※
１
 

1
0
－
１
～
1
0
４
m
S
v
／
h
 

1
0
５
m
S
v
／
h
以
下
 

（
注
４
）
 

炉
心

損
傷

判
断

の
値

で
あ

る
1
0
５
m
S
v
／

h
を

超
え

る
放

射
線

量
率

を

監
視

可
能

。
（

低
レ

ン
ジ

）
と

（
高

レ
ン

ジ
）

の
計

測
範

囲
は

オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
よ
う
に
設
定
。
 

２
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

電
離
箱
 

（
注

10
）
 

⑲
 

格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
※
１
 

1
0
３
～

1
0
８
m
S
v
／
h
 

２
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

電
離
箱
 

（
注

10
）
 

⑳
 

未
臨
界
の
 

維
持
又
は
 

監
視
 

出
力
領
域
中
性
子
束
※
１
 

0
～
1
2
0
％
 

（
3.
3×

10
５
～
1.

2×
10

１
０
 n

／
cm

２
s）

定
格
出
力
の
 

約
3
8
倍
 

設
計
基
準
事
故
「
制
御

棒
飛
び
出
し
」
 

（
注
５
）
 

設
計

基
準

事
故

時
，

事
象

初
期

は
中

性
子

束
が

急
激

に
上

昇
し

，
一

時
的

に
計

測
範

囲
を

超
え

る
が

，
負

の
ド

ッ
プ

ラ
反

応
度

帰
還

効
果

に
よ

り
抑

制
さ

れ
急

峻
に

低
下

す
る

た
め

，
現

状
の

計
測

範
囲

で

も
，

同
計

測
範

囲
に

よ
り

事
故

対
応

が
可

能
。

ま
た

，
重

大
事

故
等

時
に
お
い
て
も
同
計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

通
常

運
転

時
の

変
動

範
囲

0
～

1
0
0
％

に
対

し
，

0
～

1
2
0
％

を
監

視
可

能
。

「
中

間
領

域
中

性
子

束
」

及
び

「
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
」

と
あ

い
ま

っ
て

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

中
性

子
束

の
変

動
範

囲
を

監
視
可
能
。
 

４
 

※
３

Ｓ
 

2
A
，
2
B
，
2
C
，
2
D

計
器
用
交
流
母
線

γ
線
非
補
償
型
 

電
離
箱
 

（
注

10
）

㉑
 

中
間
領
域
中
性
子
束
※
１
 

1
0
－
１
１
～
5
×
1
0
－

３
A
 

（
1.
3×

10
２
～
6.

6×
10

１
０
 n

／
cm

２
s）

通
常
運
転
時
の
変
動
範
囲

1
0
－

１
１
～

約
1
0
－

３
A
 
に
対
し
，
1
0
－
１
１
～
5

×
1
0
－

３
A
を
監
視
可
能
。

 
２
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

γ
線
補
償
型
 

電
離
箱
 

（
注

10
）

中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
１
 

1
～

1
0
６
c
p
s
 

（
10

－
１
～
10

５
n／

cm
２
s）

 

通
常

運
転

時
の

変
動
範
囲

1
～

1
0
５
c
p
s

に
対

し
，

1
～

1
0
６
c
p
s

を
監

視
可
能
。
 

２
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

比
例
計
数
管
 

（
注

10
）

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２

 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

水
源
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

最
終
ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
の
 

確
保
 

格
納
容
器
圧
力
※
１
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
※
１
 

0
～

1
0
0
％
 

最
大
値
:1
00

％
以
上
（
注
６
）
 

最
小
値
:0
％
以
下
（
注
７
）
 

湿
分

分
離

器
下

端
か

ら
伝

熱
管

上
端

ま
で

監
視

可
能

。
「

蒸
気

発
生

器
水

位
（

広
域

）
」

と
あ

い
ま

っ
て

，
重

大
事

故
等

時
に

お
け

る
蒸

気
発
生
器
水
位
の
変
動
を
包
絡
で
き
る
。
 

８
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
水
位
 

検
出
器
 

（
注
９
）
 

可
 

㉒
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
※
１
 

0
～

1
0
0
％
 

最
大
値
:1
00

％
以
上
（
注
６
）
 

最
小
値
:0
％
以
下
（
注
７
）
 

湿
分

分
離

器
下

端
か

ら
管

板
付

近
ま

で
監

視
可

能
。

重
大

事
故

等
時

に
お
け
る
蒸
気
発
生
器
水
位
の
変
動
を
包
絡
で
き
る
。
（
注
８
）
 

４
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
，
2
C
，
2
D

計
器
用
交
流
母
線

差
圧
式
水
位
 

検
出
器
 

（
注
９
）
 

可
 

補
助
給
水
流
量
※
１
 

0
～

2
1
0
m
３
／
h
 

6
0
m
３
／
h
 

補
助

給
水

流
量

（
6
0
m
３
／

h
）

を
監

視
可

能
。

重
大

事
故

等
時

に
お

い

て
も
監
視
可
能
。
 

４
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
，
2
C
，
2
D

計
器
用
交
流
母
線

差
圧
式
 

流
量
検
出
器
 

可
 

㉓
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
※
１
 

0
～

9
.
3
M
P
a
 

[
g
a
g
e
]

最
大
値
:
約

8
.
5
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 

２
次

系
最

高
使

用
圧

力
（

8
.
1
7
M
P
a
[
g
a
g
e
]
）

を
監

視
可

能
。

重
大

事

故
等
時
に
お
い
て
も
監
視
可
能
。
 

８
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

弾
性
 

圧
力
検
出
器
 

可
 

㉔
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
水
位
 

0
～

1
0
0
％
 

1
0
0
％
 

変
動

範
囲

0
～

1
00

％
を

監
視

可
能

。
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

同

計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

２
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

㉕
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
 

サ
ー
ジ
タ
ン
ク
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
※
２
 

0
～
1
M
P
a
 [
g
a
g
e
]

－
（
注
３
）
 

原
子
炉
補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
加
圧
目
標

0
.
3
M
P
a
[
g
a
g
e
]
 
を

監
視
可
能
。
 

１
 

－
 

（
可
搬
）

－
 

ブ
ル
ド
ン
管
型
 

（
弾
性
変
形
）

－
 

㉖
 

格
納
容
器
再
循
環
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
温
度
／
出
口
 

温
度
（
Ｓ
Ａ
）
※
１
 

0～
20
0℃

を
計
測
可
能

（
汎

用
温
度
計
）
 

－
（
注
３
）
 

格
納

容
器

最
高

使
用

温
度

（
1
4
4
℃

）
及

び
重

大
事

故
等

時
の

格
納

容

器
最
高
温
度
（
1
4
5
℃
）
を
超
え
る
温
度
を
監
視
可
能
。
 

３
 

※
４

－
 

（
可
搬
）

電
源
内
蔵
 

測
温
抵
抗
体
 

－
 

㉗
 

原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
内
温
度
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２

 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
※
２
 

水
源
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
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第
1
.
1
5
.
2
表
 
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）
（
4
／
4
）
 

分
類
 

重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
（
注
１
）
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

個
数
 

耐
震

性
電
源
 

検
出
器
の
種
類
 

可
搬

型
 

計
測

器
 

第
1.

15
.3

図
No

 

格
納
容
器
 

バ
イ
パ
ス
の

監
視
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
※
１
 

蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
※
２
 

主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
※
１
 

補
助
給
水
流
量
※
２
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
圧
力
※
１
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

加
圧
器
水
位
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

水
源
の
 

確
保
 

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

0
～
1
0
0
％
 

1
0
0
％
 

変
動
範
囲

0
～
1
0
0
％
を

監
視
可
能
。
重
大
事
故
等

時
に
お
い
て
も
同

計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

２
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

㉘
 

ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
 

0
～
1
0
0
％
 

1
0
0
％
 

変
動
範
囲

0
～
1
0
0
％
を

監
視
可
能
。
重
大
事
故
等

時
に
お
い
て
も
同

計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

４
 

Ｓ
 

2
A
，
2
B
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

㉙
 

復
水
タ
ン
ク
水
位
 

0
～
1
0
0
％
 

1
0
0
％
 

変
動
範
囲

0
～
1
0
0
％
を

監
視
可
能
。
重
大
事
故
等

時
に
お
い
て
も
同

計
測
範
囲
に
よ
り
事
故
対
応
が
可
能
。
 

２
 

Ｓ
 

2
C
，
2
D
計
器
用
 

交
流
母
線
 

差
圧
式
 

水
位
検
出
器
 

可
 

㉚
 

格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
※
２
 

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン
流
量
※
２
 

高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出
口
流
量
※
２
 

余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流
量
※
２
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

補
助
給
水
流
量
※
２
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

出
力
領
域
中
性
子
束
※
２
 

中
間
領
域
中
性
子
束
※
２
 

中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
※
２
 

未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視
を
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ｱ
ﾆ
ｭ
ﾗ
ｽ
内
の

水
素
濃
度
 

ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃
度
 

0
～
2
0
v
o
l
％
 

－
（
注
３
）
 

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
水
素
濃
度

1
3
v
o
l
％
を
監
視
可
能
。
 

２
 

Ｓ
 

重
大
事
故
等
対
処

用
専
用
計
器
用
 

交
流
母
線
 

熱
伝
導
式
 

検
出
器
 

－
 

㉛
 

※
１
：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

及
び
代

替
パ
ラ
メ

ー
タ

，
※

２
：
代
替

パ
ラ

メ
ー
タ
，
※
３
：
上
部
と
下
部
の
中
性
子
束
平
均
値
，
※
４
：
入
口
用
１
個
，
出
口
用
２
個
 

         

   （
注
１
）
重
要
な
監
視
パ

ラ
メ
ー

タ
及
び
重

要
代

替
パ

ラ
メ
ー
タ

の
値

に
つ
い
て
は
，

緊
急
時
デ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）

及
び
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
デ

ー
タ
表
示

装
置

又
は

可
搬
型
温
度
計
測
装
置
に
よ
り
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
。
 

な
お
，
原
子

炉
補
機
冷

却
水

サ
ー

ジ
タ
ン
ク

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）
は
加
圧
操
作
時
の
一
時
的
な
監
視
に
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
，

記
録
用
紙
へ

記
録
す
る

。
 

 
（
注
２
）
計
測
範
囲
を

一
時

的
に

超
え
る
が

，
こ

の
と

き
に
は
１

次
冷
却
材
圧
力
と
１
次
冷
却
材
温
度
に
よ
っ
て
原
子
炉
の
 

冷
却
状
態
を

監
視
す
る

。
 

 
（
注
３
）
重
大
事
故
等

時
に

使
用

す
る
設
備

の
た

め
，

設
計
基
準

事
故
時
は
値
な
し
。
 

 （
注
４
）
炉
心
損
傷
判

断
の

値
は

10
５
m
S
v
/
h
 
で
あ
り
，
設
計
基
準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

 （
注
５
）
1
2
0
％
定
格
出
力
を
超
え
る
の
は
短
期
間
で
あ
り
，
か
つ
出
力
上
昇
及
び
下
降
は
急
峻
で
あ
る
た
め
運
転
監
視
上
 

影
響
は
な
い

。
 

（
注
６

）
計
測
範
囲
を
一
時
的
に

超
え
る
が
，
10
0％

以
上

で
あ
る

こ
と

で
冷

却
さ
れ
て

い
る

こ
と

を
監
視
可

能
。

 （
注
７
）
計
測
範
囲
を
一
時
的
に

超
え
る
の

は
，

破
断

側
の
蒸
気

発
生

器
に

お
い
て
で

あ
り

，
破

断
の
な
い

側
の

蒸
気

発
生
器
の

 
水
位
は
監
視
可
能
。
 

 （
注
８
）
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広

域
）
下
端

を
一

時
的

に
下
回
る

重
大

事
故

等
時
の
事

象
が

あ
る

が
，
下
回

っ
て

い
る

こ
 

と
で
蒸
気
発
生
器
が
ド

ラ
イ

ア
ウ

ト
し
て
い

る
又

は
そ

の
お
そ
れ

が
あ

る
こ

と
を
監
視

可
能

。
 

 （
注

９
）

検
出

器
取

り
付

け
部
に

基
準
配
管

に
水

を
満

た
し
た
構

造
（

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ﾝ
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｯ
ﾄ
）

が
あ

り
，

急
激
な
減

圧
や

ド
ラ

イ
ア
ウ
ト

時
に
，
基
準
配
管
の
水

が
蒸

発
し

，
高
め
で

不
確

か
な

水
位
を
示

す
可

能
性

が
あ
る
。

 
 （
注
１
０
）
直
流
電
源
喪
失
時
は

，
空
冷
式

非
常

用
発

電
機
等
に

よ
り

電
源

を
供
給
可

能
で

あ
る

が
，
さ
ら

に
，

専
用
 

の
可
搬
型
バ
ッ
テ
リ
に

よ
り

計
器

を
使
用
可

能
。
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
1
／
1
0
）
 

【
推
定
ケ
ー
ス
】
 

ケ
ー

ス
１

：
同
一
物

理
量
で

推
定
（
温

度
，
圧

力
，

水
位

，
流

量
，

放
射

線
量

）
す

る
。

 

ケ
ー

ス
２

：
水
位
を

注
水
源

若
し
く
は

注
水
先

の
水

位
変

化
又

は
注

入
量

か
ら

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
３

：
流
量
を

注
水
先

又
は
注
水

源
の
水

位
変

化
を

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
４

：
除
熱
状

態
を
温

度
，
圧
力

等
の
傾

向
監

視
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
５

：
１
次
冷

却
系
か

ら
の
漏
え

い
を
水

位
，

圧
力

等
の

傾
向

監
視

に
よ

り
推

定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
６

：
圧
力
と

温
度
を

水
の
飽
和

状
態
の

関
係

か
ら

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
７

：
ほ
う
素

濃
度
と

炉
心
の
未

臨
界
性

か
ら

推
定

す
る

。
 

ケ
ー

ス
８

：
装
置
の

動
作
特

性
に
よ
り

推
定
す

る
。

 

ケ
ー

ス
９

：
あ
ら
か

じ
め
評

価
し
た
パ

ラ
メ
ー

タ
の

相
関

関
係

（
ケ

ー
ス

６
を

除
く

）
に

よ
り

推
定

す
る

。
 

な
お

，
代

替
パ

ラ
メ

ー
タ
に

よ
る
推
定

に
当
た

っ
て
は
，

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
の

誤
差

に
よ

る
影

響
を

考
慮

す
る

。
 

 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

１
次

冷
却
材

高
温
側
温

度
（

広
域

）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
〔
炉
心
出
口
温
度
〕
※
１
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
１
次
冷
却
材
高
温
側

温
度

（
広

域
）
の

1
ル

ー
プ

が
故
障

し
た
場

合
は

，
他

ル
ー
プ
の

１
次

冷
却

材
高
温
側

温

度
（
広
域
）
に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
１
次
冷
却
材
高
温
側

温
度

（
広

域
）
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

１
次
冷
却

材
低

温
側

温
度
（
広

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

ま
た

，
使

用
可

能
で

あ
れ

ば
炉

心
出

口
温

度
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

に
よ

り
，

原
子

炉
圧

力
容
器
内
の
温
度
を
推

定
す

る
。
 

１
次

冷
却
材

低
温
側
温

度
（

広
域

）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
ル
ー
プ
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
〔
炉
心
出
口
温
度
〕
※
１
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
１
次
冷
却
材
低
温
側

温
度

（
広

域
）
の

1
ル

ー
プ

が
故
障

し
た
場

合
は

，
他

ル
ー
プ
の

１
次

冷
却

材
低
温
側

温

度
（
広
域
）
に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
１
次
冷
却
材
低
温
側

温
度

（
広

域
）
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

１
次
冷
却

材
高

温
側

温
度
（
広

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

ま
た

，
使

用
可

能
で

あ
れ

ば
炉

心
出

口
温

度
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

に
よ

り
，

原
子

炉
圧

力
容
器
内
の
温
度
を
推

定
す

る
。
 

〔
炉

心
出
口

温
度
〕
※

１
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
検
出
器
 

②
１
次
冷
却
高
温
側
温
度
（
広
域
）
【
重
】
 

③
１
次
冷
却
低
温
側
温
度
（
広
域
）
【
重
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
炉
心
出
口
温
度
（
多

様
性

拡
張

設
備
）
の

1
つ

の
検

出
器
が
故

障
し

た
場

合
は
，
他

検
出

器
の

炉
心
出
口

温
度

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

・
炉

心
出

口
温

度
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

は
，

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

又
は

１
次

冷
却

材
低

温
側

温
度

（
広

域
）

に
よ

り
推

定
す

る
。

推
定

は
，

炉
心

出
口

の
よ

り
直

接
的

な
パ

ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
１
次

冷
却

材
高

温
側
温
度

（
広

域
）

を
優
先
す

る
。
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 

 
：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
2
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

１
次

冷
却
材

圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
〔
加
圧
器
圧
力
〕
※
１
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故

障
し

た
場

合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の
１
次

冷
却

材
圧

力
に
よ
り

推
定

す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
原
子
炉

圧
力

容
器

内
が
飽
和

状
態

で
あ

れ
ば
，
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広
域

）
又

は
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
推

定

は
，

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

，
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
の

順
で

優
先

し
使

用
す

る
。

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
で

な
い

場
合

は
不

確
か

さ
が

生
じ

る
こ

と
を

考
慮

す
る

。
ま

た
，

使
用

可
能

で
計
測
範
囲
内
で
あ
れ

ば
，

加
圧

器
圧
力
（

多
様

性
拡

張
設
備
）

に
て

推
定

す
る
。
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

④
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
６
 

〔
加

圧
器
圧

力
〕
※
１

 
①

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
１
次
冷
却
材
圧
力
【
重
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
加
圧
器
圧
力
（
多
様

性
拡

張
設

備
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障
し

た
場

合
は

，
他
チ
ャ

ン
ネ

ル
の

加
圧
器
圧

力

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

・
加
圧
器
圧
力
（
多
様

性
拡

張
設

備
）
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

計
測
範
囲

が
広

い
１

次
冷
却
材

圧
力

に
よ
り
圧
力
を
推
定
す

る
。
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

加
圧

器
水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
容
器
水
位
 

ケ
ー
ス
１
 

・
加

圧
器

水
位

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

加
圧

器
水

位
に

よ
り

推
定

す
る

。

（
多
様
性
拡
張
設
備
を

含
む

）
 

・
加
圧
器
水
位
の
計
測

が
困

難
と

な
っ
た
場

合
は

，
原

子
炉
容
器

水
位

に
よ

り
，
原
子

炉
圧

力
容

器
内
の
水

位
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
サ

ブ
ク

ー
ル

状
態

か
過

熱
状

態
か

を
監

視
す

る
こ

と
で

，
原

子
炉

圧
力
容
器
内
の
水
位
が

炉
心

上
端

以
上
で
冠

水
状

態
で

あ
る
こ
と

を
確

認
す

る
。
 

ま
た
，
推
定
は
，
原
子

炉
圧

力
容

器
内
の
水

位
を

直
接

計
測
し
て

い
る

原
子

炉
容
器
水

位
を

優
先

す
る
が
，

加
 

圧
器
の
下
部
に
位
置
し

て
い

る
た

め
，
加
圧

器
水

位
の

計
測
範
囲

を
考

慮
す

る
。
 

③
〔
サ
ブ
ク
ー
ル
度
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
〕
※
２
 

③
１
次
冷
却
材
圧
力
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
６
 

原
子

炉
容
器

水
位
 

①
加
圧
器
水
位
 

ケ
ー
ス
１
 

・
原
子
炉
容
器
水
位
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
加
圧
器

水
位

に
よ

り
，
原
子

炉
圧

力
容

器
内
の
水

位
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

サ
ブ

ク
ー

ル
度

（
Ｃ

Ｒ
Ｔ

）
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

，
１

次
冷

却
材

圧
力

及
び

炉
心

出
口

温
度

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
，

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

，
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
に

よ
り

サ
ブ

ク
ー

ル
状

態
か

過
熱

状
態

か
を

監
視

す
る

こ
と

で
，

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
が

炉
心

上
端

以
上

で
冠
水
状
態
で
あ
る
こ

と
を

確
認

す
る
。
 

ま
た

，
推

定
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
直

接
計

測
し

て
い

る
加

圧
器

水
位

を
優

先
す

る
が

，
原

子
炉

容
器
水
位
の
計
測
範
囲

の
上

部
に

位
置
し
て

い
る

た
め

，
原
子
炉

容
器

水
位

の
計
測
範

囲
を

考
慮

す
る
。
 

②
〔
サ
ブ
ク
ー
ル
度
（
Ｃ
Ｒ
Ｔ
）
〕
※
２
 

②
１
次
冷
却
材
圧
力
 

②
〔
炉
心
出
口
温
度
〕
※
１
【
常
】
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
６
 

〔
１

次
冷
却

系
ル
ー
プ

水
位

〕
※

２
 

①
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
【
重
】
 

①
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
【
重
】
 

ケ
ー
ス
６
 

・
１
次
冷
却
系
ル
ー
プ

水
位

（
多

様
性
拡
張

設
備

）
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
１

次
冷

却
材
高
温

側
温

度
（

広
域

）
又

は
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

又
は

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
（

多
様

性
拡
張
設
備
）
の
傾
向

監
視

に
よ

り
水
位
変

化
を

推
定

す
る
。
 

②
〔
余
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
４
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第
1
.
1
5
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
3
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 

ほ
う

酸
注
入

ラ
イ
ン
流

量
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン

流
量

の
1
チ

ャ
ン
ネ

ル
が

故
障

し
た
場
合

は
，

他
チ

ャ
ン
ネ
ル

の
ほ

う
酸

注
入
ラ
イ

ン
流

量
に
よ
り
推
定
す
る
。

 

・
ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン

流
量

の
計

測
が
困
難

と
な

っ
た

場
合
は
，

水
源

で
あ

る
燃
料
取

替
用

水
タ

ン
ク
水
位

及
び

加
圧
器
水
位
の
傾
向
監

視
に

よ
り

注
水
量
を

推
定

す
る

。
 

ま
た
，
原
子
炉
容
器
水

位
の

傾
向

監
視
に
よ

り
注

水
量

を
推
定
す

る
。
 

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し

た
場

合
に

お
い
て
格

納
容

器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
の

水
位

変
化

に
よ
り
注

水
量

を
推
定
す
る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
加
圧
器
水
位
 

④
原
子
炉
容
器
水
位
 

⑤
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

高
圧

注
入
ポ

ン
プ
出
口

流
量
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出

口
流

量
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し
た
場

合
は

，
他

チ
ャ
ン
ネ

ル
の

高
圧

注
入
ポ
ン

プ
出

口
流
量
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

・
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出

口
流

量
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
水

源
で

あ
る
燃
料

取
替

用
水

タ
ン
ク
水

位
及

び
加
圧
器
水
位
の
傾
向

監
視

に
よ

り
注
水
量

を
推

定
す

る
。
 

ま
た
，
原
子
炉
容
器
水

位
の

傾
向

監
視
に
よ

り
推

定
す

る
。
 

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し

た
場

合
に

お
い
て
格

納
容

器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
の

水
位

変
化

に
よ
り
注

水
量

を
推
定
す
る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
加
圧
器
水
位
 

④
原
子
炉
容
器
水
位
 

⑤
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

余
熱

除
去
ラ

イ
ン
流
量

 
①

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流

量
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故

障
し

た
場
合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ
ル
の

余
熱

除
去

ラ
イ
ン
流

量
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

・
余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流

量
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン

ク
水
位
及

び
加

圧
器
水
位
の
傾
向
監
視

に
よ

り
注

水
量
を
推

定
す

る
。
 

ま
た
，
原
子
炉
容
器
水

位
の

傾
向

監
視
に
よ

り
推

定
す

る
。
 

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し

た
場

合
に

お
い
て
格

納
容

器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
の

水
位

変
化

に
よ
り
注

水
量

を
推
定
す
る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
加
圧
器
水
位
 

④
原
子
炉
容
器
水
位
 

⑤
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

ポ
ン

プ
出

口
積

算
流

量
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
加
圧
器
水
位
 

③
原
子
炉
容
器
水
位
 

④
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

・
常
設
低
圧
代
替
注
水

ポ
ン

プ
出

口
積
算
流

量
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン
ク
水
位
，
復
水
タ

ン
ク

水
位

の
傾
向
監

視
に

よ
り

注
水
量
を

推
定

す
る

。
 

ま
た
，
加
圧
器
水
位
，

原
子

炉
容

器
水
位
の

傾
向

監
視

に
よ
り
注

水
量

を
推

定
す
る
。

 

・
可
搬
型
の
中
間
受
槽

を
水

源
と

す
る
場
合

及
び

復
水

タ
ン
ク
に

淡
水

や
海

水
を
補
給

し
て

い
る

場
合
は
，

ポ
ン

プ
の
性
能
並
び
に
運
転

時
間

に
よ

り
算
出
し

た
注

水
量

に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し

た
場

合
に

お
い
て
格

納
容

器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
の

傾
向

監
視

に
よ
り
注

水
量

を
推
定
す
る
。
 

〔
充

て
ん
ラ

イ
ン
流
量

〕
※

２
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
【
重
】
 

②
加
圧
器
水
位
【
重
】
 

③
原
子
炉
容
器
水
位
【
重
】
 

④
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
【
重
】

ケ
ー
ス
３
 

・
充
て
ん
ラ
イ
ン
流
量

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
燃

料
取

替
用

水
タ
ン
ク

水
位

又
は

加
圧

器
水

位
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

水
位

，
注

水
先

の
加

圧
器

水
位

の
順

で
優

先
し

使
用

す
る

。
ま

た
，

原
子

炉
容

器
水

位
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量
を
推
定
す
る
。
 

・
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
が
発
生
し

た
場

合
に

お
い
て
格

納
容

器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
の

傾
向

監
視

に
よ
り
注

水
量

を
推
定
す
る
。
 

〔
蓄

圧
タ
ン

ク
圧
力
〕

※
２
 

〔
蓄

圧
タ
ン

ク
水
位
〕

※
２
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
及

び
蓄

圧
タ

ン
ク
水
位

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故

障
し

た
場
合
は

，
他

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
蓄
圧
タ

ン
ク

圧
力

及
び
蓄
圧

タ
ン

ク
水

位
に
よ
り

推
定

す
る

。
 

・
蓄
圧
タ
ン
ク
圧
力
及

び
蓄

圧
タ

ン
ク
水
位

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
１

次
冷

却
材
圧
力
及
び
１
次
冷

却
材

低
温

側
温
度
（

広
域

）
の

傾
向
監
視

に
よ

り
蓄

圧
タ
ン
ク

か
ら

の
注

水
開
始
を

推
定

す
る
。
 

②
１
次
冷
却
材
圧
力
【
重
】

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
【
重
】
 

ケ
ー
ス
４
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
4
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量 

格
納

容
器
ス

プ
レ
イ
積

算
流

量
 

①
〔
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算

流
量

の
計
測
が

困
難

と
な

っ
た
場
合

は
，

使
用

可
能
で
あ

れ
ば

格
納

容
器
ス
プ

レ
イ

流
量
（
多
様
性
拡
張
設

備
）

に
よ

り
，
原
子

炉
格

納
容

器
へ
の
注

水
量

を
推

定
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

積
算

流
量

の
計
測
が

困
難

と
な

っ
た
場
合

は
，

水
源

の
燃
料
取

替
用

水
タ

ン
ク
水
位

，
復

水
タ

ン
ク

水
位

及
び

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
広

域
）

の
傾

向
監

視
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
推

定
は

，
水

源
で

あ
る

燃
料

取
替

用
水

タ
ン

ク
水

位
及

び
復

水
タ

ン
ク

水
位

，
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位

（
広
域
）
の
順
で
優
先

し
使

用
す

る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

ポ
ン

プ
出

口
積

算
流

量
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

・
常
設
低
圧
代
替
注
水

ポ
ン

プ
出

口
積
算
流

量
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン

ク
水

位
，

復
水

タ
ン

ク
水

位
及

び
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

水
位

及
び

復
水

タ
ン

ク
水

位
，

格
納

容
器

再
循

環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域

）
の

順
で

優
先
し
使

用
す

る
。
 

な
お

，
復

水
タ

ン
ク
に

淡
水

や
海

水
を

補
給

し
て

い
る

場
合

は
，

ポ
ン

プ
の

性
能

並
び

に
運

転
時

間
に

よ
る

注

水
量
を
考
慮
し
推
定
を

行
う

。
 

ほ
う

酸
注
入

ラ
イ
ン
流

量
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン

流
量

の
1
チ

ャ
ン
ネ

ル
が

故
障

し
た
場
合

は
，

他
チ

ャ
ン
ネ
ル

の
ほ

う
酸

注
入
ラ
イ

ン
流

量
に
よ
り
推
定
す
る
。

 

・
ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン

流
量

の
計

測
が
困
難

と
な

っ
た

場
合
は
，

水
源

の
燃

料
取
替
用

水
タ

ン
ク

水
位
及
び

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
広

域
）

の
傾

向
監

視
に

よ
り

注
水

量
を

推
定

す
る

。
推

定
は

，
水

源
で

あ
る

燃
料

取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位

，
格

納
容

器
再
循
環

サ
ン

プ
水

位
（
広
域

）
の

順
で

優
先
し
使

用
す

る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

高
圧

注
入
ポ

ン
プ
出
口

流
量
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出

口
流

量
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し
た
場

合
は

，
他

チ
ャ
ン
ネ

ル
の

高
圧

注
入
ポ
ン

プ
出

口
流
量
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

・
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出

口
流

量
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
水

源
で

あ
る
燃
料

取
替

用
水

タ
ン
ク
水

位
及

び
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水

位
，

格
納
容
器

再
循

環
サ

ン
プ
水
位

（
広

域
）

の
順
で
優

先
し

使
用

す
る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

余
熱

除
去
ラ

イ
ン
流
量

 
①

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流

量
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故

障
し

た
場
合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ
ル
の

余
熱

除
去

ラ
イ
ン
流

量
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

・
余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流

量
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン

ク
水
位
及

び
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
燃

料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水

位
，

格
納

容
器
再
循

環
サ

ン
プ

水
位
（
広

域
）

の
順

で
優
先
し

使
用

す
る

。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

〔
充

て
ん
ラ

イ
ン
流
量

〕
※

２
 

①
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
【
重
】
 

②
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
【
重
】

ケ
ー
ス
３
 

・
充
て
ん
ラ
イ
ン
流
量

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン

ク
水

位
及

び
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

水
源

で
あ

る
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

水
位

，
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

順
で

優
先

し
使

用
す
る
。
 

〔
格

納
容
器

ス
プ
レ
イ

流
量

〕
※

２
 

①
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
【
重
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

流
量

（
多

様
性
拡
張

設
備

）
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
格

納
容

器
ス
プ
レ

イ
積

算
流
量
に
よ
り
，
原
子

炉
格

納
容

器
へ
の
注

水
量

を
推

定
す
る
。

 

・
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

流
量

（
多

様
性
拡
張

設
備

）
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
燃

料
取

替
用
水
タ

ン
ク

水
位

及
び

復
水

タ
ン

ク
水

位
又

は
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
注

水
量

を
推

定
す
る
。
推
定
は
，
水

源
で

あ
る

燃
料
取
替

用
水

タ
ン

ク
水
位
及

び
復

水
タ

ン
ク
水
位

を
優

先
す

る
。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
【
重
】
 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位
【
重
】
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
【
重
】

ケ
ー
ス
３
 

番
 

号
 

 
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 
〕
 
 
：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第
1
.
1
5
.
3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
5
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 格 納 

容 器 内 の 温 度 

格
納

容
器
内

温
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
内
温
度
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故

障
し

た
場

合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の
格
納

容
器

内
温

度
に
よ
り

推
定
 

す
る
。
 

・
格
納
容
器
内
温
度
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
原
子
炉

格
納

容
器

内
が
飽
和

状
態

で
あ

れ
ば
，
格

納
容

器
圧

力
又

は
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

（
Ａ

Ｍ
）

に
よ

り
，

温
度

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

詳
細

な
値

を
把

握
で

き
る

格
納

容
器

圧
力

を
優

先
す

る
。

な
お

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
が

飽
和

状
態

で
な

い
場

合
は

不
確

か
ら

し
さ

が
生
じ
る
こ
と
を
考
慮

す
る

。
 

②
格
納
容
器
圧
力
 

③
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
 

ケ
ー
ス
６
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

格
納

容
器
圧

力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
圧
力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障
し

た
場

合
は

，
他
チ
ャ

ン
ネ

ル
の

格
納
容
器

圧
力

に
よ

り
推
定
す

 

る
。
 

・
格
納
容
器
圧
力
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

原
子
炉
格

納
容

器
圧

力
（
Ａ
Ｍ

）
に

よ
り

圧
力
を
推

定
す

る
。

ま
た

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
が

飽
和

状
態

で
あ

れ
ば

，
格

納
容

器
内

温
度

に
よ

り
圧

力
を

推
定

す
る

。
推

定
は

，
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

（
Ａ

Ｍ
）

を
優

先
す

る
。

な
お

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
が

飽
和

状
態

で
な

い
場

合
は
不
確
か
ら
し
さ
が

生
じ

る
こ

と
を
考
慮

す
る

。
 

③
格
納
容
器
内
温
度
 

ケ
ー
ス
６
 

原
子

炉
格
納

容
器
圧
力

（
Ａ

Ｍ
）
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

ケ
ー
ス
１
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧

力
（

Ａ
Ｍ

）
の
計
測

が
困

難
と

な
っ
た
場

合
は

，
計

測
範
囲
内

で
あ

れ
ば

格
納
容
器

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。

ま
た

，
原

子
炉

格
納

容
器

内
が

飽
和

状
態

で
あ

れ
ば

，
格

納
容

器
内

温
度

に
よ

り
圧

力
を

推
定

す
る

。
推

定
は

，
格

納
容

器
圧

力
を

優
先

す
る

。
な

お
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

が
飽

和
状

態
で

な
い

場
合

は
不
確
か
ら
し
さ
が
生

じ
る

こ
と

を
考
慮
す

る
。
 

②
格
納
容
器
内
温
度
 

ケ
ー
ス
６
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

格
納

容
器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

広
域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
狭
域
）
 

③
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ
テ
ィ
水
位
 

③
原
子
炉
格
納
容
器
水
位
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
再
循
環
サ

ン
プ

水
位

（
広
域
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
格

納
容

器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位

（
広

域
）

に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
格
納
容
器
再
循
環
サ

ン
プ

水
位

（
広
域
）

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
計
測

範
囲

内
で

あ
れ
ば
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

狭
域

）
，

原
子

炉
下

部
キ

ャ
ビ

テ
ィ

水
位

，
原

子
炉

格
納

容
器

水
位

及
び

水
源

で
あ

る
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

水
位

，
復

水
タ

ン
ク

水
位

，
注

水
積

算
量

で
あ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
積

算
流

量
及

び
常

設
低

圧
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

積
算

流
量

に
よ

り
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
を

推
定

す
る

。
推

定

は
，

計
測

範
囲

内
で

あ
れ

ば
，

連
続

的
な

監
視

が
で

き
る

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
狭

域
）

を
優

先
す

る
。
 

④
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

④
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

④
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
 

④
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

ケ
ー
ス
２
 

格
納

容
器
再

循
環
サ
ン

プ
水

位
（

狭
域
）
 

①
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
再
循
環
サ

ン
プ

水
位

（
狭
域
）

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
格
納

容
器

再
循

環
サ
ン
プ

水
位

（
広
域
）
と
の
相
関
関

係
に

よ
り

水
位
を
推

定
す

る
。
 

原
子

炉
下
部

キ
ャ
ビ
テ

ィ
水

位
 

①
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
原
子
炉
下
部
キ
ャ
ビ

テ
ィ

水
位

の
計
測
が

困
難

と
な

っ
た
場
合

，
格
納
容

器
再
循
環

サ
ン

プ
水

位
（
広
域

）
又

は
注

水
元

で
あ

る
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

水
位

，
復

水
タ

ン
ク

水
位

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
積

算
流

量
及

び
常

設
低

圧
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

積
算

流
量

に
よ

り
求

め
た

注
水

量
に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
を

推
定

す
る
。
推
定
は
格
納
容

器
再

循
環

サ
ン
プ
水

位
（

広
域

）
を
優
先

す
る

。
 

②
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
 

②
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

ケ
ー
ス
２
 

原
子

炉
格
納

容
器
水
位

 
①

燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
水
位
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

①
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
 

①
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

ケ
ー
ス
２
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
水

位
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
注

水
元

で
あ

る
燃
料
取

替
用

水
タ

ン
ク
水
位

，
復

水
タ

ン
ク

水
位

，
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
積

算
流

量
及

び
常

設
低

圧
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

積
算

流
量

に
よ

り
求

め
た
注
水
量
に
よ
り
原

子
炉

格
納

容
器
内
の

水
位

を
推

定
す
る
。

 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第
1
.
1
5
.
3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
6
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

水 素 濃 度 

格
納

容
器
水

素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

ケ
ー
ス
１
 

・
可
搬
型
格
納
容
器
水

素
濃

度
計

測
装
置
が

故
障

し
た

場
合
は
，

予
備

の
可

搬
型
格
納

容
器

内
水

素
濃
度
計

測
装

置
に
よ
り
推
定
す
る
。

 

・
可
搬
型
格
納
容
器
水

素
濃

度
計

測
装
置
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
静
的
触

媒
式

水
素

再
結
合
装

置
動

作
監

視
装

置
及

び
電

気
式

水
素

燃
焼

装
置

動
作

監
視

装
置

の
動

作
特

性
に

よ
り

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
が
大
規
模
な
水
素
燃

焼
が

生
じ

な
い
領
域

で
あ

る
こ

と
を
確
認

す
る

。
 

・
使
用
可
能
で
あ
れ
ば

ガ
ス

分
析

計
（
多
様

性
拡

張
設

備
）
に
よ

り
水

素
濃

度
を
確
認

し
，

ガ
ス

分
析
計
の

結
果

に
基
づ
き
水
素
濃
度
を

推
定

す
る

。
 

②
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
装
置
動
作
監
視
装
置
 

②
電
気
式
水
素
燃
焼
装
置
動
作
監
視
装
置
 

ケ
ー
ス
８
 

③
〔
ガ
ス
分
析
計
に
よ
る
水
素
濃
度
〕
※
１
【
常
】

ケ
ー
ス
１
 

ア ニ ュ ラ ス 内 の 

水 素 濃 度 

ア
ニ

ュ
ラ
ス

水
素
濃
度

 
①

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃

度
の

1
チ

ャ
ン
ネ
ル

が
故

障
し

た
場
合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ
ル
の

ア
ニ

ュ
ラ

ス
水
素
濃

度
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

・
ア
ニ
ュ
ラ
ス
水
素
濃

度
の

計
測

が
困
難
と

な
っ

た
場

合
は
，
格

納
容

器
エ

リ
ア
モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ
）
及

び
排

気
筒

ガ
ス

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

）
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
放

射
線

量
率

の
比

に
よ

り
，

ア
ニ

ュ
ラ

ス
へ

の
漏

え
い

率
を

求
め

，
可

搬
型

格
納

容
器

水
素

濃
度

計
測

装
置

に
よ

り
計

測
し

た
格

納
容

器
水

素
濃

度
を

基
に

，
評

価
し

た
格

納
容

器
水

素
濃

度
と

ア
ニ

ュ
ラ

ス
へ

の
漏

え
い

率
の

関
係

を
も

と
に

ア
ニ

ュ
ラ

ス
内

の
水

素
濃

度
を

推
定
す
る
。
 

②
格
納
容
器
水
素
濃
度
 

②
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
 

②
〔

排
気

筒
ガ

ス
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
）

〕
※

２

【
常
】
 

ケ
ー
ス
９
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率 

格
納

容
器
エ

リ
ア
モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）
 

②
〔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン
ジ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
格

納
容

器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高

レ
ン

ジ
）

に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン
ジ
）

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
格
納

容
器

エ
リ

ア
モ
ニ
タ

（
低

レ
ン

ジ
）

及
び

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
指

示
の

上
昇

を
傾

向
監

視
し

，
急

上
昇

（
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
値
よ

り
数

倍
か

ら
1
桁
急

上
昇

）
に

よ
り
，
炉

心
損

傷
の

お
そ
れ
が

生
じ

て
い

る
か
を
推

定

す
る
。
 

格
納

容
器
エ

リ
ア
モ
ニ

タ
（

低
レ

ン
ジ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
 

③
〔
格
納
容
器
地
下

1
階
入
口
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※

２
【
常
】
 

③
〔
炉
内
計
装
区
域
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
〕
※
２
【
常
】

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ

ニ
タ

（
低

レ
ン
ジ
）

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
格

納
容

器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低

レ
ン

ジ
）

に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ

ニ
タ

（
低

レ
ン
ジ
）

の
計

測
が

困
難
に
な

っ
た

場
合

は
，
格
納

容
器

エ
リ

ア
モ
ニ
タ

（
高

レ
ン
ジ
）
，
格
納
容
器

地
下

1
階
入

口
エ
リ

ア
モ

ニ
タ

（
多
様
性

拡
張

設
備

）
及
び
炉

内
計

装
区

域
エ
リ
ア

モ

ニ
タ

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
の

指
示

の
上

昇
を

傾
向

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
，

炉
心

損
傷

の
お

そ
れ

が
生

じ
て

い
な

い
放

射
線

量
率

で
あ

る
こ

と
を

推
定

す
る

。
な

お
，

格
納

容
器

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
）

の
計

測
範

囲
よ
り
低
く
，
格
納
容

器
地

下
1
階

入
口
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
及
び
炉

内
計

装
区

域
エ
リ
ア

モ
ニ

タ
の

計
測
範
囲

よ

り
高
い
場
合
は
，
そ
の

間
の

放
射

線
量
率
と

推
定

す
る

。
 

〔
格

納
容

器
地

下
1

階
入

口
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
〕

※
２
 

〔
炉

内
計
装

区
域
エ
リ

ア
モ

ニ
タ

〕
※
２
 

〔
格

納
容
器

じ
ん
あ
い

モ
ニ

タ
〕

※
２
 

〔
格

納
容
器

ガ
ス
モ
ニ

タ
〕

※
２
 

〔
格

納
容
器

排
気
ガ
ス

モ
ニ

タ
〕

※
２
 

①
格
納
容
器
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
低
レ
ン
ジ
）
【
重
】

ケ
ー
ス
１
 

・
格
納
容
器
地
下

1
階

入
口

エ
リ

ア
モ
ニ
タ

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
，

炉
内

計
装
区
域

エ
リ

ア
モ

ニ
タ
（
多

様
性

拡
張

設
備

）
，

格
納

容
器

じ
ん

あ
い

モ
ニ

タ
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

，
格

納
容

器
ガ

ス
モ

ニ
タ

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
及

び
格

納
容

器
排

気
ガ

ス
モ

ニ
タ

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
の

計
測

が
困

難
と

な
っ

た
場

合
は

，
計

測
範

囲
内

で
あ

れ
ば

格
納

容
器

エ
リ

ア
モ

ニ
タ

（
低

レ
ン

ジ
）

に
よ

り
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

放
射

線
量

率
を

推
定

す
る
。
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
7
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

出
力

領
域
中

性
子
束
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
 

ケ
ー
ス
１
 

・
出
力
領
域
中
性
子
束

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
出

力
領

域
中

性
子
束
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

・
出

力
領

域
中

性
子

束
の

計
測

が
困

難
と

な
っ

た
場

合
は

，
中

間
領

域
中

性
子

束
，

１
次

冷
却

材
低

温
側

温
度

（
広

域
）

と
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広
域

）
の

差
に

よ
り

推
定

す
る

。
推

定
は

出
力

領
域

中
性

子
束

の
計

測
範
囲
を
カ
バ
ー
し
て

い
る

中
間

領
域
中
性

子
束

を
優

先
す
る
。

 

・
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位

に
よ

り
原

子
炉
の
未

臨
界

状
態

に
必
要
な

ほ
う

酸
水

量
を
炉
心

へ
注

入
す

る
こ
と
で

未
臨

界
状
態
の
維
持
を
推
定

す
る

。
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
４
 

④
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
 

ケ
ー
ス
７
 

中
間

領
域
中

性
子
束
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
出
力
領
域
中
性
子
束
 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
 

ケ
ー
ス
１
 

・
中
間
領
域
中
性
子
束

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
中

間
領

域
中

性
子
束
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

・
中
間
領
域
中
性
子
束

の
計

測
が

困
難
に
な

っ
た

場
合

は
，
出
力

領
域

中
性

子
束
の
計

測
範

囲
内

で
あ
れ
ば

，
出

力
領

域
中

性
子

束
に

よ
る

推
定

を
行

い
，

中
性

子
源

領
域

中
性

子
束

の
計

測
範

囲
内

で
あ

れ
ば

，
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
に

よ
り

推
定

す
る

。
な

お
，

出
力

領
域

中
性

子
束

の
計

測
範

囲
下

限
と

中
性

子
源

領
域

中
性

子
束

の
計
測
範
囲
上
限
の
間

で
あ

る
場

合
は
，
互

い
の

計
測

範
囲
外
の

範
囲

で
あ

る
と
推
定

す
る

。
 

・
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位

に
よ

り
原

子
炉
の
未

臨
界

状
態

に
必
要
な

ほ
う

酸
水

量
を
炉
心

へ
注

入
す

る
こ
と
で

未
臨

界
状
態
の
維
持
を
推
定

す
る

。
 

③
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
 

ケ
ー
ス
７
 

中
性

子
源
領

域
中
性
子

束
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
 

ケ
ー
ス
１
 

・
中
性
子
源
領
域
中
性

子
束

の
1
チ

ャ
ン
ネ

ル
が

故
障

し
た
場
合

は
，

他
チ

ャ
ン
ネ
ル

の
中

性
子

源
領
域
中

性
子

束
に
よ
り
推
定
す
る
。

 

・
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
の

計
測

が
困

難
に

な
っ

た
場

合
は

，
中

間
領

域
中

性
子

束
の

計
測

範
囲

内
で

あ
れ

ば
，

中
間

領
域

中
性

子
束

に
よ

り
推

定
を

行
う

。
な

お
，

中
間

領
域

中
性

子
束

の
計

測
範

囲
下

限
以

下
の

場
合

は
，
計
測
範
囲
下
限
よ

り
低

い
範

囲
で
あ
る

と
推

定
す

る
。
 

・
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位

に
よ

り
原

子
炉
の
未

臨
界

状
態

に
必
要
な

ほ
う

酸
水

量
を
炉
心

へ
注

入
す

る
こ
と
で

未
臨

界
状
態
の
維
持
を
推
定

す
る

。
 

③
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位
 

ケ
ー
ス
７
 

〔
中

間
領
域

起
動
率
〕

※
２
 

①
中
間
領
域
中
性
子
束
【
重
】
 

②
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
【
重
】
 

②
〔
中
性
子
源
領
域
起
動
率
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
中
間
領
域
起
動
率
（

多
様

性
拡

張
設
備
）

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
中
間

領
域

中
性

子
束
に
よ

り
起

動
率

を
推

定
す

る
。

な
お

，
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
の

計
測

範
囲

内
の

場
合

，
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
及

び
中
性
子
源
領
域
起
動

率
（

多
様

性
拡
張
設

備
）

に
よ

り
推
定
す

る
。
 

〔
中

性
子
源

領
域
起
動

率
〕

※
２
 

①
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
【
重
】
 

②
中
間
領
域
中
性
子
束
【
重
】
 

②
〔
中
間
領
域
起
動
率
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
中
性
子
源
領
域
起
動

率
（

多
様

性
拡
張
設

備
）

の
計

測
が
困
難

と
な

っ
た

場
合
は
，

中
性

子
源

領
域
中
性

子
束

に
よ

り
起

動
率

を
推

定
す

る
。

な
お

，
中

間
領

域
中

性
子

束
の

計
測

範
囲

内
の

場
合

，
中

間
領

域
中

性
子

束
及

び
中
間
領
域
起
動
率
（

多
様

性
拡

張
設
備
）

に
よ

り
推

定
す
る
。

 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第
1
.
1
5
.
3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
8
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格
納

容
器
圧

力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力
（
Ａ
Ｍ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
格

納
容

器
圧

力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し

た
場

合
は

，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

格
納

容
器

圧
力

に
よ

り
推

定
す

る
。
 

・
格
納
容
器
圧
力
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

原
子
炉
格

納
容

器
圧

力
（
Ａ
Ｍ

）
に

よ
り

，
圧
力
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

が
飽

和
状

態
で

あ
れ

ば
，

格
納

容
器

内
温

度
に

よ
り

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

原
子

炉
格

納
容

器
圧

力
（

Ａ
Ｍ

）
を

優
先

す
る

。
な

お
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

が
飽

和
状

態
で

な
い

場
合
は
不
確
か
ら
し
さ

が
生

じ
る

こ
と
を
考

慮
す

る
。
 

③
格
納
容
器
内
温
度
 

ケ
ー
ス
６
 

原
子

炉
補
機

冷
却
水
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー

ジ
タ

ン
ク
水
位

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
原

子
炉

補
機
冷
却
水
サ
ー
ジ
タ

ン
ク

水
位

に
よ
り
推

定
す

る
。
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
水

サ
ー

ジ
タ

ン
ク
水
位

の
計

測
が

困
難
な
場

合
は

，
格

納
容
器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト
入
口

温
度

／
出

口
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

傾
向

監
視

に
よ

り
，

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
除

熱
の

た
め

の
原

子
炉

補
機

冷
却

水
系

が
健
全
か
つ
最
終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

が
確
保
さ

れ
て

い
る

こ
と
を
推

定
す

る
。
 

②
格

納
容

器
再

循
環

ユ
ニ

ッ
ト

入
口

温
度

／
出

口
温

度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
４
 

〔
原

子
炉

補
機

冷
却

水
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
圧

力
（

Ａ
Ｍ
）

〕
※
１
 

①
原

子
炉

補
機

冷
却

水
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
圧

力
（

Ｓ

Ａ
）
【
重
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
原

子
炉

補
機

冷
却

水
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
圧

力
（

Ａ
Ｍ

）
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

は
，
原
子
炉
補
機
冷
却

水
サ

ー
ジ

タ
ン
ク
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
に
よ
り

推
定

す
る

。
 

格
納

容
器

再
循

環
ユ

ニ
ッ

ト
入

口
温

度
／

出
口

温
度
（

Ｓ
Ａ
）
 

①
格
納
容
器
内
温
度
 

①
格
納
容
器
圧
力
 

ケ
ー
ス
４
 

・
格
納
容
器
再
循
環
ユ

ニ
ッ

ト
入

口
温
度
／

出
口

温
度

（
Ｓ
Ａ
）

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
格
納

容
器

内
温
度
及
び
格
納
容
器

圧
力

の
低

下
に
よ
り

，
最

終
ヒ

ー
ト
シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ
て
い

る
こ

と
を

推
定
す
る

。
 

主
蒸

気
ラ
イ

ン
圧
力
 

①
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

の
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
又

は
他

ル
ー

プ
 

ケ
ー
ス
１
 

・
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
又
は

他
ル

ー
プ

の
主
蒸
気

ラ
イ

ン
圧
力
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

・
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
１
次

冷
却

系
が

満
水
状
態

で
蒸

気
発

生
器
２
次

側
が

飽
和

状
態

で
あ

れ
ば

，
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
及

び
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広
域

）
に

よ
り

圧
力

を
推

定
す

る
。

推
定

は
，

１
次

冷
却

材
低

温
側

温
度

（
広

域
）

を
優

先
す

る
。

な
お

，
蒸

気
発

生
器

２
次

側
が
飽
和
状
態
に
な
る

ま
で

（
未

飽
和
状
態

）
は

不
確

か
さ
が
生

じ
る

こ
と

を
考
慮
す

る
。
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
６
 

蒸
気

発
生
器

水
位
（
狭

域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭

域
）

の
1

チ
ャ

ン
ネ

ル
が

故
障

し
た

場
合

は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭
域
）
に
よ
り
推
定

す
る

。
（

多
様
性
拡

張
設

備
を

含
む
）
 

・
蒸
気
発
生
器
水
位
（

狭
域

）
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
蒸

気
発

生
器
水
位

（
広

域
）

，
１
次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
，

１
次

冷
却

材
高

温
側

温
度

（
広

域
）

の
変

化
を

傾
向

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
，

蒸
気

発
生
器
水
位
（
狭
域
）

を
推

定
す

る
。
推
定

は
相

関
関

係
の
あ
る

蒸
気

発
生

器
水
位
（

広
域

）
を

優
先
す
る

。
 

③
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

③
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
４
 

蒸
気

発
生
器

水
位
（
広

域
）
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
蒸

気
発

生
器

水
位

（
広

域
）

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

は
，

計
測

範
囲

内
で

あ
れ

ば
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭

域
）

に
て

推
定

す
る

。
ま

た
，

１
次

冷
却

材
低

温
側

温
度

（
広

域
）

，
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広

域
）

の
変

化
を

傾
向

監
視

に
よ

り
，

蒸
気

発
生

器
水

位
（

広
域

）
を

推
定

す
る

。
推

定
は

計
測

範
囲

内
で

あ
れ

ば
，

蒸
気

発
生

器
水

位
（

狭
域

）
を

優
先

す
る

。
な

お
，

蒸
気

発
生

器
が

ド
ラ

イ
ア

ウ
ト

し
た

場
合

，
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
及

び
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広
域

）
が

上
昇

傾
向

と
な

る
こ

と
で

推
定

す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

②
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

②
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
４
 

補
助

給
水
流

量
 

①
復
水
タ
ン
ク
水
位
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
 

ケ
ー
ス
３
 

・
補
助
給
水
流
量
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

復
水
タ
ン

ク
水

位
，

蒸
気
発
生

器
水

位
（

広
域
）
及

び
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭

域
）

を
傾

向
監

視
す

る
こ

と
に

よ
り

推
定

す
る

。
推

定
は

復
水

タ
ン

ク
水

位
を

優
先

す

る
。
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
9
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

最 終 ヒ ー ト 

シ ン ク の 確 保 

〔
主

蒸
気
流

量
〕
※
１

 
①

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
主
蒸
気
流
量
（
多
様

性
拡

張
設

備
）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障
し

た
場

合
は

，
他
チ
ャ

ン
ネ

ル
の

主
蒸
気
流

量

に
よ
り
推
定
す
る
。
 

・
主
蒸
気
流
量
（
多
様

性
拡

張
設

備
）
の
計

測
が

困
難

と
な
っ
た

場
合

は
，

主
蒸
気
ラ

イ
ン

圧
力

の
変
化
を

傾
向

監
視

す
る

と
に

よ
り

，
蒸

気
発

生
器

２
次

側
に

よ
る

除
熱

状
況

を
監

視
す

る
。

ま
た

，
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭

域
）

及
び

蒸
気

発
生

器
水

位
（

広
域

）
の

変
化

傾
向

と
補

助
給

水
流

量
を

監
視

す
る

こ
と

に
よ

り
主

蒸
気

流
量

を
推
定
す
る
。
 

②
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
【
重
】
 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
【
重
】
 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
【
重
】
 

③
補
助
給
水
流
量
【
重
】
 

ケ
ー
ス
４
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

蒸
気

発
生
器

水
位
（
狭

域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

・
蒸
気
発
生
器
水
位
（

狭
域

）
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し
た
場

合
は

，
他

チ
ャ
ン
ネ

ル
の

蒸
蒸

気
発
生
器

水
位

（
狭
域
）
に
よ
り
推
定

す
る

。
 

・
蒸
気
発
生
器
水
位
（

狭
域

）
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
，

蒸
気

発
生

器
水
位
（

広
域

）
の

上
昇
に
よ

り
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
破

損
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

主
蒸

気
ラ

イ
ン

圧
力

及
び

補
助

給
水

流
量

に
よ

り
傾

向
監

視
す

る
。
 

③
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
 

③
補
助
給
水
流
量
 

ケ
ー
ス
５
 

主
蒸

気
ラ
イ

ン
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

 
ケ
ー
ス
１
 

・
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
主

蒸
気

ラ
イ

ン
圧
力
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

・
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力

の
計

測
が

困
難
と
な

っ
た

場
合

は
，
蒸
気

発
生

器
水

位
（
広
域

）
の

上
昇

及
び
補
助

給
水

流
量
が
減
少
を
傾
向
監

視
す

る
こ

と
で
蒸
気

発
生

器
伝

熱
管
破
損

を
推

定
す

る
。
 

②
蒸
気
発
生
器
水
位
（
広
域
）
 

②
補
助
給
水
流
量
 

ケ
ー
ス
５
 

１
次

冷
却
材

圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
〔
加
圧
器
圧
力
〕
※
１
【
常
】
 

ケ
ー
ス
１
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故

障
し

た
場

合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の
１
次

冷
却

材
圧

力
に
よ
り

推
定

す
る
。
 

・
１
次
冷
却
材
圧
力
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
計
測
範

囲
内

で
あ

れ
ば
，
加

圧
器

圧
力

（
多
様
性

拡
張

設
備

）
に

よ
り

推
定

す
る

。
ま

た
，

蒸
気

発
生

器
水

位
（

狭
域

）
及

び
主

蒸
気

ラ
イ

ン
圧

力
の

傾
向

監
視

に
よ

り
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
破

損
が

な
い

こ
と

及
び

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
広

域
）

の
上

昇
が

な
い

こ
と

で
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
を

推
定

す
る

。
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

で
あ

れ
ば

，
１

次
冷

却
材

高
温

側
温

度
（

広
域

）
又

は
１

次
冷

却
材

低
温

側
温

度
（

広
域

）
に

よ
り

，
圧

力
を

推
定

す
る

。
推

定
は
，
計
測
範
囲
内
で

あ
れ

ば
，

圧
力
を
直

接
計

測
し

て
い
る
加

圧
器

圧
力

を
優
先
す

る
。
 

③
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
 

③
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
 

③
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
５
 

④
１
次
冷
却
材
高
温
側
温
度
（
広
域
）
 

④
１
次
冷
却
材
低
温
側
温
度
（
広
域
）
 

ケ
ー
ス
６
 

〔
復

水
器
排

気
ガ
ス
モ

ニ
タ

〕
※

２
 

〔
蒸

気
発

生
器

ブ
ロ

ー
ダ

ウ
ン

水
モ

ニ

タ
〕

※
２
 

〔
高

感
度
型

主
蒸
気
管

モ
ニ

タ
〕

※
２
 

①
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
【
重
】
 

①
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
【
重
】
 

ケ
ー
ス
５
 

・
復
水
器
排
気
ガ
ス
モ

ニ
タ

（
多

様
性
拡
張

設
備

）
，

蒸
気
発
生

器
ブ

ロ
ー

ダ
ウ
ン
水

モ
ニ

タ
（

多
様
性
拡

張
設

備
）

及
び

高
感

度
型

主
蒸

気
管

モ
ニ

タ
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

は
，

蒸
気

発
生

器
水

位
（

狭
域

）
及

び
主

蒸
気

ラ
イ

ン
圧

力
の

変
化

に
よ

り
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
破

損
の

傾
向

監
視

が
で

き

る
。
 

〔
排

気
筒
ガ

ス
モ
ニ
タ

〕
※

２
 

〔
安

全
補
機

室
排
気
ガ

ス
モ

ニ
タ

〕
※
２
 

〔
一

般
補
機

室
排
気
ガ

ス
モ

ニ
タ

〕
※
２
 

〔
周

辺
補
機

棟
排
気
ガ

ス
モ

ニ
タ

〕
※
２
 

〔
補

助
建
屋

サ
ン
プ
タ

ン
ク

水
位

〕
※
２
 

〔
原

子
炉
建

屋
サ
ン
プ

タ
ン

ク
水

位
〕
※
２

〔
余

熱
除
去

ポ
ン
プ
出

口
圧

力
〕

※
２
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力
【
重
】
 

①
加
圧
器
水
位
【
重
】
 

①
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
【
重
】

①
蒸
気
発
生
器
水
位
（
狭
域
）
【
重
】
 

①
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
【
重
】
 

ケ
ー
ス
５
 

・
排
気
筒
ガ
ス
モ
ニ
タ

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
，

安
全

補
機
室
排

気
ガ

ス
モ

ニ
タ
（
多

様
性

拡
張

設
備
）
，

一
般

補
機

室
排

気
ガ

ス
モ

ニ
タ

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
，

周
辺

補
機

棟
排

気
ガ

ス
モ

ニ
タ

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
，

補
助

建
屋

サ
ン

プ
タ

ン
ク

水
位

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
，

原
子

炉
建

屋
サ

ン
プ

タ
ン

ク
水

位
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

及
び

余
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

は
，

１
次

冷
却

材
圧

力
，

加
圧

器
水

位
，

格
納

容
器

再
循

環
サ

ン
プ

水
位

（
広

域
）

，
蒸

気
発

生
器

水
位

（
狭

域
）

及
び

主
蒸

気
ラ
イ
ン
圧
力
に
よ
り

，
イ

ン
タ

ー
フ
ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
の

傾
向

監
視
が
で

き
る

。
 

〔
加

圧
器
逃

が
し
タ
ン

ク
圧

力
〕

※
２
 

〔
加

圧
器
逃

が
し
タ
ン

ク
水

位
〕

※
２
 

〔
加

圧
器
逃

が
し
タ
ン

ク
温

度
〕

※
２
 

①
１
次
冷
却
材
圧
力
【
重
】
 

①
加
圧
器
水
位
【
重
】
 

②
〔
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
〕
※
２
【
常
】
 

ケ
ー
ス
５
 

・
加
圧
器
逃
が
し
タ
ン

ク
圧

力
（

多
様
性
拡

張
設

備
）

，
加
圧
器

逃
が

し
タ

ン
ク
水
位

（
多

様
性

拡
張
設
備

）
及

び
加

圧
器

逃
が

し
タ

ン
ク

温
度

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
の

計
測

が
困

難
と

な
っ

た
場

合
は

，
１

次
冷

却
材

圧
力

及
び

加
圧

器
水

位
の

低
下

，
格

納
容

器
サ

ン
プ

水
位

（
多

様
性

拡
張

設
備

）
の

上
昇

が
な

い
こ

と
の

確
認

に
よ

り
，
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ

Ａ
の

傾
向

監
視
が
で

き
る

。
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第
1
.
1
5
.
3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

（
注
1
）
の
推
定
（
1
0
／
1
0
）
 

分
類
 

主
要

パ
ラ
メ

ー
タ
（
注

１
）
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替

パ
ラ
メ

ー
タ
推
定

方
法
 

水 源 の 確 保 

燃
料

取
替
用

水
タ
ン
ク

水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水

位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル

が
故

障
し
た
場

合
は

，
他

チ
ャ
ン
ネ

ル
の

燃
料

取
替
用
水

タ
ン

ク
水
位
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

・
燃
料
取
替
用
水
タ
ン

ク
水

位
の

計
測
が
困

難
と

な
っ

た
場
合
は

，
格

納
容

器
再
循
環

サ
ン

プ
水

位
（
広
域

）
又

は
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
積

算
流

量
等

の
燃

料
取

替
用

水
タ

ン
ク

を
水

源
と

す
る

ポ
ン

プ
の

注
水

量
の

合
計

に
よ

り
，

水
源

の
有

無
や

使
用

量
を

推
定

す
る

。
推

定
は

，
格

納
容

器
再

循
環

サ
ン

プ
水

位
（

広
域

）
を

優
先

す
る

が
，
燃
料
取
替
用
水
タ

ン
ク

以
外

か
ら
の
注

水
が

な
い

こ
と
を
前

提
と

す
る

。
 

②
格
納
容
器
再
循
環
サ
ン
プ
水
位
（
広
域
）
 

③
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
積
算
流
量
 

③
ほ
う
酸
注
入
ラ
イ
ン
流
量
 

③
高
圧
注
入
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

③
余
熱
除
去
ラ
イ
ン
流
量
 

③
[
充
て
ん
ラ
イ
ン
流
量
]
※
２
【
常
】
 

③
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

ケ
ー
ス
２
 

復
水

タ
ン
ク

水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
復
水
タ
ン
ク
水
位
の

1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が
故

障
し

た
場

合
は
，
他

チ
ャ

ン
ネ

ル
の
復
水

タ
ン

ク
水

位
に
よ
り

推
定

す
る
。
 

・
復
水
タ
ン
ク
水
位
の

計
測

が
困

難
と
な
っ

た
場

合
は

，
補
助
給

水
流

量
等

の
復
水
タ

ン
ク

を
水

源
と
す
る

ポ
ン

プ
の
注
水
量
の
合
計
に

よ
り

，
使

用
量
を
推

定
す

る
。
 

②
補
助
給
水
流
量
 

②
常
設
低
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
積
算
流
量
 

ケ
ー
ス
２
 

ほ
う

酸
タ
ン

ク
水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

・
ほ
う
酸
タ
ン
ク
水
位

の
1
チ

ャ
ン

ネ
ル
が

故
障

し
た

場
合
は
，

他
チ

ャ
ン

ネ
ル
の
ほ

う
酸

タ
ン

ク
水
位
に

よ
り

推
定
す
る
。
 

・
ほ

う
酸

タ
ン

ク
水

位
の

計
測

が
困

難
と

な
っ

た
場

合
は

，
ほ

う
酸

急
速

注
入

ラ
イ

ン
流

量
（

多
様

性
拡

張
設

備
）

に
よ

り
水

位
を

推
定

す
る

。
ま

た
，

炉
心

へ
の

ほ
う

酸
水

注
入

に
伴

う
負

の
反

応
度

が
添

加
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
出

力
領

域
中

性
子

束
，

中
間

領
域

中
性

子
束

，
中

性
子

源
領

域
中

性
子

束
の

指
示

低
下

に
よ

り
推

定
す

る
。
 

②
〔
ほ
う
酸
急
速
注
入
ラ
イ
ン
流
量
〕
※
２
【
常
】

ケ
ー
ス
２
 

③
出
力
領
域
中
性
子
束
 

③
中
間
領
域
中
性
子
束
 

③
中
性
子
源
領
域
中
性
子
束
 

ケ
ー
ス
７
 

番
 

号
 
 

：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

〔
 

〕
 
 

：
多
様
性
拡
張
設
備
，
※
１
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ
，
※
２
 
耐
震
性
，
耐
環
境
性
が
な
く
，
常
用
電
源
の
パ
ラ
メ
ー
タ
 

【
重
】
 
 

：
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
多
様
性
拡
張
設
備
の
重
要
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
 

【
常
】
 
 

：
常
用
代
替
計
器
を
示
す
。
 

（
注
１
）
 
：
こ
こ
で
は
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
う
ち
重
要
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
有
効
な
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
を
示
す
。
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第 1.15.4 表 補助的な監視パラメータ（多様性拡張設備）（1／2） 
分 類 パラメータ 主要パラメータの代替監視可能理由 

電源関係 6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線

受電電圧計 

関連警報の有無，各補機の操作スイッチ表示灯等によ

る運転状態を確認することにより監視可能 

440V2A，2B，2C2，2D1 母線受電電圧計 
関連警報の有無，各補機の操作スイッチ表示灯等によ

る運転状態を確認することにより監視可能 

2A,2B 直流電源電圧計 
関連警報の有無，各補機の操作スイッチ表示灯等によ

る運転状態を確認することにより監視可能 

2A，2B，2C，2Dインバータ電源電圧計 
関連警報の有無，各補機の操作スイッチ表示灯等によ

る運転状態を確認することにより監視可能 

重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 各負荷の運転状態を確認することにより監視可能 

重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 各負荷の運転状態を確認することにより監視可能 

重大事故等対処用専用直流電源電圧計 各負荷の運転状態を確認することにより監視可能 

インバータ（重大事故等対処用）電圧計 各負荷の運転状態を確認することにより監視可能 

空冷式非常用発電機電力計，周波数計

（空冷式非常用発電機遠隔起動装置） 

空冷式非常用発電機の運転状態を確認することにより

監視可能 

電源車電圧計，電力計，周波数計 電源車の運転状態を確認することにより監視可能 

500kV1L， 2L電圧計，275kV1L， 2L電圧

計，77kV電圧計 

母線受電遮断器の接続状態及び所内母線電圧を確認す

ることにより監視可能 

2A，2Bディーゼル発電機電圧計 

関連警報の有無，ディーゼル発電機の運転状態，母線

補機の操作スイッチ表示灯による運転状態を確認する

ことにより監視可能 

補機関係 
充てん／高圧注入ポンプ出口圧力計 

充てん／高圧注入ポンプの運転状態を確認することに

より監視可能 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ油冷却器及び

封水冷却器補機冷却水流量計 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプ電動機補機冷

却水流量計 

Ｂ充てん／高圧注入ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

格納容器スプレイポンプ出口圧力計 
格納容器スプレイポンプの運転状態を確認することに

より監視可能 

Ｂ余熱除去ポンプ補機冷却水流量計 
Ｂ余熱除去ポンプの運転状態を確認することにより監

視可能 

Ｂ余熱除去ポンプ電動機補機冷却水流量

計 

Ｂ余熱除去ポンプの運転状態を確認することにより監

視可能 

余熱除去ポンプ出口圧力計 
余熱除去ポンプの運転状態を確認することにより監視

可能 

常設低圧代替注水ポンプ出口圧力計 
常設低圧代替注水ポンプの運転状態を確認することに

より監視可能 

高圧注入ポンプ出口圧力計 高圧注入ポンプの運転状態を確認することにより監視

可能 

Ｂ高圧注入ポンプ補機冷却水流量計 Ｂ高圧注入ポンプの運転状態を確認することにより監

視可能 

Ｂ高圧注入ポンプ電動機補機冷却水流量

計 

Ｂ高圧注入ポンプの運転状態を確認することにより監

視可能 

Ｂ制御用空気圧縮装置圧縮機補機冷却水

流量計 

Ｂ制御用空気圧縮機の運転状態を確認することにより

監視可能 

Ｂ制御用空気圧縮装置後置冷却器補機冷

却水流量指示スイッチ 

Ｂ制御用空気圧縮機の運転状態を確認することにより

監視可能 

タービン動補助給水ポンプ制御油圧力計 主油ポンプの運転状態を確認することにより監視可能 

電動補助給水ポンプ入口圧力計 原子炉補機冷却海水ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

タービン動補助給水ポンプ入口圧力計 原子炉補機冷却海水ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

タービン動補助給水ポンプ出口圧力計 タービン動補助給水ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 
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第 1.15.4 表 補助的な監視パラメータ（多様性拡張設備）（2／2） 

分 類 パラメータ 主要パラメータの代替監視可能理由 

その他 原子炉補機冷却水海水供給母管圧力計 原子炉補機冷却海水ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

原子炉補機冷却水冷却器海水流量計 原子炉補機冷却海水ポンプの運転状態を確認すること

により監視可能 

原子炉補機冷却水供給母管流量計 原子炉補機冷却水ポンプの運転状態を確認することに

より監視可能 

原子炉補機冷却水供給母管連絡管圧力 原子炉補機冷却水ポンプの運転状態を確認することに

より監視可能 

ほう酸混合器出口流量制御器 原子炉補給水制御系の動作状態を中性子束の指示によ

り監視可能 

ほう酸補給ライン流量計 原子炉補給水制御系の動作状態を中性子束の指示によ

り監視可能 

制御用空気供給母管圧力計 制御用空気圧縮機の運転状態を確認することにより監

視可能 

ほう酸急速注入ライン流量計 ほう酸ポンプの運転状態を確認することにより監視可

能 
アニュラス内圧力計 アニュラス空気浄化ファンの運転状態を確認すること

により監視可能 

EHガバナ非常しゃ断油圧力計 タービン主要弁の作動状態を確認することにより監視

可能 

多様化設備作動警報 補機の作動状態を確認することにより監視可能 

ＥＣＣＳ作動警報 関連警報の有無，各補機の操作スイッチ表示灯等によ

る運転状態を確認することにより監視可能 
サブクール度（ＣＲＴ） サブクールは，１次冷却材圧力及び１次冷却材高温側

温度（広域）から求めた値であり，ＣＲＴによる監視

ができない場合でも１次冷却材圧力及び１次冷却材高

温側温度（広域）により監視可能 
静的触媒式水素再結合装置動作監視装置 静的触媒式水素再結合装置動作監視装置の他の検出器

又は電気式水素燃焼装置動作監視装置の動作状態を確

認することにより監視可能 
電気式水素燃焼装置動作監視装置 電気式水素燃焼装置動作監視装置の他の検出器又は静

的触媒式水素再結合装置動作監視装置の動作状態を確

認することにより監視可能 
格納容器サンプ水位 原子炉格納容器内の漏えい状態を格納容器圧力，格納

容器内温度及び格納容器再循環サンプ水位（広域）に

より監視可能 
凝縮液量測定装置水位 原子炉格納容器内の漏えい状態を格納容器圧力，格納

容器内温度及び格納容器再循環サンプ水位（広域）に

より監視可能 
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第 1.15.5 表 有効な監視パラメータ（多様性拡張設備）の監視・記録 

分類 パラメータ 
可搬型計測器での対応 記録 

計測
要否理由 記録先 備考 

可否 要否

原子炉圧力容器 

内の温度 
炉心出口温度 可 要

重大事故等対処設備である１次冷却材高温側温度

（広域）及び１次冷却材低温側温度（広域）の計

測範囲を超えた場合に原子炉圧力容器内の温度を

推定するために必要。 

ＳＰＤＳ 

ＳＢＯ対応時，記

録装置（8点）に

て記録する。 

原子炉圧力容器 

内の圧力 
加圧器圧力 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力にて推

定可能なため計測は必須としない。 
ＳＰＤＳ  

原子炉圧力容器 

内の水位 １次冷却系ループ水位 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材高温側温度

（広域）及び１次冷却材低温側温度（広域）によ

り推定可能なため，計測は必須としない。 

警報記録 

プロセス計算機 

にて警報を記録 

する。 

原子炉圧力容器 

への注水量 

充てんライン流量 可 否

重大事故等対処設備である燃料取替用水タンク水

位，加圧器水位及び原子炉容器水位により推定可

能なため，計測は必須としない。 

ＳＰＤＳ  

蓄圧タンク圧力 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力及び１

次冷却材低温側温度（広域）により推定可能なた

め，計測は必須としない。 

警報記録 

プロセス計算機 

にて警報を記録 

する。 

蓄圧タンク水位 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力及び１

次冷却材低温側温度（広域）により推定可能なた

め，計測は必須としない。 

警報記録 

プロセス計算機 

にて警報を記録 

する。 

原子炉格納容器 

への注水量 
格納容器スプレイ流量 可 否

重大事故等対処設備である格納容器スプレイ積算

流量にて推定可能なため，計測は必須としない。 
ＳＰＤＳ  

原子炉格納容器 

内の放射線量率 

格納容器地下1階入口 

エリアモニタ 
否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計 

 

炉内計装区域 

エリアモニタ 
否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計 

 

格納容器じんあい 

モニタ 
否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計 

 

格納容器ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

格納容器排気ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

未臨界の維持又 

は監視 

中間領域起動率 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 ― 

中間領域中性子束

の 記 録 （ Ｓ Ｐ Ｄ

Ｓ）で代替する。

中性子源領域起動率 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 ― 

中性子源領域中性

子束の記録（ＳＰ

Ｄ Ｓ ） で 代 替 す

る。 

最終ヒートシン 

クの確保 

原子炉補機冷却水 

サージタンク圧力 

（ＡＭ） 

否 ― 現場指示計であるため計測対象外。 ― 

サージタンク加圧

操作時の一時的な

監視に使用するた

め，現場にて記録

用紙に記録する。

主蒸気流量 可 否

重大事故等対処設備である主蒸気ライン圧力，蒸

気発生器水位（狭域），蒸気発生器水位（広域）

及び補助給水流量により推定可能なため，計測は

必須としない。 

記録計 

 

格納容器バイパ 

スの監視 

復水器排気ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計 
 

蒸気発生器ブロー 

ダウン水モニタ 
否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計 

 

高感度型主蒸気管モニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

排気筒ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

安全補機室排気ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

一般補機室排気ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

周辺補機棟排気ガスモニタ 否 ― 可搬型計測器での計測対象外 記録計  

補助建屋サンプタンク水位 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力，加圧

器水位，格納容器再循環サンプ水位（広域），蒸

気発生器水位（狭域）及び主蒸気ライン圧力にて

インターフェイスシステムＬＯＣＡの傾向監視は

可能なため，計測は必須としない。 

運転日誌 

プロセス計算機に

て 指 示 を 記 録 す

る。 

原子炉建屋サンプタンク水位 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力，加圧

器水位，格納容器再循環サンプ水位（広域），蒸

気発生器水位（狭域）及び主蒸気ライン圧力にて

インターフェイスシステムＬＯＣＡの傾向監視は

可能なため，計測は必須としない。 

運転日誌 

プロセス計算機に

て 指 示 を 記 録 す

る。 

余熱除去ポンプ出口圧力 可 否

１次冷却材圧力，蒸気発生器水位（狭域），主蒸

気ライン圧力にて推定可能なため，計測は必要と

しない。 

警報記録 

プロセス計算機に

て 警 報 を 記 録 す

る。 

加圧器逃がしタンク圧力 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力及び加

圧器水位にてインターフェイスシステムＬＯＣＡ 

の傾向監視は可能なため，計測は必須としない。 

運転日誌 

プロセス計算機に

て 指 示 を 記 録 す

る。 

加圧器逃がしタンク水位 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力及び加

圧器水位にてインターフェイスシステムＬＯＣＡ 

の傾向監視は可能なため，計測は必須としない。 

警報記録 

プロセス計算機に

て 警 報 を 記 録 す

る。 

加圧器逃がしタンク温度 可 否

重大事故等対処設備である１次冷却材圧力及び加

圧器水位にてインターフェイスシステムＬＯＣＡ 

の傾向監視は可能なため，計測は必須としない。 

警報記録 

プロセス計算機に

て 警 報 を 記 録 す

る。 
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第 1.15.6 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備（1／3） 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.15】 

事故時の計装に関する手

順等 

１次冷却材圧力 

２Ｂ計器用交流母線 

２Ｃ計器用交流母線 

１次冷却材高温側温度（広域） ２Ａ計器用交流母線 

１次冷却材低温側温度（広域） ２Ｂ計器用交流母線 

原子炉格納容器圧力（ＡＭ） 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

格納容器圧力 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

格納容器再循環サンプ水位（広域）

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

格納容器再循環サンプ水位（狭域）

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

格納容器スプレイ積算流量 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

格納容器エリアモニタ（高レンジ）

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

格納容器エリアモニタ（低レンジ）

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

格納容器内温度 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

原子炉格納容器水位 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

原子炉下部キャビティ水位 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 
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第 1.15.6 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備（2／3） 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.15】 

事故時の計装に関する手

順等 

原子炉補機冷却水サージタンク水位

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

ほう酸注入ライン流量 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

主蒸気ライン圧力 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

出力領域中性子束 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

蒸気発生器水位（広域） 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

蒸気発生器水位（狭域） 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

中間領域中性子束 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

中性子源領域中性子束 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

燃料取替用水タンク水位 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 
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第 1.15.6 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備（3／3） 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.15】 

事故時の計装に関する手

順等 

復水タンク水位 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

ほう酸タンク水位 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

補助給水流量 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

高圧注入ポンプ出口流量 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

余熱除去ライン流量 

２Ｃ計器用交流母線 

２Ｄ計器用交流母線 

原子炉容器水位 ２Ａ計器用交流母線 

加圧器水位 

２Ａ計器用交流母線 

２Ｂ計器用交流母線 

常設低圧代替注水ポンプ 

出口積算流量 

重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

格納容器水素濃度 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

アニュラス水素濃度 
重大事故等対処用 

専用計器用交流母線 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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ー
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。
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。
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経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   1 0  2 0  3 0  4 0  5 0  6 0  7 0  8 0     9 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  

 

 

可 搬 型 計 測 器 に
よ る 監 視 パ ラ メ
ー タ の 計 測  

保 修 対 応 要 員  1  

       

 
 

         

      
 

第 1 . 1 5 . 5図  可 搬 型 計 測 器 に よ る 監 視 パ ラ メ ー タ 計 測 タ

イ ム チ ャ ー ト  

 

 
経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   1 0  2 0  3 0  4 0  5 0  6 0  7 0  8 0     9 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  

 

 

可 搬 型 バ ッ テ リ
に よ る 炉 外 核 計
装 盤 （ Ⅰ ） へ の  
電 源 供 給  

保 修 対 応 要 員  2  

       

 

          

 
 

     

           

          

 

第 1 . 1 5 . 6図  可 搬 型 バ ッ テ リ に よ る 炉 外 核 計 装 盤 （ Ⅰ ）

へ の 電 源 供 給 タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 
経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   1 0  2 0  3 0 4 0  5 0  6 0  7 0  8 0     9 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  

 

 

可 搬 型 バ ッ テ リ
に よ る 放 射 線 監
視 盤 （ Ⅰ ） へ の  
電 源 供 給  

保 修 対 応 要 員  2  

       

 

          

 
 

      

         

          

 

第 1 . 1 5 . 7図  可 搬 型 バ ッ テ リ に よ る 放 射 線 監 視 盤 （ Ⅰ ）

へ の 電 源 供 給 タ イ ム チ ャ ー ト  

 

約 8 5 分  
可 搬 型 バ ッ テ リ に よ る 炉 外 核 計 装 盤 （ Ⅰ )  
へ の 電 源 供 給 開 始  

給 電  

ケ ー ブ ル 布 設 ・ 接 続

約 7 0 分  
可 搬 型 バ ッ テ リ に よ る 放 射 線 監 視 盤
（ Ⅰ )へ の 電 源 供 給 開 始  

給 電  

接 続 開 始 接 続 完 了 ， 計 測 開 始  

移 動

仮 設 ケ ー ブ ル ， 計 測 器 準 備

1 計 測 点 当 た り ， 約 1 0 分  
（ 接 続 ， 計 測 の み の 時 間 ）  

移 動

隔 離

移 動

隔 離

ケ ー ブ ル 布 設 ・ 接 続
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1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.16.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

1.16.2 重大事故等時の手順等 

1.16.2.1 居住性を確保するための手順等 

(1) 中央制御室換気空調設備の運転手順等 

ａ．交流動力電源が健全な場合 

ｂ．全交流動力電源が喪失した場合 

(2) 中央制御室の照明を確保する手順 

(3) その他の放射線防護措置等に関する手順等 

ａ．重大事故等時の全面マスクの着用手順 

ｂ．放射線防護に関する教育等について 

ｃ．重大事故等時の運転員等の被ばく低減及び被ばく線量の平準化 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 

(5) 優先順位 

1.16.2.2 汚染の持ち込みを防止するための手順等 

(1) チェンジングエリアの設置手順 
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1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故等が発生した場合において，運転員等が中央制御室にとどまるた

めに必要な設備及び資機材を整備しており，ここでは，この対処設備及び資

機材を活用した手順等について整備する。 

  

【要求事項】 

 発電用原子炉設置者において，原子炉制御室に関し，重大事故が発生し

た場合においても運転員がとどまるために必要な手順等が適切に整備され

ているか，又は整備される方針が適切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「運転員がとどまるために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置

（原子炉制御室の遮蔽設計及び換気設計に加えてマネジメント（マスク

及びボンベ等）により対応する場合）又はこれらと同等以上の効果を有

する措置を行うための手順等をいう。 

ａ）重大事故が発生した場合においても，放射線防護措置等により，

運転員がとどまるために必要な手順等を整備すること。 

ｂ）原子炉制御室用の電源（空調及び照明等）が，代替交流電源設備

からの給電を可能とする手順等（手順及び装備等）を整備するこ

と。 
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1.16.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

   重大事故等が発生した場合において，運転員等が中央制御室にとどま

るために必要な対応手段及び重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，多様性拡張設備※１及び資機材※２を用い

た対応手段を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上全ての要求事項を満たすことや全

てのプラント状況において使用することは困難であるが，プラン

ト状況によっては，事故対応に有効な設備。 

※２ 資機材：全面マスク，放射線防護具類，放射線計測器及びチェ

ンジングエリア設置用資機材については，資機材であるため重大

事故等対処設備及び多様性拡張設備としない。 

   選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」だけで

なく，「設置許可基準規則第五十九条及び技術基準規則第七十四条」

（以下，付録 1.16 において「基準規則」という。）の要求機能を満足

する設備が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備と

の関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

   「技術的能力審査基準」及び「基準規則」要求により選定した対応手

段と，その対応に使用する重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び資

機材を以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備，資機材及び整備する手

順についての関係を第 1.16.1 表に示す。 

ａ．重大事故等時において運転員等が中央制御室にとどまるために必要な

対応手段及び設備 
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(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合に環境に放出された放射性物質による放

射線被ばくから運転員等を防護するため，中央制御室の居住性を確保

する手段がある。また，全交流動力電源が喪失した場合は代替電源か

ら中央制御室用の電源を確保する。 

中央制御室の居住性を確保するための設備は以下のとおり。 

・中央制御室遮蔽 

・中央制御室非常用循環ファン 

・中央制御室空調ファン 

・中央制御室循環ファン 

・中央制御室非常用循環フィルタユニット 

・窒素ボンベ（中央制御室換気系ダンパ用） 

・中央制御室非常用照明 

・無停電電源装置（中央制御室照明用） 

・可搬型照明（ＳＡ） 

・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・全面マスク 

中央制御室の外側が放射性物質により汚染したような状況下におい

て，中央制御室への汚染の持ち込みを防止する手段がある。 

中央制御室への汚染の持ち込みを防止するための設備は以下のとお

り。 
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・可搬型照明（ＳＡ） 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・放射線防護具類，放射線計測器及びチェンジングエリア設置用 

資機材 

(b) 重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び資機材 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される中央制御室

遮蔽，中央制御室非常用循環ファン，中央制御室空調ファン，中央制

御室循環ファン，中央制御室非常用循環フィルタユニット，窒素ボン

ベ（中央制御室換気系ダンパ用），可搬型照明（ＳＡ），酸素濃度計，

二酸化炭素濃度計，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディー

ゼル発電機用）及び可搬型燃料給油ポンプは重大事故等対処設備と位

置付ける。 

二酸化炭素濃度は，酸素濃度同様，居住性に関する重要な制限要素

であることから，二酸化炭素濃度計は重大事故等対処設備と位置付け

る。 

以上の重大事故等対処設備により，重大事故等が発生した場合にお

いても中央制御室に運転員等がとどまることができるため，以下の設

備は多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・中央制御室非常用照明 

耐震性が確保されていないが，全交流動力電源喪失時に空冷式

非常用発電機から給電可能であるため可搬型照明（ＳＡ）の代替

設備として有効である。 

・無停電電源装置（中央制御室照明用） 
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耐震性が確保されていないが，全交流動力電源喪失時において

も内蔵蓄電池により照明の確保が可能であるため可搬型照明（Ｓ

Ａ）の代替設備として有効である。 

なお，全面マスク，放射線防護具類，放射線計測器及びチェンジン

グエリア設置用資機材については，資機材であるため重大事故等対処

設備及び多様性拡張設備としない。 

ｂ．手順等 

    上記のａ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。また，事

故時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備についても整備

する（第 1.16.2 表，第 1.16.3 表）。 

    これらの手順は，運転員等※３及び保修対応要員※４の対応として炉心

の著しい損傷及び格納容器破損を防止する運転手順等に定める。また，

放射線管理班※５の対応として発電所災害対策本部にて使用する手順に

定める（第 1.16.1 表）。 

※３ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対応要員

をいう。 

※４ 保修対応要員：重大事故等対策要員のうち保修対応要員をいう。 

※５ 放射線管理班：重大事故等対策要員のうち放射線管理要員又は

発電所災害対策本部要員のうち放射線管理班の班員をいう。 

 

1.16.2 重大事故等時の手順等 

1.16.2.1 居住性を確保するための手順等 

重大事故等が発生した場合において，中央制御室にとどまる運転員等の被

ばく量を 7 日間で 100mSv を超えないようにするために必要な対応手順とし

て，中央制御室遮蔽，中央制御室換気空調設備を設け，外気を遮断し閉回路



付－1－1.16－7 

循環運転を行い，環境に放出された放射性物質による放射線被ばくから運転

員等を防護する。 

なお，重大事故等が発生した場合の中央制御室の居住性に係る被ばく評価

については，炉心損傷が早く格納容器内の圧力が高く推移する事象が中央制

御室の運転員等の被ばく評価上最も厳しくなる事故シーケンスとなることか

ら，「大破断ＬＯＣＡ時に安全注入及び格納容器スプレイ失敗」事象を選定

した。 

炉心出口温度等により炉心損傷が予想される事態となった場合，又は炉心

損傷の兆候が見られた場合は，運転員等の被ばく線量低減のため，発電長の

指示により全面マスクを着用する。さらに，発電所災害対策本部と協議の上，

長期的な保安確保の観点から，運転員等の交代要員体制を考慮する。 

中央制御室換気空調設備が「閉回路循環運転モード」となった場合，中央

制御室の居住性確保の観点より中央制御室の酸素濃度が 19％を下回るおそ

れがある場合，又は二酸化炭素濃度が 0.5％を超え上昇している場合は，酸

素欠乏防止の観点及び大気中の放射性物質濃度を考慮した上で発電所災害対

策本部と換気のタイミングを協議し，二酸化炭素濃度が 1％を超える前まで

に外気を取り入れる。 

ただし，評価上は 7 日間において，酸素濃度が基準値を逸脱することはな

い。 

なお，これらの運用解除については，屋外の空気中の放射性物質濃度が濃

度限度以下となったこと等を勘案し，発電所災害対策本部が決定する。 

(1) 中央制御室換気空調設備の運転手順等 

環境に放出された放射性物質による放射線被ばくから運転員等を防護

するため，中央制御室換気空調設備にて外気を遮断した状態で「閉回路

循環運転モード」を行い，中央制御室非常用循環フィルタユニットに内
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蔵されたよう素フィルタ及び微粒子フィルタにより放射性物質を除去す

る。全交流動力電源が喪失した場合は，窒素ボンベ（中央制御室換気系

ダンパ用）による代替空気（窒素）供給及び手動による開操作にて系統

構成を行い，空冷式非常用発電機により受電し中央制御室換気空調設備

を運転する。 

ａ．交流動力電源が健全な場合 

重大事故等が発生した場合に非常用炉心冷却設備作動信号発信による

中央制御室換気系隔離信号又は中央制御室エリアモニタ指示上昇による

中央制御室換気系隔離信号により中央制御室換気空調設備の動作状況を

確認する手順を整備する。また，中央制御室の居住性を確保するため，

中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定により外気を取り入

れる手順を整備する。  

(a) 手順着手の判断基準 

     非常用炉心冷却設備作動信号発信による中央制御室換気系隔離信号

又は中央制御室エリアモニタ指示上昇により中央制御室換気系隔離信

号の発信を確認した場合。 

(b) 操作手順 

     中央制御室換気系隔離の動作状況を確認し，中央制御室内の酸素濃

度及び二酸化炭素濃度を測定する手順は以下のとおり。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に中央制御

室換気系隔離動作状況の確認と酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測

定を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室にて中央制御室換気系隔離信号発信を

確認するとともに，中央制御室非常用循環ファンの自動起動を確

認する。 
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ⅲ) 運転員等は，中央制御室にて中央制御室外気取入ライン及び中

央制御室排気ラインの全てのダンパが閉止され，中央制御室換気

空調設備が「閉回路循環運転モード」で運転中であることを確認

する。 

ⅳ) 運転員等は，酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計にて，中央制御

室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定を開始する。 

ⅴ) 発電長は，中央制御室内の酸素濃度が 19％以上を維持できない

場合又は二酸化炭素濃度が 0.5％を超え上昇している場合は，発電

所災害対策本部と換気のタイミングを協議の上，二酸化炭素濃度

が 1％を超えるまでに外気取入による換気を行う。 

(c) 操作の成立性 

     上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名で行うことが可能で

ある。 

ｂ．全交流動力電源が喪失した場合 

全交流動力電源喪失時には，中央制御室換気空調設備が起動不能とな

るため，空冷式非常用発電機による給電後，中央制御室換気空調設備を

運転する手順を整備する。非常用低圧母線の停電に伴い，制御用空気圧

縮機が停止することにより制御用空気が喪失する。中央制御室換気空調

設備の空気作動ダンパはいずれもフェイル・クローズであることから，

窒素ボンベ（中央制御室換気系ダンパ用）による代替空気（窒素）供給

及び手動によるダンパの開操作により「閉回路循環運転モード」へ系統

構成する手順及び中央制御室の居住性を確保するため，中央制御室内の

酸素及び二酸化炭素濃度の測定により外気を取り入れる手順を整理する。 

(a) 手順着手の判断基準 

     全交流動力電源喪失により，中央制御室換気空調設備が「閉回路循
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環運転モード」にできない場合。 

(b) 操作手順 

     全交流動力電源喪失により非常用低圧母線が停電している場合に中

央制御室非常用循環系の起動操作を行い，中央制御室内の酸素濃度及

び二酸化炭素濃度を測定する手順は以下のとおり。概略系統を第

1.16.1 図に，タイムチャートを第 1.16.2 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等及び保修対

応要員に中央制御室非常用循環系の起動操作と運転員等に酸素濃

度及び二酸化炭素濃度の測定を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室にて中央制御室換気空調系ファンを

「引ロック」とする。 

ⅲ) 運転員等は，中央制御室換気空調系ファンの「引ロック」が完

了したのち，保修対応要員へ中央制御室非常用循環系を運転する

ためのダンパの開処置を依頼する。 

ⅳ) 保修対応要員は，現場で代替空気（窒素）供給に係る系統構成

を行う。 

ⅴ) 保修対応要員は，現場で窒素ボンベの接続を行い，代替空気

（窒素）を供給する。 

ⅵ) 保修対応要員は，現場で対象ダンパの手動による開処置を行う。 

ⅶ) 発電長は，空冷式非常用発電機による非常用低圧母線の受電操

作が完了していることを確認し，運転員等に中央制御室非常用循

環系の運転操作の開始を指示する。 

ⅷ) 運転員等は，保修対応要員に中央制御室非常用循環系の運転操

作のためのダンパ開処置の完了を確認後，中央制御室にて中央制

御室換気空調系のファンを起動する。 
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ⅸ) 運転員等は，中央制御室にて，中央制御室換気空調設備が「閉

回路循環運転モード」で運転していることを確認する。 

ⅹ) 運転員等は，酸素濃度計及び二酸化炭素濃度計にて，中央制御

室の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定を開始する。 

ⅺ) 発電長は，中央制御室内の酸素濃度が 19％以上を維持できない

場合又は二酸化炭素濃度が 0.5％を超え上昇している場合は，発電

所災害対策本部と換気のタイミングを協議の上，二酸化炭素濃度

が 1％を超えるまでに外気取入による換気を行う。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は運転員等 1 名，現場における対応

は保修対応要員 2 名で行い，一連の作業の所要時間は約 90 分と想定

する。円滑に作業できるように，移動経路を確保し，可搬型照明，通

信設備等を整備する。また，作業を容易に実施するため，専用工具や

操作用の昇降設備を整備する。 

(2) 中央制御室の照明を確保する手順 

中央制御室の居住性確保の観点から，中央制御室非常用照明が使用で

きない場合において，内蔵蓄電池及び空冷式非常用発電機から給電可能

な可搬型照明（ＳＡ）により照明を確保する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時に，中央制御室非常用照明が使用できない場合。 

ｂ．操作手順 

全交流動力電源喪失時に，中央制御室非常用照明が使用できない場合

において，可搬型照明（ＳＡ）による照明確保の手順は以下のとおり。 

タイムチャートを第 1.16.3 図に示す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員等に中央制御
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室の照明を確保するため，可搬型照明（ＳＡ）の設置を指示する。 

ⅱ) 運転員等は，中央制御室に可搬型照明（ＳＡ）を設置し，可搬

型照明（ＳＡ）を内蔵蓄電池により点灯し照明を確保する。 

ⅲ) 発電長は，空冷式非常用発電機による重大事故等対処用専用電

源盤の受電操作が完了していることを確認し，運転員等に可搬型

照明（ＳＡ）に可搬型照明用電源の接続を指示する。 

ⅳ) 運転員等は，可搬型照明（ＳＡ）を可搬型照明用電源に接続す

る。 

ｃ．操作の成立性 

上記の中央制御室における対応は，運転員等 1 名で行い，可搬型照明

（ＳＡ）設置作業は約 10 分，可搬型照明用電源への接続作業は約 5 分

であり，所要時間は約 15 分と想定する。 

(3) その他の放射線防護措置等に関する手順等 

ａ．重大事故等時の全面マスクの着用手順 

炉心損傷が予想される事態となった場合又は炉心損傷の兆候が見られ

た場合は，運転員等の内部被ばくを低減するために全面マスクを着用す

る手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心出口温度等により炉心損傷が予想される事態となった場合又は

炉心損傷の兆候が見られた場合。 

(b) 操作手順 

重大事故等が発生した場合に全面マスクを着用する手順は以下のと

おり。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室及び現場

において，運転員等に全面マスクの着用を指示する。 
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ⅱ) 運転員等は，全面マスクを着用しリークチェックを行う。 

(c) 操作の成立性 

全交流動力電源喪失時においても，可搬型照明（ＳＡ）を設置し，

空冷式非常用発電機から給電することで照明を確保できるため，全面

マスクの装着は可能である。 

ｂ．放射線防護に関する教育等について 

全面マスクは，内部被ばく防止のため日常的な作業においても着用し

ているが，全面マスクの着用方法についての教育は社内教育（「電離放

射線障害防止規則」に基づく特別教育，「原子力施設における放射線業

務及び緊急作業に係る安全衛生管理対策の強化について」（厚生労働省

通達:基発 0810 第 1 号）に基づく教育）にて実施する。 

また，全面マスクは，定期的な点検にて健全性を確認する。 

以上により，重大事故等が発生した場合においても適正に全面マスク

を装着できる体制を整備する。 

ｃ．重大事故等時の運転員等の被ばく低減及び被ばく線量の平準化 

炉心損傷が予想される事態となった場合又は炉心損傷の兆候が見られ

た場合，運転員等の被ばく低減及び被ばく線量の平準化のため，運転本

部員は本部長等と協議の上，長期的な保安の観点から運転員等の交代要

員体制を整備する。 

交代要員体制は，交代要員として通常勤務帯の運転員等を当直交代サ

イクルに充て構成する等の運用を行うことで，被ばく線量の平準化を行

う。また，運転員等について運転員等交代に伴う移動時の放射線防護措

置や，チェンジングエリア等の各境界における汚染管理を行うことで運

転員等の被ばく低減を図る。 

(4) その他の手順項目にて考慮する手順 
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空冷式非常用発電機による中央制御室の電源への給電に関する手順及

び空冷式非常用発電機への燃料補給の手順は「1.14 電源の確保に関す

る手順等」にて整備する。 

(5) 優先順位 

全交流動力電源喪失時の中央制御室の照明は，多様性拡張設備である

中央制御室非常用照明を優先して使用する。中央制御室非常用照明が使

用できない場合は，可搬型照明（ＳＡ）を設置し内蔵蓄電池による点灯

にて照明を確保する。空冷式非常用発電機からの受電操作が完了すれば，

可搬型照明用電源へ接続を行い，引き続き照明を確保する。 

 

1.16.2.2 汚染の持ち込みを防止するための手順等 

(1) チェンジングエリアの設置手順 

中央制御室の外側が放射性物質により汚染したような状況下において，

中央制御室への汚染の持ち込みを防止するため，身体の汚染検査，放射

線防護具類の着替え等を行うためのチェンジングエリアを設置する手順

を整備する。また，可搬型照明（ＳＡ）を設置し空冷式非常用発電機に

接続する。 

ａ．手順着手の判断基準 

「原子力災害対策特別措置法第 10 条」特定事象が発生した場合。 

ｂ．操作手順 

チェンジングエリアを設置するための手順は以下のとおり。タイムチ

ャートを第 1.16.4 図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，重大事

故等が予想される事態となった場合は，中央制御室の出入口付近

に，チェンジングエリアを設置するよう放射線管理班に連絡する。 
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ⅱ) 放射線管理班は，チェンジングエリア設置場所の照明が確保さ

れていない場合，可搬型照明（ＳＡ）を設置し，可搬型照明（Ｓ

Ａ）を内蔵蓄電池により点灯し照明を確保する。 

ⅲ) 放射線管理班は，各エリアにテントハウスを設置する。 

ⅳ) 放射線管理班は，各エリア間の境界にバリア及び粘着マットを

設置する。 

ⅴ) 放射線管理班は，簡易テントを組み立て，簡易テント内に簡易

シャワー等を設置する。 

ⅵ) 放射線管理班は，必要な箇所に脱衣収納容器，β線サーベイメ

ータ等を設置する。 

ⅶ) 発電長は，空冷式非常用発電機による重大事故等対処用専用電

源盤の受電操作が完了していることを確認し，放射線管理班に可

搬型照明（ＳＡ）を可搬型照明用電源へ接続できることを連絡す

る。 

ⅷ) 放射線管理班は，可搬型照明（ＳＡ）を可搬型照明用電源に接

続する。 

ｃ．操作の成立性 

中央制御室チェンジングエリア設置は，放射線管理班 2 名で行い，一

連の作業の所要時間は約 110 分（中央制御室の出入口付近）と想定する。 

なお，全交流動力電源喪失時においてもチェンジングエリアの設置及

び運用を可能にするため，可搬型照明（ＳＡ）を設置し，内蔵蓄電池及

び空冷式非常用発電機から給電する。 

チェンジングエリア内には，放射線防護具類の着替えエリア，放射性

物質による汚染を確認するためのスクリーニングエリア及び運転員等の

放射性物質による汚染が確認された場合の除染エリアを設け，放射線管
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理班員にて身体等の汚染検査を実施する。除染は，濡れウエス等による

拭き取りを基本とするが，拭き取りにて除染ができない場合は簡易シャ

ワーにて汚染部位を水洗する。除染による廃水が発生した場合は，ウエ

スに染み込ませる等適切に処理した後，放射性廃棄物として廃棄する。 
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第 1.16.1 表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

－ － 

居
住
性
の
確
保 

中央制御室遮蔽 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

中央制御室非常用循環ファン※１ 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

中央制御室空調ファン※１ 

中央制御室循環ファン※１ 

中央制御室非常用循環 

フィルタユニット 

窒素ボンベ（中央制御室換気系ダン

パ用） 

中央制御室非常用照明 
多
様
性 

拡
張
設
備 無停電電源装置（中央制御室照明

用） 

可搬型照明（ＳＡ）※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

酸素濃度計 

二酸化炭素濃度計 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

全面マスク ※３ 
資
機
材

汚
染
の
持
ち
込
み
防
止 

可搬型照明（ＳＡ）※１ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

空冷式非常用発電機※２ 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ※４ 

放射線防護具類，放射線計測器及び

チェンジングエリア設置用資機材 

※３ 

資
機
材

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

※１：ディーゼル発電機等により給電する。 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：全面マスク，放射線防護具類，放射線計測器及びチェンジングエリア設置用資機材については，資機材であるため重大事 

故等対処設備及び多様性拡張設備としない。 

※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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第1.16.2表 重大事故等対処に係る監視計器 

1.16 原子炉制御室の居住性等に関する手順等 

 
監視計器一覧（1／2） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.16.2.1 居住性を確保するための手順等 
(1) 中央制御室換気空調設備の運転手順等 

a. 交流動力電源が健全な
場合の手順 

判
断
基
準

信号 
・ＥＣＣＳ作動警報 

・中央制御室換気系隔離警報 

中央制御室内の放射線量
率 

・中央制御室エリアモニタ 

操
作 

信号 ・中央制御室換気系隔離警報 

補機監視機能 ・中央制御室非常用循環ファンＣＳ表示灯 

中央制御室内の環境監視
・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

b. 全交流動力電源が喪失
した場合の手順 

判
断
基
準

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

操
作 

電源 

・6.6kV2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

・440V2A，2B 母線受電電圧計 

・重大事故等対処用専用低圧母線電圧計 

・空冷式非常用発電機電力計，周波数計（空冷式
非常用発電機遠隔起動装置） 

補機監視機能 

・中央制御室循環ファンＣＳ表示灯 

・中央制御室非常用循環ファンＣＳ表示灯 

・中央制御室空調ファンＣＳ表示灯 

中央制御室内の環境監視
・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 
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監視計器一覧（2／2） 

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.16.2.1 居住性を確保するための手順等 

(2)中央制御室の照明を確
保する手順 

判
断
基
準 

電源 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2 母線受電電
圧計 

・重大事故等対処用専用高圧母線電圧計 

操
作 

－ － 

1.16.2.1 居住性を確保するための手順等 
(3) その他の放射線防護措置等に関する手順等 

a. 重大事故等時の全面マ
スクの着用手順 

判
断
基
準

原子炉圧力容器内の温度 ・炉心出口温度計 

原子炉格納容器内の放射
線量率 

・格納容器エリアモニタ（高レンジ） 

操
作

－ － 
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第 1.16.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.16】 

原子炉制御室の居住性等

に関する手順等 

Ａ中央制御室非常用循環ファン ２Ａ非常用コントロールセンタ 

Ｂ中央制御室非常用循環ファン ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

Ａ中央制御室空調ファン ２Ａ非常用コントロールセンタ 

Ｂ中央制御室空調ファン ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

Ａ中央制御室循環ファン ２Ａ非常用コントロールセンタ 

Ｂ中央制御室循環ファン ２Ｂ非常用コントロールセンタ 

可搬型照明（ＳＡ） 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110  120 
     

手順の項目 要員（数） 
  

中央制御室非常用循環
系の運転操作 

保修対応要員 2 

         

 
 

         

             

運転員等 
（中央制御室） 

1 

 
 

            

     
 

        

             

 

第 1.16.2 図 中央制御室非常用循環系の運転操作タイムチャート 

 

 
経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数） 

 

 

中央制御室への可搬型
照明（ＳＡ）設置 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

          

 

          

可搬型照明用電源への
可搬型照明（ＳＡ）接
続 

運転員等 
（中央制御室） 

1 

         

 

          

 

第 1.16.3 図 中央制御室への可搬型照明（ＳＡ）設置タイムチャート 

 

 

経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110  120 

             

手順の項目 要員（数） 
  

中央制御室チェンジン
グエリア設置 

放射線管理班 2 

          

 

            

            

         

            

 

第 1.16.4 図 中央制御室チェンジングエリア設置タイムチャート 

 

移動（緊急時対策所→中央制御室）

資機材準備 

床養生，可搬型照明（ＳＡ）設置

各資機材設置

テントハウス設置 

移動

中央制御室非常用循環系
ダンパ開処置

中央制御室非常用循環系
系統構成  

約 90 分 
中央制御室換気空調系 
閉回路循環運転モード運転開始

中央制御室非常用循環系
運転操作

約 15 分 可搬型照明（ＳＡ）給電開始

約 10 分 可搬型照明（ＳＡ）使用開始 

可搬型照明（ＳＡ）設置

可搬型照明用電源への接続
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1.17 監視測定等に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.17.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．放射性物質の濃度及び放射線量の測定の対応手段及び設備 

ｂ．風向，風速その他の気象条件の測定の対応手段及び設備 

ｃ．モニタリングポストの代替交流電源の対応手段及び設備 

ｄ．手順等 

1.17.2 重大事故等時の手順等 

1.17.2.1 放射性物質の濃度及び放射線量の測定の手順等 

(1) 放射性物質の濃度の測定 

ａ．放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度の測定 

ｂ．可搬型放射能測定装置による空気中の放射性物質の濃度の代

替測定 

(2) モニタリングポストによる放射線量の測定 

(3) 可搬型モニタリングポストによる放射線量の代替測定 

(4) 可搬型モニタリングポストによる放射線量の測定 

(5) 可搬型放射能測定装置等による放射性物質の濃度及び放射線

量の測定 

ａ．可搬型放射能測定装置による空気中の放射性物質の濃度の測

定 

ｂ．可搬型放射能測定装置による水中の放射性物質の濃度の測定 

ｃ．可搬型放射能測定装置による土壌中の放射性物質の濃度の測

定 
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ｄ．海上モニタリング測定 

(6) バックグラウンド低減対策等 

ａ．モニタリングポストのバックグラウンド低減対策 

ｂ．放射性物質の濃度測定時のバックグラウンド低減対策 

ｃ．敷地外でのモニタリングにおける他の機関との連携体制 

1.17.2.2 風向，風速その他の気象条件の測定の手順等 

(1) 気象観測設備による気象観測項目の測定 

(2) 可搬型気象観測設備による気象観測項目の代替測定 

1.17.2.3 モニタリングポストの電源を代替交流電源設備から給電す

る手順等 

  



付－1－1.17－3 
 

1.17 監視測定等に関する手順等 

＜要求事項＞ 

１ 発電用原子炉設置者において，重大事故等が発生した場合に工

場等及びその周辺（工場等の周辺海域を含む。）において発電用原

子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視

し，及び測定し，並びにその結果を記録するために必要な手順等

が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示され

ていること。 

２ 発電用原子炉設置者は，重大事故等が発生した場合に工場等に

おいて風向，風速その他の気象条件を測定し，及びその結果を記

録するために必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備

される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「発電用原子炉施設から放出される放射性物

質の濃度及び放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を

記録するために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又はこれ

らと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

a) 重大事故等が発生した場合でも，工場等及びその周辺（工

場等の周辺海域を含む。）において，モニタリング設備等によ

り，発電用原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び

放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する

ために必要な手順等を整備すること。 

b) 常設モニタリング設備が，代替交流電源設備からの給電を

可能とすること。 
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c) 敷地外でのモニタリングは，他の機関との適切な連携体制

を構築すること。 

２  事故後の周辺汚染により測定ができなくなることを避けるた

め，バックグラウンド低減対策手段を検討しておくこと。 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域を

含む。）において，原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及

び放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録するた

めの設備を整備している。また，重大事故等が発生した場合に発

電所において，風向，風速その他の気象条件を測定し，及びその

結果を記録するための設備を整備している。ここでは，この対処

設備を活用した手順等について説明する。 

 

1.17.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域を

含む。）において，原子炉施設から放出される放射性物質の濃度

及び放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する

ための対応手段として重大事故等対処設備を選定する。 

また，重大事故等が発生した場合に発電所において，風向，風

速その他の気象条件を測定し，及びその結果を記録するための対

応手段と設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応

手順及び多様性拡張設備※ １を選定する。 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基準」

だけでなく，「設置許可基準規則第六十条及び技術基準規則第七
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十五条」（以下，付録 1.17 において「基準規則」という。）の要

求機能を満足する設備が網羅されていることを確認するととも

に，多様性拡張設備との関係を明確にする。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上の全ての要求事項を満たす

ことや全てのプラント状況において使用することは困難

であるが，プラント状況によっては，事故対応に有効な設

備。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」からの要求により選

定した対応手段とその対応に使用する重大事故等対処設備及び

多様性拡張設備を以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順

の関係を第 1.17.1 表に示す。 

ａ．放射性物質の濃度及び放射線量の測定の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域

を含む。）の放射線量を測定する手段がある。 

放射線量の測定で使用する設備は以下のとおり。 

・モニタリングポスト 

・可搬型モニタリングポスト 

・電離箱サーベイメータ 

・小型船舶 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域

を含む。）の放射性物質の濃度を測定する手段がある。 

放射性物質の濃度の測定で使用する設備は以下のとおり。 
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・放射能観測車 

・可搬型放射能測定装置（可搬型ダスト・よう素サンプラ，

ＮａＩシンチレーションサーベイメータ，β線サーベイメ

ータ，ＺｎＳシンチレーションサーベイメータ） 

・小型船舶 

・Ｇｅγ線多重波高分析装置 

・ガスフロー式カウンタ（サンプルチェンジャ付） 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

放射線量の測定に使用する設備のうち，可搬型モニタリング

ポスト，電離箱サーベイメータ及び小型船舶は，重大事故等対

処設備と位置付ける。また，放射性物質の濃度の測定に使用す

る設備のうち，可搬型放射能測定装置及び小型船舶を重大事故

等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基

準規則」に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，発電所及びその周辺（周

辺海域を含む。）において，原子炉施設から放出される放射性

物質の濃度及び放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結

果を記録できる。 

また，以下の設備を多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，

その理由を示す。 

・放射能観測車 

放射能観測車は，日常的に発電所及びその周辺において，

放射性物質の濃度測定に使用しており，走行している場合

があるため，重大事故等の発生時に使用できる場合は，放
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射性物質の濃度測定手段として有効である。 

・モニタリングポスト 

モニタリングポストは，耐震性を有していないが，設備

が健全である場合は，測定手段として有効である。 

・Ｇｅγ線多重波高分析装置及びガスフロー式カウンタ（サ

ンプルチェンジャ付） 

Ｇｅγ線多重波高分析装置及びガスフロー式カウンタ

（サンプルチェンジャ付）は，耐震性を有しておらず，ま

た，同様な機能を有する重大事故等対処設備と比較し測定

終了までに時間を要するが，放射性物質の濃度測定手段と

して有効である。 

ｂ．風向，風速その他の気象条件の測定の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合に発電所において，風向，風速そ

の他の気象条件の測定を行う手段がある。 

・気象観測設備 

・可搬型気象観測設備 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

風向，風速その他の気象条件の測定に使用する設備のうち，

可搬型気象観測設備は重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基

準規則」に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，重大事故等が発生した場

合に発電所において，風向，風速その他の気象条件を測定し，

及びその結果を記録できる。 
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また，以下の設備を多様性拡張設備と位置付ける。あわせて，

その理由を示す。 

・気象観測設備 

気象観測設備は，耐震性を有していないが，設備が健全

である場合は，風向，風速その他の気象条件の測定手段と

して有効である。 

ｃ．モニタリングポストの代替交流電源の対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

全交流動力電源が喪失し，モニタリングポストの電源が喪失

した場合，モニタリングポストの機能を回復させるため，代替

電源設備からの給電手段がある。 

なお，全交流動力電源の喪失が継続し，モニタリングポスト

の機能が回復しない場合は，可搬型モニタリングポストにより

代替測定する手段がある。 

モニタリングポストの機能回復等に使用する設備は以下の

とおり。 

・可搬型モニタリングポスト 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・モニタリングポスト専用の無停電電源装置 

(b) 重大事故等対処設備と多様性拡張設備 

全交流動力電源が喪失し，モニタリングポストの電源が喪失

した場合，モニタリングポストの機能を回復するための設備の

うち，可搬型モニタリングポスト，空冷式非常用発電機，燃料
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油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）及び可搬型燃料給油ポン

プは重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び「基

準規則」に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備により，全交流動力電源が喪失し

た場合においても，発電所及びその周辺において，原子炉施設

から放出される放射線量を監視し，及び測定し，並びにその結

果を記録できるため，以下の設備は多様性拡張設備と位置付け

る。 

また，その設備の使用可能な状態等を示す。 

・モニタリングポスト専用の無停電電源装置 

モニタリングポスト専用の無停電電源装置は，モニタリ

ングポスト故障時にはモニタリングポストの機能を回復

できないが，モニタリングポストの電源が喪失した場合に

モニタリングポストの機能維持に有効である。 

ｄ．手順等 

上記のａ．,ｂ．及びｃ．により選定した対応手段に係る手順

を整備する。（第 1.17.1 表） 

また，重大事故時に監視が必要となる計器についても整備する。

（第 1.17.2 表） 

これらの手順は，放射線管理班※ ２，運転員等※ ３の対応として

発電所災害対策本部にて使用する手順等に定める。 

※２ 放射線管理班：重大事故等対策要員のうち放射線管理要

員又は発電所災害対策本部要員のうち放射線管理班の班

員をいう。 
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※３ 運転員等：運転員及び重大事故等対策要員のうち運転対

応要員をいう。 

 

1.17.2 重大事故等時の手順等 

1.17.2.1 放射性物質の濃度及び放射線量の測定の手順等 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺（周辺海域を含

む。）において，原子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放

射線量を監視し，及び測定し，並びにその結果を記録するため，以

下の手段を用いた手順を整備する。 

得られた放射性物質の濃度，放射線量及び後述の「1.17.2.2 風

向，風速その他の気象条件の測定の手順等」の気象データから放射

能放出率を算出し，放出放射能量を求める。重大事故等が発生した

場合の放射性物質の濃度及び放射線量の測定頻度については，放射

性物質の濃度測定（空気中，水中，土壌中）及び海上モニタリング

による放射性物質の濃度測定は，毎日 1 回以上とするが，測定頻度

は原子炉施設の状態及び放射性物質の放出状況を考慮し変更する。

また，モニタリングポスト及び可搬型モニタリングポストを用いた

放射線量の測定は，連続測定とする。 

重大事故等が発生した場合の周辺汚染によりモニタリングポスト

の放射線量が測定できなくなることを避けるため，バックグラウン

ド低減対策を行う。 

重大事故等が発生した場合の周辺汚染により，可搬型放射能測定

装置の放射性物質の濃度測定が不能となった場合，検出器の周辺を

遮蔽材で囲む等のバックグラウンド低減対策を行う。 
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(1) 放射性物質の濃度の測定 

ａ．放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度の測定 

重大事故等が発生した場合に発電所及びその周辺において，放

射性物質の濃度（空気中）を放射能観測車により監視し，及び測

定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。この手

順のフローチャートを第 1.17.1 図に示す。 

放射能観測車は，日常的に発電所及びその周辺において，放射

性物質の濃度測定に使用しており，重大事故等の発生時に使用で

きる場合は，継続して放射性物質の濃度を測定する。なお，放射

性物質の濃度（空気中）を測定する優先順位は，多様性拡張設備

である放射能観測車を優先する。 

(a) 手順着手の判断基準 

排気筒ガスモニタ等の指示値を確認し，放射性物質が放出さ

れた場合において，発電所及びその周辺の空気中の放射性物質

の濃度の測定が必要と判断した場合。 

(b) 操作手順 

放射能観測車による空気中の放射性物質の濃度の測定につ

いての手順の概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.2

図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，放

射線管理班に空気中の放射性物質の濃度の測定開始を指示

する。 

ⅱ) 放射線管理班は，ダスト・よう素サンプラにダストろ紙及

びよう素用カートリッジをセットし，試料の採取場所におい

て試料を採取する。 
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ⅲ) 放射線管理班は，ダストモニタによりダスト濃度，よう素

モニタによりよう素濃度を監視，測定する。 

ⅳ) 放射線管理班は，現場の測定結果をサンプリング記録用紙

に記録し，保存する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班2名にて実施し，一連の作業（1

箇所当たり）の所要時間は，試料採取を実施する発電所敷地内

及び発電所敷地境界付近で，約105分と想定する。 

な お ， 円 滑 に 作 業 が で き る よ う ， 可 搬 型 照 明 ， 通 信

設 備 等 を 整 備 す る 。  

ｂ．可搬型放射能測定装置による空気中の放射性物質の濃度の代

替測定 

重大事故等が発生した場合に放射性物質の濃度（空気中）を可

搬型放射能測定装置（可搬型ダスト・よう素サンプラ，ＮａＩシ

ンチレーションサーベイメータ，β線サーベイメータ，ＺｎＳシ

ンチレーションサーベイメータ）により監視し，及び測定し，並

びにその結果を記録する。放射能観測車（多様性拡張設備）が使

用できない場合，可搬型放射能測定装置を使用するための手順を

整備する。手順のフローチャートを第 1.17.1 図に示す。 

(a) 手順着手の判断基準 

放射能観測車の故障等により，放射能観測車による放射性物

質の濃度の測定機能が喪失した場合。 

放射能観測車による測定機能喪失の確認については，放射能

観測車に搭載しているダスト・よう素サンプラの稼働状況並び

にダストモニタ及びよう素モニタの指示値にて確認する。 
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(b) 操作手順 

可搬型放射能測定装置による放射性物質の濃度の代替測定

を行う手順は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.3 図に

示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，放

射線管理班に可搬型放射能測定装置による放射性物質の濃

度の代替測定の開始を指示する。 

ⅱ) 放射線管理班は，可搬型ダスト・よう素サンプラにダスト

ろ紙及びよう素用カートリッジのセット，試料の採取場所に

おいて試料を採取する。 

ⅲ) 放射線管理班は，β線サーベイメータ，ＺｎＳシンチレー

ションサーベイメータ及びＮａＩシンチレーションサーベ

イメータの使用前点検を行い，乾電池の残量が少なくなった

場合は，予備の乾電池と交換する。 

ⅳ) 放射線管理班は，β線サーベイメータ及びＺｎＳシンチレ

ーションサーベイメータによりダスト濃度を，ＮａＩシンチ

レーションサーベイメータによりよう素濃度を監視，測定す

る。 

ⅴ) 放射線管理班は，現場の測定結果をサンプリング記録用紙

に記録し，保存する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名にて実施し，一連の作業（1

箇所当たり）の所要時間は，試料採取を実施する発電所敷地内

及び発電所敷地境界付近で，約 75 分と想定する。 

なお，円滑に作業ができるよう，可搬型照明，通信設備等を
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整備する。 

(2) モニタリングポストによる放射線量の測定 

重大事故等が発生した場合の発電所敷地境界付近の放射線量

をモニタリングポストにより監視し，及び測定し，並びにその結

果を記録する。 

モニタリングポストは，通常時から放射線量を連続測定してお

り，重大事故等の発生時に放射線量の測定機能が喪失していない

場合は，継続して放射線量を連続測定し，測定結果は記録用紙に

記録し，保存する。 

モニタリングポストによる放射線量の測定は，手順を要するも

のではなく自動的な連続測定である。なお，放射線量を測定する

優先順位は，多様性拡張設備であるモニタリングポストを優先す

る。 

(3) 可搬型モニタリングポストによる放射線量の代替測定 

重大事故等の発生時にモニタリングポストが機能喪失した場

合，可搬型モニタリングポストにより放射線量を監視し，及び測

定し，並びにその結果を記録するための手順を整備する。手順の

フローチャートを第 1.17.1 図に示す。 

可搬型モニタリングポストによる代替測定地点については，計

測データの連続性を考慮し，各モニタリングポストに隣接した位

置に配置することを原則として，第 1.17.4 図に示す。ただし，

地震等でアクセス不能となった代替測定箇所については，原子炉

中心から同じ方向の測定箇所にて確認する。 

ａ．手順着手の判断基準 

モニタリングポストの故障等により，モニタリングポストの放



付－1－1.17－15 
 

射線量の測定機能が喪失した場合。 

モニタリングポストの測定機能喪失の確認については，中央制

御室環境監視盤の指示値及び警報表示にて確認する。 

ｂ．操作手順 

可搬型モニタリングポストによる放射線量の代替測定を行う

手順の概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.5 図に示

す。 

ⅰ) 発電長は，手順着手の判断基準に基づき，発電所災害対策

本部に可搬型モニタリングポストによる放射線量の代替測

定の開始を依頼する。 

ⅱ) 発電所災害対策本部は，放射線管理班に可搬型モニタリン

グポストによる放射線量の代替測定の開始を指示する。 

ⅲ) 放射線管理班は，緊急時対策所に移動し，可搬型モニタリ

ングポスト（監視用パソコン）を起動する。 

ⅳ) 放射線管理班は，必要とする数量の可搬型モニタリングポ

スト本体，充電池及び衛星携帯アンテナ部を車等に積載し，

測定場所まで運搬，配置し，緊急時対策所までデータが伝送

されていることを確認し，監視，測定を開始する。 

ⅴ) 放射線管理班は，可搬型モニタリングポストの記録装置に

測定データを記録し，記録容量を超える前に定期的に記録媒

体に保存する。なお，記録装置の電源が切れた場合でも記録

装置内の測定データは消失しない。 

ⅵ) 放射線管理班は，可搬型モニタリングポスト（監視用パソ

コン）のデータ指示値を発電所災害対策本部へ報告する。 

ⅶ) 放射線管理班は，使用中に充電池の残量が少なくなった場
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合，予備の充電池と交換する。（連続 7 日間以上使用可能） 

ｃ．操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名にて実施し，3 台配置した場

合の所要時間は，約 175 分と想定する。 

車等による所定の場所までの運搬ができない場合は，アクセス

可能な場所まで車等で移動し，その後は台車等により運搬する。 

な お ， 円 滑 に 作 業 が で き る よ う ， 可 搬 型 照 明 ， 通 信 設

備 等 を 整 備 す る 。  

(4) 可搬型モニタリングポストによる放射線量の測定 

「原子力災害対策特別措置法第 10 条」特定事象が発生した場

合，原子炉施設を囲む 8 方位の放射線量を可搬型モニタリングポ

ストにより監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。た

だし，多様性拡張設備であるモニタリングポストが使用できる場

合の当該 1 方位の測定については，モニタリングポストを優先し

て使用することとし，モニタリングポストが機能喪失した場合の

可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト に よ る 代 替 測 定 に つ い て は ，

1.17.2.1(3)項により実施する。可搬型モニタリングポストの配

置位置を第 1.17.4 図に示す。 

なお，配置する可搬型モニタリングポストのうち，1 台を緊急

時対策所の加圧判断用に使用する。 

ａ．手順着手の判断基準 

「原子力災害対策特別措置法第 10 条」特定事象が発生した場

合。 

ｂ．操作手順 

可搬型モニタリングポストによる放射線量測定を行う手順の
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概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.6 図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，放

射線管理班に可搬型モニタリングポストによる放射線量の

測定開始を指示する。 

ⅱ) 放射線管理班は，緊急時対策所に移動し，可搬型モニタリ

ングポスト（監視用パソコン）を起動する。 

ⅲ) 放射線管理班は，必要とする数量の可搬型モニタリングポ

スト本体，充電池及び衛星携帯アンテナ部を車等に積載し，

測定場所まで運搬，配置し，緊急時対策所までデータが伝送

されていることを確認し，監視，測定を開始する。 

ⅳ) 放射線管理班は，可搬型モニタリングポストの記録装置に

測定データを記録し，記録容量を超える前に定期的に記録媒

体に保存する。なお，記録装置の電源が切れた場合でも，記

録装置内の測定データは消失しない。 

ⅴ）放射線管理班は，可搬型モニタリングポスト（監視用パソ

コン）のデータ指示値を発電所災害対策本部へ報告する。 

ⅵ) 放射線管理班は，使用中に充電池の残量が少なくなった場

合は，予備の充電池と交換する。（連続 7 日間以上使用可能） 

ｃ．操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 4 名にて実施し，7 台配備した場

合の所要時間は，約 190 分と想定する。 

なお，円滑に作業ができるよう，可搬型照明，通信設備等を整

備する。 

(5) 可搬型放射能測定装置等による放射性物質の濃度及び放射線

量の測定 
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重大事故等が発生した場合に発電所敷地内及びその周辺（周辺

海域を含む。）における，放射性物質の濃度（空気中，水中，土

壌中）及び放射線量を可搬型放射能測定装置及び電離箱サーベイ

メータにより監視し，及び測定し，並びにその結果を記録する。 

周辺海域については，小型船舶を用いた海上モニタリングを行

う。これらのための手順を整備する。 

ａ．可搬型放射能測定装置による空気中の放射性物質の濃度の測

定 

重大事故等の発生時に原子炉施設から放射性物質が放出され

た場合において，発電所及びその周辺の空気中の放射性物質の濃

度の測定が必要と判断した場合に放射性物質の濃度を測定する。 

(a) 手順着手の判断基準 

排気筒ガスモニタ等の指示値を確認し，原子炉施設から放射

性物質が放出された場合において，発電所及びその周辺の空気

中の放射性物質の濃度の測定が必要と判断した場合。 

(b) 操作手順 

可搬型放射能測定装置による放射性物質の濃度及び放射線

量の測定のうち空気中の放射性物質の濃度の測定についての

手順の概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.3 図に

示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，空

気中の放射性物質の濃度の測定が必要な場合，放射線管理班

に作業開始を指示する。 

ⅱ) 放射線管理班は，可搬型ダスト・よう素サンプラにダスト

ろ紙及びよう素用カートリッジをセットし，試料の採取場所
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において試料を採取する。 

ⅲ) 放射線管理班は，ＮａＩシンチレーションサーベイメータ，

β線サーベイメータ及びＺｎＳシンチレーションサーベイ

メータの使用前点検を行い，乾電池の残量が少なくなった場

合は，予備の乾電池と交換する。 

ⅳ) 放射線管理班は，必要により前処理を行いβ線サーベイメ

ータによりダスト濃度，ＮａＩシンチレーションサーベイメ

ータによりよう素濃度，ＺｎＳシンチレーションサーベイメ

ータによりα線（ウラン，プルトニウム等），β線サーベイ

メータによりβ線（ストロンチウム等）を監視，測定する。

なお，多様性拡張設備であるＧｅγ線多重波高分析装置，ガ

スフロー式カウンタ（サンプルチェンジャ付）が健全であれ

ば，必要に応じて前処理を行い，測定する。 

ⅴ) 放射線管理班は，現場の測定結果をサンプリング記録用紙

に記録し，保存する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名にて実施し，一連の作業（1

箇所当たり）の所要時間は，試料採取を実施する発電所敷地内

及び発電所敷地境界付近で，約 75 分と想定する。 

なお，円滑に作業ができるよう，可搬型照明，通信設備等を

整備する。 

ｂ．可搬型放射能測定装置による水中の放射性物質の濃度の測定 

重大事故等が発生した場合に原子炉施設から放射性物質が放

出するおそれがある，又は放出された場合に可搬型放射能測定装

置により水中の放射性物質の濃度の測定を行う。 
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海水の試料採取場所を第 1.17.7 図に示す。 

(a) 手順着手の判断基準 

廃棄物処理設備排水モニタの指示値を確認し，原子炉施設か

ら周辺海域への排水に放射性物質が含まれるおそれがある場

合。 

(b) 操作手順 

可搬型放射能測定装置による放射性物質の濃度及び放射線

量の測定のうち水中の放射性物質の濃度の測定を行う手順の

概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.8 図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，放

射線管理班に 2 号炉取水口，2 号炉放水口付近の海水サンプ

リング及び放射性物質の濃度の測定の開始を指示する。 

ⅱ) 放射線管理班は，海水サンプリング用具を用いて試料の採

取場所において海水を採取する。 

ⅲ) 放射線管理班は，ＮａＩシンチレーションサーベイメータ，

ＺｎＳシンチレーションサーベイメータ及びβ線サーベイ

メータの使用前点検を行い，乾電池の残量が少なくなった場

合は，予備の乾電池と交換する。 

ⅳ) 放射線管理班は，ＮａＩシンチレーションサーベイメータ

により，採取した試料の放射性物質の濃度を測定する。また，

必要により前処理を行い，ＺｎＳシンチレーションサーベイ

メータによりα線（ウラン，プルトニウム等），β線サーベ

イメータによりβ線（ストロンチウム等）を監視，測定する。

なお，多様性拡張設備であるＧｅγ線多重波高分析装置，ガ

スフロー式カウンタ（サンプルチェンジャ付）が健全であれ
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ば，必要に応じて前処理を行い，測定する。 

ⅴ) 放射線管理班は，現場の測定結果をサンプリング記録用紙

に記録し，保存する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名にて実施し，一連の作業の

所要時間は，約 135 分と想定する。 

なお，円滑に作業ができるよう，可搬型照明，通信設備等を

整備する。 

ｃ．可搬型放射能測定装置による土壌中の放射性物質の濃度の測

定 

重大事故等の発生時に原子炉施設から放射性物質が放出され

た場合において，発電所及びその周辺の土壌中の放射性物質の濃

度の測定が必要と判断した場合に放射性物質の濃度を測定する。 

(a) 手順着手の判断基準 

排気筒ガスモニタ等の指示値を確認し，原子炉施設から放射

性物質が放出され，土壌中の放射性物質の濃度の測定が必要と

なった場合（プルーム通過後）。 

(b) 操作手順 

可搬型放射能測定装置による放射性物質の濃度及び放射線量

の測定のうち土壌中の放射性物質の濃度の測定についての手順

の概要は以下のとおり。タイムチャートを第 1.17.9 図に示す。 

ⅰ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，土

壌中の放射性物質の濃度の測定が必要な場合，放射線管理班

に作業開始を指示する。 

ⅱ) 放射線管理班は，試料の採取場所において試料を採取する。 
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ⅲ) 放射線管理班は，β線サーベイメータ及びＺｎＳシンチレ

ーションサーベイメータの使用前点検を行い，乾電池の残量

が少なくなった場合は，予備の乾電池と交換する。 

ⅳ) 放射線管理班は，必要に応じ前処理を行い，ＺｎＳシンチ

レーションサーベイメータによりα線（ウラン，プルトニウ

ム等），β線サーベイメータによりβ線（ストロンチウム等）

を監視，測定する。なお，多様性拡張設備であるＧｅγ線多

重波高分析装置，ガスフロー式カウンタ（サンプルチェンジ

ャ付）が健全であれば，必要に応じて前処理を行い，測定す

る。 

ⅴ) 放射線管理班は，現場の測定結果をサンプリング記録用紙

に記録し，保存する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名にて実施し，一連の作業（1

箇所当たり）の所要時間は，試料採取場所を実施する発電所敷

地内及び発電所敷地境界付近で，約 60 分と想定する。 

なお，円滑に作業ができるよう，可搬型照明，通信設備等を

整備する。 

ｄ．海上モニタリング測定 

周辺海域での海上モニタリングが必要と判断した場合に小型

船舶で可搬型放射能測定装置及び電離箱サーベイメータにより

放射性物質の濃度及び放射線量の測定を行う。 

(a) 手 順 着 手 の 判 断 基 準  

排 気 筒 ガ ス モ ニ タ 等 の 指 示 値 を 確 認 し ， 原 子 炉 施 設

か ら 周 辺 海 域 へ の 放 射 性 物 質 漏 え い が 確 認 さ れ る 等 に
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よ り 小 型 船 舶 に よ る 海 上 モ ニ タ リ ン グ が 必 要 と な っ た

場 合 。  

( b )  操 作 手 順  

可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 等 に よ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及

び 放 射 線 量 の 測 定 の う ち 小 型 船 舶 に よ る 海 上 モ ニ タ リ

ン グ 測 定 手 順 の 概 要 は 以 下 の と お り 。 タ イ ム チ ャ ー ト

を 第 1.1 7 . 1 0 図 に 示 す 。  

ⅰ ) 発 電 所 災 害 対 策 本 部 は ， 手 順 着 手 の 判 断 基 準 に 基

づ き ， 放 射 線 管 理 班 に 海 上 モ ニ タ リ ン グ の 測 定 の 開

始 を 指 示 す る 。  

ⅱ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 運 搬 車 両 を 用 い て 小 型 船 舶 を 岸

壁 に 運 搬 す る 。  

ⅲ ) 放 射 線 管 理 班 は ， Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ

イ メ ー タ ， β 線 サ ー ベ イ メ ー タ ， Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー

シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ 及 び 電 離 箱 サ ー ベ イ メ ー タ の

使 用 前 点 検 を 行 い ， 乾 電 池 の 残 量 が 少 な く な っ た 場

合 は ， 予 備 の 乾 電 池 と 交 換 す る 。  

ⅳ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 測 定 用 資 機 材 を 小 型 船 舶 に 積 載

し ， 小 型 船 舶 に て 試 料 の 採 取 場 所 に 移 動 し ， 可 搬 型

ダ ス ト ・ よ う 素 サ ン プ ラ に ダ ス ト ろ 紙 及 び よ う 素 用

カ ー ト リ ッ ジ を セ ッ ト し ，試 料 を 採 取 す る 。海 水 は ，

海 水 サ ン プ リ ン グ 用 具 を 用 い て 採 取 す る 。  

ⅴ )  放 射 線 管 理 班 は ， β線サーベイメータに よ り ダ ス ト

中 の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 し ， Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー

シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ に よ り ， よ う 素 濃 度 及 び 海 水
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の 放 射 性 物 質 の 濃 度 を 測 定 す る 。 ま た ， 必 要 に 応 じ

て 前 処 理 を 行 い ， Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ

メ ー タ に よ り α 線（ ウ ラ ン ，プ ル ト ニ ウ ム 等 ），β 線

サ ー ベ イ メ ー タ に よ り β 線 （ ス ト ロ ン チ ウ ム 等 ） を

監 視 ， 測 定 す る 。 な お ， 多 様 性 拡 張 設 備 で あ る Ｇ ｅ

γ 線 多 重 波 高 分 析 装 置 ， ガ ス フ ロ ー 式 カ ウ ン タ （ サ

ン プ ル チ ェ ン ジ ャ 付 ） が 健 全 で あ れ ば ， 必 要 に 応 じ

て 前 処 理 を 行 い ， 測 定 す る 。  

ⅵ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 電 離 箱 サ ー ベ イ メ ー タ に よ り 放

射 線 量 を 測 定 す る 。  

ⅶ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 現 場 の 測 定 結 果 を サ ン プ リ ン グ

記 録 用 紙 に 記 録 し ， 保 存 す る 。  

( c )  操 作 の 成 立 性  

上 記 の 対 応 の う ち ， 小 型 船 舶 が 海 面 に 着 水 す る ま で

の 時 間 は 約 135 分 と 想 定 す る 。 そ の 後 の 放 射 線 量 及 び

放 射 性 物 質 の 濃 度 の 測 定 は ， 放 射 線 管 理 班 2 名 に て 実

施 し ， 一 連 の 作 業 （ 1 箇 所 当 た り ） の 所 要 時 間 は ， 発

電 所 近 く で 約 35 分 と 想 定 す る 。  

な お ， 円 滑 に 作 業 が で き る よ う ， 可 搬 型 照 明 ， 通 信

設 備 等 を 整 備 す る 。  

( 6 )  バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 等  

ａ ． モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 周 辺 汚 染 に よ り 測 定 が で

き な く な る こ と を 避 け る た め ， バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対

策 を 行 う 手 順 を 整 備 す る 。  
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重 大 事 故 等 の 発 生 時 に 放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ が あ

る 場 合 ， モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 検 出 器 の 養 生 を 行 う 。 放

射 性 物 質 の 放 出 に よ り モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 配 置 場 所 の 放

射 線 量 が 通 常 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド よ り 高 い 場 合 に は ， 周

辺 の 汚 染 レ ベ ル を 確 認 し ，汚 染 さ れ て い る 場 所 に 応 じ て ，

測 定 設 備 の 除 染 ，周 辺 の 土 壌 撤 去 ，樹 木 の 伐 採 等 を 行 い ，

バ ッ ク グ ラ ウ ン ド レ ベ ル を 低 減 す る 。  

バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 の う ち モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 に つ い て の 手 順 の 概 要 は 以

下 の と お り 。 ま た ， タ イ ム チ ャ ー ト を 第 1. 1 7 . 1 1 図 に 示

す 。  

( a )  手 順 着 手 の 判 断 基 準  

放 射 性 物 質 の 放 出 の お そ れ が あ る こ と を 確 認 し た

場 合 。  

( b )  操 作 手 順  

ⅰ ) 発 電 所 災 害 対 策 本 部 は ， 手 順 着 手 の 判 断 基 準 に 基

づ き ， 放 射 線 管 理 班 に ， モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 検 出 器

の 養 生 作 業 を 指 示 す る 。  

ⅱ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 車 等 に よ り モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

配 置 場 所 に 移 動 し ，検 出 器 の 養 生 作 業 を 行 う 。ま た ，

時 間 に 余 裕 が あ る 場 合 は ， 局 舎 自 体 の 養 生 も 行 う 。  

ⅲ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 重 大 事 故 等 に よ る 放 射 性 物 質 の

放 出 が 停 止 し た と 判 断 し た 後 ， モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

配 置 場 所 の 放 射 線 量 が 通 常 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド よ り

高 い 場 合 に は ， 当 該 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 配 置 場 所 周
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辺 の 汚 染 レ ベ ル の 確 認 及 び バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対

策 を 実 施 す る 。  

ⅳ ) 放 射 線 管 理 班 は ， サ ー ベ イ メ ー タ の 使 用 前 点 検 を

行 い ， 乾 電 池 の 残 量 が 少 な く な っ た 場 合 は ， 予 備 の

乾 電 池 と 交 換 す る 。  

ⅴ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 当 該 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 配 置 場

所 に 移 動 し ， サ ー ベ イ メ ー タ 等 に よ り 周 辺 の 汚 染 レ

ベ ル を 確 認 す る 。  

ⅵ ) 放 射 線 管 理 班 は ，汚 染 状 況 の 調 査 結 果 を 踏 ま え て ，

周 辺 の 汚 染 を 確 認 し た 場 合 ， 汚 染 さ れ て い る 場 所 に

応 じ て ， 次 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 を 講 じ る 。  

・ 検 出 器 の 養 生 を 撤 去 す る 。 養 生 を 撤 去 し て も 検 出

器 が 汚 染 さ れ て い る 場 合 に は 検 出 器 の 拭 き 取 り 等

を 実 施 す る 。  

・ 測 定 設 備 が 汚 染 さ れ て い る 場 合 は ， 測 定 設 備 の 除

染 を 実 施 す る 。  

・ 設 備 周 辺 が 汚 染 さ れ て い る 場 合 は ， ア ス フ ァ ル ト

や コ ン ク リ ー ト の 除 染 を 実 施 す る 。  

・ 設 備 周 辺 の 土 壌 等 が 汚 染 さ れ て い る 場 合 は ， 土 壌

等 の 撤 去 や 周 辺 樹 木 の 伐 採 を 実 施 す る 。  

ⅶ ) 放 射 性 物 質 に よ り 汚 染 し た 場 合 の バ ッ ク グ ラ ウ ン

ド 低 減 の 目 安 は 通 常 時 の 放 射 線 量 レ ベ ル と す る 。 た

だ し ， 通 常 値 ま で 低 減 す る こ と が 困 難 な 場 合 は ， 可

能 な 限 り 除 染 を 行 い バ ッ ク グ ラ ウ ン ド の 低 減 を 図 る 。 
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( c )  操 作 の 成 立 性  

上 記 の 対 応 は ， 放 射 線 管 理 班 2 名 に て 実 施 し ， 養 生

作 業 ま で の 作 業 の 所 要 時 間 は ， 約 21 0 分 と 想 定 す る 。  

な お ， 円 滑 に 作 業 が で き る よ う ， 可 搬 型 照 明 ， 通 信

設 備 等 を 整 備 す る 。  

ｂ ．放 射 性 物 質 の 濃 度 測 定 時 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 周 辺 汚 染 に よ り 放 射 性 物

質 の 濃 度 測 定 時 の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド が 上 昇 し ， 可 搬 型 放

射 能 測 定 装 置 が 測 定 不 能 と な っ た 場 合 ， 可 搬 型 放 射 能 測

定 装 置 の 検 出 器 周 囲 を 遮 蔽 材 で 囲 む 等 の 対 策 に よ り バ ッ

ク グ ラ ウ ン ド レ ベ ル を 低 減 さ せ て ， 放 射 性 物 質 の 濃 度 を

測 定 す る 。  

な お ， 可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 の 検 出 器 周 囲 を 遮 蔽 材 で

囲 ん だ 場 合 で も 可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 が 測 定 不 能 に な る

場 合 は ， 緊 急 時 対 策 所 内 の 放 射 能 測 定 室 等 の バ ッ ク グ ラ

ウ ン ド レ ベ ル が 低 い 場 所 で 測 定 を 行 う 。  

ｃ ．敷 地 外 で の モ ニ タ リ ン グ に お け る 他 の 機 関 と の 連 携 体

制  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に お け る 敷 地 外 で の モ ニ タ

リ ン グ に つ い て は ， 国 ， 地 方 公 共 団 体 と 連 携 し て ， 策 定

さ れ る モ ニ タ リ ン グ 計 画 に 従 い ， 資 機 材 ， 要 員 及 び 放 出

源 情 報 を 提 供 す る と と も に モ ニ タ リ ン グ に 協 力 す る 。  

ま た ， 原 子 力 災 害 が 発 生 し た 場 合 に 他 の 原 子 力 事 業 者

と の 協 力 体 制 を 構 築 す る た め 原 子 力 事 業 者 間 協 力 協 定 を

締 結 し ， 環 境 放 射 線 モ ニ タ リ ン グ の た め の 要 員 の 派 遣 ，
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放 射 能 測 定 装 置 の 貸 与 等 を 受 け る こ と が 可 能 で あ る 。  

 

1 . 1 7 . 2 . 2  風 向 ， 風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 の 測 定 の 手 順 等  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に 発 電 所 に お い て ，風 向 ，風 速

そ の 他 の 気 象 条 件 を 測 定 し ， 及 び そ の 結 果 を 記 録 す る た め ，

以 下 の 手 段 を 用 い た 手 順 を 整 備 す る 。  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 測 定 頻 度 に つ い て は ，気 象 観

測 設 備 及 び 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 風 向 ，風 速 そ の 他 気 象

条 件 の 測 定 は ， 連 続 測 定 と す る 。  

( 1 )  気 象 観 測 設 備 に よ る 気 象 観 測 項 目 の 測 定  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 に 気 象 観 測 設 備 に よ り ，風

向 ，風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 を 測 定 し ，及 び そ の 結 果 を 記

録 用 紙 に 記 録 す る 。な お ，風 向 ，風 速 そ の 他 気 象 条 件 を

測 定 す る 優 先 順 位 は ，多 様 性 拡 張 設 備 で あ る 気 象 観 測 設

備 を 優 先 す る 。  

気 象 観 測 設 備 は ， 通 常 時 か ら 風 向 ， 風 速 そ の 他 の 気 象

条 件 を 連 続 測 定 し て お り ，重 大 事 故 等 の 発 生 時 に そ の 測

定 機 能 が 使 用 で き る 場 合 は ，継 続 し て 連 続 測 定 し ，測 定

結 果 を 記 録 用 紙 に 記 録 し ，保 存 す る 。な お ，気 象 観 測 設

備 に よ る 風 向 ，風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 の 測 定 は ，手 順 を

要 す る も の で は な く 自 動 的 な 連 続 測 定 で あ る 。  

( 2 )  可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 気 象 観 測 項 目 の 代 替 測 定  

重 大 事 故 等 が 発 生 し た 場 合 の 風 向 ，風 速 そ の 他 気 象 条

件 は ，可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ り 測 定 し ，及 び そ の 結 果

を 記 録 す る 。多 様 性 拡 張 設 備 が 使 用 で き な い 場 合 ，可 搬
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型 気 象 観 測 設 備 を 使 用 す る た め の 手 順 を 整 備 す る 。こ の

手 順 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 第 1. 1 7 . 1 図 に 示 す 。  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 代 替 測 定 地 点 に つ い て は ，

計 測 デ ー タ の 連 続 性 を 考 慮 し ，気 象 観 測 設 備 に 隣 接 し た

位 置 に 配 置 す る こ と を 原 則 と し て ，第 1. 1 7 . 1 2 図 に 示 す 。 

ａ ． 手 順 着 手 の 判 断 基 準  

気 象 観 測 設 備 の 故 障 等 に よ り ，気 象 観 測 設 備 に よ る 風

向 ，風 速 ，日 射 量 ，放 射 収 支 量 ，雨 量 の 測 定 機 能 が 喪 失

し た 場 合 。  

気 象 観 測 設 備 の 測 定 機 能 喪 失 の 確 認 に つ い て は ，中 央

制 御 室 環 境 監 視 盤 の 指 示 値 及 び 警 報 表 示 に て 確 認 す る 。 

ｂ ． 操 作 手 順  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 風 向 ，風 速 ，日 射 量 ，放 射

収 支 量 ，雨 量 の 代 替 測 定 を 行 う 手 順 の 概 要 は 以 下 の と お

り 。 タ イ ム チ ャ ー ト を 第 1.1 7 . 1 3 図 に 示 す 。  

ⅰ ) 発 電 長 は ， 手 順 着 手 の 判 断 基 準 に 基 づ き ， 発 電 所

災 害 対 策 本 部 に 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 風 向 ， 風

速 ， 日 射 量 ， 放 射 収 支 量 ， 雨 量 の 代 替 測 定 の 開 始 を

連 絡 す る 。  

ⅱ ) 発 電 所 災 害 対 策 本 部 は ， 放 射 線 管 理 班 に 可 搬 型 気

象 観 測 設 備 に よ る 風 向 ，風 速 ，日 射 量 ，放 射 収 支 量 ，

雨 量 の 代 替 測 定 の 開 始 を 指 示 す る 。  

ⅲ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 緊 急 時 対 策 所 に 移 動 し ， 監 視 用

パ ソ コ ン を 起 動 す る 。  

ⅳ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 一 式 を 車 等
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に 積 載 し ， 測 定 場 所 ま で 運 搬 ， 配 置 す る 。  

ⅴ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 と 通 信 機 器

を 接 続 し ， そ れ ぞ れ の 電 源 を 投 入 後 ， 緊 急 時 対 策 所

ま で デ ー タ が 伝 送 さ れ て い る こ と を 確 認 し ， 監 視 ，

測 定 を 開 始 す る 。  

ⅵ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 可 搬 型 気 象 観 測 設 備 の 記 録 装 置

（ 電 子 メ モ リ ） に 測 定 デ ー タ を 記 録 し ， 保 存 す る 。

な お ， 記 録 装 置 の 電 源 が 切 れ た 場 合 で も 電 子 メ モ リ

内 の 測 定 デ ー タ は 消 失 し な い 。  

ⅶ ) 放 射 線 管 理 班 は ， 使 用 中 に 充 電 池 の 残 量 が 少 な く

な っ た 場 合 ， 予 備 の 充 電 池 と 交 換 す る 。（ 連 続 12 時

間 以 上 使 用 可 能 ）  

ｃ ． 操 作 の 成 立 性  

上 記 の 対 応 は ，放 射 線 管 理 班 2 名 に て 実 施 し 一 連 の 作

業 の 所 要 時 間 は ， 約 65 分 と 想 定 す る 。  

な お ，円 滑 に 作 業 が で き る よ う ，可 搬 型 照 明 ，通 信 設

備 等 を 整 備 す る 。  

1. 1 7 . 2 . 3 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 電 源 を 代 替 電 源 設 備 か ら 給 電

す る 手 順 等  

全 交 流 動 力 電 源 喪 失 時 は ，代 替 電 源 設 備 に よ り モ ニ タ リ ン

グ ポ ス ト へ 給 電 す る 。給 電 の 優 先 順 位 は ，多 様 性 拡 張 設 備 で

あ る モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 専 用 の 無 停 電 電 源 装 置 か ら の 給 電

を 優 先 し ，空 冷 式 非 常 用 発 電 機 に よ る 給 電 が 開 始 さ れ れ ば 給

電 元 が 自 動 で 切 り 替 わ る 。  

そ の 後 ，空 冷 式 非 常 用 発 電 機 に よ り モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト へ



付－1－1.17－31 
 

給 電 す る 。  

代 替 電 源 設 備 か ら の 給 電 の 手 順 及 び 空 冷 式 非 常 用 発 電 機

へ の 燃 料 補 給 の 手 順 は 「 1. 1 4  電 源 の 確 保 に 関 す る 手 順 等 」

に て 整 備 す る 。  

な お ， モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト は ， 電 源 が 喪 失 し た 状 態 か ら ，

給 電 し た 場 合 ， 自 動 的 に 放 射 線 量 の 連 続 測 定 を 開 始 す る 。  

ａ ． 手 順 着 手 の 判 断 基 準  

全 交 流 動 力 電 源 が 喪 失 し た 場 合 。  

ｂ ． 操 作 手 順  

空 冷 式 非 常 用 発 電 機 か ら の 給 電 確 認 を 行 う 手 順 の 概

要 は 以 下 の と お り 。  

ⅰ ) 発 電 長 は ， 手 順 着 手 の 判 断 基 準 に 基 づ き ， 運 転 員

等 に 中 央 制 御 室 環 境 監 視 盤 に モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 専

用 の 無 停 電 電 源 装 置 に 関 す る 警 報 表 示 の 確 認 を 指 示

す る 。  

ⅱ ) 運 転 員 等 は ， 中 央 制 御 室 環 境 監 視 盤 に モ ニ タ リ ン

グ ポ ス ト 専 用 の 無 停 電 電 源 装 置 に 関 す る 警 報 表 示 を

確 認 し ， 無 停 電 電 源 装 置 か ら の 給 電 が 開 始 さ れ た こ

と を 確 認 し ， 発 電 長 に 報 告 す る 。  

ⅲ ) 発 電 長 は ， 空 冷 式 非 常 用 発 電 機 か ら の 給 電 を 確 認

後 ， 中 央 制 御 室 環 境 監 視 盤 の モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 専

用 の 無 停 電 電 源 装 置 に 関 す る 警 報 表 示 の 消 灯 及 び モ

ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 指 示 値 の 確 認 を 運 転 員 等 に 指 示

す る 。  

ｃ ． 操 作 の 成 立 性  



付－1－1.17－32 
 

上 記 対 応 で の 一 連 の 作 業 に は 特 に 時 間 を 要 し な い 。  

な お ，モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 機 能 が 回 復 し な い 場 合 は ，

可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト に よ る 代 替 測 定 を 行 う 。可 搬

型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト に よ る 放 射 線 量 の 代 替 測 定 の 手

順 は ， 前 述 1.1 7 . 2 . 1 ( 3 )の と お り 。  
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第 1. 1 7 . 2 表  重 大 事 故 等 対 処 に 係 る 監 視 計 器  

1 . 1 7  監 視 測 定 等 に 関 す る 手 順 等  

 
監 視 計 器 一 覧 （ 1／ 3）  

  

対 応 手 段  
重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目 監 視 計 器  

1.17.2.1 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 の 測 定 の 手 順 等  
(1)  放 射 性 物 質 の 濃 度 の 測 定  

a.  放 射 能 観 測 車 に よ る
空 気 中 の 放 射 性 物 質
の 濃 度 の 測 定  
 

判

断

基

準

モ ニ タ 値  ・ 排 気 筒 ガ ス モ ニ タ  

放 射 線 量  ・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作 

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ ダ ス ト ・ よ う 素 サ ン プ ラ  

・ ダ ス ト モ ニ タ  

・ よ う 素 モ ニ タ  

b.  可 搬 型 放 射 能 測 定 装
置 に よ る 空 気 中 の 放
射 性 物 質 の 濃 度 の 代
替 測 定  

判

断

基

準

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ ダ ス ト ・ よ う 素 サ ン プ ラ  

・ ダ ス ト モ ニ タ  

・ よ う 素 モ ニ タ  

操

作 

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ β 線 サ ー ベ イ メ ー タ  

・ Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

・ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

1.17.2.1 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 の 測 定 の 手 順 等  

(2)  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト
に よ る 放 射 線 量 の 測
定  

判

断

基

準

－  －  

操

作 

放 射 線 量  ・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

(3)  可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ
ポ ス ト に よ る 放 射 線
量 の 代 替 測 定  

判

断

基

準

放 射 線 量  ・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作
放 射 線 量  ・ 可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

(4)  可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ
ポ ス ト に よ る 放 射 線
量 の 測 定  

判

断

基

準

－  －  

操

作
放 射 線 量  ・ 可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  
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監視計器一覧（2／3） 

  

対 応 手 段  重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.17.2.1 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 の 測 定 の 手 順 等  
(5)  可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 等 に よ る 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 の 測 定  

a.  可 搬 型 放 射 能 測 定 装
置 に よ る 空 気 中 の 放
射 性 物 質 の 濃 度 の 測
定  

判

断

基

準 

モ ニ タ 値  ・ 排 気 筒 ガ ス モ ニ タ  

放 射 線 量  
・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

・ 可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作 

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

・ β 線 サ ー ベ イ メ ー タ  

・ Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

b.  可 搬 型 放 射 能 測 定 装
置 に よ る 水 中 の 放 射
性 物 質 濃 度 の 測 定  

判

断

基

準

モ ニ タ 値  ・ 廃 棄 物 処 理 設 備 排 水 モ ニ タ  

操

作 

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

・ β 線 サ ー ベ イ メ ー タ  

・ Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

c.  可 搬 型 放 射 能 測 定 装
置 に よ る 土 壌 中 の 放
射 性 物 質 の 濃 度 の 測
定  

判

断

基

準

モ ニ タ 値  ・ 排 気 筒 ガ ス モ ニ タ  

放 射 線 量  
・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

・ 可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作
放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ β 線 サ ー ベ イ メ ー タ  

・ Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

d.  海 上 モ ニ タ リ ン グ 測
定  

判

断

基

準

モ ニ タ 値  ・ 排 気 筒 ガ ス モ ニ タ  

放 射 線 量  
・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

・ 可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作 

放 射 性 物 質 の 濃 度  

・ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

・ β 線 サ ー ベ イ メ ー タ  

・ Ｚ ｎ Ｓ シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ

・ 電 離 箱 サ ー ベ イ メ ー タ  

1.17.2.1 放 射 性 物 質 の 濃 度 及 び 放 射 線 量 の 測 定 の 手 順 等  
(6)  バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低 減 対 策 等  

(1)  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト
の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド
低 減 対 策  

判

断

基

準

放 射 線 量  ・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

操

作
放 射 線 量  ・ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  
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監視計器一覧（3／3） 

 

  

対 応 手 段  重 大 事 故 等 の 対 応 に
必 要 と な る 監 視 項 目

監 視 計 器  

1.17.2.2 風 向 ， 風 速 そ の 他 の 気 象 条 件 の 測 定 の 手 順 等  

(2)  可 搬 型 気 象 観 測 設 備
に よ る 気 象 観 測 項 目
の 代 替 測 定  

判

断

基

準 

風 向 ， 風 速 そ の 他 の
気 象 条 件  

・ 気 象 観 測 設 備  

操

作 

風 向 ， 風 速 そ の 他 の
気 象 条 件  ・ 可 搬 型 気 象 観 測 設 備  
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第 1.17.1 図 放射性物質濃度,放射線量又は気象観測項目計測不能時

対応手順 

   

 

経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   1 0  2 0 3 0 4 0 5 0 6 0 7 0 8 0 9 0 1 0 0  1 1 0   1 2 0  

             

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  
  

放 射 能 観 測 車 に よ
る 空 気 中 の 放 射 性
物 質 濃 度 測 定  

放 射 線 管 理 班  2  

 
 

            

 

            

  
 

        

            

           

   
 

       

      
 

      

  
 

          

 

第 1 . 1 7 . 2 図  放 射 能 観 測 車 に よ る 空 気 中 の 放 射 性 物 質 の 濃

度 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

YES 

放 射 線 量 ， 放 射 性 物 質 濃

度 又 は 気 象 項 目 が 計 測 不

能 か  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  

放 射 能 観 測 車  

気 象 観 測 設 備 に よ る 測 定  

早 期 復 旧 が

可 能 か  

可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ

ス ト  

可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に

よ る 測 定  

計 測 機 能 の 回 復  

NO 

YES 

NO 
電 源 喪 失 か  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト は ， 以 下 の 給 電 に て ，

計 測 機 能 の 回 復  

・ 空 冷 式 非 常 用 発 電 機  

・モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 専 用 の 無 停 電 電 源 装

置  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 機 能 喪 失 の た め 受

電 で き な い 場 合 は ，可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ

ス ト に よ る 測 定  

可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 測 定  

YES 

NO 

凡 例  
     ： 操 作 ・ 確 認  
     ： 計 測 器 状 態  
     ： 判 断  

放 射 線 量 ， 放 射 性 物 質 濃 度  

又 は 気 象 項 目 計 測 不 能  

構 成 機 器 ， 信 号 系 の 故 障  

以 降 は 上 記 破 線 枠 の B G 測 定 ～ 試 料 採 取 ， 測 定 と 同 じ

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用

ダ ス ト ， よ う 素 試 料 採 取  

ダ ス ト ， よ う 素 試 料 測 定

次 の ポ イ ン ト に 移 動

Ｂ Ｇ 測 定

資 機 材 準 備 ， 車 両 保 管 場 所 ま で 移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → 車 両 保 管 場 所 ）

移 動 （ 車 両 保 管 場 所 → 緊 急 時 対 策 所 付 近 ）  
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経 過 時 間 （ 分 ）  
備 考   1 0  2 0  3 0  4 0  5 0  6 0  7 0  8 0    9 0  

   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

放 射 能 観 測 車 に よ
る 空 気 中 の 放 射 性
物 質 濃 度 測 定  

放 射 線 管 理 班  2  

           

 

 
 

        

          

        

         

   
 

      

          

 

第 1 . 1 7 . 3 図  可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 に よ る 空 気 中 の 放 射 性

物 質 濃 度 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.17.4 図 モニタリングポスト，可搬型モニタリングポストの配置

位置  

※ 現 場 の 状 況 に よ り 配 置 位 置 を 変 更 す る  

 

以 降 は 上 記 破 線 枠 の B G 測 定 ～ 試 料 採 取 ， 測 定 と 同 じ

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用  

次 の ポ イ ン ト に 移 動

資 機 材 準 備 ， 機 材 積 載  

Ｂ Ｇ 測 定

ダ ス ト ， よ う 素 試 料 採 取

ダ ス ト ， よ う 素 試 料 測 定

は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。 
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経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考    3 0   6 0  9 0  1 2 0  1 5 0   1 8 0  2 1 0 2 4 0    2 7 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

可 搬 型 モ ニ タ リ ン
グ ポ ス ト 設 置  
（ 代 替 測 定 ）  

放 射 線 管 理 班  2  

           

 

           

          

         

          

         

         

         

         

         

第 1 . 1 7 . 5 図  可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト（ 代 替 測 定 ）配 備 ，

測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 
経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   3 0  6 0  9 0  1 2 0 1 5 0  1 8 0  2 1 0  2 4 0    2 7 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

可 搬 型 モ ニ タ リ
ン グ ポ ス ト 設 置
（ 発 電 所 周 囲 ）  

放 射 線 管 理 班  

4              

2  
×  
2  

          
 

1班  

          

          

          

          

         

          

          

         

          

         

           
 

2班  

   
 

        

           

          

          

          

         

          

         

第 1 . 1 7 . 6 図  可 搬 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト （ 発 電 所 周 囲 ） 配

備 ， 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用  

資 機 材 準 備 ， 積 載

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → 浦 底 Ｍ Ｐ ）

設 置 ，測 定 開 始（ 浦 底 Ｍ Ｐ ）

資 機 材 準 備 ， 積 載  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ ）

設 置 ・ 測 定 開 始（ 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ ）

移 動 （ 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ → 立 石 Ｍ Ｐ ）

設 置 ・ 測 定 開 始 （ 立 石 Ｍ Ｐ ）

移 動 （ 立 石 Ｍ Ｐ → 緊 急 時 対 策 所 ）  

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → ① ）  

移 動 （ ① → 緊 急 時 対 策 所 に 戻 り ）  

設 置 ・ 測 定 開 始 （ ⑧ ）

資 機 材 準 備 ， 積 載

移 動 （ ⑧ → ⑥ ）  

設 置 ・ 測 定 開 始 （ ⑥ ）

移 動 （ ⑥ → 緊 急 時 対 策 所 に 戻 り ）

設 置 ・ 測 定 開 始 (⑤ ）  

資 機 材 準 備 ， 積 載  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → ⑧ ）  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → ⑤ ）  

資 機 材 準 備 ， 積 載

移 動 (⑤ → ④ ）  

設 置 ・ 測 定 開 始 (④ ）

資 機 材 準 備 ， 積 載

設 置 ・ 測 定 開 始 （ ① ）  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → ② ）  

設 置 ・ 測 定 開 始 （ ② ）

設 置 ・ 測 定 開 始 （ ③ ）  

移 動 （ ② → ③ ）  
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第 1.17.7 図 海水の試料採取場所  

※ 現 場 の 状 況 に よ り 採 取 箇 所 を 変 更 す る  

 

 

は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。 
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経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考     2 0    4 0   6 0   8 0  1 0 0   1 2 0   1 4 0 1 6 0    1 8 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

海 水 測 定  放 射 線 管 理 班  2  

           

 

          

          

          

         

        

          

   
 

     

 

第 1 . 1 7 . 8 図  可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 に よ る 水 中 の 放 射 性 物

質 濃 度 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 

経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   1 0  2 0  3 0  4 0  5 0  6 0  7 0  8 0     9 0  

          

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  
  

可 搬 型 放 射 能 測 定
装 置 に よ る 土 壌 中
の 放 射 性 物 質 濃 度
測 定  

放 射 線 管 理 班  2  

           

 

 
  

       

         

          

      
 

   

    
 

     

 

第 1 . 1 7 . 9 図  可 搬 型 放 射 能 測 定 装 置 に よ る 土 壌 中 の 放 射 性

物 質 濃 度 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 

 

 

 

 

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用

試 料 測 定 （ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ ）

試 料 採 取

資 機 材 準 備 ， 積 載

測 定 場 所 へ の 移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → 2 号 炉 取 水 口 ）  

試 料 採 取

試 料 測 定 （ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ ）

測 定 場 所 へ の 移 動  
（ 2 号 炉 取 水 口 → 2 号 炉 放 水 口 ）  

資 機 材 準 備 ， 機 材 積 載

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用

次 の ポ イ ン ト に 移 動  

以 降 は 上 記 破 線 枠 の 試 料 採 取 ～ 試 料 測 定

試 料 採 取

試 料 測 定
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経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考   3 0  6 0 9 0 1 2 0 1 5 0 1 8 0 2 1 0 2 4 0 2 7 0 3 0 0  3 3 0   3 6 0  

             

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）  
  

海 上 モ ニ タ リ ン
グ 測 定  

放 射 線 管 理 班  2  

              

 

               

              

   
 

          

           

            

           

            

           

 
 

          

   
 

        

 

第 1 . 1 7 . 1 0 図  海 上 モ ニ タ リ ン グ 測 定 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

 
経 過 時 間 （ 分 ）  

備 考     3 0    6 0   9 0  1 2 0   1 5 0   1 8 0 2 1 0 2 4 0    2 7 0  
   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

モ ニ タ リ ン グ ポ ス
ト の バ ッ ク グ ラ ウ
ン ド 低 減 対 策  

放 射 線 管 理
班  

2  

           

 

            

  
 

        

          

   
 

      

         

          

         

 

第 1 . 1 7 . 1 1 図  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 低

減 対 策 の タ イ ム チ ャ ー ト  

 

  

移 動 （ 緊 急 時 対 策 所 → 浦 底 Ｍ Ｐ ）

移 動 （ 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ → 立 石 Ｍ Ｐ ）  

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用

資 機 材 準 備 ， 積 載

検 出 器 養 生 （ 浦 底 Ｍ Ｐ ）

検 出 器 養 生（ 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ ）

検 出 器 養 生 （ 立 石 Ｍ Ｐ ）

移 動 （ 浦 底 Ｍ Ｐ → 猪 ヶ 池 Ｍ Ｐ ）

船 舶 運 搬 船 舶 着 水
浦 底 湾
試 料 採 取

２ 号 炉 放 水 口
試 料 採 取

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用  

船 舶 保 管 場 所 ま で 移 動 (緊 急 時 対 策 所 → 船 舶 保 管 場 所 )  

資 機 材 準 備 (測 定 器 の 健 全 性 確 認 含 む )， 資 機 材 積 載  

試 料 採 取 （ 浦 底 湾 沖 ）

試 料 測 定 （ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ ）

船 舶 吊 り 降 ろ し ， 着 水 準 備 （ 1 号 炉 岸 壁 ）

移 動 （ 船 舶 保 管 場 所 → 1 号 炉 岸 壁 ）

測 定 場 所 へ 移 動 (浦 底 湾 沖 1 0 0 0 m )

移 動 ( 2 号 炉 放 水 口 沖 5 0 0 m )  

試 料 測 定 （ Ｎ ａ Ｉ シ ン チ ）

試 料 採 取 ( 2 号 炉 放 水 口 沖 5 0 0 m )
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第 1.17.12 図 気象観測設備，可搬型気象観測設備の配置位置 

 

 
 

経 過 時 間 （ 分 ）  
備 考   1 0  2 0  3 0  4 0  5 0    6 0       7 0  8 0     9 0  

   

手 順 の 項 目  要 員 （ 数 ）    

可 搬 型 気 象 観 測 設
備  設 置 ， 測 定  

放 射 線 管 理
班  

2  

           

           

      

 

第 1 . 1 7 . 1 3 図  可 搬 型 気 象 観 測 設 備 に よ る 風 向 ， 風 速 ， 日

射 量 ， 放 射 収 支 量 ， 雨 量 の 代 替 測 定 の タ イ

ム チ ャ ー ト  

 

 

事 前 打 合 せ 及 び 防 護 装 備 着 用  

資 機 材 運 搬 （ 緊 急 時 対 策 所 付 近 ）

設 置 ， 測 定 開 始  

は，商業機密又は核物質防護上の観点から公開できません。

※ 現 場 の 状 況 に よ り 配 置 位 置 を 変 更 す る  
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1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

＜  目  次  ＞  

1.18.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．重大事故等が発生した場合においても，重大事故等に対処

するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等が

緊急時対策所にとどまるために必要な対応手段及び設備 

ｂ．手 順 等 

1.18.2 重大事故等時の手順等 

1.18.2.1 居住性を確保するための手順等 

(1) 緊急時対策所立上げの手順 

ａ．緊急時対策所換気設備運転手順 

ｂ．緊急時対策所加圧設備による空気供給準備手順 

ｃ．緊急時対策所内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定手順 

(2) 「原子力災害対策特別措置法第10条」特定事象発生時の手

順 

ａ．緊急時対策所エリアモニタ設置手順 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 

(3) 重大事故等が発生した場合の放射線防護等に関する手順等 

ａ．緊急時対策所にとどまる発電所災害対策本部要員 

ｂ．緊急時対策所加圧設備への切替準備手順 

ｃ．緊急時対策所加圧設備への切替手順 

ｄ．緊急時対策所換気設備への切替手順 
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1.18.2.2 重大事故等に対処するために必要な指示及び通信連絡に

関わる手順等 

(1) 緊急時対策所の情報収集設備によるプラントパラメータ等

の監視手順 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 

(2) 重大事故等に対処するための対策の検討に必要な資料の整

備について 

(3) 通信連絡に関わる手順 

1.18.2.3 必要な数の要員の収容に係る手順等 

(1) 放射線管理について 

ａ．放射線管理用資機材の維持管理等について 

ｂ．チェンジングエリアの設置及び運用手順 

ｃ．緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットの切替手順 

(2) 飲料水，食料等について 

1.18.2.4 代替電源設備からの給電手順 

(1) 緊急時対策所用発電機による給電 

ａ．緊急時対策所用発電機起動手順 
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1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において，緊急時対策所に関し，重大事故

等が発生した場合においても，重大事故等に対処するために必要

な指示を行う要員が緊急時対策所にとどまり，重大事故等に対処

するために必要な指示を行うとともに，発電用原子炉施設の内外

の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡し，重大事故等に対

処するために必要な数の要員を収容する等の現地対策本部として

の機能を維持するために必要な手順等が適切に整備されている

か，又は整備される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１  「現地対策本部としての機能を維持するために必要な手順

等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を

有する措置を行うための手順等をいう。 

a）  重大事故が発生した場合においても，放射線防護措置等

により，重大事故等に対処するために必要な指示を行う要

員がとどまるために必要な手順等を整備すること。 

b）  緊急時対策所が，代替交流電源設備からの給電を可能と

すること。 

c）  対策要員の装備（線量計及びマスク等）が配備され，放

射線管理が十分できること。 

d）  資機材及び対策の検討に必要な資料を整備すること。 

e）  少なくとも外部からの支援なしに１週間，活動するため

の飲料水及び食料等を備蓄すること。 
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緊急時対策所には，重大事故等が発生した場合においても，重大

事故等に対処するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員

が緊急時対策所にとどまり，重大事故等に対処するために必要な指

示を行うとともに，発電所内外の通信連絡を行う必要のある場所と

通信連絡し，重大事故等に対処するために必要な数の要員を収容す

る等の発電所災害対策本部としての機能を維持するために必要な設

備及び資機材を配備する。ここでは，緊急時対策所の設備及び資機

材を活用した手順等について説明する。  

２  「 重 大 事 故 等 に 対 処 す る た め に 必 要 な 数 の 要 員 」 と は ，

「重大事故等に対処するために必要な指示を行う要員」に加

え，少なくとも原子炉格納容器の破損等による工場等外への

放射性物質の拡散を抑制するための対策に対処するために必

要な数の要員を含むものとする。 
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1.18.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

重大事故等が発生した場合においても，重大事故等に対処

するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員が緊急

時対策所にとどまり，重大事故等に対処するために必要な指

示を行うとともに，発電所内外の通信連絡をする必要のある

場所と通信連絡し，重大事故等に対処するために必要な数の

要員を収容する等の発電所災害対策本部としての機能を維持

するために必要な対応手段及び重大事故等対処設備を選定す

る。 

重大事故等対処設備の他に，多様性拡張設備 ※ １ 及び資機材

※ ２ を用いた対応手段を選定する。 

※１ 多様性拡張設備：技術基準上全ての要求事項を満た

すことや全てのプラント状況で使用することは困難で

あるが，プラント状況によっては，事故対応に有効な

設備。 

※２ 資機材：「対策の検討に必要な資料」，「放射線管

理用資機材」，「チェンジングエリア用資機材」及び

「飲料水，食料等」については，資機材であるため重

大事故等対処設備及び多様性拡張設備としない。 

また，緊急時対策所の電源は，通常，発電所の交流動力電

源から給電する。 

この発電所からの給電が喪失した場合は，その機能を代替

するための機能，相互関係を明確にした上で，想定する故障

に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選定する
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（第 1.18.1図）。（以下「機能喪失原因対策分析」という。） 

選定した重大事故等対処設備により，「技術的能力審査基

準」だけでなく，「設置許可基準規則第六十一条及び技術基

準規則第七十六条」（以下，付録1.18において「基準規則」

という。）の要求機能を満足する設備が網羅されていること

を確認するとともに，多様性拡張設備及び資機材との関係を

明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

機能喪失原因対策分析の結果並びに「技術的能力審査基準」

及び「基準規則」要求により選定した対応手段とその対応に

使用する重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び資機材を

以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，重大事

故等対処設備，多様性拡張設備，資機材及び整備する手順に

ついての関係を第1.18.1表に示す。 

ａ．重大事故等が発生した場合においても，重大事故等に対処

するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等が緊

急時対策所にとどまるために必要な対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合において，環境に放出された

放射性物質等による放射線被ばくから重大事故等に対処す

るために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等を防

護するため，緊急時対策所の居住性を確保する手段がある。 

緊急時対策所の居住性を確保するための設備は以下のと

おり。 
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・緊急時対策所遮蔽 

・緊急時対策所非常用給気ファン 

・緊急時対策所排気ファン 

・緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニット 

・緊急時対策所加圧設備 

・緊急時対策所エリアモニタ 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用） 

・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

緊急時対策所から重大事故等の対処に必要な指示を行う

ために，必要な情報を把握し，発電所内外の通信連絡をす

る必要のある場所と通信連絡をするための手段がある。 

必要な情報を把握するための設備，必要な通信連絡を行

うための設備及び資機材は以下のとおり。 

・緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ） 

・ＳＰＤＳデータ表示装置 

・衛星携帯電話設備 

・携帯型通話設備 

・統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備 

・運転指令設備 

・電力保安通信用電話設備 

・無線連絡設備 

・テレビ会議システム（社内） 

・加入電話設備 

・対策の検討に必要な資料 
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重大事故等に対処するために必要な数の要員を緊急時対

策所で収容するための手段がある。この必要な数の要員を

収容するために必要な資機材は以下のとおり。 

・放射線管理用資機材 

・チェンジングエリア用資機材 

・飲料水，食料等 

緊急時対策所の電源として，代替電源設備からの給電を

確保するための手段がある。 

緊急時対策所の代替電源設備からの給電を確保するため

の設備は以下のとおり。 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク 

・緊急時対策所用発電機給油ポンプ 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

 (b) 重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び資機材 

「技術的能力審査基準」及び「基準規則」に要求される

緊急時対策所遮蔽，緊急時対策所非常用給気ファン，緊急

時対策所排気ファン，緊急時対策所非常用空気浄化フィル

タユニット，緊急時対策所加圧設備，緊急時対策所エリア

モニタ，可搬型モニタリングポスト（加圧判断用），酸素

濃度計，二酸化炭素濃度計，緊急時データ伝送システム

（ＳＰＤＳ），ＳＰＤＳデータ表示装置，衛星携帯電話設

備，携帯型通話設備，統合原子力防災ネットワークに接続
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する通信連絡設備及び，無線連絡設備のうち無線通話装置

（携帯型）は重大事故等対処設備と位置付ける。 

二酸化炭素濃度は，酸素濃度同様，居住性に関する重要

な制限要素であることから，二酸化炭素濃度計は重大事故

等対処設備と位置付ける。 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，緊急時対

策所の代替電源設備からの給電を確保するための手段に使

用する設備のうち，緊急時対策所用発電機，緊急時対策所

用発電機燃料油貯蔵タンク，緊急時対策所用発電機給油ポ

ンプ，空冷式非常用発電機，燃料貯蔵タンク（ディーゼル

発電機用），可搬型燃料給油ポンプはいずれも重大事故等

対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，「技術的能力審査基準」及び

「基準規則」に要求される設備が全て網羅されている。 

以上の重大事故等対処設備において，発電所内外との通

信連絡を行うことが可能であることから，以下の設備は多

様性拡張設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・運転指令設備 

・電力保安通信用電話設備 

・無線連絡設備のうち無線通話装置（固定型，放射能観

測車） 

・テレビ会議システム（社内） 

・加入電話設備 

上記の設備は，耐震性を有していないが，設備が健全で

ある場合は，発電所内外の通信連絡を行うための手段とし
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て有効である。 

対策の検討に必要な資料，放射線管理用資機材，チェン

ジングエリア用資機材，飲料水，食料等については，資機

材であるため重大事故等対処設備及び多様性拡張設備とし

ない。 

ｂ．手 順 等 

上記のａ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。

（第1.18.1表）また，事故時に監視が必要となる計器及び給

電が必要となる設備についても整備する。（第1.18.2表，第

1.18.3表）  

これらの手順は，発電所災害対策本部にて使用する手順に

定める。 

また，通常時における，対策の検討に必要な資料，放射線

管理用資機材，飲料水，食料等の管理，運用については，担

当マネージャーにて実施する。 

 

1.18.2 重大事故等時の手順等 

1.18.2.1 居住性を確保するための手順等 

重大事故等が発生した場合においても，重大事故等に対処する

ために必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等の被ばく量を

7日間で100mSvを超えないようにするために必要な対応手段とし

て，緊急時対策所遮蔽及び緊急時対策所換気設備，緊急時対策所

用発電機，酸素濃度計，二酸化炭素濃度計により，緊急時対策所

にとどまるために必要な居住性を確保する。 

環境に放射性物質が放出された場合，可搬型モニタリングポス
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ト（加圧判断用）により，緊急時対策所に向かって放出される放

射性物質による放射線量を測定，監視し，緊急時対策所加圧設備

による希ガス等の放射性物質の取り込みを防止することで，重大

事故等に対処するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要

員等を防護する。 

また，万が一，希ガス等の放射性物質が緊急時対策所内に取り

込まれた場合においても，緊急時対策所エリアモニタにて監視，

測定し対策をとることにより，緊急時対策所内への希ガス等の放

射性物質の取り込みを低減する。 

緊急時対策所が事故対策のための活動に影響がない酸素濃度及

び二酸化炭素濃度の範囲にあることを把握する。 

これらを踏まえ事故状況の進展に応じた手順とする。 

(1) 緊急時対策所立上げの手順 

重大事故等が発生するおそれがある場合等，発電所災害対

策本部が緊急時対策所を使用するための準備として，緊急時

対策所を立上げるための手順を整備する。 

ａ．緊急時対策所換気設備運転手順 

緊急時対策所換気設備を起動し，放射性物質の取り込みを

低減するための手順を整備する。 

全交流動力電源喪失時は，代替電源設備からの給電により，

緊急時対策所換気設備を起動する。 

(a) 手順着手の判断基準 

緊急時対策所の立上げ時。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所立上げ時の緊急時対策所換気設備運転の手
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順は以下のとおり。緊急時対策所換気設備の手順のタイム

チャートを第1.18.2図に示す。 

ⅰ ) 原子力防災管理者は，手順着手の判断基準に基づき，

発電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所換気設備の

起動を指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所換気設

備を起動する。 

ⅲ ) 発電所災害対策本部初動要員は，流量が調整されてい

ることを確認する。 

ⅳ ) 発電所災害対策本部初動要員は，室内の圧力が微正圧

に調整されていることを確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は発電所災害対策本部初動要員 1 名で行い，

一連の操作完了まで約 2 分と想定する。 

ｂ．緊急時対策所加圧設備による空気供給準備手順 

緊急時対策所加圧設備の系統構成を行い，漏えい等がない

ことを確認し，切替えの準備を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

緊急時対策所の立上げ時。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所加圧設備による空気供給準備の手順は以下

のとおり。緊急時対策所加圧設備による空気供給準備時の

手順のタイムチャートを第1.18.2図に示す。 

ⅰ ) 原子力防災管理者は，手順着手の判断基準に基づき，

発電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所加圧設備の
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系統構成（空気ボンベから流量調整用弁まで）の確認を

指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所加圧設

備の系統構成（空気ボンベから流量調整用弁まで）を行

い，各部の漏えい等がないことを確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は発電所災害対策本部初動要員 1 名で行い，

一連の操作完了まで約 2 分と想定する。 

ｃ．緊急時対策所内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定手順 

緊急時対策所の居住性確保の観点から，緊急時対策所内の

酸素濃度及び二酸化炭素濃度の測定を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

緊急時対策所換気設備を運転している場合。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所内の酸素濃度又は二酸化炭素濃度の測定を

行う手順は以下のとおり。 

ⅰ ) 原子力防災管理者は，手順着手の判断基準に基づき，

発電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所内の酸素濃

度及び二酸化炭素濃度の測定を指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，酸素濃度計及び二酸

化炭素濃度計にて緊急時対策所内の酸素濃度及び二酸化

炭素濃度の測定を開始する。 

ⅲ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所内の酸

素濃度が19％以上又は二酸化炭素濃度が0.5％以下を維持

できない場合は，給気ダンパ及び排気ダンパの開度調整
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により，換気率を調整する。 

なお，緊急時対策所加圧設備を使用している場合にお

いて，酸素濃度が19％以上又は二酸化炭素濃度が1.0％

以下を維持できない場合は，緊急時対策所に設置されて

いる空気ボンベ加圧ラインの空気ボンベ流量調整用弁及

び排気ダンパの開度調整により，空気流入量を調整する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，緊急時対策所にて発電所災害対策本部初

動要員 1 名で操作を行うことが可能である。室内での測定，

弁及びダンパの調整のみであるため，短時間での対応が可

能である。 

(2) 「原子力災害対策特別措置法第 10 条」特定事象発生時の

手順 

「原子力災害対策特別措置法第10条」特定事象が発生した

場合に，緊急時対策所内への放射性物質等の取り込み量を微

量のうちに検知するため，緊急時対策所内へ緊急時対策所エ

リアモニタを設置する手順を整備する。 

原子炉施設を囲む8方位（モニタリングポスト設置方位を除

く）に設置する可搬型モニタリングポストのうち，緊急時対

策所付近に設置する可搬型モニタリングポストは緊急時対策

所内を加圧するための判断に用いる。 

ａ．緊急時対策所エリアモニタ設置手順 

(a) 手順着手の判断基準 

「原子力災害対策特別措置法第10条」特定事象が発生し

た場合。 
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(b) 操作手順 

緊急時対策所エリアモニタ設置手順は以下のとおり。タ

イムチャートを第1.18.3図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，

放射線管理班に緊急時対策所エリアモニタ設置を指示す

る。 

ⅱ ) 放射線管理班 ※ ３ は，緊急時対策所エリアモニタを設置

し，起動する。 

  ※３  放射線管理班：重大事故等対策要員のうち放射線

管理要員又は発電所災害対策本部要員のうち放射線管理

班の班員をいう。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は緊急時対策所内にて放射線管理班１名で行

い，一連の操作完了まで約 25 分と想定する。 

ｂ．その他の手順項目にて考慮する手順 

緊急時対策所付近に可搬型モニタリングポスト（加圧判断

用）を設置する手順は「1.17 監視測定等に関する手順等」

にて整備する。 

(3) 重大事故等が発生した場合の放射線防護等に関する手順等 

重大事故等が発生した場合，重大事故等に対処するために

必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等を防護し，居住

性を確保するための手順を整備する。 

ａ．緊急時対策所にとどまる発電所災害対策本部要員 

プルーム通過中においても，緊急時対策所にとどまる要員

は，休憩，仮眠をとるための交代要員を考慮して，重大事故
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等に対処するために必要な指示を行う発電所災害対策本部要

員37名と，原子炉格納容器の破損等による工場等外への放射

性物質の拡散を抑制するために必要な発電所災害対策本部要

員50名の合計87名と想定している。 

プルーム放出のおそれがある場合，発電所災害対策本部は，

この要員数を目安とし，最大収容可能人数（100名）の範囲

で緊急時対策所にとどまる要員を判断する。 

ｂ．緊急時対策所加圧設備への切替準備手順 

プルーム放出のおそれがある場合，プルーム放出に備え，

パラメータの監視強化及び空気ボンベによる加圧操作の要員

配置を行うための手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

プルーム放出のおそれがある場合。 

具体的には，以下のいずれかに該当した場合。 

・プルーム放出前の段階において，直接線，スカイシャ

イン線により，原子炉施設を囲む8方位（モニタリン

グポスト設置方位を除く）に設置する可搬型モニタリ

ングポストのうち可搬型モニタリングポスト（加圧判

断用）が重大事故等により指示値の有意な上昇傾向と

なった場合。 

・中央制御室から炉心損傷が生じた旨の連絡，情報があ

った場合又は，緊急時対策所内でのプラント状態監視

の結果，発電所災害対策本部が炉心損傷の可能性を踏

まえ，プルーム放出に備える必要があると判断した場

合。 
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・炉心損傷前であって中央制御室から原子炉格納容器破

損が生じた旨の連絡，情報があった場合。又は，緊急

時対策所内でのプラント状態監視の結果，発電所災害

対策本部が原子炉格納容器破損の可能性を踏まえ，プ

ルーム放出に備える必要があると判断した場合。 

(b) 操作手順 

プルーム放出のおそれがある場合に実施する手順は以下

のとおり。タイムチャートを第1.18.4図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，

プルーム放出に備え，放射線管理班他ヘパラメータの監

視強化及び空気ボンベによる加圧操作の要員配置を指示

する。 

ⅱ ) 放射線管理班は可搬型モニタリングポスト（加圧判断

用）の監視強化を行う。 

ⅲ ) 庶務班 ※ ４ は加圧操作の要員を配置する。 

  ※４  庶務班：発電所災害対策本部初動要員又は発電所

災害対策本部要員のうち庶務班の班員をいう。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は緊急時対策所内にて放射線管理班他2名で行

う。室内での要員の配置等のみであるため，短時間での対

応が可能であると想定する。 

なお，直接線，スカイシャイン線では原子炉施設を囲む8

方位（モニタリングポスト設置方位を除く）に設置する可

搬型モニタリングポストのうち複数台の指示値上昇が予想

されることから，可搬型モニタリングポスト（加圧判断用）
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以外の可搬型モニタリングポスト指示値も参考とする。 

c. 緊急時対策所加圧設備への切替手順 

原子炉格納容器から希ガス等の放射性物質が放出され，緊

急時対策所に接近した場合，緊急時対策所換気設備を停止し，

緊急時対策所加圧設備により緊急時対策所内を加圧する手順

を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

以下のいずれかに該当した場合。 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用）が重大事故

等により指示値の有意な上昇傾向となった場合。 

・緊急時対策所エリアモニタが重大事故等により指示値

の有意な上昇傾向となった場合。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所加圧設備により緊急時対策所内を加圧する

手順の概要は以下のとおり。緊急時対策所加圧設備運転時

のタイムチャートを第1.18.5図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，

発電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所加圧設備に

よる緊急時対策所内加圧の開始を指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所換気設

備を停止する。 

ⅲ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所内にて

空気ボンベ流量調整用弁を開とし，流量を調整する。 

ⅳ ) 緊急時対策所内が微正圧に調整されていることを確認

する。 
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なお，緊急時対策所換気設備運転時の酸素濃度及び二酸

化炭素濃度の監視手順については，「(1) 緊急時対策所立

上げ時の手順ｃ．緊急時対策所の酸素濃度及び二酸化炭素

濃度の監視手順」に示す。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，緊急時対策所にて，発電所災害対策本部初

動要員 1 名で行い，一連の操作完了まで約 2 分と想定する。 

ｄ．緊急時対策所換気設備への切替手順 

緊急時対策所周辺から希ガス等の放射性物質の影響が減少

した場合に緊急時対策所加圧設備による加圧を停止し，緊急

時対策所換気設備を起動する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

可搬型モニタリングポスト（加圧判断用）及び緊急時対

策所エリアモニタにて放射線量を継続的に監視し，その指

示値がプルーム接近時の指示値に比べ急激に低下した場合。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所加圧設備から緊急時対策所換気設備に切り

替える手順は以下のとおり。タイムチャートを第1.18.6図

に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，

発電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所加圧設備か

ら緊急時対策所換気設備への切替えを指示する。 

ⅱ )  発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所換気設

備を起動し，流量が調整されていることを確認する。 

ⅲ )  発電所災害対策本部初動要員は，空気ボンベ流量調整
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用弁を閉とし，空気ボンベによる加圧を停止する。 

ⅳ )  発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所が微正

圧に調整されていることを確認する。 

なお，換気空調設備運転時の酸素濃度及び二酸化炭素濃

度の監視手順については，「(1) 緊急時対策所立上げ時の

手順ｃ．緊急時対策所内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の

測定手順」に示す。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，緊急時対策所内にて，発電所災害対策本部

初動要員 1 名で行い，一連の操作完了まで約 2 分と想定する。 

なお，緊急時対策所換気設備への切替えを判断する場合は，

モニタリングポスト及び可搬型モニタリングポスト（加圧判

断用）以外の可搬型モニタリングポストの指示値も参考とす

る。 

 

1.18.2.2 重大事故等に対処するために必要な指示及び通信連絡に

関わる手順等 

重大事故等が発生した場合において，重大事故等に対処するた

めに必要な指示を行う発電所災害対策本部要員が，緊急時対策所

情報収集設備及び緊急時対策所の通信連絡設備により，必要なプ

ラントパラメータ等を監視又は収集し，重大事故等に対処するた

めに必要な情報を把握するとともに，重大事故等に対処するため

の対策の検討を行う。 

また，重大事故等に対処するための対策の検討に必要な資料を，

緊急時対策所に整備する。 
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重大事故等が発生した場合において，緊急時対策所の通信連絡

設備により，発電所内外の通信連絡をする必要のある場所と通信

連絡を行う。 

全交流動力電源喪失時は，代替電源設備からの給電により，緊

急時対策所の情報収集設備及び通信連絡設備を使用する。 

(1) 緊急時対策所情報収集設備によるプラントパラメータ等の

監視手順 

重大事故等が発生した場合，緊急時対策所情報収集設備で

ある緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ）及びＳＰＤＳデ

ータ表示装置により重大事故等に対処するために必要なプラ

ントパラメータ等を監視する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

緊急時対策所の立上げ時。 

ｂ．操作手順 

緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ）については，常時，

伝送が行われており，ＳＰＤＳデータ表示装置を起動し，監

視する手順は以下のとおり。緊急時対策所情報収集設備を第

1.18.7図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部初動要員は，手順着手の判断基準

に基づきＳＰＤＳデータ表示装置の接続を確認し，起動

する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，ＳＰＤＳデータ表示

装置にて，各パラメータを監視する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の対応は，緊急時対策所内にて発電所災害対策本部
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初動要員1名で行う。 

室内での装置起動等のみであるため，短時間での対応が

可能であると想定する。 

(2) 重大事故等に対処するための対策の検討に必要な資料の整

備について 

安全・防災グループマネージャーは，重大事故等が発生し

た場合に，重大事故等に対処するための対策の検討に必要な

資料を緊急時対策所に整備し，資料が更新された場合には資

料の差し替えを行い，常に最新となるよう通常時から維持，

管理する。 

(3) 通信連絡に関わる手順 

重大事故等が発生した場合において，緊急時対策所の通信

連絡設備により，中央制御室，屋内外の作業場所，本店，国，

地方公共団体，その他関係機関等の発電所内外の通信連絡を

する必要のある場所と通信連絡を行うための手順を整備する。 

緊急時対策所の通信連絡設備を第1.18.4表に示す。 

発電所内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を

行うための通信連絡設備の使用方法等，必要な手順の詳細は

「1.19 通信連絡に関する手順等」にて整備する。 

  

1.18.2.3 必要な数の要員の収容に係る手順等 

緊急時対策所は，重大事故等に対処するために必要な指示を行

う発電所災害対策本部要員に加え，原子炉格納容器の破損等によ

る工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための対策に対処す

るために必要な数の発電所災害対策本部要員を含めた重大事故等



付－1－1.18－23 

に対処するために必要な数の要員として最大100名を収容する。 

この要員の収容に当たっては，重大事故等に対処するために必

要な指示を行う発電所災害対策本部要員と現場作業を行う発電所

災害対策本部要員等との混雑を避けるレイアウトとなるよう考慮

する。また，要員の収容が適切に行えるようトイレ，休憩スペー

ス等を整備するとともに，収容する要員に必要な放射線管理を行

うための資機材，飲料水，食料等を配備し，維持，管理する。 

(1) 放射線管理について 

ａ．放射線管理用資機材の維持管理等について 

担当グループマネージャーは，1 週間外部からの支援がな

くとも対策要員が使用するのに十分な数量の装備（電子式個

人線量計，マスク等）を配備するとともに，通常時から維持，

管理する。 

放射線管理班は，重大事故等が発生した場合には，放射線

防護具類の使用及び管理を適切に運用し，十分な放射線管理

を行うとともに，重大事故等に対処するために必要な指示を

行う発電所災害対策本部要員，現場作業を行う発電所災害対

策本部要員等の被ばく線量管理を行うため，電子式個人線量

計を常時装着させるとともに線量評価を行う。 

また，作業に必要な放射線管理用資機材を用いて作業現場

の放射線量率測定等を行う。 

さらに，放射線管理班は，緊急時対策所非常用空気浄化フ

ィルタユニットの放射線量を監視するため，可搬型エリアモ

ニタを設置するとともに，放射線量が上昇した場合は，周辺

に立入りを制限する等の対応を行う。 
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ｂ．チェンジングエリアの設置及び運用手順 

緊急時対策所の外側が放射性物質により汚染したような状

況下において，緊急時対策所への汚染の持ち込みを防止する

ため，身体の汚染検査，放射線防護具類の着脱等を行うため，

チェンジングエリアを設置するための資機材及び運用する手

順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

可搬型モニタリングポスト（加圧判断用）にて放射線量

を監視し，プルームの通過を確認した場合。 

(b) 操作手順 

チェンジングエリアを設置するための手順は以下のとお

り。タイムチャートを第1.18.8図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，

放射線管理班にチェンジングエリアの設置を指示する。 

ⅱ ) 放射線管理班は，床養生用シートにてチェンジングエ

リアの床面全体を養生する。 

ⅲ ) 放射線管理班は，各エリア間の境界にバリア，粘着マ

ットを設置する。 

ⅳ ) 放射線管理班は，脱衣収納容器，β線サーベイメータ

等を必要な箇所に配備する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，放射線管理班 2 名で行い，一連の操作完

了まで約 25 分と想定する。チェンジングエリアには，放射

線防護具類の着替えエリア，放射線管理班が放射性物質に

よる汚染を確認するためのスクリーニングエリア及び現場
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作業を行う発電所災害対策本部要員等に放射性物質による

汚染が確認された場合に用いる除染エリアを設け，放射線

管理班 2 名が身体の汚染検査及び汚染している現場作業を

行う発電所災害対策本部要員等の除染を行うとともに，チ

ェンジングエリアの汚染管理を行う。 

なお，身体の汚染検査を待つ現場作業を行う発電所災害

対策本部要員等は，周辺からの放射線影響を低減するため，

遮蔽効果のある緊急時対策所内で待機する。 

チェンジングエリア内での身体の汚染検査で現場作業を

行う発電所災害対策本部要員等に放射性物質による汚染が

確認された場合は，スクリーニングエリアに隣接した除染

エリアにて濡れウエス等による拭き取り除染を実施するが，

拭き取りにて除染ができない場合は，簡易シャワーにて汚

染部位を水洗する。 

除染による廃水が発生した場合，ウエスに染み込ませる

等適切に処理した後，放射性廃棄物として廃棄する。 

ｃ．緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットの切替手順 

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットの放射線量

が上昇するなど切替えが必要となった場合に，切替えを実施

する手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準 

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットの放射線

量上昇等により運転中の緊急時対策所非常用空気浄化フィ

ルタユニットの切替えが必要となった場合。 

(b) 操作手順 
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緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットを待機側

に切替える手順は以下のとおり。タイムチャートを第

1.18.9図に示す。 

ⅰ ) 発電所災害対策本部は手順着手の判断基準に基づき，

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットの切替え

を発電所災害対策本部初動要員に指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所非常用

空気浄化フィルタユニットの切替えを実施する。 

ⅲ ) 発電所災害対策本部初動要員は，待機側の緊急時対策

所非常用空気浄化フィルタユニットに切替わることを確

認する。 

ⅳ ) 発電所災害対策本部初動要員は，室内の圧力が微正圧

に調整されていることを確認する。 

(c) 操作の成立性 

上記の対応は緊急時対策所内にて発電所災害対策本部初

動要員 1 名で行い，一連の操作完了まで約 2 分と想定する。 

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットは，緊急

時対策所に設置する 2 系統により，数ヶ月間使用可能とす

る。また，当社他原子力発電所からの輸送及びフィルタの

製作等を実施することにより，中長期的な対応を可能とす

る。 

なお，使用側の緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユ

ニットは，放射線量に応じ適切に切替え，フィルタの交換，

保管等を行う。特にフィルタの放射線量が高い場合は，待

機側の緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットに切
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替えた後，放射性物質が減衰するまで一定期間隔離する。 

(2) 飲料水，食料等について 

担当グループマネージャーは，重大事故等に対処するため

に必要な指示を行う発電所災害対策本部要員等が重大事故等

の発生後，少なくとも外部からの支援なしに 1 週間，活動す

るために必要な飲料水，食料等を備蓄するとともに，通常時

から維持，管理する。 

庶務班は，重大事故等が発生した場合には，食料等の支給

を適切に運用する。 

放射線管理班は，適切な頻度で緊急時対策所内の空気中放

射性物質濃度の測定を行い，飲食しても問題ない環境である

ことを確認する。 

ただし，緊急時対策所内の空気中放射性物質濃度が目安値

（1×10－ ３ Bq／ cm３ 未満）よりも高くなった場合であっても，

発電所災害対策本部の判断により必要に応じて飲食を行う。 

 

1.18.2.4 代替電源設備からの給電手順 

全交流動力電源喪失時は，代替電源設備として緊急時対策所用

発電機により緊急時対策所へ給電する。 

 (1) 緊急時対策所用発電機による給電 

全交流動力電源喪失時は，緊急時対策所の電源を確保する

ため，代替電源設備である緊急時対策所用発電機が起動する

ことにより緊急時対策所へ給電する。 

緊急時対策所用発電機には緊急時対策所近傍に設置してい

る緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンクより給油される。 
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ａ．緊急時対策所用発電機起動手順 

全交流動力電源喪失時における緊急時対策所用発電機の起

動手順を整備する。 

なお，緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ）のうち原子

炉補助建屋に設置されている機器については，代替電源設備

として空冷式非常用発電機より給電する。給電の手順及び燃

料補給の手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて

整備する。 

 (a) 手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失時に，早期の電源回復が不可能な場

合。 

(b) 操作手順 

緊急時対策所用発電機による電源を給電する手順は以下

のとおり。緊急時対策所用発電機による電源を給電する場

合のタイムチャートを第1.18.10図に示す。 

ⅰ ) 原子力防災管理者は，手順着手の判断基準に基づき発

電所災害対策本部初動要員に緊急時対策所電源供給作業

開始を指示する。 

ⅱ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所用発電

機が自動起動していることを確認する。 

ⅲ ) 発電所災害対策本部初動要員は，発電機出力用遮断器

及び緊急時対策所用電源設備受電用遮断器が自動で投入

されていることを確認する。 

ⅳ ) 発電所災害対策本部初動要員は，緊急時対策所用電源

設備にて出力電圧確立を電圧計にて確認する。 
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なお，運転中の発電機へは，外部からの支援がなくとも，

7日分の運転に必要な容量を有する緊急時対策所用発電機

燃料油貯蔵タンクから，緊急時対策所用発電機給油ポンプ

により，燃料が自動補給される。  

発電機運転中は，緊急時対策所用発電機給油ポンプの運

転状態及び燃料油補給状況の監視を行い，正常に自動補給

されていることを確認する。  

(c) 操作の成立性 

上記の対応は，発電所災害対策本部初動要員 1 名で行い，

一連の操作完了まで約 2 分と想定する。円滑に対応できる

ように，可搬型照明を配備する。重大事故等発生後 7 日間

運転継続するために必要な燃料の備蓄量として，緊急時対

策所用発電機燃料油貯蔵タンク（44kl／基，2 基）を管理

する。 
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第1.18.1表  重大事故等対処設備等と整備する手順（1／ 2）  

 

分類 機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 対応設備 整備する手順書の分類 

－ － 

居
住
性
の
確
保 

緊急時対策所遮蔽 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

－ 

緊急時対策所非常用給気ファン 

発電所災害対策本部にて使用する手

順 

緊急時対策所排気ファン 

緊急時対策所非常用空気浄化 

フィルタユニット 

緊急時対策所加圧設備 

緊急時対策所エリアモニタ 

可搬型モニタリングポスト ※１ 

（加圧判断用） 

酸素濃度計 

二酸化炭素濃度計 

必
要
な
指
示
及
び
情
報
の
把
握 

緊急時データ 

伝送システム（ＳＰＤＳ）※２※３ 

ＳＰＤＳデータ表示装置 ※２ 

衛星携帯電話設備 

（衛星携帯電話（固定型）） 

※２※３ 

衛星携帯電話設備 

（衛星携帯電話（携帯型）） 

無線連絡設備 

（無線通話装置（携帯型）） 

携帯型通話設備 

統合原子力防災ネットワークに 

接続する通信連絡設備 ※２※３ 

電力保安通信用電話設備 

多
様
性
拡
張
設
備 

無線連絡設備 

（無線通話装置（固定型，放射能観

測車）） 

テレビ会議システム（社内） 

加入電話設備 

運転指令設備 

対策の検討に必要な資料 ※４ 
資
機
材
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第 1.18.1 表  重大事故等対処設備等と整備する手順（2／ 2）  

 

分類 機能喪失を想定する 
設計基準事故対処設備 

対応 
手段 対応設備 整備する手順書の分類 

－ 

－ 

必
要
な
数
の
要
員
収
容 

放射線管理用資機材 ※４ 

資
機
材 

発電所災害対策本部にて使用する手

順 

チェンジングエリア用資機材 ※４ 

飲料水，食料等 ※４ 

緊急時対策所全交流 

動力電源喪失 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電 

緊急時対策所用発電機 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

緊急時対策所用発電機 

燃料油貯蔵タンク 

緊急時対策所用発電機 

給油ポンプ 

空冷式非常用発電機 

燃料油貯蔵タンク 

（ディーゼル発電機用） 

可搬型燃料給油ポンプ 

 

※１：可搬型モニタリングポストは「1.17 監視測定等に関する手順」にて整備する。 

※２：ディーゼル発電機等により給電する。 

※３：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※４：「対策の検討に必要な資料」，「放射線管理用資機材」，「チェンジングエリア用資機材」及び「飲料水，食料等」につ 

いては，資機材であるため重大事故等対処設備としない。 

 ※５：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14  

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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第1.18.2表  重大事故等対処に係る監視計器 

1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等 

 
監視計器（1／ 3）  

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 
監視計器 

1.18.2.1 居住性を確保するための手順等 
(1) 緊急時対策所立上げ時の手順 

c. 緊急時対策所内の酸素
及び二酸化炭素濃度の
測定監視手順 

判
断
基
準

緊急時対策所内の環境監
視 

・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

操
作 

加圧設備使用時の空気流
入量 

・流量調整用流量計 

・緊急時対策所用圧力計 

緊急時対策所換気設備使
用時の換気率 

・緊急時対策所非常用給気ファン用流量計 

・緊急時対策所用圧力計 

緊急時対策所内の環境監
視 

・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 
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監視計器（2／ 3）  

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 監視計器 

1.18.2.1 居住性を確保するための手順等 
(3) 重大事故等が発生した場合の放射線防護等に関する手順等 

b. 緊急時対策所加圧設備
への切替準備手順 

判
断
基
準 

緊急時対策所付近の放射
線量率 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用） 

炉心損傷 ・炉心損傷が生じた旨の連絡，情報 

原子炉格納容器破損 ・原子炉格納容器破損が生じた旨の連絡，情報 

操
作 

－ － 

c. 緊急時対策所加圧設備
への切替手順 

判
断
基
準

緊急時対策所付近の放射
線量率 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用） 

・緊急時対策所エリアモニタ 

操
作 

緊急時対策所加圧設備使
用時の空気流入率 

・流量調整用流量計 

・緊急時対策所用圧力計 

緊急時対策所の環境監視
・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 

d. 緊急時対策所換気設備
への切替手順 

判
断
基
準

緊急時対策所付近の放射
線量率 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用） 

・緊急時対策所エリアモニタ 

操
作 

緊急時対策所換気設備使
用時の換気率 

・緊急時対策所非常用給気ファン用流量計 

・緊急時対策所用圧力計 

緊急時対策所の環境監視
・酸素濃度計 

・二酸化炭素濃度計 
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監視計器（3／ 3）  

対応手段 
重大事故等の対応に必要

となる監視項目 監視計器 

1.18.2.4 代替電源設備からの給電手順 
(1) 緊急時対策所用発電機による給電 

a. 緊急時対策所用発電機起
動手順 

判
断
基
準 

電源 

・緊急時対策所用電源母線受電電圧計 

・500KV1L，2L電圧計 

・275KV1L，2L電圧計 

・77kV1L，2L電圧計 

・6.6kV2A，2B，2C1，2C2，2D1，2D2母線受電電圧
計 

・2A，2Bディーゼル発電機電圧計 

操
作

電源 

・緊急時対策所用電源母線受電電圧計 

・緊急時対策所用発電機用電圧計，電力計，周波
数計 
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第 1.18.3 表  技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象 

設備 

 

対 象 条 文  供 給 対 象 設 備  給 電 元  

【 1.18】  

緊 急 時 対 策 所 の 居 住

性 等 に 関 す る 手 順 等  

緊 急 時 対 策 所 非 常 用  

給 気 フ ァ ン  
緊 急 時 対 策 所 用 電 源 設 備  

緊 急 時 対 策 所 排 気 フ ァ ン 緊 急 時 対 策 所 用 電 源 設 備  

緊 急 時 デ ー タ  

伝 送 シ ス テ ム  

（ Ｓ Ｐ Ｄ Ｓ ）  

２ Ａ 非 常 用 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ

２ Ｂ 非 常 用 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ

緊 急 時 対 策 所 用 電 源 設 備  

Ｓ Ｐ Ｄ Ｓ デ ー タ 表 示 装 置 緊 急 時 対 策 所 用 電 源 設 備  

可 搬 型 燃 料 給 油 ポ ン プ  
重 大 事 故 等 対 処 用  

専 用 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ  

 

※ 通 信 連 絡 設 備 に お け る 給 電 対 象 設 備 は 「 1.19  通 信 連 絡 に 関 す る 手 順 等 」 に て 整 備 す る 。  
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第1.18.4表  重大事故等対処に係る通信連絡設備一覧 

 

対 応 設 備  

衛 星 携 帯 電 話 設 備  

衛 星 携 帯 電 話 （ 固 定 型 ）  

重

大

事

故

等

対

処

設

備 

衛 星 携 帯 電 話 （ 携 帯 型 ）  

無 線 連 絡 設 備  無 線 通 話 装 置 （ 携 帯 型 ）  

携 帯 型 通 話 設 備  携 帯 型 有 線 通 話 装 置  

統 合 原 子 力 防 災 ネ ッ ト ワ ー ク に
接 続 す る 通 信 連 絡 設 備  

テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム  

Ｉ Ｐ 電 話  

Ｉ Ｐ － Ｆ Ａ Ｘ  

運 転 指 令 設 備  ペ ー ジ ン グ 装 置  

多

様

性

拡

張

設

備 

電 力 保 安 通 信 用 電 話 設 備  

保 安 電 話  

構 内 電 話  

無 線 連 絡 設 備  

無 線 通 話 装 置 （ 固 定 型 ）  

無 線 通 話 装 置 （ 放 射 能 観 測 車 ）  

テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム （ 社 内 ）  

加 入 電 話 設 備  加 入 電 話  
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所換気系 
起動，停止手順 

緊急時対策所換気
設備 

発
電
所
災
害
対
策
本
部
初
動
要
員
１
名 

 
 

         

             

          

緊急時対策所加圧
設備 

           

             

          

 

第1.18.2図 緊急時対策所換気設備運転及び加圧設備空気供給準備作業タイムチャー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動準備 

換気設備運転操作

起動準備 

系統構成 
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経過時間（分） 

備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 
   

手順の項目 要員（数）   

エリアモニタ設置手順 
緊急時対策所 
エリアモニタ 

放
射
線
管

理
班
１
名 

       

 

          

 

第1.18.3図 緊急時対策所エリアモニタ設置作業タイムチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可搬型エリアモニタ起動操作 

専用ケーブル，電源コンセントの接続
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経過時間（分） 

備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 

          

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所 
換気系起動，停止手順 

緊急時対策所加圧
設備への切替準備 

放
射
線
管
理
班
他
２
名 

 

 
         

 

          

          

           

 
 

        

          

 

第1.18.4図 緊急時対策所換気設備から加圧設備への切替準備作業タイムチャート 

  

監視（エリアモニタ指示，記録計）

パラメータ監視及び加圧操作要員配置 

・可搬型モニタリングポスト（加圧判断用）重大事故等による指示値の有意な上昇傾向 

・炉心損傷の連絡，情報があった場合 

・原子炉格納容器破損の連絡，情報があった場合 

・緊急時対策所でのプラント状態監視の結果，発電所災害対策本部がブルーム放出に備える必要があると判断した場合 
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経過時間（分） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8    9 
   

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所 
換気系起動，停止手順 

緊急時対策所加圧
設備への切替 

発
電
所
災
害
対
策
本
部
初
動
要
員

１
名 

 
 

         

 

  
 

        

         

 
 

       

          

 

第1.18.5図 緊急時対策所換気設備から加圧設備への切替作業タイムチャート 

  

ブルーム検知，判断・操作指示 

緊急時対策所換気設備
停止操作

加圧操作開始

室内微正圧確認 



付－1－1.18－42 

 

 
経過時間（分） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8   9 
   

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所 
換気系起動，停止手順 

緊急時対策所換気
設備への切替 

発
電
所
災
害
対
策
本
部
初
動
要
員

１
名 

 
 

         

 

  
 

        

         

 
 

       

          

 

第1.18.6図 緊急時対策所加圧設備から換気設備への切替作業タイムチャート 

  

ブルーム接近時の指示値に比べ急激に低下，判断・操作指示 

緊急時対策所換気設備起動 

加圧操作停止

室内微正圧確認 
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第1.18.7図 必要な情報を把握するための設備の概要 
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経過時間（分） 

備考  10 20 30 40 50 60 70 80    90 
   

手順の項目 要員（数）   

チェンジングエリア 
設置手順 

緊急時対策所チェ
ンジングエリア設
置 

放
射
線
管
理
班
２
名 

           

 

  
 

       

         

          

 

第1.18.8図 緊急時対策所チェンジングエリア設置作業タイムチャート 

  

資機材準備（緊急時対策所チェンジングエリアに配備）

移動 

床面養生 

バリア，粘着マット設置 
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経過時間（分） 

備考  1 2 3 4 5 6 7 8    9 
   

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所 
換気系起動，停止手順 

緊急時対策所非常
用空気浄化フィル
タユニット切替 

発
電
所
災
害
対
策
本
部
初

動
要
員
１
名 

          

 

          

          

          

 

第1.18.9図 緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニット切替作業タイムチャート 

  

室内微正圧確認 

緊急時対策所非常用空気浄化フィルタユニットに切替え 

待機側空気浄化フィルタユニットへの切替確認 
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経過時間（分） 

備考  5 10 15 20 25 30 35 40    45 
   

手順の項目 要員（数）   

緊急時対策所 
交流電源起動手順 

緊急時対策所用 
発電機 

発
電
所
災
害
対
策
本
部
初

動
要
員
１
名 

 
 

         

 

  
 

         

  
 

         

          

 

第1.18.10図 緊急時対策所用発電機起動作業タイムチャート 

 

 

 

緊急時対策所用発電機の自動起動確認 

発電機出力用遮断器自動投入及び緊急時対策所 
用電源設備受電用遮断器自動投入確認 
緊急時対策所用電源設備にて 
出力電圧確立を確認 
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1.19 通信連絡に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.19.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うために必

要な対応手段及び設備 

ｂ．発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行

うために必要な対応手段及び設備 

ｃ．手 順 等 

1.19.2 重大事故等時の手順等 

1.19.2.1 発電所内の通信連絡 

(1) 発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うための

手順等 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 

ｄ．優先順位 

(2) 計測等を行った特に重要なパラメータを発電所内の必要な場所で共

有する手順等 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 

ｄ．優先順位 

1.19.2.2 発電所外（社内外）との通信連絡 
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(1) 発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を

行うための手順等 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 

ｄ．優先順位 

(2) 計測等を行った特に重要なパラメータを発電所外（社内外）の必要

な場所で共有する手順等 

ａ．手順着手の判断基準 

ｂ．操作手順 

ｃ．操作の成立性 

ｄ．優先順位 

1.19.2.3 代替電源設備から給電する手順等 
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1.19 通信連絡に関する手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故等が発生した場合において，発電所の内外の通信連絡をする必要

のある場所と通信連絡を行うため，必要な対処設備を整備しており，ここで

は，この対処設備を活用した手順等について説明する。 

 

 

 

 

 

＜要求事項＞ 

発電用原子炉設置者において，重大事故等が発生した場合において発電用

原子炉施設の内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うために

必要な手順等が適切に整備されているか，又は整備される方針が適切に示さ

れていること。 

 

【解釈】 

１「発電用原子炉施設の内外の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を

行うために必要な手順等」とは，以下に掲げる措置又はこれらと同等以上

の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

a）通信連絡設備は，代替電源設備（電池等の予備電源設備を含む。）か

らの給電を可能とすること。 

b）計測等行った特に重要なパラメータを必要な場所で共有する手順等を

整備すること。 
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1.19.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

重大事故等が発生した場合において，発電所の内外の通信連絡をする

必要のある場所と通信連絡を行うために必要な対応手段と重大事故等対

処設備を選定する。 

重大事故等対処設備の他に，柔軟な事故対応を行うための対応手段及

び多様性拡張設備を選定する。 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準だけでなく，

「設置許可基準規則第六十二条及び技術基準規則第七十七条」（以下，

付録 1.19 において「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備

が網羅されていることを確認するとともに，多様性拡張設備との関係を

明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

技術的能力審査基準及び基準規則要求により選定した対応手段と，そ

の対応に使用する重大事故等対処設備及び多様性拡張設備を以下に示す。 

なお，重大事故等対処設備，多様性拡張設備及び整備する手順につい

ての関係を第 1.19.1 表，第 1.19.2 表に示す。 

ａ．発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うために必

要な対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合において，発電所内の通信連絡をする必

要のある場所と通信連絡を行う手段がある。 

発電所内で，重大事故等に対処するために必要なデータを伝送し，

パラメータを共有する手段がある。 
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計測等を行った特に重要なパラメータを発電所内の必要な場所で共

有する手段がある。 

発電所内の通信連絡を行うための設備は以下のとおり。 

・衛星携帯電話設備 

・無線連絡設備 

・携帯型通話設備 

・緊急時データ伝送システム（ＳＰＤＳ）（以下，付録 1.19 にお

いて「ＳＰＤＳ」という。） 

・ＳＰＤＳデータ表示装置 

・運転指令設備 

・電力保安通信用電話設備 

発電所内の通信連絡を行うために必要な設備は，代替電源設備から

の給電を可能とする手段がある。 

代替電源設備からの給電を確保するための設備は以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク 

・緊急時対策所用発電機給油ポンプ 

(b) 重大事故等対処設備及び多様性拡張設備 

技術的能力審査基準及び基準規則に要求される発電所内の通信連絡

を行うための設備のうち衛星携帯電話設備，無線連絡設備のうち無線

通話装置（携帯型），携帯型通話設備，ＳＰＤＳ，ＳＰＤＳデータ表

示装置，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機
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用），可搬型燃料給油ポンプ，緊急時対策所用発電機，緊急時対策所

用発電機燃料油貯蔵タンク及び緊急時対策所用発電機給油ポンプは，

重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備において，発電所内の通信連絡を行うこ

とが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備と位置付ける。 

あわせて，その理由を示す。 

・運転指令設備，電力保安通信用電話設備，無線連絡設備のうち無

線通話装置（固定型，放射能観測車） 

上記の設備は，耐震性を有していないが，設備が健全である場合は，

発電所内の通信連絡を行うための手段として有効である。 

ｂ．発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行

うために必要な対応手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等が発生した場合において，発電所外（社内外）の通信連

絡をする必要のある場所と通信連絡を行う手段がある。 

国の緊急時対策支援システム（ＥＲＳＳ）等へ必要なデータを伝送

し，パラメータを共有する手段がある。 

計測等を行った特に重要なパラメータを発電所外（社内外）の必要

な場所で共有する手段がある。 

発電所外（社内外）との通信連絡を行うための設備は以下のとおり。 

・衛星携帯電話設備 

・統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備 

（テレビ会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ） 

・ＳＰＤＳ 

・加入電話設備 
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・電力保安通信用電話設備 

・テレビ会議システム（社内） 

・無線連絡設備 

発電所外（社内外）との通信連絡を行うために必要な設備は，代替

電源設備からの給電を可能とする手段がある。 

代替電源設備からの給電を確保するための設備は以下のとおり。 

・空冷式非常用発電機 

・燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用） 

・可搬型燃料給油ポンプ 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク 

・緊急時対策所用発電機給油ポンプ 

(b) 重大事故等対処設備及び多様性拡張設備 

技術的能力審査基準及び基準規則に要求される発電所外（社内外）

との通信連絡を行うための設備のうち衛星携帯電話設備，無線連絡設

備のうち無線通話装置（携帯型），統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡ

Ｘ），ＳＰＤＳ，空冷式非常用発電機，燃料油貯蔵タンク（ディーゼ

ル発電機用），可搬型燃料給油ポンプ，緊急時対策所用発電機，緊急

時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク及び緊急時対策所用発電機給油ポ

ンプは，重大事故等対処設備と位置付ける。 

以上の重大事故等対処設備において，発電所外（社内外）との通信

連絡を行うことが可能であることから，以下の設備は多様性拡張設備

と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 
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・加入電話設備，電力保安通信用電話設備，テレビ会議システム

（社内），無線連絡設備のうち無線通話装置（固定型，放射能観

測車） 

上記の設備は，耐震性を有していないが，設備が健全である場合は，

発電所外（社内外）の通信連絡を行うための手段として有効である。 

ｃ．手 順 等 

上記ａ．及びｂ．により選定した対応手段に係る手順を整備する。ま

た，給電が必要となる設備についても整備する（第 1.19.3 表）。 

これらの手順は，発電所災害対策本部にて使用する手順等に定める

（第 1.19.1 表，第 1.19.2 表）。 

 

1.19.2 重大事故等時の手順等 

1.19.2.1 発電所内の通信連絡 

(1) 発電所内の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を行うための

手順等 

重大事故等が発生した場合において，通信設備（発電所内）により，

発電所災害対策本部要員が，中央制御室，屋内外の作業場所，緊急時対

策所との間で相互に通信連絡を行うために，衛星携帯電話設備，無線連

絡設備，携帯型通話設備，運転指令設備及び電力保安通信用電話設備を

使用する手順を整備する。 

また，データ伝送設備（発電所内）により，緊急時対策所へ重大事故

等に対処するために必要なデータを伝送し，パラメータを共有するため

に，ＳＰＤＳ及びＳＰＤＳデータ表示装置を使用する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 
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重大事故等が発生した場合において，通信設備（発電所内）及びデー

タ伝送設備（発電所内）により，発電所内の通信連絡をする必要のある

場所と通信連絡又は通話通信確認を行う場合。 

ｂ．操作手順 

(a) 衛星携帯電話設備 

中央制御室の運転員等及び緊急時対策所の発電所災害対策本部要員

は，衛星携帯電話（固定型）を使用する。屋外の発電所災害対策本部

要員は，衛星携帯電話（携帯型）を使用する。これらの衛星携帯電話

を用いて相互に通信連絡又は通話通信確認を行うための対応として，

以下の手順がある。 

ⅰ) 衛星携帯電話（固定型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機と同様の操作により，通信先の電話番号

をダイヤルし，連絡する。 

ⅱ) 衛星携帯電話（携帯型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作し，充電池の残量及び電波の受信状

態を確認する。 

ﾛ) 充電池の残量が少ない場合，予備の充電池と交換する。 

ﾊ) 使用する端末とともに予備の充電池を携行する。 

ﾆ) 一般の携帯電話機と同様の操作により，通信先の電話番号をダ

イヤルし，連絡する。 

ﾎ) 使用中に充電池の残量が少なくなった場合は，予備の充電池と

交換する。 

ﾍ) 使用後は，電源を「切」操作する。 
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(b) 無線連絡設備 

中央制御室の運転員等及び緊急時対策所の発電所災害対策本部要員

は，無線通話装置（固定型）を使用する。屋外の発電所災害対策本部

要員は，無線通話装置（携帯型）を使用する。発電所内でモニタリン

グを行う発電所災害対策本部要員は，無線通話装置（携帯型，放射能

観測車）を使用する。 

これらの無線通話装置を用いて相互に通信連絡又は通話通信確認を

行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 無線通話装置（固定型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，通話ボタンを押し，連絡する。 

ⅱ) 無線通話装置（携帯型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作し，充電池又は乾電池の残量及び電

波の受信状態を確認する。 

ﾛ) 充電池又は乾電池の残量が少ない場合，予備の充電池又は乾電

池と交換する。 

ﾊ) 通話チャンネルの設定が必要な端末は，事前に取り決めた通話

チャンネルに設定されていることを確認する。 

ﾆ) 使用する端末とともに予備の充電池又は乾電池を携行する。 

ﾎ) 通話ボタンを押し，連絡する。 

ﾍ) 使用中に充電池又は乾電池の残量が少なくなった場合は，予備

の充電池又は乾電池と交換する。 

ﾄ) 使用後は，電源を「切」操作する。 

ⅲ) 無線通話装置（放射能観測車） 
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ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作する。 

ﾛ) 通話ボタンを押し，連絡する。 

ﾊ) 使用後は，電源を「切」操作する。 

(c) 携帯型通話設備 

中央制御室の運転員等及び屋内外の発電所災害対策本部要員は，携

帯型有線通話装置を使用し，相互に通信連絡又は通話通信確認を行う

ための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 携帯型有線通話装置 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，保管場所等で作業に使用する端末と中継コードを接続

し，端末の電源「入」操作をして，乾電池の残量を確認する。 

ﾛ) 乾電池の残量が少ない場合，予備の乾電池と交換する。 

ﾊ) 端末の通話スイッチを操作し，使用する端末間で通話通信確認

を行い，健全性を確認する。 

ﾆ) 確認後は，端末と中継コードを切離し，端末の電源「切」操作

をする。 

ﾎ) 使用する端末及び中継コードとともに予備の乾電池を携行する。 

ﾍ) 使用する場所に中継コードを布設後，端末と中継コードを接続

する。（複数の端末を中継コードで接続することにより，複数者

での連絡を可能とする。） 

ﾄ) 通話スイッチを操作し，連絡する。 

ﾁ) 使用中に乾電池の残量が少なくなった場合は，予備の乾電池と

交換する。 

ﾘ) 使用後は，端末及び中継コードを切り離す。 
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(d) ＳＰＤＳ 

ＳＰＤＳにより，緊急時対策所のＳＰＤＳデータ表示装置へ，必要

なデータの伝送を行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) ＳＰＤＳ 

常時伝送を行うため，通常操作は必要ない。なお，中央制御室で

警報を常時監視する。 

(e) ＳＰＤＳデータ表示装置 

操作手順は，「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」

にて整備する。 

(f) 運転指令設備 

中央制御室の運転員等，緊急時対策所の発電所災害対策本部要員及

び屋内外の発電所災害対策本部要員は，ページング装置を使用し，相

互に通信連絡又は通話通信確認を行うための対応として，以下の手順

がある。 

ⅰ) ページング装置 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，使用チャンネルを選択し連絡する。 

(g) 電力保安通信用電話設備 

中央制御室の運転員等，緊急時対策所の発電所災害対策本部要員及

び屋内外の発電所災害対策本部要員は，構内電話を使用し，相互に通

信連絡又は通話通信確認を行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 構内電話 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機，携帯電話機又はＦＡＸと同様の操作に
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より，通信先の電話番号をダイヤル又は短縮ダイヤルボタンを押

し連絡する。 

ﾛ) 携帯型端末の充電池の残量が少なくなった場合は，予備の充電

池と交換する。 

ｃ．操作の成立性 

衛星携帯電話設備，無線連絡設備，運転指令設備及び電力保安通信用

電話設備は，特別な技量を要することなく，容易に操作が可能であると

ともに，必要な個数を設置又は保管することにより，使用場所において

通信連絡をする必要のある場所と確実に接続及び通信連絡を行うことを

可能とする。 

携帯型通話設備は，使用場所において端末と中継コードを容易かつ確

実に接続可能とするとともに，必要な個数を設置又は保管することによ

り，通信連絡をする必要のある場所と確実に接続及び通信連絡を行うこ

とを可能とする。 

ｄ．優先順位 

中央制御室の運転員等，屋内外の発電所災害対策本部要員は，操作，

作業等の通信連絡を行う場合，通常時から使用しており，短時間で準備

が可能であることから，多様性拡張設備である運転指令設備，電力保安

通信用電話設備及び無線連絡設備のうち無線通話装置（固定型，放射能

観測車）の使用を優先する。多様性拡張設備が使用できない場合は，衛

星携帯電話設備，無線連絡設備のうち無線通話装置（携帯型）及び携帯

型通話設備を使用する。 

(2) 計測等を行った特に重要なパラメータを発電所内の必要な場所で共

有する手順等 
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直流電源喪失時等，可搬型の計測器にて，炉心損傷防止及び格納容器

破損防止に必要なパラメータ，使用済燃料ピット水位（広域），使用済

燃料ピット周辺線量率，発電所周辺の放射線量等の特に重要なパラメー

タを計測し，その結果を通信設備（発電所内）により発電所内の必要な

場所で共有する場合，現場と中央制御室との連絡には携帯型通話設備を

使用し，現場又は中央制御室と緊急時対策所との連絡には衛星携帯電話

設備を使用する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

特に重要なパラメータを可搬型の計測器にて計測し，その結果を通信

設備（発電所内）により，発電所内の必要な場所で共有する場合。 

ｂ．操作手順 

1.19.2.1(1)ｂ．と同様。 

特に重要なパラメータを計測する手順等は，「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」，「1.15 事故時の計装に関する手順等」

及び「1.17 監視測定等に関する手順等」にて整備する。 

ｃ．操作の成立性 

発電所内の通信連絡を行うための設備により，特に重要なパラメータ

を発電所内の必要な場所での共有を可能とする。 

ｄ．優先順位 

特に重要なパラメータを可搬型の計測器にて計測し，その結果を通信

設備（発電所内）により発電所内の必要な場所で共有する場合，通常時

から使用しており，短時間で準備が可能であることから，多様性拡張設

備である運転指令設備，電力保安通信用電話設備及び無線連絡設備のう

ち無線通話装置（固定型，放射能観測車）の使用を優先する。多様性拡



付－1－1.19－15 

張設備が使用できない場合は，衛星携帯電話設備，無線連絡設備のうち

無線通話装置（携帯型）及び携帯型通話設備を使用する。 

 

1.19.2.2 発電所外（社内外）との通信連絡 

(1) 発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所と通信連絡を

行うための手順等 

重大事故等が発生した場合において，通信設備（発電所外）により，

発電所災害対策本部要員が，緊急時対策所と本店，国，地方公共団体，

その他関係機関等との間で通信連絡を行うために，衛星携帯電話設備，

統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（テレビ会議シス

テム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ），加入電話設備，電力保安通信用電話

設備，テレビ会議システム（社内）及び無線連絡設備を使用する手順を

整備する。 

また，データ伝送設備（発電所外）により，国の緊急時対策支援シス

テム（ＥＲＳＳ）等へ，必要なデータを伝送し，パラメータを共有する

ために，ＳＰＤＳを使用する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

重大事故等が発生した場合において，通信設備（発電所外）及びデー

タ伝送設備（発電所外）により，発電所外（社内外）の通信連絡をする

必要のある場所と通信連絡又は通話通信確認を行う場合。 

ｂ．操作手順 

(a) 衛星携帯電話設備 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は，衛星携帯電話（固定型）

を使用し，本店，国，地方公共団体，その他関係機関等へ通信連絡を

行う。また，発電所外でモニタリングを行う発電所災害対策本部要員
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は，衛星携帯電話（携帯型）を使用し，緊急時対策所の発電所災害対

策本部要員へ通信連絡又は通話通信確認を行うための対応として，以

下の手順がある。 

ⅰ) 衛星携帯電話（固定型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機と同様の操作により，通信先の電話番号

をダイヤルし，連絡する。 

ⅱ) 衛星携帯電話（携帯型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作し，充電池の残量及び電波の受信状

態を確認する。 

ﾛ) 充電池の残量が少ない場合，予備の充電池と交換する。 

ﾊ) 使用する端末とともに予備の充電池を携行する。 

ﾆ) 一般の携帯電話機と同様の操作により，通信先の電話番号をダ

イヤルし，連絡する。 

ﾎ) 使用中に充電池の残量が少なくなった場合は，予備の充電池と

交換する。 

ﾍ) 使用後は，電源を「切」操作する。 

(b) 統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は，統合原子力防災ネット

ワークに接続するテレビ会議システム，ＩＰ電話及びＩＰ－ＦＡＸを

使用し，本店，国及び地方公共団体へ通信連絡又は通話通信確認を行

うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) テレビ会議システム 
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ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，モニタの電源を「入」操作後，テレビ会議システムの

待ち受け画面を確認し，通信が可能な状態とする。 

ﾛ) 操作端末により，通信先と接続する。 

ﾊ) 使用後は，モニタの電源を「切」操作する。 

ⅱ) ＩＰ電話 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機と同様の操作により，通信先の電話番号

をダイヤルし，連絡する。 

ⅲ) ＩＰ－ＦＡＸ 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般のＦＡＸと同様の操作により，通信先の電話番号

をダイヤル又は短縮ダイヤルボタンを押し，連絡する。 

(c) ＳＰＤＳ 

ＳＰＤＳにより，緊急時対策支援システム（ＥＲＳＳ）等へ，必

要なデータの伝送を行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) ＳＰＤＳ 

常時伝送を行うため，通常操作は必要ない。なお，中央制御室で

警報を常時監視する。 

(d) 加入電話設備 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は，加入電話を使用し，本

店，国，地方公共団体，その他関係機関等へ通信連絡又は通話通信確

認を行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 加入電話 
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ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機，携帯電話機又はＦＡＸと同様の操作に

より，通信先の電話番号をダイヤル又は短縮ダイヤルボタンを押

し，連絡する。 

ﾛ) 携帯型端末の充電池の残量が少なくなった場合は，予備の充電

池と交換する。 

(e) 電力保安通信用電話設備 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は，保安電話及び構内電話

を使用し，本店，他の原子力発電所等へ通信連絡又は通話通信確認を

行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 保安電話 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，通話ボタンを押し，連絡する。 

ⅱ) 構内電話 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，一般の電話機，携帯電話機又はＦＡＸと同様の操作に

より，通信先の電話番号をダイヤル又は短縮ダイヤルボタンを押

し，連絡する。 

ﾛ) 携帯型端末の充電池の残量が少なくなった場合は，予備の充電

池と交換する。 

(f) テレビ会議システム（社内） 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は，テレビ会議システム

（社内）により，本店，他の原子力発電所等へ通信連絡又は通話通信

確認を行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) テレビ会議システム（社内） 



付－1－1.19－19 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，モニタの電源を「入」操作後，テレビ会議システムの

待ち受け画面を確認し，通信が可能な状態とする。 

ﾛ) 操作端末により，通信先と接続する。 

ﾊ) 使用後は，モニタの電源を「切」操作する。 

(g) 無線連絡設備 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員は無線通話装置（固定型）

を使用する。発電所外でモニタリングを行う発電所災害対策本部要員

は，無線通話装置（携帯型，放射能観測車）を使用する。 

これらの無線連絡設備を用いて相互に通信連絡又は通話通信確認を

行うための対応として，以下の手順がある。 

ⅰ) 無線通話装置（固定型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，通話ボタンを押し，連絡する。 

ⅱ) 無線通話装置（携帯型） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作し，充電池又は乾電池の残量及び電

波の受信状態を確認する。 

ﾛ) 充電池又は乾電池の残量が少ない場合，予備の充電池又は乾電

池と交換する。 

ﾊ) 通話チャンネルの設定が必要な端末は，事前に取り決めた通話

チャンネルが設定されていることを確認する。 

ﾆ) 使用する端末とともに予備の充電池又は乾電池を携行する。 

ﾎ) 通話ボタンを押し，連絡する。 
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ﾍ) 使用中に充電池又は乾電池の残量が少なくなった場合は，予備

の充電池又は乾電池と交換する。 

ﾄ) 使用後は，電源を「切」操作する。 

ⅲ) 無線通話装置（放射能観測車） 

ｲ) 手順着手の判断基準に基づき，通信連絡又は通話通信確認を行

う場合は，電源を「入」操作する。 

ﾛ) 通話ボタンを押し，連絡する。 

ﾊ) 使用後は，電源を「切」操作する。 

ｃ．操作の成立性 

衛星携帯電話設備，統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡

設備，加入電話設備，電力保安通信用電話設備，テレビ会議システム

（社内）及び無線連絡設備は，特別な技量を要することなく，容易に操

作が可能であるとともに，必要な個数を設置又は保管することにより，

使用場所において通信連絡をする必要のある場所と確実に接続及び通信

連絡を行うことを可能とする。 

ｄ．優先順位 

緊急時対策所の発電所災害対策本部要員が，本店，国，地方公共団体，

その他関係機関等との間で通信連絡を行う場合，特別な技量を要するこ

となく，容易に操作が可能であることから，統合原子力防災ネットワー

クに接続する通信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－Ｆ

ＡＸ）並びに多様性拡張設備である加入電話設備，電力保安通信用電話

設備，テレビ会議システム（社内）及び無線連絡設備のうち無線連絡装

置（固定型，放射能観測車）の使用を優先する。多様性拡張設備が使用

できない場合は，衛星携帯電話設備及び無線連絡設備のうち無線通話装

置（携帯型）を使用する。 
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なお，統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（テレビ

会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ）については，緊急時対策所の

立上げ時から使用する。テレビ会議システム（社内）は，緊急時対策所

と本店，他の原子力発電所等との通信連絡用として必要に応じて使用す

る。 

(2) 計測等を行った特に重要なパラメータを発電所外（社内外）の必要

な場所で共有する手順等 

直流電源喪失時等，可搬型の計測器にて，炉心損傷防止及び格納容器

破損防止に必要なパラメータ，使用済燃料ピット水位（広域），使用済

燃料ピット周辺線量率，発電所周辺の放射線量等の特に重要なパラメー

タを計測し，その結果を通信設備（発電所外）により発電所外（社内外）

の必要な場所で共有する場合，緊急時対策所と本店，国，地方公共団体

等との連絡には衛星携帯電話設備及び統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備（テレビ会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ）

を使用する手順を整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

特に重要なパラメータを可搬型の計測器にて計測し，その結果を通信

設備（発電所外）により，発電所外（社内外）の必要な場所で共有する

場合。 

ｂ．操作手順 

1.19.2.2(1)ｂ．と同様。 

特に重要なパラメータを計測する手順等は，「1.11 使用済燃料貯蔵

槽の冷却等のための手順等」，「1.15 事故時の計装に関する手順等」

及び「1.17 監視測定等に関する手順等」にて整備する。 

ｃ．操作の成立性 
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発電所外（社内外）との通信連絡を行うための設備により，特に重要

なパラメータを発電所外（社内外）の必要な場所での共有を可能とする。 

ｄ．優先順位 

特に重要なパラメータを可搬型の計測器にて計測し，その結果を通信

設備（発電所外）により発電所外（社内外）の必要な場所で共有する場

合，特別な技量を要することなく，容易に操作が可能であることから，

統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡設備（テレビ会議シス

テム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ）並びに多様性拡張設備である加入電話

設備，電力保安通信用電話設備，テレビ会議システム（社内）及び無線

連絡設備のうち無線連絡装置（固定型，放射能観測車）の使用を優先す

る。多様性拡張設備が使用できない場合は，衛星携帯電話設備及び無線

連絡設備のうち無線通話装置（携帯型）を使用する。 

 

1.19.2.3 代替電源設備から給電する手順等 

全交流動力電源喪失時は，代替電源設備により，衛星携帯電話設備のうち

衛星携帯電話（固定型），統合原子力防災ネットワークに接続する通信連絡

設備（テレビ会議システム，ＩＰ電話，ＩＰ－ＦＡＸ），ＳＰＤＳ及びＳＰ

ＤＳデータ表示装置へ給電する。 

代替電源により給電する手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」及び

「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。空冷式非

常用発電機への燃料補給の手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて

整備する。 

衛星携帯電話設備のうち衛星携帯電話（携帯型），無線連絡設備のうち無

線通話装置（携帯型）及び携帯型通話設備は，充電池又は乾電池を使用する。 
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充電池を用いるものについては，使用前及び使用中の充電池の残量確認で，

残量が少ない場合，予備の充電池と交換することにより継続して通話を可能

とし，使用後の充電池は，中央制御室，緊急時対策所の電源から充電する。 

乾電池を用いるものについては，使用前及び使用中の乾電池の残量確認で，

残量が少ない場合，予備の乾電池と交換することにより 7 日間以上継続して

の通話を可能とする。 
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第 1.19.1 表 重大事故等における対応手段と整備する手順 

（発電所内の通信連絡をする必要のある場所との通信連絡） 
 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

－ 

－ 

発
電
所
内
の
通
信
連
絡 

衛星携帯電話設備 

（衛星携帯電話（固定型 ※１）） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

衛星携帯電話設備 

（衛星携帯電話（携帯型）） 

無線連絡設備 

（無線通話装置（携帯型）） 

携帯型通話設備 

（携帯型有線通話装置） 

ＳＰＤＳ ※１ 

ＳＰＤＳデータ表示装置 ※１ 

運転指令設備 

（ページング装置） 
多
様
性
拡
張
設
備 

電力保安通信用電話設備 

（構内電話） 

無線連絡設備 

（無線通話装置（固定型，放射能観

測車）） 

－ 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保 

空冷式非常用発電機 ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ ※４ 

緊急時対策所用発電機 ※３ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

緊急時対策所用発電機 

燃料油貯蔵タンク ※５ 

緊急時対策所用発電機 

給油ポンプ ※５ 

 

※１：ディーゼル発電機等から給電する。 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。 

※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 ※５：緊急時対策所用発電機の燃料補給に使用する。 

  



付－1－1.19－25 

第 1.19.2 表 重大事故等における手段と整備する手順 

（発電所外（社内外）の通信連絡をする必要のある場所との通信連絡） 
 

分類 
機械喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応

手段 
対応設備 整備する手順書の分類 

－ 

－ 

発
電
所
外
（
社
内
外
）
と
の
通
信
連
絡 

衛星携帯電話設備  

（衛星携帯電話（固定型 ※１））  

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

衛星携帯電話設備  

（衛星携帯電話（携帯型）） 

統合原子力防災ネットワークに接続

する通信連絡設備 ※１ 

（テレビ会議システム，ＩＰ電話，

ＩＰ－ＦＡＸ） 

無線連絡設備 

（無線通話装置（携帯型）） 

ＳＰＤＳ ※１ 

加入電話設備 

（加入電話） 

多
様
性
拡
張
設
備 

電力保安通信用電話設備 

（保安電話，構内電話） 

テレビ会議システム（社内） 

無線連絡設備 

（無線通話装置（固定型，放射能観

測車）） 

－ 

代
替
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
の
確
保 

空冷式非常用発電機 ※２ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

炉心の著しい損傷及び格納容器破

損を防止する運転手順 

 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電

機用）※４ 

可搬型燃料給油ポンプ ※４ 

緊急時対策所用発電機 ※３ 

発電所災害対策本部にて使用する

手順 

緊急時対策所用発電機 

燃料油貯蔵タンク ※５ 

緊急時対策所用発電機 

給油ポンプ ※５ 

 

※１：ディーゼル発電機等から給電する。 

※２：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：代替電源設備により電源確保する。手順は「1.18 緊急時対策所の居住性等に関する手順等」にて整備する。 

※４：空冷式非常用発電機の燃料補給には，燃料油貯蔵タンク（ディーゼル発電機用）を使用する。燃料補給の手順は，「1.14 

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※５：緊急時対策所用発電機の燃料補給に使用する。 
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第 1.19.3 表 技術的能力審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

 

対象条文 供給対象設備 給電元 

【1.19】 

通信連絡に関する手順等 

衛星携帯電話（固定型） 

２Ａ非常用コントロールセンタ 

２Ｂ非常用コントロールセンタ 

緊急時対策所用電源設備 

統合原子力防災ネットワーク 

に接続する通信連絡設備 
緊急時対策所用電源設備 

ＳＰＤＳ 

２Ａ非常用コントロールセンタ 

２Ｂ非常用コントロールセンタ 

緊急時対策所用電源設備 

ＳＰＤＳデータ表示装置 緊急時対策所用電源設備 

可搬型燃料給油ポンプ 
重大事故等対処用 

専用コントロールセンタ 
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